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一

一
、
問
題
の
所
在

　

道
元
禅
師
（
一
二
〇
〇
～
一
二
五
三
）
が
貞
応
二
年
（
一
二
二
三
）
に
入

宋
す
る
に
あ
た
り
随
伴
し
た
仏
樹
房
明
全
（
一
一
八
四
～
一
二
二
五
）
は
、

宝
慶
元
年
（
一
二
二
五
）
に
現
地
で
遷
化
し
て
い
る
。
明
全
は
そ
の
場
で

荼
毘
に
付
さ
れ
た
が
、
そ
の
際
に
舎
利
が
出
現
し
た
こ
と
が
『
舎
利
相

伝
記（
１
）』

と
し
て
伝
わ
っ
て
い
る
。『
相
伝
記
』
に
つ
い
て
拙
稿
で
検
討
し

た
と
こ
ろ
、
南
宋
禅
林
は
舎
利
出
現
を
必
ず
し
も
瑞
祥
と
捉
え
る
も
の

だ
け
で
は
な
く
、
そ
れ
を
回
避
す
る
向
き
も
み
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
そ

れ
で
は
、
宋
代
禅
林
の
葬
法
と
は
如
何
な
る
様
相
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
か
。

　

こ
の
点
を
考
え
る
場
合
、
留
意
す
べ
き
資
料
と
し
て
『
臨
終
方
訣
』

が
あ
げ
ら
れ
る
。
同
資
料
は
葬
式
の
た
め
に
作
ら
れ
た
経
典（
２
）と
も
評
さ

れ
る
『
仏
説
無
常
経
』（
大
正
蔵
一
七
巻
所
収
）
巻
末
に
付
さ
れ
て
い
る
。

『
無
常
経
』
に
は
敦
煌
本
を
は
じ
め
と
す
る
諸
本
が
あ
る
が
、『
臨
終
方

訣
』
は
宋
本
、
元
本
、
明
本
、
宮
内
庁
本
に
附
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ

り
、
そ
の
内
容
検
討
を
通
し
て
岡
部
和
雄
は
一
〇
世
紀
後
半
か
ら
一
二

世
紀
半
ば
の
成
立
と
推
定
し
て
い
る（
３
）。

こ
の
『
臨
終
方
訣
』
の
前
半
部

は
臨
終
作
法
が
示
さ
れ
て
お
り
、
後
半
部
に
は
葬
法
に
関
す
る
記
述
が

み
ら
れ
る
が
、
そ
の
な
か
に
「
然
る
後
に
意
に
随
い
、
或
い
は
窣
堵
波

中
に
安
じ
、
或
い
は
火
を
以
て
焚
き
、
或
い
は
屍
陀
林
乃
至
土
に
下

す
」（
大
正
蔵
一
七
巻
七
四
七
頁
上
）
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
宋
代
の
葬
法
を

窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
資
料
と
い
え
る
。

　

さ
ら
に
、
禅
宗
の
観
点
か
ら
葬
送
を
み
る
場
合
は
『
禅
苑
清
規
』（
一

一
〇
三
）
が
挙
げ
ら
れ
よ
う
。
本
書
に
は
当
時
の
禅
林
に
お
け
る
基
本
的

な
行
動
様
式
や
軌
範
が
示
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
な
か
に
尊
宿
葬
法
に

関
す
る
記
述
が
以
下
の
よ
う
に
み
ら
れ
る
。「
若
し
焚
化
せ
ば
、
即
ち
尊

宿
一
人
を
請
し
て
火
を
挙
ぐ
。（
当
に
法
語
あ
る
べ
し
）。
若
し
塔
に
入
れ

ば
、
即
ち
尊
宿
一
人
を
請
し
て
龕
を
下
す
（
当
に
法
語
あ
る
べ
し
）。
又
た

尊
宿
一
人
を
請
し
て
土
を
撒
す
（
当
に
法
語
あ
る
べ
し
）」（
４
）。
こ
れ
は
火
葬

（
焚
化
）
の
場
合
に
は
尊
宿
が
秉
炬
し
法
語
を
唱
え
、
ま
た
、
土
葬
（
入

塔
）
の
場
合
に
は
尊
宿
が
龕
を
下
ろ
し
（
下
寵
）、
土
を
散
く
（
撒
土
）
と

い
う
も
の
で
あ
り
、
火
葬
・
土
葬
の
両
方
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
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か
る
。
そ
れ
で
は
、
宋
代
禅
林
に
お
け
る
具
体
的
な
葬
法
の
実
施
状
況

と
は
如
何
な
る
も
の
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

　

こ
の
点
を
検
討
す
る
に
あ
た
り
、
宋
代
禅
林
の
中
心
的
存
在
で
あ
る

禅
宗
五
山
に
焦
点
を
当
て
て
、
宋
代
の
歴
代
住
持
の
葬
送
状
況
を
確
認

し
、
そ
の
実
施
状
況
を
踏
ま
え
、
考
察
を
加
え
る
こ
と
と
す
る
。

二
、
宋
代
の
五
山
住
持
の
示
寂
に
関
す
る
記
述

　

禅
宗
五
山
の
葬
法
の
実
施
状
況
を
確
認
す
る
に
あ
た
り
、
各
寺
志
が

収
録
さ
れ
る
李
潤
海
監
印
・
杜
潔
祥
主
編
・
高
志
彬
解
題
『
中
国
仏
寺

史
志
彙
刊
』（
明
文
書
局
印
行
、
一
九
八
〇
）
を
用
い
た
。
た
だ
し
、
各
寺

志
は
明
代
ま
た
は
清
代
刊
行
の
た
め
、
後
に
指
摘
す
る
よ
う
に
記
載
内

容
に
不
正
確
な
点
が
み
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、
寺
志
は
あ
く
ま
で
五
山
の

住
持
名
を
確
認
す
る
た
め
に
用
い
る
こ
と
と
し
、
石
井
修
道
に
よ
る
先

行
研
究
を
参
照
し
な
が
ら
、
各
文
献
に
収
録
さ
れ
る
塔
銘
に
つ
い
て
も

確
認
す
る
も
の
で
あ
る（
５
）。

　

上
記
に
基
づ
き
、
宋
代
に
五
山
の
住
持
で
あ
っ
た
禅
僧
の
示
寂
に
関

す
る
記
述
に
つ
い
て
確
認
し
、
火
葬
、
土
葬
、
示
寂
に
関
す
る
記
述

（「
示
寂
」）、
そ
し
て
示
寂
に
関
す
る
記
述
が
な
い
も
の
（「
無
」）
に
分
類

し
て
整
理
し
た
も
の
が
、
巻
末
資
料
「
宋
代
禅
宗
に
お
け
る
五
山
住
持

の
葬
法
実
施
状
況
一
覧
表
」
で
あ
る
。

　

な
お
、
各
寺
の
世
代
の
相
違
に
つ
い
て
は
江
戸
期
の
写
本
で
古
型
を

伝
え
る
玉
村
竹
二
『
扶
桑
五
山
記（
６
）』
を
参
考
と
し
、
そ
の
世
代
に
つ
い

て
備
考
欄
に
丸
数
字
で
示
し
て
い
る
。

　
　

径
山
寺
の
住
持
に
つ
い
て

　
『
径
山
志
』（
第
一
輯
第
三
一
冊
）
の
底
本
は
明
天
啓
四
年
（
一
六
二
四
）

原
刊
本
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
、「
列
祖
」（
巻
一
～
巻
三
所
収
）
に
は
開
山

径
山
法
欽
（
七
一
五
～
七
九
三
）
か
ら
第
七
世
広
灯
惟
湛
（
不
詳
）
ま
で

と
、
十
方
住
持
と
し
て
の
第
一
世
祖
印
常
悟
（
不
詳
）
か
ら
明
の
第
八

〇
世
月
林
鏡
（
一
四
三
四
～
一
五
一
九
）
ま
で
の
世
代
が
記
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
う
ち
、
本
稿
で
は
十
方
住
持
第
一
世
祖
印
常
悟
か
ら
第
四
一
世
蔵

叟
善
珍
（
一
一
九
四
～
一
二
七
七
）
ま
で
の
四
一
名
に
つ
い
て
確
認
す
る
。

な
お
、『
扶
桑
五
山
記
』（
二
三
頁
）
で
は
四
世
慧
満
扶
、
七
世
広
灯
惟

湛
と
な
っ
て
い
る
。

　

さ
て
、
宋
代
の
住
持
に
つ
い
て
み
る
と
僅
か
な
が
ら
示
寂
に
関
す
る

記
録
が
み
え
る
。
た
だ
し
、
第
四
一
世
蔵
叟
善
珍
に
つ
い
て
み
る
と

「
師
生
于
宋
紹
興
甲
寅
十
月
十
二
日
、
示
寂
于
嘉
定
丁
丑
五
月
二
十
一

日
。
世
寿
八
十
三
、
僧
夏
六
十
。
塔
全
身
于
南
院
」（
二
二
二
頁
）
と
あ

る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
師
の
生
没
年
は
一
一
三
四
年
か
ら
一
二
一
七
年
ま

で
と
な
る
た
め
、
南
宋
末
の
世
代
と
し
て
該
当
し
な
い
。
こ
の
よ
う
に

示
寂
の
記
録
に
は
不
正
確
な
記
述
も
含
ま
れ
て
い
る
。

　

世
代
の
示
寂
に
つ
い
て
内
訳
を
み
る
と
、
火
葬
に
関
す
る
記
述
が
一

名
み
ら
れ
る
。
ま
た
、
土
葬
に
関
す
る
記
述
が
一
〇
名
み
ら
れ
た
。
そ

の
他
の
三
〇
名
に
つ
い
て
は
、
示
寂
の
状
況
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
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霊
隠
寺
の
住
持
に
つ
い
て

　
『
武
林
霊
隠
寺
志
』（
第
一
輯
第
二
三
冊
。
以
下
『
霊
隠
寺
志
』）
の
底
本
は

清
光
緒
一
四
年
（
一
八
八
八
）
銭
塘
嘉
恵
堂
丁
氏
重
刊
本
で
あ
る
。
こ
の

う
ち
、「
住
持
禅
祖
」（
巻
三
、
一
三
〇
頁
～
二
〇
七
頁
）
に
は
東
晋
代
の
開

山
慧
理
（
不
詳
）
か
ら
清
代
の
五
嶽
済
玹
（
不
詳
）
ま
で
の
九
七
名
が
記

録
さ
れ
て
い
る
。
寺
志
に
は
世
代
が
記
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
こ
こ
で

は
記
載
順
を
便
宜
上
世
代
と
し
て
示
す
こ
と
と
す
る
。

　

こ
の
う
ち
、
宋
代
の
住
持
は
第
一
四
世
永
明
延
寿
（
九
〇
五
～
九
七
六
）

か
ら
第
六
六
世
大
川
普
済
（
一
一
七
九
～
一
二
五
三
）
ま
で
の
五
三
名
で
あ

る
。
た
だ
し
、『
扶
桑
五
山
記
』
と
は
世
代
が
大
幅
に
異
な
っ
て
お
り
、

九
世
覚
潤
雲
（
不
詳
）、
一
〇
世
妙
空
智
訥
（
一
〇
七
八
～
一
一
五
七
）、
一

四
世
月
堂
道
昌
（
一
〇
九
〇
～
一
一
七
一
）、
二
二
世
介
堂
倫
（
不
詳
）、
二

五
世
息
庵
達
観
（
一
一
三
八
～
一
二
一
二
）、
二
七
世
海
門
師
齊
（
不
詳
）、

二
九
世
仏
行
妙
崧
（
不
詳
）、
三
〇
世
枯
禅
自
鏡
（
不
詳
）、
三
六
世
石
渓

心
月
（
？
～
一
二
五
六
？
）、
三
九
世
偃
渓
広
聞
（
一
一
八
九
～
一
二
六
三
）、

四
〇
世
荊
叟
如
珏
（
不
詳
）
に
つ
い
て
『
霊
隠
寺
志
』
に
記
載
が
な
い
。

　

こ
れ
ら
の
示
寂
に
関
す
る
記
述
の
内
訳
を
み
る
と
、
火
葬
に
関
す
る

記
述
が
一
一
名
で
あ
る
。
ま
た
、
土
葬
に
関
す
る
記
述
が
八
名
で
あ
る
。

こ
の
ほ
か
、
示
寂
状
況
を
示
す
も
の
が
八
名
で
あ
り
、
示
寂
に
関
す
る

記
述
が
み
ら
れ
な
い
も
の
が
二
六
名
で
あ
っ
た
。

　
　

天
童
寺
の
住
持
に
つ
い
て

　
『
天
童
寺
志
』（
第
一
輯
第
一
三
冊
）
の
底
本
は
清
嘉
慶
間
（
一
七
九
六
～

一
八
二
〇
）
重
刊
本
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
、「
先
覚
考
」（
巻
三
）
に
は
晋

代
の
開
山
義
興
（
不
詳
）
か
ら
咸
啓
（
不
詳
）
ま
で
と
十
方
住
持
と
な
っ

た
義
（
不
詳
）
か
ら
清
代
慰
弘
（
不
詳
）
ま
で
の
計
九
〇
名
が
記
さ
れ
て

い
る
。
寺
志
に
は
世
代
が
記
さ
れ
て
お
ら
ず
、
旧
志
と
の
世
代
の
相
違

の
み
が
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
便
宜
上
記
載
順
を
世
代
と
し
て
示

す
こ
と
と
す
る
。

　

こ
れ
ら
の
う
ち
、
宋
代
の
住
持
は
第
一
〇
世
か
ら
第
五
二
世
ま
で
が

該
当
す
る
。
な
お
、『
扶
桑
五
山
記
』
に
お
け
る
三
一
世
の
長
翁
如
浄

（
一
一
六
二
～
一
二
二
七
）
に
つ
い
て
は
、『
天
童
寺
志
』（
四
四
九
頁
～
四
五

〇
頁
）
で
は
元
代
の
住
持
と
し
て
録
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
点
に
も
寺
志
の

混
乱
が
み
ら
れ
る
。
ま
た
、
二
四
世
節
、
三
四
世
松
岩
印
、
三
五
世
雲

臥
栄
に
つ
い
て
は
記
載
が
み
ら
れ
な
い
。

　

示
寂
に
関
す
る
記
述
を
み
る
と
、
火
葬
に
関
す
る
記
述
は
四
名
み
ら

れ
る
。
ま
た
、
土
葬
に
関
す
る
記
述
は
七
名
で
あ
る
。
そ
し
て
、
示
寂

状
況
を
示
す
も
の
が
八
名
で
あ
っ
た
。
な
お
、
示
寂
に
関
す
る
記
述
が

み
ら
れ
な
い
も
の
が
二
四
名
で
あ
っ
た
。

　
　

浄
慈
寺
の
住
持
に
つ
い
て

　
『
勅
建
浄
慈
寺
志
』（
第
一
輯
第
一
七
冊
。
以
下
、『
浄
慈
寺
志
』）
の
底
本

は
清
代
の
光
緒
一
四
年
（
一
八
八
八
）
銭
塘
嘉
恵
堂
丁
氏
重
刊
本
で
あ
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四

る
。
な
お
、
明
代
の
万
暦
四
三
年
（
一
六
一
五
）
刊
の
『
南
屏
浄
慈
寺

志
』
が
あ
る
が
、
巻
三
「
建
置
」
か
ら
巻
六
「
檀
護
」
が
欠
本
と
な
っ

て
お
り
、
世
代
に
つ
い
て
も
記
載
が
な
い
。
そ
の
た
め
、
便
宜
上
の
世

代
と
な
る
が
、
そ
れ
に
よ
れ
ば
第
三
四
世
か
ら
の
記
述
と
な
っ
て
い
る

も
の
で
あ
る
。『
浄
慈
寺
志
』（
巻
八
「
住
持
一
」・
巻
九
「
住
持
二
」）
に
は

五
代
十
国
の
道
潜
（
？
～
九
六
一
）
か
ら
清
代
の
湛
空
真
玉
（
不
詳
）
ま
で

が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

　

宋
代
の
住
持
に
つ
い
て
は
初
代
か
ら
五
二
世
ま
で
が
該
当
す
る
。
な

お
、『
扶
桑
五
山
記
』
に
お
け
る
三
六
世
長
翁
如
浄
の
記
載
は
『
浄
慈

寺
志
』
に
は
み
ら
れ
な
い
。

　

示
寂
に
関
す
る
記
述
を
み
る
と
、
火
葬
に
関
す
る
記
述
が
五
名
み
ら

れ
る
。
ま
た
、
土
葬
に
関
す
る
記
述
が
八
名
み
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
示

寂
状
況
を
示
す
も
の
が
一
五
名
み
ら
れ
る
が
、
二
五
名
に
つ
い
て
は
示

寂
に
関
す
る
記
述
は
み
ら
れ
な
い
。

　
　

阿
育
王
山
の
住
持
に
つ
い
て

　
『
明
州
阿
育
王
山
志
』（
第
一
輯
第
一
一
冊
。
以
下
、『
阿
育
王
山
志
』）
の
底

本
は
清
代
の
乾
隆
二
二
年
（
一
七
五
七
）
刊
で
あ
る
。
た
だ
し
、
世
代
に

つ
い
て
は
清
代
の
『
明
州
阿
育
王
山
続
志
』（
乾
隆
二
二
年
〔
一
七
五
七
〕

刊
）
巻
一
六
「
先
覚
考
」
に
み
ら
れ
、
晋
代
の
開
山
利

菩
薩
（
不
詳
）

を
経
て
宋
代
禅
宗
の
第
一
世
宣
密
居
素
（
不
詳
）
か
ら
明
代
の
第
九
九

世
玉
庭
珍
ま
で
が
録
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
う
ち
、
宋
代
の
住
持
は
第
一
世
か
ら
第
四
九
世
ま
で
が
該

当
す
る
。
な
お
、『
扶
桑
五
山
記
』
に
お
け
る
三
四
世
仏
恵
泉
は
寺
志

の
世
代
に
は
み
ら
れ
な
い
。

　

示
寂
に
関
す
る
記
述
に
つ
い
て
み
る
と
、
火
葬
に
関
す
る
記
述
が
四

名
み
ら
れ
た
。
ま
た
、
土
葬
に
関
す
る
記
述
は
三
名
で
あ
っ
た
。
示
寂

状
況
を
記
す
も
の
は
四
〇
名
で
あ
り
、
示
寂
に
関
す
る
記
載
が
み
ら
れ

な
い
も
の
が
二
名
で
あ
っ
た
。

　

以
上
、
各
寺
志
に
み
え
る
宋
代
五
山
住
持
の
示
寂
に
関
す
る
記
述
に

つ
い
て
概
観
し
て
き
た
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
、
以
下
に
詳
し
く
み
て
い

く
こ
と
と
し
た
い
。

三
、
火
葬
に
関
す
る
記
述
に
つ
い
て

　

火
葬
に
関
す
る
記
述
に
つ
い
て
「
舎
利
」
や
「
設
利
」、「
闍
維
」
や

「
荼
毘
」
と
い
う
用
語
が
み
ら
れ
る
記
述
に
つ
い
て
確
認
す
る
と
一
六
例

が
確
認
で
き
た
。
そ
れ
ら
を
時
代
区
分
で
み
れ
ば
北
宋
代
が
四
例
、
南

宋
が
一
二
例
と
な
る
。

　

ま
ず
北
宋
代
に
つ
い
て
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　

①
永
明
道
潜
（
？
～
九
六
一
）
は
法
眼
宗
法
眼
文
益
法
嗣
で
あ
る
。
示

寂
に
つ
い
て
は
『
浄
慈
寺
志
』
に
「
建
隆
二
年
辛
酉
九
月
十
八
日
示
寂

而
化
。
入
龕
之
際
、
有
白
光
昼
発
。
至
十
月
荼
毘
於
龍
井
山
、
所
収
舎

利
甚
多
。
開
宝
庚
午
、
韶
師
建
塔
。
天
台
蔵
焉
。
癸
酉
、
塔
頂
放
白
光

如
初
化
時
」（
五
一
二
頁
）
と
あ
る
。
こ
こ
に
は
建
隆
二
年
（
九
六
一
）
に
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五

示
寂
後
に
龕
に
入
れ
る
際
に
光
が
発
し
た
と
あ
る
。
そ
し
て
、
十
月
に

龍
井
山
に
て
荼
毘
に
付
し
、
舎
利
が
多
数
出
現
し
た
と
あ
る
。
示
寂
後

十
日
以
上
を
経
た
こ
と
に
な
る
。
開
宝
三
年
（
九
七
〇
）
に
天
台
徳
韶

（
八
九
一
～
九
七
二
）
が
塔
を
建
立
し
、
六
年
（
九
七
三
）
に
塔
の
頂
か
ら

入
龕
の
時
と
同
様
、
光
を
発
し
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
舎
利
出
現
と

と
も
に
光
を
発
す
る
な
ど
神
異
的
現
象
が
記
さ
れ
て
い
る
。

　

②
永
明
延
寿
（
九
〇
五
～
九
七
六
）
は
法
眼
宗
天
台
德
韶
法
嗣
で
あ
る
。

示
寂
に
つ
い
て
は
、「
開
宝
八
年
趺
逝
、
火
、
舎
利
五
色
、
鱗
砌
於
地
、

塔
大
慈
山
。（
明
神
廟
中
、
遷
於
浄
慈
宗
鏡
堂
、
後
号
寿
寧
之
塔
。）」（『
霊
隠
寺

志
』
一
四
一
頁
）
と
あ
る
。
開
宝
八
年
（
九
七
五
）
に
遷
化
し
た
際
、
火
葬

し
て
舎
利
が
鱗
の
よ
う
に
地
に
並
ん
だ
と
あ
り
、
大
慈
山
に
塔
が
建
て

ら
れ
た
と
あ
る
。
な
お
、
恵
洪
覚
範
撰
『
禅
林
僧
宝
伝
』（
一
一
二
四
。

以
下
、『
僧
宝
伝
』）
巻
九
に
「
永
明
智
覚
禅
師
」
章
が
あ
る
が
、
舎
利
出

現
に
関
す
る
記
述
は
な
い（
７
）。

　

③
明
教
契
嵩
（
一
〇
〇
七
～
一
〇
七
二
）
は
雲
門
宗
洞
山
暁
聰
法
嗣
で

あ
る
。
示
寂
に
つ
い
て
は
、「
至
中
夜
而
逝
。
茶
毘
五
種
不
壊
。
其
頂

骨
出
舎
利
、
紅
白
晶
潔
、
如
大
菽
者
三
」（『
霊
隠
寺
志
』
一
四
八
頁
）
と

あ
る
。
熙
寧
五
年
（
一
〇
七
二
）
六
月
四
日
の
深
夜
に
遷
化
し
た
た
め
、

荼
毘
に
付
し
た
が
「
五
種
不
壊（
８
）」

で
あ
り
、
そ
の
頂
骨
か
ら
は
紅
白
の

舎
利
が
出
現
し
、
そ
の
う
ち
三
粒
は
大
き
な
豆
の
よ
う
な
大
き
さ
で

あ
っ
た
と
い
う
。『
僧
宝
伝
』
巻
二
七
「
明
教
嵩
禅
師
」
章
の
ほ
か
、

「
明
教
大
師
行
業
記
」（『
都
官
集
』
巻
八
、
一
六
右
）、「
鐔
津
明
教
大
師
行

業
記
」（『
鐔
津
文
集
』
巻
一
、
大
正
五
二
、
六
四
八
頁
上
）
に
同
内
容
が
あ

る
。

　

④
天
童
普
交
（
一
〇
四
八
～
一
一
二
四
）
は
臨
済
宗
黄
龍
派
泐
潭
應
乾

法
嗣
で
あ
る
。
示
寂
に
つ
い
て
『
天
童
寺
志
』
に
は
「
擲
筆
坐
逝
、
俗

寿
七
十
七
、
僧
臘
五
十
八
。
闍
維
獲
五
色
舎
利
、
頂
骨
牙
歯
不
壊
、
塔

於
天
童
寺
山
之
西
」（
一
八
九
頁
）
と
あ
る
。
荼
毘
後
に
五
色
の
舎
利
が

出
現
し
、
頂
骨
・
牙
・
歯
が
残
っ
た
と
あ
る
。
天
童
山
の
西
に
塔
が
建

て
ら
れ
た
。『
五
灯
会
元
』
巻
一
八
に
収
録
さ
れ
る
が
舎
利
出
現
に
関

す
る
記
述
は
な
い
。

　

つ
ぎ
に
南
宋
代
に
つ
い
て
み
て
み
る
。

　

⑤
無
竭
浄
曇
（
一
〇
九
一
～
一
一
四
六
）
は
、
臨
済
宗
黄
龍
派
保
寧
円

璣
法
嗣
で
あ
る
。
示
寂
に
つ
い
て
は
『
阿
育
王
山
志
』
に
「
紹
興
丙
寅

夏
、
辞
朝
貴
、
帰
付
院
事
、
四
衆
擁
視
。
揮
扇
久
之
…
中
略
…
收
足
而

化
。
火
後
、
設
利
如
霰
、
門
人
持
骨
帰
阿
育
王
山
建
塔
。」（
四
三
九
頁
）

と
あ
る
。
荼
毘
後
に
舎
利
が
「
霰
（
あ
ら
れ
）」
の
よ
う
に
出
現
し
た
と

い
う
。
そ
れ
を
門
人
た
ち
が
持
ち
帰
り
、
阿
育
王
山
に
塔
を
建
て
た
と

あ
る
。『
普
灯
録
』
巻
七
（
続
蔵
一
三
七
冊
六
七
右
上
。
以
下
、
丁
数
の
み
）

に
同
内
容
が
み
ら
れ
る

　

⑥
仏
智
端
裕
（
一
〇
八
五
～
一
一
五
〇
）
は
、
臨
済
宗
楊
岐
派
仏
果
克

勤
法
嗣
で
あ
る
。
示
寂
に
つ
い
て
『
霊
隠
寺
志
』
に
以
下
の
よ
う
に
あ

る
。

語
絶
而
逝
。
火
後
目
睛
歯
舌
不
壊
、
其
地
発
光
終
夕
。
得
舎
利
者
無
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六

計
、
踰
月
不
絶
。
黄
冠
羅
肇
常
平
日
問
道
於
師
、
適
外
帰
、
独
無
所

獲
、
道
念
勤
切
。
方
与
客
食
、
咀
噍
間
若
有
物
、
吐
哺
則
舎
利
也
。
大

如
椒
、
色
若
琥
珀
、
好
事
持
去
。
遂
再
拝
於
闍
維
所
、
聞
香
匣
有
声
、

亟
開
、
所
獲
如
前
而
差
紅
潤
。
門
人
奉
遺
骨
、
分
塔
於
鄮
峰
、
西
峰
、

謚
大
悟
禅
師
。�

（
一
五
二
頁
～
一
五
三
頁
）

　

同
内
容
が
『
浄
慈
寺
志
』（『
五
三
四
頁
）
や
『
阿
育
王
山
志
』（『
四
六

五
頁
）
も
確
認
で
き
る
が
、
こ
こ
に
は
荼
毘
後
、
眼
睛
歯
舌
が
残
っ
た

こ
と
、
そ
の
場
所
か
ら
光
が
一
晩
中
発
し
た
こ
と
、
舎
利
を
得
る
者
が

長
き
に
亘
っ
て
得
ら
れ
た
こ
と
、
日
頃
よ
り
参
学
し
て
い
た
黄
冠
（
道

士
）
の
羅
肇
常
だ
け
が
舎
利
を
得
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
食
事
を
口
に
し

た
際
、
山
椒
の
実
ほ
ど
の
大
き
さ
で
琥
珀
色
の
舎
利
が
あ
っ
た
こ
と
、

そ
れ
ら
を
持
っ
て
再
度
荼
毘
の
場
所
を
訪
れ
た
と
こ
ろ
、
以
前
と
同
様

に
多
数
の
舎
利
が
出
現
し
た
と
い
う
霊
験
譚
が
記
さ
れ
て
い
る
。『
会

要
』
巻
一
七
に
は
み
ら
れ
な
い
が
、『
普
灯
録
』
巻
一
四
（
一
〇
七
左
下
）

に
は
同
内
容
が
確
認
で
き
る
。

　

⑦
無
庵
法
全
（
一
一
一
四
～
一
一
六
九
）
は
、
臨
済
宗
楊
岐
派
仏
智
端

裕
法
嗣
で
あ
る
。
示
寂
に
つ
い
て
は
、「
乾
道
己
丑
七
月
二
十
五
日
示

寂
、
火
後
舎
利
五
色
」（『
霊
隠
寺
志
』
一
六
〇
頁
～
一
六
一
頁
）
と
あ
る
。

乾
道
五
年
（
一
一
六
九
）
七
月
二
十
五
日
に
示
寂
し
た
後
、
荼
毘
後
に
五

色
の
舎
利
が
出
現
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
る
。『
普
灯
録
』
巻
一
九
に
同
内

容
が
み
え
る
。

　

⑧
伊
庵
有
権
（
？
～
一
一
八
〇
）
は
臨
済
宗
楊
岐
派
無
庵
法
全
法
嗣
で

あ
る
。
示
寂
に
つ
い
て
は
、「
淳
熙
庚
子
秋
示
微
疾
、
留
偈
、
趺
坐
而

逝
。
茶
毘
、
歯
牙
不
壊
、
舎
利
無
算
。」（『
霊
隠
寺
志
』
一
六
七
頁
）
と
あ

る
。
淳
熙
七
年
（
一
一
八
〇
）
に
病
と
な
り
、
偈
を
書
き
留
め
た
後
に
趺

坐
し
て
遷
化
し
た
こ
と
、
荼
毘
後
に
歯
・
牙
が
残
っ
た
こ
と
、
無
数
の

舎
利
が
出
現
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

　

⑨
道
済
（
湖
隠
方
円
叟
、
一
一
四
九
～
一
二
〇
九
）
臨
済
宗
楊
岐
派
瞎
堂

慧
遠
法
嗣
。『
浄
慈
寺
志
』
巻
一
〇
に
録
さ
れ
る
。
示
寂
に
つ
い
て
は
、

「
嘉
定
二
年
五
月
十
六
日
…
中
略
…
擲
筆
逝
。
荼
毘
舎
利
如
雨
、
葬
虎

跑
塔
中
。」（
六
七
八
頁
～
六
七
九
頁
）
と
あ
る
。

　

⑩
破
庵
祖
先
（
一
一
三
六
～
一
二
一
一
）
は
臨
済
宗
楊
岐
派
密
庵
咸
傑

法
嗣
で
あ
る
。
寺
志
に
は
示
寂
に
関
す
る
記
述
は
み
ら
れ
な
い
が
、『
破

菴
祖
先
禅
師
語
録
』
に
「
書
訖
、
端
坐
而
化
。
実
嘉
定
四
年
六
月
九
日

也
。
後
三
日
茶
毗
。
先
是
師
遺
囑
欲
棄
骨
山
下
。
主
人
石
橋
禅
師
為
建

塔
於
凌
霄
峰
別
峰
塔
之
右
。
寿
七
十
六
。
臈
四
十
九
」（
続
蔵
一
二
一
冊

四
二
六
左
下
）
と
あ
る
。
示
寂
後
に
荼
毘
に
付
さ
れ
た
が
、
師
で
あ
る
祖

先
の
遺
志
に
よ
り
山
下
に
骨
を
棄
て
た
と
あ
る
。

　

⑪
晦
巌
仏
光
（
生
没
年
不
詳
）
は
臨
済
宗
楊
岐
派
笑
庵
了
悟
法
嗣
で
あ

る
。
示
寂
に
つ
い
て
は
『
天
童
寺
志
』
に
「
有
舎
利
、
塔
于
中
峰
下
、

別
山
禅
師
塔
左
。」（
二
一
六
頁
）
と
あ
る
。
舎
利
が
中
峯
下
の
別
山
祖
智

（
一
一
九
三
～
一
二
六
〇
）
の
塔
の
左
側
の
塔
に
収
め
ら
れ
た
と
あ
る
。

　

⑫
妙
峰
之
善
（
一
一
五
二
～
一
二
三
五
）
は
臨
済
宗
楊
岐
派
仏
照
徳
光

法
嗣
で
あ
る
。
示
寂
に
つ
い
て
『
霊
隠
寺
志
』
に
は
「
端
平
二
年
九
月
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示
寂
、
寿
八
十
四
、
臘
七
十
一
。
茶
毘
、
舎
利
不
可
数
計
。
塔
霊
隠
西

岡
、
鄭
清
之
為
銘
」（
一
八
二
頁
）
と
あ
る
。

　

⑬
天
目
文
礼
（
一
一
六
七
～
一
二
五
〇
）
は
臨
済
宗
楊
岐
派
松
源
崇
岳

法
嗣
で
あ
る
。
示
寂
に
つ
い
て
は
『
天
童
寺
志
』
に
「
世
壽
八
十
四
。

闍
維
、
收
舎
利
無
算
。
祔
瘞
於
応
庵
華
禅
師
之
塔
左
」（「
先
覚
考
」
二
一

五
頁
）
と
あ
る
。
ま
た
、「
嬰
微
恙
、
説
偈
脱
去
。
茶
毘
、
不
壊
者
二
、

頂
骨
、
歯
。
舎
利
如
燦
珠
。
祔
天
童
応
庵
塔
之
東
。
寿
八
十
四
、
臘
六

十
八
、
淳
祐
十
年
十
月
十
日
卒
也
。」（「
行
状
」
四
九
四
頁
）
と
あ
り
、

『
浄
慈
寺
志
』（
五
六
八
頁
）
に
も
同
内
容
が
み
ら
れ
る
。
淳
祐
一
〇
年

（
一
二
五
〇
）
の
示
寂
に
あ
た
っ
て
、
病
を
発
し
、
偈
を
留
め
た
こ
と
、

荼
毘
後
に
頂
骨
、
歯
が
残
っ
た
こ
と
、
舎
利
が
出
現
し
た
こ
と
、
応
庵

曇
華
の
塔
の
東
側
に
葬
ら
れ
た
こ
と
が
記
さ
れ
る
。

　

⑭
笑
翁
妙
堪
（
一
一
七
七
～
一
二
四
八
）
は
臨
済
宗
楊
岐
派
無
用
浄
全

法
嗣
で
あ
る
。『
無
文
印
』
巻
四（
９
）「
育
王
笑
翁
禅
師
行
状
」
に
は
以
下

の
よ
う
に
み
え
る
。

書
四
句
偈
、
辞
衆
云
、
葉
鏡
高
懸
、
七
十
二
年
。
一
槌
撃
砕
、
大
道
坦

然
。
置
筆
、
与
曹
公
訣
別
、
右
脅
而
逝
。
其
徒
如
所
戒
、
後
五
日
用
亡

僧
法
荼
毘
。
僧
衆
三
誦
無
常
偈
。
維
那
措
火
、
薪
尽
火
滅
。
霊
骨
不
傾

倚
、
端
坐
如
生
。
五
色
舎
利
、
如
珠
如
豆
者
、
毋
慮
千
数
。
士
民
淘
沙

洗
泥
、
皆
満
所
欲
。
崇
台
数
尺
、
夷
為
平
地
。
実
淳
祐
七
年
三
月
二
十

七
日
也
」�

（
第
一
冊
四
三
ウ/

石
井
論
文
一
一
二
頁
）

　

こ
こ
に
は
遷
化
し
た
後
、
亡
僧
法
を
用
い
て
荼
毘
に
付
し
た
と
あ
る
。

そ
の
際
、
無
常
偈
を
三
度
唱
え
た
こ
と
や
、
五
色
の
舎
利
が
多
数
生
じ

た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

　

⑮
痴
絶
道
冲
（
一
一
六
九
～
一
二
五
〇
）
は
臨
済
宗
楊
岐
派
薦
福
道
生

法
嗣
で
あ
る
。
示
寂
に
つ
い
て
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

十
四
日
、
上
堂
語
至
夜
分
、
起
坐
移
頃
而
逝
。
寿
八
十
二
、
臈
六
十

一
。
茶
毘
舎
利
五
色
者
無
数
、
其
徒
遵
治
命
、
奉
骨
帰
葬
金
陵
玉
山

庵
。
学
者
追
慕
不
忍
、
舎
分
其
半
、
建
塔
菖
蒲
田
玉
芝
庵
。

�

（『
径
山
志
』
一
九
三
頁
～
一
九
四
頁
）

　
『
霊
隠
寺
志
』（
一
八
〇
頁
～
一
八
一
頁
）
に
も
同
内
容
が
み
え
る
が
、

示
寂
前
日
に
夜
ま
で
上
堂
し
た
こ
と
、
荼
毘
後
に
五
色
の
舎
利
が
無
数

に
出
現
し
、
門
弟
が
金
陵
玉
山
庵
に
葬
っ
た
こ
と
、
そ
の
う
ち
の
半
分

が
蒲
田
玉
芝
庵
の
塔
に
入
れ
ら
れ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

　

⑯
大
川
普
済
（
一
一
七
九
～
一
二
五
三
）
は
臨
済
宗
楊
岐
派
浙
翁
如
琰

法
嗣
で
あ
る
。「
霊
隠
大
川
禅
師
行
状
」（『
大
川
普
済
禅
師
語
録
』
所
収
）

に

擲
筆
移
時
而
化
。
荼
毘
得
設
利
。
五
色
如
菽
。
諸
徒
欲
遵
治
命
水
塟　

前
資
尹
趙
公
。
特
捐
金
幣
。
命
建
塔
焉
。
於
是
塔
于
寺
西
麓
。
童
禅
師

塔
之
左
。
宝
祐
元
年
。
正
月
十
八
日
也
。
寿
七
十
五
。
臘
五
十
六
。

�

（
続
蔵
一
二
一
冊
一
七
三
左
下
）

と
あ
る）
（1
（

。
こ
こ
に
は
荼
毘
後
に
五
色
の
設
利
（
舎
利
）
が
得
ら
れ
た
こ
と

が
記
さ
れ
て
い
る
。

　

以
上
、
宋
代
の
禅
宗
五
山
住
持
の
火
葬
に
関
す
る
記
述
を
み
た
。
そ
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こ
で
は
一
六
例
の
う
ち
、
舎
利
に
関
す
る
記
述
が
一
五
例
確
認
で
き
た
。

こ
れ
ら
の
内
訳
を
み
る
と
舎
利
が
五
色
に
変
化
し
た
例
（
②
・
④
・
⑦
・

⑭
・
⑮
・
⑯
）、
舎
利
が
多
数
出
現
し
た
例
（
①
・
⑤
・
⑥
・
⑧
・
⑨
・
⑫
・

⑬
・
⑭
・
⑮
）、
荼
毘
後
も
頂
骨
や
歯
が
形
を
崩
さ
ず
残
っ
た
例
（
③
・

④
・
⑥
・
⑧
）、
光
を
発
す
る
現
象
が
み
ら
れ
た
例
（
⑥
）
が
み
ら
れ
た
。

四
、
土
葬
に
関
す
る
記
述
に
つ
い
て

　

土
葬
に
関
す
る
記
述
は
「
全
身
」
と
と
も
に
「
塔
」（
一
四
例
）、

「
窆
」（
三
例
）、「
葬
」（
三
例
）、「
瘞
」（
一
例
）
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

い
わ
ゆ
る
全
身
入
塔
に
関
す
る
記
述
は
以
下
の
通
り
と
な
る
。

　

①
隠
之
重
顕
（
九
八
〇
～
一
〇
五
二
）
は
、
雲
門
宗
智
門
光
祚
法
嗣
で

あ
る
。『
浄
慈
寺
志
』
に
は
「
至
期
、
盥
沐
摂
衣
北
首
而
逝
、
塔
全
身

於
寺
之
西
」（
五
五
二
頁
）
と
あ
る
。
同
内
容
が
『
会
元
』
巻
一
五
（
続

蔵
一
三
八
冊
二
九
六
右
下
）
に
も
確
認
で
き
る
。

　

②
円
照
宗
本
（
一
〇
二
〇
～
一
一
〇
〇
）
は
、
雲
門
宗
天
衣
義
懐
禅
師

法
嗣
で
あ
る
。『
浄
慈
寺
志
』
に
は
「
元
符
二
年
十
二
月
甲
子
、
将
入

滅
沐
浴
而
臥
。
門
弟
子
曰
和
尚
道
、
徧
天
下
今
日
不
可
無
偈
、
幸
強
起

安
坐
、
索
筆
大
書
五
字
曰
、
後
事
付
守
栄
、
擲
筆
憨
臥
、
若
睡
熟
然
、

閲
世
八
十
、
坐
五
十
二
夏
、
師
全
身
塔
于
蘇
之
霊
巌
」（
五
二
三
頁
）
と

あ
る
。
同
内
容
が
『
普
灯
録
』
巻
三
（
三
九
右
下
）
に
も
み
ら
れ
る
。

　

③
大
通
善
本
（
一
〇
三
五
～
一
一
〇
九
）
は
雲
門
宗
慧
林
宗
本
法
嗣
で

あ
る
。『
浄
慈
寺
志
』
巻
八
に
は
「
大
観
三
年
十
二
月
甲
子
屈
三
指
、

謂
左
右
曰
、
止
。
有
三
日
已
而
果
没
。
塔
全
身
於
上
方
」（
五
二
六
頁
）

と
あ
る
。『
普
灯
録
』
巻
五
（
五
〇
右
下
）
に
同
内
容
を
記
す
。

　

④
維
琳
無
畏
（
一
〇
三
六
～
一
一
一
七
）
は
、
雲
門
宗
大
覚
懐
璉
法
嗣

で
あ
る
。『
径
山
志
』
巻
一
「
列
祖
」
に
は
「
政
和
七
年
…
四
月
初
三

日
、
師
即
集
其
徒
、
趺
坐
而
逝
。
遺
言
以
二
缶
覆
其
躯
、
瘞
山
後
」

（
八
八
頁
）
と
あ
る
。『
続
灯
録
』
巻
一
一
に
も
語
を
録
す
が
、
埋
葬
に
関

す
る
記
述
は
み
ら
れ
な
い
。

　

次
に
南
宋
代
に
つ
い
て
み
て
み
る
。

　

⑤
真
歇
清
了
（
一
〇
八
八
～
一
一
五
一
）
は
、
曹
洞
宗
丹
霞
子
淳
法
嗣

で
あ
る
。
示
寂
後
に
つ
い
て
、『
径
山
志
』
に
は
「
示
寂
、
塔
全
身
于

華
桐
塢
」（
一
四
九
頁
）
と
あ
る
。

　

⑥
宏
智
正
覚
（
一
〇
九
一
～
一
一
五
七
）
は
、
曹
洞
宗
丹
霞
子
淳
法
嗣

で
あ
る
。『
天
童
寺
志
』
巻
三
「
先
覚
考
」
に
は
「
紹
興
丁
丑
九
月
、

謁
別
諸
檀
越
、
十
月
己
亥
還
山
。
翊
日
、
沐
浴
更
衣
、
端
坐
告
衆
。
…

擲
筆
而
逝
、
塔
全
躯
於
東
谷
。
紹
興
戊
寅
、
詔
諡
曰
、
宏
智
」（
一
九
三

頁
）
と
あ
る
。『
普
灯
録
』
巻
九
（
七
六
左
下
～
七
七
右
上
）
に
も
同
内
容

が
み
ら
れ
、
ま
た
、「
其
生
前
所
遺
髪
歯
設
利
綴
之
如
珠
。
或
髪
貫
其

中
。
至
今
以
誠
心
求
者
必
得
。」
と
あ
る
。

　

⑦
大
休
宗
玨
（
一
〇
九
一
～
一
一
六
二
）
は
曹
洞
宗
真
歇
清
了
法
嗣
で

あ
る
。『
天
童
寺
志
』
は
師
承
を
示
す
の
み
だ
が
、「
天
童
大
休
禅
師
塔

銘
」（『
攻
媿
集
』
巻
一
一
〇
）
に
は
「
八
日
学
徒
、
奉
全
身
、
葬
于
南
谷
、

寿
七
十
二
、
臘
五
十
四
」（
六
左
）
と
あ
る
。
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⑧
大
慧
宗
杲
（
一
〇
八
九
～
一
一
六
三
）
は
、
臨
済
宗
楊
岐
派
圜
悟
克

勤
法
嗣
で
あ
る
。『
阿
育
王
山
志
』
に
は
「
熱
大
投
筆
、
吉
祥
而
逝
、

乃
八
月
初
十
。
全
身
葬
徑
山
庵
後
、
賜
諡
普
覚
、
塔
名
、
宝
光
」（
三

六
九
頁
）
と
あ
る
。
ま
た
、『
径
山
志
』
に
は
「
是
月
二
十
日
、
衆
以
全

身
葬
于
明
月
堂
之
後
」（
一
三
九
頁
）
と
あ
る
。
な
お
、
同
内
容
が
『
大

慧
普
覚
禅
師
年
譜）
（（
（

』
に
み
え
る
。

　

⑨
応
庵
曇
華
（
一
一
〇
三
～
一
一
六
三
）
は
、
臨
済
宗
楊
岐
派
虎
丘
紹

隆
法
嗣
で
あ
る
。『
天
童
寺
志
』
に
は
「
隆
興
元
年
六
月
十
三
日
示
寂
、

不
肯
作
辞
世
偈
、
塔
全
身
於
本
山
。
太
常
丞
李
浩
為
銘
、
称
十
九
代
住

持
」（
一
九
六
頁
）
と
あ
る
。『
普
灯
録
』
巻
一
九
に
は
「
塔
全
身
於
院
之

西
麓
。」（
一
四
〇
右
上
）
と
み
ら
れ
る
。　

　

⑩
月
堂
道
昌
（
一
〇
九
〇
～
一
一
七
一
）
は
、
雲
門
宗
妙
湛
思
慧
法
嗣

で
あ
る
。『
径
山
志
』
は
「
正
月
二
十
日
示
寂
」（
一
五
〇
頁
）
と
示
す
の

み
で
あ
り
、『
浄
慈
寺
志
』
で
は
示
寂
に
関
す
る
記
載
は
み
ら
れ
な
い

が
、「
浄
慈
道
昌
禅
師
塔
銘
」（『
松
隠
集
』
巻
三
五
、
九
左
）
に
は
「
爾
以

二
月
旦
入
龕
、
葬
全
身
於
寺
之
東
隅
地
」
と
あ
る
。

　

⑪
妙
空
智
訥
（
一
〇
七
八
～
一
一
五
七
）
は
、
雲
門
宗
長
蘆
崇
信
法
嗣

で
あ
る
。『
径
山
志
』
は
「
十
一
月
二
十
六
日
示
寂
」（
一
五
〇
頁
）
と
示

す
の
み
だ
が
、「
径
山
妙
空
仏
海
大
師
塔
銘
」（『
鴻
慶
集
』
巻
三
二
、
一
七

左
）
に
は
「
以
十
二
月
十
四
日
葬
公
全
躯
於
寺
之
白
雲
庵
」
と
あ
る
。

　

⑫
照
堂
了
一
（
一
〇
九
二
～
一
一
五
五
）
は
、
雲
門
宗
雪
峯
慧
法
嗣
で

あ
る
。『
径
山
志
』
は
「
三
月
十
九
日
示
寂
」（
一
五
一
頁
）
と
示
す
の
み

だ
が
、「
径
山
照
堂
一
公
塔
銘
」（『
鴻
慶
集
』
巻
三
二
、
二
五
右
）
に
「
芝

巌
建
寧
堵
波
、
挙
全
躯
於
其
中
」
と
あ
る
。

　

⑬
瞎
堂
慧
遠
（
一
一
〇
三
～
一
一
七
六
）
は
、
臨
済
宗
楊
岐
派
圓
悟
克

勤
法
嗣
で
あ
る
。『
霊
隠
寺
志
』
に
は
「
留
七
日
、
顔
色
不
変
。
塔
全

身
於
寺
右
烏
石
峰
、
寿
七
十
四
」（
一
六
三
頁
）
と
あ
る
。

　

⑭
自
得
慧
暉
（
一
〇
九
七
～
一
一
八
三
）
は
、
曹
洞
宗
宏
智
正
覚
法
嗣

で
あ
る
。『
浄
慈
寺
志
』
巻
八
に
は
「
十
年
仲
冬
二
十
九
日
中
夜
、
沐

浴
而
逝
、
窆
全
身
於
明
覚
塔
左
」（
五
三
八
頁
）
と
あ
る
。
な
お
、『
普
灯

録
』
巻
一
三
に
は
「
窆
全
身
於
中
峰
。
号
双
塔
。」（
一
〇
二
右
上
）
と
あ

る
。

　

⑮
塗
毒
智
策
（
一
一
一
七
～
一
一
九
二
）
は
、
臨
済
宗
黄
龍
派
雲
巌
天

遊
法
嗣
で
あ
る
。『
径
山
志
』
に
は
「
泊
然
而
逝
、
七
月
二
十
七
日
也
。

塔
全
身
於
東
岡
之
麓
」（
一
七
〇
頁
）
と
あ
る
。

　

⑯
雪
庵
従
瑾
（
一
一
一
七
～
一
二
〇
〇
）
は
、
臨
済
宗
黄
龍
派
心
聞
曇

賁
で
あ
る
。『
天
童
寺
志
』
に
は
「
慶
元
六
年
七
月
二
十
三
日
索
浴
更

衣
、
書
偈
、
投
筆
而
逝
、
寿
八
十
有
四
、
臘
七
十
、
窆
全
身
於
心
聞
之

塔
右
」（
二
〇
四
頁
）
と
あ
る
。

　

⑰
仏
照
徳
光
（
一
一
二
一
～
一
二
〇
三
）
は
、
臨
済
宗
楊
岐
派
大
慧
宗

杲
法
嗣
で
あ
る
。『
径
山
志
』
に
は
「
嘉
泰
三
年
三
月
二
十
日
、
説
偈

而
逝
。
塔
全
身
于
東
庵
之
後
、
諡
、
普
慧
宗
覚
大
禅
師
、
塔
曰
、
円

鑒
」（
一
七
五
頁
）
と
あ
り
、『
阿
育
王
山
志
』
に
は
「（
嗣
大
慧
杲
公
。
三

月
十
七
日
忌
。）
後
示
寂
、
塔
全
身
於
鄮
峰
東
庵
」（
四
六
八
頁
）
と
あ
る
。
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一
〇

　

⑱
松
源
崇
岳
（
一
一
三
二
～
一
二
〇
二
）
は
、
臨
済
宗
楊
岐
派
密
庵
咸

傑
法
嗣
で
あ
る
。『
霊
隠
寺
志
』
に
は
「
跏
趺
而
寂
、
寿
七
十
一
、
坐

夏
四
十
。
旧
誌
為
本
寺
二
十
三
代
祖
。
全
身
塔
北
高
峰
之
原
。
待
制
陸

游
放
翁
銘
其
塔
」（
一
七
一
頁
）
と
あ
る
。

　

⑲
無
用
浄
全
（
一
一
三
七
～
一
二
〇
七
）
は
、
臨
済
宗
楊
岐
派
大
慧
宗

杲
法
嗣
で
あ
る
。『
天
童
寺
志
』
に
は
「
開
禧
三
年
六
月
二
十
九
日
、

説
偈
而
化
。
春
秋
七
十
有
一
。
塔
全
身
於
寺
之
西
麓
、
称
二
十
五
代
住

持
」（
二
〇
二
頁
）
と
あ
る
。

　

⑳
退
谷
義
雲
（
一
一
四
九
～
一
二
〇
九
）
は
臨
済
宗
楊
岐
派
仏
照
徳
光

法
嗣
で
あ
る
。『
阿
育
王
山
続
志
』
巻
一
六
に
「
嗣
仏
照
光
公
。
十
月

十
三
日
忌
」（
八
九
二
頁
）
と
示
す
の
み
だ
が
、「
退
谷
雲
禅
師
塔
銘
」

（『
渭
南
文
集
』
巻
四
〇
）
に
は
「
遂
寂
後
九
日
、
弟
子
処
約
等
奉
全
身
塔

於
寺
之
東
北
隅
、
世
寿
五
十
八
、
僧
夏
五
十
五
、
住
山
十
九
載
」（
一

六
左
）
と
あ
る
。

　

㉑
息
庵
達
観
（
一
一
三
八
～
一
二
一
二
）
は
臨
済
宗
楊
岐
派
浄
慈
一
法

嗣
で
あ
る
。『
天
童
寺
志
』
に
は
示
寂
に
関
す
る
記
述
は
な
い
が
、「
天

童
山
息
庵
禅
師
塔
銘
」（『
北
礀
集
』
巻
一
〇
（
五
左
～
六
右
））
に
は
「
嘉
定

五
年
七
月
二
十
七
日
也
。
臘
五
十
、
寿
七
十
五
、
龕
留
七
日
、
奉
全
身

塔
于
玲
瓏
岩
下
」
と
あ
る
。

　

㉒
石
田
法
薫
（
一
一
七
一
～
一
二
四
五
）
は
、
臨
済
宗
楊
岐
派
破
庵
祖

先
法
嗣
で
あ
る
。『
浄
慈
寺
志
』
に
は
「
窆
全
身
於
院
之
後
山
、
端
坐

而
化
。
寿
七
十
五
、
臘
五
十
三
」（
五
六
二
頁
）
と
あ
る
。

　

㉓
敬
叟
居
簡
（
一
一
六
四
～
一
二
四
六
）
は
、
臨
済
宗
楊
岐
派
佛
照
徳

光
法
嗣
で
あ
る
。『
浄
慈
寺
志
』
に
は
「
淳
祐
丙
午
春
示
疾
、
三
月
二

十
八
日
索
紙
、
書
偈
于
紙
尾
。
復
書
四
月
一
日
珍
重
六
字
、
呼
諸
徒
誡

之
曰
、
時
不
待
人
、
以
道
自
励
吾
世
縁
余
二
日
耳
。
至
期
、
昧
爽
索

浴
、
浴
罷
、
如
假
寐
。
視
之
已
逝
矣
。
寿
八
十
三
、
臘
六
十
二
、
葬
全

身
於
月
堂
昌
禅
師
塔
側
」（
五
七
一
頁
）
と
あ
る
。

　

㉔
蔵
叟
善
珍
（
一
一
九
四
～
一
二
七
七
）
は
臨
済
宗
楊
岐
派
妙
峰
之
善

法
嗣
で
あ
る
。『
径
山
志
』
に
は
さ
き
に
み
た
よ
う
に
「
師
生
于
宋
紹
興

甲
寅
十
月
十
二
日
、
示
寂
于
嘉
定
丁
丑
五
月
二
十
一
日
。
世
寿
八
十

三
、
僧
夏
六
十
。
塔
全
身
于
南
院
」（
二
二
二
頁
）
と
あ
る
。

　

㉕
無
凖
師
範
（
一
一
七
八
～
一
二
四
九
）
は
、
臨
済
宗
楊
岐
派
破
庵
祖

先
法
嗣
で
あ
る
。『
径
山
志
』
に
は
「
移
頃
而
逝
。
遺
表
上
聞
、
上
遣

中
使
降
香
賜
幣
、
奉
全
身
葬
于
正
続
之
側
、
塔
曰
、
円
照
」（
一
八
七

頁
）
と
あ
る
。

　

㉖
別
山
祖
智
（
一
二
〇
〇
～
一
二
六
〇
）
は
、
臨
済
宗
楊
岐
派
無
準
師

範
法
嗣
で
あ
る
。『
天
童
寺
志
』
に
は
「
庚
辰
九
月
旦
、
忽
示
衆
云
、

雲
淡
月
華
新
、
木
脱
山
露
骨
。
有
天
有
地
来
、
幾
個
眼
睛
活
。
越
十
日

夜
分
、
珍
重
大
衆
、
叉
手
而
寂
。
寿
六
十
一
、
坐
四
十
七
夏
。
塔
全
身

於
中
峰
密
庵
禅
師
之
塔
右
、
称
四
十
代
住
持
」（
二
二
六
頁
）
と
あ
る
。

　

㉗
西
巌
了
恵
（
一
一
九
八
～
一
二
六
二
）
は
臨
済
宗
楊
岐
派
無
準
師
範

法
嗣
で
あ
る
。『
天
童
寺
志
』
に
は
「
景
定
三
年
三
月
十
一
日
也
。
壽

六
十
五
、
夏
四
十
七
。」
と
示
す
の
み
だ
が
、「
行
状
」（『
西
巌
了
慧
禅
師
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一
一

語
録
』
巻
下
）
に
は
「
景
定
三
年
三
月
廿
二
日
也
。
寿
六
十
五
。
坐
四
十

七
夏
。
龕
留
庵
中
。
挙
喪
礼
于
寺
五
日
。
衆
奉
全
身
、
閟
于
塔
。」（
続

蔵
一
二
二
冊
一
八
六
右
上
）
と
あ
る
。

　

㉘
物
初
大
観
（
一
二
〇
一
～
一
二
六
八
）
は
、
臨
済
宗
楊
岐
派
北
礀
居

簡
法
嗣
で
あ
る
。『
阿
育
王
山
志
』
巻
八
「
鄮
峰
西
庵
塔
銘
」
に
は

「
其
徒
清
泰
等
、
奉
遺
体
、
葬
寺
西
隅
塔
後
。
与
仏
照
祖
塔
上
下
相
望
、

遺
命
也
。」（
三
九
二
頁
）
と
あ
り
、『
阿
育
王
山
志
』
巻
九
で
は
「
既
順

世
、
塔
葬
于
寺
之
西
庵
」（
五
〇
〇
頁
）
と
示
す
。

　

㉙
虚
舟
普
度
（
一
一
九
九
～
一
二
八
〇
）
は
、
臨
済
宗
楊
岐
派
無
得
覚

通
法
嗣
で
あ
る
。『
霊
隠
寺
志
』
に
は
「
全
身
塔
寺
東
十
里
罘
塢
之
陽
」

（
一
八
五
頁
）
と
あ
る
。

　

以
上
、
全
身
入
塔
に
関
す
る
記
述
は
二
九
例
で
あ
る
。
時
代
区
分
で

み
る
と
北
宋
代
が
四
名
、
南
宋
代
が
二
五
名
で
あ
っ
た
。

五
、
五
山
住
持
の
葬
法
と
実
施
状
況
　

　

宋
代
禅
宗
の
葬
法
に
つ
い
て
は
『
禅
苑
清
規
』「
尊
宿
遷
化
」
項
に

伝
え
ら
れ
る
が
、
こ
こ
に
記
さ
れ
る
軌
範
が
同
書
の
成
立
と
と
も
に
制

定
さ
れ
た
訳
で
は
な
い
。
成
立
以
前
に
各
地
で
実
践
さ
れ
て
い
た
軌
範

が
集
約
・
整
理
さ
れ
た
も
の
と
な
る
。

　

そ
こ
で
、
成
河
峰
雄
は
中
国
古
来
の
喪
葬
を
伝
え
る
『
儀
礼
』
や
唐

代
以
降
の
治
者
階
級
で
用
い
ら
れ
た
玄
宗
代
の
『
大
唐
開
元
礼
』（
七
三

二
）
と
比
較
・
検
討
し
て
い
る）
（1
（

。
こ
の
検
討
に
よ
り
、『
禅
苑
清
規
』
で

は
火
葬
と
土
葬
の
両
方
が
実
施
さ
れ
て
い
る
が
、『
儀
礼
』
や
『
大
唐

開
元
礼
』
に
は
土
葬
の
み
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
て
い
る
。
そ
し
て
、

仏
教
側
の
資
料
と
し
て
道
宣
『
四
分
律
刪
繁
補
闕
行
持
鈔
』
巻
下
之
四

「
謄
病
送
終
篇
第
二
十
六
」
の
「
律
中
多
明
火
林
二
葬
（
律
中
に
多
く
火
・

林
の
二
葬
を
明
か
す
）」（
大
正
蔵
四
〇
・
一
四
五
中
）
を
あ
げ
、
律
蔵
に
は
火

葬
・
林
葬
の
二
種
類
が
示
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
火
葬
と
は
印
度
仏
教
の

影
響
に
よ
る
も
の
と
す
る
。
こ
れ
に
よ
り
中
国
仏
教
で
火
葬
が
実
施
さ

れ
る
こ
と
に
は
な
る
の
だ
が
、
中
国
古
来
の
葬
法
が
根
強
い
こ
と
か
ら
、

全
般
的
に
広
ま
る
こ
と
は
な
か
っ
た
と
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
宋
代
禅
宗
と
儒
典
と
の
葬
送
儀
礼
の
相
違
に
つ
い
て
、
永
井

政
之
は
『
禅
苑
清
規
』「
亡
僧
」
項
に
着
目
し
て
考
察
し
て
い
る
。「
亡

僧
」
項
に
は
『
礼
記
』
や
『
儀
礼
』
に
み
え
る
「
復
」、「
飯
含
」、

「
殯
」、「
哭
泣
」
の
儀
礼
が
み
ら
れ
な
い
点
を
踏
ま
え
、
葬
送
儀
礼
に
お

け
る
仏
教
の
独
自
性
が
確
保
さ
れ
て
い
る
と
す
る
。
そ
し
て
、
特
に

「
下
火
」
の
儀
礼
を
実
施
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
「
殯
」
の
儀
礼
が
無
く

な
っ
て
い
る
点
を
捉
え
、
中
国
の
伝
統
的
な
葬
送
儀
礼
と
は
一
線
が
画

さ
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る）
（1
（

。

　

上
記
の
先
行
研
究
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
中
国
の
葬
送
儀
礼
を
考

え
る
場
合
、
火
葬
儀
礼
が
ひ
と
つ
の
重
要
な
要
素
と
な
る
。
本
稿
で
確

認
し
た
舎
利
の
記
述
は
、
ま
さ
に
火
葬
の
実
施
例
と
な
る
。

　

そ
こ
で
、
禅
僧
と
舎
利
信
仰
に
つ
い
て
み
る
と
、
西
脇
常
記
に
先
行

研
究
が
あ
る）
（1
（

。
こ
こ
で
は
、
中
国
に
お
け
る
仏
舎
利
信
仰
が
高
僧
舎
利
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信
仰
へ
と
変
遷
し
て
い
く
こ
と
を
指
摘
す
る
。
そ
し
て
、
禅
僧
に
お
け

る
舎
利
信
仰
に
つ
い
て
は
『
僧
宝
伝
』
に
録
さ
れ
る
舎
利
出
現
の
記
録

を
踏
ま
え
、
出
現
し
た
舎
利
の
数
の
多
寡
は
禅
僧
の
覚
悟
の
度
合
い
と

比
例
す
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

　

本
稿
で
さ
き
に
確
認
し
た
よ
う
に
、
舎
利
が
多
数
出
現
し
た
も
の
や
、

舎
利
が
五
色
に
変
化
し
た
も
の
、
荼
毘
後
に
頂
骨
や
歯
が
形
を
崩
さ
ず

残
っ
た
も
の
、
光
を
発
す
る
現
象
が
み
ら
れ
た
も
の
な
ど
、
舎
利
出
現

に
伴
い
、
実
に
様
々
な
瑞
祥
が
み
ら
れ
た
。

　

こ
の
こ
と
が
禅
僧
の
覚
悟
を
示
す
も
の
で
あ
れ
ば
、
前
出
の
一
五
名

は
稀
代
の
禅
僧
と
の
判
断
も
で
き
よ
う
。
た
だ
し
、
必
ず
し
も
そ
う
と

言
え
な
い
の
は
、
南
宋
禅
林
を
代
表
す
る
大
慧
宗
杲
や
宏
智
正
覚
の
名

が
見
え
な
い
か
ら
で
あ
る
。
両
者
は
い
ず
れ
も
全
身
入
塔
で
あ
る
。

　

禅
僧
が
全
身
入
塔
を
選
択
す
る
根
拠
を
検
討
す
る
に
あ
た
り
、
西
脇

は
『
法
華
経
』「
見
宝
塔
品
」
を
取
り
上
げ
て
い
る
。

彼
の
仏
は
成
道
し
已
り
て
、
滅
度
の
時
に
臨
み
、
天
・
人
・
大
衆
の
中

に
於
い
て
、
諸
の
比
丘
に
告
げ
た
も
う
、
我
が
滅
度
の
後
に
、
我
が
全

身
を
供
養
せ
ん
と
欲
す
る
者
は
、
応
に
一
の
大
塔
を
起
こ
す
べ
し
と
。

其
の
仏
は
神
通
と
願
力
と
を
以
て
、
十
方
世
界
の
在
在
処
処
に
、
若
し

法
華
経
を
説
く
者
あ
ら
ば
、
彼
の
宝
塔
を
し
て
皆
、
其
の
前
に
踊
出
せ

し
め
、
全
身
を
塔
の
中
に
在
ら
し
め
て
、
讚
め
て
善
哉
、
善
哉
と
言
い

た
も
う
な
り
。�

（
大
正
蔵
九
巻
三
二
頁
下
。
原
漢
文
。
以
下
、
同
。）

　

さ
ら
に
、
禅
宗
の
灯
史
で
あ
る
『
祖
堂
集
』（
九
六
二
）「
迦
葉
尊
者
」

章
の
記
述
を
取
り
上
げ
て
い
る
。

王
、
山
に
到
り
已
る
に
、
山
自
ら
開
闢
し
、
迦
葉
、
中
に
在
り
て
、
全

身
散
ぜ
ず
。
王
、
乃
ち
諸
の
力
士
に
敕
し
て
諸
の
香
薪
を
積
ま
し
め
、

之
を
闍
維
せ
ん
と
欲
す
。
阿
難
、
大
王
に
白
し
て
曰
く
、
摩
訶
迦
葉
、

定
を
以
て
身
を
持
ち
、
弥
勒
下
生
を
待
ち
、
捧
げ
て
僧
伽
梨
を
付
し
竟

り
、
方
に
涅
槃
に
入
る
。
如
今
、
切
に
焚
く
べ
か
ら
ざ
る
也
。

�

（『
祖
堂
集
』
上
、
二
四
頁
、
中
華
書
局
、
二
〇
〇
七
）

　

こ
の
よ
う
に
仏
典
や
灯
史
に
説
か
れ
る
記
述
を
理
論
的
背
景
と
し
て

全
身
入
塔
を
肯
定
化
す
る
こ
と
で
、「
火
葬
に
よ
っ
て
舎
利
の
み
を
収
拾

す
る
イ
ン
ド
に
始
ま
っ
た
本
来
の
葬
法
と
は
違
い
、
中
国
古
来
の
全
身

を
保
存
し
て
死
後
も
魂
魄
の
結
び
つ
き
や
復
活
を
期
待
す
る
と
い
う
死

生
観
に
適
う
全
身
入
塔
の
思
想
へ
と
繋
が
っ
た
」
と
捉
え
て
い
る
。
そ

し
て
、
こ
れ
ら
の
点
を
踏
ま
え
、
全
身
入
塔
と
は
ま
さ
に
仏
教
が
中
国

化
し
た
証
と
す
る
の
で
あ
る）
（1
（

。
こ
の
指
摘
に
つ
い
て
は
仏
典
や
『
祖
堂

集
』
に
み
え
る
闍
維
の
記
述
と
の
関
係
も
踏
ま
え
た
更
な
る
検
討
が
必

要
で
あ
ろ
う
が
、
中
国
仏
教
に
お
い
て
は
死
生
観
と
も
相
俟
っ
て
土
葬

に
よ
る
葬
送
儀
礼
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

な
お
、
当
時
の
禅
林
で
は
舎
利
出
現
を
回
避
し
た
例
が
あ
っ
た
こ
と

を
拙
稿
で
指
摘
し
た
が
、
こ
こ
で
改
め
て
取
り
上
げ
た
い
。

　

ま
ず
、
雪
竇
智
鑑
（
一
一
〇
五
～
一
一
九
二
）
に
つ
い
て
み
る
。
智
鑑
は

五
山
住
持
で
は
な
い
が
、
長
翁
如
浄
（
一
一
六
二
～
一
二
二
七
）
の
師
に
あ

た
る
南
宋
曹
洞
宗
の
祖
師
で
あ
る
。「
雪
竇
足
庵
禅
師
塔
銘
」（『
攻
媿
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一
三

集
』
巻
一
一
〇
）
に
は
「
吾
れ
行
け
り
。
送
終
、
其
れ
簡
約
に
務
め
よ
。

素
服
・
哀
慟
を
用
い
る
勿
れ
」（
一
三
右
）
と
述
べ
た
後
に
遷
化
す
る
と
、

暴
雨
や
疾
風
が
山
谷
を
震
動
さ
せ
、
人
々
は
遠
方
か
ら
駆
け
つ
け
て
悲

し
ん
だ
と
い
う
よ
う
に
、
臨
終
の
様
子
が
人
々
の
悲
し
み
と
と
も
に
記

さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
は
智
鑑
の
語
と
し
て
「
其
の
鬚
髪
を
蔵
め
て
舍

利
を
得
る
者
有
る
は
、
此
れ
皆
な
世
俗
の
創
見
す
る
所
な
り
。」（
一
四

左
）
と
あ
る
。
こ
れ
は
智
鑑
の
鬚
髪
を
蔵
め
て
舍
利
を
得
よ
う
と
す
る

者
が
い
た
こ
と
に
対
し
、
俗
説
と
し
て
斥
け
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ

う
な
遺
志
を
踏
ま
え
、「
戊
午
、
全
身
を
奉
じ
て
以
て
葬
す
」（
一
三
左
）

と
し
て
全
身
入
塔
を
行
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
宏
智
正
覚
の
「
勅
賜
妙
光
塔
銘
」（『
中
国
仏
寺
史
志
彙
刊
』
第

一
輯
第
一
四
冊
）
を
み
る
と
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

龕
、
七
日
を
留
む
。
顔
色
生
き
る
が
如
し
。
初
め
茶
毘
を
議
し
、
以
て

舎
利
を
取
ら
ん
と
す
。
或
は
曰
く
、
師
、
嘗
て
薙
髪
の
火　

中
に
墮
す

者
有
り
て
、
輒
ち
舎
利
を
成
す
。
是
よ
り
遺
髪
、
人
の
争
い
取
る
所
な

り
。
豈
に
舎
利
の
無
き
こ
と
を
嫌
う
や
。
丙
午
、
乃
ち
全
身
を
奉
り
て

山
の
東
谷
に
葬
る
。�

（
四
七
八
頁
）

　

塔
銘
の
概
要
に
つ
い
て
は
、
宏
智
の
遷
化
後
に
荼
毘
に
付
し
て
舎
利

を
取
り
だ
そ
う
と
葬
儀
関
係
者
は
考
え
て
い
た
。
し
か
し
、
宏
智
の
場

合
に
は
生
前
中
す
で
に
火
中
に
落
ち
た
剃
髪
か
ら
舎
利
が
出
現
し
て
い

た
こ
と
か
ら
、
示
寂
後
の
舎
利
出
現
を
待
ち
望
む
人
々
が
こ
ぞ
っ
て
宏

智
の
遺
髪
を
争
う
と
こ
ろ
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
こ
れ
を
受
け
て
葬
儀

関
係
者
が
協
議
し
た
結
果
、
舎
利
出
現
に
よ
る
混
乱
を
回
避
す
る
た
め
、

火
葬
せ
ず
に
全
身
を
葬
っ
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
生
者
の
意
図
が
葬

法
に
反
映
さ
れ
て
い
る
興
味
深
い
記
述
で
あ
る
。

　

上
記
の
よ
う
な
例
も
土
葬
の
選
択
理
由
と
し
て
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

さ
て
、
こ
の
よ
う
に
中
国
仏
教
で
は
火
葬
と
土
葬
が
そ
れ
ぞ
れ
実
施

さ
れ
る
こ
と
と
な
る
訳
だ
が
、
そ
れ
で
は
宋
代
五
山
住
持
に
お
け
る
火

葬
と
土
葬
の
実
施
状
況
は
ど
う
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
か
。

　

今
回
、
確
認
し
た
宋
代
に
お
け
る
禅
宗
五
山
の
住
持
は
、
径
山
寺
が

四
一
名
、
霊
隠
寺
が
五
三
名
、
天
童
山
が
四
三
名
、
浄
慈
寺
が
五
三

名
、
阿
育
王
山
が
四
九
名
で
あ
り
、
延
べ
二
三
九
名
で
あ
っ
た
。
こ
れ

ら
の
う
ち
、
重
複
す
る
住
持
が
二
九
名
み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
二
一
〇

名
の
住
持
に
対
し
て
示
寂
の
記
録
を
確
認
し
た
こ
と
に
な
る
。

　

本
稿
で
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
火
葬
に
関
す
る
記
述
が
み
ら
れ
た
の
は

一
六
名
（
七
・
六
パ
ー
セ
ン
ト
）
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
土
葬
に
関
す
る
記

述
に
つ
い
て
は
二
九
名
（
一
三
・
八
パ
ー
セ
ン
ト
）
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う

に
火
葬
と
土
葬
の
実
施
例
を
確
認
で
き
た
も
の
は
四
五
名
（
二
一
・
四

パ
ー
セ
ン
ト
）
に
つ
い
て
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
宋
代
五
山
住
持
全
体
の
二

割
程
度
で
あ
る
。
そ
の
ほ
か
は
示
寂
の
み
を
記
述
す
る
も
の
が
八
八
名

（
四
一
・
九
パ
ー
セ
ン
ト
）
で
あ
り
、
示
寂
に
関
す
る
記
述
が
無
い
も
の
が

七
七
名
（
三
六
・
七
パ
ー
セ
ン
ト
）
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
も
当
然
、
土
葬
や

火
葬
を
実
施
し
て
い
る
だ
ろ
う
が
、
本
稿
で
は
確
認
す
る
こ
と
が
で
き

な
か
っ
た
。
た
だ
、
今
回
の
検
討
で
は
火
葬
に
比
べ
て
土
葬
の
方
が
二
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四

倍
程
度
の
実
施
例
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
そ
の
多
く
は
土
葬
が
実
施
さ

れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
中
国
古
来
の
葬
法
で
あ
る
土
葬
が
当
然
で
あ
る

た
め
、
敢
え
て
記
す
こ
と
が
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
か
。

　

た
だ
し
、
火
葬
に
つ
い
て
も
今
回
確
認
し
た
例
よ
り
も
多
い
可
能
性

が
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
西
脇
が
報
告
し
た
『
宋
高
僧
伝
』

に
お
け
る
火
葬
の
実
施
例
を
参
考
に
し
た
い
。
こ
の
報
告
に
よ
れ
ば
、

本
伝
五
三
一
名
、
付
伝
一
二
五
名
、
総
勢
六
五
六
名
の
う
ち
、
火
葬
し

た
者
は
八
九
名
（
一
三
・
六
パ
ー
セ
ン
ト
）
で
あ
っ
た）
（1
（

。
こ
れ
ら
の
う
ち
、

示
寂
後
の
状
況
を
主
題
と
す
る
「
遺
身
篇
」
で
こ
そ
二
四
名
中
一
一
名

（
四
五
・
八
パ
ー
セ
ン
ト
）
と
な
っ
て
い
る
が
、『
宋
高
僧
伝
』
全
体
を
通

し
て
火
葬
の
実
施
例
が
一
三
・
六
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
る
こ
と
か
ら
決
し

て
多
い
と
は
言
え
な
い
だ
ろ
う
。
た
だ
し
、
本
稿
で
確
認
し
た
例
は
七
・

六
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
り
、『
宋
高
僧
伝
』
の
数
字
を
更
に
下
回
る
も
の

と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
考
え
る
に
あ
た
り
、
火
葬
に
つ
い

て
は
『
宋
史
』
に
あ
る
よ
う
に
宋
代
の
高
宗
の
時
に
禁
止
さ
れ
た
例
も

あ
る
た
め
、
こ
の
こ
と
が
影
響
し
て
い
る
と
の
見
方
も
考
え
ら
れ
る）
（1
（

。

し
か
し
、
一
方
で
は
南
宋
時
代
の
両
浙
地
区
（
銭
塘
江
両
岸
）
に
あ
っ
て

は
火
葬
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
た
と
い
う
指
摘
も
み
ら
れ
る）
（1
（

。
こ
れ
は

宋
代
禅
林
の
実
施
例
で
は
な
く
当
時
の
社
会
状
況
に
お
け
る
も
の
で
は

あ
る
が
、
両
浙
地
区
と
は
ま
さ
に
禅
宗
五
山
の
所
在
地
に
あ
た
る
た
め

一
概
に
無
関
係
と
も
言
え
な
い
だ
ろ
う
。
こ
の
点
を
踏
ま
え
る
と
火
葬

の
実
施
例
も
よ
り
多
か
っ
た
可
能
性
が
あ
る
の
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
、
以
下
の
例
を
紹
介
し
て
お
き
た
い
。
五
山
住
持
の
経
験
者

で
は
な
い
が
北
宋
曹
洞
宗
の
代
表
的
禅
僧
で
あ
る
つ
芙
蓉
道
楷
（
一
〇
四

三
～
一
一
一
八
）
の
例
で
あ
る
。
道
楷
の
「
随
州
大
洪
山
崇
寧
保
寿
禅
院

十
方
第
二
代
楷
禅
師
塔
銘）
（1
（

」
に
は
以
下
の
記
述
を
確
認
で
き
る
。

政
和
八
年
夏
五
月
乙
未
、
芙
蓉
禅
師
、
偈
を
以
て
示
衆
し
、
遺
誡
を
書

し
て
、
門
人
に
付
嘱
し
、
沐
浴
更
衣
し
て
、
吉
祥
に
し
て
示
寂
す
。
三

日
を
越
え
て
丁
酉
（
一
六
日
）
に
荼
毘
し
、
霊
骨
を
収
む
。
秋
九
月
甲

午
（
一
五
日
）、
塔
を
芙
蓉
湖
に
蔵
む
。�

（
三
四
左
・
四
四
六
頁
）

　

道
楷
が
示
寂
す
る
と
三
日
後
に
荼
毘
し
、
そ
の
霊
骨
を
収
め
た
。
さ

ら
に
四
ヶ
月
を
経
て
芙
蓉
湖
の
塔
に
蔵
め
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

　

こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
「
荼
毘
」
後
に
「
霊
骨
」
を
収
め
る
と
あ

り
、
舍
利
の
記
載
が
み
ら
れ
な
い
と
い
う
点
で
あ
る
。
本
稿
で
確
認
し

た
宋
代
五
山
住
持
の
場
合
、
荼
毘
後
に
ほ
ぼ
舍
利
が
出
現
し
て
お
り
、

火
葬
し
た
が
舍
利
が
出
現
し
な
か
っ
た
例
は
、
さ
き
に
み
た
よ
う
に
⑩

破
庵
祖
先
の
一
例
の
み
で
あ
っ
た
。
た
だ
、
破
庵
の
場
合
も
自
身
の
語

録
に
附
さ
れ
た
「
行
状
」
に
記
さ
れ
て
お
り
、
今
回
確
認
し
た
寺
志
に

記
載
は
み
ら
れ
な
か
っ
た
。
道
楷
の
場
合
も
舎
利
が
出
現
し
な
か
っ
た

の
か
、
ま
た
は
舎
利
を
霊
骨
と
表
現
し
た
だ
け
な
の
か
は
検
討
を
要
す

る
が
、
荼
毘
後
に
霊
骨
を
葬
る
と
い
う
表
現
は
宋
代
以
降
の
寺
志）
11
（

に
確

認
で
き
る
。
そ
の
た
め
、
舎
利
出
現
を
伴
わ
な
い
火
葬
の
実
施
例
が

あ
っ
た
も
の
の
記
載
さ
れ
て
い
な
い
可
能
性
も
あ
る
の
で
あ
る
。
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宋
代
に
お
け
る
禅
宗
五
山
の
住
持
に
つ
い
て
、
そ
の
葬
法
の
実
施
状

況
を
確
認
す
る
と
、
葬
法
を
記
す
も
の
が
全
体
の
二
割
程
度
で
あ
っ
た
。

そ
の
な
か
で
は
火
葬
よ
り
土
葬
の
方
が
二
倍
程
度
多
く
み
ら
れ
た
。
こ

の
こ
と
か
ら
、
当
時
の
実
施
状
況
と
し
て
は
土
葬
が
多
か
っ
た
も
の
と

い
え
よ
う
。

　

そ
の
理
由
と
し
て
、
仏
教
に
お
け
る
火
葬
は
理
念
的
に
受
け
入
れ
ら

れ
た
も
の
の
、
死
生
観
と
も
相
俟
っ
て
心
情
的
に
は
中
国
古
来
の
土
葬

が
選
択
さ
れ
、
実
施
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
た
だ
、
そ
こ
に
は
舎
利
出
現

を
回
避
す
る
本
人
の
遺
志
も
し
く
は
関
係
者
た
る
後
世
の
生
者
の
意
図

に
よ
り
土
葬
が
選
択
さ
れ
た
例
も
あ
っ
た
こ
と
が
確
認
で
き
た
。

　

以
上
の
よ
う
に
宋
代
禅
宗
に
お
け
る
葬
法
の
実
施
状
況
に
つ
い
て
検

討
し
た
が
、
葬
法
を
記
載
し
な
い
例
が
多
数
み
ら
れ
た
こ
と
か
ら
全
体

像
を
把
握
す
る
に
は
今
後
も
更
な
る
検
討
を
要
す
る
こ
と
は
言
う
ま
で

も
な
い
。
今
回
の
検
討
で
は
禅
宗
五
山
の
寺
志
を
中
心
に
確
認
し
た
が
、

寺
志
に
記
載
さ
れ
な
い
示
寂
の
記
録
を
他
の
文
献
に
確
認
で
き
る
例
も

あ
っ
た
。
そ
の
可
能
性
は
充
分
あ
り
得
る
た
め
、
引
き
続
き
資
料
調
査

す
る
こ
と
に
つ
い
て
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

〔
註
〕

（
１
）『
原
文
対
照
現
代
語
訳
道
元
禅
師
全
集
』
第
一
七
巻
（
春
秋
社
、

二
〇
一
〇
）
所
収
。
以
下
、『
相
伝
記
』
と
表
記
。『
相
伝
記
』
に
よ

れ
ば
、
荼
毘
後
、
火
が
五
色
に
変
化
し
た
こ
と
を
瑞
祥
と
捉
え
、
舍

利
出
現
を
予
感
し
、
舍
利
三
顆
を
得
た
と
あ
る
。
明
全
の
場
合
、
亡

僧
と
し
て
下
火
儀
礼
が
行
わ
れ
、
舍
利
が
出
現
し
た
こ
と
に
な
る
。

こ
の
出
来
事
を
記
述
す
る
文
献
が
な
い
た
め
創
作
の
可
能
性
も
否
め

な
い
が
、
そ
の
記
録
が
詳
細
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
明
全
の
第
一

次
資
料
と
す
る
こ
と
は
妥
当
と
考
え
る
。
拙
稿
「『
舎
利
相
伝
記
』
と

宋
代
禅
宗
」（『
曹
洞
宗
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
学
術
大
会
紀
要
』
二
四

号
、
二
〇
二
三
、
掲
載
予
定
）。

（
２
）
平
川
彰
『
律
蔵
の
研
究
』
七
八
〇
頁
（
山
喜
房
佛
書
林
、
一
九

六
〇
）。

（
３
）
岡
部
和
雄
「『
無
常
経
』
と
『
臨
終
方
訣
』」（『
平
川
彰
博
士
古

稀
記
念
論
集
・
仏
教
思
想
の
諸
問
題
』
七
〇
四
頁
。

（
４
）『
禅
苑
清
規
』（
続
蔵
一
一
一
冊
四
五
八
左
下
）
お
よ
び
鏡
島
元

隆
・
佐
藤
達
玄
・
小
坂
機
融
『
訳
註
禅
苑
清
規
』（
曹
洞
宗
宗
務
庁
、

一
九
七
二
、
二
六
二
頁
～
二
六
三
頁
）。
以
下
、
同
書
頁
数
を
示
す
。

（
５
）
①
『
宋
代
禅
宗
史
の
研
究
』（
大
東
出
版
社
、
一
九
八
七
）
及
び

②
「
中
国
の
五
山
十
刹
制
度
の
基
礎
的
研
究
（
一
）
～
（
四
）」（『
駒

澤
大
学
仏
教
学
部
論
集
』
一
三
～
一
六
、
一
九
八
二
～
一
九
八
五
）

に
詳
細
な
研
究
が
あ
る
。
こ
こ
に
掲
載
さ
れ
る
「
宋
代
禅
者
の
塔

銘
・
碑
銘
類
一
覧
表
」（
五
五
五
頁
～
五
六
三
頁
）
を
参
照
し
、
宋

代
五
山
住
持
の
塔
銘
を
取
り
上
げ
た
。
な
お
、
塔
銘
が
収
録
さ
れ
る



宋
代
禅
宗
に
お
け
る
葬
法
（
小
早
川
）

一
六

『
攻
媿
集
』、『
松
隠
集
』、『
鴻
慶
集
』、『
渭
南
文
集
』
に
つ
い
て
は
、

『
鉄
定
四
庫
全
書
』
集
部
所
収
本
の
丁
数
を
示
し
た
。

（
６
）�
同
書
（
鎌
倉
市
教
育
委
員
会
、
一
九
六
三
）
一
頁
～
三
三
頁
に

記
載
さ
れ
る
五
山
住
持
の
世
代
を
取
り
上
げ
た
。
な
お
、
前
出
石
井

論
文
②
に
も
そ
の
世
代
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。

（
７
）�

後
述
す
る
よ
う
に
西
脇
常
記
「
舎
利
信
仰
と
僧
伝
に
お
け
る
そ
の

叙
述
」（『
禅
文
化
研
究
所
紀
要
』
一
八
号
、
一
九
九
〇
）
で
は
、
恵

洪
覚
範
撰
『
禅
林
僧
宝
伝
』
に
み
え
る
舎
利
に
関
す
る
記
述
を
取
り

上
げ
て
論
述
し
て
い
る
。

（
８
）『
五
灯
会
元
』
巻
一
五
に
は
「
闍
維
不
壊
者
五
、
曰
頂
、
曰
耳
、

曰
舌
、
曰
童
真
、
曰
数
珠
」(

続
蔵
一
三
八
冊
二
九
八
左
上)

と
あ
る
。

（
９
）
国
立
公
文
書
館
蔵
、
請
求
番
号
別
〇
五
四
―
〇
〇
〇
七
）。

（
10
）
⑭
及
び
⑯
に
つ
い
て
は
寺
志
に
記
載
が
な
い
。
拙
稿
「
宋
代
禅
宗

と
舎
利
信
仰
」
で
は
指
摘
で
き
な
か
っ
た
が
、
そ
の
後
の
調
査
で
確

認
で
き
た
も
の
で
あ
る
。

（
11
）『
禅
学
典
籍
叢
刊
』
第
四
巻
（
臨
川
書
店
、
二
〇
〇
〇
）
三
七
〇

頁
。�

（
12
）「『
禅
苑
清
規
』
尊
宿
遷
化
の
研
究
（
二
）」（『
禅
研
究
所
紀
要
』

一
七
、
七
三
頁
～
一
一
〇
頁
。
愛
知
学
院
大
学
、
一
九
八
九
）。

（
13
）�『
中
国
禅
宗
教
団
と
民
衆
』「
第
三
章�

中
国
禅
宗
に
お
け
る
葬
送

儀
礼
の
成
立
、
第
一
節�

仏
教
と
葬
送
」
四
二
七
頁
（
内
山
書
店
、

二
〇
〇
〇
）。

（
14
）
前
出
「
舎
利
信
仰
と
僧
伝
に
お
け
る
そ
の
叙
述
」（『
禅
文
化
研
究

所
紀
要
』
一
八
号
、
一
九
九
〇
）。

（
15
）『
唐
代
の
思
想
と
文
化
』
二
〇
三
頁
～
二
〇
五
頁
（
創
文
社
、
二

〇
〇
〇
）。

（
16
）
前
出
西
脇
文
献
二
〇
五
頁
。

（
17
）『
宋
史
』
一
二
五
・「
志
」
七
八
・「
礼
」
二
八
「
士
庶
人
喪
礼
服

紀
」（
三
右
～
三
左
）
に
紹
興
二
七
年
（
一
一
五
七
）
及
び
紹
興
二

八
年
の
記
事
で
は
「
今
民
俗
に
所
謂
火
化
す
る
者
あ
り
、
生
ず
れ
ば

則
ち
奉
養
の
具
、
唯
だ
至
ら
ざ
る
を
恐
れ
る
も
、
死
す
れ
ば
則
ち
燔

爇
し
て
之
を
捐
棄
す
、
何
ぞ
独
り
生
を
厚
く
し
て
死
を
薄
く
す
る
か
」

と
し
、
ま
た
、「
方
に
今
、
火
葬
の
慘
に
し
て
、
日
益
熾
ん
な
る
こ
と

甚
し
、
事
は
風
化
に
関
し
，
理
は
禁
止
を
宜
し
く
す
」
と
あ
る
。

（
18
）
張
宏
慧
「
宋
代
火
葬
考
論
」（『
許
昌
学
院
学
報
』
第
二
二
巻
第

六
期
、
二
〇
〇
三
年
）
参
照
。

（
19
）『
湖
北
金
石
志
』
巻
一
〇
。
石
井
修
道
『
宋
代
禅
宗
史
の
研
究
』

四
四
六
頁
～
四
五
四
頁
に
訓
読
と
共
に
紹
介
さ
れ
る
。
な
お
、
こ
の

「
塔
銘
」
撰
述
の
際
の
基
礎
資
料
と
な
っ
た
政
和
八
年
（
一
一
一
八
）

撰
「
承
議
郎
韓
韶
臨
沂
塔
旧
銘
」
が
あ
る
。
こ
こ
に
も
示
寂
に
関
し

て
同
内
容
を
確
認
で
き
る
。
石
井
修
道
・
小
早
川
浩
大
「
新
出
史
料

「
沂
州
芙
蓉
道
楷
和
尚
塔
銘
并
序
」
の
資
料
的
価
値
」
を
参
照
。

（
20
）
大
千
慧
照
（
一
二
九
〇
～
一
三
七
四
。『
大
千
照
禅
師
塔
銘
』）

や
霊
隠
可
純
（
？
～
一
四
〇
六
。『
霊
隠
寺
志
』
巻
三
）
に
み
え
る
。



宋
代
禅
宗
に
お
け
る
葬
法
（
小
早
川
）

一
七

〔
巻
末
資
料
〕「
宋
代
禅
宗
に
お
け
る
五
山
住
持
の
葬
法
実
施
状
況
一
覧
表
」

【
径
山
寺
】



宋
代
禅
宗
に
お
け
る
葬
法
（
小
早
川
）

一
八

【
霊
隠
寺
】



宋
代
禅
宗
に
お
け
る
葬
法
（
小
早
川
）

一
九

【
天
童
寺
】



宋
代
禅
宗
に
お
け
る
葬
法
（
小
早
川
）

二
〇

【
浄
慈
寺
】



宋
代
禅
宗
に
お
け
る
葬
法
（
小
早
川
）

二
一

【
阿
育
王
山
】



宋
代
禅
宗
に
お
け
る
葬
法
（
小
早
川
）

二
二



二
三

一
、
問
題
と
目
的

　

本
稿
で
は
、
瑩
山
禅
師
（
一
二
六
四
／
一
二
六
八
～
一
三
二
五
）
著
『
瑩

山
清
規
』（
一
三
二
四
、
以
下
、『
瑩
規
』）
で
規
定
さ
れ
る
歳
末
で
の
看
経

と
、
除
夜
に
修
さ
れ
る
施
餓
鬼（
１
）を
考
察
し
て
い
く
が
、
両
者
の
勧
化
牓
、

並
び
に
疏
を
検
討
対
象
と
し
、
出
典
確
認
と
そ
の
背
景
に
つ
い
て
掘
り

下
げ
て
い
く
。
周
知
の
通
り
、『
瑩
規
』
で
は
七
月
十
四
日
・
十
二
月

晦
日
に
施
餓
鬼
が
年
中
行
事
と
し
て
規
定
さ
れ
て
い
る
。
前
者
は
「
盂

蘭
盆
施
餓
鬼
」
と
明
記
さ
れ
る
が
、
後
者
は
単
に
「
施
餓
鬼
」
と
な
っ

て
い
る
た
め
（
卍
山
開
版
を
除
く
。
註
（
３
）
参
照
。）、
十
二
月
晦
日
に
修

さ
れ
る
施
餓
鬼
を
本
稿
で
は
「
除
夜
施
餓
鬼
」
と
呼
称
す
る
。
さ
て
両

施
餓
鬼
で
は
、
行
持
当
日
前
か
ら
臨
時
の
看
経
が
修
さ
れ
る
が
、
看
経

と
施
餓
鬼
は
別
々
の
行
持
で
は
な
く
、
そ
れ
ら
臨
時
看
経
も
施
餓
鬼
の

一
部
で
あ
る
こ
と
が
疏（
２
）か

ら
伺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
こ
で
本
稿

で
は
、「
歳
末
看
経
牓
文
」（
以
下
、「
牓
文
」）
と
「
除
夜
施
餓
鬼
疏
」

（
以
下
、「
疏
」）
の
両
者
を
併
せ
て
考
察
し
て
い
く
。

　

ま
ず
以
下
に
「
牓
文
」
と
「
疏
」
の
全
文
を
示
す
。
な
お
底
本
に

は
、
現
在
最
も
成
立
年
代
が
古
い
と
さ
れ
る
、
普
済
善
救
（
一
三
四
七
～

一
四
〇
七
）
筆
写
の
所
謂
「
禅
林
寺
本
」（
一
三
七
六
）
を
使
用
し
、
諸
本

の
校
異
も
文
末
註
に
お
い
て
示
す（
３
）。

資
料
１
『
瑩
山
清
規
』（
禅
林
寺
本
）「
歳
末
看
経
牓
」・「
除
夜
施
餓
鬼
疏
」

十
日
以
後
、
開
坐
禅※

。
歳
末
看
経
牓※

。

無
縁
大
慈
、
平
等
利
済
群
生
、
広
大
接
化
、
一
同
救
度
含
類
。
是
以
、
歳
末
、

故
転
数
日
、
寺
中
、
専
勧
看
経
、
回
向　

寺
領
田
畠
耕
死
蠢
動
含
霊
、
乃
至

且※
旦
カ越
所
領
所
生
牛
馬
六
畜
、
及
山
林
受
生
禽
獣
虫
類
、
水
陸
一
切
前
亡
後
滅
。

上
自
三
宝
手
足
供
給
之
人
工
火
客
、
下
至
畜
生
、
残
害
、
横
死
之
下
賤
愚
朦※

、

皆
所
助
僧
宝
大
悲
之
威
神
力
、
悉
得
感
小
因
能
大
之
勝
妙※

果
〈
矣
〉。
読
経
、

念
仏
、
誦
呪
章
句
、
有※

衆
意
。
無
分
量
。
祇
回
接
諸
衆
生
之
慈
心
、
等
修
利

済
群
品
之
妙
行
也
。　

敬
白
。
品
目
、
具
于
後
。

妙※

法
蓮
華
経　

梵※

網
菩
薩
戒
経　

大
円
覚
経　

金※

剛
般
若
経 

什
麼
経

　
　

元※

亨
四
年
十
二
月
日　

堂
司
比
丘
某
甲
敬
〈
□勧

カ
化
〉

宗
学
研
究
紀
要　

第
三
十
六
号　

二
〇
二
三
年
三
月

『
瑩
山
清
規
』「
歳
末
看
経
牓
」・「
除
夜
施
餓
鬼
疏
」
に
関
す
る
一
考
察

―
出
典
と
そ
の
背
景
に
つ
い
て

―

澤
　
城
　
邦
　
生



『
瑩
山
清
規
』「
歳
末
看
経
牓
」・「
除
夜
施
餓
鬼
疏
」
に
関
す
る
一
考
察
（
澤
城
）

二
四

除※

夜
前
、
両※

三
日
間
、
結
解※

清
書※

。
施※

餓
鬼
了
、
維
那
、
宣
疏
云
、

南
閻
浮
提
大
日
本
国　

国※　

山　

寺
某
甲
等

今
月
晦
日※

、
迎
年
窮
歳
尽
之
除
夜
、
将
救
所
縁
群
生
之※

亡
魂
。
兼
日
、
令
勧

化
合
山
緇
白
、
而
諷
誦
諸
経
神
呪
。
除
夜
、
令
引
率
現
前
一
衆
、
而
同
誦
楞

厳
神
呪
。
所
集
殊
勲
、
救
済
群
萌
者
。

右
潜
以
、
蠢
ゝ
含
類
、
非
大
慈※

無
漾※

済
。

※

ゝ※

群
生
、
捨
仏
経
争
解
脱
。
螻

蟻
、
混
持
経
者
手
水
而
逝
、
蝸
牛
、
当
聴
法　
　

人
杖
下
而
死
、
倶
脱
畜
類
、

同
生
忉
利
。
況
乎
五
百
聖
者
、
為※

昔
五
百

※

。
十
千
游
魚
、
為※

今
一
万
羅

漢
。
所
縁
、
永
劫
不
朽
壊
、
下
種
、
累
生
、
成
就
来
。
若
然
者
、
駈
使
奴
牌
、

牛
馬
、
寺
領
水
陸
受
生
、
決
為
生
ゝ
同
法
。
必
為
世
ゝ
道
伴
。
憐
愍
而
可
祈

転
凡
入
聖
。
哀
顧
而
可
念
増
道
損
□生

。
□看

□経

誦
呪
大
意
、
兼
日
、
押
貼
、
具

之
。
品
目
、
如
後
。

妙※

法
蓮
華
経
什
拾
部

梵※

網
経
什
拾
巻　

丶※

丶

上
来
、
諷
誦
経
呪
、
所
集
功
徳
、
回
向　

山
内
含
生
、
所
縁
群
類
。
仏
種
縁

熟
、
脱
苦
得
楽
、
法
界
衆
生
、
同
円
種
智
者※

。
加※

銀
銭
倶
焼
。

　

ま
ず
「
牓
文
」
で
は
、
十
日
以
後
に
坐
禅
を
「
開
い
て
」、
つ
ま
り

一
旦
「
開
放
」
し
て
、
歳
末
看
経
を
努
め
る
旨
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

そ
し
て
諷
経
功
徳
の
回
向
対
象
と
さ
れ
る
の
が
、「
寺
領
田
畠
耕
死
蠢

動
含
霊
」、「
檀
越
所
領
所
生
牛
馬
六
畜
」、「
及
山
林
受
生
禽
獣
虫
類
、

水
陸
一
切
前
亡
後
滅
」
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
初
め
に
寺
領

の
田
畠
を
耕
作
す
る
際
に
死
な
せ
て
し
ま
っ
た
虫
類
が
、
次
い
で
檀
越

の
所
領
で
使
役
さ
れ
る
牛
馬
な
ど
の
家
畜
、
そ
し
て
全
て
の
禽
獣
虫
類
、

さ
ら
に
は
過
去
・
未
来
に
お
い
て
死
滅
す
る
全
て
の
存
在
へ
と
回
向
対

象
が
拡
大
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　

次
に
除
夜
施
餓
鬼
に
読
み
上
げ
ら
れ
る
「
疏
」
で
は
、
こ
れ
ま
で
修

さ
れ
て
き
た
歳
末
看
経
の
目
的
が
「
所
縁
群
生
之
亡
魂
」
の
救
済
で
あ

り
、
ま
た
除
夜
に
読
誦
さ
れ
る
楞
厳
呪
の
目
的
が
「
群
萌
」
の
救
済
で

あ
る
こ
と
が
明
示
さ
れ
る
。
そ
し
て
「
螻
蟻
」「
蝸
牛
」「
蝙
蝠
」「
游

漁
」
が
畜
類
を
脱
し
人
天
に
転
生
し
た
と
思
わ
れ
る
句
を
示
し
た
上
で
、

「
駈
使
奴
牌（
４
）、

牛
馬
、
寺
領
水
陸
受
生
」
の
「
転
凡
入
聖
」
を
祈
念
す

る
旨
が
述
べ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、「
妙
法
蓮
華
経
什
拾
部　

梵

網
経
什
拾
巻　

丶
丶
」
諷
経
の
回
向
文
で
は
、
読
経
の
功
徳
が
「
山
内

含
生
、
所
縁
群
類
」
に
振
り
向
け
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、「
牓
文
」「
疏
」、
ま
た
回
向
文
を
確
認
す
る
と
、
歳

末
看
経
並
び
に
除
夜
施
餓
鬼
の
主
眼
が
動
物
供
養
で
あ
る
こ
と
が
わ
か

る
。
さ
ら
に
言
え
ば
、「
寺
領
」「
檀
越
所
領
」「
所
縁
群
生
」「
山
内
含

生
所
縁
群
類
」
と
記
載
さ
れ
る
よ
う
に
、
寺
院
・
檀
越
が
所
有
す
る
使

役
動
物
、
あ
る
い
は
寺
領
等
の
田
畑
に
生
息
す
る
昆
虫
の
類
が
主
た
る

対
象
と
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
当
該
寺
院
に
ゆ
か
り
の
あ
る
（
所
縁
）

動
物
が
主
た
る
回
向
対
象
と
さ
れ
る
の
だ
。

　

さ
て
、
こ
れ
ら
歳
末
看
経
・
除
夜
施
餓
鬼
に
関
す
る
先
行
研
究
は
決

し
て
多
く
は
な
い
が
、
例
え
ば
『
瑩
山
禅
師
伝
』
で
は
、「
い
か
に
し
て

檀
信
徒
の
信
心
、
懸
命
に
曹
洞
宗
の
教
え
を
信
じ
さ
せ
よ
う
と
す
る
心



『
瑩
山
清
規
』「
歳
末
看
経
牓
」・「
除
夜
施
餓
鬼
疏
」
に
関
す
る
一
考
察
（
澤
城
）

二
五

に
報
い
る
か
に
、
瑩
山
禅
師
は
心
を
砕
か
れ
て
い
た
の
で
す
。『
清
規
』

巻
下
「
歳
末
看
経
牓
」
中
に
「
諸
の
衆
生
に
接
す
る
の
慈
心
を
回
ら
し

て
、
等
し
く
利
済
群
品
の
妙
行
を
修
す
る
も
の
な
り
」
と
あ
る
の
も
、

瑩
山
禅
師
の
お
気
持
ち
が
如
実
に
表
れ
て
い
る
箇
所
な
の
で
す（
５
）」
と
評

し
、
ま
た
「
歳
末
看
経
、
歳
末
衆
寮
諷
経
で
は
、
寺
領
の
田
畑
で
、
天

命
を
ま
っ
と
う
す
る
こ
と
な
く
命
を
落
と
し
た
小
動
物
ら
に
対
し
、
隔

て
る
こ
と
な
く
大
悲
の
念
を
及
ぼ
さ
ん
と
す
る
。
そ
し
て
法
を
護
り
、

彼
ら
と
共
に
生
き
る
多
く
の
人
び
と
を
安
ら
か
に
せ
ん
こ
と
を
祈
っ
て

い
る（
６
）」

と
、
報
恩
思
想
の
一
つ
と
し
て
解
釈
し
て
い
る
。

　

ま
た
『
瑩
山
禅
』
で
は
、「
民
衆
の
要
望
を
看
取
し
、
祖
先
奉
祀
は

い
う
ま
で
も
な
く
、
特
に
現
生
利
益
の
祈
願
を
な
し
て
い
る
こ
と
、
人

間
の
み
な
ら
ず
、
遍
く
禽
獣
、
虫
類
蠢
動
含
霊
水
陸
一
切
の
群
霊
に
対

し
、
天
地
同
根
、
万
物
一
体
観
に
立
っ
て
、
無
縁
の
慈
悲
の
懇
念
を
注

い
で
供
養
を
な
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る（
７
）」
と
、
当
該
行
持
を
『
瑩
規
』

の
特
色
の
一
つ
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
歳
末
看
経
・
除
夜
施
餓
鬼
は
、『
瑩
規
』
に
対
す
る
肯

定
的
評
価
を
す
る
際
の
一
つ
の
根
拠
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
管
見

の
限
り
、
そ
の
内
容
に
踏
み
込
む
研
究
は
こ
れ
ま
で
行
わ
れ
て
い
な
い
。

そ
こ
で
本
稿
で
は
、「
牓
文
」
並
び
に
「
疏
」
の
出
典
を
明
ら
か
に
し
、

加
え
て
そ
の
背
景
に
つ
い
て
も
考
察
し
て
い
く
。

二
、
出
典
に
関
す
る
検
討

　

本
章
で
は
出
典
を
探
っ
て
い
く
が
、
ま
ず
面
山
瑞
方
（
一
六
八
三
～
一

七
六
九
）
著
『
洞
上
僧
堂
清
規
行
法
鈔
』（
以
下
、『
行
法
鈔
』）
の
「
歳
末

施
食
看
経
簿
」
に
は
、「
歲
末
行
施
食
者
、
是
日
本
教
家
古
式
而
支
那

禅
林
清
規
則
不
与
焉
、
雖
然
、
今
也
、
教
家
亦
廃
絶
、
而
唯
載
之
於
吾

瑩
規
、
是
永
平
門
風
之
所
以
異
他
也（
８
）」

と
記
載
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り

除
夜
施
餓
鬼
（
歳
末
行
施
食
）
は
、
も
と
も
と
「
教
家
」（
顕
密
諸
宗
）
で

修
さ
れ
て
い
た
も
の
で
、
中
国
の
清
規
と
は
無
関
係
で
あ
り
、
是
こ
そ

「
永
平
門
風
」
で
あ
る
と
し
、
さ
ら
に
他
宗
で
は
既
に
廃
絶
し
て
お
り
、

唯
一
『
瑩
規
』
に
の
み
記
載
さ
れ
て
い
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
面
山
の

言
う
「
日
本
教
家
古
式
」
が
具
体
的
に
何
を
指
示
し
て
い
る
の
か
は
、

現
段
階
で
不
明
で
あ
る
が
、
少
な
く
と
も
中
国
の
清
規
上
で
は
確
認
で

き
な
い
と
す
る
の
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
、『
瑩
規
』（
一
三
二
四
）
成
立
以
前
の
清
規
等
を
確
認
し
て
み

る
と
、『
禅
苑
清
規
』（
一
二
〇
三
）、『
入
衆
日
用
』（
一
二
〇
九
）、『
永
平

清
規
』、『
入
衆
須
知
』（
一
二
六
三
）、『
叢
林
校
定
清
規
総
覧
』（
一
二
七

四
）、『
禅
林
備
用
清
規
』（
一
三
一
一
）、『
幻
住
庵
清
規
』（
一
三
一
七
）

に
は
、
面
山
の
指
摘
の
通
り
、
歳
末
看
経
・
除
夜
施
餓
鬼
の
記
載
が
認

め
ら
れ
な
い
。

　

一
方
、
直
翁
智
侃
（
一
二
四
五
～
一
三
二
二
）
編
輯
『
慧
日
山
東
福
禅

寺
行
令
規
法
』（
一
三
一
八 

、
以
下
『
慧
日
山
古
清
規
』）
に
は
、
以
下
の



『
瑩
山
清
規
』「
歳
末
看
経
牓
」・「
除
夜
施
餓
鬼
疏
」
に
関
す
る
一
考
察
（
澤
城
）

二
六

「
歳
末
看
経
牓
」
が
記
載
さ
れ
る
。

資
料
２
『
慧
日
山
古
清
規
』「
歳
末
看
経
牓
」

歳
末
看
経
牓
〈
但
在
当
寺
無
此
式
〉

歳
末
在
近
謹
屈　

合
山
清
衆
結
縁
看
経
誦
呪
、
祝
献　

護
持
正
法
諸
天
諸
仏

三
界
万
霊
、
十
方
至
聖
、
今
年
歳
分
善
悪
聡
明　

檀
那
〈
某
〉
本
命
元
辰
、

本
寺
護
伽
藍
清
衆　

総
日
本
国
諸
大
明
神
、
修
造
方
隅
禁
忌
神
、
将
尽
祈
祷

会
上
無
辺
霊
貺
仗
、
此
功
勲
普
伸
回
向
、
先
願
革
故
鼎
新　

以
（
国
立
公
文

書
館
所
蔵
『
慧
日
山
東
福
禅
寺
行
令
規
法
』
請
求
記
号
：
特
一
一
二
―
〇
〇

三
三
、
二
九
丁
裏
）

　
『
慧
日
山
古
清
規
』
冒
頭
の
目
次
で
は
「
歳
末
看
経
牓
」「
大
帝
誕
生

牓
」「
菩
薩
戒
布
薩
式
」
の
順
で
立
項
さ
れ
て
い
る
が
、
本
文
で
は

「
歳
末
看
経
牓
」
の
「
以
」
以
下
よ
り
「
大
帝
誕
生
牓
」
本
文
が
存
在

せ
ず
、
後
続
丁
は
「
菩
薩
戒
布
薩
式
」
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
。
こ
の
た

め
、
脱
丁
の
可
能
性
が
あ
り
、
当
該
箇
所
全
文
を
検
討
す
る
こ
と
は
不

可
能
で
あ
る
。
し
か
し
、
掲
載
さ
れ
て
い
る
文
言
を
確
認
す
る
限
り
、

そ
の
内
容
は
『
瑩
規
』
に
お
け
る
「
祝
聖
修
正
」
や
「
土
地
堂
念
誦
」

に
近
く
、
動
物
供
養
を
主
眼
と
す
る
「
歳
末
看
経
」「
除
夜
施
餓
鬼
」

と
は
異
な
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
た
め
、『
慧
日
山
古
清
規
』

「
歳
末
看
経
牓
」
が
「
牓
文
」
の
引
用
元
と
は
い
え
な
い
で
あ
ろ
う
。

　

さ
て
資
料
２
で
は
、「
歳
末
看
経
牓
」
名
の
下
に
、「
但
在
当
寺
無
此

式
」
と
の
割
註
が
認
め
ら
れ
る
。
現
存
す
る
『
慧
日
山
古
清
規
』
は
、

了
菴
桂
悟
（
一
四
二
五
～
一
五
一
四
）
に
よ
っ
て
書
写
さ
れ
た
も
の
で
あ
る

が
、
当
該
史
料
に
は
智
侃
編
輯
後
に
加
筆
さ
れ
た
箇
所
が
認
め
ら
れ
る
。

し
か
し
そ
れ
ら
は
、「
南
山
忌
（
南
山
士
雲
、
東
福
寺
十
一
世
、
一
三
三
五

寂
）」
や
「
仏
印
忌
（
直
翁
智
侃
、
同
十
世
、
一
三
二
二
寂
）」
な
ど
、
智
侃

以
降
の
祖
師
忌
や
檀
那
忌
で
あ
り
（
そ
の
下
限
は
一
三
三
五
年
）、
桂
悟
書

写
時
に
お
け
る
増
補
は
無
か
っ
た
と
推
定
さ
れ
て
い
る（
９
）。

そ
の
た
め
、

智
侃
の
清
規
編
輯
時
（
あ
る
い
は
そ
の
後
の
加
筆
時
）
に
は
、
既
に
歳
末
看

経
（
あ
る
い
は
牓
）
が
東
福
寺
に
お
い
て
修
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
推
測

さ
れ
る
。
事
実
、
当
該
清
規
「
年
中
行
事
」
十
二
月
条
に
お
い
て
も
当

該
行
持
は
記
載
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
『
瑩
規
』
以
前
の
清
規
類
を
概
観
し
て
も
、「
歳
末
看

経
」「
除
夜
施
餓
鬼
」
自
体
の
記
載
が
な
く
、
ま
た
唯
一
『
慧
日
山
古

清
規
』
に
（
断
片
的
に
）
掲
載
さ
れ
る
「
歳
末
看
経
牓
」
も
、
そ
の
内
容

は
「
牓
文
」
と
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
は
、『
慧
日
山
古
清

規
』
成
立
時
に
は
、
既
に
歳
末
看
経
自
体
が
廃
さ
れ
て
い
た
可
能
性
も

浮
き
彫
り
に
な
る
の
で
あ
る
。
尾
崎
正
善
氏
は
「
除
夜
施
餓
鬼
」
が
曹

洞
宗
独
自
の
行
持
で
あ
る
可
能
性
を
示
唆
し
て
い
る
が）

（1
（

、
先
の
面
山
の

指
摘
に
依
る
な
ら
ば
、「
教
家
亦
廃
絶
」
し
た
「
除
夜
施
餓
鬼
」
を
、

瑩
山
禅
師
が
再
興
し
た
と
の
推
論
も
可
能
に
な
っ
て
く
る
。
い
ず
れ
に

せ
よ
、
現
在
確
認
可
能
な
清
規
類
に
典
拠
を
求
め
る
こ
と
が
不
可
能
で

あ
り
、
本
稿
で
は
経
典
・
仏
書
類
を
対
象
と
し
て
引
用
元
を
探
っ
て
い

く
。
管
見
の
限
り
で
あ
る
が
、
以
下
に
出
典
と
思
わ
れ
る
箇
所
を
列
挙

す
る
。



『
瑩
山
清
規
』「
歳
末
看
経
牓
」・「
除
夜
施
餓
鬼
疏
」
に
関
す
る
一
考
察
（
澤
城
）

二
七

資
料
３
「
螻
蟻
混
持
経
者
手
水
而
逝
」（「
疏
」）
の
出
典

『
大
方
広
仏
華
厳
経
感
応
伝
』（
以
下
、『
華
厳
感
応
伝
』）

西
域
伝
記
中
説
。
有
人
転
華
厳
経
。
以
洗
手
水
。
滴
著
一
蟻
子
。
其
蟻
命
終
。

生
忉
利
天
。（『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
五
一
巻
、
大
正
新
脩
大
蔵
経
刊
行
会
、

一
七
五
頁
上
。
以
下
、『
大
正
蔵
』。
尚
、
引
用
部
の
傍
線
は
筆
者
に
よ
る
。

後
続
の
引
用
箇
所
も
同
様
）

　

ま
ず
「
疏
」
中
「
螻
蟻
譚
」
の
出
典
と
目
さ
れ
る
の
は
『
華
厳
感
応

伝
』
で
あ
る
。
当
該
書
は
、
恵
英
（
生
没
年
不
詳
）
お
よ
び
胡
幽
貞
（
生

没
年
不
詳
）
に
よ
っ
て
、
唐
の
建
中
四
年
（
七
八
三
）
に
成
立
し
、『
華
厳

経
』
お
よ
び
そ
の
信
仰
に
関
す
る
霊
験
譚
が
記
さ
れ
て
い
る）

（（
（

。
さ
て
当

該
箇
所
で
は
、
総
章
元
年
（
六
六
八
）、
京
洛
に
三
蔵
が
至
り
て
、
高
宗

（
唐
の
第
三
代
皇
帝
）
や
道
俗
が
帰
依
し
た
と
い
う
。
そ
の
時
、『
華
厳
経
』

を
修
め
た
童
子
が
菩
薩
戒
を
受
け
る
こ
と
を
三
蔵
に
望
ん
だ
が
、
三
蔵

は
「『
華
厳
経
』
を
修
め
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
さ
ら
に
菩
薩
戒
を
受
け

る
必
要
は
な
い
」
と
驚
歎
し
た
と
い
う
。
さ
ら
に
『
西
域
伝
記
』
に
説

か
れ
る
一
節
を
示
し
、『
華
厳
経
』
の
受
持
並
び
に
童
子
を
歎
美
し
て
い

る
。
資
料
３
で
示
し
た
の
は
、『
華
厳
感
応
伝
』
で
例
話
と
し
て
取
り

上
げ
ら
れ
た
『
西
域
伝
記
』
な
る
も
の
の
一
節
で
あ
る
。

　
「
有
る
人
『
華
厳
経
』
を
転
じ
、
洗
手
の
水
を
以
て
、
滴
、
一
蟻
の

子
に
著
く
。
其
の
蟻
の
命
終
わ
る
も
、
忉
利
天
に
生
ず
」
と
な
り
、

「
螻
蟻
は
、
持
経
者
の
手
水
に
混
じ
て
逝
き
（
中
略
）
と
も
に
畜
類
を
脱

し
て
、
同
じ
く
忉
利
に
生
ず
」
と
い
う
「
疏
」
の
一
節
と
内
容
が
酷
似

し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
（
但
し
、「
螻
」
は
欠
く
）。『
華
厳
感
応
伝
』
に

出
る
『
西
域
伝
記
』
が
如
何
な
る
伝
記
か
定
か
で
は
な
い
が
、「
螻
蟻

譚
」
の
出
典
は
、
当
該
箇
所
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
と
思
わ
れ
る
。

資
料
４
「
蝸
牛
当
聴
法
人
杖
下
而
死
」（「
疏
」）
の
出
典

『
注
好
選
』
巻
下

蝸
牛
生
忉
利
天
第
十
二

昔
読
法
花
経
有
寺
。
即
牧
牛
童
寺
庭
来
乍
立
聞
法
。
時
以
楉
支
地
立
也
。
其

枝
下
有
一
蝸
牛
。
当
杖
端
死
也
。
法
庭
死
故
生
忉
利
天
以
天
眼
知
牧
童
恩
。

（
馬
淵
和
夫
、 

小
泉
弘
、
今
野
達 

校
注
『
三
宝
絵 

注
好
選
』（
新
日
本
古
典
文

学
体
系
三
一
）、
岩
波
書
店
、
一
九
九
七
年
、
四
三
五
頁
。
以
下
『
三
宝
絵 

注
好
選
』）

　

次
に
「
疏
」
中
「
蝸
牛
譚
」
の
出
典
と
目
さ
れ
る
の
は
『
注
好
選
』

で
あ
る
。
当
書
は
平
安
末
期
に
成
立
と
目
さ
れ
る
、
仏
典
・
漢
籍
等
に

基
づ
く
説
話
集
で
あ
る
。
編
著
者
は
不
明
で
あ
る
が
、
上
中
下
の
三
巻

か
ら
成
り
、
各
巻
の
撰
述
意
図
は
、
上
巻
が
「
俗
家
に
付
す
」、
中
巻

が
「
法
家
に
付
し
て
仏
の
因
位
を
明
ら
か
に
す
」、
下
巻
が
「
禽
獣
に

付
し
て
仏
法
を
明
ら
か
に
す
」
と
さ
れ
て
い
る）

（1
（

。

　

さ
て
資
料
４
に
示
し
た
の
は
、『
注
好
選
』
巻
下
第
十
二
話
の
一
節

で
あ
る
。
法
華
経
の
読
経
を
寺
の
境
内
で
聴
い
て
い
た
童
が
い
た
。
そ

の
童
は
楉
（
木
の
枝
）
で
体
を
支
え
て
い
た
が
、
枝
の
下
の
蝸
牛
が
、
枝

の
端
に
当
た
っ
て
死
ん
だ
。
し
か
し
「
法
庭
」
で
死
ん
だ
が
故
に
、
そ

の
蝸
牛
は
忉
利
天
に
転
生
し
た
と
い
う
。
こ
の
転
生
譚
は
、「
疏
」
に
記



『
瑩
山
清
規
』「
歳
末
看
経
牓
」・「
除
夜
施
餓
鬼
疏
」
に
関
す
る
一
考
察
（
澤
城
）

二
八

さ
れ
る
「
蝸
牛
は
聴
法
人
の
杖
下
に
当
た
り
て
死
す
と
も
、
と
も
に
畜

類
を
脱
し
て
、
同
じ
く
忉
利
に
生
ず
」
と
内
容
が
一
致
し
て
お
り
、
当

該
箇
所
が
「
疏
」
の
出
典
の
一
つ
と
言
え
る
。

　

尚
、
今
野
達
氏
に
よ
れ
ば
、「
蝸
牛
」
と
「
蛤
」
の
違
い
は
あ
る
が
、

同
様
の
内
容
が
『
善
見
律
毘
婆
沙
』
巻
四
に
み
ら
れ）

（1
（

、
さ
ら
に
そ
の
要

約
が
『
経
律
異
相
』
巻
四
八
「
虫
畜
部
」
に
記
さ
れ
て
お
り）

（1
（

、
資
料
４

に
示
す
『
注
好
選
』
の
説
話
は
、
こ
れ
ら
の
記
述
を
法
華
経
功
徳
譚
に

改
変
し
た
も
の
で
は
な
い
か
と
推
測
し
て
い
る）

（1
（

。

　

こ
の
「
蛤
転
生
譚
」
は
『
法
苑
珠
林
』『
宗
鏡
録
』
な
ど
に
も
収
載

さ
れ
る
が
、
一
方
の
「
蝸
牛
転
生
譚
」
が
記
さ
れ
る
の
は
、
管
見
の
限

り
、『
注
好
選
』
の
み
で
あ
る
。
今
野
氏
は
、『
注
好
選
』
の
傾
向
の
一

つ
と
し
て
、
出
典
が
明
記
さ
れ
て
い
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、
実
際
に
原

典
と
対
照
し
て
み
る
と
一
つ
と
し
て
直
接
引
用
と
思
え
る
例
が
な
く
、

著
者
は
原
典
か
ら
二
伝
三
伝
の
屈
折
し
た
伝
承
経
路
経
て
到
達
し
た
も

の
に
依
拠
し
て
い
た
可
能
性
を
指
摘
し
て
い
る）

（1
（

。
こ
の
こ
と
か
ら
蝸
牛

転
生
譚
も
、
筆
者
の
直
接
の
改
変
で
な
く
、
何
か
し
ら
依
拠
文
献
の
存

在
が
想
定
さ
れ
る
が
、
そ
れ
ら
が
散
逸
し
て
い
る
以
上
、
遡
る
こ
と
は

不
可
能
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
現
在
確
認
で
き
る
史
料
の
上
か
ら
は
、
瑩

山
禅
師
が
『
注
好
選
』
か
ら
「
蝸
牛
譚
」
を
引
用
し
た
と
し
か
推
測
で

き
な
い
の
で
あ
る
。

資
料
５
「
五
百
聖
者
、
為
昔
五
百

」（「
疏
」）
の
出
典

『
大
唐
西
域
記
』
巻
二

曩
者
、
南
海
之
浜
有
一
枯
樹
、
五
百
蝙
蝠
於
中
穴
居
。
有
諸
商
侶
止
此
樹
下
、

時
属
風
寒
、
人
皆
飢
凍
、
聚
積
樵
蘇
、
蘊
火
其
下
、
煙
焰
漸
熾
、
枯
樹
遂
燃
。

時
商
侶
中
有
一
賈
客
、
夜
分
已
後
、
誦
阿
毘
達
磨
蔵
。
彼
諸
蝙
蝠
雖
為
火
困
、

愛
好
法
音
、
忍
而
不
去
、
於
此
命
終
。
随
業
受
生
、
俱
得
人
身
、
捨
家
修
学
、

乗
聞
法
声
、
聡
明
利
智
、
並
証
聖
果
、
為
世
福
田
。
近
迦
膩
色
迦
王
与
脇
尊

者
招
集
五
百
賢
聖
、
於
迦
濕
弥
羅
国
作
毘
婆
沙
論
、
斯
並
枯
樹
之
中
五
百
蝙

蝠
也
。（『
大
正
蔵
』
五
一
、
八
八
二
頁
上
）

　

続
い
て
、
資
料
に
示
し
た
の
は
「
疏
」
の
「
蝙
蝠
譚
」
の
出
典
と
思

わ
れ
る
、『
大
唐
西
域
記
』
の
記
述
で
あ
る
。
当
該
書
は
、
弁
機
（
生
没

年
不
詳
）
に
よ
っ
て
唐
の
貞
観
二
〇
年
（
六
四
六
）
に
成
立
し
た
、
玄
奘

三
蔵
（
六
〇
二
～
六
六
四
）
に
よ
る
イ
ン
ド
・
西
域
の
遊
歴
記
録
で
あ
る）

（1
（

。

さ
て
資
料
５
に
示
し
た
の
は
、『
大
唐
西
域
記
』
巻
二
「
三
国
」
の
健

馱
邏
国
に
お
け
る
記
載
の
一
節
で
あ
る
が
、
当
該
箇
所
で
は
、
一
人
の

羅
漢
が
後
進
を
教
化
す
る
際
、
蝙
蝠
が
羅
漢
に
な
る
と
い
う
因
縁
譚
を

紹
介
し
て
い
る）

（1
（

。
一
本
の
枯
木
の
中
に
五
百
匹
の
蝙
蝠
が
生
息
し
て
い

た
が
、
商
人
達
が
暖
を
求
め
木
の
下
で
焚
火
を
し
た
た
め
に
枯
木
が
燃

え
上
が
り
、
蝙
蝠
た
ち
は
焼
け
死
ん
で
し
ま
っ
た
。
し
か
し
、
商
人
の

中
の
一
人
が
『
阿
毘
達
磨
蔵
』
を
読
誦
し
て
い
た
為
、
聞
法
し
て
い
た

五
百
匹
の
蝙
蝠
は
、
死
後
、
人
に
生
ま
れ
さ
と
り
を
得
た
と
い
う
。
こ

の
話
は
、
仏
典
結
集
を
行
っ
た
カ
ニ
シ
カ
王
の
下
に
集
ま
っ
た
、
五
百

羅
漢
の
前
生
譚
と
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
は
「
疏
」
中
の
「
五
百
の

聖
者
、
昔
、
五
百
の
蝙
蝠
た
り
」
の
出
典
と
思
わ
れ
る
。



『
瑩
山
清
規
』「
歳
末
看
経
牓
」・「
除
夜
施
餓
鬼
疏
」
に
関
す
る
一
考
察
（
澤
城
）

二
九

資
料
６
「
十
千
游
魚
、
為
今
一
万
羅
漢
」（「
疏
」）
の
出
典

『
金
光
明
経
』
巻
四
「
流
水
長
者
子
品
第
十
六
」

善
女
天
。
爾
時
流
水
長
者
子
及
其
二
子
、
説
是
法
已
即
共
還
家
。
是
長
者
子

復
於
後
時
、
賓
客
聚
会
酔
酒
而
臥
。
爾
時
其
地
卒
大
震
動
、
時
十
千
魚
同
日

命
終
、
既
命
終
已
生
忉
利
天
。
既
生
天
已
作
是
思
惟
、
我
等
以
何
善
業
因
縁
、

得
生
於
此
忉
利
天
中
。
復
相
謂
言
、
我
等
先
於
閻
浮
提
內
、
堕
畜
生
中
受
於

魚
身
、
流
水
長
者
子
、
与
我
等
水
及
以
飲
食
、
復
為
我
等
解
說
甚
深
十
二
因

縁
、
并
称
宝
勝
如
来
名
号
、
以
是
因
縁
令
我
等
輩
得
生
此
天
。
是
故
我
等
今

当
往
至
長
者
子
所
報
恩
供
養
。（『
大
正
蔵
』
一
六
、
三
五
三
頁
中
）

　

そ
し
て
資
料
６
は
『
金
光
明
経
』
巻
四
「
流
水
長
者
子
品
」
の
一
節

で
あ
る
。
日
本
に
お
い
て
『
金
光
明
経
』
は
『
法
華
経
』
や
『
仁
王
般

若
経
』
と
と
も
に
護
国
三
部
経
典
と
し
て
信
仰
さ
れ
、
当
該
経
典
に
基

づ
い
た
最
勝
会
な
ど
が
修
さ
れ
た
と
い
う）

（1
（

。
さ
て
資
料
６
は
、
同
経
の

巻
四
「
流
水
長
者
子
品
」
の
一
節
で
あ
る
。

　

医
者
で
あ
る
流
水
長
者
が
、
自
分
の
子
で
あ
る
水
空
・
水
蔵
と
歩
い

て
い
る
と
、
枯
渇
し
た
池
の
中
に
瀕
死
状
態
で
あ
る
十
千
（
一
万
）
の
魚

を
発
見
す
る
。
そ
の
光
景
を
見
た
長
者
は
悲
心
が
生
じ
、
魚
を
助
け
よ

う
と
し
た
が
水
を
得
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
長
者
は
大
王

に
願
い
出
て
、
二
十
頭
の
象
に
水
を
運
搬
さ
せ
、
池
を
水
で
満
た
し
た
。

さ
ら
に
子
に
命
じ
て
、
自
分
の
家
に
備
蓄
さ
れ
て
い
る
食
物
を
運
ば
せ

て
魚
に
与
え
た
。
そ
し
て
、
そ
の
魚
た
ち
の
為
に
十
二
因
縁
を
解
説
し
、

宝
勝
如
来
の
名
号
を
聞
か
せ
た
。
そ
の
後
、
十
千
の
魚
は
同
時
に
命
終

す
る
が
、
死
後
、
忉
利
天
に
生
じ
た
。
こ
の
流
水
長
者
こ
そ
が
、
今
の

釈
迦
仏
で
あ
る
と
い
う
。

　

さ
て
「
疏
」
で
は
「
十
千
の
游
魚
は
、
今
、
一
万
の
羅
漢
た
り
」
と

記
さ
れ
、「
忉
利
天
」
と
「
羅
漢
」
の
違
い
が
あ
り
完
全
に
は
一
致
し

な
い
が
、
一
応
は
、
当
該
文
の
引
用
元
は
『
金
光
明
経
』
と
い
え
る
の

で
は
な
か
ろ
う
か
。

資
料
７
「
小
因
能
大
之
勝
妙
果
」（「
牓
文
」）
の
出
典

『
大
智
度
論
』
巻
七
（
以
下
、『
大
論
』）

復
次
有
小
因
大
果
小
縁
大
報
。
如
求
仏
道
、
讃
一
偈
、
一
称
南
無
仏
、
焼
一

捻
香
。
必
得
作
仏
。（『
大
正
蔵
』
二
五
、
一
一
二
頁
下
）

　

最
後
に
出
典
と
し
て
挙
げ
る
の
は
、『
大
論
』
巻
七
「
初
品
」
の
一

節
で
あ
る
。
周
知
の
通
り
、『
魔
訶
般
若
波
羅
蜜
経
』
を
龍
樹
が
註
釈

し
た
も
の
が
『
大
論
』
で
あ
る
が）

11
（

、
当
該
箇
所
で
は
同
経
巻
一
「
序

品
」
の
「
爾
時
世
尊
従
三
昧
安
庠
而
起
。
以
天
眼
観
視
世
界
挙
身
微

笑）
1（
（

」
を
取
り
上
げ
、
註
釈
を
加
え
て
い
る
。
こ
こ
が
「
牓
文
」
中
に
記

載
さ
れ
る
「
小
因
能
大
之
勝
妙
果
」
の
出
典
と
目
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

確
か
に
、「
疏
」
に
お
け
る
出
典
箇
所
と
比
較
す
る
と
文
字
の
異
同
が
大

き
く
、
文
面
だ
け
で
は
出
典
足
り
え
な
い
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
こ
で
は

該
当
箇
所
を
提
示
す
る
に
と
ど
め
、
次
章
で
そ
の
理
由
を
述
べ
て
い
き

た
い
。



『
瑩
山
清
規
』「
歳
末
看
経
牓
」・「
除
夜
施
餓
鬼
疏
」
に
関
す
る
一
考
察
（
澤
城
）

三
〇

三
、
出
典
の
背
景

　

前
章
で
は
、「
牓
文
」「
疏
」
の
引
用
元
と
思
わ
れ
る
典
籍
を
提
示
し

た
が
、
出
典
が
確
認
で
き
た
の
は
、
ほ
ぼ
「
疏
」
で
あ
っ
た
。
さ
て
一

章
で
述
べ
た
よ
う
に
、
歳
末
看
経
・
除
夜
施
餓
鬼
の
主
眼
は
、
動
物
供

養
で
あ
る
が
、
そ
の
こ
と
を
念
頭
に
置
い
て
、
こ
こ
か
ら
出
典
の
背
景

を
考
察
し
て
み
よ
う
。

　

ま
ず
「
疏
」
に
注
目
す
る
と
、
冒
頭
部
で
は
、
山
内
の
僧
俗
（
合
山

緇
白
）
を
勧
化
し
て
歳
末
諷
経
を
行
っ
て
き
た
こ
と
、
そ
し
て
除
夜
施
餓

鬼
並
び
に
楞
厳
呪
諷
経
を
含
む
読
経
供
養
を
修
す
る
旨
が
述
べ
ら
れ
、

さ
ら
に
こ
れ
ら
の
行
持
の
目
的
が
、
有
縁
の
有
情
の
救
済
で
あ
る
こ
と

が
明
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
「
仏
経）

11
（

」
つ
ま
り
「
経
典
」
な
く
し
て
、

解
脱
が
不
可
能
で
あ
る
こ
と
強
調
し
た
上
で
、
前
章
で
検
討
し
た
「
螻

蟻
」「
蝸
牛
」「
蝙
蝠
」「
游
魚
」
の
各
説
話
を
示
し
て
い
る
。

　

周
知
の
よ
う
に
、
仏
教
の
世
界
観
で
は
、
禽
獣
等
は
六
道
の
内
の

「
畜
生
道
」
に
位
置
付
け
ら
れ
、
そ
の
世
界
は
地
獄
道
・
餓
鬼
道
と
と

も
に
三
悪
趣
と
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、『
幻
住
庵
清
規
』
に
付
さ
れ
る

「
開
甘
露
門
」
中
の
「
盂
蘭
盆
施
食
」
で
は
畜
生
道
を
以
下
の
よ
う
に

記
し
て
い
る
。「
鬼
趣
業
尽
。
散
入
畜
生
。
来
償
宿
債
。
空
飛
水
躍
樹

宿
山
栖
。
以
強
吞
弱
以
大
食
小
。

之
悲
無
間
。
吞
嗜
之
苦
何
窮
。

羽
毛
之
類
既
多
。
鱗
介
之
族
尤
盛
。
悪
業
転
熾
状
皃
愈
乖
。
蠢
蠕
飛
揺

難
可
枚
挙
。
腐
肝
腸
於
鼎
鑊
。
砕
骨
血
於
刀
砧
。
所
謂
倒
懸
似
未
能
尽

喩
畜
生
之
苦
也
」（『
新
纂
大
日
本
続
蔵
経
』
巻
六
三
、
西
義
雄
・
玉
城
康
四
郎

監
修
、
国
書
刊
行
会
、
一
九
八
六
年
、
五
九
〇
頁
中
～
下
、
以
下
『
卍
続
蔵
』）。

動
物
た
ち
が
存
在
す
る
弱
肉
強
食
の
自
然
界
は
、
常
に
捕
食
者
の
恐
怖

に
怯
え
、
逃
げ
回
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
苦
し
み
の
世
界
で
あ
る
と
説

明
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
禽
獣
・
虫
類
は
、
転
生
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
救
済
さ
れ
る
べ
き
存
在
と
さ
れ
る
の
だ
。

　

当
然
な
が
ら
、「
牓
文
」「
疏
」
も
こ
の
世
界
観
を
前
提
し
、
作
成
さ

れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
苦
し
み
を
抱
え
た
存
在
で
あ
る
禽
獣
・
虫
類
等
を
、

死
後
、
人
天
に
転
生
さ
せ
る
た
め
に
は
、
僧
侶
の
大
悲
心
（
僧
宝
大
悲
之

威
神
力
）
に
基
づ
い
た
善
行
が
必
要
に
な
る
わ
け
で
あ
る
が
、
そ
の
行
為

こ
そ
が
、「
看
経
（
読
誦
）」
な
の
で
あ
る
。
そ
し
て
動
物
供
養
と
し
て
の

読
経
を
衆
僧
（
俗
も
含
む
）
に
対
し
て
勧
化
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
禽

獣
・
虫
類
の
転
生
譚
を
示
す
必
要
性
が
あ
り
、
さ
ら
に
は
、
そ
の
転
生

の
機
縁
が
、
経
典
や
宝
号
の
読
誦
に
関
わ
る
必
要
性
も
あ
っ
た
と
推
測

さ
れ
る
。
事
実
、「
疏
」
の
引
用
部
で
あ
る
、
蟻
（
螻
）
譚
で
は
「
有
人

転
華
厳
経
」、
蝸
牛
譚
で
は
「
昔
読
法
花
経
有
寺
」、
蝙
蝠
譚
で
は
「
誦

阿
毘
達
磨
蔵
」、
游
魚
譚
で
は
「
為
我
等
解
説
甚
深
十
二
因
縁
、
并
称

宝
勝
如
来
名
号
」
が
、
そ
れ
ぞ
れ
忉
利
天
等
に
転
生
す
る
契
機
と
な
っ

て
お
り
、
動
物
転
生
譚
の
中
で
も
、
読
誦
に
関
わ
る
因
縁
が
選
択
さ
れ

て
い
る
こ
と
が
浮
き
彫
り
に
な
る
の
で
あ
る
。

　

さ
て
、
上
述
の
よ
う
に
「
疏
」
で
は
４
つ
の
因
縁
譚
が
示
さ
れ
て
い

る
が
、
游
魚
譚
の
典
拠
と
な
る
『
金
光
明
経
』「
流
水
長
者
子
品
」
は
、
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澤
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三
一

『
大
乗
本
生
心
地
観
経
』
巻
一
に
引
用
が
認
め
ら
れ
、
ま
た
経
典
の
み

な
ら
ず
平
安
中
期
成
立
の
仏
教
解
説
書
で
あ
る
『
三
宝
絵
』
巻
上
（
九

八
四
）
に
も
、
同
品
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
瑩
山
禅
師
在
世
中
に
は
、

既
に
流
布
し
て
い
た
因
縁
譚
と
思
わ
れ
る
が
、
同
品
が
最
も
影
響
を
与

え
た
法
会
の
一
つ
と
し
て
「
放
生
会
」
を
挙
げ
な
け
れ
ば
な
ら
い
で
あ

ろ
う
。

　

こ
こ
で
、
中
国
の
放
生
思
想
の
系
譜
を
研
究
し
た
桑
谷
裕
顕
氏
の
論

に
導
か
れ
な
が
ら
、
放
生
会
と
そ
の
基
盤
と
な
る
経
典
を
確
認
し
て
み

よ
う
。
ま
ず
仏
教
史
上
初
め
て
放
生
を
実
施
し
た
と
さ
れ
る
天
台
智
顗

（
五
三
八
～
五
九
七
）
の
放
生
の
様
子
を
伝
え
る
『
隋
代
天
台
智
者
大
師
別

伝
』
に
は
、「
方
舟
江
上
講
流
水
品
。
又
散
粳
糧
為
財
法
二
施）

11
（

」
と
記

さ
れ
、
ま
た
『
仏
祖
統
記
』
巻
五
二
に
は
「
智
者
禅
師
至
岳
州
講
金
光

明
経
。
化
一
郡
五
県
。
一
千
余
所
咸
捨
漁
捕）

11
（

」
と
記
さ
れ
る
な
ど
、

『
金
光
明
経
』「
流
水
長
者
子
品
」
と
放
生
会
と
の
密
接
な
関
係
を
伺
い

知
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
も
そ
も
「
流
水
長
者
子
品
」
の
内
容
は
、
放

生
の
具
体
的
な
プ
ロ
セ
ス
を
明
示
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
同
経
が
中

国
に
お
い
て
最
も
明
確
な
放
生
の
思
想
的
根
拠
と
さ
れ
て
い
た
と
い
う

結
論
が
導
き
出
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
『
法
苑
珠
林
』
巻
六
五

「
放
生
篇
引
証
部
」
に
お
い
て
は
、
放
生
を
説
く
経
典
と
し
て
第
一
に

『
梵
網
経
』
を
挙
げ
て
い
る）

11
（

。
同
経
で
は
「
放
生
戒）

11
（

」
と
呼
ば
れ
る
戒

が
定
め
ら
れ
、
六
道
の
衆
生
が
皆
な
我
が
母
で
あ
る
と
し
て
、
放
生
の

由
縁
を
説
き
、
そ
れ
が
慈
悲
の
実
践
行
で
あ
る
と
定
義
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
当
時
の
中
国
社
会
で
は
、『
金
光
明
経
』
並
び
に
『
梵

網
経
』
が
放
生
の
思
想
的
根
拠
と
し
て
認
知
さ
れ
て
い
た
と
推
測
さ
れ

る
の
で
あ
る）

11
（

。

　

こ
こ
で
翻
っ
て
「
疏
」
を
確
認
す
る
と
、
放
生
会
の
思
想
的
基
盤
と

さ
れ
る
『
金
光
明
経
』「
流
水
長
者
子
品
」
を
引
用
し
、
か
つ
歳
末
看

経
・
除
夜
施
餓
鬼
で
は
、『
梵
網
経
』
を
読
誦
経
典
の
一
つ
と
し
て
い

る
こ
と
が
わ
か
る
。
つ
ま
り
歳
末
・
除
夜
に
動
物
供
養
を
修
す
る
に
当

た
り
、
瑩
山
禅
師
は
多
分
に
放
生
会
を
意
識
し
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る

の
で
あ
る
。

　

次
に
「
牓
文
」
中
に
記
さ
れ
る
「
小
因
能
大
之
勝
妙
果
」
に
つ
い
て

考
察
し
て
い
こ
う
。『
大
論
』
巻
七
を
引
用
元
と
し
て
提
示
し
た
が
、
二

章
で
示
し
た
よ
う
に
、
資
料
７
は
「
爾
時
世
尊
従
三
昧
安
庠
而
起
。
以

天
眼
観
視
世
界
挙
身
微
笑
」
を
註
釈
し
て
い
る
箇
所
と
な
る
。
こ
こ
で

は
、
何
故
釈
尊
が
「
挙
身
微
笑
」
し
た
か
を
問
題
と
し
て
い
る
が
、
龍

樹
は
「
小
因
に
し
て
大
果
、
小
縁
に
し
て
大
縁
あ
り
」
と
し
た
上
で
、

「
一
偈
を
讃
じ
、
一
た
び
南
無
仏
と
称
し
、
一
捻
の
香
を
焼
く
も
、
必

ず
仏
と
作
る
こ
と
を
得
る
」
と
説
明
す
る
。「
小
因
・
小
縁
」
と
「
讃

偈
・
称
南
無
仏
・
焼
香
」
と
が
対
応
し
、
同
じ
く
「
大
果
・
大
縁
」
と

「
作
仏
」
と
が
対
応
し
て
い
る
と
解
釈
で
き
る
。
つ
ま
り
僅
か
な
善
行
で

あ
っ
て
も
広
大
な
果
報
を
得
ら
れ
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
の
だ
。
さ

ら
に
「
小
因
大
果
」
の
直
前
で
は
、
釈
尊
自
身
の
言
葉
と
し
て
「
我
世

世
曽
作
小
虫
悪
人
。
漸
漸
集
諸
善
本
。
得
大
智
慧
。
今
自
致
作
仏
」
と
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三
二

い
う
一
節
が
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
か
つ
て
小
虫
・
悪
人
で
あ
っ

た
釈
尊
が
、
善
本
（
さ
と
り
の
本
と
な
る
善
根
功
徳
）
を
段
々
と
集
め
る
こ

と
に
よ
っ
て
仏
に
な
っ
た
、
と
い
う
前
生
譚
で
あ
る
。

　

上
記
の
内
容
を
踏
ま
え
、「
牓
文
」
と
の
関
係
を
考
察
し
て
い
く
と
、

『
大
論
』
に
お
け
る
「
小
因
（
讃
偈
・
称
南
無
仏
・
焼
香
）」
は
、
歳
末
看
経

に
お
け
る
「
衆
僧
（
俗
人
も
含
む
）
の
読
経
」
に
当
て
は
め
て
い
る
と
解

釈
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。
あ
る
い
は
、「
疏
」
に
引
用
さ

れ
る
動
物
転
生
譚
を
踏
ま
え
る
と
、「
動
物
が
僅
か
で
も
経
典
読
誦
に
接

す
る
こ
と
」
を
「
小
因
」
で
あ
る
と
解
釈
す
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。
そ

し
て
、『
大
論
』
に
お
け
る
「
大
果
」
は
、「
疏
」
の
「
倶
脱
畜
類
、
同

生
忉
利
」
や
「
転
凡
入
聖
」
に
対
応
し
て
い
る
と
捉
え
る
こ
と
が
で
き

る
。
ま
た
『
大
論
』
同
所
に
記
さ
れ
る
前
生
譚
は
、
動
物
転
生
譚
の
一

種
で
あ
り
、「
疏
」
で
引
用
さ
れ
る
転
生
譚
と
「
動
物
」
と
い
う
点
で
共

通
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、『
大
論
』
巻
七
の
内
容
と
、「
牓
文
」「
疏
」
を
照
ら

し
合
わ
せ
る
と
、「
小
因
」「
大
果
」
と
「
牓
文
」「
疏
」
の
記
載
が
対

応
可
能
で
あ
り
、
ま
た
動
物
転
生
譚
を
含
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
も
、
資

料
７
で
提
示
し
た
箇
所
が
「
牓
文
」「
小
因
能
大
之
勝
妙
果
」
の
引
用

元
で
あ
る
と
推
測
さ
れ
る
の
で
あ
る）

11
（

。

四
、
ま
と
め

　

こ
れ
ま
で
「
牓
文
」「
疏
」
を
検
討
対
象
と
し
、
出
典
と
そ
の
背
景

を
探
っ
て
き
た
が
、
検
討
結
果
を
要
約
す
る
と
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

　
『
瑩
規
』
成
立
以
前
の
清
規
等
を
確
認
す
る
と
、
唯
一
、『
慧
日
山
古

清
規
』
に
「
歳
末
看
経
牓
」
が
認
め
ら
れ
る
が
、
そ
の
内
容
は
「
牓

文
」
と
は
大
き
く
異
な
っ
て
い
た
。
そ
こ
で
、
経
典
等
に
出
典
を
求
め

て
い
く
と
、『
華
厳
感
応
伝
』『
注
好
選
』『
大
唐
西
域
記
』『
金
光
明

経
』
が
典
拠
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
こ
と
が
判
明
し
た
の
で
あ
る
。
こ

れ
ら
の
経
典
・
仏
書
か
ら
引
用
さ
れ
る
箇
所
は
、
動
物
が
転
生
す
る
と

い
う
因
縁
譚
で
あ
る
点
、
ま
た
そ
の
機
縁
が
経
典
・
宝
号
の
読
誦
で
あ

る
と
い
う
点
で
、
共
通
性
が
認
め
ら
れ
た
。
歳
末
看
経
・
除
夜
施
餓
鬼

の
主
眼
は
読
経
に
よ
る
動
物
供
養
で
あ
る
が
、
大
衆
に
対
し
て
当
該
行

持
の
意
義
を
示
し
、
そ
れ
を
勧
め
る
上
で
の
最
適
な
例
証
と
し
て
、
上

記
四
つ
の
因
縁
譚
を
引
用
し
た
と
推
測
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
加
え
て

『
金
光
明
経
』「
流
水
長
者
子
品
」
の
引
用
と
、
読
誦
経
典
に
『
梵
網

経
』
を
挙
げ
て
い
る
点
か
ら
、
瑩
山
禅
師
が
放
生
会
を
意
識
し
て
い
た

こ
と
も
、
伺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
以
上
、
字
句
の
異
同

（
例
：「
螻
」
の
欠
如
や
「
羅
漢
」
と
「
忉
利
天
」
の
違
い
）
や
、
推
論
に
推
論

を
重
ね
て
し
ま
っ
た
感
は
否
め
な
い
が
、
上
記
の
こ
と
が
本
稿
で
導
か

れ
た
結
論
で
あ
る
。

　

最
後
に
、
当
該
行
持
の
成
立
に
つ
い
て
考
察
し
て
み
よ
う
。
二
章
で

示
し
た
よ
う
に
、『
慧
日
山
古
清
規
』
編
輯
時
に
は
、
既
に
歳
末
看
経

自
体
が
廃
れ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。
ま
た
面
山
は
、
除
夜
施
餓
鬼
自

体
は
顕
密
諸
宗
で
古
来
よ
り
修
さ
れ
て
い
た
も
の
と
す
る
が
、「
今
也
、
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三
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教
家
亦
廃
絶
」
と
指
摘
し
て
い
る
。「
今
也
」
が
何
時
を
指
す
か
判
然

と
し
な
い
が
、
先
の
『
慧
日
山
古
清
規
』
の
記
載
を
含
め
て
考
慮
す
る

と
、
瑩
山
禅
師
在
世
中
、
既
に
「
歳
末
看
経
」「
除
夜
施
餓
鬼
」
な
る

も
の
は
修
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
推
察
さ
れ
る
。
更
に
、
脱
丁
が
あ
り

な
が
ら
も
『
慧
日
山
古
清
規
』「
歳
末
看
経
牓
」
の
文
言
を
確
認
す
る

と
、
そ
れ
は
『
瑩
規
』
歳
末
看
経
・
除
夜
施
餓
鬼
と
は
目
的
を
異
に
し

て
い
る
と
指
摘
で
き
よ
う
。
つ
ま
り
、
既
に
廃
退
し
て
い
た
「
歳
末
看

経
」
と
い
う
行
持
を
、
そ
の
目
的
・
形
を
大
幅
に
変
え
て
再
興
し
た
も

の
が
、『
瑩
規
』
歳
末
看
経
・
除
夜
施
餓
鬼
で
は
な
か
ろ
う
か
。
こ
の

仮
説
に
基
づ
く
と
、
当
該
行
持
は
ほ
ぼ
、
瑩
山
禅
師
の
独
創
で
あ
る
と

の
結
論
が
導
か
れ
る
の
で
あ
る
。

　

さ
て
、
こ
の
歳
末
看
経
・
除
夜
施
餓
鬼
は
動
物
供
養
を
主
眼
と
し
て

い
る
こ
と
は
何
度
と
な
く
述
べ
た
が
、
中
国
の
清
規
を
紐
解
い
て
み
て

も
、
動
物
供
養
に
「
特
化
」
し
た
行
持
は
見
当
た
ら
ず
、
非
常
に
特
異

な
儀
礼
で
あ
る
と
い
え
よ
う）

11
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。
更
に
動
物
の
中
で
も
、
主
た
る
回
向
対

象
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
寺
院
・
檀
越
が
所
有
す
る
使
役
動
物
と
そ
こ

に
生
息
し
て
い
た
昆
虫
の
類
と
な
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
寺
院
と
檀
越

と
い
う
、
や
や
限
定
さ
れ
た
範
囲
で
の
動
物
供
養
な
の
で
あ
る
。
何
故
、

寺
檀
に
関
わ
る
動
物
供
養）

11
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を
歳
末
に
規
定
し
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
が
、

あ
る
い
は
檀
越
側
か
ら
の
要
請
に
基
づ
き
修
さ
れ
て
い
た
可
能
性
も
考

え
ら
れ
る
。

　

い
ず
れ
に
せ
よ
、
顕
密
で
修
さ
れ
て
い
た
と
い
う
歳
末
看
経
・
施
餓

鬼
が
存
在
し
た
か
ど
う
か
、
ま
た
瑩
山
禅
師
が
創
出
し
た
も
の
で
あ
る

な
ら
ば
、
そ
の
理
由
は
何
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
検
討

課
題
と
し
た
い
。

　
　
　

註

（
１
）
現
在
曹
洞
宗
で
は
「
施
餓
鬼
会
」
か
ら
「
施
食
会
」
へ
と
改
称
さ
れ
て
い

る
。
し
か
し
本
稿
で
扱
う
史
料
で
は
「
施
餓
鬼
」
と
の
表
記
が
多
く
、
用
語
の

混
乱
を
さ
け
る
た
め
、
基
本
的
に
は
「
施
餓
鬼
」
と
記
載
す
る
。

（
２
）『
瑩
規
』「
盂
蘭
盆
大
施
餓
鬼
疏
」
に
は
「
盂
蘭
盆
供
、
自
此
始
、
大
施
餓

鬼
、
勤
修
久
。
是
以
、
兼
日
、
各
〻
漸
修
之
経
呪
力
、
漸
驚
此
界
它
方
之
業

海
」（「『
瑩
山
清
規
』
の
研
究
（
四
）」『
宗
学
研
究
紀
要
』
三
六
、
二
〇
二
三

年
、
一
七
〇
頁
、
以
下
「
瑩
山
清
規
の
研
究
（
四
）」）
と
あ
り
、
盆
前
に
修
さ

れ
る
看
経
の
功
徳
が
、
盂
蘭
盆
施
餓
鬼
の
回
向
に
加
助
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分

か
る
。

（
３
）
校
異
に
は
、「
瑩
山
清
規
の
研
究
（
四
）」
一
八
七
～
一
九
〇
頁
、
二
二
一

～
二
二
四
頁
の
テ
キ
ス
ト
を
用
い
、
諸
本
の
通
番
号
は
同
論
文
に
依
拠
し
た
。

ま
た
『
正
法
清
規
』
に
関
し
て
は
、『
続
曹
洞
宗
全
書
』
九
「
清
規
・
講
式
」

（
曹
洞
宗
全
書
刊
行
会
、
一
九
七
六
年
、
七
〇
上
下
～
七
一
上
）
を
用
い
た
。

な
お
異
同
が
認
め
ら
れ
る
箇
所
に
は
本
文
に
「
※
」
を
付
し
た
。
通
番
号
と
諸

本
の
対
応
、
対
校
の
結
果
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　

大
乗
寺
蔵
永
享
六
年
書
写
本
（
一
四
三
四
）
…
②

　

永
光
寺
蔵
光
椿
書
写
本
（
一
五
〇
三
）
…
⑥



『
瑩
山
清
規
』「
歳
末
看
経
牓
」・「
除
夜
施
餓
鬼
疏
」
に
関
す
る
一
考
察
（
澤
城
）

三
四

　

月
舟
開
版
『
瑩
山
清
規
』（
一
六
七
七
）
…
⑦

　

卍
山
開
版
『
瑩
山
清
規
』（
一
六
八
一
）
…
⑨

　
『
正
法
清
規
』（
一
五
〇
九
）
…
正

　

※
禅
歳
…
②
⑥
⑦
⑨
正
ハ
「
禅
」
ト
「
歳
」
ノ
間
ニ
「
出
」
ア
リ
。

　

※
牓
無
…
⑦
⑨
ハ
「
牓
」
ト
「
無
」
ノ
間
ニ
「
牓
云
」
ア
リ
。

　

※
且
…
②
⑥
⑦
⑨
正
ハ
「
檀
」
ニ
作
ル
。

　

※
朦
…
②
⑥
⑦
⑨
正
ハ
「
蒙
」
ニ
作
ル
。

　

※
妙
…
⑨
ハ
コ
ノ
字
無
シ
。

　

※
有
…
⑨
正
ハ
「
在
」
ニ
作
ル
。

　

※
妙
法
蓮
華
経
…
⑦
ハ
「
大
乗
妙
典　

什
部
」
ニ
作
ル
。

　

※ 

妙
法
～
什
麽
経
…
正
ハ
「
妙
―
経　

梵
―
経　

大
円
―
経　

諸
経　

諸
呪
」

ニ
作
ル
。

　

※
梵
網
菩
薩
戒
経
…
②
ハ
コ
ノ
字
無
シ
。

　

※
金
剛
般
若
経 

什
麼
経
…
②
⑥
⑦
⑨
ハ
コ
ノ
字
無
シ
。

　

※ 

元
亨
四
年
十
二
月
日　

堂
司
比
丘
某
甲
敬
勧
化
…
正
ハ
「
大
日
本
国
陸
奥

州
伊
沢
郡
黒
石
郷
拈
華
山
正
法
禅
寺
堂
司
〈
某
〉
敬
勧
化
」
ニ
作
ル
。

　

※
除
夜
～
清
書
…
⑨
ハ
割
注
ニ
作
ル
。

　

※
両
…
正
ハ
コ
ノ
字
無
シ
。

　

※
解
…
⑨
ハ
「
計
」
ニ
作
ル
。
正
ハ
コ
ノ
字
無
シ
。

　

※
書
施
…
⑨
ハ
「
書
」
ト
「
施
」
ノ
間
ニ
「
除
夜
」
ア
リ
。

　

※
施
餓
鬼
了
…
正
ハ
ハ
コ
ノ
字
無
シ
。

　

※ 

国
山
寺
…
②
⑥
⑨
ハ
「
能
州
酒
井
保
洞
谷
山
永
光
寺
開
闢
」
ニ
作
ル
。
⑦

ハ
「
～
～
～
」
ニ
作
ル
。

　

※
日
迎
…
正
ハ
「
日
」
ト
「
迎
」
ノ
間
ニ
「
即
」
ア
リ
。

　

※
之
…
⑨
ハ
コ
ノ
字
無
シ
。

　

※
慈
…
⑦
⑨
正
ハ
「
悲
」
ニ
作
ル
。

　

※ 

漾
…
底
本
ニ
ハ
、
右
二
「
救
イ
」、
左
「
セ
ウ
」
ア
リ
。
②
ハ
「
極
」
ニ
作

ル
。
⑥
⑦
⑨
正
ハ
「
救
」
ニ
作
ル
。

　

※

…
②
⑥
⑦
⑨
ハ
「
昏
」
ニ
作
ル
。

　

※
ゝ
…
②
⑦
⑨
ハ
「
昏
」
ニ
作
ル
。

　

※
為
昔
…
⑨
ハ
「
昔
為
」
ニ
作
ル
。

　

※

…
②
⑥
⑦
⑨
正
ハ
「
蝙
蝠
」
ニ
作
ル
。

　

※
為
今
…
⑨
ハ
「
今
為
」
ニ
作
ル
。

　

※ 

妙
法
蓮
華
経
什
拾
部
…
②
⑥
⑨
ハ
「
妙
法
蓮
華
経
」
ニ
作
ル
。
⑦
ハ
「
妙

法
蓮
華
経　

什
部
」
ニ
作
ル
。
正
ハ
「
妙
―
経
」
ニ
作
ル
。

　

※ 

梵
網
経
什
拾
巻
…
②
⑥
⑨
ハ
「
梵
網
菩
薩
戒
経
」
ニ
作
ル
。
⑦
ハ
「
梵
網

菩
薩
戒
経　

什
部　
〈
諸
経
呪
什
部
〉」
ニ
作
ル
。
正
ハ
「
梵
―
経
」
ニ
作

ル
。

　

※
丶
丶
…
②
⑥
⑦
⑨
正
ハ
コ
ノ
字
無
シ
。

　

※ 

者
加
…
②
⑥
⑦
⑨
ハ
「
者
」
ト
「
加
」
ノ
間
ニ
「
十
方
三
世
云
云
」
ア
リ
。

正
ハ
「
十
方
」
ア
リ
。

　

※
加
…
正
ハ
コ
ノ
字
無
シ
。

（
４
）「
奴
婢
」
は
、「
①
律
令
制
の
賤
民
。
奴
は
男
、
婢
は
女
。（
中
略
）
②
召
使

の
男
女
」（『
広
辞
苑
』
第
七
版
、
岩
波
書
店
、
二
〇
二
一
年
、
二
二
五
一
頁
）



『
瑩
山
清
規
』「
歳
末
看
経
牓
」・「
除
夜
施
餓
鬼
疏
」
に
関
す
る
一
考
察
（
澤
城
）

三
五

と
さ
れ
る
。「
疏
」
で
は
、
牛
馬
と
奴
婢
と
が
同
列
に
扱
わ
れ
て
お
り
、
現
代

的
視
点
か
ら
す
る
と
、
問
題
を
孕
む
記
述
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

（
５
）
宮
地
清
彦
『
瑩
山
禅
師
伝
』
曹
洞
宗
宗
務
庁
、
二
〇
一
一
年
、
九
三
頁
。

（
６
）
宮
地
清
彦
『
瑩
山
禅
師
伝
』
曹
洞
宗
宗
務
庁
、
二
〇
一
一
年
、
九
八
頁
。

（
７
）
光
地
英
学
、
佐
藤
達
全
、
松
田
文
雄
、
新
井
勝
龍
『
瑩
山
禅　

巻
七　

瑩

山
清
規
講
解
（
下
）』
山
喜
房
仏
書
林
、
一
九
八
八
年
、
二
九
九
頁
。

（
８
）『
曹
洞
宗
全
書
』
四
「
清
規
」
曹
洞
宗
全
書
刊
行
会
、
初
版
一
九
三
一
年
、

復
刻
版
一
九
七
二
年
、
一
五
六
頁
上
。

（
９
）
尾
崎
正
善
「『
慧
日
山
東
福
禅
寺
行
令
規
法
』
に
つ
い
て
」、『
鶴
見
大
学
紀

要
』
三
六
、
第
四
部
、
一
九
九
八
年
、
五
〇
～
五
二
頁
。

（
10
）
尾
崎
正
善
『
私
た
ち
の
行
持　

宗
門
儀
礼
を
考
え
る
』
曹
洞
宗
宗
務
庁
、

二
〇
一
〇
年
、
二
二
三
頁
。

（
11
）
鎌
田
茂
雄
、
河
村
孝
照
、
中
尾
良
信
、
福
田
亮
成
、
吉
元
信
行 

編
『
大
蔵

経
全
解
説
大
事
典
』
六
一
三
～
六
一
四
頁
。
以
下
、『
大
正
蔵
解
説
』。
諏
訪

隆
茂
「『
大
方
広
仏
華
厳
経
感
応
伝
』
訳
注
」『
イ
ン
ド
哲
学
仏
教
学
論
集
』

一
、
二
〇
一
二
年
、
四
八
頁
。

（
12
）『
三
宝
絵　

注
好
選
』
五
四
六
～
五
四
七
頁
、
五
四
九
～
五
五
〇
頁
。

（
13
）『
善
見
律
毘
婆
沙
』
巻
四

　
　

 

問
曰
。
仏
何
以
独
為
天
人
師
。
不
為
畜
生
師
耶
。
昔
如
来
在
世
亦
為
畜
生

説
法
。
何
以
独
称
為
天
人
師
。
修
多
羅
経
説
。
爾
時
仏
在
瞻
婆
国
。
於
迦

羅
池
辺
。
為
瞻
婆
人
説
法
。
是
時
池
中
有
一
蛤
。
聞
仏
説
法
声
歓
喜
。
即

従
池
出
入
草
根
下
。
是
時
有
一
牧
牛
人
。
見
大
衆
囲
遶
聴
仏
説
法
。
即
往

到
仏
所
。
欲
聞
法
故
以
杖
刺
地
。
誤
著
蛤
頭
。
蛤
即
命
終
生
忉
利
天
。
為

忉
利
天
王
。
以
其
福
報
故
。
宮
殿
縦
広
正
十
二
由
旬
。
於
是
蛤
天
人
。
霍

然
而
悟
。
見
諸
妓
女
娯
楽
音
声
。
悟
已
尋
即
思
惟
。
我
先
為
畜
生
。
何
因

縁
故
生
此
天
宮
。
即
以
天
眼
観
。
先
於
池
辺
聴
仏
説
法
。
以
此
功
徳
得
此

果
報
。
蛤
天
人
即
乗
宮
殿
。
往
至
仏
所
頭
頂
礼
足
。
仏
知
故
問
。
汝
是
何

人
忽
礼
我
足
。
神
通
光
明
相
好
無
比
。
照
徹
此
間
。
蛤
天
人
以
偈
而
答

　
　
　
　

往
昔
為
蛤
身　

於
水
中
覓
食

　
　
　
　

聞
仏
説
法
声　

出
至
草
根
下

　
　
　
　

有
一
牧
牛
人　

持
杖
来
聴
法

　
　
　
　

杖
攙
刺
我
頭　

命
終
生
天
上

　
　

 

仏
以
蛤
天
人
所
説
偈
。
為
四
衆
説
法
。
是
時
衆
中
八
万
四
千
人
。
皆
得
道

跡
。
蛤
天
人
得
須
陀
洹
果
。
於
是
蛤
天
人
得
道
果
已
。
歓
喜
含
笑
而
去
。

故
称
為
天
人
師
（『
大
正
蔵
』
二
四
、
六
九
七
頁
中
下
）

（
14
）『
経
律
異
相
』
巻
四
八

　
　

蛤
第
五

　
　

蛤
聞
甘
露
死
生
天
上
見
仏
得
道
一

　
　

 

迦
羅
池
中
有
一
蛤
。
聞
仏
説
法
。
即
従
池
出
入
草
根
下
。
是
時
有
一
牧
牛

人
。
見
大
衆
囲
遶
聴
仏
説
法
。
往
到
仏
所
。
欲
聞
法
故
以
杖
刺
地
。
誤
著

蛤
頭
。
蛤
即
命
終
生
忉
利
天
。
見
諸
妓
女
娯
楽
音
声
。
尋
即
思
惟
。
我
先

為
畜
生
。
何
因
縁
故
生
此
天
宮
。
即
以
天
眼
観
。
先
於
池
辺
聴
仏
説
法
。

以
此
功
徳
得
此
果
報
。
時
蛤
天
人
即
乗
宮
殿
。
往
至
仏
所
頭
頂
礼
足
。
仏

為
説
法
得
須
陀
洹
果
〈
出
善
見
此
婆
沙
第
四
巻
〉（『
大
正
蔵
』
五
三
、
二



『
瑩
山
清
規
』「
歳
末
看
経
牓
」・「
除
夜
施
餓
鬼
疏
」
に
関
す
る
一
考
察
（
澤
城
）

三
六

五
七
頁
下
）

（
15
）『
三
宝
絵 

注
好
選
』
三
六
四
頁
脚
注
。

（
16
）『
三
宝
絵 

注
好
選
』
五
四
七
～
五
四
八
頁
。

（
17
）『
大
正
蔵
解
説
』
六
一
五
頁
。

（
18
）
尚
、『
祖
庭
事
苑
』（
一
一
〇
八
）
に
は
蝙
蝠
譚
に
つ
い
て
「
禅
席
多
挙
南

陽
国
師
勘
念
経
僧
蝙
蝠
事
。
忠
国
師
録
不
載
。
未
詳
別
出
。
按
西
域
伝
一
縁

頗
類
。
伝
曰
。
南
海
之
浜
有
一
枯
樹
。
五
百
蝙
蝠
於
中
穴
居
…
」（『
卍
続
蔵
』

六
四
、
三
一
九
頁
中
）
と
記
さ
れ
る
。

（
19
）『
大
正
蔵
解
説
』
二
〇
〇
～
二
〇
一
頁
。

（
20
）『
大
正
蔵
解
説
』
四
〇
九
頁
。

（
21
）『
大
正
蔵
』
八
、
二
一
七
頁
中
。

（
22
）『
新
版 

禅
学
大
辞
典
』（
大
修
書
店
、
一
九
八
五
年
、
一
〇
八
三
頁
）
に

は
、「
①
仏
と
経
の
併
称
。
仏
像
と
経
巻
、
ま
た
は
仏
教
と
経
典
。
②
仏
所
説

の
経
典
を
指
す
」
と
あ
る
が
、「
疏
」
の
文
脈
か
ら
、
こ
こ
で
は
②
の
意
と
取

る
の
が
妥
当
と
思
わ
れ
る
。

（
23
）『
大
正
蔵
』
五
〇
、
一
九
三
頁
下
。

（
24
）『
大
正
蔵
』
四
九
、
四
五
五
頁
下
。

（
25
）『
大
正
蔵
』
五
三
、
七
八
〇
頁
中
下
。

（
26
） 

若
仏
子
。
以
慈
心
故
行
放
生
業
。
一
切
男
子
是
我
父
。
一
切
女
人
是
我

母
。
我
生
生
無
不
従
之
受
生
。
故
六
道
衆
生
皆
是
我
父
母
。
而
殺
而
食

者
。
即
殺
我
父
母
亦
殺
我
故
身
。
一
切
地
水
是
我
先
身
。
一
切
火
風
是
我

本
体
。
故
常
行
放
生
。
生
生
受
生
常
住
之
法
。
教
人
放
生
。
若
見
人
殺
畜

生
時
。
応
方
便
救
護
解
其
苦
難
。
常
教
化
講
説
菩
薩
戒
救
度
衆
生
。
若
父

母
兄
弟
死
亡
之
日
。
応
請
法
師
講
菩
薩
戒
経
福
資
亡
者
。
得
見
諸
仏
生
人

天
上
。
若
不
爾
者
犯
軽
垢
罪
。（『
大
正
蔵
』
二
四
、
一
〇
〇
六
頁
中
）

（
27
）
桑
谷
裕
顕
「
中
国
に
お
け
る
放
生
思
想
の
系
譜
」、『
叡
山
学
院
研
究
紀
要
』

二
二
、
二
〇
〇
〇
年
、
八
〇
頁
、
八
二
～
八
五
頁
。

（
28
）
付
言
す
る
と
、
資
料
７
で
示
し
た
『
大
論
』
巻
七
の
記
述
は
、
以
下
の
よ

う
に
『
正
法
眼
蔵
』「
供
養
諸
仏
」
に
引
用
さ
れ
て
い
る
。

　
　

 

わ
れ
ら
い
ま
、
仏
道
の
宝
山
に
の
ぼ
り
、
仏
道
の
宝
海
に
い
り
て
、
さ
い
は

ひ
に
た
か
ら
を
と
れ
る
、
も
と
も
よ
ろ
こ
ぶ
べ
し
。
曠
劫
の
供
仏
の
ち
か
ら

な
る
べ
し
。
必
得
作
仏
、
う
た
が
ふ
べ
か
ら
ず
、
決
定
せ
る
も
の
な
り
。
釈

迦
牟
尼
仏
の
所
説
、
か
く
の
ご
と
し
。

　
　

 

復
次
、
有
小
因
大
果
・
小
縁
大
報
。
如
求
仏
道
、
讃
一
偈
、
一
称
南
無
仏
、

焼
一
捻
香
、
必
得
作
仏
。
何
況
聞
知
諸
法
実
相
、
不
生
不
滅
、
不
不
生
不

不
滅
、
而
行
因
縁
業
、
亦
不
失
。

　
　

 

世
尊
の
所
説
か
く
の
ご
と
く
あ
き
ら
か
な
る
を
、
龍
樹
祖
師
、
し
た
し
く
正

伝
し
ま
し
ま
す
な
り
。（
曹
洞
宗
宗
務
庁
『
正
法
眼
蔵
』
上
巻
、
二
〇
二
〇

年
、
一
五
三
～
一
五
四
頁
。
以
下
『
宗
務
庁
版
眼
蔵
』）

　

さ
ら
に
、
資
料
５
・
６
で
示
し
た
『
大
唐
西
域
記
』
巻
二
・『
金
光
明
経
』
巻

四
の
蝙
蝠
・
游
魚
譚
も
、『
正
法
眼
蔵
』「
恁
麼
」
で
以
下
の
よ
う
に
引
用
さ
れ

て
い
る
。

　
　

 
い
は
ゆ
る
智
は
、
人
に
学
せ
ず
、
み
づ
か
ら
お
こ
す
に
あ
ら
ず
、
智
よ
く
智

に
つ
た
は
れ
、
智
す
な
は
ち
智
を
た
づ
ぬ
る
な
り
。
五
百
の
蝙
蝠
は
、
智
お



『
瑩
山
清
規
』「
歳
末
看
経
牓
」・「
除
夜
施
餓
鬼
疏
」
に
関
す
る
一
考
察
（
澤
城
）

三
七

の
づ
か
ら
身
を
つ
く
る
、
さ
ら
に
身
な
し
、
心
な
し
。
十
千
の
游
魚
は
、
智

し
た
し
く
身
に
て
あ
る
ゆ
え
に
、
縁
に
あ
ら
ず
、
因
に
あ
ら
ず
と
い
へ
ど
も
、

聞
法
す
れ
ば
即
解
す
る
な
り
（『
宗
務
庁
版
眼
蔵
』
上
、
三
九
九
頁
）

　

こ
の
よ
う
に
「
牓
文
」「
疏
」
の
出
典
と
目
さ
れ
る
箇
所
は
、
既
に
道
元
禅
師

（
一
二
〇
〇
～
一
二
五
三
）
の
著
作
に
引
用
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の

こ
と
か
ら
、
瑩
山
禅
師
が
「
牓
文
」「
疏
」
を
作
成
す
る
に
あ
た
り
、『
正
法
眼

蔵
』
の
こ
れ
ら
の
記
載
を
踏
ま
え
て
い
た
可
能
性
も
存
す
る
で
あ
ろ
う
。

（
29
）
例
え
ば
、『
禅
苑
清
規
』
巻
四
「
荘
主
」
に
は
、
寺
院
荘
園
で
使
役
す
る
耕

馬
に
関
す
る
記
載
が
あ
り
、
死
体
の
埋
葬
法
や
皮
角
の
処
理
に
関
す
る
規
定
が

存
す
る
が
、
供
養
つ
い
て
の
言
及
は
確
認
で
き
な
い
。（
鏡
島
元
隆
、
佐
藤
達

全
、
小
坂
機
融
『
訳
註 

禅
苑
清
規
』
曹
洞
宗
宗
務
庁
、
第
五
刷
一
九
九
二
年

第
一
刷
一
九
七
二
年
、
一
四
七
頁
）

（
30
）
本
稿
で
は
動
物
転
生
に
関
わ
る
記
載
を
多
く
引
用
し
て
い
る
。
上
述
の
よ

う
に
、
畜
生
道
は
三
悪
趣
の
一
つ
で
あ
る
が
、
畜
生
道
に
は
生
前
の
悪
業
に

よ
っ
て
堕
在
す
る
と
さ
れ
て
い
る
。
仏
教
は
業
論
を
基
本
と
し
、
ま
た
本
稿
引

用
箇
所
で
示
し
た
よ
う
に
、
輪
廻
説
も
前
提
と
さ
れ
る
。
過
去
に
は
、
こ
う
し

た
業
論
・
輪
廻
説
を
曲
解
し
て
利
用
し
、
現
在
に
お
け
る
差
別
を
助
長
・
固
定

化
し
て
き
た
事
実
も
存
在
す
る
た
め
、
特
に
布
教
で
用
い
る
際
に
は
、
注
意
を

払
う
必
要
が
あ
る
。



『
瑩
山
清
規
』「
歳
末
看
経
牓
」・「
除
夜
施
餓
鬼
疏
」
に
関
す
る
一
考
察
（
澤
城
）

三
八



三
九

一
、
問
題
の
所
在
と
研
究
の
目
的

　

本
稿
は
、
本
年
度
も
含
め
て
、
過
去
に
検
討
を
行
っ
た
も
の
の
、
そ

の
後
新
た
な
事
実
が
判
明
し
た
り
、
不
明
で
あ
っ
た
り
し
た
点
に
つ
い

て
、
再
検
討
や
補
足
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ

に
際
し
て
は
、『
武
蔵
国
小
机
臥
龍
山
雲
松
院
史
』
文
書
編
一
（
臥
龍
山

雲
松
院
、
二
〇
二
〇
年
一
月
。
以
下
、『
雲
松
院
史
』）
に
依
る
部
分
が
大
き
い

た
め
、
本
稿
で
は
こ
の
副
題
を
付
し
た
。
な
お
本
稿
は
、
各
節
に
相
互

の
関
係
は
あ
る
が
、
論
述
内
容
が
大
き
く
異
な
る
た
め
、
結
論
は
各
節

に
お
い
て
提
示
し
、
全
体
の
結
論
は
提
示
し
な
い
。

二
、「『
正
法
眼
蔵
』
開
版
停
止
令
」
の
発
出
年
時
に
つ
い
て

　

所
謂
「『
正
法
眼
蔵
』
開
版
停
止
令
」（
以
下
、「
停
止
令
」）
に
つ
い
て

は
、
筆
者
が
二
〇
一
六
年
度
に
駒
澤
大
学
に
提
出
し
た
博
士
論
文
『
江

戸
時
代
に
お
け
る
『
正
法
眼
蔵
』
編
輯
史
の
研
究
』
の
「
序
論
」（
三
三

～
三
四
頁
、
注
〈
11
〉）
に
お
い
て
若
干
の
検
討
を
行
っ
た
。
そ
の
後
、
関

連
文
献
の
追
加
蒐
集
等
が
進
ん
だ
た
め
、
改
め
て
検
討
を
行
い
た
い
。

な
お
「
停
止
令
」
に
関
す
る
検
討
と
し
て
、
岩
永
正
晴
・
晴
山
俊
英
・

塚
田
博
・
井
上
亜
菜
子
・
駒
ヶ
嶺
法
子
「『
日
本
洞
上
聯
灯
録
』
の
研

究
（
一
）」（『
駒
澤
大
学
禅
研
究
所
年
報
』
第
十
五
号
、
二
〇
〇
三
年
十
二
月
、

一
六
七
～
一
六
九
頁
）
の
論
考
が
あ
り
、
こ
れ
を
参
照
し
つ
つ
、
享
保
年

間
の
も
の
を
中
心
に
考
察
を
行
う
。

　

ま
ず
、
当
該
の
法
令
の
原
文
を
、
正
眼
寺
（
愛
知
県
小
牧
市
）
文
書

「
告
諭
・
定
・
触
（
正
法
眼
蔵
開
版
停
止
・
禁
葷
酒
・
常
法
憧

（
幡
ヵ
）免

許
の
件
）」

（『
正
眼
寺
文
書
目
録
』、
愛
知
学
院
大
学
図
書
館
、
一
九
七
三
年
二
月
、
正
眼
寺
文

書
二
一
六
八
号
）
よ
り
提
示
す
る
。
こ
れ
は
、
享
保
十
二
年
か
ら
翌
年
に

か
け
て
発
出
さ
れ
た
「
停
止
令
」、「
禁
葷
酒
令
」、「
常
恒
会
地
出
願
停

止
令
」
の
三
法
令
を
一
括
し
た
も
の
で
あ
る
。
同
様
の
構
成
の
も
の
は

『
雲
松
院
史
』（
六
六
五
～
六
六
六
頁
）
に
も
収
録
さ
れ
て
い
る
が
、
正
眼

寺
文
書
と
は
若
干
文
言
が
異
な
る
。

『
正
法
眼
蔵
』
開
版
停
止
・
三
法
幢
地
に
関
す
る
雑
考

―
雲
松
院
文
書
を
中
心
と
し
て

―

秋
　
津
　
秀
　
彰

宗
学
研
究
紀
要
　
第
三
十
六
号
　
二
〇
二
三
年
三
月



『
正
法
眼
蔵
』
開
版
停
止
・
三
法
幢
地
に
関
す
る
雑
考
（
秋
津
）

四
〇

　
　

告
諭

一
、�

永
平
正
法
眼
蔵
者
、　

高
祖
之
遺
書
而
宗
門
専
要
之
家
訓
也
。
吾
宗
二
万

余
院
之
児
孫
、
誰
不
仰
慕
之
哉※

。
因
茲
、
及
半
千
年
、
諸
山
深
密
伝
写

来
之
処
、
頃
年
、
往
々
容
易
ニ
流
布
、
或
撮
要
隠
括
之
施
設
有
之
由
、
甚

以
不
可
然
也
。
諸
寺
院
、
如
古
来
親
探　

永
平
室
内
之
真
本
、
聊
不
加

筆
削
、
可
致
書
写
受
用
也
。
自
今
以
後
、
全
編
并
抜
萃
共
、
書
肆
、
諸

刹
開
板
、
一
切
令
停
止
之
事
。

右
之
旨
趣
、
達　

本
山
上
、
窺　

官
衙
触
及
之
間
、
諸
寺
院
、
預
可
被
得
其

意
者
也
。

享
保
十
二
丁
未
年
十
月

　

定
一
、�

吾
宗
之
師
学
、
如
先
規
会
中
并
臨
時
之
参
会
、
或
雖
到
他
家
、
可
為※

断

葷
禁
酒
事
。

一
、�

檀
方
格
別
之
饗
酒
、
不
得
止
三
献
之
限
制
有
之
処
、
誤
而
移
法
中
追
日

及
弊
風
之
由
、
師
学
漸
愧
之
至
也
。
向
後
者
、
右
格
別
之
饗
酒
共
、
致

皆
禁
事
。

　

右
之
趣
、
上
達　

官
衙
、
此
度
、
相
改
触
及
之
間
、
師
学
、
得
其
意
、
諸

寺
院
貼
在
壁
間
、
堅
可
守
之
、
若
違
犯
之
輩
者
、
依
之
可
罰
者
也
。

　

享
保
十
二
丁
未
年
十
月

　
　

申
触

一
、�

諸
国
常
法
幢
之
寺
院
、
及
旧
新
百
箇
寺
、
数
多
有
之
ニ
付
、
去
々
年
之

冬
、
常
会
免
許　

御
窺
之
所
、
於
御
奉
行
所
、
向
後
願
出
候
と
も
、
新

ニ
免
許
致
無
用
、
可
然
之
旨
、
被
仰
渡
候
。

　
　

�

仍
之
、
先
達
而
申
触
候
常
法
幢
之
寺
格
、
全
ク
相
備
り
候
。
一
方
之
古

叢
林
も
、
致
得
其
意
、
当
時
願
出
申
間
敷
事
。

一
、�

在
来
旧
新
常
法
幢
之
寺
院
、
若
九
旬
結
衆
末
備
法
式
、
不
如
法
之
儀
、

其
革
可
有
之
。
則
ハ
急
度
遂
吟
味
、　

御
窺
之
上
、
常
法
幢
致
没
収
、
現

住
江
過
失
可
申
付
候
。
尤
諸
門
葉
も
亦
可
為
越
度
事
。

上
件
之
品
像
、
配
下
江
相
触
、
前
々
之
通
請
之
。
印
証
、
可
致
差
越
候
。
以

上
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

総
寧
寺

　

享
保
十
三
戊
申
年　
　
　

喝
玄
（
印
）

　
　

四
月　
　
　
　
　
　

大
中
寺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

雄
禅
（
印
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

龍
穏
寺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

徹
全
（
印
）

　
　
　
　
　
　
　

尾
州
下
津

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

正
眼
寺

※�

右
に
「
※
」
を
付
し
た
字
は
、
正
眼
寺
文
書
に
は
な
い
が
諸
本
に
よ
り
補
っ

た
も
の
。
本
文
書
の
複
写
に
際
し
て
は
、
愛
知
学
院
大
学
図
書
館
情
報
セ
ン

タ
ー
様
に
御
高
配
を
頂
き
ま
し
た
。
ま
た
翻
刻
に
際
し
て
は
、
永
平
寺
学
術

事
業
委
員
会
主
任
調
査
研
究
員
長
谷
川
幸
一
氏
の
助
力
を
得
ま
し
た
。
誌

し
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。



『
正
法
眼
蔵
』
開
版
停
止
・
三
法
幢
地
に
関
す
る
雑
考
（
秋
津
）

四
一

　
「
停
止
令
」
が
出
さ
れ
た
時
期
に
つ
い
て
、『
永
平
寺
史
』（
大
本
山
永

平
寺
、
一
九
八
二
年
九
月
、
一
〇
二
八
頁
）
及
び
河
村
孝
道
『
正
法
眼
蔵
の

成
立
史
的
研
究
』（
春
秋
社
、
一
九
八
七
年
二
月
、
四
二
六
頁
、
注
〈
18
〉）
で

は
、『
御
代
々
様
御
条
目
并
御
掟
』（
永
平
寺
所
蔵
永
平
寺
文
書
、
以
下
、

『
代
々
』。『
永
平
寺
史
料
全
書
』
文
書
編
〈
以
下
、『
文
書
編
』〉
一
〈
大
本
山
永
平

寺
、
二
〇
一
二
年
十
月
、
八
五
四
～
八
六
三
頁
〉
及
び
『
永
平
寺
史
料
全
書
』
文
書

編
二
〈
大
本
山
永
平
寺
、
二
〇
一
七
年
二
月
、
九
三
三
～
九
六
四
頁
〉
に
分
割
の
上

全
体
を
掲
載
）
を
引
用
し
、
享
保
七
年
に
も
「
停
止
令
」
が
出
さ
れ
た
と

し
て
い
る
。
実
際
に
、『
文
書
編
』
一
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
『
代
々
』

の
目
録
を
参
照
す
る
と
「
一
同
年
（
享
保
七
年
）
十
二
月
永
平
正
法
眼
蔵

改（
マ
マ
）板
停
止
之
事
」（『
文
書
編
』
一
・
八
五
六
頁
）
と
あ
る
。
ま
た
横
関
了
胤

『
江
戸

時
代

洞
門
政
要
』（
東
洋
書
院
、
一
九
七
七
年
一
月
、
九
〇
九
頁
）
に
お
い
て
提

示
さ
れ
る
文
書
も
含
め
、
こ
れ
ら
三
書
に
記
さ
れ
る
「
停
止
令
」
の
末

尾
に
は
、
全
て
「
享
保
七
年
十
二
月
」
と
あ
る
。

　

し
か
し
『
代
々
』
を
参
照
す
る
と
、
前
掲
論
文
で
も
指
摘
さ
れ
て
い

る
こ
と
で
あ
る
が
（
一
六
七
頁
）、
日
付
の
記
載
は
な
い
（『
文
書
編
』
二
・

九
五
三
～
九
五
四
頁
）。
ま
た
横
関
氏
が
本
史
料
の
典
拠
と
し
た
と
思
わ
れ

る
『
三
刹
留
書
』（
愛
知
学
院
大
学
図
書
館
横
関
文
庫
所
蔵
、
請
求
記
号
横
関

188.8/454

）
に
も
こ
の
日
付
は
記
さ
れ
て
お
ら
ず
（
三
七
丁
表
～
裏
）、
次

の
文
書
「
江
湖
常
規
」（『
江
戸
時
代
洞
門
政
要
』
二
三
七
～
二
三
九
頁
）
の
後

に
「
享
保
七
壬
寅
年
十
二
月
」（
四
〇
丁
裏
）
と
あ
る
。
こ
れ
は
『
代
々
』

（『
文
書
編
』
二
・
九
五
四
～
九
五
六
頁
）・『
曹
洞
宗
触
書
』（
駒
澤
大
学
図
書
館

所
蔵
、
請
求
記
号�H

105/52

、
三
七
丁
裏
～
四
一
丁
表
）
も
同
様
の
構
成
と

な
っ
て
お
り
、『
雲
松
院
史
』（
五
四
二
～
五
四
四
頁
、
九
七
四
～
九
七
七
頁
）

に
も
同
じ
構
成
で
形
成
さ
れ
て
い
る
も
の
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
と
異
な
る
も
の
と
し
て
、
栗
山
泰
音
『
總
持
寺
史
』（
大
本
山

總
持
寺
、
一
九
三
七
年
三
月
、
八
六
九
頁
）
や
『
宇
治
興
聖
寺
文
書
』
一
（
同

朋
舎
出
版
、
一
九
七
九
年
十
一
月
、
三
二
三
～
三
二
四
頁
、
二
四
二
号
文
書
）
が

あ
り
、
両
者
と
も
に
文
書
に
は
年
号
の
記
載
は
な
く
、
前
者
は
「
享
保

十
二
年
末
派
に
告
知
し
た
る
」（
八
六
八
頁
）
と
あ
り
、
後
者
は
本
史
料

に
続
け
て
先
の
「
禁
葷
酒
令
」
を
置
い
て
お
り
、
こ
の
頃
に
発
給
さ
れ

た
と
推
定
し
て
い
る
。

　

本
文
書
は
『
曹
洞
宗
古
文
書
』
に
は
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、

『
曹
洞
宗
宗
宝
調
査
目
録
解
題
集
』・『
曹
洞
宗
文
化
財
調
査
目
録
解
題

集
』・「
文
化
財
調
査
目
録
及
び
解
題
」（『
曹
洞
宗
報
』
掲
載
分
）
を
参
照

す
る
。
結
果
、
享
保
七
年
の
方
は
発
見
で
き
ず
、
享
保
十
二
年
の
方

は
、
ま
ず
報
恩
寺
（
岩
手
県
盛
岡
市
、『
曹
洞
宗
宗
宝
調
査
目
録
解
題
集
』
二　

東
北
管
区
編
・
北
海
道
管
区
編
、
曹
洞
宗
宗
務
庁
、
一
九
九
四
年
九
月
、
一
三
五
～

一
三
六
頁
、
文
書
三
三
）
所
蔵
文
書
を
見
る
と
、「
享
保
一
二
年
一
〇
月
の

『
正
法
眼
蔵
』
開
版
停
止
の
告
諭
及
び
定
、
翌
一
三
年
四
月
の
諸
国
常

法
幢
寺
院
へ
の
触
書
。
関
三
ヵ
寺
よ
り
報
恩
寺
宛
」（
一
三
六
頁
）
と
あ

る
。
ま
た
景
福
寺
（
鳥
取
県
鳥
取
市
）
に
は
、
正
眼
寺
文
書
と
同
構
成
の

文
書
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
（『
曹
洞
宗
文
化
財
調
査
目
録
解
題
集
』
四　

中
国
管

区
編
・
四
国
管
区
編
、
曹
洞
宗
宗
務
庁
、
一
九
九
七
年
二
月
、
二
二
六
頁
、
文
書
三
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四
二

四
）。
ま
た
泉
岳
寺
（
東
京
都
港
区
）
に
所
蔵
さ
れ
る
『
諸
籍
一
括
』
に

は
、「
享
保
一
二
年
（
一
七
二
七
）
一
〇
月
、
→
泉
岳
寺
。
永
平
正
法
眼

蔵
へ
の
加
筆
削
除
及
び
開
板
を
禁
ず
る
旨
の
告
論
」
が
収
録
さ
れ
て
い

る
（「
文
化
財
調
査
目
録
及
び
解
題
」
二
七
三
、『
曹
洞
宗
報
』
八
六
六
号
、
二
〇
〇

七
年
十
一
月
、
八
四
頁
、
典
籍
一
〈
五
〉）
ほ
か
、「
禁
葷
酒
令
」、「
常
恒
会

地
出
願
停
止
令
」
も
所
蔵
さ
れ
て
い
る
（
同
前
九
〇
頁
、
文
書
二
〈
七
〉

〈
八
〉）。
こ
れ
ら
の
存
在
か
ら
、
享
保
十
二
年
十
月
に
発
出
さ
れ
た
「
停

止
令
」
が
、「
禁
葷
酒
令
」・「
常
恒
会
地
出
願
停
止
令
」
と
合
わ
せ
て

触
れ
出
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
。

　

享
保
七
年
説
の
初
出
は
、
以
下
の
記
載
で
あ
ろ
う
。

○
本
文
書
は
世
間
普
通
に
享
保
十
二
年
の
発
令
と
な
し
、
諸
書
多
く
こ
れ
に
従

へ
り
。
し
か
れ
ど
も
泉
岳
寺
に
蔵
す
る
御
条
目
御
掟
関
三
箇
寺
触
達
之
控
は
、

大
体
年
代
順
に
排
列
す
る
体
例
な
る
が
、
こ
れ
を
享
保
七
年
の
間
に
収
め
、
殊

に
後
に
掲
ぐ
る
延
享
三
年
関
三
箇
寺
の
触
達
に
は
、
明
ら
か
に
開
放
の
禁
を
享

保
七
寅
年
の
事
と
い
へ
り
。
さ
れ
ば
享
保
十
二
年
と
な
す
は
誤
に
し
て
、
享
保

七
年
の
事
た
る
や
必
せ
り
、（
文
部
省
宗
教
局
編
『
宗
教
制
度
調
査
資
料
』
第

二
十
輯
、
一
五
九
頁
、『
宗
教
制
度
調
査
資
料
』
七
所
収
、
原
書
房
、
一
九
七

七
年
十
月
）

　
『
宗
教
制
度
調
査
資
料
』
は
、『
江
戸
時
代

洞
門
政
要
』
の
「
凡
例
」
に
お
い

て
も
法
令
の
典
拠
と
し
て
使
用
し
た
と
あ
り
、
ま
た
河
村
氏
は
、
前
掲

の
注
で
は
な
く
、
本
文
で
は
本
書
を
典
拠
と
し
て
挙
げ
て
い
る
（『
正
法

眼
蔵
の
成
立
史
的
研
究
』
三
九
九
～
四
〇
〇
頁
）。

　

な
お
、
二
度
目
の
「
停
止
令
」
に
相
当
す
る
も
の
が
、
寛
保
三
年

（
一
七
四
三
）
正
月
頃
ま
で
に
触
れ
出
さ
れ
て
い
る
。『
雲
松
院
史
』
に

は
、
冒
頭
で
挙
げ
た
、「
常
恒
会
地
出
願
停
止
令
」
の
後
に
示
さ
れ
る

複
数
の
法
令
の
中
に
、
以
下
の
も
の
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
（
以
下
、「
寛

保
停
止
令
」）。

　
（
こ
の
前
に
立
身
と
色
衣
に
関
す
る
法
令
を
掲
載
）

永
平
正
法
眼
蔵
者
、
高
祖
家
訓
而
宗
門
室
中
之
依
為
密
書
、
容
易
流
布
、
或
者
撮

要
板
行
等
、
堅
停
止
之
旨
、
先
年
相
触
候
処
、
頃
年
、
猥
ニ
流
布
、
疎
末
ニ
取

扱
、
或
者
未
熟
之
も
の
、
講
談
等
致
候
様
ニ
相
聞
、
不
埒
之
至
也
。
依
之
、
向

後
、
学
者
分
上
未
熟
之
僧
侶
、
購※

読
者
勿
論
、
板
行
・
添
除
等
、
堅
不
可
致

候
。
尤
深
密
伝
写
、
拝
参
之
輩
も
、
疎
末
に
無
之
様
、
可
相
慎
候
。
若
此
旨

違
背
之
輩
、
於
有
之
者
、
急
度
可
申
付
候
間
、
宗
門
師
学
、
可
被
得
其
意
候
。

以
上
。

　
（
こ
の
間
に
歴
住
に
関
す
る
法
令
と
「
平
僧
之
掟
」
の
再
告
知
を
掲
載
）

寛
保
三
亥
年

　
　
　

正
月

　

右
之
条
々
、
今
般
触
及
之
間
、
宗
門
之
師
学
、
可
被
得
其
意
候
。
以
上
。

�

龍
穏
寺　
　
　
　
　
　

�

大
中
寺　
　
　
　
　
　

�

総
寧
寺　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

武
蔵
国
曹
洞
宗
諸
寺
院

�

（『
雲
松
院
史
』
六
六
六
～
六
六
七
頁
）
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四
三

※�
「
購
読
」
は
、「『
日
本
洞
上
聯
灯
録
』
の
研
究
（
一
）」（
一
六
八
頁
）
で
は

「
講
談
」
に
作
り
、
こ
ち
ら
の
方
が
妥
当
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
以
下
の
解

釈
は
そ
れ
に
従
う
。

　

こ
の
文
書
の
趣
旨
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

・「
高
祖
家
訓
」
た
る
『
正
法
眼
蔵
』
は
、「
宗
門
室
中
の
密
書
」
で
あ

る
た
め
、
そ
れ
を
容
易
に
流
布
し
た
り
、
要
約
し
た
り
し
て
出
版
し

て
は
な
ら
な
い
と
「
先
年
」
触
れ
出
し
た
。

・
そ
れ
に
も
関
わ
ら
ず
、
こ
の
頃
、『
正
法
眼
蔵
』
を
安
易
に
流
布
さ
せ

よ
う
と
し
た
り
、
粗
末
に
取
り
扱
っ
た
り
、
未
熟
な
僧
侶
が
講
談
を

行
っ
た
り
し
て
い
る
と
聞
き
及
ん
で
お
り
、
そ
れ
は
不
埒
な
こ
と
で

あ
る
。

・
今
後
は
、
未
熟
な
僧
侶
は
『
正
法
眼
蔵
』
の
講
談
・
出
版
・
添
削
等

を
行
っ
て
は
な
ら
ず
、
書
写
で
入
手
し
た
者
も
、
粗
末
に
扱
っ
て
は

な
ら
な
い
。

・
こ
れ
に
違
反
し
た
者
が
い
れ
ば
、
関
三
刹
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら

ず
、
宗
門
の
僧
侶
は
、
こ
の
法
令
の
趣
旨
を
認
識
す
る
必
要
が
あ

る
。

　

享
保
十
二
年
の
「
停
止
令
」
と
比
較
す
る
と
、「
永
平
室
内
之
真
本
」

の
書
写
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
旨
の
文
言
が
な
く
、
代
わ
り
に
未

熟
の
僧
侶
が
『
正
法
眼
蔵
』
の
講
義
等
を
行
っ
て
は
な
ら
な
い
と
い
う

旨
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
「
先
年
相
触
候
処
」
と
い
う
、
享
保
十

二
年
の
「
停
止
令
」
を
指
す
と
考
え
ら
れ
る
文
言
は
、
そ
の
補
足
を

行
っ
た
と
い
う
「
寛
保
停
止
令
」
の
立
場
を
示
す
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
「
寛
保
停
止
令
」
が
発
出
さ
れ
た
理
由
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
る
。
享

保
十
二
年
か
ら
寛
保
三
年
の
間
に
起
こ
っ
た
『
正
法
眼
蔵
』
に
関
す
る

論
争
と
し
て
、
午
庵
道
鏞
（
公
音
道
鏞
、
一
七
〇
一
～
一
七
七
五
以
降
）
が
関

三
刹
に
対
し
て
提
起
し
た
、
天
桂
伝
尊
（
一
六
四
八
～
一
七
三
五
）
の
著
作

を
絶
版
に
す
る
よ
う
に
訴
え
た
事
件
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て

は
、
志
部
憲
一
氏
が
『
天
桂
伝
尊
の
研
究
』（
大
蔵
出
版
、
二
〇
二
一
年
三

月
、
五
〇
七
～
五
八
九
頁
）
に
お
い
て
詳
述
し
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、

こ
の
訴
訟
は
元
文
三
年
（
一
七
三
八
）
四
月
及
び
七
月
に
関
三
刹
に
、
翌

年
一
月
に
寺
社
奉
行
に
対
し
て
提
起
さ
れ
た
も
の
で
、
関
連
す
る
複
数

の
書
状
が
現
存
し
て
い
る
。
そ
の
中
に
は
、「
天
桂
不
知
正
法
眼
蔵
之

由
来
事
」
な
ど
、『
正
法
眼
蔵
』
に
関
す
る
事
項
も
含
ま
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
に
対
し
て
寺
社
奉
行
が
下
し
た
判
決
文
「
道
鏞
滅
板
願
之
裁

断
」（
陽
松
庵
〈
大
阪
府
池
田
市
〉
文
書
）
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

紀
州
道
鏞
申
立
候
、
証
道
歌
直
截
・
報
恩
編
・
海
水
一
滴
、
絶
板
願
之
義
ニ

付
、
先
永
平
寺
并
三
寺
様
、
寄
書
付
、
逐
一
覧
候
処
、
双
方
尤
之
内
、
差
当

り
三
寺
之
了
簡
、
絶
板
ニ
不
及
之
旨
、
穏
ニ
相
聞
候
。
乍
去
、
道
鏞
申
所
者
、

宗
旨
を
重
し
、
元
祖
道
元
儀
、
尊
ヒ
候
、
心
底
殊
勝
ニ
候
。
尤
曹
洞
宗
之
僧

侶
と
し
て
、
元
祖
道
元
之
見
解
、
誤
之
義
有
之
候
共
、
一
宗
ニ
お
ゐ
て
相
互
ニ

猥
シ
申
間
敷
事
ニ
候
。
増
而
板
行
ニ
致
し
、
世
間
江
相
違
を
申
弘
候
義
、
不

可
然
事
ニ
候
間
、
向
後
、
道
元
編
集
物
之
誹
謗
、
板
行
ハ
勿
論
、
講
演
等
之

義
も
相
慎
候
様
ニ
、
三
寺
ヨ
リ
配
下
之
僧
侶
江
、
触
聞
セ
可
然
候
。　

已
上　
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四
四

二
月
（『
天
桂
伝
尊
の
研
究
』
五
〇
七
頁
、
傍
線
筆
者
、
一
部
句
読
点
を
改
め

た
）

　

重
要
な
の
は
傍
線
部
で
、
寺
社
奉
行
が
関
三
刹
に
対
し
て
、
今
後
は

道
元
禅
師
（
一
二
〇
〇
～
一
二
五
三
）
の
著
作
に
対
す
る
誹
謗
に
つ
い
て
、

そ
の
出
版
や
講
演
等
を
慎
む
よ
う
に
、
関
三
刹
よ
り
曹
洞
宗
の
僧
侶
へ

と
触
れ
出
す
よ
う
に
指
示
し
て
い
る
。
そ
し
て
「
寛
保
停
止
令
」
は
、

「
誹
謗
」
の
要
因
を
「
学
者
分
上
未
熟
」
に
由
来
す
る
も
の
と
解
釈
し
、

そ
れ
に
置
き
換
え
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

つ
ま
り
「
寛
保
停
止
令
」
は
、
書
き
出
し
は
享
保
十
二
年
の
「
停
止

令
」
で
あ
り
、
そ
の
周
知
を
改
め
て
図
っ
た
と
い
う
部
分
も
あ
る
。
し

か
し
、
そ
の
主
た
る
目
的
は
、
道
鏞
の
提
起
し
た
訴
訟
の
判
決
に
お
け

る
内
容
を
具
体
化
の
上
、
周
知
徹
底
す
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で

は
思
想
的
な
取
り
締
ま
り
の
側
面
の
方
が
強
い
と
判
断
さ
れ
る
。
そ
の

た
め
「
寛
保
停
止
令
」
は
、『
正
法
眼
蔵
』
開
版
停
止
の
再
告
知
と
い

う
側
面
が
な
い
と
は
言
え
な
い
が
、
そ
れ
は
従
た
る
も
の
で
あ
っ
た
と

推
測
さ
れ
る
。

　

以
上
か
ら
、
現
時
点
で
確
認
で
き
る
史
料
で
判
断
す
る
限
り
、
享
保

七
年
に
「
停
止
令
」
が
出
さ
れ
た
と
は
考
え
に
く
く
、
こ
の
年
に
出
さ

れ
た
の
は
、
前
掲
論
文
の
指
摘
の
通
り
（
一
六
〇
頁
）、
享
保
七
年
十
一

月
に
出
さ
れ
た
、
総
合
的
な
出
版
取
締
令
（『
御
触
書
寛
保
集
成
』、
岩
波
書

店
、
一
九
八
九
年
三
月
、
九
九
三
～
九
九
四
頁
、
二
〇
二
〇
号
文
書
）
の
こ
と
を

指
し
て
お
り
、『
正
法
眼
蔵
』
を
直
接
名
指
し
し
た
触
書
は
、
享
保
十

二
年
に
出
た
も
の
が
最
初
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
前
掲
論
文
で
も
同
様
の

結
論
で
あ
る
（
一
六
九
頁
）。
こ
の
よ
う
な
誤
解
に
至
っ
た
経
緯
を
推
測

す
る
と
、『
江
戸
時
代

洞
門
政
要
』
で
は
次
の
「
江
湖
常
規
」
と
同
時
に
出
さ

れ
た
も
の
で
あ
る
と
読
み
誤
り
、『
永
平
寺
史
』
は
『
代
々
』
の
目
録
の

影
響
、
あ
る
い
は
『
江
戸
時
代

洞
門
政
要
』
の
説
を
そ
の
ま
ま
受
け
た
た
め
に
、

年
号
を
そ
れ
に
基
づ
い
て
補
い
、『
河
村
書
』
で
は
『
永
平
寺
史
』
若

し
く
は
『
宗
教
制
度
調
査
資
料
』
を
そ
の
ま
ま
引
用
し
た
た
め
に
そ
の

よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
な
お
、『
代
々
』
の
史
料
的
性

格
に
つ
い
て
は
、『
文
書
編
』
一
（
四
六
三
頁
）
に
解
説
さ
れ
て
い
る
。

　

更
に
加
え
る
な
ら
ば
、
寛
保
三
年
頃
に
、
享
保
十
二
年
の
触
書
を
引

用
し
た
触
書
が
発
出
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
背
景
に
は
、
天
桂
派
と
卍
山

派
の
対
立
の
一
部
分
と
し
て
行
わ
れ
た
裁
判
が
影
響
し
て
い
る
も
の
と

考
え
ら
れ
る
。

三
、
三
法
幢
地
関
係
法
令
に
つ
い
て

　

筆
者
は
本
年
度
に
お
い
て
、
以
下
の
通
り
、
近
世
に
お
け
る
三
法
幢

地
に
関
す
る
検
討
を
行
っ
た
。

「
總
持
寺
祖
院
史
料
に
よ
る
研
究
の
可
能
性
―
三
法
幢
地
の
問
題
を
事

例
と
し
て
―
」（『
鶴
見
大
学
仏
教
文
化
研
究
所
紀
要
』
第
二
十
八
号
、
二
〇

二
三
年
三
月
）

「
三
法
幢
地
免
牘
関
係
資
料
集
―
總
持
寺
祖
院
所
蔵
史
料
を
中
心
と
し

て
―
」（
同
前
）
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「
近
世
に
お
け
る
三
法
幢
地
の
任
命
の
経
緯
に
つ
い
て
」（『
曹
洞
宗
総
合
研

究
セ
ン
タ
ー
学
術
大
会
紀
要
』
第
二
十
四
回
、
二
〇
二
三
年
刊
行
予
定
）

　

そ
の
中
で
、
年
時
は
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
た
が
全
文
が
不
明
で
あ
っ

た
法
令
の
一
つ
が
、
享
保
十
三
年
の
「
常
恒
会
地
出
願
停
止
令
」
で
あ

る
。
そ
れ
が
、
前
項
の
冒
頭
で
挙
げ
た
「
告
諭
・
定
・
触
（
正
法
眼
蔵
開

版
停
止
・
禁
葷
酒
・
常
法
憧

（
幡
ヵ
）免

許
の
件
）」
の
最
後
に
収
録
さ
れ
る
、
享
保
十

三
年
四
月
に
関
三
刹
が
出
し
た
「
申
触
」
で
あ
る
。

　

そ
の
趣
旨
に
つ
い
て
、
一
箇
条
目
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

・
常
恒
会
地
が
「
旧
新
百
箇
寺
」
の
多
数
に
及
ぶ
こ
と
と
な
っ
た
。

・
そ
の
た
め
、
享
保
十
一
年
の
冬
に
寺
社
奉
行
に
確
認
の
上
、
願
い
出

が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
免
許
を
の
発
給
を
行
わ
な
い
旨
を
申
し
渡
さ

れ
た
。

・
常
恒
会
地
寺
院
は
十
分
な
数
が
揃
っ
た
た
め
、「
古
叢
林
」
で
あ
っ

て
も
、
今
後
は
申
請
を
行
っ
て
は
な
ら
な
い
。

　

次
に
、
二
箇
条
目
の
趣
旨
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

・
全
て
の
常
恒
会
地
寺
院
は
、
常
恒
会
の
法
式
を
整
え
な
け
れ
ば
な
ら

ず
、
そ
れ
が
不
十
分
な
寺
院
は
そ
れ
を
改
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

・
そ
れ
が
徹
底
で
き
て
い
な
い
場
合
は
、
寺
格
の
没
収
の
上
、
当
代
の

住
持
及
び
そ
の
末
寺
寺
院
に
処
罰
を
与
え
る
こ
と
。

　

こ
の
背
景
と
し
て
は
、
元
禄
年
間
に
は
ほ
ぼ
確
立
し
て
い
た
、
常
恒

会
地
の
要
件
と
合
わ
せ
て
、
随
意
会
地
の
申
請
要
件
・
基
準
を
享
保
十

年
に
定
式
化
し
た
「
定
規
」
を
発
出
し
て
い
る
。
そ
れ
を
受
け
て
申
請

が
急
増
し
た
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、
そ
の
こ
と
に
対
応
し
た
も
の
と
考

え
ら
れ
る
。
ま
た
寺
格
通
り
の
常
恒
会
興
行
が
行
え
て
い
な
い
事
例
が

確
認
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
こ
の
よ
う
な
「
申
触
」
を
発
出
し
た
の
で
あ

ろ
う
。

　
「
旧
新
百
箇
寺
」
に
つ
い
て
、
よ
り
詳
し
く
見
た
い
。
享
保
十
一
年

に
認
可
さ
れ
た
常
恒
会
地
は
、
九
月
十
六
日
の
妙
応
寺
（
岐
阜
県
不
破
郡

関
ケ
原
町
）、
十
月
十
六
日
に
関
三
刹
の
「
定
」
が
下
さ
れ
た
天
徳
院

（
石
川
県
金
沢
市
）
で
あ
る
。
た
だ
し
、
筆
者
が
確
認
し
た
範
囲
で
は
、
享

保
十
三
年
時
点
の
常
恒
会
地
は
九
八
箇
寺
で
あ
り
、
そ
の
後
の
享
保
二

十
年
十
月
五
日
の
晧
台
寺
（
長
崎
県
長
崎
市
）、
翌
年
の
元
文
元
年
（
一
七

三
六
）
十
月
三
日
の
永
光
寺
（
石
川
県
羽
咋
市
）
で
一
〇
〇
箇
寺
に
到
達

す
る
。
可
睡
斎
（
静
岡
県
袋
井
市
）
に
所
蔵
さ
れ
る
、
永
光
寺
に
対
す
る

関
三
刹
か
ら
の
書
状
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

其
寺
、
常
法
幢
願
之
義
、
三
ヶ
寺
数
回
遂
吟
味
侯
所
、
享
保
十
三
年
常
法
幢

停
止
触
以
前
ニ
、
開
祖
之
規
矩
具
立
之
願
致
免
許
置
、
殊
更
寺
格
別
段
之
趣
を

以
、
先
達
而
御
奉
行
所
へ
窺
書
差
出
候
、
去
ル
九
□（

月
）廿
七
日
、
松
平
紀
伊
守

殿
内
寄
合
ニ
而
、
井
上
河
内
守
殿
、
能
州
永
光
寺
常
法
幢
願
之
義
ニ
付
、
窺
書

被
差
出
候
、
同
役
遂
吟
味
侯
処
、
余
而
格
別
之
儀
ニ
侯
問
、
伺
之
通
致
免
許
候

様
ニ
と
被
仰
渡
候
、
依
之
、
今
日
、
常
法
幢
免
許
申
渡
侯
問
、
愈
左
様
可
被
相

心
得
候
、
以
上
、

　
辰
十
月
三
日

�

永
光
寺　
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永
光
寺
一
札
ハ
天
徳
院
之
通
也
、（『
可
睡
斎
史
料
集
』
一　

寺
誌
史
料
、
思

文
閣
出
版
、
一
九
八
九
年
十
月
、
一
五
四
頁
、
一
部
句
読
点
を
改
め
、
同
書

の
正
誤
表
を
反
映
し
た
）

　

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
永
光
寺
は
享
保
十
三
年
以
前
に
許
可
の
申
請
を

行
っ
て
い
た
が
、
元
文
元
年
に
至
っ
て
よ
う
や
く
寺
社
奉
行
の
評
席
を

経
る
こ
と
と
な
り
、
認
可
が
下
り
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら

「
常
恒
会
地
出
願
停
止
令
」
を
解
釈
す
る
と
、
二
通
り
が
考
え
ら
れ
る
。

第
一
が
、
こ
れ
ら
の
認
可
を
以
て
百
箇
寺
に
到
達
す
る
見
込
み
が
あ
っ

た
こ
と
か
ら
、
そ
れ
を
以
て
申
請
を
締
め
切
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

第
二
が
、
本
当
に
寺
格
の
取
り
上
げ
が
行
わ
れ
、
空
き
が
出
た
こ
と
か

ら
、
こ
れ
ら
の
二
箇
寺
が
認
可
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
、

次
の
「
申
達
」
と
も
関
係
し
て
く
る
た
め
、
そ
れ
に
つ
い
て
確
認
し
た

上
で
再
検
討
す
る
。

　

時
代
は
下
る
が
、
安
永
二
年
（
一
七
七
三
）
五
月
に
、
恐
ら
く
関
三
刹

か
ら
発
出
さ
れ
た
「
申
達
」
が
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
随
意
会
地
の

増
減
に
つ
い
て
の
知
見
を
補
う
こ
と
が
で
き
る
。

一
、
諸
国
新
旧
有
来
之
随
意
会
地
寺
院
、
定
数
之
内
、
会
料
等
致
没
却
、
四

年
之
興
行
相
続
、
難
相
成
之
旨
、
申
出
候
ニ
付
、
糺
之
上
、
免
牘
取
上
、
潰
随

意
会
に
相
成
候
寺
院
、
享
保
以
来
、
及
数
多
候
間
、
右
願
停
止
触
達
後
、
宝

暦
八
寅
年
、
窺
之
上
、
潰
れ
随
意
会
、
闕
数
之
分
、
致
免
許
候
之
処
、
最
早

此
節
、
定
数
相
備
、
闕
数
無
之
候
間
、
自
今
、
寺
格
由
緒
等
申
立
、
并
先
達
而

三
箇
寺
江
窺
候
趣
を
以
、
随
意
会
之
儀
、
願
出
候
寺
院
、
有
之
候
と
も
、
右
闕

数
無
之
内
者
、
一
切
不
及
沙
汰
候
間
、
若
支
配
下
寺
院
之
内
、
右
願
不
存
、
申

出
候
も
の
、
有
之
候
共
、
於
其
録
所
段
之
趣
、
被
申
革
可
被
差
留
、
此
段
申

達
候
。

安
永
二
巳
年　

五
月�

（『
雲
松
院
史
』
六
七
二
頁
）

　

こ
の
文
書
の
趣
旨
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

・
随
意
会
地
の
内
、
寺
領
や
伽
藍
等
の
財
産
が
後
に
失
わ
れ
た
こ
と
に

よ
り
、
規
定
通
り
の
四
年
毎
の
随
意
会
を
継
続
し
て
興
行
し
て
い
く

こ
と
が
困
難
で
あ
る
と
申
し
出
る
寺
院
が
現
れ
た
。

・
そ
の
場
合
は
調
査
を
行
い
、
免
牘
を
取
り
上
げ
た
。

・
こ
れ
を
「
潰
（
れ
）
随
意
会
」
と
称
し
、
そ
れ
が
享
保
年
間
頃
か
ら

頻
発
す
る
に
至
っ
た
た
め
、
随
意
会
地
の
出
願
停
止
を
触
れ
出
し

た
。

・
宝
暦
八
年
（
一
七
五
八
）
に
、
寺
社
奉
行
に
諮
っ
た
上
で
、「
潰
随
意

会
」
に
よ
る
欠
員
の
分
だ
け
随
意
会
地
を
補
充
し
た
。

・
そ
の
た
め
、
今
後
は
再
び
「
潰
随
意
会
」
が
発
生
し
、
欠
員
が
出
な

け
れ
ば
補
充
は
行
わ
な
い
こ
と
と
し
た
。

・
し
か
し
、
そ
の
後
も
随
意
会
地
の
出
願
が
続
い
た
た
め
、
僧
録
に
対

し
て
、
今
後
は
申
請
が
あ
っ
た
場
合
は
、
上
記
の
理
由
を
説
明
し
て

申
請
を
差
し
止
め
る
よ
う
、
要
請
を
出
し
た
。

　
「
總
持
寺
祖
院
史
料
に
よ
る
研
究
の
可
能
性
」
に
お
い
て
、
主
に
経

済
的
事
情
に
よ
り
、
随
意
会
地
の
寺
格
を
返
上
す
る
場
合
が
あ
る
こ
と

を
取
り
上
げ
た
。
本
資
料
に
よ
り
、
そ
の
こ
と
を
「
潰
随
意
会
」
と
称



『
正
法
眼
蔵
』
開
版
停
止
・
三
法
幢
地
に
関
す
る
雑
考
（
秋
津
）

四
七

す
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
そ
し
て
「
總
持
寺
祖
院
史
料
に
よ
る
研
究
の

可
能
性
」
に
お
い
て
述
べ
た
通
り
、
筆
者
の
調
査
で
は
、
そ
れ
が
少
な

く
と
も
十
五
箇
寺
存
在
す
る
。

　

ま
た
本
資
料
か
ら
、
三
法
幢
地
に
は
何
ら
か
の
「
定
数
」
が
存
在

し
、
そ
の
枠
内
で
随
意
会
地
の
認
定
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

よ
っ
て
、
随
意
会
地
格
を
喪
失
し
た
寺
院
が
再
度
認
可
を
申
請
し
た
と

し
て
も
、
定
数
が
埋
ま
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
拒
絶
さ
れ
る
可
能
性

が
高
い
た
め
、
基
本
的
に
は
再
認
可
が
行
わ
れ
る
こ
と
は
な
い
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。

　

享
保
年
間
は
、
当
初
は
「
享
保
の
改
革
」
に
よ
っ
て
デ
フ
レ
と
不
況

が
進
行
し
た
時
期
で
あ
り
、
享
保
十
七
年
に
は
所
謂
「
享
保
の
大
飢

饉
」
が
発
生
し
て
い
る
（『
日
本
経
済
史
一
六
〇
〇
―
二
〇
〇
〇
―
歴
史
に
読
む

現
代
―
』、
慶
應
義
塾
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
九
年
三
月
、
四
六
～
四
八
頁
）。
ま

た
「
總
持
寺
祖
院
史
料
に
よ
る
研
究
の
可
能
性
」
で
は
、
水
害
に
よ
っ

て
寺
領
を
失
っ
た
と
い
う
事
例
を
挙
げ
た
が
、
こ
の
時
期
に
は
、
様
々

な
事
情
で
経
済
的
基
盤
が
失
わ
れ
、
随
意
会
の
興
行
が
困
難
に
な
る
事

態
が
起
こ
り
う
る
状
況
に
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
そ
の
よ
う
な
状
況

に
至
っ
た
寺
院
に
対
し
て
、
調
査
を
行
っ
て
免
牘
を
回
収
し
、「
潰
随

意
会
」
と
す
る
こ
と
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

先
の
「
常
恒
会
地
出
願
停
止
令
」
で
は
、
改
善
が
見
ら
れ
な
い
常
恒

会
地
に
対
し
て
は
、
免
牘
取
上
等
の
厳
し
い
処
置
を
取
る
よ
う
指
示
を

出
し
て
い
る
。
問
題
は
、
実
際
に
こ
の
よ
う
な
処
置
が
行
わ
れ
る
こ
と

が
あ
っ
た
か
ど
う
か
で
あ
る
。
現
実
問
題
と
し
て
、
常
恒
会
地
格
の
取

得
に
は
そ
れ
な
り
の
寺
格
を
要
求
し
て
い
る
関
係
上
、
本
末
関
係
に
依

存
す
る
宗
門
統
治
体
制
か
ら
考
え
て
も
、
降
格
の
処
罰
を
行
う
こ
と
は

困
難
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
よ
っ
て
先
の
二
つ
の
解
釈
に
つ
い
て
、

現
時
点
で
は
、
晧
台
寺
・
永
光
寺
の
認
可
を
以
て
百
箇
寺
に
到
達
す
る

予
定
が
あ
っ
た
と
推
測
し
た
方
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

　

改
め
て
、
常
恒
会
地
・
随
意
会
地
の
申
請
要
件
を
定
め
た
享
保
十
年

の
「
定
規
」
を
確
認
す
る
と
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　
　

定
規

一
、�

常
法
幢
願
之
儀
、
自
今
以
後
者
、
一
ハ
御
朱
印
拝
領
、
或
者
黒
印
給
之
地
、

二
ハ
一
派
之
本
寺
、
或
者
僧
録
勤
来
地
、
三
ハ
常
会
之
外
護
永
代
有
之
地
、

如
是
三
段
三
種
之
寺
徳
、
相
備
之
寺
院
願
出
ハ
格
別
、
其
余
之
寺
院
、
謂

願
之
決
而
不
致
免
許
事
。
但
、
常
会
之
外
護
有
之
地
ハ
、
国
主
・
領
主
之

牌
所
、
或
者
従
国
主
・
城
主
常
会
外
護
代
々
在
之
地
之
事
。

一
、�

随
意
会
興
行
并
会
下
称
号
願
之
義
、
自
今
以
後
、
法
系
・
寺
格
・
雲
水
輻

輳
之
地
、
寺
領
・
田
産
・
随
意
会
外
護
有
之
品
、
一
々
遂
吟
味
、
免
許

可
致
之
。
勿
論
、
随
意
会
且
会
下
称
号
免
許
之
地
者
、
常
衆
寮
之
外
別
ニ

構
寮
舎
、
尋
常
領
衆
匡
徒
、
年
回
到
来
之
節
ハ
、
定
法
之
通
、
興
行
可
致

之
。
尤
称
法
事
江
湖
、
混
常
会
・
片
法
幢
興
行
、
仕
間
敷
事
。（『
雲
松

院
史
』
六
六
四
頁
、
一
部
句
読
点
を
改
め
た
）

　

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
常
恒
会
地
・
随
意
会
地
と
も
に
、
一
定
程
度
の
寺

格
を
要
求
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
読
め
る
。
し
か
し
随
意
会
地
の
実
態
と
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し
て
は
、
例
え
ば
仏
眼
寺
（
大
阪
府
豊
中
市
）
は
、
玄
透
即
中
（
一
七
二
九

～
一
八
〇
七
）
の
住
持
期
間
と
重
な
る
天
明
年
間
に
認
可
を
得
た
と
考
え

ら
れ
る
が
、
末
寺
を
有
し
て
い
な
い
た
め
、
必
ず
し
も
高
い
寺
格
を
要

求
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
む
し
ろ
申
請
者
の
器
量
が
影

響
し
て
い
る
部
分
が
大
き
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
尤
も
、
こ
れ
は
先
の

妙
応
寺
に
つ
い
て
も
、
隠
之
道
顕
（
一
六
六
三
～
一
七
二
九
）
の
尽
力
が
大

き
い
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
石
川
力
山
編
『
美
濃
国
今
須
妙
応
寺
史
』、

同
朋
舎
出
版
、
一
九
九
五
年
十
月
、
九
六
～
一
〇
一
頁
）
こ
と
か
ら
、
こ
れ
は

三
法
幢
地
全
体
に
言
え
る
傾
向
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

　

い
ず
れ
に
せ
よ
、
随
意
会
地
に
関
し
て
は
、
寺
格
を
返
上
さ
せ
た
と

し
て
も
、
宗
門
統
治
体
制
に
は
影
響
を
与
え
な
い
可
能
性
が
高
い
と
考

え
ら
れ
る
た
め
、
そ
れ
が
実
行
に
移
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
三

法
幢
地
の
綱
紀
粛
正
を
図
る
指
示
は
か
な
り
の
数
が
出
さ
れ
て
い
た
よ

う
で
、
冒
頭
の
「
禁
葷
酒
令
」
も
そ
れ
に
類
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
れ
は
、
三
法
幢
地
に
お
い
て
も
か
な
り
の
緩
み
が
見
ら
れ
た
と
い
う

こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
を
是
正
す
る
た
め
に
も
、
こ
の
よ
う
な
処
置
を
随

意
会
地
に
対
し
て
行
う
こ
と
は
、
意
味
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思

わ
れ
る
。

　

天
明
七
年
（
一
七
八
七
）
十
二
月
の
関
三
刹
の
「
触
書
」
六
箇
条
に

は
、
先
の
「
禁
葷
酒
令
」
の
再
告
知
等
と
同
時
に
、
以
下
の
も
の
が
掲

載
さ
れ
て
い
る
。

一
、
常
会
願
之
儀
、
先
年
停
止
之
旨
触
達
候
処
、
于
後
諸
寺
院
無
余
岐
訳
合

申
立
、
願
出
候
ニ
付
、
及
沙
汰
候
得
共
、
向
後
、
如
何
様
之
訳
合
申
立
、
願
出

候
而
も
、
不
及
沙
汰
候
間
、
先
年
触
達
置
候
停
止
之
旨
を
相
守
、
決
而
願
出
間

敷
候
。（『
雲
松
院
史
』
六
七
三
頁
）

　

こ
こ
で
い
う
「
先
年
停
止
之
旨
触
達
」
等
は
、
享
保
十
三
年
の
「
常

恒
会
地
出
願
停
止
令
」
を
指
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
、
効
力
は
継
続
さ

れ
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
こ
の
直
前
の
天
明
五
年
頃

は
、
洞
寿
院
（
滋
賀
県
長
浜
市
）
な
ど
の
随
意
会
地
が
常
恒
会
地
等
へ
昇

格
し
た
り
、
そ
れ
に
前
後
し
て
仏
眼
寺
な
ど
の
片
法
幢
地
・
随
意
会
地

が
新
規
で
認
可
さ
れ
た
り
す
る
な
ど
、
寺
格
の
見
直
し
が
多
く
行
わ
れ

た
時
期
で
あ
る
。
そ
れ
と
の
関
係
を
ど
の
よ
う
に
解
す
る
か
で
あ
る
が
、

「
近
世
に
お
け
る
三
法
幢
地
の
任
命
の
経
緯
に
つ
い
て
」
で
述
べ
た
よ
う

に
、
寺
格
の
固
定
化
を
図
っ
た
も
の
、
あ
る
い
は
こ
の
時
期
に
追
加
で

認
可
を
行
っ
た
が
、
そ
れ
以
上
の
認
可
は
行
わ
な
い
と
い
う
意
思
表
示

を
行
っ
た
も
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
、
見
逃
し
て
い
る
法
令
は
ま
だ
あ
る
と
思
わ
れ
る
た
め
、

今
後
も
、
寺
格
に
関
す
る
文
献
の
蒐
集
に
よ
り
、
正
確
な
実
態
の
把
握

に
努
め
て
い
き
た
い
。

四
、
関
三
刹
と
寺
社
奉
行
等
の
関
係
性
に
つ
い
て

　
『
雲
松
院
史
』
に
は
、
複
数
の
宗
教
法
令
集
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
内
、「
210
曹
洞
宗
諸
制
度
写
」
に
は
興
味
深
い
内
容
が
収
録
さ
れ

て
い
る
の
で
、
参
考
に
紹
介
し
て
お
き
た
い
。
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「
210
曹
洞
宗
諸
制
度
写
」
に
は
、『
続
々
群
書
類
従
』
十
二
（
続
群
書

類
従
完
成
会
、
一
九
七
〇
年
二
月
）
所
収
の
『
寺
格
帳
』
下
の
内
、
永
平
寺

か
ら
乗
国
寺
（
四
九
四
～
四
九
八
頁
）
ま
で
の
分
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
諸

本
を
比
較
す
る
と
、『
続
々
群
書
類
従
』
の
も
の
は
『
江
戸
時
代

洞
門
政
要
』

と
同
内
容
で
あ
り
、『
雲
松
院
史
』（
六
七
四
～
六
七
六
頁
）
の
も
の
は
、

収
録
寺
院
は
『
總
持
寺
史
』（
七
四
七
～
七
四
九
頁
、
典
拠
は
『
宗
門
公
記
』）

同
じ
で
あ
る
が
、
注
記
の
内
容
は
『
總
持
寺
史
』
に
よ
り
も
詳
し
く
、

『
続
々
群
書
類
従
』
に
近
い
が
必
ず
し
も
全
同
で
は
な
い
。
な
お
『
三
刹

留
書
』
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
も
の
は
。
数
箇
所
の
相
違
を
考
慮
す
れ
ば

『
雲
松
院
史
』
と
ほ
ぼ
同
文
で
あ
る
の
も
共
通
す
る
。
よ
っ
て
、
内
容
の

多
寡
か
ら
成
立
順
を
仮
に
推
定
す
る
と
、『
總
持
寺
史
』
→
『
雲
松
院

史
』・『
三
刹
留
書
』
→
『
江
戸

時
代

洞
門
政
要
』・『
続
々
群
書
類
従
』
と
な
る

の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

　
「
210
曹
洞
宗
諸
制
度
写
」
に
は
こ
れ
に
続
い
て
、
明
和
年
間
（
一
七
六

四
～
一
七
七
二
）
を
中
心
に
、
関
三
刹
に
対
し
て
各
所
か
ら
届
い
た
質
問

に
対
す
る
返
答
書
が
、
断
続
的
に
計
三
十
九
通
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
返

答
書
の
最
後
に
は
「
御
答
」
と
あ
る
こ
と
や
、
基
本
的
に
は
後
継
者
問

題
や
不
届
き
な
行
い
を
し
た
者
へ
の
対
応
な
ど
、
恐
ら
く
訴
訟
が
持
ち

込
ま
れ
た
際
に
、
宗
門
と
し
て
の
対
策
を
質
問
し
て
い
る
場
合
が
多
い

た
め
、
恐
ら
く
寺
社
奉
行
や
藩
な
ど
の
公
的
機
関
か
ら
の
質
問
で
あ
る

と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
ら
に
対
す
る
返
答
書
を
整
理
し
て
仮
の
通
し
番

号
を
付
し
、
内
容
の
要
旨
を
記
し
た
の
が
、
本
稿
末
に
掲
載
し
た

「【
表
一
】『
雲
松
院
史
』
所
収
、
関
三
刹
返
答
内
容
一
覧
表
」
で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
は
非
常
に
興
味
深
い
内
容
を
持
っ
て
い
る
が
、
本
稿
で
は
三

五
番
目
の
返
答
書
を
取
り
上
げ
た
い
。
こ
れ
は
内
容
要
旨
に
も
記
し
た

通
り
、「
曹
洞
宗
出
家
成
立
最
初
ヨ
リ
永
平
寺
江
転
昇
迄
之
次
第
」

（『
続
々
群
書
類
従
』
十
二
所
収
）
の
基
礎
を
な
す
、
曹
洞
宗
僧
侶
が
出
家
し

て
か
ら
、
永
平
寺
の
住
持
と
し
て
勅
賜
号
を
得
る
ま
で
の
過
程
の
要
旨

が
記
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
内
容
を
増
補
す
る
形
で
、「
曹
洞
宗

出
家
成
立
最
初
ヨ
リ
永
平
寺
江
転
昇
迄
之
次
第
」
が
成
立
し
た
可
能
性

が
考
え
ら
れ
る
。「
曹
洞
宗
出
家
成
立
最
初
ヨ
リ
永
平
寺
江
転
昇
迄
之

次
第
」
に
は
、
一
問
一
答
の
よ
う
な
内
容
の
も
の
が
複
数
確
認
さ
れ
る
。

よ
っ
て
、
そ
の
成
立
に
際
し
て
、
こ
の
よ
う
な
随
時
の
問
い
合
わ
せ
に

対
す
る
返
答
書
の
集
積
が
基
礎
資
料
の
一
つ
と
し
て
あ
り
、
そ
れ
を
増

補
修
正
し
て
提
出
し
た
部
分
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

　

そ
の
傍
証
と
な
り
う
る
も
の
と
し
て
、
可
睡
斎
が
関
三
刹
と
同
時
に

提
出
し
た
と
思
わ
れ
る
「
曹
洞
宗
僧
徒
出
世
階
級
書
上
」（『
続
々
群
書
類

従
』
十
二
所
収
）
は
、
三
五
番
目
の
返
答
書
と
ほ
ぼ
同
文
・
同
構
成
で
あ

る
。
よ
っ
て
、
こ
の
返
答
書
を
ど
の
程
度
詳
細
に
説
明
す
る
か
に
よ
っ

て
、
そ
の
分
量
の
差
異
が
現
れ
て
き
た
も
の
と
も
考
え
ら
れ
る
。
そ
の

た
め
、
以
上
の
内
容
を
「【
表
二
】「
曹
洞
宗
出
家
成
立
最
初
ヨ
リ
永
平

寺
江
転
昇
迄
之
次
第
」
関
連
文
献
内
容
対
照
表
」
と
し
て
整
理
し
た
た

め
、
合
わ
せ
参
照
さ
れ
た
い
。

　

た
だ
し
、
こ
れ
は
『
諸
宗
階
級
』
の
一
部
で
あ
り
、
各
宗
に
対
し
て
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一
斉
に
問
い
合
わ
せ
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、
そ
の
理
由
に

つ
い
て
は
引
き
続
き
の
検
討
が
必
要
で
あ
る
。
し
か
し
、
曹
洞
宗
に
お

け
る
部
分
の
成
立
に
関
す
る
参
考
に
は
な
る
と
思
わ
れ
る
。

　

例
え
ば
、
表
の
三
六
番
目
の
縹
帽
子
に
関
す
る
質
問
は
、
そ
の
後
明

和
五
年
三
月
に
、
そ
の
着
用
の
禁
止
を
他
の
法
令
と
合
わ
せ
て
触
れ
出

し
た
背
景
の
一
つ
と
し
て
考
え
ら
れ
る
（『
雲
松
院
史
』
六
六
九
頁
）
が
、

そ
れ
が
具
体
化
さ
れ
る
ま
で
一
年
弱
を
要
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら

推
測
す
る
と
、
先
の
「
寛
保
停
止
令
」
も
、
判
決
の
直
後
に
発
出
さ
れ

た
と
は
考
え
に
く
く
、
一
年
程
度
を
要
し
た
可
能
性
も
あ
る
。

　

こ
れ
ら
の
問
答
集
は
、
寺
社
奉
行
の
意
向
が
宗
門
側
に
伝
達
さ
れ
、

そ
れ
を
具
体
化
し
て
い
く
こ
と
で
宗
門
統
制
が
行
わ
れ
て
い
く
と
い
う

過
程
の
一
端
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
意
味
で
重
要
で
あ
る
と
考

え
ら
れ
、
今
後
も
機
会
を
改
め
て
再
考
し
た
い
。
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【
表
一
】『
雲
松
院
史
』
所
収
、
関
三
刹
返
答
内
容
一
覧
表

返
答
年
月

内　
　
　

容　
　
　

要　
　
　

旨

開
始
頁
数

1
宝
暦
九
年
二
月

曹
洞
宗
に
お
け
る
檀
家
戒
名
の
位
号
の
付
け
方
に
つ
い
て

六
七
七
頁�

2
宝
暦
十
年
十
月

最
乗
寺
輪
住
制
の
由
来
に
つ
い
て

六
七
七
頁

3
天
明
三
年
七
月

直
参
内
の
と
き
に
網
代
乗
物
を
用
い
て
も
よ
い
曹
洞
宗
寺
院
に
つ
い
て

六
七
八
頁

4
天
明
三
年
十
月

山
城
国
西
七
条
村
住
居
の
広
島
国
泰
寺
弟
子
尼
僧
亮
宗
に
つ
い
て

六
九
〇
頁

5
宝
暦
八
年
十
月

兼
帯
（
兼
務
住
職
か
）
に
つ
い
て

六
九
〇
頁

6
安
永
三
年
四
月

無
住
寺
院
を
尼
寺
と
す
る
こ
と
に
つ
い
て

六
九
〇
頁

7
安
永
三
年
四
月

遺
書
と
後
継
住
職
の
決
定
方
法
に
つ
い
て

六
九
〇
頁

8
安
永
三
年
四
月

仁
王
門
の
建
立
に
つ
い
て

六
九
一
頁

9
明
和
五
年
五
月

弟
子
が
不
埒
な
こ
と
を
し
た
際
の
対
応
に
つ
い
て

六
九
一
頁

10
明
和
五
年
二
月

表
門
に
額
を
掛
け
る
際
に
奉
行
所
等
へ
届
け
出
る
こ
と
に
つ
い
て

六
九
一
頁

11
明
和
五
年
二
月

前
項
の
別
紙
と
し
て
、
前
橋
・
三
河
龍
海
院
の
「
是
字
寺
」
額
の
事
例
を
挙
げ
る

六
九
一
頁

12
明
和
五
年
四
月

塔
頭
や
平
僧
地
の
住
職
が
喪
儀
の
際
に
行
え
る
儀
礼
に
つ
い
て

六
九
二
頁

13
明
和
五
年
四
月

奉
行
所
か
ら
住
職
が
退
院
や
隠
居
を
指
示
さ
れ
た
際
の
後
住
の
決
定
方
法
に
つ
い
て

六
九
二
頁

14
明
和
五
年
五
月

寺
号
を
変
更
し
た
際
の
開
山
・
開
基
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て

寺
号
変
更
時
に
、
開
山
・
開
基
を
変
更
し
な
か
っ
た
事
例
と
し
て
小
石
川
祥
雲
寺
（
現
在
東
京
都
豊
島
区
）、
変
更
し

た
事
例
と
し
て
麻
布
賢
崇
寺
（
東
京
都
港
区
）
を
挙
げ
る

六
九
二
頁

15
明
和
五
年
七
月

後
継
住
職
決
定
の
際
に
、
先
の
住
職
の
弟
子
で
は
な
く
、
後
の
住
持
の
弟
子
を
住
職
に
す
る
場
合
の
有
無
と
、
遠
国

寺
院
の
後
継
住
職
決
定
方
法
に
つ
い
て

六
九
三
頁

16
明
和
五
年
八
月

後
継
住
職
を
指
名
し
た
遺
書
の
認
定
方
法
に
つ
い
て

次
行
に
「
宝
暦
九
年
触
達
之
文
言
上
巻
ニ
有
之
故
、
此
所
略
ス
」
ア
リ

六
九
三
頁
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17
明
和
五
年
九
月

「
口
上
之
覚
」（
江
戸
町
奉
行
の
牧
野
成
賢
〈
一
七
一
四
～
一
七
九
二
〉
に
対
し
て
、
先
の
返
答
書
を
提
出
し
た
こ
と
を
寺
社
奉

行
に
報
告
）

六
九
四
頁

18
明
和
五
年
八
月

曹
洞
宗
の
こ
と
、
法
臘
の
算
出
開
始
時
期
、
礼
服
の
こ
と
、
他
宗
よ
り
の
改
宗
が
あ
っ
た
場
合
の
こ
と
、
紫
衣
の
こ

と
、
幕
府
等
へ
の
諸
願
の
際
に
本
寺
等
の
添
簡
を
持
た
な
く
て
も
良
い
よ
う
な
寺
格
は
あ
る
か
、
処
罰
を
受
け
た
住

職
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
、
一
括
し
て
返
答

寺
格
に
つ
い
て
は
、
吉
祥
寺
（
東
京
都
文
京
区
）
は
、
山
内
の
諸
事
の
際
は
添
簡
が
な
く
て
も
良
い
が
、
御
朱
印
改
め

の
際
は
関
三
刹
の
添
簡
を
以
て
願
い
出
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
こ
と
、
そ
れ
以
外
の
寺
院
に
は
そ
う
い
っ
た
事
例
は

な
い
こ
と
を
返
答

六
九
四
頁

19
明
和
八
年
五
月

遠
国
の
寺
院
の
弟
子
を
旧
離
し
、
触
頭
や
録
所
へ
届
け
出
る
と
き
に
、
人
別
帳
か
ら
の
除
名
も
合
わ
せ
て
届
け
出
る

の
か
ど
う
か

六
九
五
頁

20
明
和
八
年
九
月

私
領
・
御
朱
印
地
に
所
在
の
寺
院
住
職
が
不
届
き
な
こ
と
を
し
、
退
院
等
の
処
置
を
し
た
際
の
対
応
に
つ
い
て
、
事

例
と
し
て
大
綱
院
（
神
奈
川
県
足
柄
上
郡
大
井
町
）
を
挙
げ
る

六
九
五
頁

21
明
和
八
年
八
月

出
家
希
望
者
を
弟
子
と
す
る
場
合
に
、
そ
れ
を
本
寺
に
相
談
す
る
か

六
九
七
頁

22
明
和
二
年
十
月

新
住
持
の
人
法
が
伽
藍
法
と
異
な
る
場
合
の
対
応
に
つ
い
て
、
一
師
印
証
前
後
の
対
応
を
説
明

六
九
七
頁

23
明
和
六
年
八
月

末
寺
の
住
持
が
遷
化
し
た
が
、
後
継
住
職
が
決
ま
っ
て
い
な
い
場
合
、
喪
儀
は
ど
の
よ
う
に
取
り
計
ら
う
か

六
九
七
頁

24
明
和
六
年
十
月

入
定
・
火
定
・
捨
身
を
曹
洞
宗
に
お
い
て
禁
止
す
る
定
め
は
あ
る
か

六
九
八
頁

25
明
和
八
年
三
月

袈
裟
の
種
類
、
曹
洞
宗
の
僧
階
、
入
院
の
規
式
、
在
家
法
要
の
執
行
法
の
決
ま
り
、
石
塔
・
卵
塔
の
大
小
の
決
ま

り
、
乗
物
の
使
用
に
つ
い
て
一
括
し
て
返
答

六
九
八
頁

26
明
和
八
年
十
一
月
最
乗
寺
に
輪
住
す
る
際
に
ど
れ
く
ら
い
の
費
用
が
か
か
る
の
か

六
九
八
頁

27
明
和
三
年
十
一
月
処
罰
を
受
け
て
隠
居
し
た
場
合
と
、
自
分
で
隠
居
し
た
場
合
の
対
応
の
相
違
に
つ
い
て

六
九
九
頁

28
明
和
三
年
十
一
月
自
分
で
隠
居
し
た
場
合
と
、
処
罰
を
受
け
て
隠
居
し
た
場
合
の
後
継
住
職
の
決
定
方
法
等
の
対
応
の
相
違
に
つ
い
て
六
九
九
頁

29
明
和
四
年
九
月

「
逼
塞
」
の
処
罰
中
の
寺
院
に
お
い
て
死
者
が
出
た
場
合
の
対
応
に
つ
い
て

七
〇
〇
頁
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30
明
和
四
年
九
月

享
保
十
五
年
に
、
天
徳
院
・
宝
円
寺
（
共
に
石
川
県
金
沢
市
）
が
関
三
刹
よ
り
逼
塞
の
処
罰
を
受
け
た
が
、
領
主
が
参

詣
す
る
と
き
は
門
を
開
く
よ
う
指
示
を
受
け
た
事
例
を
記
載

七
〇
〇
頁

31
明
和
四
年
閏
九
月
「
擯
罰
」
と
「
擯
出
」
の
語
義
の
相
違
に
つ
い
て

七
〇
〇
頁

32
明
和
四
年
十
月

御
府
内
寺
院
が
移
転
す
る
際
の
引
領
拝
領
の
事
例
に
つ
い
て
、
青
松
寺
（
東
京
都
港
区
）
配
下
七
箇
寺
の
こ
と
を
挙
げ

る

七
〇
一
頁

33
明
和
四
年
十
一
月
関
三
刹
に
お
け
る
訴
訟
の
口
書
（
供
述
書
）
の
決
定
に
難
渋
し
た
た
め
、
訴
訟
が
寺
社
奉
行
ま
で
持
ち
上
が
っ
た
先

例
に
つ
い
て
、
宝
暦
八
年
、
鳳
林
寺
（
大
阪
府
大
阪
市
）
の
遺
書
、
宝
暦
九
年
、
関
川
寺
（
福
島
県
白
河
市
）
末
寺
十

一
箇
寺
が
離
末
し
た
訴
訟
の
例
を
挙
げ
る

七
〇
一
頁

34
明
和
四
年
十
一
月
鑑
寺
・
看
坊
・
留
守
居
等
の
居
候
僧
が
、
住
持
の
代
わ
り
に
、
奉
行
所
や
領
主
等
へ
の
年
頭
の
挨
拶
を
行
っ
た
り
、

本
寺
替
え
等
を
自
由
に
行
っ
た
り
し
て
も
よ
い
の
か

七
〇
一
頁

35
明
和
四
年
三
月

「
曹
洞
宗
出
家
成
立
最
初
ヨ
リ
永
平
寺
江
転
昇
迄
之
次
第
」
の
省
略
版

七
〇
二
頁

36
明
和
四
年
四
月

住
職
が
理
由
な
く
出
奔
し
、
還
俗
し
て
妻
帯
し
た
際
の
宗
門
に
お
け
る
処
罰
と
、
曹
洞
宗
に
お
け
る
縹
帽
子
に
つ
い

て

七
〇
二
頁

37
明
和
四
年
五
月

追
院
・
追
放
に
な
っ
た
が
僧
籍
の
剥
奪
ま
で
は
至
っ
て
い
な
い
者
が
、
遠
国
の
小
寺
院
の
住
持
に
な
れ
る
か
と
、
夏

足
袋
を
用
い
る
か
に
つ
い
て

七
〇
三
頁

38
明
和
四
年
六
月

抱
地
（
所
有
地
）
を
他
の
寺
院
へ
譲
っ
た
事
例
が
あ
る
か
ど
う
か

七
〇
三
頁

39
明
和
六
年
三
月

末
端
の
末
寺
が
触
頭
へ
請
願
を
行
っ
た
と
き
、
そ
の
直
接
の
本
寺
の
添
簡
で
意
見
を
受
理
す
る
か
、
更
に
そ
の
本
寺

の
本
寺
の
添
簡
を
求
め
る
か
と
、
末
端
の
末
寺
が
移
転
す
る
と
き
に
、
そ
の
直
接
の
本
寺
に
だ
け
そ
れ
を
届
け
出
る

か
、
更
に
そ
の
上
の
本
寺
ま
で
届
け
出
る
か

七
〇
三
頁
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五
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【
表
二
】「
曹
洞
宗
出
家
成
立
最
初
ヨ
リ
永
平
寺
江
転
昇
迄
之
次
第
」
関
連
文
献
内
容
対
照
表

覚

「
曹
洞
宗
出
家
成
立
最
初
ヨ
リ
永
平
寺
江
転
昇
迄

之
次
第
」
抜
粋

「
曹
洞
宗
僧
徒
出
世
階
級
書
上
」

一�

、
於
宗
門
、
始
而
出
家
得
度
之
節
者
、
受
業
師
ゟ

血
脈
・
法
号
・
道
号
を
授
り
、�

沙
弥
之
位
ニ
罷

成
候
。
随
而
夏
冬
両
会
之
江
湖
江
致
出
会
候
を
法

臘
之
始
与
致
し
、
上
座
与
相
唱
へ
申
候
、
是
ゟ
偏

参
・
学
問
・
坐
禅
等
、
無
怠
慢
修
行
仕
候
。
袈

裟
衣
者
黒
き
麻
布
、
細
美
之
類
ニ
御
座
候
。

一�

、
出
家
剃
髪
之
日
者
、
親
兄
弟
を
相
扣
、
剃
髪

之
席
ニ
差
置
候
、
出
家
ニ
成
候
者
ハ
、
新
戒
ハ

沙
弥
と
相
唱
申
候
、（
中
略
）
次
ニ
出
家
之
道
号

并
仏
祖
正
伝
之
血
脉
戒
法
三
衣
一
体
等
を
授
与

致
し
、
得
度
作
法
之
通
取
行
申
候
、
尤
得
度
之

師
匠
を
一
宗
ニ
お
い
て
受
業
師
と
相
唱
申
候
、

（
三
九
四
頁
）

一�

、
於
宗
門
出
家
得
度
之
師
匠
を
受
業
師
と
相
唱
申

候
、
則
血
脉
法
号
并
道
号
を
授
り
申
候
、
是
を

沙
弥
と
相
唱
申
候
、
随
而
夏
冬
之
内
江
湖
江
罷

出
候
を
出
家
法
臘
之
始
と
致
し
、
上
座
と
相
唱

申
候
、
是
ヨ
リ
徧
参
学
問
座
禅
等
修
行
仕
候
、

衣
ハ
黒
紺
色
或
者
蝋
引
布
麻
細
美
類
を
着
用
仕

候
、
袖
者
無
衫
ニ
御
坐
候
、
袈
裟
者
九
条
七
条
、

右
同
様
布
麻
黒
紺
色
ニ
而
着
用
仕
候
、
五
条
衣

平
日
者
掛
絡
ト
相
唱
申
候
、
是
者
徧
参
中
も
絹

紗
縮
緬
綸
子
級
子
之
類
黒
紺
色
ニ
而
着
用
仕�

候
、

一�

、
偏
参
・
修
行
を
退
休
致
し
、
塔
頭
無
法
地
之

小
院
・
坊
舎
ニ
致
住
職
候
を
、
平
僧
与
相
唱
へ

申
候
。

一�
、
徧
参
修
行
退
休
致
し
、
塔
司
無
法
之
小
院
坊

舎
ニ
住
職
い
た
し
、
出
世
望
之
無
之
を
平
僧
と

相
唱
申
候
、（
下
略
）（
三
九
四
頁
）

一�

、
徧
参
修
行
退
休
致
し
無
法
之
小
院
坊
舎
ニ
住
職

い
た
し
申
候
を
平
僧
と
相
唱
申
候
、
衣
者
黒
紺
色

紗
綟
子
ニ
而
、
袖
者
無
衫
ニ
而
御
座
候
、
袈
裟
者

七
条
五
条
、
絹
紗
綟
子
紺
黒
色
ニ
而
着
用
仕
候
、

一�

、
江
湖
江
始
（
マ
マ
）
而
出
会
致
候
ゟ
廿
年
之
修
行
致
、
成

就
江
湖
頭
仕
候
而
、
長
老
・
首
座
与
唱
へ
申
候
。

袈
裟
衣
者
、
黒
き
紗
戻
子
、
絹
紬
之
類
ニ
御
座

候
。

一�

、
四
河
入
海
無
本
名
四
姓
出
家
称
釈
氏
と
申
仏

語
ニ
因
て
、（
中
略
）
随
而
夏
冬
之
内
江
湖
江
罷

出
候
を
出
家
法
臘
之
始
と
い
た
し
、
上
座
と
相

唱
申
候
、
是
ヨ
リ
も
次
第
ニ
徧
参
学
問
座
禅
等

修
業
仕
候
、（
下
略
）（
三
九
四
頁
）

一�

、
江
湖
江
初
而
罷
出
候
年
ヨ
リ
法
臘
二
十
年
修

行
を
経
而
江
湖
頭
仕
候
、
是
を
長
老
と
相
唱
申

候
、
衣
者
黒
紺
色
ニ
而
、
紗
綟
子
絹
紬
縮
緬
之

類
ニ
而
、
袖
者
色
衫
相
附
申
候
、
袈
裟
ハ
九
条

七
条
五
条
、
共
ニ
絹
紗
縮
緬
綸
子
緞
子
之
類
黒

紺
色
ニ
而
着
用
仕
候
、
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一�
、
法
臘
廿
五
年
ニ
し
て
永
平
寺
・
揔
持
寺
江
登
山

致
し
、
住
職
之
規
式
相
勤
、
夫
ゟ
参　

内　

綸

旨
頂
戴
仕
候
而
、
和
尚
禅
室
与
唱
へ
申
候
。
袈
裟

衣
、
色
衣
着
用
仕
候
。

一�

、
法
臘
二
十
五
年
ニ
而
、
永
平
寺
或
ハ
惣
持
寺

江
、
嗣
法
師
或
者
本
寺
又
者
僧
録
之
推
挙
状
を

以
致
登
山
、
住
職
之
規
式
相
勤
、
夫
ヨ
リ
上
京

仕
、
勧
修
寺
殿
執
奏
ニ
而
、
御
綸
旨
頂
戴
仕

候
、
夫
ヨ
リ
和
尚
禅
室
と
相
唱
申
候
、（
下
略
）

（
三
九
五
頁
）

一�

、
法
臘
二
十
五
年
ニ
し
て
、
永
平
寺
或
ハ
摠
持

寺
江
致
登
山
、
住
職
之
規
式
相
勤
、
夫
ヨ
リ
勧

修
寺
殿
執
奏
ニ
而
御
綸
旨
頂
戴
仕
候
、
夫
ヨ
リ

和
尚
禅
室
と
相
唱
申
候
、
衣
ハ
紫
衣
を
除
き
、

色
衣
着
用
仕
候
、
袈
裟
ハ
廿
五
条
九
条
七
条
五

条
等
何
色
何
地
合
ニ
不
限
金
鑭
錦
等
迄
着
用
仕

候
、

一�

、
法
服
三
十
年
ニ
し
て
、
夏
冬
之
内
、
江
湖
興
行

仕
候
間
、
法
幢
師
与
罷
成
申
候
。
是
を
三
出
世

成
就
与
申
候
。
其
後
、
常
会
・
片
法
幢
・
随
意

会
等
ニ
寺
格
有
之
寺
院
江
移
転
、
住
職
仕
候
。

一�

、
法
臘
三
十
年
ニ
而
、
夏
冬
之
内
江
湖
興
行
仕

候
而
、
法
幢
師
と
罷
成
申
候
、
是
則
三
出
世
成

就
と
申
候
、（
中
略
）
其
後
常
法
幢
片
法
幢
随
意

会
地
等
之
寺
格
有
之
寺
院
江
移
転
段
々
仕
候
、

（
下
略
）（
三
九
五
頁
）

一�

、
法
臘
三
十
年
ニ
し
て
、
夏
冬
之
内
江
湖
興
行

仕
、
法
幢
師
と
罷
成
申
候
、
是
則
三
出
世
成
就

と
申
候
、
其
後
常
法
幢
片
法
幢
随
意
会
地
等
之

寺
格
有
之
寺
院
江
移
転
住
職
仕
候
、

一�

、
永
平
寺
者
直
参　

内
之
節　

勅
賜
禅
師
号
被
下

置
候
。
尤
永
平
・
揔
持
寺
之
外
、�

於
一
宗
紫
衣

着
用
不
仕
候
。

一�

、
永
平
寺
江
者
、
関
三
ケ
寺
之
内
ヨ
リ
住
職
蒙

仰
候
儀
ニ
御
座
候
、
尤
直
参
内
勅
賜
禅
師
号
被

下
置
候
、
且
永
平
寺
摠
持
寺
ハ
、
紫
衣
着
用
之

寺
格
ニ
御
座
候
、

右
、
書
面
之
通
御
座
候
。
以
上
。

明
和
四
亥
三
月　

御
答

（『
雲
松
院
史
』
七
〇
二
頁
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

遠
州

　

戌
正
月　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

可
睡
斎

寺
社
御
奉
行
所

（
三
九
九
～
四
〇
〇
頁
）



『
正
法
眼
蔵
』
開
版
停
止
・
三
法
幢
地
に
関
す
る
雑
考
（
秋
津
）

五
六



五
七

【
一
】

　

今
日
伝
わ
る
道
元
禅
師
（
一
二
〇
〇
―
一
二
五
三
）
の
仏
法
が
、
正
師

で
あ
る
如
浄
（
一
一
六
二
―
一
二
二
七
） 

と
の
出
会
い
が
な
け
れ
ば
成
立
し

な
か
っ
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
如
浄
参
学
下
の
記
録
で
あ
る

『
宝
慶
記
』
に
お
け
る
、
如
浄
と
道
元
禅
師
の
間
で
取
り
交
わ
さ
れ
た
さ

ま
ざ
ま
な
質
疑
応
答
が
、
道
元
禅
師
の
多
年
に
わ
た
る
疑
問
を
氷
解
さ

せ
、
結
果
と
し
て
今
日
伝
わ
る
よ
う
な
道
元
禅
師
の
思
想
形
成
に
大
き

く
寄
与
し
た
こ
と
は
疑
い
よ
う
も
な
い
だ
ろ
う
＊
１
。

　

両
者
に
つ
い
て
の
纏
ま
っ
た
研
究
成
果
と
し
て
、
鏡
島
元
隆
『
天
童

如
浄
禅
師
の
研
究
』（
春
秋
社
、
一
九
八
三
年
）
が
あ
る
。
現
在
知
ら
れ
る

と
こ
ろ
の
如
浄
像
は
同
氏
の
研
究
の
成
果
に
因
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
だ

ろ
う
。

　

そ
の
中
で
同
氏
は
、『
如
浄
語
録
』
か
ら
導
き
出
せ
る
如
浄
像
と
道

元
禅
師
の
著
述
群
か
ら
導
き
出
せ
る
如
浄
像
に
は
乖
離
が
あ
る
と
し
て
、

「『
如
浄
録
』
を
と
お
し
て
み
れ
ば
、
上
の
如
浄
像
と
は
い
さ
さ
か
趣
を
異
に
し
た
如

浄
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
の
で
あ
り
、
む
し
ろ
宋
朝
禅
者
と
し
て
の
如
浄
像
が
前

面
に
押
し
出
さ
れ
て
く
る
の
で
あ
る
」（『
前
掲
書
』、
一
一
五
頁
）
と
指
摘
す
る
。

中
で
も
本
稿
と
関
係
す
る
点
と
し
て
、
如
浄
と
儒
教
の
関
係
に
つ
い
て

「
三
教
一
致
説
の
例
外
者
で
あ
っ
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。（
中
略
）
如
浄
も
儒
仏
調

和
を
唱
え
て
、
迎
合
、
妥
協
に
終
始
し
た
時
代
の
風
潮
を
越
え
得
な
か
っ
た
」（『
前

掲
書
』
一
一
九
頁
）
と
結
論
づ
け
て
い
る
。

　

そ
れ
を
受
け
、
筆
者
も
拙
稿
「
如
浄
像
再
考
― 

『
如
浄
語
録
』
を
中

心
に
」（『
曹
洞
宗
宗
学
研
究
所
紀
要
』
四
五
所
収
、
二
〇
一
五
年
）
の
中
で
、

「
如
浄
は
宋
朝
禅
を
風
靡
し
た
儒
仏
一
致
説
の
例
外
者
で
は
な
か
っ
た
」
と
結
論
づ

け
、
ま
た
拙
稿
「
儒
教
と
如
浄
禅
師
再
考
―
『
如
浄
語
録
』
を
中
心
に

―
」（『
曹
洞
宗
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
学
術
大
会
紀
要
』
一
九
、
二
〇
一
八
年
）
に

お
い
て
再
度
検
討
を
重
ね
、

儒
仏
一
致
は
、
中
国
社
会
に
仏
教
が
受
け
入
れ
ら
れ
る
為
に
必
要
な
過
程
で
は

な
か
ろ
う
か
。
そ
れ
は
宋
代
に
お
い
て
突
然
強
調
さ
れ
た
の
で
は
な
く
、
常
態

化
し
た
儒
教
側
か
ら
の
批
判
に
対
し
、
常
態
化
し
た
反
論
が
積
み
重
な
っ
た
結

果
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。
少
な
く
と
も
五
戒
五
常
の
一
致
や
出
家
の
不
孝
や
国

宗
学
研
究
紀
要　

第
三
十
六
号　

二
〇
二
三
年
三
月

如
浄
禅
師
と
儀
礼

永
　
井
　
賢
　
隆



如
浄
禅
師
と
儀
礼
（
永
井
）

五
八

と
の
関
係
に
関
し
て
の
批
判
は
古
来
よ
り
連
綿
と
続
い
て
き
た
問
題
で
あ
る
。

ま
さ
に
道
元
禅
師
と
は
異
な
る
環
境
に
い
る
如
浄
か
ら
儒
教
批
判
が
表
詮
さ
れ

な
い
の
は
寧
ろ
当
然
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
鏡
島
氏
の
い
う
「
妥
協
・
迎

合
」
と
も
い
え
る
が
、
む
し
ろ
「
自
然
」
な
こ
と
で
あ
ろ
う
。

と
、
結
論
づ
け
た
。
本
稿
に
お
い
て
は
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
た
上
で
、
如

浄
と
儀
礼
、
こ
こ
で
は
特
に
葬
送
や
追
善
に
ま
つ
わ
る
仏
事
を
中
心
に

論
を
呈
じ
た
い
。

【
二
】

　

ま
ず
『
如
浄
語
録
』
に
掲
載
さ
れ
る
仏
事
儀
礼
に
つ
い
て
見
て
い
き

た
い
。
葬
送
や
追
善
に
ま
つ
わ
る
仏
事
と
し
て
明
確
な
も
の
と
し
て
は
、

管
見
し
た
限
り
「
浄
慈
寺
語
録
」
に
徽
宗
皇
帝
忌
が
二
件
、「
水
陸
会
」

が
一
件
、「
小
仏
事
」
に
「
下
火
」
が
九
件
、「
入
祖
堂
」
が
一
件
と

な
っ
て
い
る
。

　

ま
ず
は
徽
宗
皇
帝
忌
は
以
下
の
よ
う
に
あ
る
。

徽
宗
皇
帝
忌
上
堂
。
風
颯
颯
雨
霖
霖
。
聖
人
不
曾
滅
度
。
演
出
清
浄
妙
音
。

若
将
耳
聴
終
難
会
。
一
句
機
先
透
古
今
。〈
徽
宗
皇
帝
忌
上
堂
。
風
颯
颯
た
り

雨
霖
霖
た
り
。
聖
人
曾
て
滅
度
せ
ず
。
清
浄
妙
音
を
演
出
す
。
若
し
耳
を
将
て

聴
か
ば
終
に
会
し
難
し
。
一
句
機
先
に
古
今
に
透
る
〉（「
浄
慈
寺
語
録
」『
大

正
』
四
八
、
一
二
四
頁
中
）

徽
宗
皇
帝
忌
上
堂
。
古
仏
不
曾
過
去
。
現
在
法
如
是
。
還
相
委
悉
麼
。
一
声

婆
餅
焦
、
啼
在
竹
林
裡
。〈
徽
宗
皇
帝
忌
上
堂
。
古
仏
曾
て
過
去
せ
ず
。
現
在

の
法
是
の
如
し
。
還
た
相
い
委
悉
す
や
。
一
声
の
婆
餅
焦
、
啼
い
て
竹
林
の
裡

に
在
り
。〉（「
再
住
浄
慈
寺
語
録
」『
大
正
』
四
八
、
一
二
六
頁
下
）

　

北
宋
最
後
の
皇
帝
で
あ
る
徽
宗
（
一
〇
八
二
～
一
一
三
五
、
在
位
一
一
〇

〇
～
一
一
二
六
）
は
、
道
教
を
信
仰
し
、
仏
教
に
対
し
て
抑
圧
政
策
を
敷

い
た
こ
と
で
も
知
ら
れ
る
が
、
浄
慈
寺
の
「
報
恩
光
孝
禅
寺
」
の
勅
額

が
徽
宗
の
子
で
あ
る
高
宗
に
よ
っ
て
紹
興
九
年
（
一
一
一
三
九
）
に
下
賜

さ
れ
た
こ
と
か
ら
浄
慈
寺
は
徽
宗
の
香
花
院
で
あ
る
と
さ
れ
た
（
鏡
島
前

掲
書
、
二
一
四
頁
）
こ
と
に
因
ん
だ
報
恩
上
堂
で
あ
ろ
う
。
ち
な
み
に
徽

宗
の
命
日
は
四
月
二
一
日
で
あ
る
と
さ
れ
る
（『
宋
史
』
巻
二
二
）
が
、

「
浄
慈
寺
語
録
」
で
は
中
秋
上
堂
（
八
月
一
五
日
）
よ
り
後
に
掲
載
さ
れ

て
い
る
。「
再
住
浄
慈
寺
語
録
」
で
は
仏
降
誕
会
（
四
月
八
日
）
と
六
月

の
上
堂
の
間
に
配
置
さ
れ
て
い
る
。
同
じ
く
浄
慈
寺
に
住
し
た
虚
堂
智

愚
（
一
一
八
五
―
一
二
六
九
）
も
同
様
に
徽
宗
皇
帝
忌
を
修
し
て
お
り

（『
虚
堂
和
尚
語
録
』『
大
正
』
四
七
、
九
八
六
頁
上
、
九
八
七
頁
下
）、
浄
慈
寺
特

有
の
法
要
と
い
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。

　

次
に
「
水
陸
会
」
に
つ
い
て
み
た
い
。

中
宮
賜
銭
、
建
祝
聖
水
陸
会
、
陞
座
仏
祖
同
根
。
寂
然
不
動
。
乾
坤
合
德
。

感
而
遂
通
。
十
方
三
世
之
寰
区
、
億
万
斯
年
之
景
運
。
巍
巍
乎
自
化
、
蕩
蕩

乎
無
為
。
当
今
雨
順
風
祥
。
時
清
道
泰
。
所
以
三
軍
歌
笑
、
万
姓
歓
呼
。
乃

至
草
木
昆
虫
。
塵
沙
瓦
礫
。
尽
開
正
慧
。
皆
悉
朝
宗
。
且
道
。
林
下
臣
僧
。

如
何
舉
唱
。
還
相
委
悉
麼
。
長
将
日
月
為
天
眼
。
指
点
須
弥
作
寿
山
。〈
中
宮



如
浄
禅
師
と
儀
礼
（
永
井
）

五
九

よ
り
銭
を
賜
う
て
、
祝
聖
水
陸
会
を
建
つ
る
陞
座
、
仏
祖
同
根
な
り
。
寂
然
と

し
て
動
ぜ
ず
。
乾
坤
、
徳
を
合
す
。
感
じ
て
遂
に
通
ず
。
十
方
三
世
の
寰
区
、

億
万
斯
年
の
景
運
、
巍
巍
と
し
て
自
ら
化
し
、
蕩
蕩
と
し
て
無
為
な
り
。
当

今
、
雨
順
い
、
風
祥
い
な
り
。
時
清
み
、
道
泰
ら
か
な
り
。
所
以
に
三
軍
は
歌

い
笑
い
、
万
姓
は
歓
呼
す
。
乃
至
、
草
木
昆
虫
、
塵
沙
瓦
礫
、
尽
く
正
慧
を

開
き
、
皆
、
悉
く
朝
宗
す
。
且
く
道
え
、
林
下
の
臣
僧
、
如
何
が
挙
唱
せ
ん
。

還
た
相
い
委
悉
す
や
。
長
に
日
月
を
将
て
天
眼
と
為
し
、
須
弥
を
指
点
し
て
寿

山
と
作
す
。〉（『
大
正
』
四
八
、
一
二
四
頁
下
）

　

こ
れ
に
つ
い
て
は
前
掲
の
拙
稿
（
二
〇
一
五
）
に
お
い
て
取
り
扱
っ
た

為
、
詳
述
は
避
け
る
が
、
周
知
の
如
く
水
陸
会
と
は
、
基
本
的
に
は
亡

者
に
食
を
施
し
、
そ
の
功
徳
に
よ
り
利
益
を
享
受
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
た
儀
式
で
あ
り
、
今
日
に
お
け
る
施
食
会
（
施
餓
鬼
会
）
に
相
当
す
る

と
い
え
よ
う
。
こ
の
儀
礼
は
当
時
の
中
国
社
会
に
お
い
て
皇
帝
ま
で
も

が
関
わ
る
国
家
行
事
と
し
て
流
行
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
な

が
ら
『
如
浄
語
録
』
に
収
録
さ
れ
る
の
は
こ
の
一
件
の
み
で
あ
り
、
頻

繁
に
修
さ
れ
て
い
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
「
中
宮
賜
銭
」
と

あ
る
よ
う
に
中
宮
（
楊
皇
（
一
一
六
二
～
一
二
三
二
）、
寧
宗
の
第
二
皇
后
）
と

い
う
特
別
な
施
主
が
い
た
事
に
よ
っ
て
語
録
に
収
録
さ
れ
た
と
当
面
は

考
え
た
い
。

【
三
】

　

次
い
で
「
下
火
」
に
つ
い
て
み
て
い
き
た
い
。

　

既
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
下
火
、
す
な
わ
ち
荼
毘
（
秉
炬
・
火
葬
） 

と
い
う
葬
送
儀
礼
は
世
界
的
に
見
て
も
特
異
で
あ
っ
た
。
中
国
に
お
け

る
伝
統
的
葬
送
儀
礼
は
『
礼
記
』
や
『
儀
礼
』
な
ど
を
基
準
と
し
、
土

葬
が
基
本
と
な
る
。『
禅
苑
清
規
』（
一
一
〇
三
年
刊
） 

成
立
以
前
に
は
既

に
仏
教
と
し
て
の
葬
送
儀
礼
は
成
立
し
て
い
た
と
目
さ
れ
る
＊
２
が
、
そ

れ
以
前
に
関
し
て
は
不
明
で
あ
る
。
た
だ
、
釈
尊
の
荼
毘
に
摩
詞
迦
葉

が
松
明
を
と
っ
て
火
を
点
じ
た
と
い
う
故
事
を
踏
ま
え
る
な
ら
ば
、
明

文
化
さ
れ
ず
と
も
出
家
修
行
者
の
葬
送
儀
礼
に
火
葬
が
組
み
込
ま
れ
る

こ
と
は
当
然
の
こ
と
と
も
い
え
よ
う
。
ま
た
、
黄
檗
希
運
（
？
～
八
五
〇
）

が
母
の
死
に
際
し
て
法
語
を
と
な
え
た
後
、
松
明
を
投
じ
た
故
事
は
葬

送
儀
礼
に
に
お
け
る
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
と
し
て
重
要
視
さ
れ
、
こ
の
引

導
の
法
は
現
代
日
本
の
仏
教
各
派
に
共
通
し
て
成
立
す
る
に
至
る
＊
３
。

　

如
浄
も
そ
の
語
録
中
に
九
件
の
「
下
火
」
が
収
録
さ
れ
る
。
ち
な
み

に
『
宏
智
語
録
』
で
は
一
〇
件
の
「
下
火
」
が
収
録
さ
れ
、『
虛
堂
語

録
』
で
は
四
件
の
「
秉
炬
」
が
収
録
さ
れ
る
が
、
全
て
亡
僧
の
た
め
で

あ
る
。
た
だ
、『
勅
修
百
丈
清
規
』
で
は
、「
秉
炬
必
請
住
持
舉
仏
事
。
其
余

鎖
龕
起
龕
起
骨
入
塔
仏
事
。
維
那
稟
首
座
。
商
量
依
資
次
」（『
大
正
』
四
八
、
一
一

四
八
頁
上
） 

と
あ
り
、「
下
火
」
は
必
ず
住
持
を
請
し
て
行
う
こ
と
が
示

さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
を
踏
ま
え
る
と
如
浄
の
住
持
期
間
（
凡
そ
一
七
年
）

に
は
、
こ
こ
に
収
録
さ
れ
な
か
っ
た
下
火
の
事
例
も
あ
っ
た
こ
と
が
推

察
で
き
よ
う
し
、
他
の
禅
僧
に
関
し
て
も
同
様
の
事
が
指
摘
で
き
る
か

も
し
れ
な
い
。
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話
を
戻
す
と
、『
如
浄
語
録
』
の
「
下
火
」
も
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
出
家

修
行
者
に
対
し
て
行
わ
れ
て
い
る
が
、
一
件
、
医
師
に
対
し
て
行
わ
れ

て
い
る
。

医
者
下
火
。
人
間
死
病
君
能
活
。
君
死
憑
誰
救
得
甦
。
我
有
単
方
一
把
火
。

為
君
焼
却
薬
葫
蘆
。
某
人
諾
活
也
甦
也
。
且
道
以
何
為
験
。
以
火
打
円
相
云
。

咦
。
本
来
面
目
無
生
死
。
春
在
梅
花
入
画
図
。〈
医
者
下
火
。
人
間
の
死
病
は

君
能
く
活
す
。
君
が
死
、
誰
に
憑
い
て
救
い
甦
ら
し
め
る
こ
と
を
得
ん
。
我
に

単
方
一
把
の
火
有
り
。
君
が
為
に
薬
葫
蘆
を
焼
却
す
。
某
人
、
諾
し
活
也
、
甦

也
。
且
く
道
え
、
何
を
以
て
か
験
を
為
す
。
火
を
以
て
円
相
を
打
し
て
云
く
。

咦
。
本
来
の
面
目
生
死
無
し
。
春
は
梅
花
に
在
り
て
画
図
に
入
る
。〉（『
大
正
』

四
八
、
一
三
一
頁
下
）

　

こ
の
下
火
が
ど
の
時
点
で
執
り
行
わ
れ
た
か
は
不
明
で
あ
る
が
、「
春

在
梅
花
」
と
あ
る
よ
う
に
初
春
頃
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
ほ
ぼ
時
系
列
に
並

ん
で
い
る
と
仮
定
す
れ
ば
次
の
「
祖
典
座
下
火
」
は
浄
慈
寺
で
の
こ
と

で
あ
り
、
清
涼
寺
、
瑞
巌
寺
、
浄
慈
寺
の
い
ず
れ
か
に
住
し
て
い
た
頃

の
も
の
で
あ
ろ
う
。
ち
な
み
に
「
本
来
面
目
無
生
死
。
春
在
梅
花
入
画
図
」
の

句
は
『
正
法
眼
蔵
』「
梅
華
」
巻
に
も
引
用
さ
れ
る
。

　

と
も
あ
れ
注
目
す
べ
き
は
「
医
者
」
と
い
う
在
家
者
に
対
し
て
「
下

火
」
を
行
っ
て
い
る
点
で
あ
る
。
禅
宗
教
団
に
お
け
る
出
家
者
の
葬
送

儀
礼
が
明
文
化
さ
れ
た
の
が
『
禅
苑
清
規
』
に
端
を
発
し
た
と
し
て
も
、

在
俗
の
信
者
に
対
し
て
、
実
際
に
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
た
の
か
は
必
ず

し
も
明
確
で
は
な
い
＊
４
。
ま
た
、
先
に
指
摘
し
た
よ
う
に
、
五
山
の
住

持
を
歴
任
し
た
高
僧
の
語
録
に
掲
載
さ
れ
る
の
は
異
例
の
こ
と
と
言
え

よ
う
。
仏
教
の
在
家
信
者
に
お
け
る
葬
送
に
つ
い
て
、
永
井
政
之
氏
は

次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

庶
民
の
葬
送
に
関
わ
っ
て
い
た
「
仏
教
僧
」
の
お
お
く
は
、
我
々
が
資
料
に

よ
っ
て
考
証
し
う
る
よ
う
な
、
歴
史
の
上
で
著
名
な
る
「
高
僧
」
で
は
な
く
、

む
し
ろ
市
井
に
あ
っ
て
、
歴
史
の
上
で
は
全
く
無
名
な
、
あ
る
い
は
も
は
や

「
仏
教
僧
」
と
も
「
禅
僧
」
と
も
言
え
な
い
よ
う
な
レ
ベ
ル
の
人
た
ち
と
言
っ

て
も
差
し
支
え
な
い
よ
う
に
さ
え
思
わ
れ
る
。（
永
井
政
之
『
中
国
禅
宗
教
団

と
民
衆
』
四
三
五
頁
、
内
山
書
店
、
二
〇
〇
〇
年
）

　

氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
文
献
に
記
さ
れ
ず
、
歴
史
の
中
に
埋
も
れ

る
が
、
実
際
に
市
井
で
民
衆
と
接
し
た
僧
侶
の
果
た
し
た
役
割
は
、
わ

れ
わ
れ
が
考
え
る
以
上
に
大
き
か
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
れ
は

教
理
・
思
想
、
戒
律
な
ど
に
基
づ
い
た
純
粋
な
修
行
と
は
完
全
な
一
致

を
認
め
ら
れ
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
目
の
前
の
人
に

ど
の
よ
う
に
向
き
合
う
か
、
特
に
「
死
」
と
そ
れ
に
纏
わ
る
悲
哀
と
、

ど
の
よ
う
に
向
き
合
う
か
は
宗
教
者
に
限
ら
ず
根
本
的
な
命
題
で
あ
ろ

う
。

　

五
山
を
は
じ
め
と
し
た
名
刹
に
住
し
た
如
浄
で
あ
る
が
、
そ
の
内
心

と
し
て
も
っ
と
自
由
な
生
き
方
を
望
ん
で
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
前
掲

拙
稿
（
二
〇
一
五
）
に
て
「
讃
仏
祖
」
を
中
心
に
論
じ
、「
体
制
の
中
に

あ
っ
て
も
、
権
力
に
が
ん
じ
が
ら
め
に
さ
れ
ず
、
常
軌
を
逸
し
た
行
動
を
平
然
と
取

り
う
る
人
々
を
「
仏
祖
」
と
し
て
讃
歎
す
る
こ
と
は
、
当
然
な
が
ら
、
心
中
で
は
そ



如
浄
禅
師
と
儀
礼
（
永
井
）

六
一

の
よ
う
な
生
き
方
を
肯
定
し
た
か
ら
に
外
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
」
と
結
論
づ
け
た
。

　
「
小
仏
事
」
を
編
輯
し
た
の
は
、
侍
者
の
清
茂
（
伝
不
詳
）
な
る
人
物

だ
と
『
如
浄
語
録
』
は
記
し
て
い
る
。
侍
者
と
し
て
如
浄
の
側
に
い
た

清
茂
は
、
お
そ
ら
く
如
浄
の
日
常
の
言
動
か
ら
、
如
浄
の
本
音
を
垣
間

見
た
の
で
は
な
い
か
。「
下
火
」
な
ど
の
仏
事
は
掲
載
さ
れ
た
以
上
に
存

在
し
た
は
ず
で
あ
る
が
、
限
ら
れ
た
紙
数
に
ど
れ
を
採
録
す
る
か
は
門

弟
達
の
裁
量
に
外
な
ら
な
い
。
亡
き
如
浄
の
隠
れ
た
思
い
を
何
と
か
伝

え
よ
う
と
し
た
弟
子
達
の
思
い
が
こ
こ
に
現
れ
て
い
る
と
見
な
し
て
よ

い
よ
う
に
思
う
。

　

禅
宗
に
お
け
る
葬
送
儀
礼
の
成
立
に
関
し
て
は
、
浄
土
教
の
影
響
が

指
摘
さ
れ
て
お
り
、
如
浄
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
別
稿
を
期
し
た
い
。

　
　【
註
記
】

＊
１ 

鏡
島
氏
は
如
浄
と
の
出
会
い
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。「
道
元

（
一
二
〇
〇
―
五
三
）
の
宗
教
は
、
如
浄
と
出
遭
わ
な
か
っ
た
な
ら
ば
、

成
立
し
な
か
っ
た
に
違
い
な
い
し
、
成
立
し
た
に
し
て
も
、
ま
っ
た
く

違
っ
た
も
の
と
な
っ
た
で
あ
ろ
う
が
、
逆
に
如
浄
そ
の
人
も
道
元
と
の
邂

逅
が
な
か
っ
た
な
ら
ば
、
歴
史
に
埋
没
さ
れ
、
そ
の
名
を
史
上
に
留
め
る

こ
と
は
な
か
っ
た
か
も
知
れ
な
い
。」「
如
浄
と
道
元
」（『
道
元
禅
の
思
想

的
研
究
』
所
収
、
春
秋
社
、
一
九
七
三
年
）

＊
２ 

中
国
禅
宗
の
葬
送
儀
礼
に
関
し
て
は
、
永
井
政
之
『
中
国
禅
宗
教
団
と
民

衆
』
四
二
六
頁
に
詳
し
い
。

＊
３ 

石
川
力
山
「
中
世
曹
洞
宗
切
紙
の
分
類
試
論
（
一
〇
）―
追
善
・
葬
送
供

養
関
係
を
中
心
と
し
て
―
（
下
）」（『
駒
沢
大
学
仏
教
学
部
論
集
』
一
八
、

一
九
八
七
年
）
参
照

＊
４ 

永
井
政
之
『
前
掲
書
』
四
二
〇
頁
参
照
。『
禅
苑
清
規
』
と
ほ
ぼ
同
時
代

に
成
立
し
た
『
無
常
経
』「
臨
終
方
訣
」
は
、
出
家
在
家
が
臨
終
の
際
に

ど
の
よ
う
に
な
す
べ
き
か
が
説
か
れ
て
お
り
、
そ
こ
で
は
臨
終
に
際
し
た

人
に
対
し
、
三
帰
戒
を
授
け
、
懺
悔
さ
せ
菩
薩
戒
を
授
け
る
こ
と
が
説
か

れ
て
い
る
。
仏
教
に
お
け
る
葬
送
儀
礼
の
成
立
を
考
え
る
上
で
重
要
な
文

献
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
如
浄
が
用
い
た
か
は
不
明
で
あ
る
。
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六
三

宗
学
研
究
紀
要　

第
三
十
六
号　

二
〇
二
三
年
三
月

解
　
題

　

本
稿
は
、
衛え

藤と
う

即そ
く

応お
う

が
一
九
三
四
（
昭
和
九
）
年
二
月
一
一
日
、
駒
澤
大
学
第
一
三
番
教
場
に
お
い
て
講
演
し
た
原
題
「
日
本
精
神
運
動
に
直
面
し

て
」
を
「
神
社
崇
拝
と
仏
教
」
と
改
題
発
表
し
た
講
演
録
本
文
と
そ
の
注
記
で
あ
る
。

　

こ
の
講
演
は
、
当
初
、
卒
業
生
送
別
講
演
と
し
て
「
仏
教
と
外げ

教
」
と
い
う
演
題
で
予
告
さ
れ
て
い
た
。
主
催
者
の
駒
澤
大
学
佛
教
学
会
か
ら
の

慫し
ょ
う
よ
う
慂
と
衛
藤
じ
し
ん
の
問
題
意
識
に
よ
っ
て
、「
日
本
精
神
運
動
」
と
い
う
国
粋
主
義
・
日
本
主
義
の
社
会
思
潮
に
た
い
し
て
、
仏
教
と
し
て
の
立

脚
点
を
明
瞭
に
す
る
た
め
に
急
遽
変
更
さ
れ
た
。

　

こ
の
講
演
に
つ
い
て
は
、『
衛
藤
即
応
博
士
遺
稿
集　

道
元
禅
師
と
現
代
』
巻
末
の
「
著
作
目
録
」
に
は
載
せ
ら
れ
て
い
る
が
、
衛
藤
畢ひ
っ

生せ
い
の
す
ぐ

れ
た
宗
教
論
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
本
文
は
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
。

　

こ
の
講
演
録
は
、
宗
門
知
識
人
に
よ
る
国
粋
主
義
批
評
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
衛
藤
の
学
問
教
養
の
核
心
で
あ
る
ユ
マ
ニ
ス
ム
（
人
文
主
義
）
の
宣

言
文
と
し
て
、
戦
前
、
戦
中
そ
し
て
敗
戦
後
も
一
貫
す
る
衛
藤
の
思
想
信
条
の
傑
作
と
も
評
価
で
き
る
。
本
文
文
脈
に
即
し
て
、
そ
の
典
拠
や
時
代

考
証
を
注
記
と
し
て
附
し
た
。

本
文
と
注
記
　
衛
藤
即
応
講
述
『
神
社
崇
拝
と
仏
教
』

―
宗
教
論
と
ユ
マ
ニ
ス
ム
を
中
心
に

―

工
　
藤
　
英
　
勝
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六
四

【
表
紙　

扉
】

　

駒
澤
大
學
佛
敎
學
會
々
報　

第
四
輯
附
録

　

�

　

　
　

神
社
崇
拜
と
佛
敎　
　

衛
藤
即
應

　

�

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

非
賣
品

【
奥
付
】

　

駒
澤
大
學
佛
敎
學
會
學マ

會マ

〈
會
報
〉
附
録

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
第
四
輯
ノ
二
）

　
　
　

昭
和
九
年
三
月　

二
十
日　

印
刷
納
本

　
　
　

昭
和
九
年
三
月
二
十
五
日　

發　
　

行

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
非
賣
品
】

　
　

東
京
市
世
田
谷
區
駒
澤
町
深
澤
町
・
駒
澤
大
學
内

　
　

編
輯
兼
發
行
者　

駒
澤
大
學
佛
敎
學
會

　
　

發
行
所　

駒
澤
大
學
出
版
部
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六
五

凡
　
例

　

本
資
料
集
は
、
駒
澤
大
學
佛
敎
學
會
會
報
第
四
輯
附
録
所
載
の
「
神
社
崇
拜
と
佛
敎
」
初
版
を
底
本
と
す
る

　

本
文
の
掲
載
に
つ
い
て
は
、
原
文
忠
実
を
旨
と
し
、
旧
字
体
や
旧
仮
名
遣
い
も
可
能
な
限
り
採
録
し
て
い
る

　

採
録
し
た
原
文
に
は
、
項
目
・
見
出
し
等
は
な
い
が
、
読
解
の
便
宜
に
資
す
る
た
め
に
、
校
訂
者
の
判
断
に
依　

　

っ
て
、
仮
に
項
目
・
見
出
し
を
付
加
し
て
い
る
。
そ
の
際
［　

］
を
付
し
、
原
文
と
区
別
す
る

　

明
ら
か
な
誤
植
に
つ
い
て
は
〈　

〉
に
て
、
用
字
用
句
の
補
足
に
つ
い
て
は
、（　
）
に
て
補
正
を
施
す

　

古
語
や
難
字
・
専
門
語
等
に
つ
い
て
は
、
適
宜
読
み
仮
名
を
文
字
右
に
付
す
。
原
文
に
は
な
い

　

な
お
、
巻
末
に
は
衛
藤
の
当
該
講
演
に
関
す
る
事
業
報
告
を
参
考
資
料
と
し
て
附
録
掲
載
す
る
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［
演
題
変
更
　「
自
力
と
他
力
」
か
ら
「
神
社
崇
拝
と
仏
教
」
へ
］

　

今
日
佛
敎
學
會
主
催
の
卒
業
生
送
別
豫よ

餞せ
ん

會（
２
）に
於
て
、
何
か
特
別
の
講
演
を
す
る
や
う
に
と
、
既
に
昨
年
か
ら
豫
約
さ
れ
て
そ
の
演
題
も
「
自じ

力り
き

と
他た

力り
き

」
と
し
て
之
を
豫
告
し
て
置
い
た
位
で
あ
つ
〈
っ
〉
て
、
草
案
も
既
に
出
來
て
ゐ
た
の
で
あ
る
。

　

然
し
乍な
が

ら
、
近
日
、
我
國
の
思
想
界
は
非
常
に
緊
張
し
今
や
澎ほ
う

湃は
い

と（
３
）し

て
日
本
精
神（
４
）運

動
は
全
國
に
波
打
つ
〈
っ
〉
て
ゐ
る
が
如
き
情
勢
で
あ
る
に

對た
い
し
、
近
く
現
實
社
會
に
出
で
て
活
動
せ
ん
と
す
る
卒
業
生
諸
君
は
、
果
し
て
如
何
に
し
て
此
の
激
流
を
乗
り
切
る
で
あ
ら
う
か
、
又
此
の
問
題
に

對
し
て
如
何
に
自
己
の
所
信
を
定
め
て
之
を
導
い
て
ゆ
く
の
で
あ
ら
う
か
、
と
考
へ
及
ぶ
時
、
私
は
諸
君
に
對
し
て
の
此
の
最
終
の
講
演
に
、
斯か
か

る

緊
急
の
問
題
を
默
過
し
て
敎
理
上
の
項
目
に
就
い
て
話
す
に
忍
び
な
い
。
其そ

處こ

で
此こ

處こ

に
既
定
の
演
題
を
改
め
て
「
神
社
崇
拜
と
佛
敎（
５
）」

と
題
し
て
、

卒
業
生
諸
君
を
當と
う
機き

と（
６
）し
一
般
聽
講
の
學
生
諸
君
を
結け
ち

縁え
ん

衆し
ゅ

と（
７
）し
御
列
席
の
諸
先
生
を
誠
じ
ょ
う
し
ょ
う證
と（
８
）爲
し
て
、
私
は
日
本
精
神
運
動
の
事
實
上
の
中
心

問
題
と
な
る
神
社
と
佛
敎
と
の
關
係
に
就
い
て
卑
見
を
述
べ
た
い
と
思
ふ
。
由
來
、
私
は
、
一
個
の
學が
っ
き
ゅ
う究と
し
て
時
世
に
疎う
と
く
時
代
の
思
想
界
の
動

き
に
も
無
關
心
で
あ
る
か
の
如
く
考
へ
ら
れ
て
居
（
る
）
の
で
あ
る
が
、
俗
謡
に
も
「
鳴
か
ぬ
螢
が
身
を
焦こ

が
す（

９
）」
と
あ
る
や
う
に
、
之
れ
で
も
時
世
を

憂
慮
す
る
点
に
於
て
は
決
し
て
人
後
に
落
ち
ぬ
つ
も
り
で
あ
り
ま
す
。
然
し
、
私
は
常
に
現
今
の
佛
敎
者
が
時
流
を
追
ふ
て
遅
く
れ
ざ
ら
ん
事
を
恐

る
る
も
の
の
如
き
態
度
を
甚
だ
遺い

憾か
ん
と
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
マ
ル
キ
シ
ズ
ム
が
流
行
す
る
と
マ
ル
ク
ス
主
義
と
佛
敎）

（1
（

と
を
結
び
つ
け
よ
う
と
す

る
し
、
反
宗
敎
運
動）

（（
（

が
起
れ
ば
又
之
れ
に
迎
合
し
て
自
ら
佛
敎
の
内
幕
を
暴
露
し
て
得
意
と
な
り
、
或
ひ
は
又
、
マ
ル
ク
ス
主
義
流
行
以
來
、
經
濟

觀
念
を
基
調
と
し
て
社
會
現
象
を
論
ぜ
ん
と
す
る
傾
向
が
著
し
く
現
は
れ
て
來
る
と
「
佛
敎
と
經
濟）

（1
（

」
と
言
ふ
題
目
の
許も
と

に
、
佛
敎
か
ら
經
濟
原
理

を
説
明
し
よ
う
と
努
力
す
る
と
云
ふ
が
如
き
者
も
現
れ
て
來
る
、
勿
論
佛
敎
そ
の
も
の
は
人
間
生
活
の
眞
相
を
明
ら
か
に
し
、
そ
の
生
活
を
指
導
す

神
社
崇
拜
と
佛
敎

衛　

藤　

即　

應
（
１
）
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六
七

る
原
理
を
規
範
と
し
て
説
い
て
ゐ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
佛
敎
精
神
か
ら
見
た
經
濟
な
ら
ば
そ
處
に
意
義
も
あ
ら
う
け
れ
ど
も
、
佛
典
の
中
に
西
洋
の

經
濟
學
説
の
如
き
も
の
が
説
か
れ
て
ゐ
る
か
の
如
く
考
へ
て
、
廣
い
佛
典
の
中
を
渉
し
ょ
う
り
ょ
う

猟
し
て
わ
づ
か
の
經
濟
現
象
を
取
扱
つ
〈
っ
〉
た
材
料
を
探
が

し
出
し
て
、
佛
敎
が
恰あ
た
かも

經
濟
原
理
を
説
い
て
ゐ
る
か
の
如
き
も
の
は
如
何
が
で
あ
ら
う
か
。
例
へ
ば
、「
醫い

學
と
經
濟
」
と
題
し
て
醫
學
か
ら
經
濟

原
理
を
見
出
さ
ん
と
す
る
の
と
同
じ
で
は
な
か
ら
う
か
、
勿
論
佛
敎
も
醫
學
も
經
濟
生
活
の
中
に
あ
る
の
で
あ
る
か
ら
し
て
、
經
濟
を
離
れ
でマ
マ

〈
て
〉

は
無
い
の
で
あ
る
が
、
そ
の
本
旨
は
云
ふ
ま
で
も
な
く
經
濟
を
敎
ふ
る
も
の
で
は
な
い
の
で
あ
る
。�

甚
だ
し
き
は
「
道
元
禪
師
と
經
濟）

（1
（

」
な
ど
と
云

ふ
題
目
を
見
る
に
至
つ
〈
っ
〉
て
は
、
私
は
そ
の
意
を
了
解
す
る
に
苦
し
む
も
の
で
あ
る
。�

斯
か
く
の
ご
と
く

如
佛
敎
徒
が
常
に
時
流
を
追
ふ
て
轉て
ん

々て
ん

す
る
の
は
抑
そ
も
そ

も
如
何
な
る
理
由
で
あ
ら
う
か
。

　

宗
敎
と
し
て
の
佛
敎
の
使
命
は
、
人
生
の
光
り
と
な
つ
〈
っ
〉
て
、
個
人
の
生
活
の
支
柱
と
な
り
廣
く
社
會
を
嚮
き
ょ
う
ど
う導
す）

（1
（

べ
き
は
づ
の
も
の
で
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
の
に
、
恰
も
社
會
か
ら
見
捨
て
ら
れ
ん
事
を
恐
る
る
も
の
の
や
う
に
か
へ
つ
〈
っ
〉
て
時
世
に
追つ
い
じ
ゅ
う從し

て
ゆ
く
や
う
で
は
、
提
ち
ょ
う

灯ち
ん

持
ち

が
後
か
ら
ぶ
ら
〳
〵
行
く
や
う
な
も
の
で
、
佛
敎
本
來
の
使
命
は
失
は
れ
そ
の
存
在
を
疑
は
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
や
う
に
な
る
の
で
あ
る
。

［
本
来
の
仏
教
学
研
究
は
現
代
の
信
仰
の
理
論
的
根
拠
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
］

　

想
ふ
に
、
之
は
從
來
の
佛
敎
の
研
究
は
余
り
に
時
代
の
信
仰
に
無む
と

頓ん
ち

着ゃ
く

に
歴
史
や
敎
理
を
研
究
し
て
、
現
代
に
生
命
あ
る
宗
敎
と
し
て
之
を
研
究

し
な
か
つ
〈
っ
〉
た
結
果
で
あ
る
。
本
來
佛
敎
學）

（1
（

な
る
も
の
は
、
信
仰
の
理
論
的
根こ
ん

據き
ょ
を
明
ら
か
に
せ
ん
と
し
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
敎
理
研
究

は
直
接
時
代
に
動
い
でマ
マ

〈
て
〉
ゐ
る
實
際
の
信
仰
と
關
係
を
持
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
は
づ
で
あ
る
。
又
佛
敎
を
歴
史
と
し
て
過
去
の
事
蹟
を
研
究
す

る
の
は
佛
敎
の
歩
い
た
足
跡
を
知
る
と
云
ふ
事
だ
け
に
留
つ
〈
っ
〉
て
は
な
ら
ぬ
。
過
去
の
研
究
は
、
現
在
あ
る
状
態
は
如
何
に
し
て
斯か

く
な
つ
〈
っ
〉

た
か
を
知
る
と
同
時
に
、
將
來
あ
る
べ
き
状
態
を
規
定
す
る
が
如
き
も
の
で
な
け
れ
はマ
マ

〈
ば
〉
な
ら
な
い
。
人
が
常
に
後
ろ
を
ふ
り
か
へ
つ
〈
っ
〉
て

見
る
の
は
、
行
く
先
を
確
か
に
見
定
め
ん
爲
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
此
の
意
味
か
ら
し
て
佛
敎
の
歴
史
的
研
究
は
そ
の
過
去
に
殘
し
た
功
績
を
誇

る
爲
で
あ
つ
〈
っ
〉
て
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
と
思
ふ
。

　

さ
れ
ば
、
若も

し
佛
敎
の
研
究
が
單
な
る
哲
學
と
し
て
の
研
究
で
な
く
、
又
歴
史
と
し
て
の
研
究
で
な
く
、
今
日
尚
生
き
て
ゐ
る
宗
敎
と
し
て
研
究

せ
ら
れ
る
な
ら
ば
、
そ
の
研
究
に
依
つ
〈
っ
〉
て
少
く
と
も
現
代
の
佛
敎
信
仰
は
斯
く
あ
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
と
云
ふ
事
が
確
立
し
て
、
實
際
生
活
を
指
導

し
て
眞
の
宗
敎
と
し
て
の
役
目
を
果
す
こ
と
が
出
來
る
で
あ
ら
う
と
思
ふ
。
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六
八

［
日
本
精
神
運
動
の
勃
興
と
排
外
的
・
排
仏
的
傾
向
　
反
宗
教
運
動
と
の
同
異
］

　

今
年
の
思
想
界
は
恐
ら
く
は
日
本
精
神
運
動
が
そ
の
中
心
と
な
る
の
で
あ
ら
う
か
と
思
は
れ
、
佛
敎
徒
又
之
れ
に
追つ
い
し
ょ
う從し

て
、
各
宗
派
は
そ
れ

〴
〵
日
本
精
神
と
そ
の
宗
派
と
の
關
係）

（1
（

を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
努
力
し
て
ゐ
る
や
う
で
あ
る
。
蓋け
だ

し
之
は
日
本
精
神
運
動
の
中
堅
と
な
る
識
者
に
於

て
は
、
日
本
人
に
對
し
て
日
本
人
と
し
て
の
精
神
を
自
覺
せ
し
め
よ
う
と
云
ふ
事
に
あ
る
の
で
あ
る
か
ら
し
て
、
此
の
運
動
が
健
全
に
且
つ
方
法
を

誤
ら
な
い
で
正
し
く
行
は
れ
る
な
ら
ば
、
實
に
結
構
な
運
動
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
之
が
波
動
の
浪
に
乗
つ
〈
っ
〉
て
地
方
に
打
ち
上
げ
る
時
は
、
意
外

の
變へ
ん
形け
い
を
な
し
て
地
方
の
人
心
に
波
及
し
つ
ゝ
あ
る
や
う
で
あ
る
。
そ
れ
は
卽
ち
此
の
運
動
と
排
外
思
想
と
の
混
同
、
否
、
日
本
精
神
運
動
即
ち
排

外
思
想
な
り
と
誤
解
せ
ら
れ
、
延ひ

い
て
反
宗
敎
的
の
傾
向
を
帶
び
て
、
當
面
に
は
形
の
變
つ
〈
っ
〉
た
排
佛
的
の
傾
向
が
甚
だ
し
く
現
は
れ
て
來
て
ゐ

る
や
う
で
あ
る
が
、
之
れ
實
に
憂
慮
す
べ
き
事
で
あ
つ
〈
っ
〉
て
、
各
宗
が
急
に
緊
張
し
て
此
の
問
題
に
對
す
る
や
う
に
な
つ
〈
っ
〉
た
の
は
蓋け
だ

し
當

然
で
あ
る
と
思
は
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
然
し
、
今
私
が
此
の
時
事
問
題
を
取
り
上
げ
て
論
じ
よ
う
と
す
る
の
は
、
決
し
て
佛
敎
と
日
本
精
神
の
歴

史
的
關
係
を
究
め
て
佛
敎
の
過
去
の
功
績
を
讃
へ
、
兩
者
の
融
和
を
計
ら
う
と
す
る
も
の
で
は
な
く
、
此
の
實
際
運
動
に
處
し
て
我
々
の
確
固
た
る

立
場
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。�

此
の
運
動
の
根
本
に
横
た
は
る
實
際
上
の
問
題
は
神
社
崇
拜
と
佛
敎
で
あ
つ
〈
っ
〉
て
、
之
は
長

い
間
事
實
上
の
問
題
と
し
て
論
議
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
が
、
今
尚
未
解
決
の
ま
ゝ
殘
さ
れ
て
ゐ
る
か
ら
し
て
、
吾
人
の
立
場
か
ら
之
が
根
本
的
な
解

決
を
試
み
て
、
今
日
の
日
本
精
神
運
動
を
正
し
く
指
導
し
た
い
と
思
ふ
の
で
あ
り
ま
す
。
そ
れ
に
つ
い
て
想
ひ
起
こ
す
こ
と
は
、
曾か
つ

て
反
宗
敎
運
動

が
吾
が
思
想
界
に
起
つ
〈
っ
〉
た
時
、
時
事
新
聞
社
の
記
者
が
訪
ね
て
來
て
、�

現
下
擡た
い

頭と
う

し
つ
ゝ
あ
る
反
宗
運
動
に
對
し
て
私
の
意
見
を
述
べ
よ
、
と

言
ふ
注
文
で
あ
つ
〈
っ
〉
た
が
、
私
は
別
に
此
問
題
を
重
視
し
て
ゐ
な
か
つ
〈
っ
〉
た
の
で
纏ま
と
まつ

〈
っ
〉
た
意
見
も
持
ち
合
は
さ
な
い
が
、
質
問
を
出

し
て
呉
れ
る
な
ら
ば
お
答
を
し
よ
う
と
い
ふ
と
、
先
づ
第
一
に
は
宗
敎
は
搾さ
く
取し
ゅ
す
る
と
い
ふ
が
如
何
、
と
鋭
く
攻
撃
の
一い
っ
矢し

を
向
け
て
來
た
、
そ
こ

で
私
は
佛
敎
で
は
喜
捨
と
言
（
ふ
）
こ
と
は
あ
る
が
搾
取
と
い
ふ
こ
と
は
全
然
之
を
知
ら
な
い
、
ア
バ
タ
も
笑え
く
ぼ靨

と
い
ふ
が
嫌
い
な
も
の
な
ら
ば
笑
靨

も
ア
バ
タ
に
見
え
る
の
で
は
な
か
ら
う
か
、
と
い
ふ
や
う
に
気
輕
に
答
へ
た
、
そ
れ
か
ら
次
か
ら
次
と
質
問
に
答
へ
た
の
で
あ
り
ま
し
た
が
、
要
す

る
に
反
宗
運
動
誠
に
結
構
で
あ
る
、
佛
敎
が
若
し
其
の
運
動
で
亡
び
て
し
ま
つ
〈
っ
〉
て
再
起
出
來
な
い
や
う
な
も
の
な
ら
ば
、
無
論
社
會
に
無
要
な

も
の
で
あ
る
か
ら
宜
し
く
之
を
破
壞
す
べ
き
で
あ
る
し
、
若
し
人
類
は
宗
敎
無
く
し
て
は
生
き
ら
れ
な
い
も
の
で
あ
り
、
佛
敎
が
宗
敎
と
し
て
永
遠

の
生
命
を
有
す
る
も
の
な
ら
ば
必
ず
や
今
よ
り
も
立
派
な
形
に
復
興
し
甦そ

生せ
い

す
る
で
あ
ら
う
。
見
よ
、
今
日
の
大
東
京
を
、
震
火
災
以
前
の
東
京
は
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六
九

世
界
五
大
強
國
の
一
で
あ
る
吾
が
大
日
本
帝
國
の
首
都
と
し
て
決
し
て
誇
る
べ
き
も
の
で
は
な
か
つ
〈
っ
〉
た
。
道
路
は
文
字
通
り
に
紅
こ
う
じ
ん
ば
ん
じ
ょ
う

塵
萬
丈
、
凸で
こ

凹ぼ
こ

の
甚
し
い
も
の
で
あ
つ
〈
っ
〉
た
、
家
屋
は
、
わ
れ
〳
〵
は
大た
い

厦か

高こ
う

楼ろ
う

櫛し
っ

比ぴ

し）
（1
（

て
、
と
形
容
す
る
が
、
當
時
独ど

乙い
つ

〈
逸
〉
に
在
つ
〈
っ
〉
て
私
は
新

聞
を
見
る
と
日
本
の
ヒ
ユ
ッ
テ
ー
が
何
軒
焼
け
た
と
出
て
ゐ
る
、
ヒ
ュ
ッ
テ
と
は
日
本
語
に
譯
し
て
小
舎
と
い
ふ
、
わ
が
帝
都
の
大
高
厦
楼
を
彼
等

は
指
し
て
小
舎
と
稱
し
て
ゐ
る
の
で
、
私
の
日
本
精
神
は
少
か
ら
ず
憤
慨
に
堪
へ
な
く
大
い
に
抗
議
を
申
し
込
ん
で
や
ら
う
と
、
さ
て
反
省
し
て
見

る
と
、
吾
等
の
家
と
い
ふ
文
字
は
ウ
冠
か
ん
む
りに

豕ぶ
た

と
書
い
て
あ
る
の
で
泣
寝
入
り
の
外
は
な
か
つ
〈
っ
〉
た
。
斯
の
如
き
舊
き
ゅ
う

東
京
市
が
大
震
災
と
い
ふ
自

然
の
脅き
ょ
うに

脅お
び
や威

か
さ
れ
灰か
い

燼じ
ん

に
歸
し
た
、
然
る
に
數
年
な
ら
ず
し
て
帝
都
は
復
興
し
て
全
く
其
の
面
目
を
一
新
し
、
道
路
は
坦
々
た
る
砥と
い
しの

如
く
、

家
屋
も
亦
最も

早は
や

豕
に
縁
の
あ
る
家
で
は
な
く
、
數
層
の
所
謂
ビ
ル
デ
ン
グ
と
稱
す
る
者マ
マ

〈
物
〉
が
少
く
も
市
の
中
央
部
に
は
列
を
な
し
て
聳そ
ば
だ（

て
）
て

ゐ
る
。
今
日
で
は
世
界
一
流
の
大
都
市
に
比
し
て
決
し
て
遜
色
の
な
い
立
派
な
帝
都
と
な
つ
〈
っ
〉
た
。
い
か
に
舊
東
京
が
見
す
ぼ
ら
し
い
者マ
マ

〈
物
〉

で
あ
つ
〈
っ
〉
て
も
自
ら
之
を
破
壞
し
て
ま
で
も
之
を
一
新
し
や
う
と
し
な
い
の
は
人
情
で
あ
る
が
、
一
旦
自
然
の
不
可
抗
力
に
倒
さ
る
ゝ
と
、
必
要

さ
へ
あ
れ
ば
今
日
の
如
き
立
派
な
東
京
に
甦
生
し
た
で
は
な
い
か
。
佛
敎
も
永
い
間
の
傳で
ん

統と
う

や
因
習
に
引
き
づ
ら
れ
て
生
氣
を
失
ふ
て
ゐ
る
が
、
さ

り
と
て
佛
敎
徒
自
ら
之
を
破
壞
し
て
甦
生
を
計
る
こ
と
は
人
間
の
弱
さ
で
所
詮
望
み
難
い
、
そ
こ
に
反
宗
〈
敎
〉
運
動
と
い
ふ
外
部
か
ら
の
力
で
之
を

破
壞
し
て
呉
れ
る
な
ら
ば
。
佛
敎
は
恐
ら
く
面
目
を
一
新
し
て
甦
生
す
る
で
あ
ら
う
、
此
の
意
味
で
反
宗
敎
運
動
は
内
心
之
を
歓
迎
し
て
ゐ
る
―

と
、
い
ふ
が
如
き
答
を
し
た
。
當
時
其
の
談
話
が
反
宗
〈
教
〉
の

）
（1
（

驍
ぎ
ょ
う
し
ょ
う將

秋あ
き

田た

雨う
じ

雀ゃ
く

の）
（1
（

反
宗
〈
敎
〉
の
論
文
と
並
べ
て
時
事
新
聞）

11
（

に
掲
載
さ
れ
、
何
だ

か
私
が
其
の
一
方
を
擔か
つ
ぐ
や
う
に
思
は
れ
て
甚
だ
迷
惑
に
感
じ
た
こ
と
が
あ
る
。

　

曾か
つ
て
は
反
宗
敎
運
動
を
斯
く
の
如
く
輕
視
し
、
寧む
し
ろ
冷
笑
を
以
て
之
れ
を
迎
へ
た
私
も
、
今
や
日
本
精
神
と
言
ふ
權
威
あ
る
名
の
許
に
、
實
際
に

於
て
は
形
の
變
つ
〈
っ
〉
た
反
宗
敎
運
動
に
向
は
ん
と
す
る
傾
向
が
あ
る
爲
に
、
地
方
の
人
々
は
非
常
な
衝
動
を
受
け
つ
ゝ
あ
る
と
云
ふ
事
を
屢し
ば

々し
ば

耳

に
し
、
之
を
默
視
す
る
に
忍
び
ず
先
に
自
ら
進
ん
で
之
れ
に
對
す
る
意
見
の
一
端
を
敎
學
新
聞）

1（
（

に
も
述
べ
た
や
う
な
次
第
で
あ
る
。

［
日
本
精
神
運
動
台
頭
の
国
際
事
情
　
国
際
融
和
か
ら
自
国
自
民
族
の
利
己
主
義
へ
］

　

抑そ
も
そも

、
日
本
精
神
運
動
な
る
も
の
が
、
最
近
俄に
わ

か
に
擡た
い

頭と
う

し
て
來
た
動
機
を
考
へ
て
見
ま
す
と
、
歐
州
の
大
戰）

11
（

を
境
界
と
し
て
世
界
の
情
勢
に
非

常
な
變
化
が
行
は
れ
て
ゐ
る
事
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
戰
前
に
於
て
は
世
界
の
大
勢
は
國
際
間
の
融
和
と
云
ふ
事
が
常
に
爲
政
者
の
指
導

精
神
と
な
つ
〈
っ
〉
て
ゐ
た
の
で
あ
つ
〈
っ
〉
て
、
經
濟
學
説
一
つ
で
も
從
來
國
民
經
濟
學
と
し
て
設
か
れ
て
ゐ
た
も
の
が
、
次
第
に
世
界
經
濟
學
即
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七
〇

ち
國
際
經
濟
學
と
し
て
説
か
れ
ん
と
す
る
傾
向
を
帶
び
て
ゐ
た
の
で
あ
る
。
然
る
に
歐
洲
大
戰
後
に
於
て
は
各
國
は
戰
爭
に
依
つ
〈
っ
〉
て
破
壞
さ
れ

た
國
内
の
秩
序
を
恢か
い
復ふ
く
し
、
國
力
を
充
實
す
る
に
急
で
あ
つ
〈
っ
〉
て
他
を
顯マ
マ

〈
顧か

え
り〉
み
る
の
余
地
が
無
く
な
つ
〈
っ
〉
た
。�

そ
の
結
果
と
し
て
、
各

國
は
世
界
の
爲
に
考
へ
る
前
に
先
づ
自
國
を
中
心
に
考
へ
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
つ
〈
っ
〉
て
、
國
家
中
心
、
民
族
本
位
に
全
て
の
問
題
を
解
決
せ
ん

と
す
る
傾
向
が
強
く
な
り
、
そ
れ
が
や
が
て
政
治
的
に
は
獨
裁
政
治）

11
（

を
呼
び
起
し
て
、
ム
ツ
ソ
リ
ニ
ー
の
フ
ァ
ー
シ
ズ
ム
と
な
り
、
ヒ
ッ
ト
ラ
ー
の

ナ
チ
ス
と
な
り
、
又
經
濟
的
に
は
ブ
ロ
ッ
ク
經
濟）

11
（

の
唱
道
と
な
つ
〈
っ
〉
て
來
た
の
で
あ
る
。�

而
し
て
戰
前
の
經
濟
的
門
戸
開
放
主
義
は
次
第
に
鎖

國
的
傾
向
を
帶
び
て
來
た
の
で
あ
る
。
然
る
に
幸
ひ
に
し
て
日
本
は
戰
禍
の
中
心
か
ら
遠と
お
去ざ

か
つ
〈
っ
〉
て
居
た
爲
に
、
斯
る
思
想
界
の
變
動
に
對
し

て
も
そ
れ
程
直
接
の
影
響
を
蒙こ
う
むら
な
か
つ
〈
っ
〉
た
の
で
あ
る
が
、
近
く
滿
洲
事
變
以
來
國
際
的
獨？

〈
孤
〉
立
状
態）

11
（

を
余
儀
な
く
せ
ら
れ
、
そ
の
結
果

俄に
わ

か
に
經
濟
及
び
政
治
を
始
め
と
し
て
全
て
を
國
家
本
位
に
考
へ
、
全
國
民
に
強
い
國
民
的
自
覺
を
喚
起
せ
ね
ば
な
ら
な
い
機
運
に
到
達
し
て
此
處

に
日
本
精
神
運
動
が
擡
頭
し
た
も
の
と
思
は
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
尚
昨
年
來
左さ

傾け
い

思
想）

11
（

の
人
々
が
次
か
ら
次
へ
と
轉て
ん

向こ
う

を）
11
（

表
明
し
出
し
た
の
も
、

日
本
精
神
へ
の
反
省
が
そ
の
主
な
る
原
因
を
爲
し
て
ゐ
る
の
で
、
計
ら
ず
も
此
の
運
動
の
表
面
化
す
る
先
驅
を
爲
し
て
ゐ
る
と
思
は
ざ
る
を
得
な
い
。

翻
つ
〈
っ
〉
て
想
ふ
に
我
國
は
明
治
以
來
國
民
が
余
り
に
西
洋
の
物
質
文
明
に
心
醉
し
て
、
唯
物
萬
能
の
思
想
に
惑わ
く

溺で
き

し
た
結
果
と
し
て
、�

一
時
は
左

傾
思
想
が
全
國
の
青
年
に
感
染
し
て
左
傾
運
動
ま
で
起
る
に
至
つ
〈
っ
〉
た
の
で
あ
る
が
、
滿
洲
事
變
以
來
各
國
の
國
家
的
利
己
主
義
の
爲
に
吾
が
國

が
國
際
的
孤
立
に
堕
入
る
に
至
り
、
今
更
の
如
く
從
來
の
主
張
を
檢
討
し
な
ほ
し
、
自
己
を
反
省
し
故
國
を
想
ひ
始
め
て
日
本
人
は
日
本
精
神
に
生

く
可
き
を
自
覺
す
る
に
至
つ
〈
っ
〉
た
事
は
實
に
慶
す
可
き
事
で
あ
る
。
然
し
時
代
の
動
き
は
左
を
矯た

め
て
右
へ
轉
じ
、
又
そ
の
極
端
に
走
る
と
な
る

と
、
そ
の
利
害
功
罪
果
し
て
い
づ
れ
ぞ
や
と
疑
は
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。

［
復
古
主
義
的
日
本
精
神
運
動
へ
の
疑
義
　
と
く
に
排
仏
的
傾
向
］

�

蓋け
だ

し）
11
（

、
先
に
述
べ
た
や
う
に
、
今
日
の
日
本
精
神
運
動
の
實
際
の
動
（
き
）
が
、
古
事
記）

11
（

や
日
本
書
記マ
マ

〈
紀
〉
）
11
（

に
基
づ
い
た
古
神
道
を
中
心
と
す
る
思

想
的
復
古
運
動
で
あ
つ
〈
っ
〉
て
、
地
方
に
依
つ
〈
っ
〉
て
は
神
社
中
心
の
狭
い
意
味
の
政
敎
一
致
の
傾
向
が
著
し
く
現
は
れ
て
、
そ
の
結
果
は
自
ら

排
外
的
な
氣
分
と
な
り
實
際
生
活
の
上
で
は
正
面
に
排
佛
的
傾
向
に
な
つ
〈
っ
〉
て
現
は
れ
つ
ゝ
あ
る
や
う
で
あ
る
が
、
今
日
の
日
本
精
神
の
鼓こ

吹す
い
が

果
し
て
こ
れ
で
良
い
の
で
あ
ら
う
か
、
私
は
思
ふ
、
日
本
精
神
の
反
省
と
は
現
代
の
反
省
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
日
本
精
神
と
は
二
千
五
百
九
十
四

年）
1（
（

の
歴
史
の
中
に
發
育
生
長
し
て
來
た
建
國
の
精
神
で
あ
つ
〈
っ
〉
て
、
日
本
民
族
の
肉
と
な
り
血
と
な
つ
〈
っ
〉
て
燦さ
ん

然ぜ
ん

た
る
光
輝
を
發
揮
し
、
遠
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七
一

く
は
日
清
、
日
露
、
世
界
大
戰
、
近
く
は
滿
洲
事
變
等
に
活
躍
し
世
界
に
雄
飛
せ
る
わ
が
民
族
の
力
こ
そ
日
本
精
神
そ
の
も
の
の
發
露
に
他
な
ら
ぬ

の
で
あ
る
。
現
代
の
日
本
人
は
皆
此
の
精
神
に
生
き
て
居
る
の
で
あ
る
。
復
古
の
叫
び
は
、
歴
史
の
中
に
之
が
歪わ
い
き
ょ
く曲せ

ら
れ
た
時
か
又
は
見
失
は
れ

た
時
に
こ
そ
必
要
な
の
で
あ
る
が
、
私
は
决
し
て
今
日
の
日
本
精
神
が
歪ゆ
が

め
ら
れ
て
ゐ
る
と
は
思
は
な
い
。
さ
れ
ば
今
吾
等
の
反
省
す
べ
き
日
本
精

神
と
は
今
の
日
本
精
神
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
。
例
へ
て
云
ふ
な
ら
ば
日
本
固
有
の
精
神
は
植
物
の
種
子
の
如
き
も
の
で
、
外
來
の
文
化
は

光
熱
と
な
り
肥
料
と
な
つ
〈
っ
〉
て
、
歴
史
の
中
に
之
を
培
養
し
て
花
を
開
き
實
を
結
ぶ
に
至
ら
し
め
た
も
の
で
、
儒
者
も
、
佛
敎
も
乃
至
は
近
代
の

西
洋
文
化
も
皆
悉
く
日
本
精
神
を
培
養
し
哺ほ

育い
く

し
て
來
た
も
の
で
あ
る
。�

斯
く
し
て
吾
等
は
今
日
の
燦
然
た
る
日
本
文
化
を
誇
り
得
る
の
で
あ
る
。

［
排
外
的
な
日
本
精
神
運
動
は
背
理
・
自
己
矛
盾
］

　

今
此こ

處こ

に
純
日
本
精
神
の
凝
結
た
る
赤せ
き

子し

が
産
れ
た
と
す
る
と
、
此
の
子
供
は
成
長
し
て
、
小
學
に
入
り
中
學
を
経
て
大
學
の
敎
育
を
受
け
立
派

な
敎
養
あ
る
日
本
人
と
成
つ
〈
っ
〉
た
と
す
る
と
、
こ
れ
は
多
分
の
外
來
思
想
を
消
化
し
て
ゐ
る
か
ら
と
い
ふ
の
で
、
復
古
の
名
の
下
に
、
赤
子
の
状

態
に
歸
ら
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
す
れ
ば
、
魔
法
の
杖
を
有
せ
な
い
以
上
は
出
來
な
い
こ
と
で
は
な
い
か
。

　

日
本
精
神
は
儒
敎
、
佛
敎
、
凡す
べ
て
の
も
の
を
消
化
し
て
發
育
す
る
生
命
力
で
あ
つ
〈
っ
〉
て
決
し
て
理
論
に
抽
象
化
せ
ら
れ
た
も
の
で
は
な
い
の
で

あ
る
。
勿
論
日
本
精
神
の
生
き
て
來
た
歴
史
上
の
足
跡
を
反
省
し
て
、
之
を
學
的
に
研
究
し
闡せ
ん

明め
い

す
る
と
言
ふ
こ
と
は
極
め
て
必
要
な
こ
と
で
あ
つ

〈
っ
〉
て
、
謂
は
ゞ
小
學
か
ら
中
學
大
學
の
各
時
代
の
寫し
ゃ

眞し
ん

を
見
て
昔
を
偲
び
今
を
反
省
す
る
が
如
く
、
日
本
精
神
の
過
去
の
姿
を
は
つ
〈
っ
〉
き
り

見
定
め
て
、
今
日
の
成
長
を
喜
び
、
且
つ
將
來
の
發
展
を
期
待
す
る
が
如
き
も
の
で
あ
る
。
然
し
な
が
ら
、
之
を
學
術
の
俎そ
じ
上ょ
う
に
戰マ
マ

〈
載の

〉
せ
て
論
理

の
メ
ス
を
振
ふ
て
解
剖
し
た
日
本
精
神
は
死
物
で
あ
つ
〈
っ
〉
て
、
其
は
抽
象
化
さ
れ
理
論
附
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
ぬ
。
さ

れ
ば
之
を
以
て
直
に
生
き
た
現
代
の
日
本
精
神
を
指
導
せ
ん
と
す
る
と
、
復
古
懐か
い
き
ゅ
う

舊
の
退た
い

嬰え
い

主
義
に
陥
ら
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。
排
外
的
な
日

本
精
神
運
動
の
誤
（
り
）
は
蓋け
だ

し
此
に
兆き
ざ

す
も
の
と
思
ふ
。
試
み
に
近
日
、
日
本
精
神
を
主
張
せ
ん
と
す
る
も
の
の
理
論
を
見
よ
、
其
の
頭
脳
は
己マ
マ

〈
已す

で

〉
に
發
育
し
た
日
本
人
で
あ
り
、
儒
敎
、
佛
敎
、
殊
に
西
洋
思
想
を
充
分
に
理
解
し
た
敎
養
あ
る
人
で
あ
つ
〈
っ
〉
て
、
其
の
日
本
精
神
の
理
解

な
り
理
論
な
り
は
、
佛
敎
や
西
洋
哲
學
の
考
へ
方
で
あ
り
な
が
ら
、
諸
君
は
大
學
で
儒
敎
や
佛
敎
や
、
西
洋
思
想
を
學
ぶ
と
い
ふ
は
甚
だ
不
都
合
で

あ
る
、
宣
し
く
古
代
の
純
日
本
思
想
に
歸
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
と
い
ふ
や
う
に
聞
ゆ
る
。
こ
れ
實
に
甚
は
な
は
だし

き
自
己
矛
盾
で
は
な
い
か
、
然
ら
ば
現
代
の
敎

養
せ
ら
れ
發
育
し
た
日
本
精
神
と
は
何
ん
で
あ
る
か
。
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七
二

　

い
ふ
ま
で
も
な
く
、
わ
が
日
本
民
族
は
皇
室
を
中
心
と
せ
る
上
下
一
体
國
民
的
自
覺
の
上
に
立
つ
〈
っ
〉
て
、
億お
く
ち
ょ
う兆心

を
一い
つ

に
し）

11
（

知
識
を
萬
國
に
求

め
て
、
文
化
を
向
上
し
、
國
力
を
增
進
せ
し
め
た
と
こ
ろ
の
民
族
の
統
一
的
力
で
あ
る
。�

命
令
一い
っ

下か

、
國
民
一
体
と
な
つ
〈
っ
〉
て
矛ほ
こ
を
取
つ
〈
っ
〉

て
邪
を
拂は
ら

ひ
、
不
義
を
懲こ

ら
し
て
國
威
を
世
界
に
發
揚
し
た
力
な
の
で
あ
る
。
維
新
以
來
半
世
紀
に
足
ら
な
い
短
い
日
月
の
間
に
、
西
洋
で
三
四
世

紀
の
長
い
間
に
發
展
し
た
文
化
を
移
入
し
消
化
し
同
化
し
て
、
今
や
世
界
文
化
の
最
先
端
に
立
つ
我
國
の
發
展
は
、
曾か

つ
て
は
西
洋
人
は
驚
異
の
眼

を
見
は
つ
〈
っ
〉
て
驚
い
た
、
が
驚
異
は
讃
美
と
な
り
、
讃
美
は
嫉し
っ

妬と

と
變
り
、
今
や
日
本
は
外
交
上
孤
立
の
覺
悟
を
有
す
る
ま
で
に
至
つ
〈
っ
〉
た

で
は
な
い
か
。
此
の
奇
蹟
的
な
る
發
展
こ
そ
實
に
日
本
精
神
の
發
露
で
あ
る
。

［
神
道
家
の
日
本
精
神
論
は
抽
象
的
・
西
洋
哲
学
の
逆
輸
入
］

　

然
る
に
神
道
者
の
或
る
者
は
古
書
に
之
【
＝
日
本
精
神
】
を
求
め
、
二
三
の
言
語
を
近
代
的
に
解
釋
し
て
日
本
精
神
は
眞し
ん

で
あ
り
、
美び

で
あ
り
、
善ぜ
ん

で
あ
り
眞
善
美
一
体
で
あ
る
、
こ
れ
ぞ
維マ
マ

〈
惟か

ん
〉
神
な
が
ら

の）
11
（

道
で
あ
る
と
言
ふ
て
ゐ
る
が
、
然
し
、
斯
く
の
如
く
表
現
さ
れ
た
日
本
精
神
は
概
念
化
せ
ら
れ

た
る
机
上
の
日
本
精
神
に
過
ぎ
な
い
も
の
で
あ
る
、
加
し
か
の
み
な
ら
ず

之

斯
の
如
き
は
決
し
て
日
本
特
有
の
も
の
で
は
な
く
、
人
類
一
般
の
文
化
の
理
想
で
あ
り
、

特
に
こ
れ
は
近
代
独ど

乙い
つ

〈
逸
〉
の
文
化
哲
學）

11
（

の
中
心
的
の
考
へ
方
で
あ
る
。
今
日
吾
々
の
主
張
す
る
日
本
精
神
は
も
つ
〈
っ
〉
と
具
体
的
な
生
き
た
も

の
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
。

［
具
体
的
な
日
本
精
神
は
仏
教
を
含
む
外
来
思
想
文
化
に
よ
り
発
達
］

　

二
千
六
百
年）

11
（

の
歴
史
の
中
に
生
き
て
發
育
し
て
來
た
日
本
精
神
は
、
外
來
の
あ
ら
ゆ
る
文
化
を
消
化
し
同
化
し
て
き
た
民
族
の
生
命
力
で
あ
る
。

只
單
に
攝せ
っ
取し
ゅ
し
同
化
す
る
ば
か
り
で
は
な
く
、
反
對
の
も
の
も
亦
、
以
て
自
己
を
顯け
ん
揚よ
う
す
る
も
の
と
な
る
が
如
き
、
實
に
力
強
い
確か
っ
乎こ

不
抜
の
國
民

精
神
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
。
さ
れ
ば
日
本
文
化
の
歴
史
を
見
よ
、
政
治
に
、
敎
育
に
、
文
學
に
、
美
術
等
に
皆
此
の
精
神
が
現
は
れ
て
ゐ

る
で
は
な
い
か
。

　

先
日
の
讀
賣
新
聞
に
「
珍
し
き
大
佛
殿
の
瓦）

11
（

」
と
題
し
て
關
野
博
士
の
談
が
出
て
ゐ
ま
し
た
が
、
こ
れ
に
依
る
と
奈
良
平
安
の
昔
に
唐
の
輸
入
模

倣
の
瓦
だ
け
で
な
く
、
己マ
マ

〈
已す

で

〉
に
日
本
國マ
マ

〈
固
〉
有
の
瓦
が
出
來
て
ゐ
た
と
い
ふ
こ
と
で
あ
る
、
さ
れ
ば
一
枚
の
瓦
に
ま
で
日
木マ
マ

〈
本
〉
精
神
の
同

化
力
が
現
は
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
最
近
各
方
面
の
識
者
が
一
堂
に
會
し
て
日
本
精
神
の
座
談
會）

11
（

が
催
さ
れ
、
其
内
容
を
新
聞）

11
（

で
見
る
と
、
日
本
精
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神
と
は
何
ぞ
や
、
と
い
ふ
に
實
に
十
人
十と

色い
ろ

で
神
儒
佛
基）

11
（

そ
の
他
の
人
々
の
見
方
が
そ
れ
〳
〵
異
つ
〈
っ
〉
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
佛
典
に
名
高
い
模マ
マ

〈
摸も

〉
象ぞ
う

の
喩
た
と
え

に）
11
（

、
多
く
の
盲
者
が
集
つ
〈
っ
〉
て
象
の
種
々
異
つ
〈
っ
〉
た
部
分
を
摸
し
て
其
の
形
を
判
斷
し
た
と
い
ふ
話
が
あ
る
が
、
今
日
の
日
本

精
神
を
摸
索
す
る
者
は
恰あ
た
かも

摸
象
の
喩
を
實
地
に
行
く
も
の
の
如
く
、
其
の
い
ふ
所
い
づ
れ
も
誤
り
で
は
な
い
が
、
全
体
を
見
る
こ
と
の
出
來
な
い

一
面
觀
に
過
ぎ
な
い
の
で
、
全
体
を
見
る
者
か
ら
見
れ
ば
其
部
分
を
捉と
ら
へ
て
全
体
と
な
す
、
そ
こ
に
非
常
な
誤
り
が
あ
る
の
で
あ
る
。

　

季
節
も
丁ち
ょ

度う
ど

今
頃
で
あ
ら
う
か
、
或
風
流
人
が
探た
ん

梅ば
い

に
出
か
け
た
。
野
に
山
に
終
日
歩
き
ま
は
つ
〈
っ
〉
た
が
時
節
が
少
し
早
い
の
で
梅
を
探
し
出

す
こ
と
が
出
來
な
い
で
、「
盡じ

ん

日じ
つ

春
を
尋た

ず
ね
て
春
に
逢あ

は
ず
）
1（
（

」
疲
れ
切
つ
〈
っ
〉
て
吾
が
宿
に
歸
り
、
櫞え
ん

先
き
に
一
服
し
て
さ
て
、
何
氣
な
く
庭
先
を
見
る

と
吾
が
庭
の
古
木
に
一
輪
二
輪
梅
花
が
綻ほ
こ
ろび

か
け
て
ゐ
た
の
で
、「
春
は
枝し

頭と
う
に
有あ

つ
〈
っ
〉
て
己マ

マ
〈
已す

で
〉
に
充
分
」
と
詠
じ
た
と
か
聞
い
て
ゐ
る
が
、
日
本

精
神
と
は
何
ぞ
と
探
し
廻
つ
〈
っ
〉
て
ゐ
る
人
々
も
、
恰
も
此
の
探
梅
者
の
如
く
外
ば
か
り
探
し
廻
つ
〈
っ
〉
て
自
己
の
精
神
を
忘
れ
、
昔
ば
か
り
見

て
現
代
生
き
て
ゐ
る
日
本
精
神
を
見
逃
し
て
ゐ
る
の
で
は
な
か
ら
う
か
、
敷し
き

島し
ま

の
大や
ま

和と
ご

心こ
ろ

は
、
と
問
は
れ
た
時
に
、
朝
日
に
匂に
お

ふ
山
櫻
花）

11
（

と
答
へ
た

歌
人
こ
そ
は
、
櫻
木
を
截
ち
割
つ
〈
っ
〉
て
花
の
種
子
を
探
し
出
さ
ん
と
す
る
も
の
よ
り
は
遥は
る

か
に
賢
明
で
あ
る
と
思
は
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。

禪
門
に
脚き
ゃ
下っ
か
を
照し
ょ
顧う
こ
せ
よ
と
い
ふ
語
が
あ
る
が
、
そ
れ
は
只た
だ

履は
き

物も
の
に
氣
を
付
け
よ
と
い
ふ
だ
け
で
は
決
し
て
な
い
、
か
ゝ
る
時
に
吾
等
に
反
省
を
促

す
爲
の
警
語
で
あ
つ
〈
っ
〉
て
、
今
の
日
本
精
神
運
動
は
須す
べ
から
く
脚
下
を
照
顧
す
べ
き
で
あ
る
。

　

見
よ
、
現
在
の
日
本
精
神
は
昔
の
上
下
を
ぬ
い
で
洋
服
を
着
て
を
り
、
弓
矢
を
拾
て
ゝ
鐡
砲
や
飛
行
機
を
用
ひ
て
活
躍
し
つ
ゝ
あ
る
で
は
な
い
か
。

建
築
も
交
通
も
、
そ
の
他
一
切
の
日
木マ
マ

〈
本
〉
の
文
化
は
皆
斯
く
の
如
く
變
つ
〈
っ
〉
て
來
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。�

家
屋
が
洋
館
に
な
り
、
殊こ
と
に
日
本
女

性
の
美
と
し
特
有
の
も
の
と
せ
ら
れ
る
着
物
す
ら
も
漸ぜ
ん
次じ

洋
装
に
か
は
り
つ
つ
あ
る
。
が
然
し
、
い
か
に
洋
館
に
住
す
れ
ば
と
て
其
の
精
神
は
西
洋

魂
に
は
な
ら
ぬ
、
又
日
本
女
性
の
美
德
が
洋
装
に
包
ま
れ
て
失
は
れ
ゆ
く
や
う
な
こ
と
が
有
つ
〈
っ
〉
て
は
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
。�

或
は
い
は
ん
、
外

來
文
化
を
攝せ
っ

取し
ゅ

す
る
の
は
物
質
上
の
こ
と
で
精
神
は
日
本
固
有
の
も
の）

11
（

其
の
ま
ゝ
で
あ
る
と
、
然
し
眼
に
見
ゆ
る
物
質
界
に
進
歩
の
あ
る
や
う
に
、

眼
に
こ
そ
見
え
な
い
が
精
神
界
も
同
様
に
發
展
し
て
ゐ
る
の
で
あ
つ
〈
っ
〉
て
、
今
日
の
日
本
精
神
は
決
し
て
古
代
其
の
ま
ゝ
の
も
の
で
は
な
い
、
之

を
敎
養
發
育
せ
し
め
た
も
の
は
佛
敎
を
中
心
と
し
た
外
來
思
想
で
あ
つ
〈
っ
〉
て
、
日
本
の
物
質
文
化
が
西
洋
文
化
を
攝
取
し
た
と
同
じ
や
う
に
日
本

の
精
神
文
化
は
長
い
歴
史
の
中
に
佛
敎
を
同
化
し
て
發
展
し
た
も
の
で
あ
る
。

［
排
外
的
排
仏
的
な
日
本
精
神
運
動
は
逆
に
日
本
精
神
を
侮
辱
毀
損
］
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か
く
の
如
く
、
現
代
の
日
本
精
神
は
外
來
文
化
の
中
に
生
き
且か

つ
活
動
し
て
ゐ
る
の
に
、
何
故
に
佛
敎
に
依
つ
〈
っ
〉
て
養
は
れ
佛
敎
を
同
化
し
た

日
本
精
神
は
排
斥
せ
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
の
で
あ
ら
う
か
。
何
故
に
佛
敎
の
衣
を
着
た
日
本
精
神
の
價か

値ち

は
認
め
ら
れ
ぬ
の
で
あ
ら
う
か
。
最
近
、
私

は
或
る
地
方
の
有
力
者
か
ら
聞
い
た
こ
と
で
あ
る
が
、
其
の
地
方
で
は
官
公
立
の
公
け
の
場
所
の
催
し
と
し
て
官
吏
に
屬
す
る
も
の
が
來
て
、
日
本

精
神
鼓こ

吹す
い

の
講
演
を
な
し
「
諸
君
の
信
ず
る
佛
敎
と
は
何
で
あ
る
か
、
あ
れ
は
印
度
の
黒
ん
坊
）
11
（

の
敎
で
は
な
い
か
」
と
い
ふ
如
き
こ
と
を
大だ
い

聲せ
い

叱し
っ

呼こ

し
て
喝か
っ

采さ
い

を

博は
く

し
て
ゐ
る
と
聞
い
た
、
か
く
の
如
き
は
勿も
ち

論ろ
ん

小マ
マ

〈
子
〉
供
仲
間
の
罵ば

聲せ
い

に
等
し
き
も
の
で
あ
つ
〈
っ
〉
て
、
敢あ
え

て
之
を
眞ま

面じ

目め

に
取
り
あ
げ
て
論
ず

べ
き
も
の
で
は
な
く
、
堅
い
佛
敎
の
信
念
を
有
す
る
者
な
ら
ば
其
の
卑
劣
な
る
を
嗤わ
ら
ひ
、
其
の
人
格
を
疑
ふ
で
あ
ら
う
、
又
更
に
一
段
高
い
立
場
に

在
る
人
な
ら
ば
寧む
し
ろ
其
の
偏へ
ん
き
ょ
う狭に
し
て
不
謹き
ん

愼し
ん
な
る
こ
と
を
憐
む
で
あ
ら
う
。�

私
は
決
し
て
宗
派
心
か
ら
此
の
奇
激
な
る
語
を
憤
慨
す
る
も
の
で
は

な
い
が
、
只
私
の
恐
る
ゝ
の
は
か
ゝ
る
不
謹
愼
な
る
言
葉
を
弄ろ
う

し
て
、
さ
な
き
だ
に）

11
（

動
揺
し
易
い
青
年
の
心
情
を
亂
し
、
思
想
の
安
定
し
な
い
青
年

男
女
の
信
仰
の
根
底
を
破
壞
す
る
こ
と
で
あ
る
。
今
や
日
本
の
思
想
界
の
不
安
動
揺
の
時
に
際
し
て
、
苟
い
や
し
くも

公
人
と
し
て
地
方
人
心
の
敎
導
に
心
を

注
が
ね
ば
な
ら
ぬ
時
に
當
つ
〈
っ
〉
て
、
却か
え

つ
〈
っ
〉
て
自
ら
偏
狭
な
る
國
粋
主
義
を
奉
じ
、
日
本
精
神
の
名
の
下
に
排
外
的
奇
激
の
言
辭
を
弄
し
、

地
方
の
信
仰
を
攪か
く

覽マ
マ

〈
亂ら

ん
〉
す
る
如
き
こ
と
は
實
に
許
し
難
き
こ
と
で
あ
る
。
若
し
彼
等
に
し
て
日
本
歴
史
を
繙ひ
も
とい

て
、
日
本
精
神
の
權ご
ん

化げ

と
し
て
祭

ら
れ
た
る
神
社
の
神
体
、
即
ち
日
本
歴
史
上
の
偉
人
國
士
の
信
仰
が
、
殆ほ
と

ん
と
す
べ
て
佛
陀
の
敎
で
あ
る
こ
と
を
見
出
す
な
ら
ば
、
彼
等
は
自
ら
日

本
精
神
を
侮
辱
す
る
も
の
と
い
は
ね
ば
な
る
ま
い
。
又
畏お
そ

（
れ
多
）
く
も
歴
代
の
皇
室
の
御
信
仰
は
何
で
あ
つ
〈
っ
〉
た
か
、
殊
に
歴
朝
の
中
に
は
身

に
法
衣
を
纏ま
と

は
れ
た
法ほ
う

皇お
う

の
居
ま
す
こ
と
に
思
ひ
及
ぶ
な
ら
ば
、
彼
等
は
不ふ

敬け
い

罪ざ
い

を
以
て
責
む
べ
き
も
の
と
い
は
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。
い
づ

れ
か
ら
見
る
も
實
に
不
謹
愼
の
極
み
で
あ
る
。�

ま
た
假た
と
い令

外
來
思
想
を
排
斥
す
と
し
て
も
、
佛
敎
を
西
洋
思
想
の
移
入
と
同
じ
や
う
に
考
へ
る
の
は

非
常
な
誤
り
で
あ
つ
〈
っ
〉
て
、
佛
敎
は
已
に
奈
良
朝
の
昔
聖
德
太
子
に
依
つ
〈
っ
〉
て
日
本
精
神
に
同
化
せ
ら
れ
、
傳
敎）

11
（

、
弘
法）

11
（

二
大
師
共
に
尊そ
ん

皇の
う

護
國
の
日
本
佛
敎
の
基も
と
を
開
き
、
爾じ

來ら
い

純
然
た
る
日
本
佛
敎
と
し
て
發
展
し
、
現
に
最
も
勢
力
あ
る
諸
宗
派
の
祖
師
は
い
づ
れ
も
日
本
精
神
に
依
つ

〈
っ
〉
て
佛
敎
を
活
か
し
た
の
で
あ
る
。�

即
ち
日
本
精
神
の
鎔よ
う

爐ろ

に
入
れ
ら
れ
た
日
本
の
佛
敎
が
今
日
信
仰
界
を
支
配
し
て
ゐ
る
の
で
あ
つ
〈
っ
〉
て
、

決
し
て
印
度
の
佛
敎
、
支
那
の
佛
敎
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
外
國
の
果
實
も
日
本
人
が
喰く
ら

へ
ば
日
本
人
の
血
と
な
り
肉
と
な
つ
〈
っ
〉
て
ゐ
な
け
れ
ば

な
ら
ぬ
の
で
あ
る
。

　

さ
れ
ば
日
本
精
神
の
聲こ
え
の
下
に
排
佛
を
行
は
ん
と
す
る
が
如
き
は
、
恐
ら
く
明
治
初
年
の
排
佛
棄
釋）

11
（

の
余
威
を
以
て
神
佛
を
分
離）

11
（

し
て
、
神
社
を

神
道
に
屬
し
た
結
果
、
所
謂
神
道
と
い
ふ
偏
狭
な
る
宗
派
心
に
驅
ら
れ
て
地
方
の
神
道
者
が
佛
敎
を
排
斥
す
る
口
實
に
利
用
し
た
も
の
と
思
は
ざ
る
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七
五

を
得
な
い
。
も
し
果
し
て
日
本
精
神
と
言
ふ
權
威
あ
る
名
の
下
に
行
は
れ
る
之
等
の
運
動
が
、
思
想
的
鎖
國
主
義
と
な
つ
〈
っ
〉
て
排
佛
的
傾
向
を
帶

び
、
而
も
之
を
歴
史
に
ま
で
及
ぼ
さ
ん
と
す
る
に
至
つ
〈
っ
〉
て
は
實
に
其
の
意
を
了
解
す
る
に
苦
し
む
の
で
あ
る
。

　

前
に
述
べ
た
如
く
眞
の
日
本
精
神
と
は
、
皇
室
を
中
心
と
せ
る
國
民
一
体
の
觀
念
に
生
き
る
こ
と
で
あ
り
、
國
民
一
体
と
言
ふ
こ
と
は
國
民
の
一

人
々
々
が
外
國
へ
派
遣
さ
れ
た
大
使
の
如
く
、
國
家
を
代
表
す
る
覺
悟
を
有も

つ
こ
と
で
あ
つ
〈
っ
〉
て
此
に
於
て
始
め
て
上
下
一
体
で
あ
り
、
國
民
各

自
が
國
を
負
ふ
て
立
つ
と
言
ふ
自
覺
が
、
強
固
な
る
國
民
的
自
覺
と
な
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
佛
敎
で
云
へ
ば
華
嚴
の
六
相
圓
融）

11
（

の
毘び

盧る

遮し
ゃ

那な

の）
1（
（

法

界）
11
（

の
實
現
し
た
國
家
で
あ
る
。
内
に
省
み
る
は
外
に
對
す
る
時
で
あ
る
か
ら
、
斯
の
如
き
國
民
的
自
覺
に
生
き
る
日
本
精
神
を
、
今
日
特
に
之
を
反

省
す
る
と
言
ふ
こ
と
は
、
外
に
對
す
る
爲
の
反
省
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
。
然
ら
ば
此
の
精
神
の
發
す
る
所
世
界
の
文
化
を
攝
収
し
同
化
す

る
の
は）

11
（

啻た
だ
に
我
が
民
族
自
体
の
發
展
に
資
す
る
の
み
で
あ
つ
〈
っ
〉
て
は
な
ら
ぬ
、
必
ず
や
世
界
の
文
化
を
指
導
し
向
上
し
て
世
界
人
類
の
福
祉
を
增

進
せ
ん
が
爲
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
又
矛ほ
こ

を
取
つ
〈
っ
〉
て
邪
を
斥し
り
ぞけ

不
義
を
拂は
ら

ふ
の
は
啻
に
自
國
の
安
全
を
守
る
の
み
で
は
な
く
、
進
ん
で
世
界
の

平
和
を
將
來
せ
ん
が
爲
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
果
し
て
此
に
わ
が
日
本
民
族
の
理
想
が
あ
り
と
す
る
な
ら
ば
、
日
本
精
神
の
發
露
は
實

に
菩ぼ

薩さ
つ
の
精
神
で
あ
る
と
い
は
ね
ば
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
。

　

斯
く
の
如
く
、
吾
々
の
日
本
精
神
は
遠
大
の
抱
負
を
持
つ
日
本
精
神
に
ま
で
今
日
は
發
展
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。�

も
し
過
去
の
活
力
を
以
て
未
來

を
卜ぼ
く

す
る）

11
（

な
ら
ば
、
此
の
理
想
は
決
し
て
空
想
で
は
な
い
。
此
の
如
き
活
力
の
あ
る
日
本
精
神
を
反
省
し
自
覺
せ
し
む
る
の
が
日
本
精
神
運
動
で
な

け
れ
ば
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
。

［
排
仏
的
排
外
的
思
想
の
失
敗
　
神
仏
分
離
と
廃
仏
毀
釈
］

　

明
治
維
新
の
大た
い
ぎ
ょ
う業は

尊
皇
倒
幕
の
大た
い

旆は
い

を）
11
（

掲
げ
、
而
も
時
代
の
大
勢
に
動
か
さ
れ
て
排
外
を
モ
ッ
ト
ー
と
し
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
實
は
開
放
で

あ
つ
〈
っ
〉
て
、
知
識
を
萬
國
に
求
む
る
や
う
に
な
つ
〈
っ
〉
た
の
で
あ
る
。
然
る
に
當
時
の
國こ
く

學が
く

者し
ゃ

の
聲
は
排
佛
棄
釋
と
な
つ
〈
っ
〉
て
、
爲い

政せ
い

者

亦
之
を
斷
行
し
て
神
佛
分
離
と
な
り
、
德
育）

11
（

と
宗
敎
を
引
き
離
す
こ
と
に
な
つ
〈
っ
〉
た
。
其
の
結
果
は
明
治
の
晩
年
に
至
つ
〈
っ
〉
て
國
民
の
知
識

は
豫よ

期き

の
如
く
普
及
し
向
上
し
た
の
で
あ
る
が
、
德
育
の
涵か
ん

養よ
う

は）
11
（

之
に
伴
は
な
い
と
い
ふ
よ
り
は
、
寧む
し

ろ
知
識
の
向
上
と
反
比
例
し
て
人
心
益
々
惡

化
し
、
法ほ
う

網も
う

愈
い
よ
い
よ

繁し
げ

く
し
て
之
を
犯
か
す
の

）
11
（

黠て
ん

智ち　
益ま
す
ま
す巧

妙
と
な
る
と
い
ふ
有
様
で
世
道
人
心
漸よ
う
やく

頽た
い

廢は
い

し
て
來
た
、
そ
こ
で
爲
政
者
は
從
來
對
立

し
反
目
し
て
ゐ
た
神
基
佛
の
三
敎
合
同
を
唱
へ
、
宗
敎
の
力
を
以
て
之
を
善
導
し
や
う
と
し
た
。
次
い
で
宗
敎
を
利
用
す
る
思
想
善
導
と
な
り
敎
化



本
文
と
注
記
　
衛
藤
即
応
　
講
述
『
神
社
崇
拝
と
仏
教
』（
工
藤
）

七
六

總
動
員
と
な
つ
〈
っ
〉
て
、
國
民
漸よ
う
やく

宗
敎
の
必
要
を
自
覺
し
、
敎
育
方
針
も
亦
一い
っ

變ぺ
ん

し
て
極
端
に
宗
敎
を
排
斥
し
て
ゐ
た
學
校
敎
育
に
も
喜
ん
で
宗

敎
を
迎
へ
、
之
を
加
味
す
る
と
い
ふ
や
う
に
な
つ
〈
っ
〉
て
、
延ひ

い
て
は
宗
敎
敎
育
の
必
要
が
高
調
せ
ら
る
ゝ
や
う
に
な
つ
〈
っ
〉
た
。
か
く
し
て
全

体
の
傾
向
は
學
校
に
宗
敎
講
話
が
あ
り
、
兒
童
は
日
曜
學
校
に
行
つ
〈
っ
〉
て
宗
敎
情じ
ょ
う
そ
う

操
を
養
ふ
と
い
ふ
や
う
に
な
つ
〈
っ
〉
て
、
神
社
に
參
拜
す
る

と
同
様
に
寺
院
に
參
詣
し
奉
仕
す
る
こ
と
を
奬し
ょ
う
れ
い勵す

る
や
う
に
な
つ
〈
っ
〉
た
の
は
誠
に
結
構
な
こ
と
と
思
ふ
の
で
あ
る
。
然
る
に
今
日
漸よ
う
やく

に
し
て

其
の
必
要
を
認
め
ら
れ
て
き
た
宗
敎
敎
育
を
、
日
本
精
神
の
名
の
下
に
再
び
排
佛
的
と
な
り
、
地
方
に
よ
る
と
佛
寺
の
前
を
素す

通ど
お

り
し
て
神
社
に
だ

け
參
拜
せ
し
む
る
と
い
ふ
如
き
以
前
の
學
校
敎
育
に
逆ぎ
ゃ
く
も
ど戻り
し
つ
ゝ
あ
る
と
聞
く
が
、
こ
れ
實
に
前ぜ
ん

轍て
つ

を）
11
（

踏
ま
ん
と
す
る
も
の
で
あ
つ
〈
っ
〉
て
大
い

に
戒
か
い
ち
ょ
く飭
す）

11
（

べ
き
で
あ
る
。�
勿も
ち

論ろ
ん

、
敬け
い

神し
ん

尊そ
ん

祖そ

は
國
民
的
自
覺
を
強
固
に
す
る
爲
に
、
大
い
に
之
を
鼓
吹
し
奬
勵
せ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
が
、

然
し
佛
敎
の
信
仰
の
盛
ん
で
あ
つ
〈
っ
〉
た
時
は
人
は
自
ら
敬け
い

虔け
ん

の
念
を
以
て
神
社
を
崇
拜
し
た
の
で
あ
る
、
今
や
根
本
の
信
念
を
涵
養
す
る
こ
と
を

疎
外
し
て
神
社
崇
拜
を
奬
勵
せ
ん
と
す
る
の
は
本ほ
ん

を
忘
れ
て
末ま
つ

を
追
ふ
も
の
で
は
な
か
ら
う
か
。
吾
等
が
神
社
を
崇
拜
す
る
心
情
は
、
西
さ
い
ぎ
ょ
う行

法
師）

1（
（

の

歌
に
「
何な

に
事ご

と
の
お
は
し
ま
す
か
は
知
ら
ね
ど
も
唯た

だ

尊と
う
とさ
に
涙
こ
ぼ
る
）ゝ
11
（

」
と
あ
る
や
う
に
、
心
情
の
自
然
の
流
露
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
。
此
に
於お
い
て

か
私
は
、
神
社
宗マ
マ

〈
崇
〉
拜
と
佛
敎
の
信
仰
の
關
係
は
、
之
を
如
何
に
解
す
べ
き
か
と
云
ふ
此
の
根
本
の
問
題
に
ま
で
進
ま
ね
ば
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
。

［
本
題
と
し
て
神
社
崇
拝
と
仏
教
を
論
ず
　
民
族
的
宗
教
と
世
界
的
宗
教
］

　

一
般
宗
敎
の
分
類）

11
（

に
は
種
々
あ
る
が
、
其
の
中
に
民
族
的
宗
敎）

11
（

と
世
界
的
宗
敎）

11
（

と
い
ふ
分
け
方
が
あ
る
。
民
族
的
宗
敎
と
い
ふ
の
は
一
民
族
の
風

俗
、
習
慣
、
口こ
う

碑ひ

、
傳
説
に
依
つ
〈
っ
〉
て
成
立
し
た
宗
敎
で
あ
つ
〈
っ
〉
て
、
之
を
奉
ず
る
者
は
其
の
民
族
だ
け
に
限
ら
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
つ
〈
っ
〉

て
、
例
へ
ば
猶ゆ
だ

太や
き

敎ょ
う

、）
11
（

印い
ん

度ど
き

敎ょ
う

の）
11
（

如
き
は
其
の
代
表
的
の
も
の
で
あ
る
。
此
の
種
の
宗
敎
の
特
徴
は
そ
の
民
族
に
義
務
附
け
ら
れ
た
宗
敎
で
あ
つ
〈
っ
〉

て
他
の
民
族
に
宣せ
ん
傳で
ん
す
べ
き
も
の
で
な
い
、
否い
な

、
寧む
し
ろ
、
異
民
族
、
異
敎
徒
は
之
を
拒
絶
し
、
印
度
敎
の
如
き
は
そ
の
神
殿
内
に
入
る
こ
と
す
ら
許

（
さ
）
な
い
の
で
あ
る
。�

從
つ
〈
っ
〉
て
そ
の
宗
敎
の
性
質
上
、
假た
と
い令

他
の
民
族
に
宣
傳
し
て
も
宗
敎
と
し
て
の
權
威
の
な
い
も
の
と
な
る
の
で
あ
る
。

例
へ
ば
各
自
の
祖
先
を
祭
つ
〈
っ
〉
た
佛
壇
は
其
の
家
族
に
取
つ
〈
っ
〉
て
は
無
上
の
權
威
あ
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
家
族
と
關
係
の
な
い
も
の
に

對
し
て
は
其
の
權
威
を
強し

う
る
こ
と
の
出
來
な
い
と
同
じ
で
あ
る
。
故
に
民
族
的
宗
敎
の
特
徴
は
非
宣
傳
の
宗
敎
で
あ
る
と
い
へ
る
の
で
あ
る
。
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七
七

［
世
界
的
宗
教
と
は
人
間
性
に
も
と
づ
い
た
普
遍
宗
敎
＝
仏
教
］

　

次
に
世
界
的
宗
敎
と
は
民
族
や
國
家
の
範
圍
を
脱
し
て
世
界
中
に
宣
傳
せ
ら
る
べ
き
宗
敎
で
あ
る
、
地
理
的
に
民
族
と
い
ふ
一
團
隊マ
マ

〈
体
〉
の
埒ら
ち

を

踏
み
越
え
廣
く
世
界
に
弘ひ
ろ
む
べ
き
宗
敎
で
あ
る
が
、
必
ず
し
も
事
實
上
世
界
中
に
弘
ま
つ
〈
っ
〉
て
ゐ
な
く
て
も
、
其
の
宗
敎
の
性
質
が
世
界
の
い
か

な
る
民
族
も
之
を
信
ず
べ
き
も
の
で
あ
れ
ば
、
其
は
世
界
的
宗
敎
と
い
は
る
る
の
で
あ
つ
〈
っ
〉
て
、
必
ず
し
も
事
實
上
地
理
的
に
世
界
に
弘
ま
つ

〈
っ
〉
て
ゐ
る
宗
敎
と
い
ふ
意
味
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
そ
れ
で
あ
る
か
ら
世
界
的
宗
敎
は
地
理
的
に
は
民
族
宗
敎
に
比
し
て
非
常
に
擴か
く

大だ
い

せ
ら
れ
て

ゐ
る
の
で
あ
る
が
、
實
際
に
於
て
は
一
個
の
人
間
を
對た
い

象し
ょ
うと

し
た
宗
敎
で
あ
つ
〈
っ
〉
て
、
苟
い
や
し
くも

人
間
で
あ
る
以
上
は
、
世
界
の
如
何
な
る
種
類
の

人
間
で
も
之
を
信
じ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
、
と
い
ふ
如
き
敎
で
あ
る
か
ら
、
其
の
宗
敎
の
理
想
通
り
に
宣
傳
せ
ら
る
ゝ
な
ら
ば
事
實
上
世
界
的
宗
敎
と

な
り
得
る
の
で
あ
る
。�

從
つ
〈
っ
〉
て
此
の
宗
敎
は

）
11
（

人
間
性
に
基
い
た
宗
敎
で
あ
つ
〈
っ
〉
て
、
民
族
又
は
國
家
と
い
ふ
如
き
團
隊マ
マ

〈
体
〉
に
基
礎
を

置
い
た
も
の
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
此
の
世
界
的
宗
敎
の
特
徴
は
、
人
間
の
宗
敎
と
し
て
如
何
な
る
民
族
に
も
宣
傳
せ
ら
る
べ
き
宗
敎
で
あ

る
と
い
ふ
こ
と
に
在
る
の
で
あ
つ
〈
っ
〉
て
、
基
き
り
す
と
き
ょ
う

督
敎
及）

11
（

び
佛
敎
は
其
の
代
表
的
の
も
の
で
あ
る
。

［
神
社
崇
拝
は
民
族
的
宗
教
　
仏
教
は
人
間
本
位
の
世
界
的
宗
教
］

　

さ
て
わ
が
日
本
の
神
社
崇
拜
を
基
本
と
す
る
神
道
は
、
古
事
記
、
日
本
書
記マ
マ

〈
紀
〉
等
に
傳つ
た
へ
ら
れ
て
ゐ
る
建
國
の
大お
お
本も
と
よ
り
流
れ
出
で
た
る
日
本

の
歴
史
に
そ
の
根こ
ん
據き
ょ
を
有も

ち
、
日
本
固
有
の
風
俗
習
慣
、
口
碑
傳
説
の
中
に
生
き
て
來
た
民
族
精
神
の
宗
敎
化
し
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
民
族
宗
敎

と
言
ふ
こ
と
が
許
さ
れ
ぬ
と
し
て
も
、
民
族
宗
敎
と
同
じ
性
質
の
者
と
い
ふ
こ
と
は
認
め
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。
此
に
世
界
的
宗
敎
と
し
て
の

人
間
本
位
の
佛
敎
の
信
仰）

11
（

と
、
民
族
的
宗
敎
と
類
似
し
た）

1（
（

神
社
宗マ
マ

〈
崇
〉
拜
と
は
如
何
に
之
を
調
和
し
理
解
す
べ
き
で
あ
ら
う
か
。

　

わ
れ
〳
〵
人
間）

11
（

と
言
ふ
も
の
は
幾
重
か
の
社
會
的
規
定
を
受
け
て
ゐ
る
の
で
あ
つ
〈
っ
〉
て
、
之
を
日
本
の
國
家
組
織
の
上
か
ら
見
る
な
ら
ば
、

吾
々
は
家
族
の
一
人
で
あ
り
、
町
村
、
國
縣
の
一
員
で
あ
る
。
然
し
な
が
ら
、
斯か

様よ
う

な
社
會
的
現
定
を
漸ぜ
ん

次じ

に
除
き
去
つ
〈
っ
〉
て
、
全
く
一
個
の
赤せ
き

裸ら

ら々

な
人
間
と
し
て
、
そ
の
價
値
を
自
覺
す
る
時
、
人
間
と
し
て
の
宗
敎
が
要
求
せ
ら
る
ゝ
の
で
あ
る
、
其
の
人
間
と
し
て
の
宗
敎
が
即
ち
佛
敎
で

あ
る
。
然
し
、
現
實
に
は
人
間
と
言
ふ
抽
象
さ
れ
た
も
の
は
な
く
、
人
は
必
ら
ず
種
々
の
社
會
的
規
定
の
下
に
生
活
せ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
も
の
で
あ

る
か
ら
、
吾
々
は
家
族
の
一
人
で
あ
り
、
町
村
の
一
員
で
あ
り
、
國
家
の
一
人
で
あ
る
の
で
あ
る
。�

之
等
の
社
會
規
定
の
中
で
建
國
の
初
め
よ
り
、
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永
久
に
歴
史
の
中
に
改か
い

廢は
い

を
許
るマ
マ

さ
な
い
民
族
的
團
結
と
し
て
の
國
家
は
、
最
高
の
權
威
あ
る
も
の
で
あ
つ
〈
っ
〉
て
、
家
族
、
町
村
等
の
社
會
規
定

は
、
一
個
の
人
間
が
此
の
最
高
規
定
と
し
て
の
國
家
組
織
に
達
す
る
中
間
的
の
も
の
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。
勿
論
國
民
の
一
員
と
し
て
の
個
人
と
、

一
般
人
間
と
し
て
の
個
人
と
は
同
一
人
で
あ
る
か
ら
、
國
民
と
し
て
神
社
崇
拜
の
神
道
に
の
み
依
つ
〈
っ
〉
て
生
き
る
こ
と
が
出
來
れ
ば
そ
れ
で
充
分

な
の
で
あ
ら
う
か
。�

固も
と

よ
り
國
民
と
し
て
生
き
る
よ
り
外
に
一
個
の
人
間
の
存
立
は
許
るマ
マ

さ
れ
な
い
の
で
あ
る
が
、
國
民
と
し
て
の
個
人
と
人
間
と

し
て
の
個
人
と
は
其
の
立
場
が
異
る
だ
け
に
其
の
働
き
方
が
相
違
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。�

家
族
と
し
て
の
個
人
と
、
町
村
の
一
員
と
し
て
の
個
人
、

家
長
と
し
て
の
個
人
と
、
議ぎ

政せ
い

壇
上
の
個
人
と
は
其
の
立
場
を
異こ
と
に
す
る
だ
け
に
其
の
思
想
行
動
も
自
ら
異
る
も
の
が
あ
る
の
で
あ
る
。

　

一
例
を
あ
げ
ん
か
、
吾
人
の
日
常
の
道
德
的
行
爲
を
標
準
に
し
て
見
る
な
ら
ば
、
家
庭
に
て
は
善
良
な
る
主
人
公
も
一
歩
家
を
外
に
す
る
時
彼
は

必
ら
ず
し
も
善
良
な
る
市
民
で
は
な
い
。
又
、
市
民
と
し
て
は
衆
人
其
の
德と
く

望ぼ
う

を
讃た
た

へ
之
を
私し
し

淑ゅ
く

し
て
議
員
に
選
擧
す
る
が
如
き
人
も
、
一
個
の
私

人
と
し
て
他
國
に
旅
行
す
る
時
は
、
彼
必
ら
ず
し
も
尊
敬
す
可べ

き
人
間
と
し
て
の
行
爲
を
す
る
も
の
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
手
近
く
吾
人
の
常
に
經

驗
す
る
こ
と
で
あ
る
が
、
電
車
の
中
で
老
人
や
小
兒
づ
れ
が
乗
つ
〈
っ
〉
て
來
て
も
、
平
然
と
し
て
席
を
讓
ら
う
と
し
な
い
人
で
も
、
偶た
ま

々た
ま

知
人
が
來

る
と
無
理
を
し
て
も
席
を
讓
る
と
言
ふ
が
如
き
こ
と
を
屢
し
ば
し
ば見

受
け
る
の
で
あ
る
。
私
は
此
の
知
人
道
德
を
非
難
し
や
う
と
い
ふ
の
で
は
な
い
が
、
此

處
に
一
個
の
人
間
と
し
て
の
道
德
と
、
知
人
の
道
德
と
の
相
違
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
い
の
で
あ
る
。
尚な

ほ
之
を
大
に
す
る
な
ら
ば
日
本
國
民
と

し
て
は
、
全
國
に
名め
い
聲せ
い
の
聞
え
た
人
で
も
、
一
度
外
國
に
一
私
人
と
し
て
旅
行
す
る
時
、
果
し
て
其
の
人
は
人
間
と
し
て
の
權
威
を
保
ち
得
る
で
あ

ら
う
か
、
國
民
の
視
線
か
ら
離
れ
て
、
所い
わ

謂ゆ
る

旅
の
耻は
じ

は
か
き
捨
て
と
い
ふ
が
如
き
行
爲
を
な
す
も
の
が
あ
る
と
聞
い
て
ゐ
る
。
此
に
國
民
と
し
て
の

自
覺
と
人
間
と
し
て
の
自
覺
の
間
に
は
必
ず
し
も
一
致
し
な
い
点
が
あ
る
こ
と
を
注
意
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
。

［
種
々
の
社
会
的
規
定
を
受
け
た
国
民
と
人
間
の
品
位
と
価
値
を
自
覚
し
た
人
間
性
と
人
格
］

　

こ
ゝ
で
吾
々
の
反
省
せ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
こ
と
は
、
人
間
は
其
の
社
會
的
の
種
々
の
規
定
に
從
つ
〈
っ
〉
て
思
想
感
情
を
異
に
し
、
義
務
も
權
利
も

異
な
る
の
で
あ
る
が
、
其
の
何
れ
の
場
合
に
於
て
も
一
個
の
人
間
の
品
位
と
價
値
と
を
自
覺）

11
（

し
た
一
貫
し
た
精
神
に
生
き
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
こ
と
で

あ
る
。
此
に
於
て
か
立
派
な
國
民
た
る
前
に
善
良
な
る
市
民
で
あ
り
、
善
良
な
る
市
民
で
あ
る
前
に
尊
敬
す
べ
き
家
族
で
あ
り
、
尊
敬
す
べ
き
家
族

で
あ
る
前
に
一
個
の
人
間
と
し
て
の
品
位
と
價
値
と
を
自
覺
せ
る
立
派
な
一
人
格
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
。

　

國
民
の
一
人
と
し
て
の
個
人
と
、
人
間
と
し
て
の
個
人
と
は
謂い

は
ゞ
生
物
と
魚
類
と
言
ふ
様
に
元
々
一
体
で
は
あ
る
が
、
一
生
物
が
魚
と
し
て
生
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存
す
る
に
は
其
の
特
有
の
生
き
方
が
あ
る
の
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
生
物
一
般
と
し
て
の
生
き
方
を
決
し
て
離
れ
て
ゐ
る
の
で
は
無
い
の
で
あ
る
。
さ

れ
ば
人
間
と
し
て
の
正
し
き
生
き
方
を
日
本
國
民
と
し
て
生
き
る
所
に
日
本
精
神
の
發は
つ

揚よ
う

が
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
。
此
に
始
め
て
、
古こ

今こ
ん

に

通
じ
て
謬あ
や
まら

ず
中ち
ゅ
う
が
い外に

施ほ
ど
こし

て
惇も
と

ら
ざ
る）

11
（

人
間
の
大
道
を
歩
む
こ
と
が
出
來
る
の
で
あ
る
。

［
祖
先
崇
拝
と
仏
教
と
の
関
係
］

　

之
を
宗
敎
の
上
で
云
ふ
な
ら
ば
、
家
庭
の
佛ふ
つ

壇だ
ん

は
人
間
と
し
て
の
自
覺
に
立
つ
〈
っ
〉
て
、
各
自
の
組
先
の
德
を
追つ
い

慕ぼ

す
る
人
間
の
美う
る

は
し
い
感
情

の
發は
つ

露ろ

と
し
て
、
佛
敎
的
信
念
の
自
然
の
流り
ゅ

露う
ろ

で
あ
る
。
祖
先
を
崇
拜
す
る
こ
と
其
れ
自
体
が
佛
敎
の
宗
敎
と
し
て
の
根
本
義
で
は
決
し
て
な
い
の

で
あ
る
が
、
佛
敎
に
依
つ
〈
っ
〉
て
導
か
れ
た
る
人
間
と
し
て
の
宗
敎
情じ
ょ
う
そ
う
操
は
自
ら
祖
先
崇
拜
と
な
つ
〈
っ
〉
て
現
は
る
ゝ
の
で
あ
る
。
さ
れ
ば
佛
敎

の
祖
先
崇
拜）

11
（

は
、
か
の
宗
敎
史
に
現
は
る
ゝ
古
代
の
宗
敎
の
一
形
式
た
る
祖
先
崇
拜
と
は
、
之
を
同
一
に
見
る
こ
と
の
出
來
な
い
も
の
で
あ
る
。
家

庭
に
於
て
鄭て
い

寧ね
い

に
佛
壇
を
祭ま
つ

る
人
は
、
必
ず
又
町
村
民
と
し
て
は
懇ね
ん
ごろ

に
氏う
じ

神か
み

を
祭
り
、
國
民
と
し
て
は
、
建
國
以
來
民
族
の
發
展
に
力
を
盡
し
國

家
を
負お

ふ
て
立
つ
〈
っ
〉
た
歴
史
上
の
偉
人
を
祭
つ
〈
っ
〉
た
神
社
に
參
拜
し
て
、
そ
の
恩
德
を
感
謝
し
、
そ
の
遺
風
を
追つ
い
慕ぼ

す
る
の
で
あ
る
。
斯か

く

し
て
國
家
は
萬ば
ん
世せ

一い
っ

系け
い
の
皇
室
を
戴い
た
だく
一
大
家
族
で
あ
り
君
民
一
致
の
美う
る
は
し
き
吾
が
國
体
を
な
す
の
で
あ
る
。�

斯
る
國
民
精
神
よ
り
し
て
始
め
て

忠
君
卽
ち
愛
國
で
あ
り
、
忠
即
ち
孝
と
な
る
の
で
あ
る
。
忠
孝
の
思
想
は
元
は
儒
敎
道
德
よ
り
來
た
も
の
で
あ
り
、
支し

那な

に
於
て
は
忠
と
孝
と
は
別

の
も
の
で
あ
る
が
、
わ
が
日
本
の
道
德
と
な
つ
〈
っ
〉
て
始
め
て
忠
孝
一
体）

11
（

と
な
る
の
で
あ
る
。
彼
の
平
た
い
ら
の

重し
げ

盛も
り

が）
11
（

、
忠
な
ら
ん
と
欲ほ
っ

す
れ
ば
孝
な
ら

ず
、
孝
な
ら
ん
と
欲
す
れ
ば
忠
な
ら
ず
、
重
盛
の
進し
ん

退た
い

此こ
こ
に
谷き
わ
まる
、）

11
（

と
い
ふ
た
如
き
は
人
間
の
自
覺
に
發
し
た
此
の
日
本
精
神
の
煩は
ん
悶も
ん
と
見
る
べ
き

で
あ
る
。

［
儀
式
・
儀
礼
の
廃
止
と
簡
略
化
に
つ
い
て
］

　

近
來
、
人
間
と
し
て
の
、
尊
き
自
覺
に
根
を
下お

ろ
せ
る
、
人
間
の
宗
敎
と
し
て
の
佛
敎
の
信
仰
が
衰お
と
ろへ

、
且
つ
歪ゆ
が

め
ら
れ
た
結
果
は
、
家
庭
の
宗

敎
の
力
が
弱
く
な
り
、
家
庭
の
宗
敎
的
儀
式
は
す
べ
て
形
式
と
し
て
段
々
簡
略
せ
ら
れ
來
た
こ
と
は
甚
だ
遺
憾
で
あ
る
。
勿
論
、
形
式
や
虚き
ょ

禮れ
い

を
廢

す
る
こ
と
は
結
構
な
こ
と
で
あ
る
が
、
形
式
と
共
に
同
時
に
精
神
を
も
捨
て
て
ゐ
る
、
否い
な

、
精
神
の
發
露
と
し
て
の
神
聖
な
る
儀
式
を
悉
く
虚
禮
と

し
て
ゐ
る
。
斯か

く
し
て
家
庭
の
宗
敎
が
日
々
破
壞
せ
ら
れ
つ
つ
あ
る
は
實ま
こ
とに
慨が
い
嘆た
ん
に
堪た

へ
な
い
の
で
あ
る
。
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人
間
の
成
長
す
る
ゆ
り
か
ご

揺よ
う

籃ら
ん

で
あ
る
家
庭
は
、
同
時
に
又
、
人
の
生
命
の
行
く
ぺ
き
道
を
照
す
光
と
な
る
ベ
き
信
念
を
植
ゑ
つ
く
る
宗
敎
意
識
の
苗な
え

床ど
こ

で
あ
る
。
然
に
家
庭
の
宗
敎
が
破
壞
せ
ら
れ
、
兒
童
の
宗
敎
意
識
の
萌ほ
う
芽が

を
其
の
二
葉
の
時
に
切
り
取
つ
〈
っ
〉
て
、
而
し
て
小
學
敎
師
は
兒
童
に
神

社
崇
拜
を
奬し
ょ
う
れ
い勵し

且か

つ
之
を
強
要
し
て
ゐ
る
。
若
し
人
間
の
心
情
が
近
き
よ
り
遠
き
に
及
ぶ
も
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
こ
れ
は
根
を
絶
つ
〈
っ
〉
て
枝し

葉よ
う

の
繁は
ん

茂も

せ
ん
こ
と
を
求
む
る
も
の
で
あ
つ
〈
っ
〉
て
、
其
の
神
社
崇
拜
が
單
な
る
儀
式
に
流
れ
な
け
れ
ば
甚
だ
幸
ひ
で
あ
る
。

　

近
頃
都
會
に
於
て
は
、
葬
式
が
華
美
に
な
り
繁
雜
に
過
ぐ
る
爲
に
、
今
の
時
代
に
不
適て
き

當と
う

な
虚
禮
形
式
で
あ
る
と
し
て
告こ
く

別べ
つ

式し
き

と）
11
（

い
ふ
も
の
が
盛

ん
に
な
つ
〈
っ
〉
た
が
、
そ
の
告
別
式
も
亦
虚
禮
形
式
と
な
り
つ
ゝ
あ
る
。
何
故
に
人
は
告
別
式
を
も
廢
せ
な
い
の
で
あ
る
か
、
若も

し
人
間
に
告
別
式

も
廢
し
て
死し

骸が
い
を
野の

に
捨
て
山
に
捨
つ
る
に
忍
び
な
い
一
片
の
眞ま
ご
心こ
ろ
が
あ
る
な
ら
ば
、
親
愛
な
る
者
へ
の
永
遠
の
決
別
に
際
し
て
、
尊
嚴
な
る
宗
敎

儀
式
に
依
つ
〈
っ
〉
て
懇ね
ん
ごろ

に
之
を
弔と
む
らふ

人
間
の
眞
情
を
理
解
し
之
を
尊
ぶ
こ
と
が
出
來
な
い
の
で
あ
ら
う
か
。

　

全
て
儀
式
と
い
ふ
も
の
は
、
そ
れ
が
形
式
と
な
り
虚
禮
と
な
る
以
前
を
考
ふ
る
な
ら
ば
、
必
ら
ず
や
人
間
の
純
粹
な
る
心
情
の
自
然
の
發
露
で
あ

つ
〈
っ
〉
て
、
決
し
て
そ
れ
は
初
か
ら
虚
禮
で
も
形
式
で
も
な
か
つ
〈
っ
〉
た
の
で
あ
る
。
然
ら
ぱ
、
凡
て
の
人
間
の
儀
式
が
虚
禮
と
な
る
と
い
ふ
こ

と
は
、
其
れ
だ
け
人
間
ら
し
い
精
神
の
失
は
れ
ゆ
く
こ
と
で
は
な
い
か
。
寒
中
に
、
震
ひ
な
が
ら
羽は

織お
り

袴は
か
まで

扇せ
ん

子す

を
手
に
持
つ
〈
っ
〉
て
年
始
の
廻か
い

禮れ
い

を
す
る
人
の
禮れ
い

儀ぎ

が
廢
せ
ら
れ
て
、
三さ
ん

伏ぷ
く

の）
11
（

暑
中
に
赤
裸
で
食
卓
に
向
ふ
人
間
と
な
つ
〈
っ
〉
て
し
ま
つ
〈
っ
〉
た
な
ら
ば
、
一
体
人
間
の
尊
さ
は
何い
ず

れ
に
あ
る
の
で
あ
ら
う
か
、
人
間
の
尊
嚴
な
る
價
値）

1（
（

の
自
覺
が
形
に
現
は
れ
た
も
の
が
儀
式
で
あ
る
。
自
己
の
人
格
の
品
位
を
自
覺
し
同
時
に
他
の

人
格
の
尊
嚴
に
敬
意
を
表
す
る
の
が
儀
禮
で
あ
る
か
ら
、
人
格
と
し
て
の
自
覺
の
な
い
動
物
に
は
儀
式
は
な
い
の
で
あ
る
。
然
ら
ば
何
故
に
虚
禮
を

廢
止
せ
よ
、
形
式
を
廢
せ
よ
、
と
言
ふ
代か
わ

り
に
虚
禮
、
形
式
に
精
神
を
入
れ
よ
、
と
叫
ば
な
い
の
で
あ
ら
う
か
。
此
に
於
て
か
い
づ
れ
の
宗
敎
で
も

儀
式
を
最
も
重
ん
ず
る
理
由
も
理
解
出
來
る
の
で
あ
る
。
從
つ
〈
っ
〉
て
又
儀
式
が
漸ぜ
ん

次じ

廢す
た

れ
る
こ
と
は
、
宗
敎
の
權
威
の
失
は
れ
行
く
現
實
の
證し
ょ

據う
こ

と
見
ら
る
ゝ
の
で
あ
る
。�

さ
れ
ば
形
式
を
廢
せ
よ
と
言
ふ
こ
と
は
、
人
間
が
自
然
の
状
態
に
生
物
と
し
て
生
き
よ
と
言
ふ
と
同
じ
で
あ
つ
〈
っ
〉
て
、

物
質
偏
重
の
文
化
は
人
間
を
生
き
た
機
械
と
な
し
つ
つ
あ
る
の
で
あ
る
。�
此
の
人
間
に
魂
を
入
れ
る
の
が
人
間
の
宗
敎
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
の
で
あ

る
。

　

斯
く
の
如
く
、
今
日
で
は
一
般
に
神
聖
な
る
儀
式
が
漸
次
廢
せ
ら
れ
、
家
庭
の
宗
敎
は
次
第
に
破
壞
せ
ら
れ
、
人
間
の
宗
敎
意
識
を
次
第
に
枯こ

渇か
つ

せ
し
め
て
、
而
し
て
國
民
に
敬け
い

神し
ん

尊そ
ん

祖そ

を
鼓こ

吹す
い
し
奬
勵
し
や
う
と
す
る
、
そ
れ
で
果
し
て
眞ま
こ
との
日
本
精
神
の
自
覺
涵か
ん

養よ
う
が
出
來
る
で
あ
ら
う
か
、
此

に
私
は
何
と
し
て
も
生
命
の
奥
底
に
根
を
下
し
た
人
間
の
宗
敎）

11
（

が
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
思
ふ
の
で
あ
る
。
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先
に
述
べ
た
例
に
就つ
い
て
云
ふ
な
ら
ば
、
魚
が
生
物
を
離
れ
て
〈
い
〉
な
い
が
如
く
、
神
道
は
民
族
本
位
で
は
あ
る
け
れ
ど
も
、
固
よ
り
人
間
と
し
て

の
自
覺
を
忘
れ
た
も
の
で
は
決
し
て
な
い
、
又
、
生
物
が
魚
と
し
て
の
一
つ
の
生
き
方
を
な
す
が
如
く
に
、
人
間
本
位
の
佛
敎）

11
（

は
、
實
際
生
活
に
於

て
は
國
家
を
離
れ
る
こ
と
は
出
來
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
日
本
の
佛
敎
は
ど
こ
ま
で
も
日
本
精
神
の
佛
敎
で
あ
る
の
で
あ
つ
〈
っ
〉
て
、
恰あ
た
かも

吾
等
の

精
神
は
肉に
く
躰た
い
を
通
し
て
働
く
が
如
く
、
人
間
と
し
て
の
宗
敎
は
民
族
精
神
を
通
し
て
發
露
す
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
理
論
で
な
く
吾
々
が
日
本
の
歴

史
を
繙ひ
も
とく

な
ら
ば
、
明
（
ら
）
か
に
觀か
ん

取し
ゅ

す
る
こ
と
の
出
來
る
事
實
で
あ
る
。

［
民
族
本
位
の
神
道
と
人
間
本
位
の
仏
教
と
は
基
調
を
異
に
す
る
］

　

然
し
、
此
の
民
族
本
位
に
立
つ
と
、
人
間
本
位
に
立
つ
と
は
、
其
の
基
調
を
異こ
と
に
す
る
だ
け
に
其
の
行
き
方
が
自
ら
異
つ
〈
っ
〉
て
ゐ
る
こ
と
を
忘

れ
て
は
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
。

　

神
道
の
學
者
は
宗
敎
學
の
立
場
か
ら
、
神
道
が
民
族
的
で
あ
る
こ
と
に
滿
足
し
な
い
で
、
之
を
普
遍
化
し
て
廣ひ
ろ

く
人
間
の
宗
敎
と
し
よ
う
と
解
釋

し
努
力
し
て
居
る
や
う
で
あ
る
。
卽
ち
天
あ
ま
て
ら
す
お
お
み
か
み

照
皇
大
神
を）

11
（

基
督
敎
の
神
の
如
く
、
全
世
界
の
人
類
の
神
と
し
て
之
を
普
遍
絶
對
の
人
間
一
般
の
神
と
し

よ
う
と
し
て
居
る
や
う
で
あ
る
。
固も
と
よ
り
何
れ
の
神
で
も
、
神
格
と
し
て
立
つ
以
上
は
普
遍
絶
對
的
の
最
高
の
屬
性
を
附ふ

與よ

し
て
、
之
を
理
想
化
す

る
こ
と
が
出
來
る
の
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
其
の
点
を
高
調
す
る
と
民
族
神
と
し
て
の
生
々
し
た
權
威
を
弱
め
る
も
の
で
あ
る
。
即
ち
民
族
的
宗
敎
は
、

之
を
一
般
化
す
れ
ば
其
の
固
有
の
民
族
的
威
力
を
失
ふ
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
で
私
は
、
天
照
皇
大
神
は
ど
こ
ま
で
も
日
本
民
族
の
大
本
と
し
て
吾
等

日
本
民
族
に
君
臨
し
給た
も
ふ
た
大お
お
御み

神か
み
と
し
て
、
其
の
威い

靈れ
い
を
仰あ
お
ぎ
た
い
の
で
あ
つ
〈
っ
〉
て
、
支し

那な

民
族
や
西
歐
の
民
族
に
も
同
一
の
威
靈
の
及
ぶ
こ

と
を
欲
し
な
い
の
で
あ
る
。
其そ

處こ

に
民
族
神
と
し
て
の
力
が
あ
り
、
日
本
精
神
の
洪こ
う

源げ
ん

と）
11
（

し
て
至
上
の
權
威
を
感
受
す
る
こ
と
が
出
來
る
と
思
ふ
の

で
あ
る
。

［
世
界
大
戦
後
の
欧
州
の
宗
教
危
機
］

　

彼
の
世
界
大
戰
に
於
て
、
同
一
の
神
を
奉
じ
人
道
博
愛
を
敎
へ
、
汝
の
敵
を
愛
せ
よ）

11
（

と
敎
ふ
る
基
き
り
す
と
き
ょ
う

督
敎
國
民
が
、
相
互
に
矛ほ
こ

を
交
へ
國
を
賭と

し
て

戰
つ
〈
っ
〉
た
の
で
あ
る
。
此
の
前ぜ
ん

古こ

未み

聞も
ん

の
世
界
の
大
慘
劇
中
に
敵
も
味
方
も
神
よ
吾
に
勝
利
を
與あ
た

へ
給た
ま

へ
、
吾
に
正
義
を
與
へ
給
へ
と
眞し
ん

劒け
ん

に
祈

つ
〈
っ
〉
た
の
で
あ
る
。
さ
て
飜
ひ
る
が
えつ

〈
っ
〉
て
考
へ
て
見
る
と
、
敵
も
亦
味
方
と
局
じ
く
、
同
一
の
祈マ
マ

〈
神
〉
を
眞
劒
に
祈
つ
〈
っ
〉
て
ゐ
る
の
で
あ
る
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こ
と
を
思
ふ
と
、
此
の
國
家
興
亡
の
眞
劒
の
祈
に
疑
が
起
つ
〈
っ
〉
た
、
即
ち
神
は
果
し
て
敵
味
方
何
れ
に
正
義
を
與
へ
勝
利
を
與
へ
る
の
で
あ
ら
う

か
、
い
か
に
全
知
全
能
の
神
で
も
、
敵
味
方
を
同
時
に
勝
た
し
め
同
一
に
正
義
を
與
ふ
る
こ
と
は
出
來
ま
い
と
。
此
の
事
實
上
の
疑
惑
は
戰
後
歐
洲

の
基
督
敎
の
信
仰
に
少
か
ら
ず
動
揺
を
起
こ
さ
し
め
た
の
を
、
私
は
當と
う

時じ

歐お
う

洲し
ゅ
うに

在
つ
〈
っ
〉
て
親
し
く
見
聞
し
た）

11
（

の
で
あ
る
。
此
に
於
て
か
吾
々

は
、
日
本
民
族
の
大お
お

本も
と

と
し
て
日
本
精
神
を
象
徴
す
る
旭き
ょ
く
じ
つ日の

御み

旗は
た

の
飜
ひ
る
が
える

所
、
日
本
の
統
治
權
の
及
ぶ
所
に
御み

稜い
つ

を）
11
（

垂た

れ
給た
も

ふ
わ
が
大
御
神
の
、

君
臨
し
給
ふ
こ
と
を
力
強
く
思
は
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。
若
し
前
に
述
べ
た
や
う
に
、
之
を
普
遍
化
し
て
人
類
一
般
の
神
と
す
る
な
ら
ば
、
唯

一
神
を
奉
ず
る
人
間
の
宗
敎
と
し
て
の
基
督
敎
で
は
、
一
人
に
し
て
二
ツ
の
絶
對
の
神
を
奉
ぜ
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
に
な
つ
〈
っ
〉
て
、
二
神
一
体
と
な

ら
な
い
限
り
二
ツ
の
人
間
の
生
命
の
指
導
と
な
る
宗
敎
を
有も

つ
こ
と
は
、
人
格
の
分
裂
を
な
さ
な
い
限
り
不
可
能
な
の
で
あ
る
。

［
キ
リ
ス
ト
教
の
神
社
不
拝
問
題
］

　

此こ
こ
に
於
て
か
キ
リ
ス
ト
敎
で
は
、
往
々
に
し
て
神
社
不ふ

拜は
い
の
事
件）

11
（

が
起
つ
〈
っ
〉
て
問
題
と
な
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
恐
く
は
前
に
述
べ
た
如
き
わ
が

日
本
の
神
社
崇
拜
の
本
來
の
意
義
を
理
解
し
て
ゐ
な
い
爲
で
あ
つ
〈
っ
〉
て
、
民
族
を
守
護
す
る
神
と
し
て
な
ら
ば
、
之
が
崇
拜
を
拒
否
す
る
理
由
は

毛
頭
な
い）

11
（

の
で
あ
る
。
否
、
基
督
敎
が
正
し
い
人
間
の
道
を
敎
ゆ
る
宗
敎
で
あ
つ
〈
っ
〉
て
、
大
人
は
大
人
、
小マ
マ

〈
子
〉
供
は
小マ
マ

〈
子
〉
供
、
男
子
、
女

子
各
其
の
人
間
性
の
正
し
き
發
揚
を
導
く
も
の
な
ら
ば
、
日
本
の
基
督
敎
信
者
は
當と
う

然ぜ
ん

日
本
の
神
社
を
拜
し
得
る
如
き
立
派
な
日
本
人
と
な
ら
な
け

れ
ば
な
ら
ぬ
の
で
は
な
か
ら
う
か
。
さ
れ
ば
、
日
本
の
神
社
崇
拜
が
宗
敎
で
あ
る
が
如
く
、
又
宗
敎
で
無
い
が
如
く
取
り
扱
は
れ
て
ゐ
る
の
も
、
亦

此
の
邊へ
ん

に
起
因
す
る
の
で
は
な
い
か
と
思
ふ
の
で
あ
る
。
超
越
的
神
の
道
を
傳
ふ
る
基
督
敎
に
於
て
す
ら
己マ
マ

〈
已す

で
〉
に
然し
か

り
で
あ
る
な
ら
ば
、
人
間
の

自
覺
に
基
き
人
間
性
の
開
發
に
始
終
す
る
佛
敎
に
於
て
は
尚な
お

更さ
ら

然し
か

り
と
い
は
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
。

［
天
啓
の
宗
教
と
人
間
の
自
覚
に
も
と
づ
く
宗
敎
］

　

佛
敎
と
他
の
宗
敎
と
の
間
に
目
立
つ
〈
っ
〉
て
相
違
す
る
こ
と
は
、
神
の
道
を
傳つ
た

ふ
る
と
言
ふ
所い
わ

謂ゆ
る

天て
ん

啓け
い

の
宗
敎
は
常
に
排
他
的
に
な
る
が
、
人
間

の
自
覺
に
基
づ
く
佛
敎
は
常
に
包
容
的）

1（
（

で
あ
る
と
言
ふ
こ
と
で
あ
る
。
此
に
自
覺
の
宗
敎
と
し
て
の
佛
敎
の
特
徴
が
明
白
に
示
さ
れ
て
ゐ
る
の
で
あ

る
。

　
「
天
啓
」
と
言
ふ
こ
と
と
「
宗
敎
」
と
言
ふ
こ
と
と
を
同
義
語
と
す
る
從
來
の
西
洋
流
の
宗
敎
の
理
解
か
ら
し
て
、
佛
敎
の
如
き
は
宗
敎
で
な
い
と



本
文
と
注
記
　
衛
藤
即
応
　
講
述
『
神
社
崇
拝
と
仏
教
』（
工
藤
）

八
三

言
ふ
も
の
も
あ
る
が
、
理
論
は
暫し
ば
ら
く
措お

い
て
、
事
實
の
上
で
仏
陀
の
敎
は
天
啓
敎
と
同
じ
使
命
を
果
し
て
居
る
以
上
、
果
し
て
そ
れ
が
所い
わ
謂ゆ
る
の
宗

敎
で
な
い
と
し
て
も
、
其
の
代
り
に
吾
々
は
佛
敎
を
持
ち
得
る
こ
と
を
誇
り
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
今
此
の
兩
者
の
相
違
点
を
簡
單
に
示
す
爲
に
例

を
以
て
い
ふ
な
ら
ば
、
天
啓
と
し
て
與
へ
る
も
の
を
持
つ
神
の
宗
敎
は
「
汝
の
持
て
る
柿
を
捨
て
よ
、
そ
れ
は
澁し

ぶ
い
、
わ
れ
今
汝
に
他
の
甘
き
柿
を
與
へ
ん
」
と

言
ふ
が
如
き
も
の
で
あ
り
、
又
此
の
一
杯
の
コ
ッ
プ
の
水
を
不
淨
と
し
て
之
を
捨
て
し
め
な
け
れ
ば
他
の
水
を
盛
る
こ
と
が
出
來
な
い
と
い
ふ
や
う

に
、
本
來
自
己
の
所
有
す
る
者
を
捨
て
な
け
れ
ば
、
神
の
道
を
受
け
容
れ
る
こ
と
は
出
來
な
い
か
ら
自
然
排
他
的
と
な
る
の
で
あ
る
。
然
る
に
、
自

覺
の
宗
敎
と
し
て
の
佛
敎
は
之
に
反
し
て
、
天
啓
的
に
他
か
ら
與
へ
ら
る
も
の
は
何
も
な
い
の
で
あ
つ
〈
っ
〉
て
「
如に

ょ
實じ

つ
に
自
心
を
知
れ
）
11
（

」
と
言
ひ
「
自じ

家け

の
寶ほ

う
藏ぞ

う
を
開
く
）
11
（

」
と
言
ひ
、
他
よ
り
來
る
も
の
は
家か

珍ち
ん

に
非
ず）

11
（

と
い
ふ
や
う
に
、
人
間
の
も
つ
本
來
の
價か

値ち

を
自
覺
し
之
を
開
發
せ
し
む
る
の
で
あ
る
。

故
に
「
汝
の
持
て
る
柿
は
澁
い
、
わ
れ
今
佛
陀
の
慈
光
に
依
つ
〈
っ
〉
て
之
を
甘
く
せ
ん
」
と
言
ふ
が
如
く
、
其
の
持
て
る
柿
を
其
の
ま
ゝ
甘
く
す
る
の
で
あ
つ

〈
っ
〉
て
決
し
て
之
を
捨
て
ゝ
他
と
取
り
代
へ
る
の
で
は
な
い
。
煩ぼ
ん

惱の
う

即そ
く

菩ぼ

提だ
い

と）
11
（

い
ふ
も
蓋け
だ

し）
11
（

此
の
意
味
で
あ
る
。
此
の
一
杯
の
水
は
濁
つ
〈
っ
〉
て

ゐ
る
か
ら
、
わ
れ
今
般は
ん

若に
ゃ

の
智
に
依
つ
〈
っ
〉
て
之
を
濾ろ

過か

し
て
清
し
ょ
う
じ
ょ
う

淨
に
せ
ん
、
と
言
ふ
の
が
佛
敎
の
敎お
し
えで

あ
る
か
ら
、
佛
敎
が
日
本
に
入
れ
ば
日

本
の
宗
敎
と
し
て
日
本
人
の
持
て
る
す
べ
て
の
も
の
を
成
熟
せ
し
め
、
そ
の
汚
れ
た
る
も
の
を
清
淨
に
す
る
の
が
佛
敎
の
使
命
で
あ
る
。
さ
れ
ば
こ

そ
人
間
の
宗
敎
と
し
て
の
佛
敎
は
、
日
本
に
傳つ
た
わつ

〈
っ
〉
て
は
日
本
精
神
を
通
し
て
大
乗
佛
敎
の
精せ
い
華か

を
發
揮
し
花
を
開
き
實
を
結
ぶ
こ
と
が
出
來
た

の
で
あ
る
。

［
浄
土
門
信
仰
と
神
祇
不
拝
問
題
］

　

斯か

く
の
如
く
佛
敎
は
神
の
宗
敎
で
な
く
し
て
人
間
の
宗
敎
で
あ
る
か
ら
、
神
の
宗
敎
の
分
類
で
あ
る
一
神
敎
や
多
神
敎
や
汎は
ん

神し
ん

敬
の
分
類
に
當あ

て

嵌は

め
る
こ
と
は
出
來
な
い
の
で
あ
る
が
、
人
間
の
立
場
か
ら
し
て
其
の
何
づ
れ
の
表
現
を
も
取
り
得
る
の
で
あ
る
。
故
に
佛
敎
に
は
一
神
敎
的
の
も

の
も
、
汎
神
敎
的
の
も
の
も
、
は
た
又
多
神
敎
的
の
も
の
も
あ
る
わ
け
で
あ
る
、
就
な
か
ん
づ
く中
一
神
敎
的
表
現
の
強
い
淨
土
門
の
一
派）

11
（

で
は
屡
し
ば
し
ば神
社
崇
拜
と

相
容
れ
な
い
や
う
に
考
へ
て
、
大た
い

麻ま

を
受
く
る
こ
と
を
問
題）

11
（

と
す
る
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
又
神
社
崇
拜
の
意
義
を
正
し
く
理
解
し
な
い
爲
で
あ
つ
〈
っ
〉

て
、
基
督
敎
す
ら
前
述
の
如
く
、
日
本
の
基
督
敎
は
當と
う

然ぜ
ん

日
本
の
神
社
を
崇
拜
せ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
し
た
な
ら
ば
、
淨
土
門
も
佛
敎
で
あ
る
以
上

尚な
お

更さ
ら

そ
の
本
源
に
立
ち
歸か
え

へ
つ
〈
っ
〉
て
人
間
の
宗
敎
と
し
て
、
汝
の
有も

て
る
も
の
を
意
義
あ
ら
し
む
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
の
で
あ
つ
〈
っ
〉

て
、
信
仰
に
熱
烈
な
る
爲
に
却か
え
つ
〈
っ
〉
て
偏へ
ん
き
ょ
う狭に
陥
る
如
き
こ
と
が
あ
つ
〈
っ
〉
て
は
な
ら
ぬ
の
で
あ
る）

11
（

。
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［
神
社
崇
拝
と
仏
教
信
仰
と
の
調
和
　
本
地
垂
迹
　
仏
教
優
位
］

　

さ
て
然し
か

ら
ば
、
日
本
の
佛
敎
徒
と
し
て
神
社
に
對た
い

す
る
信
仰
は
結
局
如
何
に
あ
る
べ
き
も
の
で
あ
ら
う
か
、
之
を
簡
明
に
い
ふ
な
ら
ば
、
一
個
の

人
間
と
し
て
内
に
尊
き
人
間
の
價
値
を
自
覺
し
、
又
國
民
と
し
て
は
美
は
し
き
日
本
精
神
に
生
き
る
こ
と
は
、
そ
の
生
活
を
内
外
よ
り
規
定
し
て
、

此
に
完
全
な
る
日
本
國
民
と
し
て
世
界
に
其
の
尊
嚴
を
誇
る
こ
と
が
出
來
る
の
で
あ
る
。
斯か

く
し
て
始
め
て
人
類
の
爲
の
日
本
精
神
の
發は
つ

露ろ

と
な
り

世
界
文
化
の
爲
の
活
躍
と
な
る
の
で
あ
る
。
而
し
て
此
の
理
想
は
今
始
め
て
私
が
之
を
唱
ふ
る
の
で
は
な
く
し
て
、
已す
で
に
遠
く
本
ほ
ん
じ（
ち
）す
い
じ
ゃ
く

地
垂
迹
の
信）

（11
（

仰
は

此
の
意
味
を
現あ
ら
わし
た
も
の
で
あ
る
。
内
に
は
人
間
の
理
想
と
し
て
の
佛
陀
の
自
覺
に
發
し
、
外
に
は
日
本
精
神
の
權ご
ん
化げ

と
し
て
の
神
社
崇
拜
に
依
つ

〈
っ
〉
て
、
權
威
あ
る
國
民
的
自
覺
に
生
き
る
こ
の
内
外
二
重
の
調
和
こ
そ
、
本
地
垂
迹
の
信
仰
な
の
で
あ
る
。
人
間
の
理
想
と
し
て
の
仏
陀
が
、
日

本
精
神
の
權
化
と
し
て
現
實
生
活
に
現
は
れ
た
と
い
ふ
彼
の
權ご
ん

現げ
ん

の）
（1（
（

信
仰
こ
そ
佛
敎
徒
の
國
民
的
信
仰
で
あ
つ
〈
っ
〉
て
、
吾
々
は
此
の
信
仰
を
有も

つ

こ
と
を
誇
り
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
蓋け
だ
し
民
族
神
と
人
間
の
宗
敎
と
を
狭
く
一
体
と
し
て
、
民
族
宗
敎
の
み
に
止と
ど
まる
な
ら
ば
、
猶ゆ
だ
や太
敎
や
印い
ん
ど度
敎
の

如
く
極
め
て
偏
狭
な
も
の
と
な
つ
〈
っ
〉
て
、
人
類
一
般
の
理
想
に
向
つ
〈
っ
〉
て
進
む
遠
大
な
抱
負
と
活
力
と
を
失
ふ
こ
と
と
な
る
か
ら
、
わ
が
日

本
の
神
社
崇
拜
は
民
族
宗
敎
で
あ
つ
〈
っ
〉
て
は
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
。�

そ
れ
だ
か
ら
と
い
つ
〈
っ
〉
て
、
之
を
廣ひ
ろ

く
し
て
民
族
神
を
一
般
化
し
人
類
一

般
の
神
と
す
れ
ば
、
民
族
神
と
し
て
の
威
力
を
弱
め
ね
ば
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
か
ら
、
此
の
意
味
に
於お
い
て
、
神
社
崇
拜
は
一
般
人
間
の
宗
敎
と
な
る
こ

と
を
欲ほ
っ

し
な
い
の
で
あ
る
。
要よ
う
す
る
に之、

日
本
の
佛
敎
の
立
場
か
ら
は
佛
敎
の
外
に
神
社
崇
拜
は
な
く
、
神
社
即
ち
佛
敎
と
な
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
。

換
言
す
る
な
ら
ば
、
神
社
崇
拜
自
体
が
宗
敎
で
は
な
く）

（10
（

、
佛
敎
の
信
仰
を
通
し
て
始
め
て
宗
敎
的
意
義
を
も
つ
も
の
で
あ
る
と
い
は
ね
ば
な
ら
ぬ
の

で
あ
る
。
日
本
人
が
、
印
度
の
釋
尊
の
敎
に
依
つ
〈
っ
〉
て
佛
と
作な

つ
〈
っ
〉
た
と
し
て
も
、
其
は
決
し
て
印
度
人
に
な
る
の
で
は
な
く
、
ど
こ
ま
で

も
日
本
人
と
し
て
の
佛
で
あ
り
、
之
を
神
社
に
祭
れ
ば
卽
ち
權
現
と
な
る
の
で
あ
る
か
ら
、
日
本
の
佛
は
即
ち
神
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
吾
等
は
、
仏
陀
の
敎
を
奉
じ
て
貴と
う
とき

人
間
の
價
値
を
自
覺
し
、
生
命
の
奥
底
よ
り
湧
き
出
づ
る
信
念
の
力
を
以
て
、
日
本
精
神
の
權
化
と
し

て
祭
ら
れ
た
る
神
社
に
心
か
ら
跪
ひ
ざ
ま
ずい

て
、
萬
世
一
系
世
界
に
比ひ

な
き
光こ
う

輝き

あ
る
わ
が
國こ
く

体た
い

を
護
る
一
人
た
る
こ
と
を
嬉よ
ろ
こび

、
且か

つ
感
謝
し
た
い
の
で

あ
る
。�

此
に
始
め
て
「
唯た

だ
尊
さ
に
涙
こ
ぼ
る
）ゝ
（10
（

」
と
い
ふ
人
間
の
眞ま
こ
との
宗
敎
心
の
發は
つ

露ろ

と
し
て
、
神
社
に
參
拜
し
て
日
本
精
神
に
生
き
る
こ
と
が
出
來

る
の
で
あ
る
。
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［
紀
平
正
美
の
日
本
精
神
論
批
判
　
日
本
人
た
る
以
前
に
仏
教
徒
た
れ
］

　

日
本
精
神
を
唱
導
す
る
或
學
者）

（10
（

が
、
佛
敎
徒
た
る
先
に
日
本
人
た
れ）

（10
（

、
と
い
ふ
た
と
い
ふ
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
佛
敎
を
地
理
的
に
考
へ
て
、

佛
敎
は
東
洋
の
宗
敎
で
あ
る
か
ら
東
洋
人
た
る
前
に
日
本
人
た
れ
と
い
ふ
意
味
で
、
佛
敎
徒
た
る
前
に
日
本
人
た
れ
と
い
ふ
た
の
で
あ
ら
う
が
、
そ

れ
で
は
人
間
の
宗
敎
と
し
て
の
佛
敎
の
本
義
を
見
逃
し
て
ゐ
る
。
佛
敎
が
若
し
人
間
の
宗
敎
な
ら
ば
、
人
間
た
る
前
に
日
本
人
た
れ
と
い
ひ
得
な
い

や
う
に
、
佛
敎
徒
た
る
前
に
日
本
人
た
れ
と
い
ふ
こ
と
は
出
來
な
い
、
宜よ
ろ

し
く
日
本
人
た
る
前
に
佛
敎
徒
た
れ
と
い
ふ
べ
き
で
あ
る
。
其
は
即
ち
日

本
人
た
る
前
に
正
し
き
人
間
と
し
て
の
自
覺）

（10
（

を
要
求
す
る
か
ら
で
あ
る
。

　

我
等
は
日
本
國
民
で
あ
る
以
上
、
建
國
以
來
日
本
の
歴
史
に
成
長
し
て
來
た
日
本
精
神
は
脈
々
と
し
て
吾
等
の
血
管
に
流
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
り
、

敎
育
の
普
及
し
た
今
日
で
は
、
小
學
の
兒
童
に
至
る
ま
で
吾
が
國
体
の
精
華
を
知
ら
な
い
も
の
は
一
人
も
な
い
筈は
ず

で
あ
る
。
只
之
を
自
覺
し
、
之
を

感
得
し
、
之
を
誇
〈
り
〉
と
し
、
之
を
感
謝
す
る
人
間
の
至し

誠せ
い

の
眞
情
が
欠
け
て
ゐ
る
。
こ
れ
、
人
間
を
心
の
底
か
ら
動
か
す
宗
敎
的
信
念
に
俟ま

た
な

け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
さ
れ
ば
日
本
精
神
の
反
省
せ
ら
る
ゝ
今
日
、
忘
れ
た
る
者
を
探
す
が
如
く
、
其
の
正
体
を
古
書
に
之
を
求
む
る
机き
じ
上ょ
う
の
理
論
よ
り

は
、
吾
等
の
血
管
に
流
れ
て
ゐ
る
日
本
精
神
を
正
し
く
生
か
す
力
が
必
要
で
あ
る
。
左
に
右
に
動
揺
す
る
日
本
精
神
を
確
か
に
中ち
ゅ
う
せ
い正の
位
置
に
つ
な

ぎ
止
む
る
生
命
の
力
を
求
め
た
い
。
此
の
力
が
欠
け
て
ゐ
る
か
ら
、
敎
育
勅
語
の
精
神
に
生
き
ね
ば
な
ら
ぬ
敎
員
が
赤
化）

（10
（

し
た
り
、
國
体
知
識
の
結

晶
で
あ
る
べ
き
校
長
の
不
正
事
件
も
起
る
の
で
あ
り
、
廣
く
社
會
の
諸
方
面
の
不
安
動
揺
の
根
源
は
、
正
し
き
人
間
と
し
て
の
自
覺
と
信
念
と
を
確

立
し
て
ゐ
な
い
こ
と
に
あ
る
と
思
は
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。
今
日
吾
國
民
に
欠
け
て
ゐ
る
の
は
日
本
精
神
の
知
識
で
な
く
、
國
体
の
觀
念
で
も

な
い
、
人
間
を
魂
か
ら
動
か
す
力
即
ち
信
念
が
欠
け
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。�

内
に
正
し
き
人
間
と
し
て
の
確か
っ

乎こ

不
動
の
信
念
が
あ
つ
〈
っ
〉
て
、
權
威

あ
る
國
民
的
自
覺
を
通
し
て
外
に
働
き
か
け
る
時
、
赤
化
も
出
來
な
け
れ
ば
賄
ま
い
な
いも

出
來
な
い
正
し
き
日
本
精
神
の
活
躍
と
な
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
の
で
あ

る
。
此
に
於お
い
て
か
宗
祖
道
元
禪
師
の
「
此
の
一
日
の
身し

ん
命め

い
は
貴マ

マ
〈
尊と

う
と〉
ぶ
べ
き
身
命
な
り
貴と

う
とぶ
ベ
き
形け

い
骸が

い
な
り
）
（10
（

」�

と
い
は
れ
た
如
き
生
命
の
價か

値ち

を
自
覺
す
る
宗

敎
的
信
念
の
確
立
が
何
よ
り
も
急
務
で
あ
る
と
思
ふ
の
で
あ
る
。

［
人
間
の
宗
教
と
し
て
の
仏
教
こ
そ
日
本
精
神
の
復
興
］

　

私
は
佛
敎
徒
で
あ
る
か
ら
護ご
き

敎ょ
う

的
に
か
く
の
如
く
論
ず
る
と
い
ふ
の
で
は
决
し
て
な
い
。
佛
敎
徒
と
し
て
の
私
は
、
已す
で
に
最
初
に
先
年
の
反
宗
（
敎
）
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運
動
に
對た
い

し
て
述
べ
た
や
う
に
寧む
し

ろ
之
を
迎
へ
た
い
の
で
あ
る
。
私
は
、
佛
敎
の
現
状
が
決
し
て
理
想
的
の
も
の
と
は
思
は
な
い
、
永
い
年
月
の
間

に
實
際
勢
力
を
有
つ
〈
っ
〉
て
ゐ
た
だ
け
に
、
種
々
の
弊
害
が
伴と
も
なふ
て
眞し
ん
の
佛
敎
の
信
仰
が
殆ほ
と
ん
ど
見
失
は
れ
て
ゐ
る
程
に
思
ふ
の
で
あ
る
が
、
内
部

か
ら
の
改
造
は
容
易
に
行
は
れ
な
い
事
情
が
あ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
外
部
か
ら
其
の
幣マ
マ

〈
弊
〉
害
や
欠
点
を
批
判
し
て
、
之
を
排
除
す
る
如
き
強
い
刺し

戟げ
き

を
與あ
た

ふ
る
と
い
ふ
こ
と
は
、
や
が
て
佛
敎
を
甦
生
に
導
く
所ゆ
え
ん以

で
あ
る
と
信
ず
る
の
で
、
批
判
的
な
反
宗
（
敎
）
運
動
は
寧
ろ
之
を
歓
迎
す
べ
き
で

あ
る
と
思
ふ）

（10
（

。
佛
敎
に
し
て
も
し
永
遠
の
眞
理
の
上
に
立
つ
人
間
の
宗
敎
で
あ
る
な
ら
ば
、
如
何
な
る
強
い
排
佛
が
行
は
れ
て
も
必
ず
又
新
な
る
意

義
と
力
と
を
以
て
甦
生
す
る
も
の
で
あ
る
と
竪
く
信
ず
る
の
で
あ
る
。
之
を
佛
敎
の
歴
史
に
見
ま
し
て
も
、
遠
く
支
那
の
三さ
ん
武ぶ

一い
っ

宗そ
う
の
法ほ
う

難な
ん

、）
（（1
（

近
く

は
明
治
維
新
の
排
佛
で
も
、
其
の
後
に
は
必
ず
佛
敎
が
新
な
る
力
を
以
て
甦
生
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
殊
に
支
那
の
排
佛
の
如
き
は
、
經き
ょ
う
か
ん卷を
焚た

き

寺
院
を
破
壞
し
、
僧
尼
を
殺さ
つ

戮り
く

し
た
程
の
極
端
な
る
排
佛
で
あ
つ
〈
っ
〉
た
の
で
あ
る
が
、
い
づ
れ
も
僅わ
ず

か
に
一
代
に
し
て
其
の
後
に
は
必
ず
多
く
の

高
僧
碩せ
き

德と
く

が
輩は
い
し
ゅ
つ出し

て
佛
敎
は
復
興
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
さ
れ
ば
私
は
、
佛
敎
は
永
遠
の
眞
理
の
上
に
立
つ
眞
の
人
間
の
宗
敎
で
あ
〈
っ
〉
て
、
い

か
な
る
力
も
、
其
の
精
神
を
亡
ぼ
す
こ
と
の
出
來
な
い
も
の
と
信
じ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
で
私
は
宗
派
的
な
偏
見
か
ら
今
日
の
日
本
精
神
運
動

を
非
難
し
や
う
と
い
ふ
の
で
は
決
し
て
な
い）

（（（
（

、
否
、
近
時
の
世
界
の
大
勢
か
ら
し
て
、
從
來
に
も
增
し
て
、
愈
い
よ
い
よ國

民
的
自
覺
を
強
固
に
せ
ね
ば
な
ら

ぬ
こ
と
は
吾
人
の
痛
感
す
る
所
で
あ
る
。
況い
わ
んや

近
來
屢
し
ば
し
ば耳

に
す
る
が
如
く
、
此
の
兩
三
年
は
吾
國
は
國
際
的
危
機
に
直
面
し
て
ゐ
る
と
い
は
れ
る
に

於
て
は
、
爲
政
者
の
立
場
か
ら
特
に
日
本
精
神
を
高
調
し
て
國
民
の
自
覺
を
促
し
、
一
旦
緩か
ん
き
ゅ
う
急
の
時
に
は
國
民
一
体
義
勇
公
に
奉
ず
る）

（（0
（

決
心
を
堅
め

て
置
く
こ
と
は
、
實
に
刻こ
っ

下か

の
急
務
で
あ
る
と
思
ふ
の
で
あ
る
。
然
し
な
が
ら
、
こ
れ
は
決
し
て
從
來
の
思
想
運
動
の
如
く
、
一
時
の
流
行
に
終
つ

〈
っ
〉
て
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
又
之
を
機き

會か
い

と
し
て
地
方
の
眼
界
の
狭
い
神
道
者
流
が
、
宗
派
的
偏
見
に
捉と

ら
は
れ
て
其
の
敎
勢
の
擴か
く

張ち
ょ
うに

利
用

し
、
地
方
の
公
人
亦
日
本
精
神
と
い
ふ
權
威
あ
る
名
に
依
つ
〈
っ
〉
て
之
に
追つ
い
じ
ゅ
う從し

、
其
の
結
果
期
せ
ず
し
て
排
外
的
と
な
り
反
宗
敎
的
と
な
る
が
如

き
大
勢
に
導
か
れ
て
は
、
今
日
衰
へ
た
り
と
雖
い
え
ど
も
尚な
お

國
民
大
多
数
の
信
仰
は
佛
敎
で
あ
り
、
之
に
次
い
で
は
基
督
敎
で
あ
る
が
、
佛
敎
や
基
督
敎
の
信

仰
を
疎そ

外が
い

し
、
恰
も
之
を
日
本
精
神
に
反
す
る
も
の
ゝ
如
く
云う
ん

爲ぬ
ん

す
る
に
至
つ
〈
っ
〉
て
は
、
國
民
大
多
数
の
生
命
の
宗
敎
と
し
て
の
信
仰
を
侮ぶ
じ

辱ょ
く

し
、
之
を
破
壞
し
て
、
さ
な
き
だ
に
不
安
動
揺
の
民
心
を
撹か
く

亂ら
ん

し
、
民
心
の
統
一
を
求
め
て
却
つ
〈
っ
〉
て
之
を
破
り
、
心
か
ら
崇
拜
す
べ
き
神
社
に

對
し
て
も
、
信
心
の
誠
を
失
ふ
て
強
制
的
に
な
り
外
型
的
に
な
る
が
如
き
こ
と
が
あ
つ
〈
っ
〉
て
は
、
所い
わ

謂ゆ
る

角つ
の
を
矯た

め
て
牛
を
殺
す）

（（0
（

が
如
き
結
果
に
な

ら
ぬ
で
あ
ら
う
か
、
と
い
ふ
こ
と
を
深
く
憂
慮
す
る
の
余
り
、
神
社
崇
拜
の
意
義
を
明
か
に
し
て
宗
敎
一
般
特
に
佛
敎
と
の
關
係
を
力
説
し
た
の
で

あ
る
。
私
は
國
民
の
一
人
と
し
て
此
の
國
家
非
常
時
に
際
し
て
大
い
に
意
義
の
あ
る
べ
き
日
本
精
神
運
動
の
歪ゆ
が

め
ら
れ
た
る
傾
向
を
見
聞
し
て
、
私
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八
七

の
日
本
精
神
は
之
を
默も
っ
過か

す
る
に
忍
び
な
い
で
、
由
來
時
事
を
評
論
し
た
こ
と
の
な
い
私
が
敢あ
え
て
此
の
機
會
を
利
用
し
て
卑ひ

見け
ん
を
公
開
し
諸
君
の
反

省
と
理
解
に
訴
え
た
次
第
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　

お
　
斷
　
り

本
稿
は
、
過
般
の
佛
敎
學
會
卒
業
生
送
別
豫よ

餞せ
ん

會か
い

に
於
け
る
先
生
の
御
講
演
を
速
記
せ
る
も
（
の
）
に
て
、
文
中
誤
り
無
き
よ
う
努
め
た
る
も
充
分
に

御
講
演
の
内
容
を
傳つ
た

へ
得
ざ
り
し
怨う
ら
みあ

り
て
、
此
の
點て
ん

深
く
お
詫
び
致い
た

し
度た
く

、
先
生
並
に
大
方
の
讀
者
諸
賢
の
御
許
し
を
乞こ

ふ
次
第
で
あ
り
ま
す
。

�

（
文
責
小
西
）
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八
八

【
参
考
資
料
　
講
演
会
開
催
報
告
】

昭
和
八
年
度
事
業
通
覽

（
昭
和
九
年
）

　

二
月
十
一
日

卒
業
生
送
別
講
演
大
會
及
び
豫
餞
會
開
催
（
於
十
三
番
）

當
今
世
相
全
く
複
雜
と
な
り
、
宗
敎
家
の
單
純
な
る
社
會
認
識
に
て
は

到
底
現
世
の
指
導
は
愚
か
、
現
實
の
解
釋
す
ら
不
可
能
と
な
つ
〈
っ
〉

た
の
で
あ
る
。
而
も
、
此
の
、
何
事
か
の
問
題
を
抱
け
る
社
會
状
勢
の

明
日
を
如
何
に
豫
想
し
得
よ
う
ぞ
。

一
度
巷
に
日
本
精
神
運
動
起
り
し
時
、
既
に
そ
處こ

に
は
吾
々
の
將
來
を

暗
示
す
べ
き
大
い
な
る
問
題
が
投
げ
出
さ
れ
て
ゐ
た
。

　
　

×　
　
　
　

×　
　
　
　

×

此
に
於
て
、
本
會
は
、
會
長
先
生
の
御
出
馬
を
乞
ひ
、
先
生
又
鐡
則
を

破
ら
れ
、
自
ら
陳マ
マ

〈
陣
〉
頭
に
立
つ
〈
っ
〉
て
敢か
ん

然ぜ
ん

と
誤
れ
る
社
會
運
動

と
の
戰
ひ
を
挑
ま
れ
、
日
本
精
神
の
眞
髓
を
語
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
聽

講
實
に
五
百
名
、
外
來
者
數
十
名
を
算
す
る
未
曾
有
の
盛
會
で
あ
つ

〈
っ
〉
た
。
卒
業
生
諸
兄
の
心
中
や
想
ふ
可べ

し
で
あ
る
。

講
演
會
後
直
ち
に
豫
餞
會
に
入
る
。

　
　

開
會
の
辭
（
小
西
）

　
　

會
長
先
生
御
訓
話

　
　

立
花
學
監
先
生
御
訓
話

　
　

兒
玉
顧
問
先
生
御
訓
話

　
　

林
屋
顧
問
先
生
御
訓
話

　
　

送
別
の
辭
（
小
田
原
）

　
　

答　
　

辭
（
斎
藤
良
雄
君
）

　
　

卒
業
生
有
志
演
説

　
　

閉
會
の
辭
（
吉
田
）

　

三
月
廿
五
日

衛
藤
先
生
に
依
る

　

學
報
附
録
「
神
社
崇
拜
と
佛
敎
」
發
行
。

過
般
送マ
マ

〈
卒
〉
業
生
送
別
豫
餞
會
の
「
日
本
精
神
運
動
に
直
面
し
て
」

な
る
御
講
演
を
「
神
社
崇
拜
と
佛
敎
」
と
改
題
し
て
廣
く
宗
務
院
、
宗

門
寺
院
及
び
希
望
者
に
配
布
せ
り
。

　
　
　
　

編
輯
後
記

學
報
第
五
卷
を
送
る
。

　
「
神
社
崇
拜
と
佛
敎
」
は
、
別
刷
と
し
て
約
一
千
三
百
部
發
行
し
ま

し
た
。
地
方
の
、
斯
る
現
實
的
な
救
濟
の
言
葉
に
渇
江
て
ゐ
る
寺
院
の
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八
九

切
な
る
希
望
に
ひ
き
づ
ら
れ
て
、
貧
乏
な
學
會
か
ら
、
斯
く
も
多
数
の

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
出
し
得
た
こ
と
は
、
全
く
會
長
先
生
下
及
び
常
任
理

事
先
生
方
の
深
き
御
同
情
に
依
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
又
、
こ
の
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
は
想
像
以
上
の
感
謝
を
浴
し
、
宗
務
院
よ
り
も
非
常
に
喜
ば

れ
ま
し
た
。　
‥
〈
中
略
〉
‥�

（
五
、
廿
八
日　

小
西
記
）�

　

出
典
：『
駒
澤
大
學
佛
敎
學
會
年
報
』�

（
駒
澤
大
學
學
報
第
五
卷
之
一
）

�

昭
和
九
年
六
月
十
日
發
行　

駒
澤
大
學
佛
敎
學
會

【
関
連
論
文
一
覧
】　
発
表
順

　

日
本
精
神
運
動
と
仏
教
思
想
―
衛
藤
即
応
の
所
説
を
中
心
に
―　

工
藤
英
勝　

一
九
九
九
年
一
二
月　

印
度
學
佛
教
學
研
究　

四
八
―
一

　

�

日
本
精
神
運
動
と
仏
教
思
想
の
諸
相
―
政
治
的
ロ
マ
ン
主
義
へ
の
自
発
的
同
化
・
衛
藤
即
応
の
場
合
―　

工
藤
英
勝　

二
〇
〇
〇
年
一
二
月　

印

度
學
佛
教
學
研
究　

四
九
―
一

　

衛
藤
即
応
の
日
本
国
憲
法
観　

頼
松
瑞
生　

二
〇
二
〇
年　

法
史
学
研
究
会
会
報　

二
四

　

衛
藤
即
応
の
法
律
思
想　

頼
松
瑞
生　

二
〇
二
一
年
一
二
月　

東
京
電
機
大
学
総
合
文
化
研
究　

一
九

　

あ
る
宗
学
者
の
弁
解
と
不
服
従
―
学
徒
出
陣
壮
行
辞
の
再
読
―　

工
藤
英
勝　

二
〇
二
二
年
三
月　

宗
教
研
究　

九
五

　

�

衛
藤
即
応
「
出
陣
学
徒
壮
行
の
辞
」
再
読
―
そ
の
記
録
と
記
憶
の
空
隙
―　

工
藤
英
勝　

二
〇
二
二
年
六
月　

曹
洞
宗
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
学
術

大
会
紀
要
（
第
二
十
三
回
）

　

言
論
人
と
し
て
の
衛
藤
即
応　

工
藤
英
勝　

二
〇
二
二
年
七
月　

曹
洞
宗
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
公
開
研
究
会
発
表
資
料
（
未
公
刊
）

　

�

ユ
マ
ニ
ス
ト
と
し
て
の
衛
藤
即
応
―
日
本
精
神
運
動
批
判
の
根
拠
と
視
座
―　

工
藤
英
勝　

二
〇
二
三
年　

曹
洞
宗
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
学
術
大

会
紀
要
（
第
二
十
四
回
）
掲
載
予
定
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仏
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九
〇

【
注
記
・
出
典
】

（
１
）
え
と
う　

そ
く
お
う　
〔
僧
籍
〕
一
八
八
八
（
明
治
二
一
）
年
四
月
一
四
日
大
分
県
宇
佐
郡
駅
館
村
誕
生　

一
九
五
八
（
昭
和
三
三
）
年
一
〇
月
一
三

日
逝
去　

一
八
九
五
（
明
治
二
八
）
年
大
分
県
雲
栖
寺
雪
庵
洞
明
に
つ
い
て
出
家
得
度　

一
九
〇
四
（
明
治
三
七
）
年
兵
庫
県
心
月
院
弘ひ
ろ

津つ

説せ
っ

三さ
ん

へ
転

師　

一
九
〇
七
（
明
治
四
〇
）
年
山
口
県
大
応
寺
首
先
住
職　
〔
学
歴
〕
一
九
〇
四
（
明
治
三
七
）
年
七
月
曹
洞
宗
第
四
中
学
林
卒
業　

一
九
〇
九
（
明

治
四
二
）
年
七
月
曹
洞
宗
大
学
・
大
学
部
卒
業　

同
年
九
月
京
都
帝
国
大
学
文
科
入
学　

一
九
一
二
（
大
正
元
）
年
七
月
同
大
学
卒
業　
〔
職
歴
〕
一
九

二
〇
（
大
正
九
）
年
曹
洞
宗
大
学
教
授
就
任　

一
九
二
一
（
大
正
一
〇
）
年
五
月
～
一
九
二
四
（
大
正
一
三
）
年
四
月
曹
洞
宗
大
学
教
授
と
し
て
欧
州
・

印
度
・
中
国
留
学
・
巡
歴
視
察　

一
九
四
四
（
昭
和
一
九
）
年
一
一
月
文
学
博
士
（
京
都
帝
国
大
学
）
学
位
授
与　

一
九
五
二
（
昭
和
二
七
）
年
六
月

駒
澤
大
学
第
一
六
代
学
長
（
総
長
）
就
任　
〔
業
績
〕
お
も
な
著
述
と
し
て　
『
華
厳
経　

解
題　

国
訳
』　

国
訳
大
藏
経
第
五
巻　

大
正
六
年　
『
大
乗

起
信
論
講
義
』　

大
蔵
経
講
座
第
十
二
巻　

昭
和
七
年　
『
正
法
眼
蔵
』
校
注
（
岩
波
文
庫
）
三
巻　

昭
和
一
八
年　
『
宗
祖
と
し
て
の
道
元
禅
師
』〈
博

士
学
位
請
求
論
文
〉　

昭
和
一
九
年　
〈「
故
・
衛
藤
即
応
教
授
略
歴
」『
衛
藤
文
庫
目
録
』
所
載　

駒
澤
大
学
図
書
館　

一
九
五
九
年
一
〇
月
刊
に
よ
る
〉

（
２
）
昭
和
九
（
一
九
三
四
）
年
二
月
十
一
日　

於
：
駒
澤
大
学
第
十
三
番　
『
駒
澤
大
學
佛
敎
學
會
年
報
』（
駒
澤
大
學
學
報
第
五
卷
之
一
）　

昭
和
八
年

度
事
業
通
覽
に
よ
る

（
３
）
ほ
う
は
い　

水
が
み
な
ぎ
っ
て
逆
巻
く
さ
ま
。
転
じ
て
、
盛
ん
な
勢
い
で
盛
り
上
が
る
さ
ま

（
４
）「
日
本
精
神
」
の
用
語
は
、
一
九
三
一
（
昭
和
六
）
年
の
満
洲
事
変
と
日
本
国
の
国
際
連
盟
脱
退
を
契
機
に
、
当
時
の
日
本
社
会
に
お
い
て
多
用
さ
れ

る
こ
と
に
な
っ
た
国
粋
主
義
的
、
国
家
主
義
的
な
標
語
で
あ
る
。
日
本
精
神
運
動
は
、
ヘ
ー
ゲ
ル
哲
学
の
研
究
者
で
仏
教
に
関
す
る
著
作
も
あ
る
、
紀
平

正
美　

き
ひ
ら
・
た
だ
よ
し
（
一
八
七
四
～
一
九
四
九
）
を
イ
デ
オ
ロ
ー
グ
と
し
、
一
九
三
二
年
に
文
部
省
が
設
立
し
た
国
民
精
神
文
化
研
究
所
事
業
部

長
と
し
て
、
国
粋
主
義
的
な
社
会
思
潮
形
成
の
一
翼
を
担
っ
た
。
敗
戦
後
公
職
追
放　
『
国
史
大
辞
典
』「
日
本
精
神
」
項
目
参
照

（
５
）
当
初
の
演
題
は
「
日
本
精
神
運
動
に
直
面
し
て
」　
『
駒
澤
大
學
佛
敎
學
會
年
報
』（
駒
澤
大
學
學
報
第
五
卷
之
一
）
昭
和
八
年
度
事
業
通
覽　

三
月

廿
五
日　

講
演
録
と
し
て
発
行
す
る
際
に
「
神
社
崇
拝
と
仏
教
」
へ
変
更

（
６
）
と
う
き　

直
接
の
説
法
の
対
象
と
な
る
衆
生

（
７
）
け
ち
（
つ
）
え
ん
し
ゅ　

当
機
で
は
な
い
が
説
法
法
益
の
因
縁
を
結
ん
だ
者
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九
一

（
８
）
じ
ょ
う
し
ょ
う　

証
誠
と
も　

あ
る
こ
と
を
真
実
で
あ
る
こ
と
を
確
認
証
明
す
る
こ
と
。
ま
た
は
そ
の
ひ
と

（
９
）
故
事
こ
と
わ
ざ
・
俗
諺
「
鳴
く
蝉
よ
り
も
鳴
か
ぬ
蛍
が
身
を
焦
が
す
」
口
に
出
し
て
あ
れ
こ
れ
と
言
う
者
よ
り
、
口
に
出
し
て
言
わ
な
い
者
の
ほ
う

が
、
心
の
中
で
は
深
く
思
っ
て
い
る
こ
と
の
た
と
え

（
10
）
一
九
三
〇
（
昭
和
五
）
年
三
月
中
外
日
報
社
が
主
催
し
て
、「
仏
教
と
マ
ル
キ
シ
ズ
ム
」
と
称
す
る
座
談
会
開
催
。
お
も
な
参
加
者
は
長
谷
川
如
是

閑
、
服
部
之
総
、
宇
野
円
空
、
矢
吹
慶
輝
、
古
野
清
人
そ
し
て
木
村
泰
賢
ら
で
あ
る
。
こ
の
座
談
会
は
「
中
外
日
報
」
四
月
か
ら
五
月
に
か
け
て
連
載
さ

れ
た
。
こ
の
座
談
会
の
企
画
主
導
は
、
創
業
者
真
渓
涙
骨
の
子
息
の
蒼そ
う

空く

朗ろ
う

と
同
紙
記
者
の
三
浦
参さ
ん

玄げ
ん

洞ど
う

で
あ
る
。
く
わ
し
く
は
林
淳
「『
座
談
会
・
仏

教
と
マ
ル
ク
ス
主
義
』
―
一
九
三
〇
年
の
『
中
外
日
報
』」　

宗
教
学
年
報
第
二
五
号　

東
京
大
学
文
学
部
宗
教
学
研
究
室　

二
〇
〇
八
年

（
11
）
一
九
三
一
（
昭
和
六
）
年
～
一
九
三
四
（
昭
和
九
）
年
に
か
け
て
の
左
派
に
よ
る
社
会
思
潮　

お
も
に
反
宗
教
闘
争
同
盟
準
備
会
（
共
産
党
系
）
と

日
本
反
宗
教
同
盟
（
社
会
民
主
系
）
に
よ
る
マ
ル
ク
ス
＝
レ
ー
ニ
ン
主
義
に
よ
る
宗
教
糾
弾
運
動
。
宗
教
＝
阿
片
論
に
依
拠
し
、
現
実
の
宗
教
が
支
配
階

級
に
よ
る
抑
圧
と
支
配
の
正
当
化
に
奉
仕
し
て
い
る
と
指
弾
し
、
大
衆
を
そ
の
宗
教
的
幻
想
か
ら
解
放
し
よ
う
と
す
る
社
会
運
動
。
曹
洞
宗
を
含
む
当
時

の
仏
教
界
に
も
深
刻
な
脅
威
を
与
え
た
。
ち
な
み
に
曹
洞
宗
務
院
は
ふ
た
つ
の
諭
達
を
通
達
し
、
反
宗
教
運
動
へ
の
警
戒
と
対
処
を
促
す
。（『
宗
報
』
第

八
三
七
号　

昭
和
七
年
五
月
一
日
）
こ
の
運
動
は
、
官
憲
に
よ
る
中
心
メ
ン
バ
ー
検
挙
に
よ
り
一
九
三
四
年
に
は
壊
滅
状
態
と
な
る

（
12
）
衛
藤
講
演
以
前
で
は
、
友
松
円
諦
『
佛
教
經
濟
思
想
研
究
』
印
度
古
代
仏
教
寺
院
所
有
に
関
す
る
学
説　

昭
和
七
年　

東
方
書
院　

と
そ
の
書
評
と

思
わ
れ
る
西
義
雄
「
佛
教
経
済
思
想
研
究
に
就
い
て
」（『
宗
教
研
究
』
九
巻
五
所
収　

昭
和
七
年
九
月
）
や
、
多
田
鼎
の
「
信
仰
と
経
済
」（『
佛
教
生

活
』
三
巻
九
所
収　

昭
和
八
年
一
〇
月
）
な
ど
が
散
見
さ
れ
る
が
、
そ
の
い
ず
れ
を
衛
藤
が
想
定
し
て
い
る
の
か
は
不
明
（
調
査
中
）

（
13
）
同
一
表
題
の
書
籍
や
学
術
論
文
は
確
認
で
き
な
い
。
越
智
道
順
「
道
元
の
経
済
思
想
」
が
『
仏
教
』
二
―
六　

一
九
三
六
年
刊
が
あ
る
が
衛
藤
講
演

後
の
論
文
で
あ
る
（
調
査
中
）　

同
趣
旨
の
論
文
・
著
述
は
戦
後
一
九
六
〇
年
以
降
の
発
表
で
あ
る

（
14
）
き
ょ
う
ど
う�

人
び
と
の
先
に
立
っ
て
案
内
す
る
こ
と
。
ま
た
そ
の
人
。
道
案
内

（
15
）
衛
藤
の
仏
教
学
観
。
衛
藤
は
宗
教
な
か
ん
ず
く
仏
教
の
思
想
教
義
や
そ
の
歴
史
を
静
態
的
に
研
究
す
る
対
象
的
学
知
と
し
て
で
は
な
く
、
現
実
の
歴

史
社
会
に
生
活
し
て
い
る
人
間
の
思
想
信
条
（
信
仰
）
の
理
論
的
根
拠
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
学
の
使
命
だ
と
認
識
し
て
い
る
。
学
問
研
究
そ
の
も
の

よ
り
も
高
度
の
上
位
概
念
と
し
て
「
信
仰
」
を
位
置
づ
け
て
い
る
の
は
特
筆
す
べ
き
で
あ
る
。
か
か
る
問
題
意
識
は
初
期
論
文
「
佛
教
の
宗
教
學
的
研
究

に
就
て
」『
日
本
佛
教
學
協
會
年
報
』
第
二
年
一
九
三
〇
（
昭
和
五
）
年
に
詳
し
い



本
文
と
注
記
　
衛
藤
即
応
　
講
述
『
神
社
崇
拝
と
仏
教
』（
工
藤
）

九
二

（
16
）
市
川
白
弦
「
仏
教
に
お
け
る
戦
争
体
験
」　
『
日
本
フ
ァ
シ
ズ
ム
下
の
宗
教
』　

一
九
七
五
年　

エ
ヌ
エ
ス
出
版
所
収　

日
本
精
神
と
仏
教
に
つ
い
て
各

界
四
五
名
の
発
言
集　

こ
れ
ら
発
言
で
は
、
日
本
精
神
じ
た
い
の
定
義
も
論
点
も
統
一
さ
れ
て
い
な
い
。
と
く
に
神
社
崇
拝
・
信
仰
と
仏
教
と
の
関
係
に

つ
い
て
は
曖
昧
・
混
乱
・
矛
盾
し
て
い
る

（
17
）
た
い
か
こ
う
ろ
う　

し
っ
ぴ
（
し
て
）　
「
大
廈
」
大
き
な
家
屋
。「
高
楼
」
二
階
建
て
以
上
の
高
い
建
物
。「
櫛
比
」
は
櫛
の
ご
と
く
す
き
間
な
く
建
っ

て
い
る
さ
ま

（
18
）
ぎ
ょ
う
し
ょ
う　

強
く
勇
ま
し
い
将
軍　

勇
将　

猛
将

（
19
）
あ
き
た
・
う
じ
ゃ
く
（
一
八
八
三
～
一
九
六
二
）
日
本
の
劇
作
家
・
詩
人
・
童
話
作
家
・
小
説
家
・
社
会
運
動
家
。
反
宗
教
運
動
（
共
産
党
系
）
の

代
表
的
イ
デ
オ
ロ
ー
グ
の
ひ
と
り

（
20
）
時
事
新
聞
と
い
う
新
聞
媒
体
は
未
確
認
。「
時
事
新
報
」
の
こ
と
か
？　

ち
な
み
に
「
大
阪
時
事
新
報
」
昭
和
六
（
一
九
三
一
）
年
六
月
八
日
付
記
事

「
動
く
・
動
く
！　

反
宗
教
運
動
の
動
向
」
が
あ
る
が
、
衛
藤
の
取
材
記
事
で
は
な
い
（
調
査
中
）

（
21
）
衛
藤
即
應
談
「
日
本
精
神
の
歪
曲
」
上
中
下　
「
教
学
新
聞
」
一
九
三
四
（
昭
和
九
）
年
一
月
二
一
日
～
二
四
日
連
載　

な
お
、
こ
の
談
話
は
、
紀

平
正
美
「
日
本
精
神
―
特
に
流
行
性
を
帯
び
た
る
最
近
の
傾
向
―
」「
読
売
新
聞
」
一
九
三
四
（
昭
和
九
）
年
一
月
七
日
～
一
三
日
の
六
回
連
載
記
事
に

対
す
る
批
評
で
あ
る

（
22
）
第
一
次
世
界
大
戦W

orld�W
ar�I　

一
九
〇
四
～
一
九
一
八
年　

衛
藤
は
戦
後
一
九
二
一
（
大
正
一
〇
）
～
一
九
二
四
（
同
一
三
）
年
、
欧
州
へ
留

学
し
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
歴
史
や
文
化
に
直
接
接
し
て
い
る
。
衛
藤
は
欧
州
大
戦
後
の
混
沌
と
し
た
社
会
状
況
を
体
験
す
る
こ
と
に
よ
り
、
人
文
主
義
（
ユ
マ

ニ
ス
ム
）
に
目
覚
め
る
こ
と
に
な
る

（
23
）
独
裁
政
治
と
は
、
一
個
人
ま
た
は
一
党
派
が
国
家
権
力
を
独
占
し
て
統
治
を
行
う
政
治
体
制
の
こ
と
を
指
す
。
独
裁
制
と
も
呼
ば
れ
る
。
近
代
以
降

に
お
い
て
は
社
会
主
義
国
・
共
産
主
義
国
・
全
体
主
義
国
・
国
家
主
義
国
の
中
に
遍
在
す
る
。�

独
裁
体
制
の
代
表
と
し
て
は
、
イ
タ
リ
ア
・
ム
ッ
ソ
リ
ー

ニ
に
よ
る
フ
ァ
シ
ズ
ムFascism

や
ド
イ
ツ
・
ヒ
ッ
ト
ラ
ー
の
ナ
チ
ズ
ムN

azism

や
ソ
ビ
エ
ト
連
邦
・
ス
タ
ー
リ
ン
に
よ
る
専
制
的
社
会
主
義
（
ス

タ
ー
リ
ニ
ズ
ムStalinism

）
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る

（
24
）
広
域
経
済
に
対
す
る
経
済
シ
ス
テ
ム
。
お
も
に
帝
国
主
義
の
本
国
と
植
民
地
間
に
限
定
さ
れ
た
閉
鎖
的
経
済
体
制
。
の
ち
に
他
国
や
体
制
の
異
な
る

国
や
地
域
を
排
除
し
、
不
利
益
を
与
え
る
経
済
戦
争
へ
と
移
行
す
る
。
こ
の
こ
と
が
後
に
第
二
次
世
界
大
戦
勃
発
の
遠
因
と
な
る



本
文
と
注
記
　
衛
藤
即
応
　
講
述
『
神
社
崇
拝
と
仏
教
』（
工
藤
）

九
三

（
25
）
満
洲
事
変
と
は
、
一
九
三
一
（
昭
和
六
）
年
九
月
、
日
本
陸
軍
の
中
国
大
陸
進
駐
部
隊
で
あ
る
関
東
軍
の
独
断
謀
略
に
よ
り
中
華
民
国
奉
天
（
現
瀋

陽
）
郊
外
の
柳
条
湖
で
、
南
満
洲
鉄
道
の
線
路
を
爆
破
し
た
事
件
（
柳
条
湖
事
件
）
に
端
を
発
し
、
こ
れ
を
中
国
側
の
攻
撃
と
す
る
自
作
自
演
の
口
実
に

よ
り
、
中
国
東
北
部
に
侵
攻
し
、
清
朝
の
廃
帝
溥
儀
を
国
家
元
首
と
し
て
擁
立
し
、
一
九
三
二
年
二
月
の
満
洲
建
国
と
な
っ
た
。
国
際
社
会
は
こ
の
日
本

の
行
動
に
対
し
て
厳
し
い
対
応
を
な
し
、
国
際
連
盟
は
リ
ッ
ト
ン
調
査
団
を
派
遣
し
て
、
満
洲
国
の
存
続
を
認
め
な
い
と
す
る
勧
告
案
を
連
盟
総
会
が
採

択
し
た
こ
と
に
抗
議
し
て
、
一
九
三
三
（
昭
和
八
）
年
三
月
、
日
本
国
は
正
式
に
国
際
連
盟
脱
退
を
表
明
し
、
国
際
世
界
か
ら
孤
立
す
る
こ
と
に
な
る
。

こ
の
こ
ろ
か
ら
、
日
本
国
内
の
世
情
は
民
族
主
義
、
国
粋
主
義
や
日
本
主
義
が
も
て
は
や
さ
れ
る
よ
う
に
な
る

（
26
）
左
翼
思
想
す
な
わ
ち
社
会
主
義
や
共
産
主
義
を
も
と
も
と
は
意
味
し
て
い
た
が
、
後
に
は
自
由
主
義
や
民
主
主
義
な
ど
も
一
括
し
て
左
翼
・
左
傾
思

想
と
し
て
弾
圧
検
挙
な
ど
の
攻
撃
対
象
に
な
る

（
27
）
思
想
信
条
の
転
換
や
変
質
を
意
味
す
る
が
、
一
九
三
〇
年
代
以
降
の
政
治
権
力
か
ら
の
圧
迫
に
よ
り
生
じ
た
共
産
主
義
や
社
会
主
義
か
ら
の
集
団
離

脱
現
象
。
一
九
三
三
（
昭
和
八
）
年
六
月
の
佐
野
学
や
鍋
山
貞
親
ら
が
、
獄
中
か
ら
「
共
同
被
告
同
志
に
告
ぐ
る
書
」
と
い
う
転
向
声
明
を
出
し
、
反
天

皇
制
・
反
戦
主
義
・
植
民
地
独
立
な
ど
の
従
来
の
主
義
主
張
を
撤
回
し
た
。
の
ち
の
極
右
思
想
家
の
多
く
は
、
こ
の
転
向
者
た
ち
が
担
っ
て
い
た
こ
と
は

銘
記
す
べ
き
で
あ
る
。
衛
藤
は
左
傾
思
想
の
転
向
に
つ
い
て
は
肯
定
的
な
筆
致
で
論
を
立
て
て
い
る
が
、
こ
の
演
説
の
な
か
で
「
時
代
の
動
き
は
左
を
矯

め
て
右
へ
轉
じ
、
又
そ
の
極
端
に
走
る
と
な
る
と
、
そ
の
利
害
功
罪
果
し
て
い
づ
れ
ぞ
や
と
疑
は
ざ
る
を
得
な
い
」
と
あ
り
、
反
動
的
な
右
傾
化
に
つ
い

て
は
き
わ
め
て
懐
疑
的
で
あ
る

（
28
）
け
だ
（
し
）　

も
の
ご
と
を
確
信
を
も
っ
て
推
定
す
る
意
。
ま
さ
し
く　

た
し
か
に　

思
う
に

（
29
）
こ
じ
き　

奈
良
時
代
初
期
に
完
成
し
た
歴
史
物
語
・
伝
説
集
。
三
巻
。
上
巻
は
神
代
物
語
。
中
巻
は
神
武
天
皇
か
ら
応
神
天
皇
。
下
巻
は
仁
徳
天
皇

か
ら
推
古
天
皇
ま
で
の
歴
代
人
脳
の
系
譜
と
皇
族
に
ま
つ
わ
る
伝
説
を
歴
史
書
風
に
ま
と
め
て
い
る
。
本
書
の
成
立
は
、
七
一
二
（
和
銅
五
）
年
正
月
の

完
成
に
際
し
て
、
太お
お
の
や
す
ま
ろ

安
万
侶
の
元
明
天
皇
へ
の
上
表
文
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
。
本
書
の
原
形
は
、
天
武
天
皇
が
舎
人
・
稗ひ
え
だ
の
あ
れ

田
阿
礼
の
伝
え
聞
い
た
諸
伝
で

あ
る
と
さ
れ
る
。
本
書
は
本
居
宣
長
の
『
古
事
記
伝
』
に
よ
り
国
学
思
想
の
基
礎
と
な
っ
た
（
平
凡
社
『
日
本
史
大
事
典
』
３　

参
照
）

（
30
）
に
ほ
ん
し
ょ
き　

日
本
最
初
の
編
年
体
に
よ
る
歴
史
書
。
朝
廷
の
正
史
。
七
二
〇
（
養
老
四
）
年
五
月
、
舎と
ね
り
し
ん
の
う

人
親
王
ら
が
完
成
。
三
〇
巻
。
後
に

「
日
本
紀
」
と
呼
ば
れ
『
古
事
記
』
と
あ
わ
せ
て
「
記き

紀き

」
と
い
う　

歴
史
書
の
体
裁
に
よ
っ
て
編
集
さ
れ
て
い
る
が
史
実
と
し
て
怪
し
い
箇
所
も
少
な

く
な
い
ば
か
り
で
は
な
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
異
説
異
伝
も
収
録
し
た
た
め
、
歴
史
物
語
と
し
て
の
ま
と
ま
り
も
失
わ
れ
て
い
る
。
な
お
、
明
治
期
以
降
、
津



本
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衛
藤
即
応
　
講
述
『
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と
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教
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工
藤
）

九
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田
左
右
吉
ら
に
よ
る
記
紀
批
判
が
な
さ
れ
る
一
方
で
、
戦
前
期
の
国
民
教
育
で
は
記
紀
神
話
を
そ
の
ま
ま
信
奉
す
る
こ
と
を
強
制
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

日
本
精
神
運
動
も
こ
の
流
れ
を
汲
む
（
平
凡
社
『
日
本
史
大
事
典
』
５　

参
照
）

（
31
）
神
武
天
皇
即
位
紀
元
（
皇
紀
）
で
は
、
初
代
神
武
天
皇
が
即
位
し
た
と
伝
え
ら
れ
る
年
を
元
年
と
す
る
日
本
の
紀
年
法
。『
日
本
書
紀
』
の
記
述
に
よ

り
、
元
年
は
西
暦
（
グ
レ
ゴ
リ
オ
暦
）
前
六
六
〇
年
と
さ
れ
て
い
る
。
昭
和
九
年
は
二
五
九
四
年
に
あ
た
る

（
32
）「
億
兆
心
ヲ
一
ニ
シ
テ
」『
教
育
ニ
関
ス
ル
勅
語
』（
教
育
勅
語
）
に
よ
る　

皆
が
心
を
ひ
と
つ
に
し
て

（
33
）
か
ん
な
が
ら　

惟
神　

隨
神　

神
で
あ
る
ま
ま
に　

神
そ
の
も
の
と
し
て

（
34
）
ド
イ
ツ
語K

ulturphilosophie　

文
化
科
学
の
諸
原
理
に
つ
い
て
考
察
す
る
哲
学
。
文
化
の
本
質
や
成
立
要
因
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
そ
の
構

造
や
発
展
法
則
な
ど
を
研
究
対
象
と
す
る
。
新
カ
ン
ト
学
派
の
リ
ッ
ケ
ル
ト
や
そ
れ
を
批
判
的
に
継
承
し
た
カ
ッ
シ
ー
ラ
ー
、
ゲ
オ
ル
ク
・
ジ
ン
メ
ル
ら

に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
。
衛
藤
は
欧
州
留
学
中
、
当
時
最
新
の
こ
の
学
説
に
ふ
れ
、
影
響
を
受
け
て
い
る
。
衛
藤
の
信
仰
観
は
こ
の
文
化
哲
学
の
「
真
善

美
」
と
瑜
伽
唯
識
の
信
の
定
義
を
基
調
と
し
て
い
る

（
35
）
注
（
31
）
参
照　

一
九
四
〇
（
昭
和
一
五
）
年
に
皇
紀
二
六
〇
〇
年
を
迎
え
る
。

（
36
）
記
事
見
出
し
は
正
し
く
は
「
珍
ら
し
い
大
佛
殿
の
瓦
」　

こ
の
記
事
は
「
読
売
新
聞
」
一
九
三
四
（
昭
和
九
）
年
一
月
二
八
日　

日
曜
日
朝
刊
第
四
面

（
全
体
一
二
面
）
に
掲
載
。
つ
ぶ
さ
に
は
「
科
学
者
の
裏
藝
」「
日
本
の
瓦
の
話
（
３
）」
の
小
見
出
し
あ
り
。
寄
稿
者
は
「
東
大
名
誉
教
授　

工
学
博
士

　

關せ
き

野の

貞た
だ
す」　

衛
藤
は
日
本
精
神
と
は
外
来
の
文
化
を
積
極
的
に
吸
収
す
る
心
性
で
あ
り
、
決
し
て
排
外
思
想
で
は
な
い
と
い
う
例
証
と
し
て
紹
介
し
て

い
る
が
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
こ
の
新
聞
記
事
じ
た
い
に
は
日
本
精
神
に
つ
い
て
の
言
及
は
な
い

（
37
）
当
該
座
談
会
開
催
の
日
時
場
所
に
つ
い
て
は
具
体
的
に
特
定
で
き
な
い
（
調
査
中
）

（
38
）
座
談
会
の
内
容
を
掲
載
し
た
新
聞
媒
体
も
特
定
で
き
な
い
（
調
査
中
）　

ち
な
み
に
「
読
売
新
聞
」
に
は
、
一
九
三
三
（
昭
和
八
）
年
一
二
月
一
日
～

三
日
朝
刊
［
各
四
面
］「
宗
教
」
欄
に
、「
信
仰
座
談　

我
等
は
斯
く
觀
る　

日
本
精
神
に
就
い
て
［
上
中
下
］」
の
連
載
記
事
が
あ
る
。
座
談
会
出
席
者

は
原は
ら
田だ

祖そ

岳が
く
（
曹
洞
宗
智
源
寺
）
常と
き

盤わ
だ

大い
じ

定ょ
う
（
文
学
博
士
）
神か
ん

崎ざ
き

一い
っ

作さ
く
（
神
社
本
局
管
長
）
海え

老び

名な
だ

彈ん
じ

正ょ
う
（
前
同
志
社
大
学
總
長
）
椎し
い

尾お
べ

辨ん
き

匡ょ
う
（
文
学

博
士
）
ら
で
あ
る
。
衛
藤
の
い
う
よ
う
に
、「
十
人
十
色
」
で
統
一
し
た
「
日
本
精
神
」
の
定
義
は
見
い
だ
せ
な
い
。
な
お
、
後
日
、『
中
央
仏
教
』
誌
は

三
月
号
特
集
（
昭
和
九
年
三
月
）
と
し
て
「
日
本
精
神
と
仏
教
」
を
載
せ
、
各
界
四
五
名
の
発
言
を
紹
介
す
る
。
鈴
木
大
拙
、
今
東
光
、
中
野
松
堂
そ
し

て
市
川
白
弦
以
外
の
論
調
は
日
本
精
神
へ
の
無
前
提
の
肯
定
と
讃
美
に
終
始
。
こ
の
こ
と
を
後
に
市
川
白
弦
は
「
国
家
神
道
・
神
な
が
ら
の
道
と
仏
教
と



本
文
と
注
記
　
衛
藤
即
応
　
講
述
『
神
社
崇
拝
と
仏
教
』（
工
藤
）

九
五

は
矛
盾
せ
ず
、
と
い
う
前
提
に
立
っ
た
と
き
、
日
本
の
仏
教
は
す
で
に
戦
争
協
力
へ
の
運
命
を
み
ず
か
ら
選
び
と
っ
た
」
と
総
括
し
て
い
る
。
仏
教
界
の

趨
勢
と
は
異
な
る
立
場
の
衛
藤
の
公
の
発
言
や
そ
の
講
演
録
に
つ
い
て
市
川
は
一
切
触
れ
て
い
な
い
。
お
そ
ら
く
そ
の
存
在
を
知
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ

う
。

（
39
）
し
ん
じ
ゅ
ぶ
っ
き　

神
道　

儒
教　

仏
教　

基
督
教
の
略

（
40
）「
群
盲
象
を
評
す
」
と
も　

数
人
の
盲
人
が
象
の
一
部
だ
け
を
触
っ
て
感
想
を
語
り
合
う
、
と
い
う
イ
ン
ド
発
祥
の
寓
話　

転
じ
て
、
物
事
の
全
体
を

把
握
し
な
い
ま
ま
、
自
分
が
接
し
た
局
面
だ
け
で
す
べ
て
理
解
し
た
と
錯
覚
す
る
愚
か
さ
の
た
と
え
。
仏
典
の
な
か
に
も
こ
の
寓
話
は
し
ば
し
ば
と
り
あ

げ
ら
れ
て
い
る
。
パ
ー
リ
仏
典
「
自
説
経
」、
漢
訳
『
長
阿
含
経
』『
大
般
涅
槃
経
』
や
『
華
厳
経
』
等
に
も
こ
の
寓
話
が
か
た
ち
を
替
え
て
援
用
さ
れ
て

い
る
。

（
41
）
中
国
宋
代
・
戴た
い

益え
き

の
漢
詩
「
探
春
」
に
「
盡
日
尋
春
不
見
春　

杖
藜
踏
破
幾
重
雲　

歸
來
試
把
梅
梢
看　

春
在
枝
頭
已
十
分
」
に
よ
る　

通
釈
は

「
一
日
じ
ゅ
う
春
の
風
景
を
も
と
め
て
尋
ね
歩
い
た
が
、
ど
こ
に
も
見
付
け
る
こ
と
が
出
来�

な
か
っ
た
。
わ
ら
じ
が
け
で
、
あ
の
隴
山
に
も
似
た
山
々
の

雲
に
分
け
入
り
梅
を
も
と
め
て
歩
き
ま
わ
っ
た
の
だ
。
さ
て
（
疲
れ
は
て
て
）
帰
る
道
す
が
ら
、
た
ま
た
ま
梅
の
木
の
下
を
通
り
す
ぎ
た
の
で
ふ
と
見
上

げ
る
と
、
こ
ず
え
の
蕾
は
す
っ
か
り
ふ
く
ら
ん
で
い
て
、
已
に
春
の
気
配
は
十
分
で
は
な
い
か
」　

衛
藤
が
こ
の
古
漢
詩
を
引
用
し
た
の
は
、
日
本
精
神

と
い
う
心
を
古
代
記
紀
の
伝
承
や
典
籍
に
だ
け
求
め
る
の
で
は
な
く
、
現
実
に
今
生
き
て
い
る
人
の
精
神
を
見
逃
し
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
意
図
に
よ
る

（
42
）
本も
と

居お
り

宣の
り

長な
が

の
自
賛
和
歌
「
し
き
嶋
の
や
ま
と
ご
ゝ
ろ
を
人
と
は
ゞ
朝
日
に
ゝ
ほ
ふ
山
ざ
く
ら
花
」
に
よ
る
。
本
居
宣
長
記
念
館
の
通
釈
に
は
「
日
本

人
で
あ
る
私
の
心
と
は
、
朝
日
に
照
り
輝
く
山
桜
の
美
し
さ
を
知
る
、
そ
の
麗
し
さ
に
感
動
す
る
、
そ
の
よ
う
な
心
で
す
」
と
あ
る
。
日
本
精
神
と
は
、

遠
い
古
代
に
淵
源
を
も
と
め
る
よ
り
自
身
の
心
に
あ
り
と
い
う
の
で
あ
ろ
う
。

（
43
）
俗
に
い
う
「
和
魂
洋
才
」
で
あ
ろ
う
が
、
衛
藤
は
物
質
界
の
み
な
ら
ず
、
精
神
文
化
も
時
代
社
会
に
よ
っ
て
変
化
発
展
し
て
き
た
と
み
て
い
る

（
44
）
発
言
者
、
発
言
会
場
は
不
明
。
当
時
、
仏
教
と
そ
の
開
祖
シ
ャ
カ
ム
ニ
を
外
来
宗
教
（
者
）
と
卑
し
め
て
「
印
度
の
黒
ん
坊
（
ク
ロ
ン
ボ
）」
の
教
え

と
し
て
賤
称
し
て
い
た
事
実
は
あ
る
。
一
九
三
三
（
昭
和
八
）
一
二
月
年
、
神
道
革
新
会
は
、
本
派
本
願
寺
大
谷
光
照
宛
に
「
詰
問
書
」
を
送
り
つ
け
、

そ
の
な
か
で
「
天
祖
、
国
祖
を
祭
祀
せ
ず
、
善
男
善
女
よ
り
集
め
た
る
数
百
千
金
を
投
じ
て
、
宏
大
な
る
寺
院
を
建
設
し
、
こ
れ
に
亡
国
印
度
の
ク
ロ
ン

ボ
を
安
置
し
て
、
三
拝
九
拝
し
つ
つ
あ
る
貴
宗
派
の
行
為
…
…
」
な
る
あ
か
ら
さ
ま
な
民
族
差
別
表
現
が
み
ら
れ
る　

ま
た
ほ
ぼ
同
時
期
、
松ま
つ

岡お
か

洋よ
う

右す
け
は

「
日
本
民
族
は
仏
教
に
か
ぶ
れ
て
日
本
精
神
を
見
失
っ
た
」
と
の
演
説
が
耳
目
を
ひ
い
た
（
市
川
白
弦
「
仏
教
に
お
け
る
戦
争
体
験
」）
さ
ら
に
昭
和
初
期
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九
六

頃
の
子
ど
も
の
は
や
し
歌
と
し
て
、「
い
ん
ど
～
じ
ん
の
～
く
～
ろ
ん
ぼ
」
が
あ
っ
た
ら
し
い
。
い
ず
れ
も
日
本
精
神
運
動
か
ら
派
生
流
布
し
た
仏
教
排

撃
思
潮
で
あ
る
。

（
45
）
古
語
。
そ
う
で
な
く
て
さ
え
。
た
だ
で
さ
え

（
46
）
で
ん
ぎ
ょ
う　

伝
教
大
師
。
最
澄
（
七
六
六
〈
七
〉
～
八
二
二
）
日
本
天
台
宗
の
開
祖

（
47
）
こ
う
ぼ
う　

弘
法
大
師　

空
海
（
七
七
四
～
八
三
五
）
日
本
真
言
宗
の
開
祖

（
48
）
一
般
に
は
「
廃
仏
毀
釈
」

（
49
）
神
仏
分
離
令
。
神
仏
分
離
は
、
神
仏
習
合
の
弊
害
を
緩
和
し
、
神
道
と
仏
教
、
神
と
仏
、
神
社
と
寺
院
と
を
は
っ
き
り
区
別
さ
せ
る
こ
と
。
一
般
に

は
江
戸
時
代
中
・
後
期
以
後
の
儒
家
神
道
や
国
学
・
復
古
神
道
の
発
展
に
よ
っ
て
提
唱
さ
れ
た
。
と
く
に
明
治
新
政
府
に
よ
り
出
さ
れ
た
「
神
仏
判
然
令
」

（
慶
応
四
年
三
月
一
三
日
か
ら
明
治
元
年
一
〇
月
一
八
日
ま
で
に
出
さ
れ
た
、
太
政
官
布
告
・
神
祇
官
事
務
局
達
・
太
政
官
達
な
ど
の
一
連
の
通
達
の
総

称
）
に
も
と
づ
き
、
全
国
的
に
公
的
に
行
わ
れ
た

（
50
）
ろ
く
そ
う
え
ん
ゆ
う　

華
厳
宗
の
教
義
。
六
相
と
は
総
相
・
別
相
・
同
相
・
異
相
・
成じ
ょ
う相

・
壊え

相
の
こ
と
で
、
す
べ
て
の
存
在
が
み
な
こ
の
六
つ
の

あ
り
か
た
を
具
有
し
て
互
い
に
他
を
さ
ま
た
げ
ず
、
全
体
と
部
分
が
一
体
化
し
て
ま
ど
か
に
融
合
し
て
い
る
さ
ま
を
い
う
。（『
総
合
仏
教
大
辞
典
』
下
巻

　

法
蔵
館　

参
照
）
こ
れ
は
あ
く
ま
で
、
華
厳
教
學
に
お
け
る
存
在
論
で
あ
り
、
社
会
や
世
界
の
こ
と
を
説
明
す
る
原
理
で
は
な
い
。
衛
藤
は
こ
こ
で

「
皇
室
を
中
心
と
せ
る
國
民
一
体
の
觀
念
」
を
こ
の
六
相
円
融
に
関
係
づ
け
て
い
る
が
、
こ
れ
は
衛
藤
の
拡
大
解
釈
で
あ
る
。
か
か
る
解
釈
は
、
衛
藤
に

は
め
ず
ら
し
く
体
制
迎
合
的
で
あ
る
が
、
仏
教
が
「
国
体
」「
日
本
精
神
」
と
相
反
す
る
宗
敎
で
は
な
い
と
い
う
、
晦
渋
な
対
抗
言
説
で
も
あ
る
。
な
お
、

華
厳
の
こ
の
教
義
や
観
念
は
の
ち
に
大
東
亜
共
栄
圏
の
世
界
観
に
ま
で
適
用
・
展
開
さ
れ
る
。
し
か
し
、
こ
の
教
義
と
思
想
が
具
体
的
に
植
民
地
支
配
と

ア
ジ
ア
侵
略
に
ど
れ
だ
け
実
効
性
を
も
っ
て
い
た
の
か
は
は
な
は
だ
疑
問
。
石
井
公
成
「
大
東
亜
共
栄
圏
の
合
理
化
と
華
厳
哲
学
（
一
）」　
『
仏
教
学
』
第

四
二
号　

二
〇
〇
〇
年

（
51
）
び
る
し
ゃ
な　

毘
盧
遮
那
仏　

廬
舎
那
仏　

ヴ
ァ
イ
ロ
ー
チ
ャ
ナ　

も
と
は
太
陽
の
意
味
で
、
仏
智
の
広
大
無
辺
を
象
徴
す
る
。
華
厳
経
の
教
主
と

し
て
有
名
（『
総
合
仏
教
大
辞
典
』
下
巻　

法
蔵
館　

参
照
）

（
52
）
ほ
っ
か
い　

dharm
a-dhātu

法
の
世
界　

事
物
の
根
源　

法
の
基
体　

真
如tathatā

と
同
義　

華
厳
教
学
で
は
「
現
実
の
あ
り
の
ま
ま
の
世
界
」

と
「
そ
の
よ
う
に
あ
ら
し
め
て
い
る
と
こ
ろ
の
も
の
」
と
の
両
者
を
相
即
的
に
表
現
す
る
語
（『
広
説
仏
教
語
大
辞
典
』　

中
村
元
著　

東
京
書
籍　

参
照
）



本
文
と
注
記
　
衛
藤
即
応
　
講
述
『
神
社
崇
拝
と
仏
教
』（
工
藤
）

九
七

（
53
）
た
だ
（
に
）
た
だ　

わ
ず
か
に

（
54
）
ぼ
く　

う
ら
な
う

（
55
）
た
い
は
い　

中
国
の
天
子
や
将
軍
が
用
い
た
、
日
や
月
、
昇
り
竜
や
下
り
竜
が
描
か
れ
た
大
き
な
旗

（
56
）
と
く
い
く　

道
徳
教
育　

倫
理
教
育

（
57
）
か
ん
よ
う　

涵
養　

水
が
自
然
に
地
価
の
帯
水
層
に
し
み
こ
む
こ
と
。
湧
出
、
流
出
の
対
。
転
じ
て
徐
々
に
養
い
育
て
る
こ
と

（
58
）
て
ん
ち　

わ
る
が
し
こ
い
知
能

（
59
）
ぜ
ん
て
つ　
（
悪
し
き
・
失
敗
の
）
先
例　

前
例

（
60
）
か
い
ち
ょ
く　

人
に
注
意
を
与
え
て
慎
ま
せ
る
こ
と
。
ま
た
、
自
分
か
ら
気
を
つ
け
て
慎
む
こ
と

（
61
）
さ
い
ぎ
ょ
う
ほ
う
し　

西
行　

一
一
一
八
～
一
一
九
〇
年　

平
安
時
代
末
期
か
ら
鎌
倉
時
代
初
期
に
か
け
て
の
日
本
の
武
士
で
あ
り
、
僧
侶
、
歌
人
。

俗
名
は
佐さ

藤と
う

義の
り

清き
よ

（
62
）
西
行
法
師
が
伊
勢
神
宮
に
参
拝
し
た
際
に
詠
じ
た
和
歌　

こ
と
ば
に
な
ら
な
い
感
動
を
詠
む

（
63
）
比
較
宗
教
学Com

parative�Religion�
（
比
較
宗
教
論
・
宗
教
比
較
論
）
に
お
け
る
宗
教
類
型
論
。
近
代
宗
教
学
が
創
始
さ
れ
た
背
景
に
は
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
世
界
の
外
か
ら
宗
敎
と
そ
の
文
化
に
か
か
わ
る
情
報
や
知
識
が
大
量
に
も
た
ら
さ
れ
た
こ
と
に
一
因
が
あ
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
知
識
人
た
ち
は
、

種
々
雑
多
な
域
外
の
宗
敎
信
仰
や
習
俗
を
、
当
時
の
キ
リ
ス
ト
教
を
基
準
に
し
て
整
理
分
類
し
た
。
こ
れ
が
近
代
の
宗
教
類
型
論
の
は
じ
ま
り
で
あ
る
。

そ
の
分
類
基
準
は
種
々
提
示
さ
れ
て
き
た
が
、
神
の
数
や
そ
の
性
格
、
創
始
者
の
有
無
、
信
徒
圏
の
広
が
り
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。
代
表
的
な
類
型
と
し

て
は
、
一
神
教
・
多
神
教
・
汎
神
教
・
ア
ニ
ミ
ズ
ム
（
精
霊
崇
拝
）
や
世
界
宗
教
・
民
族
宗
教
な
ど
で
あ
る
。（『
宗
教
学
事
典
』
丸
善�

二
〇
一
〇
年
一

〇
月�

参
照
）
衛
藤
が
欧
州
留
学
し
た
当
時
に
は
す
で
に
こ
れ
ら
の
宗
教
類
型
論
は
確
立
さ
れ
て
い
た
。

（
64
）
世
界
（
的
）
宗
教
の
対
。
民
族
（
的
）
宗
教
と
は
、
特
定
の
民
族
、
地
域
に
限
定
さ
れ
た
宗
敎
で
、
特
定
民
族
や
集
団
の
地
縁
的
・
血
縁
的
繋
が
り

に
基
礎
を
お
く
。
自
然
発
生
的
で
、
政
治
と
一
致
同
調
す
る
傾
向
が
強
い
。
そ
の
代
表
と
し
て
は
、
ユ
ダ
ヤ
教
、
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
、
道
教
そ
し
て
神
道
な

ど
（『
宗
教
学
事
典
』
丸
善�

二
〇
一
〇
年
一
〇
月�

参
照
）

（
65
）
民
族
（
的
）
宗
教
の
対
。
民
族
集
団
や
地
域
の
限
定
を
越
え
る
宗
敎
形
態
。
歴
史
的
起
源
と
教
祖
と
開
祖
を
も
つ
。
専
従
聖
職
者
層
主
導
の
教
団
形

成
。
政
治
か
ら
独
立
し
て
広
汎
に
展
開
す
る
傾
向
が
濃
い
。
代
表
と
し
て
は
、
キ
リ
ス
ト
教
、
イ
ス
ラ
ー
ム
教
そ
し
て
仏
教
が
あ
る
。
一
九
世
紀
の
近
代
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九
八

宗
教
学
当
初
、
イ
ス
ラ
ー
ム
教
は
ア
ラ
ブ
人
の
民
族
宗
教
で
あ
る
と
と
ら
え
ら
れ
て
い
た
（『
宗
教
学
事
典
』
丸
善�

二
〇
一
〇
年
一
〇
月�

参
照
）

（
66
）
ユ
ダ
ヤ
教�Judaism

�

ユ
ダ
ヤ
民
族
と
イ
ス
ラ
エ
ル
に
お
け
る
支
配
的
な
民
族
宗
教
。
ヤ
ー
ウ
ェ
神
を
唯
一
神
、
モ
ー
セ
を
始
祖
と
す
る
。（
旧
約
）

『
聖
書
』
の
信
仰
と
そ
の
伝
統
に
も
と
づ
く

（
67
）
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教�H

induism
�

ヒ
ン
ド
ゥ
す
な
わ
ち
イ
ン
ド
人
が
古
来
か
ら
伝
承
す
る
民
族
宗
敎
。
イ
ン
ド
教
と
も
。
イ
ン
ド
の
形
成
と
並
行
し
て
成

立
し
た
自
然
宗
敎

（
68
）
ユ
マ
ニ
ス
ムH

um
anism

人
間
の
本
性
と
そ
の
理
想　

衛
藤
の
世
界
宗
教
理
解
と
し
て
特
徴
的
。
世
界
（
的
）
宗
教
を
信
徒
圏
の
地
理
的
な
広
が
り

に
か
ぎ
ら
ず
、
そ
の
宗
教
信
仰
の
内
実
と
普
遍
性
に
つ
い
て
も
触
れ
、
そ
の
根
拠
を
「
人
間
」「
人
間
性
」「
人
間
本
位
」
に
も
と
め
る

（
69
）
キ
リ
ス
ト
教　

紀
元
前
後
、
ナ
ザ
レ
の
イ
エ
スJesus

を
キ
リ
ス
ト
と
信
奉
す
る
宗
敎
。
キ
リ
ス
ト
と
は
ヘ
ブ
ラ
イ
語
メ
シ
ア
の
ギ
リ
シ
ャ
語
訳
で
、

「
膏あ
ぶ
らを

注
が
れ
た
（
塗
ら
れ
た
）
者
」
を
意
味
し
、
ユ
ダ
ヤ
の
救
世
主
を
い
う
。
キ
リ
ス
ト
教
は
ユ
ダ
ヤ
教
の
旧
約
聖
書
の
伝
統
に
も
と
づ
き
、
イ
エ
ス

を
新
た
な
預
言
者
と
し
て
、
彼
の
刑
死
後
の
復
活
を
信
じ
る
宗
敎
。
古
代
か
ら
現
代
に
い
た
る
ま
で
数
え
き
れ
な
い
ほ
ど
の
大
伝
統
と
そ
の
教
派
に
分
か

れ
、
信
者
規
模
で
は
世
界
第
一
の
宗
教
で
あ
る
。
基
督
と
は
こ
の
キ
リ
ス
ト
の
当
て
字
で
、
近
代
に
西
洋
文
明
が
移
入
す
る
な
か
で
、
漢
字
表
記
と
し
て

考
案
さ
れ
た
も
の
ら
し
い

（
70
）
衛
藤
の
人ユ

マ

ニ

ス

ム

文
主
義
教
養
を
代
表
象
徴
す
る
概
念
。
曹
洞
宗
、
仏
教
、
宗
教
よ
り
も
上
位
概
念
。
仏
教
は
人
間
本
位
の
宗
教
、
人
間
性
に
基
づ
い
た
宗

敎
と
と
ら
え
、
人
間
（
性
）
の
尊
重
を
強
調
す
る
。
逆
に
い
え
ば
、
外
面
表
層
は
仏
教
の
よ
う
で
は
あ
っ
て
も
、
人
間
（
性
）
に
も
と
づ
か
い
な
い
仏
教

は
仏
教
と
は
同
定
で
き
な
い
と
い
う
意
味
も
同
時
に
内
包
す
る
。

（
71
）「
民
族
宗
敎
と
同
じ
性
質
の
者
と
い
ふ
こ
と
は
認
め
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。
此
に
世
界
的
宗
敎
と
し
て
の
人
間
本
位
の
佛
敎
の
信
仰
と
、
民
族
的

宗
敎
と
類
似
し
た
」
と
い
う
表
現
に
は
、
非
常
に
デ
リ
ケ
ー
ト
な
問
題
が
内
包
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
神
社
崇
拝
も
し
く
は
神
道
を
端
的
に
「
民
族

（
的
）
宗
教
」
と
規
定
す
る
と
、「
教
育
勅
語
」
の
「
之
ヲ
中ち
ゅ
う
が
い外ニ

施
シ
テ
悖も
と

ラ
スず

」（
通
釈
：
こ
の
勅
語
を
国
の
内
外
に
適
用
し
て
も
間
違
い
は
な
い
）

と
い
う
趣
旨
と
齟
齬
を
生
じ
か
ね
な
い
。
逆
に
、
普
遍
的
な
「
世
界
（
的
）
宗
教
」
と
み
な
せ
ば
、
日
本
民
族
固
有
の
信
仰
体
系
と
い
う
側
面
が
薄
く
な

る
し
、
ま
ず
も
っ
て
宗
敎
伝
播
の
実
態
に
沿
わ
な
い
こ
と
に
な
る

（
72
）
衛
藤
に
と
っ
て
「
人
間
4

4

」
と
は
た
ん
に
人
類
と
い
う
類
概
念
・
抽
象
概
念
で
は
な
く
、
ひ
と
つ
の
価
値
概
念
の
謂
で
あ
る
。
こ
こ
の
文
脈
に
あ
る
よ

う
に
、
家
族
、
町
村
、
国
県
ま
た
は
民
族
等
の
社
会
的
規
定
を
超
え
て
、
い
や
そ
の
根
底
に
は
「
一
個
の
赤
裸
々
な
人
間
」
を
定
立
す
る
。
衛
藤
の
文
化
、
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九

宗
教
な
か
ん
ず
く
仏
教
は
こ
の
人
間
性
に
根
拠
を
も
つ

（
73
）「
個
の
人
間
の
品
位
と
価
値
と
を
自
覚
」　

人
間
、
人
間
性
と
な
ら
ん
で
人
間
の
「
品
位
」「
価
値
」
も
衛
藤
の
人
文
主
義
教
養
を
表
現
す
る
概
念
。
こ

の
思
考
と
態
度
は
戦
後
も
一
貫
し
て
つ
づ
く
。
例
え
ば
「
文
化
と
宗
教
」
説
処
不
明
（
昭
和
二
二
年
頃
）『
道
元
禅
師
と
現
代　

衛
藤
即
応
博
士
遺
稿
集
』

一
九
八
〇
年
二
月
刊　

所
載

（
74
）「
古こ

今こ
ん

に
通
じ
て
謬あ
や
まら

ず
中ち
ゅ
う
が
い外に

施
し
て
惇も
と

ら
ざ
る
」　

こ
れ
は
「
教
育
勅
語
」
の
一
節
。（
通
釈
：
こ
の
勅
語
を
現
在
と
過
去
を
通
し
て
誤
謬
は
な
く
、

こ
れ
を
国
の
内
外
に
適
用
し
て
も
間
違
い
で
は
な
い
）　

当
時
の
権
威
的
言
説
を
援
用
す
る
も
、
そ
れ
を
「
国こ
く

体た
い

」（
国
柄
）「
斯こ
の

道み
ち

」（
こ
の
道
徳
）
な
ど

の
日
本
主
義
ま
た
は
日
本
精
神
運
動
の
宣
伝
文
句
と
し
て
で
は
な
く
、
人
文
主
義
的
に
転
釈
し
て
い
る
と
こ
ろ
は
、
い
か
に
も
衛
藤
流
で
あ
る

（
75
）
衛
藤
は
神
社
崇
拝
と
仏
教
論
に
関
連
し
て
、
各
家
の
祖
先
（
先
祖
）
崇
拜
と
仏
教
信
仰
と
の
関
係
に
言
及
す
る
。
こ
こ
で
「
祖
先
を
崇
拜
す
る
こ
と

其
れ
自
体
が
佛
敎
の
宗
敎
と
し
て
の
根
本
義
で
は
決
し
て
な
い
」「
佛
敎
の
祖
先
崇
拜
は
、
か
の
宗
敎
史
に
現
は
る
ゝ
古
代
の
宗
敎
の
一
形
式
た
る
祖
先

崇
拜
と
は
、
之
を
同
一
に
見
る
こ
と
の
出
來
な
い
」
と
あ
り
、
祖
先
崇
拝
と
い
う
家
固
有
の
信
仰
形
態
と
、
人
間
の
宗
教
と
し
て
の
仏
教
信
仰
と
は
区
別

し
て
考
え
る
べ
き
だ
と
の
視
点
に
立
つ
。
こ
れ
は
た
ん
に
民
俗
（
民
間
）
信
仰
を
軽
視
し
仏
教
信
仰
を
尊
ぶ
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、「
佛
敎
に
依
っ
て

導
か
れ
た
る
人
間
と
し
て
の
宗
敎
情
操
」
と
し
て
の
祖
先
崇
拝
の
意
義
を
認
め
る
も
の
で
あ
る

（
76
）
忠
ち
ゅ
う
こ
う
い
っ
た
い

孝
一
体
は
「
教
育
勅
語
」
の
「
我
カ
臣し
ん

民み
ん

、
克よ

ク
忠
ニ
克よ

ク
孝
ニ
、
億
お
く
ち
ょ
う
こ
こ
ろ

兆
心
ヲ
一い
つ

ニ
シ
テ
、
世よ

世よ

厥そ

ノ
美び

ヲ
済な

セ
ル
ハ
、
此
レ
我
カ
国こ
く

体た
い

ノ
精せ
い

華か

ニ
シ
テ
、
教
育
ノ
淵え
ん

源げ
ん

亦ま
た

実じ
つ

ニ
此
ニ
存
ス
」
に
よ
る
。
衛
藤
は
当
時
の
権
威
的
な
体
制
思
想
の
文
書
で
あ
る
「
教
育
勅
語
」
を
援
用
し
つ
つ
、
そ
れ
を
否

定
は
し
な
い
な
が
ら
も
、
そ
れ
と
「
人
間
の
宗
教
」
た
る
仏
教
と
は
一
線
を
画
す
る
と
の
立
場
に
立
つ

（
77
）
平
重
盛　

た
い
ら
の�

し
げ
も
り　

一
一
三
八
～
一
一
七
九
年　

平
安
末
期
の
平
氏
武
将
。
平
清
盛
の
長
男
。「
平
家
物
語
」
で
は
鹿
ケ
谷
事
件
の
際
、

清
盛
が
後
白
河
法
皇
を
幽
閉
す
る
の
を
諌
止
し
た
温
厚
沈
着
冷
静
な
人
物
と
し
て
描
か
れ
る
（
平
凡
社
『
日
本
史
大
事
典
』
４
参
照
）

（
78
）『
日に

本ほ
ん

外が
い

史し

』
が
出
典
と
さ
れ
る
。
卷
一
源
氏
前
記
平
氏
に
「
欲
忠
則
不
孝
。
欲
孝
則
不
忠
。
重
盛
進
退
窮
於
此
矣
」
と
あ
る
。『
日
本
外
史
』
は
、

江
戸
後
期
に
頼ら
い

山さ
ん

陽よ
う
（
一
七
八
〇
～
一
八
三
二
）
が
著
し
た
国
史
書
（
外
史
と
は
民
間
に
よ
る
歴
史
書)

。
源
平
二
氏
か
ら
徳
川
氏
ま
で
の
武
家
盛
衰
通

史
で
、
す
べ
て
漢
文
体
で
記
述
。
文
政
一
〇
（
一
八
二
七
）
年
、
山
陽
と
交
流
が
あ
っ
た
松
平
定
信
に
献
上
、
二
年
後
に
大
坂
秋
田
屋
な
ど
三
書
店
共
同

で
全
二
十
二
巻
刊
行
。
幕
末
か
ら
明
治
に
か
け
て
も
っ
と
も
多
く
読
ま
れ
た
歴
史
書
で
あ
る

（
79
）
告
別
式
の
名
は
現
在
も
あ
る
が
、
煩
雑
さ
と
過
大
な
負
担
を
か
け
て
い
た
葬
祭
儀
礼
を
簡
略
化
す
る
た
め
に
、
告
別
式
が
考
案
さ
れ
た
も
の
ら
し
い
。
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一
〇
〇

ち
な
み
に
日
本
で
最
初
に
告
別
式
を
行
っ
た
の
は
、
明
治
期
思
想
家
で
あ
る
中な
か

江え
ち

兆ょ
う

民み
ん

（
一
八
四
七
―
一
九
〇
一
）
だ
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る

（
80
）
さ
ん
ぷ
く　

暑
い
夏
季
の
内
で
も
最
も
極
暑
の
時
期
で
、
夏
至
後
の
三
番
目
の
庚
（
か
の
え
）
の
日
（
初
伏
）
か
ら
立
秋
後
の
最
初
の
庚
の
日
（
末

伏
）
ま
で
の
約
一
ヶ
月
間
の
酷
暑

（
81
）
尊
厳
な
る
価
値　

品
位　

人
格　

生
命
な
ど
の
人
文
主
義
の
用
語
が
頻
出

（
82
）
衛
藤
に
よ
れ
ば
「
人
間
の
宗
教
」
と
は
仏
教
と
同シ
ノ

義ニ
ム

で
あ
る

（
83
）
民
族
本
位
の
神
道　

人
間
本
位
の
宗
教
＝
仏
教　

と
の
対
比

（
84
）
あ
ま
て
ら
す
お
お
み
か
み　

天
照
大
御
神
と
も　

古
代
神
道
の
最
高
神
。
記
紀
神
話
の
伝
承
に
よ
る
と
、
天
皇
の
祖
先
神
ア
マ
テ
ラ
ス
オ
ホ
ミ
カ
ミ

は
、
古
代
国
家
の
政
治
的
な
再
編
成
の
過
程
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
天
神
地
祇
が
序
列
化
さ
れ
、
こ
の
ア
マ
テ
ラ
ス
オ
ホ
ミ
カ
ミ
は
神
々
の
頂
点
に
位
置
づ
け

ら
れ
る
（
村
上
重
良
『
日
本
宗
教
事
典
』
一
九
八
八
年　

講
談
社　

参
照
）

（
85
）
こ
う
げ
ん�

洪
は
お
お
み
ず　

大
河
の
源
流

（
86
）
新
約
聖
書
の
こ
と
ば
。
新
約
聖
書
「
マ
タ
イ
に
よ
る
福
音
書
」
第
五
章
、「
ル
カ
に
よ
る
福
音
書
」
第
六
章
に
あ
る
イ
エ
ス
の
言
葉　

キ
リ
ス
ト
教
倫

理
の
代
表
と
さ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
世
界
大
戦
に
お
い
て
、
同
一
の
信
仰
を
も
つ
者
同
士
が
殺
戮
し
合
う
現
実
に
、
西
欧
社
会
と
宗
教
は
す
く
な
か

ら
ず
動
揺
し
楽
観
的
な
文
明
観
に
は
懐
疑
的
に
な
っ
た
。
オ
ス
ヴ
ァ
ル
ト
・
ア
ル
ノ
ル
ト
・
ゴ
ッ
ト
フ
リ
ー
ト
・
シ
ュ
ペ
ン
グ
ラ
ー
は
、
ド
イ
ツ
の
文
化

哲
学
者
、
歴
史
学
者
で
、�

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
、
ロ
シ
ア
と
い
っ
た
非
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
勢
力
の
台
頭
を
受
け
て
書
か
れ
た
主
著
『
西
洋
の
没
落
』D

er 
U

ntergang des A
bendlandes　

二
巻　

一
九
一
八
～
二
二
年
は
、
当
時
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
中
心
史
観
・
文
明
観
を
痛
烈
に
批
判
し
た
も
の
で
、
そ
の
影

響
は
哲
学
・
歴
史
学
・
文
化
学
、
芸
術
な
ど
多
方
面
に
及
ん
だ

（
87
）
衛
藤
は
欧
州
大
戦
後
、
一
九
二
一
（
大
正
一
〇
）
～
一
九
二
四
（
大
正
一
三
）
年
の
約
三
箇
年
、
曹
洞
宗
大
学
教
授
と
し
て
欧
州
・
南
ア
ジ
ア
に
留

学
遊
学
し
て
、
戦
後
欧
州
等
の
社
会
・
文
化
を
実
地
で
見
聞
し
て
い
る
。（
衛
藤
即
応
博
士
略
年
譜
）
お
そ
ら
く
こ
の
経
験
が
衛
藤
の
人
文
主
義
教
養
を

形
成
す
る
動
機
と
基
礎
と
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
衛
藤
は
世
界
大
戦
後
、
お
も
に
ド
イ
ツ
圏
で
説
か
れ
た
カ
ー
ル
・
バ
ル
ト
等
の
「
危
機
神
学
」
を
研
究

し
て
い
た
形
跡
が
あ
る
〔
文
庫
目
録
〕
な
お
衛
藤
の
危
機
神
学
へ
の
言
及
は
「
衆
生
論
」（『
遺
稿
集
』
一
八
六
頁
）
に
見
ら
れ
る

（
88
）
み
い
つ　

天
皇
や
神
な
ど
の
威
光
・
威
厳

（
89
）
日
本
の
キ
リ
ス
ト
教
に
お
け
る
神
社
参
拝
拒
否
問
題　

具
体
的
な
事
件
に
つ
い
て
は
特
定
で
き
な
い
が
、
一
九
三
二
（
昭
和
七
）
年
の
上
智
大
学
の



本
文
と
注
記
　
衛
藤
即
応
　
講
述
『
神
社
崇
拝
と
仏
教
』（
工
藤
）

一
〇
一

靖や
す

国く
に

神
社
参
拝
拒
否
事
件
を
念
頭
に
置
い
て
い
る
と
推
認
可
能
。
参
拝
拒
否
事
件
後
、
カ
ト
リ
ッ
ク
東
京
大
司
教
は
文
部
省
に
質
問
文
書
提
出
。
文
部
省

は
「
神
社
は
非
宗
教
的
な
こ
と
が
ら
で
、
愛
国
心
と
忠
誠
を
示
す
教
育
上
の
理
由
あ
り
」
と
回
答
。
ヴ
ァ
チ
カ
ン
本
部
と
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
教
派
の
大
半

が
こ
れ
を
是
認
す
る
に
い
た
っ
た
。
神
社
非
宗
教
論
は
、
神
道
を
国
家
が
特
別
扱
い
す
る
際
に
使
用
さ
れ
る
粉
飾
の
常
套
論
理
（
岩
波
『
キ
リ
ス
ト
教
辞

典
』
二
〇
〇
二
年　

参
照
）

（
90
）
衛
藤
は
キ
リ
ス
ト
教
が
信
教
の
自
由
に
よ
っ
て
、
異
宗
敎
の
神
や
そ
の
施
設
を
崇
拝
・
参
拝
し
な
い
こ
と
を
一
連
の
宗
教
類
型
論
（
民
族
宗
教
と
世

界
宗
教
）
に
よ
っ
て
論
評
。
衛
藤
の
こ
の
見
解
に
は
、
彼
の
人
文
主
義
の
論
調
か
ら
し
て
も
矛
盾
・
自
己
撞
着
の
感
あ
り
。
衛
藤
は
当
時
の
政
府
・
文
部

省
に
な
ら
っ
て
、
単
純
に
「
神
社
非
宗
教
論
」
を
採
用
し
て
い
な
い
が
、
キ
リ
ス
ト
者
が
彼
ら
彼
女
ら
の
信
仰
と
自
由
意
志
に
よ
ら
ず
ま
た
は
そ
れ
に
反

し
て
、
神
道
の
神
や
神
社
を
崇
敬
・
参
拝
す
る
こ
と
を
是
認
し
て
い
る
の
は
大
い
に
問
題
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
当
時
の
新
旧
キ
リ
ス
ト
教
の
大
半
が
国

家
の
文
教
・
宗
教
政
策
に
順
応
し
て
い
た
こ
と
を
考
慮
す
る
と
か
な
ら
ず
し
も
キ
リ
ス
ト
者
全
体
の
意
向
を
無
視
し
て
い
る
と
は
言
い
切
れ
な
い
。
し
か

し
、
こ
れ
は
倫
理
上
重
大
な
過
誤
が
あ
る
こ
と
も
指
摘
し
て
お
か
な
く
て
は
な
る
ま
い
。
衛
藤
は
政
治
・
経
済
・
文
化
の
人
間
の
い
と
な
み
の
基
礎
に
関

連
し
て
、
人
格
、
尊
厳
お
よ
び
人
間
本
位
の
宗
教
を
定
立
し
て
い
る
が
、
そ
の
宗
教
性
に
お
い
て
、
神
観
す
な
わ
ち
い
か
な
る
存
在
を
神
と
し
て
信
仰
す

る
の
か
は
、
け
っ
し
て
些
末
な
問
題
で
も
な
け
れ
ば
、
民
族
宗
教
の
神
だ
か
ら
問
題
は
な
い
と
か
い
う
た
ぐ
い
の
こ
と
が
ら
で
も
な
い
。
何
を
い
か
な
る

根
本
原
理
と
す
る
の
か
と
い
う
こ
と
は
、
ま
さ
し
く
衛
藤
の
い
う
「
人
間
性
」
そ
の
も
の
に
か
か
わ
る
。
キ
リ
ス
ト
者
の
意
に
反
し
て
い
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
神
社
崇
拝
を
認
め
よ
と
い
う
の
は
、
そ
れ
こ
そ
人
格
の
尊
厳
を
侵
害
す
る
行
為
で
あ
る
。
衛
藤
が
キ
リ
ス
ト
者
の
神
社
不
拝
を
こ
う
考
え
る
と
い

う
と
こ
ろ
ま
で
は
よ
い
が
、
一
定
の
態
度
を
当
事
者
に
奨
め
た
り
強
制
す
る
こ
と
は
、
人
文
主
義
に
反
す
る
主
張
で
あ
る
こ
の
箇
所
は
、
衛
藤
の
人
文
主

義
の
限
界
や
脆
弱
な
部
分
で
あ
る

（
91
）
現
実
の
仏
教
で
も
、
排
他
的
で
不
寛
容
な
傾
向
は
存
在
す
る　

仏
教
で
あ
る
か
ら
必
然
的
に
寛
容tolerance

で
包
容
的
で
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
人

間
性
の
自
覚
に
も
と
づ
く
宗
教
性
を
有
す
る
仏
教
に
お
い
て
は
包
容
的
で
寛
容
性
を
有
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
可
能
で
は
あ
る

（
92
）
如
実
知
自
心　

に
ょ
じ
つ
ち
じ
し
ん　

真
言
宗
の
根
本
経
典
『
大
毘
廬
遮
那
成
仏
神
変
加
持
経
』、
一
般
に
は
『
大
日
経
』
と
い
わ
れ
る
こ
の
経
典
七

巻
の
中
の
第
一
巻
「
住
心
品
」
に
あ
る

（
93
）
自
家
の
宝
蔵　

道
元
禅
師
『
学
道
用
心
集
』
に
「
自
家
の
宝
蔵
外そ
と
よ
り
来
た
ら
ず
」（
原
漢
文
）
と
あ
る　

ま
た
流
布
本
『
普
勧
坐
禅
儀
』
に
は
「
宝

蔵
自お
の
ず
か
ら
開
け
て
受じ
ゅ

用よ
う

如に
ょ

意い

な
ら
ん
」（
原
漢
文
）
と
も
あ
る



本
文
と
注
記
　
衛
藤
即
応
　
講
述
『
神
社
崇
拝
と
仏
教
』（
工
藤
）

一
〇
二

（
94
）
か
ち
ん　

家
宝
の
こ
と　
『
無
門
関
』
序
に
「
門
ヨ
リ
入
ル
モ
ノ
ハ
コ
レ
家
珍
に
非
ズ
」
と
あ
る

（
95
）
ぼ
ん
の
う
そ
く
ぼ
だ
い　

さ
と
り
の
実
現
を
さ
ま
た
げ
る
煩
悩
も
、
そ
の
ま
ま
で
さ
と
り
の
縁
と
な
る　
『
法
華
玄
義
』
に
「
不
断
煩
悩
得
涅
槃
」　

『
維
摩
経
』
に
「
諸
煩
悩
是
道
場
」
と
あ
る
が
、
こ
の
熟
語
の
典
拠
は
不
明

（
96
）
け
だ
（
し
）　

前
掲
注
（
28
）

（
97
）
後
文
の
叙
述
に
よ
れ
ば
、
お
そ
ら
く
親
鸞
を
開
祖
と
す
る
浄
土
真
宗
を
さ
す
と
思
わ
れ
る

（
98
）
浄
土
真
宗
に
お
け
る
神じ
ん

祇ぎ

不ふ

拝は
い

の
こ
と
。
親
鸞
は
旧
仏
教
の
訴
え
と
そ
れ
に
呼
応
し
た
朝
廷
権
力
者
に
よ
る
配
流
の
経
験
も
あ
り
、
神
祇
不
拝
の
立

場
に
よ
る
。
野
世
英
水
「
真
宗
に
お
け
る
神
祇
不
拝
の
教
学
的
変
遷
」
印
度
學
佛
教
學
研
究　

第
三
九
巻
第
一
號
（
一
九
九
〇
年
一
二
月
）
に
よ
れ
ば
、

親
鸞
が
不
拝
の
対
象
と
し
た
神
祇
と
は
広
範
囲
に
お
よ
び
「（
一
）
経
論
釈
等
に
見
ら
れ
る
鬼
・
魔
・
天
等
の
神
祇
及
び
日
本
古
来
の
神
々
、（
二
）
人
間

存
在
そ
の
も
の
に
内
在
す
る
神
祇
と
し
て
捉
え
ら
れ
た
我
執
性
や
迷
妄
性
、（
三
）
本
地
垂
迹
説
を
教
義
に
取
り
入
れ
神
仏
習
合
し
た
聖
道
仏
教
教
団
に

お
け
る
神
祇
性
、（
四
）
自
ら
の
政
治
的
権
威
を
神
祇
に
よ
っ
て
裏
打
ち
し
、
自
ら
を
神
聖
化
・
絶
対
化
し
て
民
衆
を
支
配
し
て
ゆ
こ
う
と
す
る
世
俗
権

力
に
お
け
る
神
祇
性
等
」
と
分
析
す
る
。
神
祇
不
拝
は
開
祖
親
鸞
自
身
の
信
念
に
も
と
づ
く
態
度
で
あ
る
が
、
か
な
ら
ず
し
も
後
代
の
真
宗
の
本
願
寺
と

そ
の
門
徒
ら
に
継
承
さ
れ
て
き
た
わ
け
で
は
な
い
。
本
願
寺
中
興
祖
と
さ
れ
る
蓮れ
ん

如に
ょ

（
一
四
一
五
～
一
四
九
九
）
の
『
御
文
章
』
三
帖
一
〇
通
に
は
「
神

社
を
か
ろ
し
む
る
こ
と
あ
る
へ
か
ら
す
」
等
と
あ
り
、
親
鸞
の
神
祇
不
拝
か
ら
か
な
り
変
質
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。（
前
掲
野
世
論
文
に
よ
る
）

浄
土
真
宗
の
教
義
・
信
心
の
伝
統
に
お
い
て
神
祇
不
拝
は
あ
る
の
だ
が
、
そ
の
後
の
本
願
寺
で
は
文
字
通
り
に
遵
守
さ
れ
て
き
た
わ
け
で
は
な
い
よ
う
だ
。

か
か
る
歴
史
的
経
緯
と
変
遷
を
含
ん
だ
神
祇
不
拝
で
あ
る
が
、
近
代
の
昭
和
前
期
に
あ
っ
て
、
国
粋
主
義
と
く
に
日
本
精
神
運
動
が
流
行
思
潮
と
し
て
一

世
を
風
靡
す
る
に
い
た
っ
て
、
深
刻
な
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
る
。
神
祇
不
拝
と
い
う
真
宗
の
教
学
的
伝
統
に
か
か
わ
っ
て
、
一
九
三
三
（
昭
和
八
）
年

末
頃
か
ら
の
伊
勢
神
宮
の
大
麻
（
御
札
）
受
容
拒
否
問
題
が
、
神
道
急
進
派
（
神
道
革
新
会
）
か
ら
指
弾
を
受
け
、
本
願
寺
等
真
宗
教
団
は
す
こ
ぶ
る
狼

狽
す
る
。
東
西
の
本
願
寺
を
含
む
真
宗
十
派
連
合
は
、
神
社
は
非
宗
教
と
の
政
治
的
詭
弁
に
便
乗
し
て
「
大
麻
受
非
は
随
意
た
る
べ
し
」
と
決
議
し
た
。

こ
の
状
況
や
経
緯
に
つ
い
て
は
、
顕け
ん

真し
ん

学
苑
教
授
の
玉た
ま

置お
き

韜と
う

晃こ
う

の
論
文
「
真
宗
各
派
に
渦
巻
く
大
麻
受
非
の
問
題
」『
現
代
仏
教
』
一
一
一　

昭
和
九
年

二
月
號
に
詳
し
い
。
市い
ち

川か
わ

白は
く

弦げ
ん
の
「
仏
教
に
お
け
る
戦
争
体
験
」
昭
和
八
～
九
年　
『
日
本
フ
ァ
シ
ズ
ム
下
の
宗
教
』
所
載　

エ
ヌ
エ
ス
出
版
会　

一
九

七
五
年
に
も
と
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

（
99
）
衛
藤
は
こ
こ
で
、
日
本
の
キ
リ
ス
ト
教
も
民
族
的
宗
教
と
し
て
神
社
を
崇
拝
す
る
こ
と
が
当
然
と
し
て
い
る
以
上
に
、
日
本
の
仏
教
で
あ
る
浄
土
真



本
文
と
注
記
　
衛
藤
即
応
　
講
述
『
神
社
崇
拝
と
仏
教
』（
工
藤
）

一
〇
三

宗
は
な
お
さ
ら
の
こ
と
と
し
て
い
る
。
そ
れ
が
で
き
な
い
の
は
、「
信
仰
に
熱
烈
な
る
爲
に
却か
え

つ
〈
っ
〉
て
偏へ
ん
き
ょ
う狭に

陥お
ち
いる

」
と
み
な
し
て
い
る
。
こ
の
見

解
は
、
さ
き
の
キ
リ
ス
ト
教
の
神
社
崇
拝
問
題
と
同
様
に
、
論
点
の
す
り
替
え
や
倫
理
的
な
過
誤
を
惹
起
し
て
い
る
。
生
命
・
人
格
と
人
間
性
に
基
づ
く

世
界
宗
敎
で
あ
る
な
ら
ば
、
そ
の
教
義
伝
統
と
信
条
を
侵
し
て
は
な
ら
な
い
は
ず
で
あ
る
。
衛
藤
が
真
宗
の
教
義
伝
統
を
こ
う
見
る
と
い
う
と
こ
ろ
ま
で

は
可
能
で
あ
ろ
う
が
、
神
祇
不
拝
に
拠
る
大
麻
受
容
拒
否
を
「
偏
狭
」
と
断
定
す
る
こ
と
は
あ
き
ら
か
に
人ユ
マ
ニ
ス
ム

文
主
義
と
矛
盾
背
反
す
る
。
人ユ
マ
ニ
ス
ム

文
主
義
は
、

た
と
え
愚
か
と
思
わ
れ
る
行
為
や
思
想
で
は
あ
っ
て
も
、
他
者
の
尊
厳
と
占せ
ん

有ゆ
うpossession

を
侵
害
し
な
い
か
ぎ
り
、
一
定
の
方
向
に
強
制
や
誘
導
し
な

い
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
衛
藤
の
こ
こ
の
判
断
に
は
看
過
し
が
た
い
問
題
が
あ
る
。

（
100
）
ほ
ん
じ
す
い
じ
ゃ
く　

本
地
と
し
て
の
仏
如
来
・
菩
薩
と
垂
迹
と
し
て
の
神　

仏
・
菩
薩
が
人
び
と
を
救
う
た
め
に
種
々
の
神
の
姿
を
借
り
て
世
の

中
に
現
れ
る
こ
と
。
こ
こ
で
は
日
本
の
神
仏
習
合

（
101
）
ご
ん
げ
ん　

垂
迹
の
化
身
。
日
本
の
古
来
の
神
々
は
仏
や
菩
薩
が
衆
生
を
救
済
す
る
た
め
に
仮
に
現
出
し
た
と
い
う
意
味
。
本
地
垂
迹
の
こ
と

（
102
）「
神
社
崇
拜
自
体
が
宗
敎
で
は
な
く
云
々
」
は
非
常
に
デ
リ
ケ
ー
ト
な
表
現
。
つ
ま
り
神
社
非
宗
教
論
を
肯
定
し
て
い
る
よ
う
で
あ
り
な
が
ら
、
本
地

と
し
て
の
仏
教
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
神
社
崇
拝
は
宗
教
性
を
も
つ
と
い
う
両
義
性

（
103
）
前
掲
注
（
62
）　

西
行
法
師
伊
勢
参
拝
の
歌

（
104
）
紀き

平ひ
ら

正た
だ

美よ
し

の
こ
と　

前
掲
注
（
４
）

（
105
）
紀
平
に
よ
る
「
佛
敎
徒
た
る
先
に
日
本
人
た
れ
」
と
い
う
発
言
・
文
言
の
典
拠
は
不
明
（
調
査
中
）　

日
本
精
神
運
動
の
イ
デ
オ
ロ
ー
グ
の
代
表
格
で

あ
る
紀
平
に
は
、『
日
本
精
神
』
一
九
三
〇
（
昭
和
五
）
年　
『
日
本
精
神
と
教
化
運
動
』
一
九
三
一
（
昭
和
六
）
年　
『
日
本
精
神
に
関
す
る
一
考
察
』

一
九
三
三
（
昭
和
八
）
年
な
ど
の
著
述
が
あ
る
。
類
似
し
た
文
脈
は
あ
る
が
、
衛
藤
が
紹
介
し
て
い
る
言
説
じ
た
い
は
確
認
で
き
な
い
。
な
お
、
敗
戦
後

に
衛
藤
は
最
期
の
講
演
「
宗
教
と
教
育
」
一
九
五
八
（
昭
和
三
三
）
年
の
な
か
、「
戦
前
日
本
精
神
運
動
が
起
り
、
紀
平
正
美
博
士
は
其
の
陣
頭
に
立
っ

て
、
日
本
精
神
を
昂
揚
し
た
。
そ
の
博
士
の
説
に
『
子
供
が
生
ま
れ
た
時
、
そ
の
子
は
国
民
と
し
て
の
自
覚
に
立
っ
て
、
次
に
人
間
と
し
て
立
っ
て
行
け
』

と
の
説
が
あ
っ
た
。
そ
こ
で
私
は
、
或
所
で
、『
日
本
精
神
（
運
動
）
に
直
面
し
て
』
と
い
う
題
で
講
演
を
し
、
同
博
士
の
説
を
反
ば
く
し
て
、
次
の
如

き
説
を
述
べ
た
こ
と
が
あ
る
。『
子
供
は
先
づ
人
間
と
し
て
の
自
覚
に
立
っ
て
、
然
る
後
、
国
民
と
し
て
の
自
覚
に
立
つ
可
き
で
あ
る
』」『
曹
洞
宗
報
』
第

二
九
三
号
（
一
九
五
九
年
九
月
）
一
六
頁
と
述
べ
、「
佛
敎
徒
た
る
先
に
日
本
人
た
れ
」
は
そ
の
ま
ま
の
引
用
で
は
な
く
、
紀
平
説
の
取
意
で
あ
る
可
能

性
を
指
摘
し
て
お
く



本
文
と
注
記
　
衛
藤
即
応
　
講
述
『
神
社
崇
拝
と
仏
教
』（
工
藤
）

一
〇
四

（
106
）（
上
位
概
念
）
人
間
と
し
て
の
自
覚　

→　

仏
教
徒
と
し
て
の
自
覚　

→　

日
本
人
と
し
て
の
自
覚　
（
下
位
概
念
）

（
107
）
せ
き
か　

せ
っ
か　

共
産
主
義
（
者
）
化　

左
傾
化

（
108
）
原
文
は
『
正
法
眼
蔵
』
行
持
巻　
『
曹
洞
教
会
修
証
義
』
第
五
章
行
持
報
恩
第
三
十
節
に
も
引
か
れ
る

（
109
）
反
宗
教
運
動
に
た
い
す
る
衛
藤
の
態
度
は
た
ん
な
る
非
難
や
揶
揄
で
は
な
く
、
か
か
る
思
潮
や
運
動
が
発
生
し
た
そ
の
背
景
と
原
因
を
洞
察
し
、
逆

に
寺
院
・
僧
侶
お
よ
び
そ
の
教
団
の
あ
り
方
の
反
省
と
自
己
浄
化
を
迫
る
も
の
で
あ
る
。
前
掲
注
（
11
）
参
照

（
110
）
さ
ん
ぶ
い
っ
そ
う
の
ほ
う
な
ん　

中
国
に
お
け
る
四
王
朝
四
皇
帝
に
よ
る
廃
仏
政
策
を
総
称
。
第
一　

北
魏
太た
い

武ぶ

帝て
い
（
四
二
三
～
四
五
二
）・
第
二　

北
周
武ぶ

帝て
い
（
五
六
〇
～
五
七
八
）・
第
三　

唐
武ぶ

宗そ
う
（
八
四
〇
～
八
四
六
）・
第
四　

後
周
世せ

宗そ
う
（
九
五
四
～
九
五
九
）　

三
人
の
武
と
ひ
と
り
の
宗
の
仏

教
弾
圧
政
策
を
仏
教
側
か
ら
こ
う
呼
ぶ　

い
ず
れ
も
次
代
の
皇
帝
に
よ
っ
て
仏
教
復
興
政
策
に
回
帰
し
て
い
る
（
岩
波
『
仏
教
辞
典
』
参
照
）

（
111
）
左
派
の
反
宗
教
運
動
と
同
様
に
、
右
派
の
日
本
精
神
運
動
に
た
い
し
て
も
、
衛
藤
は
そ
れ
を
全
面
否
定
す
る
の
で
は
な
く
、
そ
の
問
題
の
原
因
と
背

景
を
踏
ま
え
て
立
論
す
る
。
日
本
精
神
と
い
う
概
念
は
否
定
し
な
い
も
の
の
、
そ
の
偏
狭
さ
や
一
面
性
の
弊
害
を
指
摘
し
て
い
る

（
112
）
一い
っ

旦た
ん

緩か
ん
き
ゅ
う
急
ア
レ
ハ
義ぎ

勇ゆ
う

公こ
う
ニ
奉
シ　
「
教
育
勅
語
」
の
一
節　

通
釈
：
ひ
と
た
び
非
常
事
態
の
と
き
に
は
大
義
に
勇
気
を
ふ
る
っ
て
国
家
に
つ
く
し　

大
日
本
帝
国
臣
民
の
奉
公
倫
理
お
よ
び
徴
兵
兵
役
を
正
当
化
す
る
道
徳
的
基
盤
の
根
拠
と
さ
れ
た　
（「
教
育
勅
語
」
の
文
言
・
通
釈
に
つ
い
て
は　

高
橋

陽
一
『
く
わ
し
す
ぎ
る
教
育
勅
語
』
二
〇
一
九
年　

参
照
）　

教
育
勅
語
の
こ
の
一
節
に
つ
い
て
は
、
衛
藤
も
否
定
し
て
い
な
い

（
113
）
曲
が
っ
た
牛
の
角
を
直
そ
う
と
し
て
か
え
っ
て
牛
を
殺
傷
し
て
し
ま
う
こ
と　

少
々
の
欠
点
を
直
そ
う
と
し
て
、
か
え
っ
て
全
体
を
駄
目
に
し
て
し

ま
う
た
と
え



本
文
と
注
記
　
衛
藤
即
応
　
講
述
『
神
社
崇
拝
と
仏
教
』（
工
藤
）

一
〇
五

附
　
記
　
　「
神
社
崇
拝
と
仏
教
」
の
そ
の
後

　

衛
藤
即
応
は
こ
の
「
神
社
崇
拝
と
仏
教
」
の
講
演
の
約
一
年
後
、
仏
教
啓
蒙
雑
誌
『
大
法
輪
』
昭
和
一
〇
年
四
月
号
に
、「
仏
教
復
興
と
道
元
禅

師
」（
遺
稿
集
収
録
）
と
題
す
る
論
攷
を
発
表
し
て
い
る
。
こ
の
論
攷
は
仏
教
の
専
門
家
や
僧
侶
だ
け
で
は
な
く
、
雑
誌
の
性
格
上
ひ
ろ
く
在
俗
の
庶
民

を
対
象
と
し
て
書
き
下
ろ
さ
れ
て
い
る
。
衛
藤
は
こ
の
文
章
の
な
か
で
、
先
の
「
神
社
崇
拝
と
仏
教
」
と
同
様
に
、
反
宗
教
運
動
や
日
本
精
神
運
動

に
つ
い
て
論
評
し
て
い
る
が
、
や
や
説
相
が
変
化
し
て
い
る
。
こ
の
変
化
や
相
違
に
つ
い
て
、
か
つ
て
筆
者
工
藤
は
、
衛
藤
の
「
政
治
的
ロ
マ
ン
主

義
＝
国
粋
主
義
へ
の
自
発
的
同
化
」
だ
と
し
て
酷
評
し
て
い
た
が
、
こ
の
見
解
は
は
た
し
て
正
鵠
を
得
た
評
価
か
ど
う
か
正
直
迷
っ
て
い
る
。
こ
の

経
緯
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
ユ
マ
ニ
ス
ト
と
し
て
の
衛
藤
即
応
―
日
本
精
神
運
動
批
判
の
根
拠
と
視
座
―
」
二
〇
二
三
年　

曹
洞
宗
総
合
研
究
セ
ン

タ
ー
学
術
大
会
紀
要
（
第
二
十
四
回
）
の
中
で
触
れ
て
い
る
。

　

衛
藤
の
ユ
マ
ニ
ス
ム
と
い
う
地
平
で
の
学
問
教
養
全
体
の
解
読
を
す
す
め
て
い
く
う
ち
に
、「
リ
ベ
ラ
ル
な
衛
藤
で
す
ら
当
時
の
国
家
主
義
や
国
粋

主
義
に
同
調
し
た
」
な
ど
と
は
単
純
に
は
論
断
で
き
な
い
と
の
印
象
を
最
近
強
く
し
て
い
る
。

　

お
よ
そ
人
物
評
価
と
い
う
も
の
は
む
ず
か
し
い
も
の
だ
。
そ
の
時
代
や
社
会
の
趨
勢
に
あ
て
は
め
て
、
あ
る
特
定
の
印
象
を
も
ち
、
そ
し
て
そ
の

人
物
の
業
績
を
評
価
す
る
と
い
う
行
為
に
は
、
評
価
す
る
側
の
主
体
に
ま
つ
わ
る
重
層
的
な
先
入
観
（
＝
偏
見
）
の
枠
組
み
が
す
で
に
織
り
込
ま
れ
て

い
る
が
ゆ
え
に
、
あ
る
人
物
を
こ
う
評
価
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
無
自
覚
か
つ
鈍
感
に
、
評
価
者
自
分
自
身
の
影
を
投
影
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
と

い
う
不
都
合
な
真
実
に
思
い
い
た
る
。

　

衛
藤
即
応
は
現
在
で
も
、
正
当
な
評
価
を
く
だ
す
こ
と
が
難
し
い
人
物
だ
。

　

彼
の
言
説
や
主
張
の
多
く
は
過
去
も
現
在
で
も
ま
っ
と
う
に
理
解
さ
れ
て
い
な
い
。
誤
解
さ
れ
た
ま
ま
で
放
置
さ
れ
て
い
る
。

　

さ
い
わ
い
に
し
て
彼
の
遺
し
た
著
述
や
講
述
記
録
を
精
読
し
て
、
衛
藤
の
ユ
マ
ニ
ス
ム
と
そ
れ
を
基
盤
と
す
る
衛
藤
宗
学
・
衛
藤
仏
教
教
学
の
精

髄
に
迫
り
た
い
と
念
願
す
る
こ
と
し
き
り
で
あ
る
。



本
文
と
注
記
　
衛
藤
即
応
　
講
述
『
神
社
崇
拝
と
仏
教
』（
工
藤
）

一
〇
六



一
〇
七

共
同
研
究
「
道
元
禅
師
の
総
合
的
研
究
」

『
弁
道
法
』
の
註
釈
的
研
究
（
三
）

石
井
修
道　

監
修

曹
洞
宗
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
宗
学
研
究
部
門　

編



一
〇
八

【
凡
例
】

　

一
、�
本
稿
は
、
道
元
禅
師
著
『
弁
道
法
』
の
註
釈
的
研
究
で
あ
り
、
凡
例
・
原
文
・
訓
読
・
語
註
・
出
典
一
覧
表
・
出
典
対
照
表
に
よ
っ
て
構
成

さ
れ
て
い
る
。

　

一
、
本
稿
に
お
け
る
文
字
は
、
通
用
の
新
字
体
に
統
一
し
た
。

　

一
、『
弁
道
法
』
原
文
の
底
本
に
は
、
寛
文
本
を
用
い
、
冠
註
・
文
政
・
増
註
の
三
本
と
対
校
し
た
。
校
異
は
下
段
に
提
示
し
た
。

　

一
、
原
文
は
、
寛
文
本
に
基
づ
き
、
明
ら
か
に
誤
字
・
脱
字
と
思
わ
れ
る
箇
所
は
他
本
で
改
め
、
校
異
・
語
註
に
て
指
摘
し
た
。

　

一
、
原
文
の
頁
数
は
、
寛
文
本
に
し
た
が
い
、
原
文
中
に
お
い
て
各
丁
の
終
わ
り
に
提
示
し
た
。（
一
オ
等
）

　

一
、
句
読
点
・
語
註
は
、
略
号
で
列
挙
し
た
文
献
を
参
照
し
て
作
成
し
た
。
訓
読
は
、
寛
文
本
を
参
照
し
な
が
ら
文
意
に
応
じ
て
改
め
た
。

　

一
、�

出
典
対
照
表
は
、
上
段
に
『
弁
道
法
』
の
引
用
箇
所
、
下
段
に
引
用
典
籍
の
相
当
箇
所
を
示
し
た
。
道
元
禅
師
の
他
の
著
述
に
お
け
る
関
連

箇
所
が
あ
る
場
合
は
、
上
段
に
一
字
下
げ
で
示
し
た
。

　

一
、
引
用
典
籍
は
、
冒
頭
に
略
号
を
設
け
た
。
略
号
の
内
容
は
次
に
示
す
通
り
で
あ
る
。

　
　
ａ
＝
道
元
禅
師
が
引
用
し
た
と
思
わ
れ
る
出
典
（
第
一
出
典
）

　
　

ｂ
＝
第
一
出
典
と
は
断
定
で
き
な
い
が
同
内
容
と
思
わ
れ
る
出
典
（
第
二
出
典
）

　
　
ｃ
＝
参
考
資
料

底
本
お
よ
び
校
本

　

寛
文
本
＝
『
永
平
寺
元
禅
師
清
規
』（
京
都
婦
屋
林
伝
左
衛
門
、
寛
文
七
年
（
一
六
六
七
））

　

冠　

註
＝
『
冠
註　

永
平
元
禅
師
清
規
』（
京
都
柳
枝
軒
、
寛
政
六
年
（
一
七
九
四
））

　

文
政
本
＝
『
永
平
弁
道
法
・
永
平
赴
粥
飯
法
』（
江
戸
梅
華
堂
、
文
政
十
年
（
一
八
二
七
））

　

増　

註
＝
古
田
梵
仙
増
冠
傍
註
『
増
冠
傍
註　

永
平
元
禅
師
清
規
』（
京
都
出
雲
寺
文
二
郎
、
明
治
一
七
年
（
一
八
八
四
））



一
〇
九

参
考
資
料

　

春
秋
社
本　
　
　
　

＝
『
道
元
禅
師
全
集
』
一
～
七
（
春
秋
社
、
一
九
八
八
～
一
九
九
三
年
）

　

春
秋
社
訳
註
本　
　

＝
『
原
文
対
照
現
代
語
訳　

道
元
禅
師
全
集
』
一
～
一
七
（
春
秋
社
、
一
九
九
九
～
二
〇
一
三
年
）

　
『
訳
注
禅
苑
清
規
』
＝
『
訳
註
禅
苑
清
規
』（
曹
洞
宗
宗
務
庁
、
一
九
七
二
年
）

　

大
正　
　
　
　
　
　

＝
『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』（
大
正
巻
数
・
頁
数
ａ
等
と
表
記
）

　

卍
続
蔵　
　
　
　
　

＝
『
大
日
本
続
蔵
経
』（
卍
続
蔵
巻
数
・
頁
数
上
等
と
表
記
）

　
『
禅
学
大
辞
典
』　　

＝
『
新
版
禅
学
大
辞
典
』（
大
修
館
書
店
、
一
九
八
五
年
）

　
『
禅
語
辞
典
』　　
　

＝
入
矢
義
高
・
古
賀
英
彦
編
『
禅
語
辞
典
』（
思
文
閣
出
版
、
一
九
九
一
年
）

　
「『
弁
道
法
』（
一
）」
＝
「『
弁
道
法
』
の
註
釈
的
研
究
（
一
）」（『
宗
学
研
究
紀
要
』
第
三
四
号
、
二
〇
二
一
年
）

　
「『
弁
道
法
』（
二
）」
＝
「『
弁
道
法
」
の
註
釈
的
研
究
（
二
）」（『
宗
学
研
究
紀
要
』
第
三
五
号
、
二
〇
二
二
年
）

本
研
究
会
参
加
者

　

講
師
…
…
…
石
井
修
道
（
駒
澤
大
学
名
誉
教
授
）

　

参
加
者
…
…
小
早
川
浩
大
、
澤
城
邦
生
、
秋
津
秀
彰
、
永
井
賢
隆
、
山
内
弾
正
、
秦
慧
洲
（
曹
洞
宗
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
教
化
研
修
部
門
研
究
生
）、
久

　

松
彰
彦
（
同
上
）、
清
藤
久
嗣
（
曹
洞
宗
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
宗
学
研
究
部
門
専
門
研
究
員
）、
角
田
隆
真
（
同
上
）



原
　
　
　
　
　
　
　
文

訓
　
　
　
　
　
　
　
読

一
一
〇

　

早①

晨
坐
禅
之
法
。
粥
罷
小
項※

、
維②

那
掛
坐③

禅
牌
於
僧
堂
前
、
然
後

鳴
板
。
首
座
大
衆
、
搭
袈
裟
入
堂
、
就
被
位
面
壁
坐
禅
。
首
座
不
面

壁
。
自
余
頭④

首
、
一
如
大
衆
面
壁
而
坐
。
住
持
人
、
就
椅
子
坐
禅
。

����

※
項
…
…
冠
註
・
文
政
本
・
増
註
ハ
「
頃
」
ニ
作
ル
。

　

坐
禅
衆
家
、
不
得
回
頭
看
入
出
之
人
面
。
如
欲
出
堂
外
及
赴
後

架
、
未
離
被
位
之
時
、
先
脱
袈
裟
而
安
被
上
、
合
掌
而
下
床
。
欲
下

床
時
順
転
身
而
向
床
端
也
。
方
下
脚
著
鞋
而
去
。
出⑤

入
（
七
ウ
）之

次
、
莫
見

坐
禅
人
之
脳⑥

後
。
直
須
低
頭
而
行
。
不
得
先
足
後
身
而
歩
。
応
当
身

足
同
運
。
直
観
面
前
一
尋⑦

許
地
而
行
。
歩
量
斉
趺⑧

。
緩
緩
而
歩
閑
静

為
妙
。
猶⑨

如
住
立
。
似
不
運
歩
。
不
得
拕
鞋
作
声
無
礼
大
衆
動
念
大

衆
。
行
時
応
斂
揖⑩

手
於
両
袖
合
裏
。
莫
垂
両
袖
於
左
右
脚
辺
。
不
得

床
上
立
地
襞
袈
裟
。
不
得
以
口
銜※

袈
裟
縁
而
襞
。
不
得
以
両
手
提
袈

裟
而
奮
。
不
得
以
脚
蹈
袈
裟
、
以
頷
抱
袈
裟
而
襞
。
不
得
湿
手
執
袈

裟
。
不
得
掛
在
袈
裟
於
聖
僧
龕
及
長
連
床
之
板
頭
（
八
オ
）。

不
得
敷
圧
袈
裟

下
縁
而
坐
。
常
顧
袈
裟
、
斉
整
可
観
。
欲
搭
袈
裟
、
先
向
袈
裟
合

掌
、
然
後
搭
之
。
襞
袈
裟
安
訖
、
乃
挙
手
合
掌
。
是
常
儀
也
。
不
可

不
知
。
坐
禅
時
、
不
得
著
袈
裟
而
離
被
位
出
于
堂
外
。　
　

　

早
晨
坐
禅
の
法
。
粥し
ゅ

罷く
は

小し
ば

頃ら
く
し
て
、
維
那
、
坐
禅
牌
を
僧
堂
前
に

掛
け
、
然
る
後
に
板
を
鳴
ら
す
。
首
座
・
大
衆
、
袈
裟
を
搭
け
て
入

堂
し
、
被
位
に
就
い
て
面
壁
坐
禅
す
。
首
座
は
面
壁
せ
ず
。
自
余
の

頭
首
は
大
衆
に
一
如
に
し
て
面
壁
し
て
坐
す
。
住
持
人
、
椅
子
に
就

い
て
坐
禅
す
。

　

坐
禅
の
衆
家
、
頭
を
回
ら
し
入
出
の
人
の
面
を
看
る
こ
と
を
得
ざ

れ
。
如
し
堂
外
に
出
で
及
び
後
架
に
赴
か
ん
と
欲
せ
ば
、
未
だ
被
位

を
離
れ
ざ
る
の
時
、
先
ず
袈
裟
を
脱
し
て
被
の
上
に
安
じ
、
合
掌
し

て
床し
ょ
うを

下
り
る
。
床
を
下
り
ん
と
欲
す
る
時
は
順
に
身
を
転
じ
て
床

端
に
向
う
な
り
。
方
に
脚
を
下
ろ
し
鞋
を
著
け
て
去
る
。
出
入
の
次

で
に
、
坐
禅
の
人
の
脳
後
を
見
る
こ
と
莫
か
れ
。
直
に
須
ら
く
低
頭

し
て
行
く
べ
し
。
足
を
先
に
し
身
を
後
に
し
て
歩
す
る
こ
と
を
得
ざ

れ
。
応ま

当さ

に
身
足
同
じ
く
運
ぶ
べ
し
。
直
に
面
前
一ひ
と

尋ひ
ろ

許ば
か
り
の
地
を

観
て
行
く
。
歩
量
は
趺
に
斉
し
。
緩
緩
と
し
て
歩
み
閑
静
な
る
を
妙

と
為
す
。
猶
お
住
立
す
る
が
如
く
、
運
歩
せ
ざ
る
に
似
た
り
。
鞋
を

拕ひ

い
て
声
を
作
し
大
衆
に
無
礼
に
し
大
衆
を
動
念
せ
し
む
る
こ
と
を

得
ざ
れ
。
行
く
時
は
応
に
手
を
両
袖
の
合
裏
に
斂
揖
す
べ
し
。
両
袖

を
左
右
の
脚
辺
に
垂
る
る
こ
と
莫
れ
。
床
上
に
立
地
し
て
袈
裟
を
襞た
た

む
こ
と
を
得
ざ
れ
。
口
を
以
て
袈
裟
の
縁
を
銜ふ
く

ん
で
襞
む
こ
と
を
得
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※
銜
…
…
寛
文
本
ハ
「
啣
」
ニ
作
ル
。

��

聞
庫⑪

下
火
鈑
鳴
、
大
衆
同
時
合
掌
。
乃
坐
禅
罷
也
。
此
時
大
衆
搭

袈
裟
而
出
堂
。
蒲
団
留
在
被
位
。
且
待
斎⑫

罷
窖
蒲
団
矣
。
火
鈑
鳴
、

維
那
、
教
堂⑬

司
供
過
行
者
収
坐
禅
牌
。〈
早※

晨
坐
禅
、
掛
坐
禅
牌
、

余
時
坐
禅
、
不
掛
坐
禅
牌
。
放⑭

参
時
、
掛
放
参
牌
、
昏⑮

鐘
鳴
、
収
放

参
牌
。
坐
禅
法
、
早
晨
鳴
板
、
黄
（
八
ウ
）昏

響
鐘
。
大
衆
搭
袈
裟
入
雲
堂
、

就
被
位
面
壁
坐
禅
。
後
夜
晡⑮

時
、
不
掛
袈
裟
。
但
坐
禅
耳
。
晡⑯

時
衩⑰

衣
入
堂
、
就
単
位
、
出
蒲
団
而
用
坐
禅
。
未
展⑱

単
矣
。
或
者
有
半⑲

展

単
之
古
法
。
脱
衩
衣
畳
安
被
上
而
坐
禅
矣
。
後
夜
坐
禅
、
袈
裟
安
函

櫃
上
未
能
動⑳

著
。〉

　
※
〈
早
晨
坐
禅
～
未
能
動
著
〉
…
寛
文
本
ハ
割
註
ト
セ
ズ
本
文
ニ
作
ル
。

ざ
れ
。
両
手
を
以
て
袈
裟
を
提
げ
て
奮
う
こ
と
を
得
ざ
れ
。
脚
を
以

て
袈
裟
を
蹈
み
、
頷あ
ご

を
以
て
袈
裟
を
抱
え
て
襞
む
こ
と
を
得
ざ
れ
。

湿
手
に
て
袈
裟
を
執
る
こ
と
を
得
ざ
れ
。
袈
裟
を
聖
僧
の
龕
及
び
長

連
床
の
板
頭
に
掛
在
す
る
こ
と
を
得
ざ
れ
。
袈
裟
の
下
縁
を
敷
圧
し

て
坐
す
る
こ
と
を
得
ざ
れ
。
常
に
袈
裟
を
顧
み
て
、
斉
整
に
観
つ
べ

し
。
袈
裟
を
搭
け
ん
と
欲
せ
ば
、
先
づ
袈
裟
に
向
い
合
掌
し
、
然
る

後
に
之
を
搭
け
よ
。
袈
裟
を
襞
ん
で
安
じ
訖
っ
て
、
乃
ち
手
を
挙
げ

合
掌
す
る
。
是
れ
常
の
儀
な
り
。
知
ら
ず
ん
ば
あ
る
べ
か
ら
ず
。
坐

禅
の
時
は
、
袈
裟
を
著
け
て
被
位
を
離
れ
堂
外
に
出
る
こ
と
を
得
ざ

れ
。

　

庫く

下か

の
火か

鈑は
ん

鳴
る
を
聞
き
て
、
大
衆
同
時
に
合
掌
す
。
乃
ち
坐
禅

罷や

む
な
り
。
此
の
時
大
衆
袈
裟
を
搭か

け
て
出
堂
す
。
蒲
団
は
被ひ

位い

に

留と

在ど

む
。
且
く
斎さ
い

罷は

を
待
ち
て
蒲
団
を
窖お
さ

む
。
火
鈑
鳴
り
、
維い

那の

、

堂ど
う

司す

供く

過か

の
行あ
ん

者じ
ゃ

を
し
て
、
坐
禅
の
牌
を
収
め
せ
し
む
。〈
早そ
う

晨し
ん

の

坐
禅
に
は
坐
禅
の
牌
を
掛
け
、
余
時
の
坐
禅
に
は
坐
禅
の
牌
を
掛
け

ず
。
放ほ
う

参さ
ん

の
時
は
、
放
参
の
牌
を
掛
け
、
昏こ
ん
し
ょ
う鐘鳴

る
に
は
、
放
参
の

牌
を
収
む
。
坐
禅
の
法
は
、
早
晨
に
は
板は
ん
を
鳴
ら
し
、
黄こ
う
昏こ
ん
に
は
鐘

を
響
か
す
。
大
衆
袈
裟
を
搭
け
て
雲う
ん

堂ど
う

に
入
り
、
被
位
に
就
き
面め
ん

壁ぺ
き

坐
禅
す
。
後ご

夜や

と
晡ほ

時じ

と
に
は
、
袈
裟
を
掛
け
ず
。
但
だ
坐
禅
の
み

な
り
。
晡
時
に
は
衩し
ゃ

衣え

に
し
て
入
堂
し
、
単
位
に
就
き
、
蒲
団
を
出

し
て
用も

っ
て
坐
禅
す
。
未
だ
展て
ん

単た
ん

せ
ず
。
或
は
半
展
単
の
古
法
有
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正
坐
禅
時
、
必
用
蒲㉑

団
。
或
結
跏
趺
坐
。
謂
、
結㉒

跏
趺
坐
先
以
右

足
安
左

上
、
次
以
左
足
、
安
右

上
。
或
者
半㉓

跏
趺
坐
亦
可
。
但

以
左
足
圧
右
足
而
已
。
次
以
右㉔

手
安
左
足
上
、
左
掌
安
右
掌
上
。
両

手
大
拇
指
面
相
拄
。
直
須
正㉕

身
端
（
九
オ
）坐

。
謂
、
頂㉖

脊
骨
相
拄
而
端

直
。
不
得
左
側
右
傾
前
躬
後
仰
。
要
令
耳
与
肩
対
、
鼻
与
臍
対
。
舌㉗

掛
上
腭
、
脣
歯
相
著
、
目㉘

須
正
開
。
不㉙

張
不
微
、
莫
以
瞼
掩
瞳
。
莫㉚

以
項
差
背
。
鼻
息
任
通
、
不㉛

喘
不
声
。
不
長
不
短
、
不
緩
不
急
。
身

心
倶
調
、
挙㉜

体
数
欠
、
内
外
放
寛
、
左
右
揺
振
七
八
箇
。
兀
兀
坐
定

思
量
箇
不
思
量
底
。
不㉝

思
量
底
如
何
思
量
、
非
思
量
矣
。
乃
坐
禅
之

要
術
也
。
若
欲
起
坐
、
徐
徐
而
起
、
如
要
下
床
緩
緩
而
下
。
不
得
高㉞

足
大
歩
急
走
馳
騁
。
須
揖㉟

而
手
於
袖
裏
、
莫
垂
両
袖
於
下
面
（
九
ウ
）。

不㊱

用

点
頭
、
祇
看
脚
跟
。
詳
緩
而
行
。
不
可
卒㊲

暴
。
与
時
低
細
如
法
随

衆
。
迺
弁
道
之
規
矩
也
。

り
。
衩
衣
を
脱
し
畳
み
て
被
の
上
に
安あ
ん
じ
て
坐
禅
す
。
後
夜
の
坐
禅

に
は
、
袈
裟
を
函か
ん

櫃き

の
上
に
安
じ
て
未
だ
動ど
う
ち
ゃ
く著す

る
こ
と
能
わ
ず
。〉

　

正
に
坐
禅
の
時
、
必
ず
蒲
団
を
用
う
。
或
い
は
結
跏
趺
坐
。
謂
わ

く
、
結
跏
趺
坐
は
先
ず
右
足
を
以
て
左
の
も
も
の
上
に
安
じ
、
次
に
左

足
を
以
て
右
の

の
上
に
安
ず
。
或
い
は
半
跏
趺
坐
も
亦
可
な
り
。

但
だ
左
足
を
以
て
右
足
を
壓お

す
の
み
。
次
に
右
手
を
以
て
左
足
の
上

に
安
じ
、
左
の
掌
た
な
ご
こ
ろを
右
の
掌
の
上
に
安
ず
。
両
手
の
大だ
い

拇ぼ

指し

面む
か

い

て
相あ

い
拄さ
さ

う
。
直
に
須
く
正
身
端
坐
す
べ
し
。
謂
わ
く
、頂
ち
ょ
う
ね
い

脊せ
き

骨こ
つ

相
い
拄
え
て
端た
ん

直じ
き

に
し
、
左
に
側そ
ば
だち

右
に
傾か
た
むき

前
に
躬く
ぐ
まり

後し
り
えに

仰あ
お

く

こ
と
を
得
ざ
れ
。
耳
と
肩
と
対
せ
し
め
、
鼻
と
臍ほ
ぞ
と
対
せ
し
め
ん
こ

と
を
要
す
。
舌
は
上
の
顎あ
ぎ
とに
掛
け
、
脣し
ん
歯し

相
著つ

け
、
目
は
須
く
正
に

開
く
べ
し
。
張
ら
ず
微ほ
そ

め
ず
、
瞼ま
ぶ
たを

以
て
瞳
を
掩お
お

う
こ
と
莫
れ
。
項
う
な
じ

を
も
っ
て
背
に
差た
が
う
こ
と
莫
れ
。
鼻
息
は
通
ず
る
に
任
せ
、
喘あ
え
が
ず

声
せ
ず
。
長
な
ら
ず
短
な
ら
ず
、
緩
な
ら
ず
急
な
ら
ず
。
身
心
倶
に

調
え
て
、
挙
体
数
し
ば
し
ば

欠か
ん

し
、
内
外
放
寛
し
、
左
右
搖よ
う

振し
ん

す
る
こ
と
七

八
箇
。
兀ご
つ

兀ご
つ

と
し
て
坐
定
し
て
思
量
箇
不
思
量
底
な
り
。
不
思
量
底

如
何
思
量
、
非
思
量
な
り
。
乃
ち
坐
禅
の
要
術
な
り
。
も
し
坐
を
起

た
ん
と
欲
せ
ば
、
徐
徐
と
し
て
起
て
。
も
し
床
を
下
ら
ん
と
要
せ
ば
、

緩
緩
と
し
て
下
れ
。
高
足
大
歩
、
急
走
馳ち

騁て
い

す
る
こ
と
を
得
ざ
れ
。

須
く
手
を
袖し
ゅ

裏う
り

に
揖し
ゅ
うし

、
両
袖
を
下
面
に
垂
る
る
こ
と
莫
る
べ
し
。

点
頭
を
用
い
ず
、
祇
だ
脚
跟
を
看
よ
。
詳
緩
と
し
て
行
く
。
卒
暴
な
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る
べ
か
ら
ず
。
時
と
与
に
低
細
に
し
て
如
法
に
衆
に
随
う
。
迺す
な
わち

弁

道
の
規
矩
な
り
。

【
語
註
】

①
早
晨
坐
禅
…
…
四
時
（
黃
昏
・
後
夜
・
早
晨
・
晡
時
）
の
坐
禅
の
ひ
と
つ
で
、
粥
罷
以
降
の
午
前
中
に
行
う
坐
禅
の
こ
と
。『
正
法
眼
蔵
聞
書
抄
』

「
光
明
」
巻
末
の
「
坐
禅
事
」
に
「
早
晨
坐
禅
法
、
粥
罷
小
頃
掛
牌
、
鳴
板
掛
袈
裟
入
堂
。（
早
晨
坐
禅
の
法
は
、
粥
罷
、
小
頃
あ
り
て
牌
を
掛
け
、
板

を
鳴
ら
し
て
袈
裟
を
掛
け
、
入
堂
す
。）」（『
永
平
正
法
眼
蔵
蒐
書
大
成
』
十
一
、
大
修
館
書
店
、
一
九
七
四
年
、
七
一
八
頁
）
と
あ
る
。
ま
た
、『
瑩
山
清
規
』

「
日
中
行
事
」
に
は
「
巳
時
。
早
晨
坐
禅
。
粥
罷
有
小
頃
、
維
那
掛
坐
禅
牌
於
堂
前
。（
巳
時
。
早
晨
坐
禅
。
粥
罷
、
小
頃
あ
り
て
、
維
那
、
坐
禅
牌
を
堂

前
に
掛
け
る
）」
と
あ
り
『
弁
道
法
』
と
同
内
容
を
確
認
で
き
る
が
、
こ
こ
で
は
「
巳
時
（
午
前
九
時
か
ら
午
前
十
一
時
ま
で
）」
の
こ
と
と
し
て
い
る
。

（
宗
学
研
究
部
門
編
「『
瑩
山
清
規
』
の
研
究
（
一
）
―
「
日
中
行
事
」
の
翻
刻
―
」、『
宗
学
研
究
紀
要
』
第
三
三
号
、
二
〇
二
〇
年
三
月
、
一
四
六
～
一
四
七
頁
、
一
六

〇
～
一
六
一
頁
）。

②
維
那
…
…
修
行
僧
の
指
導
・
管
理
の
ほ
か
、
僧
堂
・
衆
寮
の
管
理
全
般
を
担
当
す
る
役
職
の
こ
と
。「
梵
語
維
那
、
此
云
悦
衆
。
凡
僧
中
事
、

並
主
之
。（
梵
語
に
は
維
那
、
此
に
悦
衆
と
云
う
。
凡
そ
僧
中
の
事
、
並
て
之
を
主
る
）」（『
禅
苑
清
規
』
巻
三
「
維
那
」、『
訳
註
禅
苑
清
規
』
一
一
〇
頁
）。
な
お
、

『
知
事
清
規
』（
春
秋
社
本
六
・
一
四
八
～
一
五
二
頁
）
は
基
本
的
に
『
禅
苑
清
規
』
巻
三
「
維
那
」（
同
一
一
〇
～
一
一
六
頁
）
の
内
容
を
踏
ま
え
る
。

③
坐
禅
牌
…
…
坐
禅
の
時
に
掛
け
る
牌
の
こ
と
。
次
段
落
の
割
注
に
、
四
時
の
坐
禅
の
う
ち
早
晨
坐
禅
の
時
の
み
に
掛
け
る
と
あ
る
。

④
頭
首
…
…
知
事
と
と
も
に
修
行
道
場
に
お
け
る
主
要
な
役
職
の
総
称
。『
禅
苑
清
規
』
巻
四
で
は
首
座
、
書
状
、
蔵
主
、
知
客
、
庫
頭
、
浴
主
の

役
職
を
指
し
、「
已
上
並
為
六
箇
頭
首
。（
已
上
、
並
べ
て
六
箇
頭
首
と
為
す
）」（『
訳
註
禅
苑
清
規
』
一
三
九
頁
）
と
し
て
六
頭
首
と
す
る
。
た
だ
し
、
同

書
巻
五
「
下
頭
首
」（『
訳
註
禅
苑
清
規
』
一
七
六
頁
）
で
は
、
首
座
、
書
記
、
蔵
主
、
知
客
、
浴
主
は
そ
れ
ぞ
れ
住
持
人
に
よ
り
任
命
さ
れ
た
役
職

で
あ
り
、
こ
の
ほ
か
に
も
、
維
那
が
任
命
す
る
侍
者
、
殿
主
、
堂
主
、
浄
頭
、
炉
頭
、
そ
し
て
、
蔵
主
の
配
下
で
あ
る
看
経
堂
首
座
、
蔵
殿
主

の
各
役
職
に
つ
い
て
も
頭
首
と
称
す
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
道
元
禅
師
の
著
作
で
は
、『
正
法
眼
蔵
』「
安
居
」
巻
に
「
単
寮
に
あ

る
と
も
が
ら
と
、
首
座
・
書
記
・
蔵
主
・
知
客
・
浴
主
等
と
、
到
寮
拝
賀
す
べ
し
」（
春
秋
社
本
二
・
二
三
三
頁
）
と
し
て
頭
首
の
各
役
職
を
確
認



一
一
四

で
き
る
が
、
庫
頭
に
つ
い
て
は
未
見
で
あ
る
。
冠
註
本
『
弁
道
法
』「
僧
堂
被
位
之
図
」（「『
弁
道
法
』（
一
）」
一
五
八
頁
）
や
、『
赴
粥
飯
法
』「
僧

堂
鉢
位
十
二
板
首
之
図
」（
同
前
一
五
九
頁
）
に
も
「
庫
頭
」
は
確
認
で
き
な
い
。
面
山
瑞
方
（
一
六
八
三
～
一
七
六
九
）
は
『
洞
上
僧
堂
清
規
考
訂

別
録
』
六
「
諸
職
法
考
訂
」
に
お
い
て
、「
シ
カ
ル
ニ
禅
規
ノ
請
知
事
ニ
ハ
、
監
寺
、
維
那
、
典
座
、
直
歳
ノ
四
名
見
ヘ
テ
、
六
頭
首
ノ
中
ニ
、

別
ニ
庫
頭
ヲ
出
セ
ル
ハ
、
列
名
ノ
相
違
カ
。
庫
頭
ハ
副
寺
ノ
コ
ト
ナ
レ
バ
、
知
事
ノ
中
ニ
コ
ソ
入
ベ
ケ
レ
、
頭
首
ノ
中
ニ
イ
ル
ベ
キ
訣
ナ
シ
」

（『
曹
洞
宗
全
書
』
清
規
、
二
八
八
頁
下
）
と
述
べ
て
お
り
、
庫
頭
は
知
事
に
配
列
す
べ
き
役
職
で
あ
り
、
頭
首
に
位
置
づ
け
る
こ
と
を
否
定
し
て
い

る
。�

⑤
出
入
之
次
～
似
不
運
歩
…
…
こ
こ
は
坐
禅
を
中
断
し
て
移
動
す
る
際
の
歩
き
方
に
つ
い
て
示
さ
れ
て
い
る
。『
宝
慶
記
』
に
は
、「
緩
歩
以
息
為

限
、
而
運
足
也
。
不
観
脚
跟
。
然
不
躬
不
仰
而
運
歩
也
。
傍
観
見
之
、
只
如
立
一
処
也
。
肩
胸
等
不
可
動
揺
振
也
。（
緩
歩
は
息
を
も
っ
て
限
り
と

な
し
て
、
足
を
運
ぶ
な
り
。
脚
根
を
観
ざ
れ
。
然
し
て
、
躬
ら
ず
仰
が
ず
し
て
歩
を
運
ぶ
な
り
。
傍
よ
り
こ
れ
を
観
見
せ
ば
、
た
だ
一
処
に
立
つ
が
ご
と
し
。
肩
・
胸
等

を
動
か
し
揺
振
す
べ
か
ら
ず
）」（
春
秋
社
本
七
、
一
四
頁
）、「
堂
頭
和
尚
慈
誨
曰
、
起
於
坐
禅
而
歩
時
、
須
行
一
息
半
趺
之
法
。
謂
、
移
歩
不
過
半
趺

量
。
移
足
必
経
一
息
間
也
。（
堂
頭
和
尚
慈
誨
し
て
曰
く
、
坐
禅
よ
り
起
っ
て
歩
く
時
は
、
須
く
一
息
半
趺
の
法
を
行
ず
べ
し
。
い
わ
ゆ
る
、
歩
を
移
す
こ
と
半
趺
の

量
を
過
ぎ
ず
、
足
を
移
す
こ
と
必
ず
一
息
を
経
る
の
間
な
り
）」（
同
前
二
八
頁
）
と
あ
る
。

⑥
脳
後
…
…
「
脳
」
に
は
頭
の
意
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
脳
後
は
頭
の
後
ろ
、
後
頭
部
の
意
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
坐
禅
を
し
て
い
る
人
の
後
ろ
姿

を
見
て
は
い
け
な
い
と
い
っ
た
意
味
で
あ
ろ
う
。

⑦
一
尋
…
…
一
尋
は
長
さ
の
単
位
で
一
尺
の
八
倍
。
お
よ
そ
242
・
４
㎝
。

⑧
趺
…
…
「
趺
」
は
、
足
ま
た
は
足
の
甲
の
意
。

⑨
猶
如
住
立
、
似
不
運
歩
…
…
寛
文
本
の
訓
読
は
「
猶
お
住
立
し
て
歩
を
運
ば
ざ
る
に
似
た
る
が
如
し
」
で
あ
る
が
、
本
稿
で
は
対
句
の
関
係
等

か
ら
、
冠
註
本
以
降
の
訓
読
で
あ
る
「
猶
お
住
立
す
る
が
如
く
、
運
歩
せ
ざ
る
に
似
た
り
」
を
採
用
し
た
。

⑩
斂
揖
…
…
一
般
的
に
「
揖
」
と
は
、
両
手
を
胸
の
前
で
組
み
合
わ
せ
て
敬
意
を
表
す
る
拱
手
の
礼
を
言
い
、「
揖
手
」
と
は
そ
の
際
に
組
む
手
の

組
み
方
を
言
う
が
、『
禅
林
象
器
箋
』
に
は
、「
旧
説
曰
、
僧
家
言
揖
者
、
即
問
訊
是
也
。
若
叉
手
著
胸
、
是
在
家
所
謂
揖
也
。（
旧
説
に
曰
く
、

僧
家
に
揖
と
言
う
は
、
即
ち
問
訊
是
れ
な
り
。
若
し
叉
手
胸
に
著
る
は
、
是
れ
在
家
の
所
謂
揖
な
り
）」（
柳
田
聖
山
編
『
禅
林
象
器
箋
・
葛
藤
語
箋
・
禅
林
句
集
弁
苗
』

中
文
出
版
社
、
一
九
七
九
年
、
四
〇
八
頁
）
と
あ
る
。
但
し
、
こ
の
後
の
放
参
の
箇
所
に
て
、
例
え
ば
「
次
行
者
復
於
聖
僧
前
、
躬
身
如
法
問
訊
訖
、



一
一
五

正
立
叉
手
唱
放
参
」
と
あ
る
よ
う
に
、「
問
訊
」
や
「
叉
手
」
の
語
が
別
に
見
え
る
た
め
、
こ
れ
ら
と
は
違
っ
た
作
法
で
あ
る
こ
と
が
考
え
ら

れ
る
（「
問
訊
」
に
つ
い
て
は
「『
弁
道
法
（
一
）」
語
註
⑲
参
照
。「
叉
手
」
に
つ
い
て
は
同
語
註
⑳
参
照
。「
揖
」
に
つ
い
て
は
同
語
註
○62
参
照
）。
な
お
、「
揖
手
」

が
行
礼
作
法
と
し
て
定
型
化
し
て
い
く
の
は
、
面
山
瑞
方
『
経
行
軌
聞
解
』
に
「
夫
経
行
之
法
、
応
歛
揖
手
〈
須
是
如
法
〉
於
両
袖
合
裏
。
莫

垂
両
袖
於
左
右
脚
辺
。（
夫
れ
経
行
の
法
は
、
応
に
揖
手
〈
須
く
是
れ
如
法
に
す
べ
し
〉
を
両
袖
の
合
裏
に
歛お

さ
む
べ
し
。
両
袖
を
左
右
の
脚
辺
に
垂
ら
す
こ
と
莫
れ
）」、

「
夾
注
ニ
、
須
是
如
法
ト
ア
ル
ハ
、
揖
手
モ
叉
手
モ
合
掌
モ
、
ミ
ナ
同
意
ニ
テ
、
当
胸
ナ
リ
、
ヒ
キ
ク
腹
ニ
ア
テ
ル
ハ
非
法
ナ
リ
」（『
曹
洞
宗
全

書
』
注
解
四
、
六
二
七
頁
下
）
と
あ
る
の
が
初
出
と
思
わ
れ
、『
禅
林
象
器
箋
』
も
立
項
は
「
揖
」
で
あ
る
。
そ
の
た
め
本
稿
で
は
「
揖
手
を
斂
め

る
」
で
は
な
く
、「
手
を
斂
揖
す
」
と
訓
読
し
た
。

⑪
庫
下
火
鈑
…
…「
庫
下
」
は
寺
院
の
台
所
で
あ
る
庫
院
の
こ
と
。「
火
鈑
」
は
小
食
の
粥
や
中
食
の
飯
が
蒸
し
終
わ
っ
た
様
子
を
み
て
、
庫
院
に

あ
る
雲
版
を
打
っ
て
鳴
ら
す
こ
と
。『
瑩
山
清
規
』「
日
中
行
事
」
に
は
「
已
香
欲
了
時
、
聖
僧
侍
者
問
訊
首
座
。
是
稟
放
禅
也
。
即
庫
前
雲
板

三
下
鳴
。
是
称
火
板
。
是
坐
禅
罷
也
。（
已
に
香
了
ぜ
ん
と
欲
す
時
、
聖
僧
侍
者
首
座
に
問
訊
す
。
是
れ
放
禅
を
稟
す
な
り
。
即
ち
庫
前
の
雲
板
三
下
鳴
ら
す
。
是

れ
火
板
と
称
す
。
是
れ
坐
禅
罷
む
な
り
）」（「『
瑩
山
清
規
』
の
研
究
（
一
）」
一
四
七
頁
、
一
六
一
頁
）
と
あ
り
、
以
降
、
火
鈑
は
三
打
す
る
こ
と
が
一
般
的
と

な
っ
て
い
る
。『
禅
林
象
器
箋
』「
火
板
」
に
「
斎
前
三
下
板
也
。
旧
説
曰
、
火
板
掛
在
庫
司
竈
上
、
及
飯
熟
、
飯
頭
打
之
三
下
、
則
火
頭
滅

火
。
故
名
火
版
矣
。（
斎
前
に
板
を
三
下
す
る
な
り
。
旧
説
に
曰
く
、
火
板
を
庫
司
の
竈
上
に
掛
け
、
飯
熟
す
る
に
及
び
、
飯
頭
之
を
打
つ
こ
と
三
下
す
れ
ば
、
則
ち

火
頭
火
を
滅
す
。
故
に
火
版
と
名
づ
く
）」（『
禅
林
象
器
箋
』
七
三
四
頁
）
と
あ
る
よ
う
に
、
板
三
打
を
合
図
に
竈
の
火
を
消
す
た
め
、
火
鈑
と
呼
ぶ
。
ち

な
み
に
旧
説
と
は
、『
勅
修
百
丈
清
規
』
の
抄
物
で
あ
る
『
勅
修
百
丈
清
規
雲
桃
抄
』（
一
四
六
二
年
成
立
）
の
こ
と
で
、「
〽
火
板
―
火
板
ハ
庫
裏

ノ
竃
ノ
上
ニ
掛
ル
板
ニ
シ
テ
飯
ノ
ウ
ム
ル
時
ニ
、
飯
頭
カ
三
下
打
テ
ハ
、
火
ヲ
焼
ク
者
カ
火
ヲ
引
シ
テ
、
火
板
鳴
ハ
知
僧
堂
近
也
」（『
続
抄
物

資
料
集
成
』
第
八
巻
、
清
文
堂
出
版
、
一
九
八
〇
年
、
四
九
四
頁
）
と
記
さ
れ
て
い
る
。�

⑫
斎
罷
…
…
昼
食
（
中
食
）
の
後
。�

⑬
堂
司
供
過
行
者
…
…
こ
こ
で
の
「
堂
司
」
は
堂
司
行
者
の
こ
と
で
、
堂
司
（
維
那
）
の
下
で
補
佐
を
行
う
役
。「
供
過
」
は
供
過
行
者
の
こ
と
で
、

知
事
や
頭
首
の
下
で
、
仏
前
や
祠
堂
等
に
供
物
を
献
ず
る
役
。
供
頭
行
者
、
供
頭
、
供
司
と
も
い
う
。『
知
事
清
規
』
は
『
禅
苑
清
規
』
の
記

述
を
踏
襲
し
、「
堂
司
并
供
頭
行
者
、
備
弁
寮
舎
門
戸
窓
按
・
按
位
牀
帳
・
動
用
什
物
、
常
須
照
管
整
斉
。（
堂
司
并
び
に
供
頭
行
者
は
、
寮
舎
の
門

戸
窓
・
按
位
床
帳
・
動
用
の
什
物
を
備
弁
し
、
常
に
須
く
照
管
し
て
整
斉
す
べ
し
）」（「『
永
平
元
禅
師
清
規
』「
知
事
清
規
」
の
出
典
研
究
（
中
）」、『
宗
学
研
究
紀
要
』



一
一
六

二
四
号
、
一
五
一
頁
）
と
あ
り
、
堂
司
行
者
や
供
過
行
者
に
対
し
て
、
扉
の
開
閉
や
被
位
の
把
握
、
日
常
使
用
す
る
物
品
管
理
等
、
僧
堂
内
の
諸

事
を
多
岐
に
渡
っ
て
任
せ
て
い
る
。
本
文
で
は
維
那
の
補
佐
と
し
て
、
僧
堂
に
掛
け
る
坐
禅
牌
の
入
れ
替
え
を
堂
司
・
供
過
行
者
が
担
当
し
て

い
る
が
、『
禅
苑
清
規
』
巻
三
「
首
座
」
で
は
「
堂
司
行
者
先
稟
堂
頭
掛
放
参
牌
（
堂
司
行
者
先
ず
堂
頭
に
稟
し
て
放
参
牌
を
掛
く
）」（『
訳
註
禅
苑
清
規
』

一
二
五
頁
）
と
、
堂
司
行
者
の
み
が
放
参
牌
を
担
当
し
て
い
る
。
ま
た
、『
禅
苑
清
規
』
巻
四
「
堂
頭
侍
者
」
に
は
、
外
侍
者
の
役
目
と
し
て

「
請
話
入
室
念
誦
放
参
及
結
夏
臘
次
牌
、
並
外
侍
者
主
之
。（
請
話
・
入
室
・
念
誦
・
放
参
及
び
結
夏
・
臘
次
の
牌
は
、
並
に
外
侍
者
之
を
主
る
）」（『
訳
註
禅

苑
清
規
』
一
六
四
頁
）
と
あ
り
、
僧
堂
牌
の
管
理
担
当
は
主
に
堂
頭
侍
者
と
な
っ
て
い
る
。�

⑭
放
参
…
…
早
参
（
粥
後
の
説
法
）
や
晩
参
（
晩
の
説
法
）
を
休
止
す
る
こ
と
。『
禅
苑
清
規
』
巻
六
「
警
衆
」
に
は
「
堂
前
鳴
小
鐘
子
三
下
、
乃
放

早
参
也
。
如
不
放
参
、
堂
上
鳴
鼓
者
、
陞
堂
也
。（
堂
前
に
小
鐘
子
を
鳴
ら
す
こ
と
三
下
、
乃
ち
早
参
を
放
す
な
り
。
如
し
放
参
せ
ず
し
て
、
堂
上
の
鼓
鳴
ら
す

は
、
陞
堂
な
り
）」（『
訳
註
禅
苑
清
規
』
二
一
九
頁
）
と
あ
り
、
鳴
ら
し
物
に
よ
っ
て
説
法
の
有
無
が
示
さ
れ
る
。
面
山
瑞
方
『
洞
上
僧
堂
清
規
考
訂
別

録
』
巻
一
に
は
、「
晡
時
ニ
諷
経
ハ
放
参
ノ
時
ニ
限
ル
。
晩
参
ア
レ
バ
諷
経
ナ
シ
。
今
マ
デ
ノ
規
矩
ハ
、
晩
参
シ
ラ
ヌ
ユ
ヘ
ニ
、
坐
禅
セ
ヌ
ヲ

放
参
ト
覚
ヘ
タ
リ
。
勅
規
ニ
晡
時
ノ
坐
禅
ヲ
坐
参
ト
云
ハ
、
晩
参
ガ
ア
ル
ユ
ヘ
ニ
、
坐
禅
シ
テ
散
乱
ヲ
鎮
メ
テ
後
ニ
聴
法
ス
。
住
持
人
ニ
官

客
カ
病
悩
カ
支
ル
コ
ト
ア
レ
バ
、
放
参
ユ
ヘ
ニ
ソ
ノ
式
ヲ
行
フ
。
放
参
ナ
レ
バ
大
衆
ヒ
マ
ユ
ヘ
ニ
上
殿
諷
経
ス
」（『
曹
洞
宗
全
書
』
清
規
、
二
二
二

頁
）
と
あ
り
、
後
代
に
お
い
て
は
放
参
の
意
味
が
変
化
し
、
坐
禅
な
い
し
規
定
の
行
事
を
休
む
意
味
を
持
つ
よ
う
に
な
る
が
、
そ
れ
は
誤
り
で

あ
る
と
し
て
い
る
。��

⑮
昏
鐘
…
…
黄
昏
鐘
の
略
称
。『
弁
道
法
』
冒
頭
に
「
黄
昏
坐
禅
、
聞
昏
鐘
、
搭
袈
裟
、
入
雲
堂
、
就
被
位
坐
禅
。（
黄
昏
の
坐
禅
は
、
昏
鐘
を
聞
き
、

袈
裟
を
搭
け
、
雲
堂
に
入
り
、
被
位
に
就
き
坐
禅
す
）」（「『
弁
道
法
』（
一
）」
一
四
一
頁
）
と
あ
る
よ
う
に
、
黄
昏
坐
禅
（
夜
坐
）
の
開
始
を
告
げ
る
鐘
と

な
っ
て
い
る
。
具
体
的
な
鳴
ら
し
方
は
不
明
で
あ
る
が
、『
入
衆
日
用
』
で
は
「
昏
鐘
鳴
、
即
合
掌
念
偈
云
、〈
聞
鐘
声　

煩
悩
軽　

智
慧
長　

菩
提
生　

離
地
獄　

出
火
坑　

願
成
仏　

度
衆
生
〉
須
先
帰
単
位
坐
禅
。（
昏
鐘
鳴
る
に
、
即
ち
合
掌
し
て
偈
を
念
じ
て
云
く
、〈
鐘
声
聞
き　

煩
悩
軽
く　

智
慧
長
じ　

菩
提
生
じ　

地
獄
を
離
れ　

火
坑
を
出
で　

成
仏
を
願
い　

衆
生
を
度
さ
ん
こ
と
を
〉
須
く
先
づ
単
位
に
帰
り
て
坐
禅
す
べ
し
）」（『
中
世
禅
籍
叢
刊
』
第
六

巻
、
臨
川
書
店
、
二
〇
一
四
年
、
三
一
七
頁
）
と
、
大
衆
一
同
に
よ
る
偈
文
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
や
、『
禅
苑
清
規
』
巻
三
「
首
座
」
で
は
「
昏
鐘

下
窓
簾
、
明
即
捲
之
。（
昏
鐘
に
窓
簾
を
下
ろ
し
、
明
く
れ
ば
即
ち
之
を
捲
く
）」（『
訳
註
禅
苑
清
規
』
一
二
五
頁
）
と
、
時
間
の
区
切
り
と
し
て
用
い
ら
れ

て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。



一
一
七

⑯
晡
時
…
…
現
在
の
午
後
四
時
～
六
時
頃
の
こ
と
。「『
弁
道
法
』（
一
）」
語
註
⑩
参
照
。��

⑰
衩
衣
…
…
肌
着
ま
た
は
普
段
着
の
こ
と
。『
弁
道
法
』
で
は
「
或
寮
主
著
衩
衣
而
焼
香
。
或
寮
主
搭
袈
裟
而
焼
香
。（
或
は
寮
主
衩
衣
を
著
け
て
焼
香

す
。
或
は
寮
主
袈
裟
を
搭
け
て
焼
香
す
）」
と
あ
り
、
衩
衣
は
袈
裟
を
外
し
た
状
態
と
推
測
さ
れ
る
。
ま
た
、『
宝
慶
記
』
で
は
、
如
浄
禅
師
の
書
簡

と
し
て
「
元
子
参
問
、
自
今
已
後
、
不
拘
昼
夜
時
候
、
著
衣
衩
衣
、
而
来
方
丈
問
道
無
妨
。（
元
子
が
参
問
、
今
よ
り
已
後
、
昼
夜
時
候
に
拘
わ
ら
ず
、

著
衣
衩
衣
に
し
て
、
方
丈
に
来
り
て
道
を
問
わ
ん
に
妨
げ
無
し
）」（
春
秋
社
本
七
、
二
頁
）
と
、
道
元
禅
師
が
拝
問
す
る
際
の
威
儀
と
し
て
、
袈
裟
の
有
無

を
問
わ
な
い
こ
と
を
許
し
て
い
る
。
な
お
、『
禅
林
象
器
箋
』「
卸
衣
」
に
、「
忠
曰
、
日
本
禅
林
僧
、
摺
斂
七
条
九
条
等
。
掛
在
左
臂
。
此
言

卸
衣
。
蓋
卸
下
在
肩
衣
也
。
或
作
叉
衣
者
非
也
。
又
与
衩
衣
義
不
渉
。（
忠
曰
く
、
日
本
の
禅
林
僧
、
七
条
九
条
等
を
摺
み
斂
め
て
、
左
臂
に
掛
け
在
く
。

此
を
卸
衣
と
言
う
。
蓋
し
肩
に
在
る
衣
を
卸
下
す
な
り
。
或
は
叉
衣
に
作
す
は
非
な
り
。
又
衩
衣
と
与
う
義
渉
ら
ず
）」（『
禅
林
象
器
箋
』
七
一
三
頁
）
と
あ
り
、
日
本

の
禅
林
で
は
袈
裟
を
畳
ん
だ
ま
ま
左
の
ひ
じ
に
掛
け
る
卸
衣
と
混
同
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。�

⑱
展
単
…
…
体
の
下
に
寝
具
を
敷
く
こ
と
。
本
来
、「
単
」
と
は
僧
堂
に
お
け
る
修
行
僧
各
位
の
位
置
を
表
す
単
位
の
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は

特
に
寝
具
の
こ
と
を
指
す
。『
禅
林
象
器
箋
』「
眠
単
」
に
、「
旧
説
曰
、
臥
時
鋪
之
。
或
謂
坐
時
鋪
之
。
本
是
坐
具
也
。
忠
曰
、
或
以
眠
単
、

為
章
服
儀
被
単
、
非
也
。
又
和
俗
眠
単
、
称
蒲
団
、
訛
。
蒲
団
以
蒲
造
。
与
眠
単
不
渉
。（
旧
説
曰
く
、
臥
時
之
を
鋪
く
。
或
謂
は
坐
時
之
を
鋪
く
。
本

よ
り
是
れ
坐
具
な
り
。
忠
曰
く
、
或
は
眠
単
を
以
て
、
章
服
儀
の
被
単
と
為
す
は
、
非
な
り
。
又
和
俗
眠
単
を
以
て
、
蒲
団
と
称
す
る
は
、
訛
な
り
。
蒲
団
は
蒲
を
以
て

造
る
な
り
。
眠
単
と
渉
ら
ず
）」（『
禅
林
象
器
箋
』
七
一
〇
頁
）
と
あ
り
、
就
寝
時
だ
け
で
な
く
、
坐
禅
に
お
い
て
も
使
用
す
る
坐
具
と
し
て
用
い
ら
れ
、

ま
た
日
本
に
お
い
て
は
蒲
団
（
坐
蒲
）
と
の
誤
用
が
見
受
け
ら
れ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
尚
、
こ
こ
で
は
寝
具
の
具
体
的
な
形
状
は
不
明
で
あ

る
。
寝
具
史
研
究
の
小
川
光
暘
氏
は
、
上
古
～
中
世
に
お
け
る
寝
具
を
「
タ
タ
ミ
」
と
称
す
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
そ
の
形
状
は
御
座
や
筵
の

よ
う
な
薄
く
積
み
重
ね
る
こ
と
、
あ
る
い
は
折
り
た
た
む
こ
と
が
可
能
な
も
の
で
あ
り
、
ま
た
、
現
在
使
用
さ
れ
る
木
綿
入
り
の
敷
き
布
団
の

初
出
は
、
一
七
世
紀
以
降
で
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
（
小
川
光
暘
『
寝
所
と
寝
具
』
雄
山
閣
、
二
〇
一
六
年
刊
参
照
）。
こ
の
こ
と
か
ら
、
本
文
に
お
け

る
寝
具
と
し
て
の
単
は
、
い
わ
ゆ
る
現
在
使
用
さ
れ
る
よ
う
な
敷
き
布
団
で
は
な
い
と
推
測
さ
れ
る
。
ま
た
、『
知
事
清
規
』
に
「
堂
中
、
冬

夏
替
換
氈
席
及
涼
簾
暖
簾
、
掛
帳
下
帳
、
開
炉
閉
炉
。（
堂
中
、
冬
夏
に
氈
席
及
び
涼
簾
暖
簾
を
替
換
し
、
帳
を
掛
け
帳
を
下
ろ
し
、
炉
を
開
き
炉
を
閉
ざ
す
）」

（「『
永
平
元
禅
師
清
規
』「
知
事
清
規
」
の
出
典
研
究
（
中
）」
一
五
一
頁
）
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
夏
な
ら
席
、
冬
な
ら
氈
が
寝
具
と
し
て
敷
か
れ
て
い
た
可

能
性
も
あ
る
。�
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⑲
半
展
単
之
古
法
…
…
寝
具
（
単
）
を
半
分
収
め
て
か
ら
坐
禅
を
行
う
こ
と
。『
入
衆
日
用
』
に
は
、
朝
洗
面
を
し
て
帰
堂
す
る
際
の
作
法
と
し
て

「
将
眠
単
収
一
半
坐
定
（
将
に
眠
単
を
一
半
収
め
て
坐
定
す
）」（『
中
世
禅
籍
叢
刊
』
第
六
巻
、
三
〇
二
頁
）
と
示
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
同
じ
く
『
入
衆
日

用
』
に
「
放
参
以
眠
単
半
展
（
放
参
せ
ば
眠
単
を
以
て
半
展
す
）」（
同
前
三
一
六
頁
）
と
、
放
参
の
場
合
は
寝
具
を
半
分
敷
く
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。

尚
、『
禅
林
象
器
箋
』「
眠
単
」
に
「
旧
説
曰
、
凡
出
半
単
、
為
坐
禅
矣
。
日
用
軌
範
云
眠
単
収
一
半
坐
定
。
是
也
。
初
夜
坐
禅
畢
。
出
全
単
。

為
偃
息
也
。
所
謂
単
者
可
鋪
而
坐
臥
之
物
。
要
不
損
壊
常
住
床
席
也
。（
旧
説
曰
く
、
凡
そ
半
単
を
出
す
は
、
坐
禅
の
為
な
り
。
日
用
軌
範
云
く
眠
単
を
ば

一
半
収
め
て
坐
定
す
。
是
な
り
。
初
夜
の
坐
禅
畢
れ
ば
、
全
単
を
出
す
。
偃
息
の
為
な
り
。
所
謂
単
は
鋪
き
て
坐
臥
す
べ
き
の
物
な
り
。
常
住
床
席
を
損
壊
せ
ざ
る
を
要

す
な
り
）」（
七
一
〇
頁
）
と
あ
り
、
眠
単
を
半
分
敷
く
の
は
坐
禅
を
す
る
た
め
で
あ
り
、
自
ら
が
臥
坐
す
る
単
を
傷
つ
け
な
い
た
め
の
配
慮
と
さ

れ
て
い
る
。��

⑳
動
著
…
…
動
か
す
こ
と
。

㉑
蒲
団
…
…
前
出
。「『
弁
道
法
』（
一
）
註
㊹
参
照
」。
坐
蒲
の
こ
と
。
坐
禅
の
際
に
尻
の
下
に
置
く
敷
物
。
脊
椎
骨
を
真
下
か
ら
支
え
る
。『
正
法

眼
蔵
』「
坐
禅
儀
」
巻
に
は
「
蒲
団
は
全
趺
に
し
く
に
は
あ
ら
ず
、
跏
趺
の
な
か
ば
よ
り
は
う
し
ろ
に
し
く
な
り
、
し
か
あ
れ
ば
、
累
足
の
し

た
は
坐
褥
に
あ
た
れ
り
、
背
骨
の
し
た
は
蒲
団
に
て
あ
る
な
り
」（
春
秋
社
本
一
、
三
六
五
頁
）
と
あ
る
。
ま
た
、『
坐
禅
用
心
記
』
に
は
坐
蒲
の
大

き
さ
に
つ
い
て
、「
経
亘
一
尺
二
寸
、
周
囲
三
尺
六
寸
（
経わ

た
り亘

は
一
尺
二
寸
、
周め

ぐ
り囲

は
三
尺
六
寸
）」（『
曹
洞
宗
全
書
』
宗
源
下
、
四
二
六
頁
）
と
あ
る
。�

㉒
結
跏
趺
坐
…
…
坐
禅
に
お
い
て
両
足
を
組
む
坐
法
。
先
に
右
足
を
左
腿
、
左
足
を
右
の
腿
の
上
に
置
く
。
道
元
禅
師
は
足
の
組
み
方
に
と
ど
ま

ら
ず
、
仏
行
そ
の
も
の
と
し
て
結
跏
趺
坐
を
用
い
る
。『
正
法
眼
蔵
』「
三
昧
王
三
昧
」
巻
「
身
の
結
跏
趺
坐
す
べ
し
、
心
の
結
跏
趺
坐
す
べ
し
、

身
心
脱
落
の
結
跏
趺
坐
す
べ
し
」（
春
秋
社
本
二
、
一
七
七
頁
）。�

左
足
が
上
に
な
る
組
み
方
を
降
魔
坐
、
反
対
に
右
足
が
上
に
な
る
組
み
方
を
吉

祥
坐
と
呼
ぶ
場
合
も
あ
る
が
、
道
元
禅
師
は
こ
れ
ら
の
名
称
は
用
い
て
い
な
い
。
面
山
瑞
方
は
『
建
康
普
説
』
の
中
で
右
脚
を
左
脚
に
置
く
こ

と
を
降
伏
と
呼
び
、
反
対
に
右
脚
を
左
脚
に
載
せ
る
こ
と
を
吉
祥
と
し
て
い
る
。「
以
右
押
左
半
跏
是
名
降
伏
。（
中
略
）
以
左
押
右
半
跏
是
名
吉

祥
。（
中
略
）
左
右
交
押
全
跏
是
名
円
満
。
即
是
如
来
底
。
降
伏
吉
祥
一
時
頓
成
。（
右
を
以
て
左
を
押
す
半
跏
、
是
を
降
伏
と
名
づ
く
。（
中
略
）
左
を
以

て
右
を
押
す
半
跏
、
是
を
吉
祥
と
名
づ
く
。（
中
略
）
左
右
交
押
す
る
全
跏
、
是
を
円
満
と
名
づ
く
。
即
ち
是
れ
如
来
底
。
降
伏
吉
祥
一
時
に
頓
成
す
）」（『
続
曹
洞
宗
全

書
』
語
録
二
、
四
九
七
頁
）。
な
お
、『
無
畏
三
蔵
禅
要
』
に
は
「
然
端
身
正
住
、
如
前
半
跏
坐
。
以
右
押
左
、
不
須
結
全
跏
。
全
跏
則
多
痛
。
若

心
縁
痛
境
即
難
得
定
。（
然
し
て
端
身
に
正
住
し
て
、
前
の
如
く
半
跏
坐
す
。
右
を
以
て
左
を
押
し
、
全
跏
を
結
ぶ
こ
と
を
須
い
ず
。
全
跏
す
れ
ば
則
ち
痛
多
し
。
若
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し
心
に
痛
境
を
縁
ず
れ
ば
、
即
ち
定
を
得
難
し
）」（
大
正
一
八
、
九
四
四
頁
下
）
と
あ
り
、
禅
定
に
お
い
て
結
跏
趺
坐
を
勧
め
な
い
場
合
も
あ
る
。�

㉓
半
跏
趺
坐
…
…
坐
禅
に
お
い
て
片
足
を
組
む
坐
法
。『
弁
道
法
』
は
じ
め
、『
普
勧
坐
禅
儀
』
な
ど
の
坐
禅
の
方
法
に
つ
い
て
道
元
禅
師
は
も
っ

ぱ
ら
左
足
を
右
腿
に
乗
せ
る
坐
法
を
半
跏
趺
坐
と
し
て
い
る
（
出
典
対
照
表
一
参
照
）。
な
お
、『
無
畏
三
蔵
禅
要
』
の
よ
う
に
右
脚
を
上
に
す
る

坐
法
を
正
式
と
す
る
禅
定
法
も
あ
る
（
前
註
㉒
参
照
）。�

㉔
右
手
安
左
足
上
、
左
掌
安
右
掌
上
…
…
坐
禅
に
お
け
る
手
の
組
み
方
。「
法
界
定
印
」
と
称
さ
れ
る
が
、
道
元
禅
師
は
こ
の
名
称
を
用
い
て
お
ら

ず
『
禅
苑
清
規
』
な
ど
に
も
見
ら
れ
な
い
。
な
お
、
面
山
瑞
方
『
建
康
普
説
』
に
は
「
両
手
印
契
是
名
法
界
定
。（
両
手
の
印
契
、
是
を
法
界
定
と
名

づ
く
）」（『
続
曹
洞
宗
全
書
』
語
録
二
、
四
九
八
頁
）
と
あ
る
。
ま
た
、『
修
禅
要
訣
』
に
「
掌
亦
右
圧
左
。
並
不
得
左
圧
右
也
。（
掌
も
亦
右
が
左
を
圧

す
。
並
び
に
左
が
右
を
圧
す
こ
と
を
得
ざ
る
な
り
）」、「
問
。
此
方
相
伝
為
右
手
等
多
動
、
坐
者
要
令
左
圧
右
。
今
乃
与
彼
碩
反
。
未
審
何
故
耶
。
答
。

西
方
諸
仏
、
従
仏
以
来
相
承
坐
法
皆
如
是
也
。
並
是
印
法
。
此
方
擅
改
。
吾
所
未
詳
。（
問
う
。
此
方
の
相
伝
は
右
手
等
を
多
動
す
る
為
に
、
坐
者
は
要

ず
左
を
し
て
右
を
圧
さ
し
む
。
今
乃
ち
彼
と
碩
反
す
。
未
審
し
何
故
か
。
答
う
。
西
方
諸
仏
、
仏
よ
り
こ
の
か
た
相
承
せ
る
坐
法
は
皆
是
の
如
き
な
り
。
並
び
に
是
印
法

な
り
。
此
方
に
改
む
。
吾
の
未
だ
詳
ら
か
に
せ
ざ
る
所
な
り
）」（
続
蔵
六
三
、
四
一
八
頁
上
）
と
あ
る
。
こ
こ
で
は
イ
ン
ド
僧
の
仏
陀
波
利
が
左
手
を
下
に

し
、
そ
の
上
に
右
手
を
重
ね
る
作
法
を
示
し
、
中
国
で
手
の
組
み
方
が
変
わ
っ
た
と
さ
れ
る
。

㉕
正
身
端
坐
…
…
身
を
正
し
て
坐
る
こ
と
。『
普
勧
坐
禅
儀
』
に
も
同
様
の
記
述
が
あ
る
。『
宝
慶
記
』
に
は
「
堂
頭
和
尚
慈
誨
云
、
坐
禅
時
、
莫

倚
壁
及
屏
風
禅
椅
等
。
若
倚
教
人
生
病
也
。
直
須
正
身
端
坐
、
如
坐
禅
儀
。
慎
莫
違
背
。（
堂
頭
和
尚
慈
誨
し
て
云
く
、
坐
禅
の
時
は
、
壁
及
屏
風
、
禅

椅
等
に
倚
る
こ
と
莫
れ
。
若
し
倚
ら
ば
、
人
を
し
て
病
を
生
ぜ
し
む
る
な
り
。
直
に
須
く
正
身
端
坐
す
る
こ
と
、
坐
禅
儀
の
如
く
し
て
、
慎
ん
で
違
背
す
る
こ
と
莫
れ
）」

（
春
秋
社
本
七
、
四
四
～
四
六
頁
）
と
あ
る
。�

㉖
頂

脊
骨
相
拄
端
直
…
…
頭
頂
と
背
骨
、
骨
節
が
互
い
に
支
え
合
っ
て
姿
勢
が
真
っ
直
ぐ
伸
び
る
こ
と
。『
普
勧
坐
禅
儀
』
や
『
正
法
眼
蔵
』

「
坐
禅
儀
」
巻
に
は
見
ら
れ
な
い
。『
禅
苑
清
規
』
巻
八
「
坐
禅
儀
」
に
は
「
令
腰
脊
頭
項
骨
節
相
拄
狀
如
浮
屠
。（
腰
脊
・
頭
頂
を
し
て
骨
節
相
支
え

て
、
状
浮
屠
の
如
く
な
ら
し
め
よ
）」（『
訳
註
禅
苑
清
規
』
二
八
〇
頁
）
と
あ
る
。�

㉗
舌
掛
上
腭
…
…
舌
を
上
ア
ゴ
に
つ
け
る
こ
と
。『
宝
慶
記
』
に
は
「
坐
禅
時
、
舌
挂
上
腭
。
或
括
当
門
板
歯
、
亦
得
。（
坐
禅
の
時
、
舌
は
上
の
腭
に

挂
く
べ
し
。
あ
る
い
は
当
門
の
板
歯
に
括
む
る
も
ま
た
得
た
り
）」（
春
秋
社
本
七
、
四
三
頁
）
と
あ
り
、
前
歯
に
舌
を
当
て
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。

㉘
須
開
正
眼�

…
…
坐
禅
に
お
い
て
目
は
開
け
て
お
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
、
と
い
う
こ
と
。『
宝
慶
記
』
に
は
「
若
四
五
十
来
年
慣
習
坐
禅
、
渾



一
二
〇

不
会
低
頭
瞌
睡
者
、
閉
眼
目
坐
禅
無
妨
（
も
し
、
四
・
五
十
年
来
、
坐
禅
に
慣
習
し
て
、
渾
く
低
頭
し

睡
す
る
こ
と
に
会
わ
ざ
る
者
は
、
眼
目
を
閉
じ
て
坐
禅

す
る
も
妨
げ
な
し
。
初
学
に
し
て
未
だ
慣
れ
ざ
る
者
の
ご
と
き
は
、
眼
を
開
い
て
坐
せ
よ
）」（
春
秋
社
本
七
、
四
三
頁
）
と
あ
り
、
初
学
者
は
眼
を
開
き
、
十
分

に
習
熟
し
て
い
る
者
は
眼
を
閉
じ
る
こ
と
も
構
わ
な
い
と
い
う
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
が
、
道
元
禅
師
の
著
作
に
は
同
様
の
理
解
を
し
て
い
る

箇
所
は
見
い
だ
さ
れ
な
い
（
出
典
対
照
表
一
参
照
）。『
弁
道
法
』（
前
出
）
に
は
「
節
に
忌
む
眼
を
閉
ず
る
こ
と
を
。
眼
を
閉
じ
れ
ば
昏
生
ず
。
頻
頻

に
眼
を
開
け
ば
、
微
風
眼
に
入
り
て
困
容
易
に
醒
む
」
と
あ
り
、
あ
く
ま
で
も
目
を
開
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
眠
気
を
払
う
こ
と
が
示
さ
れ
て
い

る
。
坐
禅
に
お
け
る
眼
の
開
閉
に
つ
い
て
、
詳
し
く
は
池
田
魯
参
「
天
台
止
観
か
ら
道
元
禅
成
立
ま
で
の
瞑
想
の
意
義
」（『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』

第
五
三
巻
第
一
号
、
二
〇
〇
四
年
、
三
～
五
頁
）
参
照
。

㉙
不
張
不
微
…
…
坐
禅
の
際
、
目
を
見
開
い
た
り
、
細
め
た
り
し
な
い
と
い
う
こ
と
。
坐
禅
に
お
け
る
目
の
開
け
方
に
つ
い
て
「
半
眼
」
と
称
さ

れ
る
こ
と
も
あ
る
が
、
道
元
禅
師
は
こ
の
名
称
を
用
い
て
い
な
い
。
な
お
、
損
翁
宗
益
（
一
六
五
〇
～
一
七
〇
五
）『
坐
禅
箴
弁
話
』
に
は
「
静
所

ニ
在
リ
テ
、
手
ヲ
ク
ミ
足
ヲ
重
ネ
、
目
ヲ
半
眼
ニ
ナ
シ
」（『
続
曹
洞
宗
全
書
』
注
解
二
、
八
二
三
頁
）
と
あ
る
。
ま
た
、『
無
畏
三
蔵
禅
要
』
に
は

「
眼
不
用
過
開
、
又
不
用
全
合
。
大
開
則
心
散
、
合
即
惛
沈
（
眼
は
過
開
を
用
い
ず
、
又
た
全
合
を
用
い
ず
。
大
い
に
開
け
ば
則
ち
心
散
じ
、
合
せ
ば
即
ち
惛

沈
す
）」（
大
正
一
八
、
九
四
四
頁
下
）
と
あ
り
、
眼
を
開
き
過
ぎ
る
こ
と
は
散
を
生
じ
、
眼
を
閉
じ
る
こ
と
は
眠
気
を
生
じ
さ
せ
る
こ
と
が
示
さ
れ

る
。�

㉚
莫
以
項
差
背
…
…
う
な
じ
を
背
に
違
え
な
い
。
頭
が
前
後
に
垂
れ
る
こ
と
を
戒
め
た
語
。『
普
勧
坐
禅
儀
』
や
『
正
法
眼
蔵
』「
坐
禅
儀
」
巻
に

は
見
ら
れ
な
い
。�

㉛
不
喘
不
声
…
…
呼
吸
を
す
る
際
に
音
を
出
す
こ
と
や
、
音
が
出
ず
と
も
呼
吸
が
詰
ま
る
こ
と
を
戒
め
た
語
。
こ
の
様
な
調
息
法
に
つ
い
て
は
、

『
普
勧
坐
禅
儀
』
や
『
正
法
眼
蔵
』「
坐
禅
儀
」
等
の
著
述
に
は
見
ら
れ
ず
、『
弁
道
法
』
の
み
に
見
ら
れ
る
。『
六
度
集
経
』
に
は
「
仏
端
坐
不

動
不
揺
不
喘
不
息
。（
仏
の
端
坐
は
動
じ
ず
揺
ら
が
ず
、
喘
が
ず
息
ま
ず)
」（
大
正
三
、
四
二
頁
～
五
二
頁
中
）
等
、
坐
禅
に
関
連
し
て
「
不
喘
不
息
」
と
い

う
表
現
が
見
ら
れ
る
な
お
、
天
台
智
顗
『
修
習
止
観
坐
禅
法
要
』（『
天
台
小
止
観
』）
に
は
調
息
の
説
明
に
お
い
て
「
喘
」
や
「
声
」
を
用
い
た
、

以
下
の
記
述
が
あ
る
。「
初
入
禅
調
息
法
者
、
息
有
四
種
相
。
一
風
、
二
喘
、
三
気
、
四
息
。
前
三
為
不
調
相
、
後
一
為
調
相
。
云
何
為
風
相
。

坐
時
則
鼻
中
息
出
入
覚
有
声
。
是
風
也
。
云
何
喘
相
。
坐
時
息
雖
無
声
、
而
出
入
結
滞
不
通
。
是
喘
相
也
。（
初
め
に
禅
に
入
る
に
調
息
の
法
は
、
息

に
四
種
の
相
有
り
。
一
に
風
、
二
に
喘
、
三
に
気
、
四
に
息
な
り
。
前
の
三
を
不
調
の
相
と
な
し
、
後
の
一
を
調
の
相
と
な
す
。
い
か
な
る
を
か
風
の
相
と
な
す
や
。
坐



一
二
一

の
時
則
ち
鼻
中
の
息
の
出
入
に
声
有
る
を
覚
ゆ
る
。
こ
れ
風
な
り
。
い
か
な
る
か
喘
の
相
な
り
や
。
坐
の
時
息
に
声
無
し
と
雖
も
、
出
入
の
結
滞
し
て
通
ぜ
ざ
る
は
、
こ

れ
喘
の
相
な
り
）」（
大
正
四
六
、
四
六
六
頁
上
）。

㉜
挙
体
数
欠
…
…
数
回
大
き
く
息
を
吐
き
出
す
こ
と
。「
挙
体
」
は
全
身
の
こ
と
。「
欠
」
は
口
を
開
い
て
息
を
吐
き
出
す
こ
と
。『
普
勧
坐
禅
儀
』

等
に
は
こ
の
よ
う
な
表
現
は
見
ら
れ
ず
、「
欠
気
一
息
」
と
さ
れ
て
い
る
。�

㉝
思
量
箇
不
思
量
底
～
非
思
量
…
…
有
無
の
二
辺
（
相
対
）
を
超
え
た
無
分
別
の
あ
り
よ
う
や
、
坐
禅
そ
の
も
の
に
な
る
こ
と
な
ど
を
指
す
。
斧
山

玄
鈯
（
一
七
一
一
？
～
一
七
八
九
）『
正
法
眼
蔵
坐
禅
箴
聞
解
』
に
は
、「
コ
レ
思
量
ヲ
離
レ
タ
兀
々
地
ハ
、
二
乗
ノ
空
無
、
其
コ
ニ
思
量
ア
ル
ハ
、

二
乗
ヲ
超
ヘ
タ
界
、
コ
ノ
兀
々
地
ニ
思
量
ア
ル
ト
云
フ
思
量
ハ
、
薬
山
ノ
答
話
ノ
非
思
量
デ
仏
境
界
ナ
リ
」（『
永
平
正
法
眼
蔵
蒐
書
大
成
』
一
七
、

大
修
館
書
店
、
一
九
七
四
年
、
五
四
頁
）
と
あ
り
、
西
有
穆
山
『
正
法
眼
蔵
啓
迪
』
中
（
大
法
輪
閣
、
一
九
六
五
年
）
に
は
、「
坐
禅
は
非
思
量
の
境
界

で
、
兀
坐
王
三
昧
で
あ
る
。
だ
か
ら
我
れ
等
日
夜
の
坐
禅
は
、
直
き
に
こ
れ
仏
す
わ
る
と
信
受
し
て
坐
す
る
が
よ
い
。
要
は
た
だ
坐
禅
が
坐
禅

に
な
る
ま
で
や
る
こ
と
で
あ
る
」（
五
〇
七
～
五
〇
八
頁
）
と
あ
る
。�

こ
の
句
は
『
景
徳
伝
灯
録
』
巻
十
四
の
薬
山
惟
厳
（
七
四
五
～
八
二
八
）
と
、

あ
る
僧
侶
と
の
問
答
に
基
づ
く
。「
師
坐
次
有
僧
問
、
兀
兀
地
思
量
什
麼
。
師
曰
、
思
量
箇
不
思
量
底
。
曰
不
思
量
底
如
何
思
量
。
師
曰
、
非

思
量
（
師
坐
す
る
次
い
で
有
る
僧
問
う
、
兀
兀
地
に
什
麼
を
か
思
量
す
。
師
曰
く
、
箇
の
不
思
量
底
を
思
量
す
。
曰
く
、
不
思
量
底
如
何
ん
が
思
量
せ
ん
。
師
云
く
、
非

思
量
）」（『
景
徳
伝
灯
録
』、
禅
文
化
研
究
所
、
一
九
九
〇
年
、
二
七
三
頁
）。『
正
法
眼
蔵
』「
坐
禅
箴
」
巻
に
は
「
非
思
量
、
い
は
ゆ
る
非
思
量
を
使
用
す

る
こ
と
玲
瓏
な
り
と
い
へ
と
も
、
不
思
量
底
を
思
量
す
る
に
は
、
か
な
ら
ず
非
思
量
を
も
ち
い
る
な
り
、
非
思
量
に
た
れ
あ
り
、
た
れ
わ
れ
を

保
任
す
、
兀
兀
地
た
と
ひ
我
な
り
と
も
、
思
量
の
み
に
あ
ら
す
、
兀
兀
地
を
拳
頭
す
る
な
り
」
と
あ
る
（
春
秋
社
本
一
、
一
○
四
頁
）。
な
お
、
伝

統
的
な
読
み
方
と
し
て
は
「
不
思
量
底
、
如
何
が
思
量
せ
ん
。
非
思
量
」
と
読
み
下
し
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
『
正
法
眼
蔵
』「
坐
禅
儀
」
巻

（
春
秋
社
本
一
、
一
〇
一
頁
）
の
読
み
に
従
っ
た
（
出
典
対
照
表
一
参
照
）。

㉞
高
足
大
歩
急
走
馳
騁
…
…
足
を
高
く
持
ち
上
げ
て
歩
い
た
り
、
急
い
で
歩
く
こ
と
。
馳
騁
は
「
奔
走
す
る
」
の
意
。�

㉟
揖
両
手
於
袖
裏
～
莫
垂
…
…
手
を
袖
の
中
に
入
れ
て
手
を
組
み
、
袖
を
垂
ら
さ
な
い
こ
と
。
叉
手
の
組
み
方
に
つ
い
て
は
「『
弁
道
法
』（
一
）」

語
註
⑳
参
照
。�

㊱
不
用
点
頭
、
祇
看
脚
跟
…
…
う
つ
む
か
ず
に
視
線
を
下
げ
足
元
を
見
る
。
ま
た
、
増
註
本
で
は
「
点
頭
」
の
傍
注
に
「
左
転
右
転
」
と
あ
り
、

頭
を
振
ら
ず
に
た
だ
足
元
を
見
る
の
意
に
も
取
れ
る
。
点
頭
は
「
う
な
ず
く
」「
頭
を
下
げ
る
」
の
意
。『
宝
慶
記
』
に
お
け
る
緩
歩
の
記
述
と



原
　
　
　
　
　
　
　
文

訓
　
　
　
　
　
　
　
読

一
二
二

し
て
「
不
観
脚
跟
。
然
不
躬
不
仰
而
運
步
也
（
脚
跟
を
観
ざ
れ
。
然
し
て
、
躬
ら
ず
仰
が
ず
し
て
歩
を
運
ぶ
な
り
）」（
春
秋
社
本
七
、
一
五
頁
）
と
あ
り
、
歩

行
の
際
に
足
元
を
観
な
い
こ
と
を
教
示
さ
れ
る
例
も
あ
る
。�

㊲
卒
暴
…
…
急
な
さ
ま
。
卒
も
暴
も
と
も
に
「
急
に
行
う
」
意
が
あ
る
。�

　

放
参
法
。
所
謂
放
参
者
、
晡㊳

時
坐
禅
罷
行
之
。
雲㊴

堂
大
衆
、
斎
罷

収
蒲
団
出
堂
、
歇㊵

于
衆
寮
、
就
看㊶

読
床
。
稍
経
時
余
、
将
晡
時
至

〈
当
世
俗
之
未㊷

時
之
終
〉
帰
雲
堂
、
出
蒲
団
坐
禅
。
従
是
以
後
、
至

明
日
斎㊸

時
、
蒲
団
常
留
単
位
。
放㊹

参
前
首
座
入
雲
堂
。
首
座
入
堂

路
、
経
雲
堂
之
北㊺

簷
下
、
而
従
前
門
之
南㊻

頬
入
。
或
撃
首
座
寮
前
板

三㊼

下
了
入
堂
、
聖
僧
前
焼
香
罷
就
位
而
坐
。
或
焼
香
問㊽

訊
於
聖
僧
（
一
〇
オ
）

罷
、
巡㊾

堂
一
匝
訖
就
坐
。
次
堂
司
行
者
、
報
諸
寮
曰
首
座
坐
堂
。
或

撃
衆
寮
前
板
三
下
、
報
大
衆
也
。
大
衆
聞
板
入
堂
搭
袈
裟
、
依
単㊿

位

相
向
而
坐
。
面
壁
坐
禅
人
、
此
時
搭
袈
裟
、
転
身
相
向
而
坐
。
堂
司

行
者
先
禀
堂
頭
掛
放
参
牌
。
然
後
行
者
上
前
堂
簾
。
次
行
者
入
堂
問

訊
聖
僧
罷
到
首
座
前
。
向
首
座
合
掌
問
訊
訖
、
曲
躬
叉
手
、
低
声
報

曰
、
和
尚
放
参
。
首
座
合
掌
黙
然
而
聴
。
次
行
者
復
於
聖
僧
前
躬

身
、
如
法
問
訊
訖
、
正
立
叉
手
唱
放
参
。〈
須
引
声
唱
〉
次
行
者
出

僧
堂
前
、
打
放
参
鐘
（
一
〇
ウ
）三

下
。〈
此
時
当
世
俗
之
酉
時
半
分
〉

　
※
「
床
」
…
冠
註
・
文
政
本
・
増
註
ハ
「
牀
」
ニ
作
ル
。

○51
○52

○53

○54

○55

　

放
参
の
法
。
い
わ
ゆ
る
放
参
と
は
、
晡
時
の
坐
禅
罷
に
こ
れ
を
行

う
。
雲
堂
の
大
衆
、
斎
罷
に
蒲
団
を
収
め
て
出
堂
し
、
衆
寮
に
歇い
こ
う

て
看
読
床
に
就
く
。
や
や
時
余
を
経
て
、
将
に
哺
時
に
至
ら
ん
と
す

る
や
〈
世
俗
の
未
の
時
の
終
り
に
当
る
〉、
雲
堂
に
帰
り
、
蒲
団
を

出
し
て
坐
禅
す
。
こ
れ
よ
り
以
後
、
明
日
の
斎
時
に
至
る
ま
で
、
蒲

団
は
常
に
単
位
に
留と
ど
む
。
放
参
前
に
首
座
雲
堂
に
入
る
。
首
座
、
入

堂
の
路
は
、
雲
堂
の
北
簷え
ん

下
を
経
て
、
前
門
の
南
頬
よ
り
入
る
。
或

は
、
首
座
寮
前
の
板
を
撃
つ
こ
と
三
下
し
了
っ
て
入
堂
し
、
聖
僧
前

に
焼
香
し
罷
っ
て
、
位
に
就
い
て
坐
す
。
或
は
、
聖
僧
に
焼
香
問
訊

し
罷
っ
て
、
巡
堂
一
匝
し
、
訖
っ
て
坐
に
就
く
。
次
に
堂
司
行
者
、

諸
寮
に
報
じ
て
曰
く
、
首
座
坐
堂
と
。
或
は
、
衆
寮
前
の
板
を
撃
つ

こ
と
三
下
し
て
、
大
衆
に
報
ず
る
な
り
。
大
衆
、
板
を
聞
い
て
入
堂

し
、
袈
裟
を
搭
け
、
単
位
に
依
り
て
、
相
い
向
っ
て
坐
す
。
面
壁
坐

禅
の
人
も
、
こ
の
時
袈
裟
を
搭
け
、
転
身
し
て
相
い
向
っ
て
坐
す
。

堂
司
行
者
、
先
ず
堂
頭
に
稟も
う

し
て
放
参
牌
を
掛
く
。
然
る
後
に
行

者
、
前
堂
の
簾れ
ん

を
上
げ
る
。
次
に
行
者
、
入
堂
し
、
聖
僧
に
問
訊
し



一
二
三

　

大
衆
聞
鐘
在
坐
位
、
揖
上
下
肩
。
如
揖
食
法
。
若
住
持
人
在
堂
、

住
持
人
起
坐
問
訊
。
到
聖
僧
前
問
訊
訖
出
堂
。
大
衆
下
牀
、
問
訊
上

下
肩
。
展
単
下
帳
罷
、
帰
衆
寮
。

　

問
訊
上
下
肩
、
就
案
頭
位
相
向
而
坐
。
喫
湯
随
意
。
或
献
湯
時
、

寮
首
座
就
位
而
坐
。
寮
主
焼
香
。
然
後
行
湯
。
寮
主
焼
香
時
、
大
衆

合
掌
。
或
寮
主
著
衩
衣
而
焼
香
、
或
寮
主
搭
袈
裟
而
焼
香
。
或
依
住

持
人
指
揮
、
或
依
寺
院
旧
例
。

　

寮
主
焼
香
之
法
。
先
到
当
面
向
聖
僧
。
問
訊
罷
、
歩
寄
香
炉
之

前
。
右
手
上
（
一
一
オ
）香

罷
、
叉
手
右
転
身
、
還
到
当
面
。
問
訊
訖
、
叉
手
歩

到
上
間
之
両
板
頭
中
間
。
問
訊
訖
、
叉
手
右
転
身
経
正
面
而
歩
到
下

間
之
両
板
頭
中
間
。
問
訊
訖
、
叉
手
右
転
身
、
歩
到
正
面
。
向
聖
僧

問
訊
了
、
叉
手
而
立
。
然
後
行
湯
行
茶
。
茶
湯
罷
、
又
焼
香
問
訊
。

行
李
如
初
。

　

弁
道
法
終※

○56

○57

○58

○59

○60

○61

○62
○63

罷
っ
て
、
首
座
の
前
に
到
る
。
首
座
に
向
っ
て
合
掌
問
訊
し
訖
っ

て
、
曲
き
ょ
っ
き
ゅ
う

躬
叉
手
し
て
、
低
声
に
報
じ
て
曰
く
、
和
尚
放
参
と
。
首
座

は
合
掌
黙
然
と
し
て
聴
く
。
次
に
行
者
、
ま
た
聖
僧
の
前
に
於
い
て

躬き
ゅ
う
し
ん
身
し
、
如
法
に
問
訊
し
訖
っ
て
、
正
立
し
叉
手
し
て
放
参
と
唱
う

〈
須
ら
く
声
を
引
い
て
唱
う
べ
し
〉。
次
に
行
者
、
僧
堂
前
に
出
で
、

放
参
鐘
を
打
つ
こ
と
三
下
す
〈
こ
の
時
世
俗
の
酉
の
時
の
半
分
に
当

る
〉。

　

大
衆
坐
位
に
在
り
て
鐘
を
聞
き
、
上
下
肩
に
揖
す
。
揖い
つ

食じ
き

の
法
の

如
し
。
若
し
住
持
人
堂
に
在
れ
ば
、
住
持
人
坐
を
起
ち
問
訊
す
。
聖

僧
前
に
到
り
て
問
訊
し
訖お

わ
り
て
出
堂
す
。
大
衆
下
牀
し
、
上
下
肩

に
問
訊
す
。
単
を
展
べ
帳
を
下
ろ
し
罷
り
て
、
衆
寮
に
帰
る
。

　

上
下
肩
に
問
訊
し
、
案あ
ん
じ
ゅ
う頭の

位
に
就
い
て
、
相
向
い
て
坐
す
。
喫

湯
は
随
意
な
り
。
或
は
献
湯
の
時
、
寮
首
座
は
位
に
就
い
て
坐
す
。

寮
主
焼
香
し
、
然
し
て
後
、
湯
を
行ひ

く
。
寮
主
焼
香
時
、
大
衆
合
掌

す
。
或
は
寮
主
、
衩し
ゃ

衣え

を
著
け
焼
香
し
、
或
は
寮
主
、
袈
裟
を
搭
け

焼
香
す
。
或
は
住
持
人
の
指
揮
に
依
り
、
或
は
寺
院
の
旧
例
に
依

る
。

　

寮
主
焼
香
の
法
。
先
ず
当
面
に
到
り
て
、
聖
僧
に
向
か
う
。
問
訊

し
罷
て
、
香
炉
の
前
に
歩
み
寄
る
。
右
手
に
て
上
香
し
罷
り
て
、
叉

手
し
右
に
身
を
転
じ
、
還
て
当
面
に
到
る
。
問
訊
し
訖
わ
り
て
、
叉

手
し
て
上
間
の
両
板
頭
の
中
間
に
歩
み
到
る
。
問
訊
し
訖
わ
り
て
、



一
二
四

　
※
弁
道
法
終
…
…
文
政
本
ハ
「
永
平
弁
道
法
尾
」
ニ
作
ル
。

叉
手
し
て
右
に
身
を
転
じ
正
面
を
経
て
、
下
間
の
両
板
頭
の
中
間
に

歩
み
到
る
。
問
訊
し
訖
わ
り
て
、
叉
手
し
て
右
に
身
を
転
じ
正
面
に

歩
み
到
る
。
聖
僧
に
向
い
て
問
訊
し
了
り
て
、
叉
手
に
て
立
つ
。
然

し
て
後
、
湯
を
行
き
茶
を
行
く
。
茶
湯
罷
て
又
た
焼
香
問
訊
す
。
行

李
は
初
め
の
如
し
。

　

弁
道
法　

終

【
語
註
】

㊳
晡
時
…
…
午
後
四
時
か
ら
六
時
頃
。
十
二
支
で
時
刻
を
表
す
辰
刻
法
（
定
時
法
）
で
は
、
申
の
時
を
指
す
。「『
弁
道
法
』（
一
）」
語
註
⑩
参
照
。�

㊴
雲
堂
…
…
僧
堂
の
こ
と
。「『
弁
道
法
』（
一
）」
語
註
⑪
参
照
。�

㊵
歇
…
…
休
息
す
る
こ
と
。�

㊶
看
読
床
…
…
看
読
と
は
経
典
等
を
黙
読
す
る
こ
と
。
床
は
椅
子
や
寝
台
等
を
指
す
。
こ
こ
で
は
、
衆
寮
に
お
け
る
修
行
僧
各
位
の
位
置
。
単
位

と
も
。『
禅
苑
清
規
』
巻
一
「
掛
搭
」
で
は
、「
於
是
寮
主
看
詳
戒
臘
高
低
、
指
参
頭
以
下
一
例
就
看
読
床
按
掛
搭
（
こ
こ
に
お
い
て
寮
主
戒
臘
の
高

低
を
看
詳
し
て
、
参
頭
以
下
を
指
し
一
例
に
看
読
の
床
按
に
つ
い
て
し
掛
搭
せ
む
）」（『
訳
註
禅
苑
清
規
』
三
二
頁
）
と
し
て
戒
臘
の
高
低
に
よ
っ
て
新
到
に
割

り
振
る
様
子
が
示
さ
れ
て
い
る
。

㊷
未
時
…
…
十
二
支
で
時
刻
を
表
す
辰
刻
法
（
定
時
法
）
の
ひ
と
つ
。
午
後
一
時
か
ら
三
時
ご
ろ
を
示
す
。「『
弁
道
法
』（
一
）」
語
註
⑩
参
照
。

㊸
斎
時
…
…
昼
食
（
中
食
）
の
時
刻
。�

㊹
放
参
前
首
座
入
雲
堂
～
喫
湯
随
意
…
…
放
参
の
前
に
首
座
が
行
う
一
連
の
進
退
作
法
の
こ
と
。『
禅
苑
清
規
』
巻
三
「
首
座
」
に
も
「
放
参
前
、

首
座
入
堂
、
聖
僧
前
焼
香
罷
就
位
坐
（
放
参
の
前
、
首
座
堂
に
入
っ
て
、
聖
僧
前
に
焼
香
し
罷
っ
て
位
に
就
い
て
坐
す
）」（『
訳
註
禅
苑
清
規
』
一
二
六
頁
）
と

あ
り
、
以
下
続
け
て
本
文
の
進
退
作
法
と
同
様
の
記
述
が
見
ら
れ
る
（
出
典
対
照
表
三
参
照
）。�

㊺
北
簷
下
…
…
簷
は
屋
根
の
は
し
の
部
分
。
の
き
、
ひ
さ
し
の
こ
と
。
こ
こ
で
は
、
雲
堂
の
北
側
、
つ
ま
り
前
門
か
ら
聖
僧
正
面
に
向
か
っ
て
右



一
二
五

側
に
あ
る
軒
下
の
通
路
を
示
す
。「『
弁
道
法
』（
一
）」
語
註
⑱
、「
僧
堂
被
位
図
」
参
照
。�

㊻
南
頬
…
…
門
前
か
ら
聖
僧
正
面
に
向
か
っ
て
左
側
を
指
す
。「『
弁
道
法
』（
一
）」
語
註
㉔
参
照
。�

㊼
三
下
…
…
「
下
」
は
動
作
の
度
数
を
数
え
る
こ
と
ば
。
こ
こ
で
は
、
板
や
鐘
な
ど
を
三
度
打
つ
こ
と
を
示
す
。

㊽
問
訊
…
…
合
掌
し
一
礼
す
る
こ
と
。「『
弁
道
法
』（
一
）」
語
註
⑲
参
照
。�

㊾
巡
堂
一
匝
…
…
僧
堂
内
を
一
巡
す
る
こ
と
。「『
弁
道
法
』（
一
）」
語
註
㉑
参
照
。

㊿
単
位
…
…
僧
堂
内
に
お
け
る
修
行
僧
の
位
置
。「『
弁
道
法
』（
一
）」
語
註
⑫
参
照
。�

○51
面
壁
坐
禅
の
人
…
…
増
註
本
で
は
「
僧
堂
直
日
等
」
と
す
る
傍
註
が
入
り
、
す
で
に
堂
内
で
坐
禅
し
て
い
た
人
の
こ
と
し
て
い
る
。
直
日
と
は
、

一
日
交
代
で
僧
堂
内
の
勤
め
や
管
理
に
あ
た
る
役
の
こ
と
。
こ
こ
で
は
僧
堂
内
を
常
に
看
守
す
る
当
直
の
こ
と
を
指
す
。
直
堂
と
も
。『
禅
苑

清
規
』
巻
四
「
聖
僧
侍
者
炉
頭
直
堂
」
で
は
直
堂
の
法
が
示
さ
れ
、「
直
堂
人
、
常
在
堂
中
於
上
下
間
照
管
（
直
堂
の
人
、
常
に
堂
中
に
あ
っ
て
上
下

間
に
お
い
て
照
管
す
）」（『
訳
註
禅
苑
清
規
』
一
五
九
頁
）
と
あ
る
。�

○52
堂
頭
…
…
寺
院
の
頭
、
即
ち
住
持
人
の
こ
と
。
禅
院
の
住
持
の
居
室
で
あ
る
方
丈
を
示
す
意
が
転
じ
た
と
さ
れ
る
。�

○53
曲
躬
叉
手
…
…
叉
手
の
ま
ま
、
深
く
低
頭
（
拝
礼
）
す
る
こ
と
。「『
弁
道
法
』（
一
）」
語
註
⑳
参
照
。��

○54
次
行
者
復
於
聖
僧
前
躬
身
、
如
法
問
訊
訖
、
正
立
叉
手
唱
放
参
…
…
「
躬
身
」
は
身
体
を
折
り
曲
げ
て
敬
意
を
表
す
と
い
う
意
。「
如
法
」
は

き
ま
り
に
従
っ
て
行
う
こ
と
。「
正
立
」
は
ま
っ
す
ぐ
に
立
つ
こ
と
。
春
秋
社
本
で
は
、「
次
に
行
者
ま
た
聖
僧
の
前
に
於
い
て
、
躬
身
如
法
に

問
訊
し
訖
っ
て
、
正
立
叉
手
し
て
放
参
と
唱
う
」（
春
秋
社
本
六
、
四
三
頁
）
と
読
み
、「
如
法
」
が
「
躬
身
」
に
か
か
る
が
、
本
研
究
会
で
は
、

「
如
法
」
を
「
問
訊
」
に
か
け
て
、「
ま
た
聖
僧
の
前
に
於
い
て
躬
身
し
、
如
法
に
問
訊
し
訖
っ
て
、
正
立
し
叉
手
し
て
放
参
と
唱
う
」
の
よ
う

に
訓
読
し
た
。『
禅
苑
清
規
』
巻
三
「
首
座
」
に
は
、「
復
於
聖
僧
前
躬
身
正
立
喝
放
参
、
然
後
打
放
参
鐘
（
聖
僧
の
前
に
お
い
て
身
を
躬
め
て
正
し
く

立
っ
て
放
参
と
喝
し
、
然
し
て
後
に
放
参
の
鐘
を
打
つ
）」（『
訳
註
禅
苑
清
規
』
一
二
六
頁
）
と
あ
る
。�

○55
酉
時
…
…
十
二
支
で
時
刻
を
表
す
辰
刻
法
（
定
時
法
）
の
ひ
と
つ
。
午
後
五
時
か
ら
七
時
ご
ろ
を
示
す
。「『
弁
道
法
』（
一
）」
語
註
⑩
参
照
。

○56
如
揖
食
法
…
…
食
事
を
前
に
し
て
揖
手
（
前
註
⑩
参
照
）
し
て
頭
を
低
く
下
げ
、
敬
意
を
表
わ
す
こ
と
。
現
在
の
作
法
で
は
「
五
観
之
偈
」
を
唱

え
る
途
中
で
揖
食
を
行
な
う
。
こ
こ
で
は
食
事
に
対
し
て
で
は
な
く
、「
上
下
肩
」
と
あ
る
よ
う
に
単
の
両
隣
に
対
し
て
頭
を
低
く
下
げ
、
敬

意
を
表
わ
す
こ
と
を
意
味
す
る
。『
禅
苑
清
規
』
一
「
赴
粥
飯
」
で
は
「
維
那
未
白
遍
槌
、
不
得
擎
鉢
。
先
作
供
養
。
候
聞
遍
槌
、
合
掌
揖
食
。



一
二
六

次
作
五
観
。（
維
那
未
だ
白
遍
槌
せ
ざ
る
に
、
擎
鉢
を
得
ず
。
先
ず
供
養
を
作
す
。
遍
槌
を
聞
く
を
候
ち
て
、
合
掌
し
揖
食
し
、
次
に
五
観
を
作
す
）」（『
訳
註
禅
苑
清

規
』
四
八
頁
）
と
あ
る
。
ま
た
「
食
遍
。
維
那
白
槌
一
下
。
首
座
接
食
観
想
訖
。
大
衆
方
食
。（
食
遍
う
し
て
、
維
那
、
白
槌
一
下
し
、
首
座
、
接
食
観
想

し
訖
わ
り
、
大
衆
方
め
て
食
す
）」（『
訳
註
禅
苑
清
規
』
四
八
頁
）
と
あ
る
。
ち
な
み
に
『
禅
苑
清
規
』
の
諸
本
は
こ
の
一
段
を
「
首
座
接
食
観
想
訖
」

に
作
る
が
、「
高
麗
版
本
」
の
み
「
首
座
揖
食
観
想
訖
」
に
作
る
。
両
者
共
に
『
赴
粥
飯
法
』
に
引
用
さ
れ
て
い
る
が
、
道
元
禅
師
は
両
者
と

も
「
揖
食
」
を
採
用
し
て
い
る
。『
赴
粥
飯
法
』
に
は
「〈
食
遍
維
那
白
食
槌
一
下
、
首
座
揖
食
観
想
訖
、
大
衆
方
食
〉（〈
食
遍あ

ま
ねう

し
て
維
那
白
食
一

下
し
、
首
座
揖
食
観
想
訖お

わ
り
、
大
衆
方ま

さ
に
食
す
〉）」（
春
秋
社
本
六
、
五
八
頁
）、「
維
那
未
白
遍
槌
、
不
得
撃
鉢
作
供
養
。
候
聞
遍
槌
、
合
掌
揖
食
、
次
作

五
観
（
維
那
未
だ
遍
槌
を
白び

ゃ
くせ
ざ
る
に
、
鉢
を
擎さ

さ
げ
て
供
養
を
作
す
こ
と
を
得
ざ
れ
。
候ま

ち
て
遍
槌
を
聞
か
ば
、
合
掌
揖い

つ

食じ
き
し
、
次
に
五
観
を
作
す
）」（
同
前
六
〇
頁
）

と
あ
る
。

○57
案
頭
位
…
…
案
は
机
を
意
味
す
る
。
頭
は
場
所
を
示
す
助
詞
。
す
な
わ
ち
衆
寮
に
お
け
る
自
分
の
机
の
あ
る
位
置
の
こ
と
。
こ
こ
で
は
面
壁
し

て
机
に
向
か
う
の
で
は
無
く
、
相
向
か
っ
て
坐
す
。『
衆
寮
箴
規
』
に
「
寮
中
不
可
到
他
人
之
案
頭
、
而
顧
視
他
人
看
読
、
乃
妨
自
他
道
業
也

（
寮
中
、
他
人
の
案
頭
に
到
り
、
他
人
の
看
読
を
顧
視
し
、
乃
ち
自
他
の
道
業
を
妨
げ
る
べ
か
ら
ず
）」（
同
前
七
六
頁
）
と
あ
る
。

○58
寮
首
座
…
…
衆
寮
の
第
一
坐
の
こ
と
。
衆
寮
を
司
る
責
任
者
。
寮
元
と
も
。『
禅
苑
清
規
』
四
「
寮
主
寮
首
座
」
に
は
「
寮
中
首
座
当
請
久
住

宿
徳
諳
練
事
体
之
人
。
同
寮
主
於
寮
中
止
宿
看
守
衆
僧
衣
鉢
。
並
特
為
新
到
。（
寮
中
首
座
は
当
に
久
住
の
宿
徳
、
事
体
を
諳
練
す
る
人
を
請
す
べ
し
。
寮

主
と
同
じ
く
寮
中
に
於
い
て
止
宿
し
、
衆
僧
の
衣
鉢
を
看
守
す
。
並
に
特
に
新
到
の
為
に
す
。）」（『
訳
註
禅
苑
清
規
』
一
六
二
頁
）
と
あ
る
。

○59
寮
主
…
…
衆
寮
に
あ
っ
て
衆
僧
の
衣
鉢
等
を
監
護
す
る
役
職
の
こ
と
。
入
寮
の
先
後
に
よ
っ
て
順
番
に
交
代
す
る
。『
禅
苑
清
規
』
四
「
寮
主

寮
首
座
」
に
は
「
寮
主
依
入
寮
先
後
輪
請
。
或
当
一
月
、
或
当
半
月
、
或
十
日
。
各
逐
所
在
。
主
看
守
衆
僧
衣
鉢
。（
寮
主
は
入
寮
の
先
後
に
依
り

て
輪
請
す
。
或
は
一
月
に
当
た
り
、
或
は
半
月
に
当
た
り
、
或
は
十
日
な
り
。
各
の
所
在
に
逐
い
、
衆
僧
の
衣
鉢
を
看
守
す
る
こ
と
を
主
る
）」（『
訳
註
禅
苑
清
規
』
一
六

〇
頁
）
と
あ
る
。

○60
聖
僧
…
…
僧
堂
の
中
央
に
奉
安
す
る
仏
像
の
こ
と
。
そ
の
像
は
一
定
で
は
な
い
が
、
古
来
よ
り
文
殊
菩
薩
や
観
音
菩
薩
、
或
い
は
賓
頭
盧
尊
者

や
摩
訶
迦
葉
尊
者
、
陳
如
尊
者
な
ど
が
置
か
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
な
お
、
現
在
の
永
平
寺
で
は
、
僧
堂
に
は
僧
形
の
文
殊
菩
薩
、
そ
し
て
衆
寮

に
は
観
音
菩
薩
が
置
か
れ
る
。「『
弁
道
法
』（
一
）」
語
註
⑭
参
照
。

○61
両
板
頭
…
…
板
頭
は
、
牀
縁
そ
の
も
の
。
ま
た
各
牀
の
上
位
の
座
の
こ
と
。
版
頭
と
も
。『
禅
苑
清
規
』
一
「
掛
搭
」
に
は
「
於
前
門
内
南
頰



『
弁
道
法
』

『
普
勧
坐
禅
儀
』

（
流
布
本
）

『
普
勧
坐
禅
儀
』

（
天
福
本
）

『
正
法
眼
蔵
』

「
坐
禅
儀
」

『
禅
苑
清
規
』

「
坐
禅
儀
」

一
二
七

牀
下
版
頭
第
三
位
次
第
而
坐
。（
前
門
内
の
南
頰
に
於
い
て
牀
下
の
版
頭
第
三
位
に
次
第
し
て
坐
す
）」（『
訳
註
禅
苑
清
規
』
三
〇
頁
）
と
あ
る
。「
両
」
は
お
そ

ら
く
単
の
牀
縁
の
間
と
い
う
意
味
で
あ
ろ
う
。
当
時
の
衆
寮
に
島
単
が
在
っ
た
か
不
明
で
あ
る
が
、
無
か
っ
た
場
合
、
聖
僧
の
脇
辺
り
を
意
味

す
る
の
で
は
無
か
ろ
う
か
。

○62
行
李
…
…「
行
」
は
弱
行
、「
履
」
は
履
践
。
行
住
坐
臥
、
語
黙
動
静
、
喫
茶
喫
飯
、
一
切
の
行
為
、
作
法
を
指
す
。
ま
た
、
修
行
の
経
過
・
行

状
を
い
う
。
行
履
と
も
。

○63
弁
道
法
終
…
…
『
弁
道
法
』
は
こ
の
様
に
、
衆
寮
で
の
焼
香
法
に
つ
い
て
示
さ
れ
て
終
わ
る
が
、
こ
れ
で
完
成
し
て
い
た
の
か
に
つ
い
て
は
疑

問
が
残
る
。
即
ち
、「
弁
道
法
終
」
の
一
文
を
道
元
禅
師
自
身
が
記
し
た
と
は
確
定
で
き
な
い
。
大
仏
寺
の
頃
に
作
成
さ
れ
た
事
を
鑑
み
る
に

増
補
を
前
提
と
し
た
も
の
、
も
し
く
は
草
稿
や
散
逸
で
は
無
か
ろ
う
か
。

　

正
に
坐
禅
の
時
、
必
ず

蒲
団
を
用
う
。
或
い
は
結

跏
趺
坐
。
謂
わ
く
、
結
跏

趺
坐
は
先
ず
右
足
を
以
て

左
の

の
上
に
安
じ
、
次

に
左
足
を
以
て
右
の

の

上
に
安
ず
。
或
い
は
半
跏

趺
坐
も
亦
可
な
り
。
但
だ

【
出
典
対
照
表
】

　

一
、
正
坐
禅
時

　

尋
常
、
坐
処
に
は
、
坐

物
を
厚
く
敷
き
、
上
に
蒲

団
を
用
う
べ
し
。
或
い
は

結
跏
跌
坐
し
、
或
い
は
半

跏
跌
坐
す
。
謂
く
結
跏
跌

坐
は
、
ま
ず
右
の
足
を

も
っ
て
左
の

の
上
に
安

く
、 

左
の
足
を
右
の

の

正
に
坐
す
る
時
は
、
坐
物

を
厚
く
敷
き
、
上
に
蒲
団

を
用
う
べ
し
。
然
る
後
に

結
跏
跌
坐
し
、
或
い
は
半

跏
咲
坐
す
。
謂
く
結
跏
跌

坐
は
、
ま
ず
右
の
足
を

も
っ
て
左
の

の
上
に
安

く
、
左
の
足
を
右
の

の
　

坐
禅
の
と
き
、
袈
裟
を

か
く
べ
し
、
蒲
団
を
し
く

べ
し
、
蒲
団
は
全
跏
に
し

く
に
は
あ
ら
ず
、
跏
趺
の

半
よ
り
は
う
し
ろ
に
し
く

な
り
、
し
か
あ
れ
ば
、
累

足
の
し
た
は
坐
蓐
に
あ
た

れ
り
、
脊
骨
の
し
た
は
蒲

ｂ　

坐
禅
せ
ん
と
欲
す
る

時
は
、
閑
静
の
処
に
お
い

て
厚
く
坐
物
を
敷
き
、
寛

く
衣
帯
を
繋
け
威
儀
を
し

て
斉
整
な
ら
し
め
て
、
然

し
て
後
に
結
跏
趺
坐
す
。

先
ず
右
の
足
を
も
っ
て
左

の
壁
の
上
に
安
き
、
左
の



一
二
八

左
足
を
以
て
右
足
を
壓
す

の
み
。
次
に
右
手
を
以
て

左
足
の
上
に
安
じ
、
左
の

掌
を
右
の
掌
の
上
に
安

ず
。
両
手
の
大
拇
指
面
い

て
相
い
拄
う
。
直
に
須
く

正
身
端
坐
す
べ
し
。
謂
わ

く
、
頂

脊
骨
相
い
拄
え

て
端
直
に
し
、
左
に
側
ち

右
に
傾
き
前
に
躬
り
後
に

仰
く
こ
と
を
得
ざ
れ
。
耳

と
肩
と
対
せ
し
め
、
鼻
と

臍
と
対
せ
し
め
ん
こ
と
を

要
す
。
舌
は
上
の
顎
に
掛

け
、
脣
歯
相
著
け
、
目
は

須
く
正
に
開
く
べ
し
。
張

ら
ず
微
め
ず
、
瞼
を
以
て

瞳
を
掩
う
こ
と
莫
れ
。
項

を
も
っ
て
背
に
差
う
こ
と

莫
れ
。
鼻
息
は
通
ず
る
に

任
せ
、
喘
が
ず
声
せ
ず
。

長
な
ら
ず
短
な
ら
ず
、
緩

上
に
安
く
。
半
跏
咲
坐

は
、
た
だ
左
の
足
を
も
っ

て
右
の

を
圧
す
の
み
な 

り
。
衣
帯
を
寛
繋
し
て
、

斉
整
な
ら
し
む
べ
し
。
次

に
、
右
手
を
左
の
足
の
上

に
安
く
、
左
の
掌
を
右
の

掌
の
上
に
安
く
。
両
つ
の

大
拇
指
、
面
い
て
相
柱

う
。
乃
ち
正
身
端
坐
す
べ

し
。
左
へ
側
ち
、
右
へ
傾

き
、
前
に
窮
ま
り
、
後
ろ

へ
仰
の
く
こ
と
を
得
ざ

れ
。
要
ず
耳
と
肩
と
対

し
、
鼻
と 

臍
と
対
せ
し

む
べ
し
。
舌
は
上
の
顎
に

掛
く
べ
し
。 

唇
歯
相
著
く

べ
し
。
目
は
須
く
常
に
開

す
べ
し
。
鼻
息
微
か
に
通

ず
べ
し
。
身
相
既
に
調
え

て
、
欠
気
一
息
し
、
左
右

に
揺
振
し
て
、
兀
兀
と
坐

上
に
安
く
。
半
跏
跌
坐

は
、
た
だ
左
の
足
を
も
っ

て
右
の

を
圧
す
の
み
な

り
。
衣
帯
を
寛
繋
し
て
、

斉
整
な
ら
し
む
べ
し
。
次

に
、
右
手
を
左
の
足
の
上

に
安
く
、
左
の
掌
を
右
の

掌
の
上
に
安
く
。
両
つ
の

大
拇
指
を
以
て
、
面
い
て

相
柱
う
。
乃
ち
正
身
端
坐

す
べ
し
。
左
へ
側
ち
、
右

へ
傾
き
、
前
に
弱
ま
り
、

後
ろ
へ
仰
の
く
こ
と
を
得

ざ
れ
。
要
ず
耳
と
肩
と
対

し
、
鼻
と
臍
と
対
せ
し
む

べ
し
。
舌
は
上
の
顎
に
掛

く
べ
し
。
唇
歯
相
著
く
べ

し
。
目
は
須
く
常
に
開
す

べ
し
。
身
相
既
に
定
ま

り
、
気
息
も
亦
た
調
い

て
、
念
起
こ
ら
ば
即
ち
覚

せ
よ
、
之
を
覚
す
れ
ば
即

団
に
て
あ
る
な
り
。
こ
れ

仏
仏
祖
祖
の
坐
禅
の
と
き

坐
す
る
法
な
り
。
あ
る
い

は
半
跏
趺
坐
し
、
あ
る
い

は
結
跏
趺
坐
す
、
結
跏
趺

坐
は
右
の
足
を
左
の
も
も

の
う
へ
に
お
く
、
左
の
足

を
右
の
も
も
の
う
へ
に
お

く
。
足
の
さ
き
お
の
お
の

も
も
と
ひ
と
し
く
す
べ

し
、
参
差
な
る
こ
と
を
え

ざ
れ
。
半
跏
趺
坐
は
、
た

だ
左
の
足
を
右
の
も
も
の

う
へ
に
お
く
の
み
な
り
。

衣
衫
を
寛
繋
し
て
、
斉
整

な
ら
し
む
べ
し
。
右
手
を

左
の
足
の
う
へ
に
お
く
、

左
手
を
右
手
の
う
へ
に
お

く
。
ふ
た
つ
の
お
ほ
ゆ
び

さ
き
あ
ひ
さ
さ
ふ
。
両
手

か
く
の
ご
と
く
し
て
、
身

に
ち
か
づ
け
て
お
く
な

足
を
右
の
壁
の
上
に
安

く
。
或
は
半
跏
趺
坐
す
る

も
ま
た
可
な
り
。
た
だ
左

の
足
を
も
っ
て
右
の
足
を

圧
す
の
み
。
つ
ぎ
に
右
の

手
を
も
っ
て
左
の
足
の
上

に
安
き
、
左
の
掌
を
右
の

掌
の
上
に
安
い
て
、
両
手

の
大
栂
子
を
も
っ
て
面
っ

て
相
拄
え
、
徐
徐
と
し
て

身
を
挙
げ
て
前
に
欠
び
、

ま
た
左
右
に
揺
振
し
、
す

な
わ
ち
正
身
端
坐
し
て
左

に
傾
き
右
に
側
ち
、
前
に

窮
り
後
に
仰
ぐ
こ
と
を
得

ざ
れ
。
腰
背
・
頭
項
を
し

て
骨
節
相
拄
え
て
、
状
浮

屠
の
如
く
な
ら
し
め
よ
。

ま
た
身
を
聳
や
か
す
こ
と

太
だ
過
ぎ
て
、
人
を
し
て

気
急
に
安
か
ら
ざ
ら
し
む

る
こ
と
を
得
ざ
れ
。
要
ら



一
二
九

な
ら
ず
急
な
ら
ず
。
身
心

倶
に
調
え
て
、
挙
体
数
欠

し
、
内
外
放
寛
し
、
左
右

搖
振
す
る
こ
と
七
八
箇
。

兀
兀
と
し
て
坐
定
し
て
思

量
箇
不
思
量
底
な
り
。
不

思
量
底
如
何
思
量
、
非
思

量
な
り
。
乃
ち
坐
禅
の
要

術
な
り
。
も
し
坐
を
起
た

ん
と
欲
せ
ば
、
徐
徐
と
し

て
起
て
。
も
し
床
を
下
ら

ん
と
要
せ
ば
、
緩
緩
と
し

て
下
れ
。
高
足
大
歩
、
急

走
馳
騁
す
る
こ
と
を
得
ざ

れ
。
須
く
手
を
袖
裏
に
揖

し
、
両
袖
を
下
面
に
垂
る

る
こ
と
莫
る
べ
し
。
点
頭

を
用
い
ず
、
只
だ
脚
跟
を

看
よ
。
詳
緩
と
し
て
行

く
。
卒
暴
な
る
べ
か
ら

ず
。
時
と
与
に
低
細
に
し

て
如
法
に
衆
に
随
う
。
迺

定
し
て
、
箇
の
不
思
量
底

を
思
量
せ
よ
。
不
思
量

底
、
如
何
が
思
量
せ
ん
。

非
思
量
。
こ
れ
乃
ち
坐
禅

の
要
術
な
り
。
い
わ
ゆ
る

坐
禅
は
習
禅
に
は
あ
ら

ず
、
た
だ
こ
れ
安
楽
の
法

門
な
り
。
菩
提
を
究
尽
す

る
の
修
証
な
り
。
公
案
現

成
、
羅
籠
い
ま
だ
到
ら

ず
。
も
し
、
こ
の
意
を
得

ば
、
龍
の
水
を
得
る
が
ご

と
く
、
虎
の
山
に
靠
る
に

似
た
り
。
当
に
知
る
べ

し
、
正
法
自
ず
か
ら
現
前

し
、
昏
散
先
ず
撲
落
す
る

こ
と
を
。
も
し
、
坐
よ
り

立
た
ば
、
徐
徐
と
し
て
身

を
動
か
し
、
安
祥
と
し
て

起
つ
べ
し
。
卒
暴
な
る
べ

か
ら
ず
。

 

（
春
秋
社
本
五
、
五
～
七
頁
、

ち
失
す
。
久
久
に
し
て
縁

を
忘
ず
れ
ば
、
自
ず
か
ら

一
片
と
成
る
。
こ
れ
坐
禅

の
要
術
な
り
。
い
わ
く
、

坐
禅
は
即
ち
大
安
楽
の
法

門
な
り
。
も
し
こ
の
意
を

得
ば
、
自
然
に
四
大
軽
安

に
し
て
、
精
神
爽
利
に
、

正
念
分
明
に
し
て
、
法
味

神
を
資
け
、
寂
然
と
し
て

清
楽
に
、
日
用
天
真
な
ら

ん
。
已
に
能
く
発
明
せ

ば
、
謂
う
可
し
、
龍
の
水

を
得
る
が
ご
と
く
、
虎
の

山
に
靠
る
に
似
た
り
と
。

当
に
知
る
べ
し
、
正
念
現

前
す
れ
ば
、
昏
散 

曷
ん

ぞ
到
ら
ん
や
。
も
し
坐
よ

り
起
た
ん
に
は
、
徐
徐
に

身
を
動
か
し
、
安
祥
と
し

て
起
つ
べ
し
、
卒
暴
な
る

べ
か
ら
ず
。

り
。
ふ
た
つ
の
お
ほ
ゆ
び

の
さ
し
あ
は
せ
た
る
さ
き

を
、
ほ
ぞ
に
対
し
て
お
く

べ
し
。
正
身
端
坐
す
べ

し
。
ひ
だ
り
へ
そ
ば
だ

ち
、
み
ぎ
へ
か
た
ぶ
き
、

ま
へ
に
く
ぐ
ま
り
、
う
し

ろ
へ
あ
ほ
の
く
こ
と
な
か

れ
。
か
な
ら
ず
耳
と
肩
と

対
し
、
鼻
と
臍
と
対
す
べ

し
。
舌
は
か
み
の
腭
に
か

く
べ
し
。
息
は
鼻
よ
り
通

ず
べ
し
。
脣
歯
あ
ひ
つ
く

べ
し
、
目
は
開
す
べ
し
、

不
張
・
不
微
な
る
べ
し
。

か
く
の
ご
と
く
身
心
を
と

と
の
へ
て
、
欠
気
一
息
あ

る
べ
し
、
兀
兀
と
坐
定
し

て
、
思
量
箇
不
思
量
底
な

り
、
不
思
量
底
如
何
思

量
、
こ
れ
非
思
量
な
り
。

こ
れ
す
な
は
ち
坐
禅
の
法

ず
耳
と
肩
と
対
し
、
鼻
と

臍
鼻
と
臍
と
対
せ
し
め

よ
。
舌
は
上
の
顎
を
拄

え
、
唇
歯
相
着
け
、
目
は

須
ら
く
微
に
開
い
て
昏
睡

を
致
す
こ
と
を
免
る
べ

し
。
も
し
禅
定
を
得
れ
ば

そ
の
力
最
勝
な
り
。
古
え

習
定
の
高
僧
あ
っ
て
坐
し

て
常
に
目
を
開
く
。
向
き

に
法
雲
円
通
禅
師
も
ま
た

人
の
目
を
閉
じ
て
坐
禅
す

る
を
訶
し
て
も
っ
て
黒
山

鬼
窟
と
謂
う
。
け
だ
し
深

旨
あ
り
、
達
者
は
知
ら

ん
。
身
相
す
で
に
定
ま
り

気
息
す
で
に
調
っ
て
、
然

し
て
後
に
寛
く
臍
腹
を
放

ち
、
一
切
の
善
悪
都
て
思

量
す
る
こ
と
な
か
れ
。
念

起
ら
ば
す
な
わ
ち
覚
せ

よ
。
覚
す
れ
ば
す
な
わ
ち



一
三
〇

ち
弁
道
の
規
矩
な
り
。

 
（
八
ウ
～
九
ウ
、
原
漢
文
）
原
漢
文
）

（
春
秋
社
本
五
、
一
〇
～
一
一

頁
、
原
漢
文
）

術
な
り
。
坐
禅
は
習
禅
に

は
あ
ら
す
、
大
安
楽
の
法

門
な
り
、
不
染
汚
の
修
証

な
り
。

（
春
秋
社
本
一
、
一
○
○
～
一

○
一
頁
）

失
す
。
久
久
に
縁
を
忘
ず

れ
ば
自
ら
一
片
と
成
る
。

こ
れ
坐
禅
の
要
術
な
り
。

（『
訳
註
禅
苑
清
規
』
二
八
〇

～
二
八
一
頁
、
原
漢
文
）

二
、
不
喘
不
声

　

不
喘
不
声
。
不
長
不
短
、
不
緩
不
急
。

�

（
九
オ
）

三
、
放
参
前
首
座
入
雲
堂
～
喫
湯
随
意

　

放
参
前
首
座
入
雲
堂
。
首
座
入
堂
路
、
経
雲
堂
之
北
簷
下
、
而
従

前
門
之
南
頬
入
。
或
撃
首
座
寮
前
板
三
下
了
入
堂
、
聖
僧
前
焼
香
罷

就
位
而
坐
。
或
焼
香
問
訊
於
聖
僧
罷
、
巡
堂
一
匝
訖
就
坐
。
次
堂
司

行
者
、
報
諸
寮
曰
首
座
坐
堂
。
或
撃
衆
寮
前
板
三
下
、
報
大
衆
也
。

大
衆
聞
板
入
堂
搭
袈
裟
、
依
単
位
相
向
而
坐
。
面
壁
坐
禅
人
、
此
時

搭
袈
裟
、
転
身
相
向
而
坐
。
堂
司
行
者
先
禀
堂
頭
掛
放
参
牌
。
然
後

行
者
上
前
堂
簾
。
次
行
者
入
堂
問
訊
聖
僧
罷
到
首
座
前
。
向
首
座
合

掌
問
訊
訖
、
曲
躬
叉
手
、
低
声
報
曰
、
和
尚
放
参
。
首
座
合
掌
黙
然

ｃ　

仏
端
坐
不
動
不
揺
不
喘
不
息

�

（『
六
度
集
経
』、
大
正
蔵
三
、
四
二
頁
中
）

ｃ　

放
参
前
、
首
座
入
堂
、
聖
僧
前
焼
香
罷
就
位
坐
。
堂
司
行
者
、

報
諸
寮
云
、
首
座
坐
堂
。〈
慧
林
打
寮
前
版
三
下
報
衆
〉
大
衆
入
堂
、

依
単
位
相
向
而
坐
。
堂
司
行
者
、
先
稟
堂
頭
掛
放
参
牌
、
然
後
、
堂

前
上
簾
。
行
者
、
於
首
座
前
問
訊
低
声
云
。
和
尚
放
参
。
復
於
聖
僧

前
躬
身
正
立
喝
放
参
、
然
後
打
放
参
鐘
。
展
単
下
帳
罷
、
帰
寮
問

訊
。
喫
湯
随
意
。

�

（『
禅
苑
清
規
』
三
「
首
座
」、『
訳
註
禅
苑
清
規
』
一
二
五
頁
）



一
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一

而
聴
。
次
行
者
復
於
聖
僧
前
躬
身
、
如
法
問
訊
訖
、
正
立
叉
手
唱
放

参
。〈
須
引
声
唱
〉
次
行
者
出
僧
堂
前
、
打
放
参
鐘
三
下
。〈
此
時
当

世
俗
之
酉
時
半
分
〉
大
衆
聞
鐘
。
在
坐
位
揖
上
下
肩
。
如
揖
食
法
。

若
住
持
人
在
堂
。
住
持
人
起
坐
問
訊
。
到
聖
僧
前
問
訊
訖
出
堂
。
大

衆
下
床
。
問
訊
上
下
肩
。
展
単
下
帳
罷
。
帰
衆
寮
問
訊
上
下
肩
。
就

案
頭
位
相
向
而
坐
。
喫
湯
随
意
。

�

（
九
ウ
～
一
〇
オ
）
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三
三

共
同
研
究
「
道
元
禅
師
の
総
合
的
研
究
」

『
入
衆
日
用
』
の
註
釈
的
研
究
（
一
）

石
井
修
道　

監
修

曹
洞
宗
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
宗
学
研
究
部
門　

編



一
三
四

　
一
、
本
研
究
の
趣
旨
と
目
的

　

共
同
研
究
「
道
元
禅
師
の
総
合
的
研
究
」
は
、
駒
澤
大
学
名
誉
教
授
で
あ
る
石
井
修
道
氏
の
指
導
の
下
、
道
元
禅
師
（
一
二
〇
〇
～
一
二
五
三
）
に
関

す
る
こ
れ
ま
で
の
研
究
成
果
を
踏
ま
え
つ
つ
、
伝
記
や
著
作
、
思
想
な
ど
の
総
合
的
な
考
察
を
通
じ
て
、
道
元
禅
師
研
究
の
進
展
を
目
標
に
定
め
て

い
る
。

　

令
和
二
年
度
よ
り
「『
弁
道
法
』
の
註
釈
的
研
究
」
と
副
題
を
附
し
、
研
究
を
継
続
し
て
き
た
。
当
該
研
究
は
令
和
四
年
度
刊
行
の
『
宗
学
研
究

紀
要
』
三
六
に
お
い
て
擱
筆
す
る
こ
と
と
し
た
。
本
年
度
（
令
和
四
年
度
）
は
、
南
宋
の
嘉
定
己
巳
（
一
二
〇
九
）
仏
生
日
（
四
月
八
日
）
に
慶
元
府
瑞
巌

寺
の
無
量
宗
寿
（
伝
不
詳
・
大
慧
下
四
世
）
が
千
亀
峰
首
座
寮
に
お
い
て
撰
し
た
『
入
衆
日
用
』（「
無
量
寿
禅
師
日
用
小
清
規
」・「
無
量
寿
禅
師
規
略
」・「
日
用
規

範
」
等
と
も
）
に
つ
い
て
註
釈
的
研
究
を
行
う
こ
と
と
し
た
。

　
『
入
衆
日
用
』
は
、
大
慧
宗
杲
（
一
〇
八
九
～
一
一
六
三
）
―
仏
照
徳
光
（
一
一
二
一
～
一
二
〇
三
）
―
秀
巌
師
瑞
（
？
～
一
二
二
一
）
と
承
け
る
無
量
宗
寿

（
没
年
不
詳
）
が
編
し
た
日
用
清
規
で
あ
る
。
起
床
・
洗
面
・
搭
袈
裟
・
展
鉢
・
喫
食
・
看
経
・
入
厠
・
入
浴
・
臥
床
等
の
寮
中
・
堂
中
に
お
け
る
進

退
作
法
等
に
つ
い
て
説
か
れ
、
現
存
す
る
最
古
の
清
規
で
あ
る
長
蘆
宗
賾
（
一
〇
四
〇
頃
～
一
一
〇
九
頃
）
撰
『
禅
苑
清
規
』（
一
一
〇
三
年
刊
）
に
次
ぐ
成

立
の
も
の
で
あ
る
。『
勅
修
百
丈
清
規
』
巻
六
に
は
「
日
用
規
範
」
の
題
で
収
め
ら
れ
、
ま
た
、
日
本
で
は
『
五
味
禅
』
の
一
つ
と
し
て
重
視
さ
れ

た
。

　

な
お
、『
入
衆
日
用
』
の
関
連
資
料
と
し
て
、
共
に
『
禅
門
諸
祖
師
偈
頌
』
下
に
収
録
さ
れ
る
、
白
楊
法
順
（
一
〇
七
六
～
一
一
三
九
、
五
祖
法
演
下
第

三
世
）
の
『
垂
誡
』
に
は
共
通
す
る
偈
文
が
記
載
さ
れ
て
い
る
（『
五
山
版
中
国
禅
籍
叢
刊
』
一
一
、
臨
川
書
店
、
二
〇
一
四
年
、
六
〇
～
六
一
頁
）。
ま
た
こ
れ
に

続
い
て
掲
載
さ
れ
る
慈
受
懐
深
（
一
〇
七
七
～
一
一
三
一
、
雲
門
下
第
三
世
）
の
『
示
衆
箴
規
』
に
は
、「
寿
無
量
本
、
大
同
小
異
」
の
割
註
が
付
さ
れ
て

い
る
（
同
前
六
一
～
六
三
頁
）。

二
、
検
討
史
料
及
び
道
元
禅
師
と
の
関
係
に
つ
い
て

　

椎
名
宏
雄
氏
の
「
五
山
版
『
無
量
寿
禅
師
日
用
清
規
』」
に
お
け
る
区
分
に
従
え
ば
、『
入
衆
日
用
』
は
以
下
の
三
系
統
本
が
存
在
し
た
こ
と
が
知

ら
れ
、
ま
ず
こ
れ
ら
を
箇
条
書
き
で
説
明
す
る
。



一
三
五

    
① 
原
著
本
…
南
宋
代
の
嘉
定
二
年
（
一
二
〇
九
）
仏
生
日
（
四
月
八
日
）
に
、
千
亀
峰
の
首
座
寮
で
著
さ
れ
た
本
。
無
量
の
序
文
の
識
語
に
よ
っ
て
存

在
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
こ
の
時
点
の
本
文
は
現
存
し
な
い
。

    

② 

増
広
本
…
瑞
巌
寺
に
住
し
て
い
た
紹
定
三
年
（
一
二
三
〇
）
頃
に
、
無
量
宗
寿
自
ら
増
広
し
て
成
立
し
た
も
の
。
そ
の
理
由
に
つ
い
て
、
椎
名
氏

は
、
紹
定
三
年
に
成
立
し
た
『
人
天
宝
鑑
』
の
引
用
が
あ
る
こ
と
を
挙
げ
て
い
る
（「
五
山
版
『
無
量
寿
禅
師
日
用
清
規
』」）。
こ
れ
に
関
連
し
て
、

『
無
門
関
』
に
、
紹
定
三
年
三
月
に
著
し
た
、
無
門
慧
開
（
一
一
八
三
～
一
二
六
〇
）
が
瑞
巌
寺
で
立
僧
首
座
を
勤
め
る
に
際
し
て
の
謝
偈
が
収
録

さ
れ
る
（『
五
山
版
中
国
禅
籍
叢
刊
』
一
二
、
臨
川
書
店
、
二
〇
一
八
年
、
五
六
四
～
五
六
五
頁
）。
ま
た
流
布
本
は
『
卍
続
蔵
』
一
一
一
（
四
七
二
頁
右
上
～

四
七
四
頁
右
下
）
所
収
本
で
あ
る
が
、
こ
れ
も
増
広
本
系
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
。

    

③
増
補
本
…
増
補
本
に
付
さ
れ
る
跋
文
に
依
れ
ば
、
増
広
本
を
後
人
が
さ
ら
に
増
補
し
、
泰
定
四
年
（
一
三
二
七
）
に
刊
行
し
た
も
の
。

　

こ
れ
ら
三
系
統
の
『
入
衆
日
用
』
の
内
、
現
存
す
る
の
は
後
に
成
立
し
た
②
増
広
本
と
③
増
補
本
の
二
系
統
の
み
で
あ
る
。
次
に
こ
れ
ら
の
伝
来
・

伝
播
に
つ
い
て
整
理
し
た
い
。

　

先
に
③
増
補
本
に
つ
い
て
触
れ
て
お
く
と
、
本
書
の
伝
本
は
、
大
東
急
記
念
文
庫
に
所
蔵
さ
れ
る
五
山
版
『
無
量
寿
禅
師
日
用
清
規
』
が
現
存
唯

一
で
あ
る
。
佐
久
間
賢
祐
氏
は
「『
日
用
清
規
』
の
研
究
（
一
）」
に
お
い
て
、
③
増
補
本
の
基
本
的
な
特
徴
と
②
増
広
本
と
の
相
違
点
に
つ
い
て
言

及
し
、
椎
名
氏
は
「
五
山
版
『
無
量
寿
禅
師
日
用
清
規
』」
に
お
い
て
、
増
補
分
の
出
典
を
中
心
に
検
討
を
行
っ
て
い
る
。
本
書
は
『
五
山
版
中
国

禅
籍
叢
刊
』
五
に
収
録
さ
れ
た
た
め
、
現
在
は
容
易
に
閲
覧
が
可
能
で
あ
る
。

　

次
に
、
②
増
広
本
は
豊
富
に
伝
本
が
存
在
す
る
が
、
独
立
し
た
一
書
と
し
て
書
写
・
刊
行
さ
れ
る
場
合
は
多
く
は
な
く
、
複
数
の
著
作
、
あ
る
い

は
後
に
成
立
し
た
著
作
の
中
に
含
ま
れ
る
形
で
伝
来
・
伝
播
し
て
き
て
い
る
場
合
が
多
い
。

　

現
存
最
古
の
伝
本
は
、
中
世
期
に
『
五
味
禅
』
中
の
一
書
と
し
て
含
ま
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。『
信
心
銘
』・『
証
道
歌
』・『
坐
禅
儀
』・『
十
牛

図
』
の
四
書
を
一
括
し
て
『（
禅
宗
）
四
部
録
』
と
称
す
る
が
、
そ
の
末
尾
に
『
入
衆
日
用
』
を
加
え
た
も
の
が
『
五
味
禅
』
で
あ
り
、
両
者
共
に
日

本
の
鎌
倉
時
代
末
頃
に
は
出
版
が
な
さ
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
と
推
定
さ
れ
て
い
る
（『
禅
の
語
録
』
一
六
、
筑
摩
書
房
、
一
九
七
四
年
、
一
八
二
頁
）。
川
瀬
一

馬
氏
に
よ
れ
ば
、『
五
味
禅
』
は
八
種
類
の
五
山
版
が
存
在
し
、
天
理
大
学
附
属
天
理
図
書
館
所
蔵
本
（『
禅
学
典
籍
叢
刊
』
二
所
収
）
が
第
一
の
大
字
版

で
、
そ
の
他
七
種
の
小
字
版
が
存
在
す
る
と
し
て
い
る
（『
五
山
版
の
研
究
』、
日
本
古
書
籍
商
協
会 
、
一
九
七
〇
年
、
上
巻
三
九
一
～
三
九
三
頁
）。
天
理
図
書
館

所
蔵
本
は
、
正
中
二
年
（
一
三
二
五
）
に
刊
行
さ
れ
た
五
山
版
『
寒
山
詩
集
』（『
五
山
版
中
国
禅
籍
叢
刊
』
一
一
所
収
）
と
同
版
同
書
体
で
あ
る
こ
と
か
ら
、



一
三
六

両
者
は
同
一
時
期
の
刊
行
と
推
定
さ
れ
て
い
る
（『
禅
学
典
籍
叢
刊
』
二
、
三
七
九
頁
）。

　

よ
っ
て
本
稿
で
は
、
現
存
最
古
の
本
文
と
考
え
ら
れ
る
、
天
理
図
書
館
所
蔵
『
五
味
禅
』
を
底
本
と
し
て
定
め
た
。
こ
れ
に
加
え
て
、
川
瀬
氏
の

区
分
に
従
え
ば
第
二
に
分
類
さ
れ
る
、
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
『
五
味
禅
』（
請
求
記
号
： W

A
6-93

）
を
対
校
本
と
し
て
用
い
る
こ
と
で
、
両
系
統
本

を
参
照
で
き
る
よ
う
に
し
た
。
結
果
、
天
理
図
書
館
所
蔵
本
は
、
そ
れ
以
外
の
本
に
は
見
ら
れ
な
い
本
文
を
有
し
て
い
る
場
合
が
あ
る
こ
と
が
確
認

さ
れ
た
。
そ
れ
を
ど
の
よ
う
に
評
価
す
る
か
は
、
今
後
の
研
究
課
題
の
一
つ
で
あ
る
。

　
『
五
味
禅
』
所
収
本
に
近
い
本
文
を
持
つ
本
と
し
て
、
真
福
寺
宝
生
院
に
所
蔵
さ
れ
る
写
本
が
あ
る
（『
中
世
禅
籍
叢
刊
』
六
所
収
）。
本
書
の
表
紙
に

は
梵
字
「

」
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
『
大
須
経
蔵
目
録
』
に
付
さ
れ
て
い
る
も
の
と
同
一
で
あ
る
（『
真
福
寺
善
本
叢
刊
』
一　

真
福
寺
古
目
録

集
一
、
臨
川
書
店
、
一
九
九
九
年
、
五
八
八
頁
）。『
大
須
経
蔵
目
録
』
は
、
天
正
一
〇
年
（
一
五
八
二
）
の
水
害
に
際
し
て
、
そ
の
点
検
の
た
め
に
作
成
さ
れ

た
目
録
と
推
定
さ
れ
て
い
る
（
同
前
六
八
七
頁
）
た
め
、
水
害
以
前
の
中
世
期
の
写
本
で
あ
る
と
判
断
で
き
る
。

　

近
世
・
江
戸
時
代
の
刊
本
と
し
て
、
慶
安
元
年
（
一
六
四
八
）
四
月
上
旬
に
次
兵
衛
が
刊
行
し
た
『
入
衆
日
用
』
が
あ
り
、
末
尾
の
刊
記
に
は
「
慶

安
戌
子
初
夏
上
旬
、
書
舎
次
兵
衛
梓
刊
」
と
あ
る
。
こ
れ
も
五
山
版
『
五
味
禅
』
に
近
い
本
文
を
持
ち
、
そ
の
い
ず
れ
か
が
底
本
か
と
も
考
え
ら
れ

る
が
、
版
式
は
い
ず
れ
と
も
一
致
し
な
い
。
版
元
の
次
兵
衛
は
、
寛
永
一
七
年
（
一
六
四
〇
）
七
月
に
『
林
間
録
』
を
刊
行
し
て
お
り
（
国
立
国
会
図
書

館
所
蔵
、
請
求
記
号
：821-204

）、
末
尾
の
刊
記
に
は
「
寛
永
〈
庚
／
申
〉
七
月
吉
日
、
書
舎
次
兵
衛
新
刊
行
」（〈　
〉
内
は
割
注
、
／
は
割
注
の
折
り
返
し
を

示
す
）
と
あ
る
。
な
お
、
近
時
期
に
禅
籍
を
刊
行
し
て
い
る
類
似
の
名
称
の
書
肆
と
し
て
、
中
野
次
兵
衛
が
挙
げ
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
慶
安
元
年
五
月

刊
『
禅
余
外
集
』（
駒
澤
大
学
図
書
館
請
求
記
号
： H

123/7-1~4
）
末
尾
の
刊
記
に
は
「
慶
安
戌
子
仲
夏
上
旬
、
中
野
氏
次
兵
衛
梓
刊
」 

と
あ
る
。
ま
た
承

応
三
年
（
一
六
五
四
）
三
月
に
『
空
谷
集
』（
同
前 H

144/1-1~6
）・『
従
容
録
』（
同
前H

142/45-1~3

）・『
虚
堂
集
』（
同
前 H

124/263-1~6

）
を
林
伝
左
衛

門
と
共
に
刊
行
し
て
い
る
が
、
そ
の
末
尾
の
刊
記
に
は
共
通
し
て
「
承
応
甲
午
暮
春
吉
旦
〈
中
野
次
兵
衛
／
林
伝
左
衛
門
〉
新
刊
」（『
空
谷
集
』）
と

あ
る
。
特
に
同
年
に
刊
行
さ
れ
た
『
入
衆
日
用
』
と
『
禅
余
外
集
』
の
刊
記
の
表
記
は
類
似
し
て
お
り
、『
入
衆
日
用
』
で
は
「
中
野
氏
」
を
省
略
し

て
刊
記
に
記
し
た
も
の
か
と
推
測
さ
れ
る
。
以
上
の
本
文
系
統
・
版
元
に
関
す
る
最
終
的
な
特
定
は
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

　

ま
た
『
入
衆
日
用
』
は
短
文
の
た
め
、
後
代
に
成
立
し
た
清
規
に
お
い
て
は
、
そ
の
一
章
と
し
て
収
録
さ
れ
て
い
る
場
合
が
あ
る
。
本
稿
で
は
、

『
叢
林
校
訂
清
規
総
要
』（
校
規
）・『
禅
林
備
用
清
規
』（
備
規
）・『
勅
修
百
丈
清
規
』（
勅
規
）
を
検
討
対
象
と
し
た
。
こ
れ
ら
三
清
規
に
収
録
さ
れ
て
い

る
『
入
衆
日
用
』
は
、
先
の
『
五
味
禅
』
や
真
福
寺
本
等
と
比
較
す
る
と
本
文
の
異
同
が
大
き
い
。
文
言
を
検
討
す
る
と
、
③
増
補
本
か
ら
の
影
響
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を
受
け
て
い
る
と
思
わ
れ
る
部
分
も
見
受
け
ら
れ
、
そ
の
理
由
等
は
今
後
の
課
題
で
あ
る
。

　

以
上
に
加
え
て
、
近
代
の
写
本
で
は
あ
る
が
、
京
都
大
学
附
属
図
書
館
蔵
経
書
院
文
庫
に
は
、『
入
衆
日
用
』
を
先
に
置
き
、
そ
れ
に
『
四
部
録
』

を
合
わ
せ
た
写
本
が
存
在
す
る
（
請
求
記
号
：
藏/17/

ニ/2 

）。
蔵
経
書
院
文
庫
は
『
卍
続
蔵
』
の
底
本
と
な
っ
た
典
籍
で
構
成
さ
れ
る
た
め
、『
卍
続

蔵
』
所
収
本
に
代
え
て
、
本
書
を
検
討
対
象
に
加
え
る
こ
と
と
し
た
。

　

注
釈
書
に
つ
い
て
は
、
本
書
に
直
接
注
疏
を
施
し
た
も
の
の
他
に
、『
勅
修
百
丈
清
規
』
等
の
注
釈
書
に
も
含
ま
れ
て
い
る
た
め
、
比
較
的
数
は
多

い
。『
入
衆
日
用
』
単
独
の
主
要
な
注
釈
書
の
み
挙
げ
る
と
、
例
え
ば
天
和
二
年
（
一
六
八
二
）
一
月
に
本
屋
吉
兵
衛
が
刊
行
し
た
頭
注
本
（
国
立
国
会

図
書
館
所
蔵
、
請
求
記
号
：821-242
）、
明
暦
元
年
（
一
六
五
五
）、
西
村
又
左
衛
門
刊
本
な
ど
が
知
ら
れ
る
、
臨
済
宗
の
笑
雲
清
三
の
講
説
を
記
録
し
た

『
無
量
寿
禅
師
入
衆
日
用
清
規
之
鈔
』
上
下
巻
、
元
禄
九
年
（
一
六
九
六
）
に
臨
済
宗
の
木

恵
倹
が
刊
行
し
た
『
入
衆
日
用
小
清
規
稗
説
』
全
四
巻
、

無
著
道
忠
（
一
六
五
三
～
一
七
四
四
）『
入
衆
日
用
別
山
鈔
』（
妙
心
寺
東
海
本
庵
蔵
）
等
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　
『
入
衆
日
用
』
は
道
元
禅
師
の
著
述
に
も
引
用
が
確
認
で
き
、『
禅
苑
清
規
』
と
と
も
に
、
道
元
禅
師
の
清
規
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
書
で
あ
る

と
い
え
よ
う
。
換
言
す
れ
ば
、
道
元
禅
師
が
管
見
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
っ
た
中
国
成
立
の
清
規
資
料
は
、『
禅
苑
清
規
』
と
『
入
衆
日
用
』
の
二
本

で
あ
る
と
言
っ
て
も
よ
い
だ
ろ
う
。
ま
た
増
補
本
が
成
立
し
た
瑞
巌
寺
に
は
、
無
量
以
前
に
如
浄
（
一
一
六
二
～
一
二
二
七
）
が
住
持
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
道
元
禅
師
入
宋
当
時
の
儀
礼
を
記
録
し
て
い
る
可
能
性
も
あ
る
。

　

な
お
、
道
元
禅
師
が
引
用
す
る
『
入
衆
日
用
』
の
文
章
と
「
増
広
本
」・「
増
補
本
」
を
比
較
し
た
時
、「
増
補
本
」
は
と
も
か
く
と
し
て
、「
増
広

本
」
に
つ
い
て
も
、
そ
れ
が
必
ず
し
も
一
致
し
て
い
な
い
と
い
う
問
題
が
あ
る
。
今
後
、
他
の
出
典
が
求
め
ら
れ
れ
ば
、
も
ち
ろ
ん
問
題
は
な
い
。

も
う
一
つ
の
考
え
方
と
し
て
、「
増
広
本
」
の
成
立
が
「
大
宋
紹
定
の
は
じ
め
、
本
郷
に
か
へ
り
し
」（『
弁
道
話
』、
春
秋
社
本
二
、
四
六
一
頁
）
の
後
、
つ

ま
り
道
元
禅
師
帰
朝
後
で
あ
る
事
か
ら
、
道
元
禅
師
の
引
用
文
を
、
原
著
本
の
逸
文
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。

　

椎
名
氏
は
、
道
元
禅
師
が
依
拠
し
た
可
能
性
が
高
い
『
景
徳
伝
灯
録
』
の
刊
本
を
検
討
し
た
結
果
、
現
存
し
な
い
淳
煕
本
か
ら
の
引
用
で
あ
る
と

位
置
づ
け
、「
禅
師
に
よ
る
一
三
〇
余
項
の
引
文
そ
の
も
の
は
、
淳
煕
本
の
逸
文
と
し
て
資
料
的
に
改
め
て
注
目
す
べ
き
で
あ
る
」
と
指
摘
し
て
い
る

（「
道
元
禅
師
の
依
用
禅
籍
」、『
道
元
禅
師
研
究
論
集
』、
大
本
山
永
平
寺
、
二
〇
〇
二
年
、
七
三
三
～
七
三
七
頁
）。『
景
徳
伝
灯
録
』
に
対
す
る
椎
名
氏
の
解
釈
を

『
入
衆
日
用
』
に
も
適
用
で
き
る
と
す
れ
ば
、
数
は
多
く
は
な
い
も
の
の
、
文
献
学
的
に
大
き
な
価
値
を
持
っ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。
ま
た
異
同
が

多
い
た
め
、
直
接
出
典
と
は
見
な
せ
な
い
場
合
で
あ
っ
て
も
、
道
元
禅
師
が
引
用
し
た
原
著
本
か
ら
「
増
広
本
」
へ
と
書
き
改
め
ら
れ
た
結
果
で
あ
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る
と
い
う
解
釈
も
ま
た
考
え
ら
れ
る
た
め
、「
増
広
本
」
の
テ
キ
ス
ト
を
定
め
、
改
め
て
両
者
を
比
較
し
た
上
で
、
出
典
を
再
精
査
す
る
こ
と
も
ま
た

必
要
で
あ
る
。

国立国会図書館所蔵『五味禅』巻頭・巻末（五山版（二））

京都大学附属図書館
蔵経書院文庫所蔵本

京都大学附属図書館谷村文庫所蔵
『勅修百丈清規』「日用規範」
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【
底
本
・
対
校
本
】

　

底
本
…
…
…
天
理
図
書
館
所
蔵
『
五
味
禅
』（
五
山
版
（
一
）、『
禅
学
典
籍
叢
刊
』
二
所
収
）

　

国
会
本
…
…
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
『
五
味
禅
』（
五
山
版
（
二
）、
請
求
記
号
： W

A
6-93

）

　

校
規
…
…
…
『
叢
林
校
訂
清
規
総
要
』（『
五
山
版
中
国
禅
籍
叢
刊
』
五
所
収
）

　

備
規
…
…
…
『
禅
林
備
用
清
規
』（『
卍
続
蔵
』
一
一
二
所
収
）

　

勅
規
…
…
…
京
都
大
学
附
属
図
書
館
谷
村
文
庫
所
蔵
『
勅
修
百
丈
清
規
』（
元
版
、
請
求
記
号
：1-25/

ヒ/2

貴
）

　

真
福
寺
本
…
真
福
寺
宝
生
院
所
蔵
（
写
本
、『
中
世
禅
籍
叢
刊
』
六
所
収
）

　

慶
安
本
…
…
慶
安
元
年
刊
本

　

蔵
経
本
…
…
京
都
大
学
附
属
図
書
館
蔵
経
書
院
文
庫
所
蔵
（
写
本
、
請
求
記
号
：
藏/17/

ニ/2

）

【
参
考
資
料
】

　
『
天
和
本
』　　
　

＝
『
入
衆
日
用
』（
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
、
請
求
記
号
：821-242

）

　
『
稗
説
』　　
　
　

＝
『
入
衆
日
用
小
清
規
稗
説
』
全
四
巻
（
元
禄
九
年
（
一
六
九
六
）
木

恵
倹
刊
）

　
『
左
觽
』　　
　
　

＝
無
著
道
忠
『
禅
学
叢
書
』
八
、『
勅
修
百
丈
清
規
左
觽
』（
中
文
出
版
、
一
九
七
七
年
）

　
『
訳
註
禅
苑
清
規
』
＝
『
訳
註
禅
苑
清
規
』（
曹
洞
宗
宗
務
庁
、
一
九
七
二
年
）

　
『
中
世
禅
籍
叢
刊
』
＝
中
世
禅
籍
叢
刊
編
集
委
員
会
編
『
中
世
禅
籍
叢
刊
』
第
六
巻
「
禅
宗
清
規
集
」（
臨
川
書
店
、
二
〇
一
四
年
）

　

春
秋
社
本　
　
　

＝
『
道
元
禅
師
全
集
』
一
～
七
（
春
秋
社
、
一
九
八
八
～
一
九
九
三
年
）

　

春
秋
社
訳
註
本　

＝
『
原
文
対
照
現
代
語
訳　

道
元
禅
師
全
集
』
一
～
一
七
（
春
秋
社
、
一
九
九
九
～
二
〇
一
三
年
）

　

大
正　
　
　
　
　

＝
『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』（
大
正
巻
数
・
頁
数
ａ
等
と
表
記
）

　
『
禅
学
大
辞
典
』　

＝
『
新
版
禅
学
大
辞
典
』（
大
修
館
書
店
、
一
九
八
五
年
）

　
『
禅
語
辞
典
』　　

＝
入
矢
義
高
・
古
賀
英
彦
編
『
禅
語
辞
典
』（
思
文
閣
出
版
、
一
九
九
一
年
）

　
「
弁
道
法
（
一
）」　

＝
「『
弁
道
法
』
の
註
釈
的
研
究
（
一
）」（『
宗
学
研
究
紀
要
』
三
四
、
二
〇
二
一
年
）

　
「
弁
道
法
（
二
）」　

＝
「『
弁
道
法
』
の
註
釈
的
研
究
（
二
）」（『
宗
学
研
究
紀
要
』
三
五
、
二
〇
二
二
年
）
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【
主
た
る
先
行
研
究
】

　

榑
林
皓
堂
「
道
元
禅
師
の
教
学
と
入
衆
日
用
清
規
」（『
駒
沢
大
学
実
践
宗
乗
研
究
会
年
報
』
八
―
一
七
、
一
九
四
〇
年
）

　

佐
久
間
賢
祐
「『
日
用
清
規
』
の
研
究
（
一
）」（『
駒
沢
大
学
大
学
院
仏
教
学
研
究
会
年
報
』
二
四
、
一
九
九
一
年
）

　

椎
名
宏
雄
「
五
山
版
『
無
量
寿
禅
師
日
用
清
規
』」（『
宗
学
研
究
』
四
五
、
二
〇
〇
三
年
）

　

石
井
修
道
「
真
福
寺
所
蔵
の
『
入
衆
日
用
』
に
つ
い
て
」（『
駒
沢
大
学
禅
研
究
所
年
報
』
二
五
、
二
〇
一
三
年
）

【
凡
例
】

一
、
本
稿
は
、『
入
衆
日
用
』
の
註
釈
的
研
究
で
あ
り
、
凡
例
・
原
文
・
校
異
・
訓
読
・
語
註
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
。

一
、
本
稿
に
お
け
る
文
字
は
、
通
用
の
新
字
体
に
統
一
し
た
。

一
、 『
入
衆
日
用
』
原
文
の
底
本
に
は
、
天
理
図
書
館
所
蔵
『
五
味
禅
』
を
用
い
、
国
会
本
・
校
規
・
備
規
・
勅
規
・
真
福
寺
本
・
慶
安
本
・
蔵
経

本
の
七
本
と
対
校
し
、
明
ら
か
に
誤
字
・
脱
字
と
思
わ
れ
る
箇
所
は
他
本
で
改
め
、
校
異
・
語
註
に
て
指
摘
し
た
。

一
、
原
文
の
丁
数
は
、
天
理
図
書
館
所
蔵
『
五
味
禅
』
に
し
た
が
い
、
複
数
丁
に
わ
た
る
場
合
は
（
○
オ
～
○
ウ
）
の
よ
う
に
記
載
し
た
。

一
、
訓
読
・
句
読
点
・
語
註
は
、
略
号
で
列
挙
し
た
文
献
を
参
照
し
て
作
成
し
た
。
割
注
は
〈　

〉
内
に
入
れ
て
示
し
た
。

本
研
究
会
参
加
者

　

講
師
…
…
…
石
井
修
道
（
駒
澤
大
学
名
誉
教
授
）

　

参
加
者
…
…
小
早
川
浩
大
、
澤
城
邦
生
、
秋
津
秀
彰
、
永
井
賢
隆
、
山
内
弾
正
、
秦
慧
洲
（
曹
洞
宗
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
教
化
研
修
部
門
研
究
生
）、
久

　

松
彰
彦
（
同
上
）、
清
藤
久
嗣
（
曹
洞
宗
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
宗
学
研
究
部
門
専
門
研
究
員
）、
角
田
隆
真
（
同
上
）



原
　
　
　
　
　
　
　
文

訓
　
　
　
　
　
　
　
読

一
四
一

　

入※

衆
日
用

　

出※

塵
①

離
俗
、
円
頂
方
袍
。
大
率
経②

歴
叢③

林
、
切
要※

洞④

明
規⑤

矩
。
挙⑥

措
、
未
諳
法⑦

度
。
動
止
、
不
合
律
儀
、
雖※

是
善
友
良
朋
、
詎
肯
深⑧

錐

痛
剳
。
循⑨

襲※

成
弊
、
改
革
固※

難
。
致
令
叢⑩

席※

荒
涼
、
転
使
人
心
懈⑪

怠
。
屡
見※

尋
常※

目
前
過⑫

患
、
遂
集
百⑬

丈
見※

成
楷※

模
。
原⑭

始
要
終
、
従

朝
至
暮
、
要
免
頭⑮

頭
敗
闕
。
直
須※

一
一
遵
行
。
然※

後
敢
言
、
究
己
明

心
、
了
生
達
死
。
世⑯

間
法
即
是
出
世
間
法
。
行
脚
人
可※

貽
未
行
脚

人
。
庶
幾
不
負
出
家
身
心
。
亦※

抑
同
報
仏
祖
恩
徳
。
謹※

具
于
后
。

 
（
三
三
オ
～
三
三
ウ
）

　

入
衆
日
用

　

塵
を
出
で
俗
を
離
れ
て
、
頂
を
円ま
る

め
袍ほ
う

を
方し
か
くに

す
。
大お
お
よ率

そ
叢
林

を
経け
い
り
ゃ
く歴せ
ん
に
は
、
切
に
規
矩
を
洞
明
せ
ん
こ
と
を
要
す
。
挙き
ょ

措そ

、

未
だ
法
度
を
諳そ
ら
んぜ
ず
。
動ど
う
止し

、
律
儀
に
合か
な
わ
ず
ん
ば
、
是
れ
善
友
良

朋
な
り
と
雖
も
、
詎た
れ

か
肯あ
え

て
深じ
ん

錐す
い

痛つ
う

剳さ
つ

せ
ん
。
循
じ
ゅ
ん
し
ゅ
う

襲
、
弊
を
成
せ

ば
、
改
革
、
固ま
こ
とに

難
し
。
叢
席
を
し
て
荒
涼
な
ら
し
め
ん
こ
と
を
致

せ
ば
、
転う
た
た
人
心
を
し
て
懈
怠
な
ら
し
む
。
屡し
ば
し
ば
尋
常
の
目
前
の

過か

患げ
ん
を
見
て
、
遂か
く
て
百
丈
の
見げ
ん
じ
ょ
う成の
揩か
い
模も

を
集
む
。
始
め
を
原た
ず
ね
終

わ
り
を
要も
と

め
、
朝
よ
り
暮
に
至
る
ま
で
、
頭ず

頭ず

の
敗は
い

闕け
つ

を
免
れ
ん
こ

と
を
要
す
。
直す
べ
か須

ら
く
一
一
に
遵
行
す
べ
し
。
然
し
て
後
に
敢
え
て

言
う
、
己
を
究
め
心
を
明
ら
め
、
生
を
了
じ
死
に
達
す
、
と
。
世
間

の
法
は
即
ち
是
れ
出
世
間
の
法
な
り
。
行
脚
の
人
は
未
だ
行
脚
せ
ざ

る
の
人
に
貽の
こ

す
べ
し
。
庶こ
い
ね
が
わ幾く

は
出
家
の
身
心
に
負そ
む

か
ざ
れ
。
亦
た

抑そ
も
そ
も
同
じ
く
仏
祖
の
恩
徳
を
報
ぜ
ん
こ
と
を
。
謹
ん
で
后の
ち
に
具つ
ぶ
さに

す
。



一
四
二

　
　【
語
註
】

①
出
塵
離
俗
、
円
頂
方
袍
…
…
出
家
し
僧
侶
と
な
る
こ
と
。
俗
塵
か
ら
離
れ
、
剃
髪
（
円
頂
）
し
て
袈
裟
（
方
袍
）
を
搭
け
僧
形
と
な
る
こ
と
。（『
禅

学
大
辞
典
』、
一
一
四
二
頁
参
照
）。 

②
経
歴
…
…
物
事
が
移
り
ゆ
く
様
。
転
じ
て
、
あ
る
地
域
内
を
め
ぐ
り
歩
く
こ
と
。
こ
こ
で
は
諸
方
に
師
を
求
め
て
叢
林
を
わ
た
り
行
脚
す
る
こ

と
。『
正
法
眼
蔵
』「
坐
禅
箴
」
に
は
「
十
方
の
叢
林
に
経
歴
し
て
一
生
を
す
ご
す
と
い
へ
ど
も
、
一
坐
の
功
夫
あ
ら
ざ
る
こ
と
を
」（
春
秋
社
本

一
、
一
一
二
頁
）
と
あ
る
。 

③
叢
林
…
…
一
般
に
禅
宗
の
修
行
道
場
の
こ
と
。
僧
衆
が
和
合
し
て
一
処
に
住
す
る
様
が
、
樹
木
の
如
く
静
寂
な
こ
と
か
ら
こ
の
様
に
表
現
さ
れ

　
　【
校
異
】

※
入
衆
日
用
…
…
校
規
ハ
「
無
量
寿
禅
師
日
用
小
清
規
」、
備
規
ハ

「
日
用
清
規
」、
勅
規
ハ
「
日
用
軌
範
」
ニ
作
ル
。
真
福
寺
本
ハ
「
入

衆
日
用
」
ノ
後
ニ
「
無
量
寿
禅
師
規
略
」
ト
ア
リ
、
慶
安
本
ハ
「
入

衆
日
用
」
ノ
後
ニ
「
無
量
寿
禅
師
日
用
小
清
規
」
ト
ア
ル
。

※
出
塵
離
俗
…
…
備
規
ハ
冒
頭
ニ
「
無
量
寿
禅
師
、
嘉
定
間
、
分
座
信

之
亀
峰
時
述
也
。
茲
筆
以
備
日
用
。
序
云
脱
塵
離
族
」
ニ
作
リ
、
勅

規
ハ
冒
頭
ニ
「
無
量
寿
禅
師
述
序
曰
」
ト
ア
ル
。

※
要
…
…
校
規
ハ
「
湏
」
ニ
作
ル
。

※
雖
是
…
…
備
規
・
勅
規
ハ
「
縦
有
」
ニ
作
ル
。

※
襲
…
…
校
規
・
備
規
・
勅
規
ハ
「
習
」
ニ
作
ル
。

※
固
…
…
校
規
・
備
規
ハ
「
故
」
ニ
作
ル
。

※
席
…
…
校
規
ハ
「
林
」
ニ
作
ル
。

※
見
…
…
蔵
経
本
ハ
別
字
（「
規
」
カ
）
ニ
作
ル
。

※
常
…
…
蔵
経
本
ハ
「
当
」
ニ
作
ル
。

※
見
…
…
校
規
・
備
規
ハ
「
現
成
」
ニ
作
リ
、
勅
規
ハ
「
成
現
」
ニ
作

ル
。

※
楷
…
…
底
本
・
慶
安
本
・
蔵
経
本
ハ
「
揩
」
ニ
作
ル
。

※
須
…
…
校
規
ハ
「
湏
」
ニ
作
ル
。

※
然
…
…
蔵
経
本
ハ
「

」
ニ
作
ル
。

※
可
…
…
蔵
経
本
ハ
「
百
」
ニ
作
ル
。

※
亦
抑
…
…
校
規
・
備
規
・
勅
規
ハ
「
抑
亦
」
ニ
作
ル
。

※
謹
具
于
后
…
…
備
規
ハ
割
註
ニ
作
ル
。



一
四
三

る
。
禅
林
、
栴
檀
林
と
も
。 

④
洞
明
…
…
明
ら
か
な
さ
ま
。 

⑤
規
矩
…
…
則
る
べ
き
基
準
。
規
則
、
規
律
、
決
ま
り
事
の
こ
と
。 

⑥
挙
措
・
動
止
…
…
共
に
立
ち
居
振
る
舞
い
の
意
。
こ
こ
で
の
挙
措
は
後
に
「
諳
ん
じ
る
」
と
続
く
こ
と
か
ら
、
動
作
そ
の
も
の
よ
り
も
そ
の
動

作
の
理
解
に
重
き
が
あ
る
の
で
あ
ろ
う
。
な
お
動
止
に
つ
い
て
は
、『
正
法
眼
蔵
』「
身
心
学
道
」
に
「
礼
拝
問
訊
す
る
、
す
な
は
ち
動
止
威
儀

な
り
」（
春
秋
社
本
一
、
五
一
頁
）
と
あ
る
。 

⑦
法
度
・
律
儀
…
…
共
に
悪
を
抑
制
す
る
も
の
。
止
悪
。
善
行
の
こ
と
。
こ
こ
で
は
定
め
ら
れ
た
規
矩
・
清
規
の
こ
と
。 

⑧
深
錐
痛
剳
…
…
針
を
深
く
刺
し
て
痛
み
を
与
え
る
様
に
、
苦
言
を
呈
す
る
と
い
っ
た
意
味
か
。 

『
禅
苑
清
規
』
に
「
初
心
入
道
法
律
未
諳
。
師

匠
不
言
陥
人
於
此
。
今
茲
苦
口
。
敢
望
銘
心
。（
初
心
の
入
道
、
法
律
未
だ
諳
ぜ
ず
。
師
匠
言
わ
ざ
れ
ば
人
此
に
陥
る
。
今
茲
に
苦
口
す
。
敢
え
て
心
に
銘
ぜ
ん

こ
と
を
望
む
）」（
一
四
頁
）
と
あ
る
の
を
踏
ま
え
た
も
の
で
あ
ろ
う
。 

⑨
循
襲
…
…
循
は
、
繰
り
返
し
や
め
ぐ
る
と
い
っ
た
意
。
襲
は
、
か
さ
ね
る
・
引
き
継
ぐ
、
と
い
っ
た
意
味
。「
繰
り
返
し
」
と
い
っ
た
意
味
で
あ

ろ
う
。
ま
た
『
稗
説
』
に
は
、「
循
、
韻
会
真
韻
、
依
也
、
順
也
、
沿
也
。（
中
略
）
韻
会
緝
韻
、
襲
重
也
、
広
韻
因
也
（
循
は
、『
韻
会
』
の
真
の
韻

に
、
依
な
り
、
順
な
り
、
沿
な
り
と
。（
中
略
）『
韻
会
』
の
緝
の
韻
に
、
襲
は
重
な
り
、『
広
韻
』
は
因
な
り
）」（
上
之
一
、
八
ウ
）
と
あ
り
、「
循
」
は
「
依
・

順
・
沿
」
と
同
じ
で
あ
る
と
指
摘
さ
れ
、
ま
た
「
襲
」
は
「
重
」
で
あ
り
ま
た
「
因
」
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
ち
な
み
に
『
韻
会
』
は
『
古
今
韻

会
挙
要
』、
も
し
く
は
元
の
黄
公
紹
の
撰
し
た
『
古
今
韻
会
』
を
熊
忠
が
簡
略
化
し
た
韻
書
の
こ
と
。
宋
・
元
間
の
語
音
研
究
資
料
。
ま
た
『
朱

子
語
類
』
巻
九
十
「
礼
七
祭
」
に
は
「
今
士
大
夫
家
都
要
理
会
古
礼
。
今
天
下
有
二
件
極
大
底
事
、
恁
地
循
襲
。（
中
略
）
雖
是
前
代
已
用
物

事
、
到
不
是
処
、
也
須
改
用
教
是
始
得
。（
今
士
大
夫
の
家
に
都
て
古
礼
を
理
会
せ
ん
と
要
す
。
今
、
天
下
に
二
件
の
極
大
底
の
事
有
り
、
恁
地
に
循
襲
す
。（
中

略
）
雖
是
、
前
代
已
に
物
事
を
用
い
、
不
是
処
に
到
る
。
也
た
須
く
是
を
教
え
用
い
改
め
始
め
て
得
）」（
吾
妻
重
二
・
佐
藤
実
「
朱
子
五
類
』
巻
頭
九
十　

礼
七　

祭
」、

『
東
ア
ジ
ア
文
化
交
渉
研
究　

別
冊
』
五
、
二
〇
〇
九
年
、
一
〇
二
頁
）
と
あ
り
、
因
習
と
一
般
に
言
わ
れ
る
よ
う
に
否
定
的
な
意
味
と
し
て
用
い
ら
れ
て

い
る
。 

⑩
叢
席
…
…
前
註
③
と
同
じ
く
叢
林
を
意
味
す
る
。『
正
法
眼
蔵
』「
大
悟
」
に
「
大
悟
底
人
却
迷
時
如
何
の
問
取
、
ま
こ
と
に
問
取
す
べ
き
を
問

取
す
る
な
り
。
華
厳
き
ら
は
ず
、
叢
席
に
慕
古
す
、
仏
祖
の
勲
業
な
る
べ
き
な
り
」（
春
秋
社
本
一
、
九
五
頁
）
と
あ
る
。 



一
四
四

⑪
懈
怠
…
…
怠
け
て
励
ま
な
い
こ
と
。
悪
を
断
ち
切
り
、
善
を
修
す
る
努
力
を
尽
く
し
て
い
な
い
こ
と
。 

⑫
過
患
…
…
あ
や
ま
ち
の
こ
と
。 

⑬
百
丈
見
成
楷
模
…
…
楷
模
は
模
範
や
手
本
の
意
。
す
な
わ
ち
清
規
を
は
じ
め
て
制
定
し
た
と
さ
れ
る
百
丈
懐
海
の
現
成
（
清
規
）
を
見
習
っ
て
、

と
い
っ
た
意
味
。 

⑭
原
始
要
終
…
…
物
事
の
最
初
に
立
ち
返
り
そ
の
本
質
を
求
め
る
こ
と
。『
易
経
』「
繋
辞
下
伝
」
に
「
易
之
為
書
也
、
原
始
要
終
、
以
為
質
也

（
易
の
書
た
る
や
、
始
め
を
原た

ず
ね
終
り
を
要
め
、
以
て
質
を
為
す
な
り
）」（
本
田
済
『
易
』、
朝
日
新
聞
出
版
、
一
九
九
七
年
、
六
〇
二
頁
）
と
あ
る
に
依
る
。 

⑮
頭
頭
敗
闕
…
…
頭
頭
は
一
つ
一
つ
の
意
。
個
々
の
事
物
の
こ
と
。
敗
闕
は
失
敗
や
欠
点
の
こ
と
。 

⑯
世
間
法
即
是
出
世
間
法
…
…
世
間
法
と
は
、
さ
と
り
以
前
の
世
界
に
属
す
る
物
事
。
有
漏
法
。
出
世
間
は
そ
れ
ら
を
超
越
し
て
い
る
も
の
を
指

す
。
無
漏
法
。
相
反
す
る
概
念
で
は
あ
る
が
、
そ
れ
ら
が
独
立
し
無
関
係
に
存
在
し
て
い
る
の
で
は
な
い
こ
と
か
ら
こ
の
様
に
説
か
れ
る
。『
華

厳
経
』（『
六
十
華
厳
』）「
離
世
間
品
」
に
は
「
我
当
知
一
切
世
間
法
、
即
是
出
世
間
法
、
断
一
切
顛
倒
（
我
当
に
一
切
世
間
法
、
即
ち
是
れ
出
世
間
法
な

る
を
知
り
て
、
一
切
顛
倒
を
断
ず
）」（
大
正
九
、
六
三
八
頁
上
）
と
あ
る
。



原
　
　
　
　
　
　
　
文

訓
　
　
　
　
　
　
　
読

一
四
五

　

入
⑰

⑰

衆
之
法
。
睡⑱

不
在
人
前
、
起
不
落※

人
後
。
須※

是
五⑲

更
鐘
未
鳴
、

軽※

々
⑳

擡
身
先
起
、
将
枕
子
安
脚
下※

。
未㉑

用※

摺
、
恐
響※

驚
隣
単
。
抖㉒

擻※

精
神
、
将
被※

裹
身
端※

坐
。
不㉓

得
扇
風
令
人
動
念
。
覚※

得
㉔

困
来
、
却※

将

被
推※

脚
下※

。
転※

身
将
手
巾
下
床※

。
手※

巾
搭
左
手
、
想※

念
偈
云
、

　
〈
従※

望
㉕

寅
旦※

直※

至
暮　

一
切
衆
生
自
回㉖

互　

若㉗

於
脚※

下
喪
身
形　

願※

汝
㉘

即
時※

生
浄※

土
〉。

　

軽㉙

手
掲
簾
、
出
後
架
、
不
得
拖
鞋
、
不※

得
咳
嗽
作
声
。
古㉚

云
、

〈
掲※

簾
須
垂
後
手※

、
出
堂
切
忌
拖
鞋
〉。

 
（
三
三
ウ
～
三
四
オ
）

　

入
衆
の
法
。
睡ね
む

る
こ
と
は
人
の
前
に
在
ら
ず
、
起
き
る
こ
と
は
人

の
後
に
落
ち
ざ
れ
。
須
ら
く
是
れ
五
更
の
鐘
の
未
だ
鳴
ら
ざ
る
に
、

軽
々
と
し
て
身
を
擡も
た

げ
て
先
に
起
き
、
枕ち
ん

子す

を
将も

て
脚
下
に
安お

く
べ

し
。
未
だ
摺た
た
む
こ
と
を
用
い
ざ
れ
。
恐
ら
く
は
響
き
の
隣
単
を
驚
か

さ
ん
こ
と
を
。
精
神
を
抖と

擻そ
う
し
て
、
被
を
将
て
身
を
裹つ
つ
ん
で
端
坐
せ

よ
。
風
を
扇お

い
で
人
を
し
て
動ど
う
念ね
ん
せ
し
む
る
こ
と
を
得
ざ
れ
。
困こ
ん
来

る
こ
と
を
覚
得
せ
ば
、
却
て
被
を
将
て
脚
下
に
推お

し
、
身
を
転
じ
て

手し
ゅ

巾き
ん
を
将
て
下あ
じ
床ょ
う
せ
よ
。
手
巾
を
左
手
に
搭
け
て
、
偈
を
想
念
し
て

云
く
、

　
〈
寅い
ん

旦た
ん

を
望
み
て
従よ

り
直
に
暮
に
至
る
ま
で　

一
切
衆
生
自み
ず
から

回え

互ご

せ
よ　

若
し
脚
下
に
於
て
身
形
を
喪
せ
ば　

願
く
は
汝な
ん
じ即

時
に
浄

土
に
生
ぜ
ん
こ
と
を
〉。

　

軽
手
に
し
て
簾
を
掲
げ
、
後
架
に
出
で
よ
。
鞋
を
拖ひ

く
こ
と
を
得

ざ
れ
、
咳が
い

嗽そ
う

し
て
声
を
作
す
こ
と
を
得
ざ
れ
。
古
に
云
く
、〈
簾
を
掲

げ
ん
に
は
、
須
ら
く
後
手
を
垂
る
べ
し
、
出
堂
す
る
に
は
、
切
に
忌

む
鞋
を
拖ひ

く
こ
と
を
〉。



一
四
六

　
　【
語
註
】

⑰
入
衆
…
…
こ
こ
で
は
、
大
衆
の
中
に
入
っ
て
修
行
を
行
う
こ
と
。

⑱
睡
不
在
人
前
、
起
不
落
人
後
…
…
『
稗
説
』（
上
之
一
、
一
五
オ
）
で
は
、『
入
衆
日
用
』
の
最
後
に
見
え
る
「
衆
人
未
睡
不
得
先
睡
、
衆
人
未
起

須
当
先
起
（
衆
人
の
未
だ
睡
ら
ざ
る
に
先
に
睡
る
こ
と
を
得
ず
、
衆
人
の
未
だ
起
き
ざ
る
に
須
ら
く
当
に
先
に
起
き
る
べ
し
）」
の
こ
と
で
あ
る
と
す
る
。

　
　【
校
異
】

※
落
…
…
校
規
ハ
「
在
」
ニ
作
ル
。

※
須
是
…
…
備
規
・
勅
規
ニ
ナ
シ
。

※
軽
々
…
…
国
会
本
ハ
「
軽
疼
」、
備
規
ハ
「
疼
疼
」
ニ
作
ル
。

※
下
…
…
校
規
ハ
「
後
」
ニ
作
ル
。

※
用
摺
…
…
備
規
ハ
「
要
拗
摺
」、
勅
規
ハ
「
要
拗
」
ニ
作
ル
。

※
響
…
…
勅
規
ニ
ナ
シ
。

※
擻
…
…
備
規
ハ
「
捜
」
ニ
作
ル
。

※
被
裹
身
…
…
勅
規
ニ
ナ
シ
。

※
端
坐
…
…
校
規
ハ
「
端
坐
勿
動
」
ニ
作
ル
。

※
覚
得
困
…
…
校
規
・
勅
規
ハ
「
覚
困
」、
備
規
ハ
「
覚
睡
」
ニ
作
ル
。

※
却
…
…
校
規
・
備
規
・
勅
規
ニ
ナ
シ
。

※
推
…
…
備
規
ハ
「
堆
」
ニ
作
ル
。

※
下
…
…
校
規
・
勅
規
ハ
「
後
」
ニ
作
ル
。

※
転
身
将
手
巾
下
床
…
…
備
規
・
勅
規
ハ
「
取
手
巾
転
身
下
地
」
ニ
作

ル
。

※
床
…
…
校
規
ハ
「
牀
」
ニ
作
ル
。

※
手
…
…
備
規
・
勅
規
ニ
ナ
シ
。

※
想
…
…
勅
規
ニ
ナ
シ
。

※
従
望
…
…
国
会
本
・
校
規
・
勅
規
・
真
福
寺
本
・
慶
安
本
ハ
「
従

朝
」、
備
規
ハ
「
朝
従
」
ニ
作
リ
、
蔵
経
本
ニ
ナ
シ
。

※
旦
…
…
底
本
・
国
会
本
・
校
規
・
真
福
寺
本
・
慶
安
本
・
蔵
経
本
ハ

「
且
」
ニ
作
ル
。

※
直
…
…
蔵
経
本
ハ
「
宜
」
ニ
作
ル
。

※
脚
下
喪
身
…
…
備
規
ハ
「
足
下
悞
傷
」
ニ
作
ル
。

※
願
…
…
蔵
経
本
ハ
「
頭
」
ニ
作
ル
。

※
時
…
…
校
規
・
勅
規
ハ
「
今
」
ニ
作
ル
。

※
浄
土
…
…
下
、
備
規
ハ
「
唵
逸
帝
律
儀
娑
婆
訶
」
ア
リ
。

※
不
得
…
…
備
規
・
勅
規
ニ
ナ
シ
。

※
〈
掲
簾
～
拖
鞋
〉
…
…
校
規
ハ
割
註
ト
セ
ズ
本
文
ニ
作
ル
。

※
手
…
…
蔵
経
本
ハ
別
字
（「
岸
」
若
ク
ハ
「
序
」
ヵ
）
ニ
作
ル
。



一
四
七

⑲
五
更
…
…
更
点
に
基
づ
く
時
刻
の
表
示
法
で
、
概
ね
午
前
四
時
か
ら
七
時
の
間
を
指
す
。「
更
点
」
は
、
中
国
古
来
よ
り
用
い
ら
れ
る
夜
間
に
お

け
る
時
制
で
、
日
没
か
ら
夜
明
け
ま
で
の
夜
間
を
一
更
か
ら
五
更
に
分
け
、
さ
ら
に
一
更
を
一
点
か
ら
五
点
に
分
け
て
時
間
を
数
え
る
方
法
。

「『
弁
道
法
』（
一
）」
一
四
八
～
一
四
九
頁
、
語
註
㉘
参
照
。

⑳
軽
々
擡
身
先
起
…
…
「
軽
」
は
軽
や
か
な
さ
ま
、「
擡
」
は
持
ち
上
げ
る
の
意
。
こ
こ
で
は
「
軽
」
を
意
訳
し
、「
静
か
に
体
を
持
ち
上
げ
て
先

に
起
き
る
」
と
解
釈
す
る
の
が
適
切
と
思
わ
れ
る
。「『
弁
道
法
』（
二
）」
七
一
頁
、
語
註
⑪
参
照
。

㉑
未
用
摺
、
恐
響
驚
隣
単
…
…
「
摺
」
は
た
た
む
こ
と
、
備
規
・
勅
規
の
「
拗
」
は
折
り
曲
げ
る
こ
と
。「
隣
単
」
は
左
右
の
単
の
こ
と
。「
単
」

は
多
義
的
な
語
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
敷
布
団
の
意
。「
起
き
て
す
ぐ
に
は
布
団
を
畳
む
こ
と
は
し
な
い
、
も
し
か
し
た
ら
そ
の
響
き
（
音
）
で

左
右
の
単
で
眠
っ
て
い
る
人
を
驚
か
せ
る
か
も
し
れ
な
い
（
起
こ
し
て
し
ま
う
か
も
し
れ
な
い
）」
と
解
釈
で
き
る
。「『
弁
道
法
』（
二
）」
七
七
頁
、

語
註
㉜
参
照
。

㉒
抖
擻
…
…「
ふ
り
払
う
こ
と
。
煩
悩
を
ふ
り
払
い
、
貧
り
を
去
る
こ
と
を
い
う
。
迷
い
を
去
り
、
け
が
れ
を
除
く
た
め
の
修
行
。
→
頭
陀
」（
中

村
元
『
仏
教
語
大
辞
典
』、
東
京
書
籍
、
一
九
七
六
年
、
九
九
五
頁
）。

㉓
不
得
扇
風
令
人
動
念
…
…
『
弁
道
法
』
に
は
、「
不
得
動
身
頻
呻
怒
気
扇
風
上
下
令
衆
動
念
（
動
身
し
、
頻ひ

ん
呻し

ん
し
、
怒
気
し
、
上
下
に
扇
風
し
、
衆
を
し

て
動
念
せ
し
む
る
こ
と
を
得
ざ
れ
）」、「
如
覚
困
来
脱
落
帽
被
、
軽
身
坐
禅
（
如
し
困
来
る
を
覚
ら
ば
、
帽
被
を
脱
落
し
て
、
軽
身
に
し
て
坐
禅
せ
よ
）」（「『
弁
道

法
』（
一
）」
一
四
四
頁
）
と
あ
る
。

㉔
覚
得
困
来
、
却
将
被
推
脚
下
…
『
弁
道
法
』
に
は
、「
頻
頻
開
眼
、
微
風
入
眼
困
容
易
醒
（
頻
頻
に
眼
を
開
け
ば
、
微
風
眼
に
入
り
て
困
容
易
に
醒
む
）」

（「『
弁
道
法
』（
一
）」
一
四
四
頁
）
と
あ
る
。「
困
」
は
、
こ
こ
で
は
眠
気
の
こ
と
。
同
前
一
五
三
頁
、
語
註
㊻
参
照
。

㉕
従
望
寅
旦
直
至
暮
…
…「
旦
」
は
夜
明
け
の
こ
と
で
、「
寅
旦
」
は
寅
時
（
午
前
三
～
五
時
頃
）
の
こ
と
を
指
す
と
思
わ
れ
る
。『
稗
説
』
に
は
「
朝

寅
旦
者
、
五
更
也
。
暮
者
、
非
言
尋
常
所
謂
日
入
、
此
指
亥
時
、
乃
就
寝
時
也
（
朝
の
寅
旦
と
は
、
五
更
な
り
。
暮
は
、
尋
常
の
所
謂
る
日
入
を
言
う
に

は
非
ず
、
此
は
亥
の
時
を
指
す
、
乃
ち
寝
に
就
く
の
時
な
り
）」（
上
之
一
、
二
〇
丁
オ
）
と
あ
り
、
五
更
（
前
註
③
参
照
）
か
ら
亥い

時
（
午
後
九
～
一
一
時
頃
）
の

こ
と
を
指
す
と
あ
る
。
底
本
に
お
け
る
「
望
」
を
、
底
本
以
外
の
諸
本
は
「
朝
」
と
し
て
い
る
の
は
、
冒
頭
の
「
従
朝
至
暮
」
の
語
に
よ
っ
て

改
め
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

㉖
回
互
…
…
「
回
護
。
委
曲
に
か
ば
い
守
る
意
」（『
禅
学
大
辞
典
』
九
四
頁
）。



一
四
八

㉗
若
於
脚
下
喪
身
形
…
…
「
も
し
直
ち
に
身
を
喪
う
（
死
ぬ
）
こ
と
が
あ
る
な
ら
ば
」
の
意
。

㉘
願
汝
即
時
生
浄
土
…
…
備
規
は
続
け
て
陀
羅
尼
を
記
す
（【
校
異
】
参
照
）
が
、
北
山
宗
信
（
一
一
七
九
～
一
二
四
八
、
大
慧
下
三
世
）『
禅
門
諸
祖
師
偈

頌
』
下
之
上
に
掲
載
さ
れ
る
、
白
楊
法
順
（
一
〇
七
六
～
一
一
三
九
）
の
「
垂
誡
」
中
に
見
え
る
「
早
辰
下
床
念
偈
呪
」
に
は
、「
従
朝
寅
旦
及
至

暮
、
一
切
衆
生
自
回
互
。
若
於
脚
下
喪
身
形
、
願
汝
即
時
生
浄
土
。
唵
地
哩
穴
哩
莎
訶
」（『
五
山
版
中
国
禅
籍
叢
刊
』
一
一
、
臨
川
書
店
、
二
〇
一
四

年
、
六
〇
頁
）
と
あ
り
、『
無
量
寿
禅
師
日
用
清
規
』
に
は
「
従
朝
寅
且
直
至
暮
、
一
切
衆
生
自
回
互
、
若
於
足
下
喪
身
形
、
願
汝
即
時
生
浄
土

　

唵
逸
帝
律
尼
莎
訶
」（『
五
山
版
中
国
禅
籍
叢
刊
』
五
、
臨
川
書
店
、
二
〇
一
六
年
、
四
六
八
頁
）
と
あ
る
た
め
、
こ
れ
ら
の
影
響
を
受
け
た
も
の
か
。

㉙
軽
手
掲
簾
～
咳
嗽
作
声
…
…
こ
の
一
節
は
『
弁
道
法
』
に
引
用
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
『
禅
苑
清
規
』
巻
二
「
小
参
」
に
は
、「
堂
中
聚
話
、
夜

後
拖
鞋
、
掲
簾
不
垂
後
手
、
洗
面
桶
杓
喧
轟
、
涕
唾
有
声
、
驚
動
清
衆
（
堂
中
に
聚
話
し
、
夜
後
に
鞋
を
拖
き
、
簾
を
掲
ぐ
る
に
後
手
を
垂
れ
ず
、
洗
面
に

は
桶
杓
喧
轟
し
、
涕
唾
声
有
り
、
清
衆
を
驚
動
す
）」（『
訳
註
禅
苑
清
規
』
八
三
頁
）
と
あ
る
。「
咳
嗽
」
は
せ
き
を
す
る
こ
と
。「『
弁
道
法
』（
二
）」
七
二

頁
、
語
註
⑰
参
照
。

㉚
古
云
～
出
堂
切
忌
拖
鞋
〉
…
…
こ
の
偈
文
は
、
先
行
す
る
文
献
に
は
見
当
た
ら
な
い
た
め
、
出
典
は
未
詳
。



原
　
　
　
　
　
　
　
文

訓
　
　
　
　
　
　
　
読

一
四
九

　

軽㉛

手
取
桶※

洗
面
、
水※

不
宜
多
。
使※

歯㉜

薬
時※

、
右※

手
点
一㉝

次
揩
左

辺
。
左※

手
点
一
次
揩※

右
辺
。
不
得
両
手
垂※

蘸※

。
恐
有※

牙※
㉞

宣
口
気
過

人
。※
嗽㉟

口
吐※

水
時
須
低
頭
以
手
引
下
。
不※

得
直㊱

腰
吐
水
濺
隣
桶
。
不

得
洗
頭
。
有
四㊲

件
自
他
不
利
。
一※

汚
桶
。
二
汚※

手
巾
。
是※

他
人
不

利
。
三
枯
髪
。
四
損
眼※

。
是※

自
己
不
利
。
不
得
鼻
孔※

内
作※

声
。
不
得

高
声
嘔
吐※

。
古㊳

云
、
五※

更
洗
面
本
為
修
行
。
嘔
唾※

拖※

盆※

喧
㊴

堂
聒
衆
。

 

（
三
四
オ
～
三
四
ウ
）

　

手
を
軽
く
し
て
桶
を
取
り
て
洗
面
す
る
に
は
、
水
は
宜
し
く
多
か

る
べ
か
ら
ず
。
歯
薬
を
使
わ
ん
時
、
右
手
に
点
け
る
こ
と
一
次
に
し

て
、
左
辺
を
揩こ
す

る
。
左
手
に
点
け
る
こ
と
一
次
に
し
て
、
右
辺
を
揩

る
。
両
手
を
垂
れ
蘸ひ
た
す
こ
と
を
得
ざ
れ
。
牙が

宣せ
ん
の
口
気
の
人
に
過
ぐ

る
こ
と
有
ら
ん
こ
と
を
恐
る
。
口
を
嗽す
す

い
で
、
水
を
吐
か
ん
時
は
、

須
ら
く
頭
を
低
く
し
て
、
手
を
以
て
引
き
下
す
べ
し
。
腰
を
直な
お
し
て

水
を
吐
い
て
、
隣
の
桶
に
濺そ
そ

ぐ
こ
と
を
得
ざ
れ
。
頭
を
洗
う
こ
と
を

得
ざ
れ
。
四
件
の
自
他
の
不
利
有
り
。
一
に
は
桶
を
汚
す
。
二
に
は

手
巾
を
汚
す
。
是
、
他
人
の
不
利
な
り
。
三
に
は
髪
を
枯
ら
す
。
四

に
は
眼
を
損そ
ん

ず
。
是
、
自
己
の
不
利
な
り
。
鼻
孔
の
内
に
声
を
作
す

こ
と
を
得
ざ
れ
。
高
声
に
て
嘔
吐
す
る
こ
と
を
得
ざ
れ
。
古
に
云
く
、

五
更
の
洗
面
、
本も

と
修
行
の
為
な
り
。
嘔お
う
唾だ

し
盆
を
拖ひ

く
は
、
堂
を

喧か
ま
び
す

　

し
く
し
衆
を
聒
か
ま
び
すす
。



一
五
〇

　
　【
語
註
】

㉛
軽
手
～
宜
多
…
…『
弁
道
法
』
に
は
「
軽
手
於
桶
、
洗
面
低
細
（
中
略
）
不
得
湯
水
多
費
、
無
度
而
使
（
手
を
軽
く
し
て
桶
に
於
い
て
、
洗
面
す
る
こ
と

低
細
に
せ
よ
（
中
略
）
湯
水
を
多
く
費
や
し
度
無
く
し
て
使
う
こ
と
を
得
ざ
れ
）」（「『
弁
道
法
』（
二
）」
六
九
頁
）
と
あ
り
、『
正
法
眼
蔵
』「
洗
面
」
に
は
「
か

　
　【
校
異
】

※
桶
…
…
備
規
・
勅
規
ハ
「
盆
」
ニ
作
ル
。

※
水
…
…
備
規
・
勅
規
ハ
「
湯
」
ニ
作
ル
。

※
使
歯
～
垂
蘸
…
…
備
規
ハ
「
右
手
蘸
歯
薬
揩
左
左
手
蘸
揩
右
不
可
再

蘸
」
ニ
作
リ
、
勅
規
ハ
「
右
手
蘸
歯
薬
揩
左
辺
左
手
蘸
揩
右
辺
不
可

再
蘸
」
ニ
作
ル
。

※
時
…
…
校
規
ハ
「
将
」
ニ
作
ル
。

※
右
手
点
一
次
…
…
校
規
ハ
「
右
手
点
入
」
ニ
作
ル
。

※
左
手
点
一
次
…
…
校
規
ハ
「
左
手
点
入
」
ニ
作
ル
。

※
揩
…
…
蔵
経
本
ハ
「
指
」
ニ
作
ル
。

※
垂
…
…
底
本
、
左
ニ
「
〇
」
ヲ
付
シ
、
同
行
上
欄
外
ニ
「
再
」
ト
校

異
ス
。
底
本
以
外
ノ
諸
本
ハ
全
テ
「
再
」
ニ
作
ル
。

※
蘸
…
…
校
規
ハ
「
点
」
ニ
作
ル
。

※
有
…
…
備
規
・
勅
規
ニ
ナ
シ
。

※
牙
宣
…
…
真
福
寺
本
ハ
「
宣
牙
」
ニ
作
ル
。

※
嗽
…
…
校
規
・
備
規
・
勅
規
ハ
「
漱
」
ニ
作
ル
。

※
吐
水
～
低
頭
…
…
備
規
・
勅
規
ハ
「
須
低
頭
吐
水
」
ニ
作
ル
。

※
不
得
～
隣
桶
…
…
備
規
・
勅
規
ハ
「
直
腰
吐
水
恐
濺
隣
桶
」
ニ
作

ル
。

※
一
汚
～
損
眼
…
…
備
規
・
勅
規
ハ
割
註
ニ
作
ル
。

※
汚
手
…
…
備
規
・
勅
規
ハ
「
膩
」
ニ
作
ル
。

※
是
他
人
不
利
…
…
備
規
・
勅
規
ニ
ナ
シ
。

※
眼
…
… 

蔵
経
本
ハ
「
服
」
ニ
作
ル
。

※
是
自
己
不
利
…
…
備
規
・
勅
規
ニ
ナ
シ
。

※
孔
…
…
備
規
・
勅
規
ニ
ナ
シ
。

※
作
声
～
不
得
高
声
…
…
備
規
・
勅
規
ハ
「
声
」「
不
」
ノ
間
ニ
「
不

得
噴
水
撲
面
」
ア
リ
。

※
吐
古
…
…
備
規
ハ
「
吐
」「
古
」
ノ
間
ニ
「
不
得
以
涕
唾
汚
面
桶
」

ア
リ
、
勅
規
ハ
「
不
得
以
唾
涕
汚
面
桶
」
ア
リ
。

※
五
更
～
聒
衆
…
…
備
規
・
勅
規
ハ
割
註
ニ
作
ル
。

※
唾
…
…
校
規
・
備
規
・
勅
規
ハ
「
吐
」
ニ
作
ル
。

※
拖
盆
…
…
校
規
ハ
「
作
声
」
ニ
作
ル
。

※
盆
…
…
勅
規
ハ
「
鞋
」
ニ
作
ル
。



一
五
一

く
の
ご
と
く
あ
ら
ふ
と
き
、
湯
を
無
度
に
つ
ひ
や
し
て
、
面
桶
の
ほ
か
に
も
ら
し
、
お
と
し
、
ち
ら
し
て
、
は
や
く
う
し
な
ふ
こ
と
な
か
れ
」

（
春
秋
社
本
二
・
五
一
頁
）
と
あ
る
。

㉜
歯
薬
…
…
口
内
に
用
い
ら
れ
て
い
た
薬
。
詳
細
は
不
明
だ
が
、『
左
觽
』
一
五
に
は
歯
薬
の
作
成
法
が
記
さ
れ
て
い
る
（
七
七
九
～
七
八
〇
頁
）。

『
入
衆
日
用
清
規
抄
』（
駒
澤
大
学
図
書
館
所
蔵
、
請
求
記
号H

161W
/15

、
四
丁
表
）
に
よ
れ
ば
、
後
架
に
置
か
れ
て
い
た
と
さ
れ
、『
五
山
十
刹
図
』

「
育
王
山　

洗
面
所
様
」
に
も
「
牙
薬
」
が
描
か
れ
て
い
る
（
東
隆
眞
編
『
大
乗
寺

開

山

徹
通
義
介
禅
師
関
係
資
料
集
』 

、
春
秋
社
、
二
〇
〇
八
年
、
五
六
頁
）。
尚
、

六
十
巻
本
『
正
法
眼
蔵
』「
洗
面
」
に
は
「
牙
薬
あ
ら
ば
、
牙
歯
に
つ
け
て
あ
ら
ふ
べ
し
」（
春
秋
社
本
二
、
五
八
九
頁
）
と
記
さ
れ
る
。
ま
た
仏
典

等
の
歯
牙
に
関
わ
る
記
載
に
関
し
て
は
、
長
谷
部
幽
蹊
「
歯
牙
厳
浄
の
行
儀
考
」（『
禅
研
究
所
紀
要
』
三
、
一
九
七
三
年
、
五
一
～
七
六
頁
）
に
詳
説
さ

れ
る
。

㉝
一
次
…
…
こ
こ
で
は
「
一
度
（
だ
け
）」
の
意
。                 

㉞
牙
宣
…
…「
牙
」
は
歯
の
意
。「
宣
」
は
露
わ
に
な
る
の
意
。
慶
安
本
・『
稗
説
』・『
天
和
本
』
で
は
、『
韻
会
』
を
引
い
て
「
宣
」
に
「
頭
髪
皓

落
」
の
意
が
あ
る
こ
と
を
提
示
し
、
ま
た
『
勅
規
』
で
は
「
歯
有
宣
露
疾
、
宣
露
則
歯
脱
（
歯
に
宣
露
の
疾
有
り
、
宣
露
即
ち
歯
脱
な
り
）」
と
注
記

さ
れ
、「
宣
」
は
「
抜
け
落
ち
る
こ
と
」
と
解
釈
し
て
い
る
。
な
お
大
野
粛
英
「
江
戸
期
の
歯
科
治
療
―
歯
痛
、
抜
歯
、
入
れ
歯
―
」（
歯
の
人
類

学
分
科
会　

平
成
二
十
四
年
度
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
江
戸
時
代
人
の
歯
と
歯
科
医
療
」、『A

nthropological Science 

（Japanese Series

）』
一
二
一
（
一
）、
二
〇
一

三
年
、
五
三
頁
）
で
は
、「
歯
く
さ
は
、
口
が
臭
い
こ
と
か
ら
名
づ
け
ら
れ
、
歯
挺
（
歯
が
の
び
る
）、
牙
宣
（
歯し

齦ぎ
ん

か
ら
出
血
）、
宣
露
（
根
が
露
出
す
る
）

な
ど
の
症
状
で
呼
ば
れ
た
」
と
説
明
さ
れ
る
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、「
牙
宣
」
と
は
、
現
代
で
い
う
と
こ
ろ
の
歯
周
病
の
一
連
の
症
状
を
指
す

と
思
わ
れ
る
。

㉟
嗽
口
～
隣
桶
…
…
『
弁
道
法
』
に
は
「
漱
口
吐
水
於
面
桶
之
外
。
曲
躬
低
頭
而
洗
面
、
不
得
直
腰
濺
水
於
隣
桶
（
口
を
漱
が
ば
、
水
を
面
桶
の
外
に

吐
く
。
曲
躬
低
頭
し
て
洗
面
し
、
腰
を
直
し
て
水
を
隣
の
桶
に
濺
ぐ
こ
と
を
得
ざ
れ
）」（「『
弁
道
法
』（
二
）」
六
九
頁
）
と
あ
る
。

㊱
直
腰
…
…
腰
を
真
直
ぐ
に
す
る
こ
と
。

㊲
四
件
自
他
不
利
…
…
洗
頭
に
よ
っ
て
被
る
四
つ
の
不
利
益
の
こ
と
。
公
界
（
公
共
）
の
桶
と
手
巾
を
汚
す
こ
と
が
他
人
に
と
っ
て
の
不
利
益
と
な

り
、
髪
が
枯
れ
、
眼
を
傷
つ
け
る
こ
と
が
自
分
に
と
っ
て
の
不
利
益
と
な
る
。
な
お
『
稗
説
』
で
は
、
仏
が
比
丘
に
対
し
て
洗
頭
を
許
し
た
と

い
う
『
十
誦
律
』
の
記
述
等
を
踏
ま
え
な
が
ら
、「
今
但
、
制
洗
面
時
兼
洗
頭
也
（
今
は
た
だ
、
洗
面
の
時
に
兼
ね
て
頭
を
洗
う
を
制
す
る
也
）」
と
説
明



一
五
二

し
て
い
る
（
上
之
一
、
一
五
オ
）。

㊳
古
云
、
五
更
～
喧
堂
聒
衆
…
…
『
弁
道
法
』
に
は
「
古
曰
、
五
更
洗
面
、
本
為
修
行
。
豈
嘘
唾
把
盆
、
喧
堂
喧
衆
乎
（
古
に
曰
く
、
五
更
の
洗
面
、

本
と
修
行
の
為
な
り
。
豈
に
唾
を
嘘は

き
、
盆
を
把
る
に
、
堂
に
喧

か
ま
び
すし

く
し
、
衆
に
喧
し
う
せ
ん
や
）」（「『
弁
道
法
』（
二
）」
六
九
頁
）
と
あ
る
。
ま
た
『
禅
門
諸
祖

師
偈
頌
』「
慈
受
禅
師
示
衆
箴
規
」
に
は
「
五
更
洗
面
、
本
為
修
行
。
吐
唾
拖
盆
、
喧
聒
大
衆
（
五
更
の
洗
面
、
本
と
修
行
の
為
な
り
。
唾
を
吐
き
盆
を

拖ひ

く
に
、
大
衆
を
喧け

ん
聒か

つ
せ
ん
や
）」（『
五
山
版
中
国
禅
籍
叢
刊
』
一
一
、
六
二
頁
）
と
あ
る
。

㊴
盆
…
…
こ
こ
で
は
面め
ん
桶つ
う
の
こ
と
。



原
　
　
　
　
　
　
　
文

訓
　
　
　
　
　
　
　
読

一
五
三

拭㊵
※

面
帰
堂
、
若※

在
㊶

上
間
、
左
脚※

先
入
。
若※

在
下
間※

、
右
脚※

先
入
。
帰※

被
位
、
将※

眠
㊷

単※

収
一
半
坐
定
。
若㊸

換
直
裰※

、
須
将
新
者
先※

覆
身※

上
。

不※

得
㊹

露
白
。
不
得
扇
風
。
焼※

香
㊺

礼
拝※

宜
於
鐘
未※

鳴
時※

。

披※

袈
㊻

裟
、
先※

合
掌
頂
戴※

、
念㊼

偈
云
、

〈
善※

哉
解
脱
服
、
無
相
福
田※

衣
。
我
今
頂
戴
受
、
世※

世
常
得
披
〉。

摺
袈
裟※

、
先㊽

摺
搭
手
処※

、
後
解
環
。
不㊾

得
以
口
※

袈
裟
。
不
得
以
頷※

勾
袈
裟
。
摺
了
亦※

当
問㊿

訊
而
去
。

 

（
三
四
ウ
～
三
五
オ
）

　

面
を
拭
い
て
堂
に
帰
せ
ん
に
、
若
し
上じ
ょ
う
か
ん間に

在
ら
ば
、
左
の
脚
を

先
に
入
れ
よ
。
若
し
下げ

間か
ん
に
在
ら
ば
、
右
の
脚
を
先
に
入
れ
よ
。
被

位
に
帰
ら
ば
、
眠
単
を
将
て
一
半
に
収
め
て
坐
定
せ
よ
。
若
し
直じ
き

裰と
つ

を
換
え
ら
ば
、
須
く
新あ
ら
たな
る
者
を
将
て
先
に
身
上
を
覆
う
べ
し
。
露

白
す
る
こ
と
を
得
ざ
れ
。
風
を
扇
ぐ
こ
と
を
得
ざ
れ
。
焼
香
礼
拝
は

宜
し
く
鐘
の
未
だ
鳴
ら
ざ
る
時
に
於
い
て
す
べ
し
。

　

袈
裟
を
披
る
こ
と
、
先
に
合
掌
頂
戴
し
て
、
偈
を
念
じ
て
云
く
、

　
〈 

善
哉
解
脱
服
、
無
相
福
田
衣
。
我
今
頂
戴
受
、
世
世
常
得
披
〉。

（
善
き
哉
、
解
脱
服
、
無
相
の
福
田
衣
。
我
れ
今
、
頂
戴
し
て
受
け
、
世
世
、

常
に
披
る
こ
と
を
得
ん
。）

　

袈
裟
を
摺
む
に
は
、
先
に
手
に
搭
け
る
処
を
摺
み
、
後
に
環
を
解と

く
。
口
を
以
て
袈
裟
を
く
わ
え
る
こ
と
を
得
ざ
れ
。
頷あ
ご
を
以
て
袈
裟
を

勾ま

ぐ
る
こ
と
を
得
ざ
れ
。
摺
み
了
ら
ば
、
亦
た
当
に
問も
ん
訊じ
ん
し
て
去
る

べ
し
。



一
五
四

　
　【
校
異
】

※
拭
面
…
…
備
規
ハ
「
拭
面
不
得
争
址
手
巾
、
不
得
以
巾
拭
頭
、
用
畢

須
攤
挂
、
或
焙
火
上
在
上
」、
勅
規
ハ
「
拭
面
不
得
争
址
手
巾
、
不

得
以
巾
拭
頭
、
用
畢
須
攤
掛
、
或
焙
火
上
在
上
」
ニ
作
ル
。

※
若
在
上
間
…
…
備
規
・
勅
規
ニ
ナ
シ
。

※
脚
…
…
校
規
・
備
規
・
勅
規
ハ
「
足
」
ニ
作
ル
。

※
若
…
…
備
規
・
勅
規
ニ
ナ
シ
。

※
間
…
…
備
規
・
勅
規
ハ
「
堂
」
ニ
作
ル
。

※
脚
…
…
備
規
・
勅
規
ハ
「
足
」
ニ
作
ル
。

※
帰
…
…
備
規
・
勅
規
ハ
「
上
」
ニ
作
ル
。

※
将
…
…
備
規
・
勅
規
ニ
ナ
シ
。

※
単
…
…
蔵
経
本
ハ
「

」
ニ
作
ル
。

※
裰
…
…
国
会
本
ハ
「

」、
蔵
経
本
ハ
「
掇
」
ニ
作
ル
。

※
先
…
…
校
規
・
備
規
・
勅
規
ニ
ナ
シ
。

※
身
…
…
備
規
・
勅
規
ニ
ナ
シ
。

※
不
得
露
白
…
…
備
規
ハ
「
不
得
露
白
抽
去
旧
裰
」、
勅
規
ハ
「
不
得

露
白
抽
去
旧
裰
」
ニ
作
ル
。

※
焼
香
…
…
校
規
ハ
「
焼
香
若
欲
殿
堂
」、
勅
規
ハ
「
焼
香
若
欲
」
ニ

作
ル
。

※
拝
…
…
真
福
寺
本
ハ
「
礼
」
ニ
作
ル
。 

※
未
…
…
勅
規
ニ
ナ
シ
。

※
時
…
…
校
規
ニ
ナ
シ
。

※
披
袈
裟
…
…
校
規
ハ
「
密
地
将
袈
裟
出
後
門
外
披
平
常
離
被
位
披
袈

裟
」、
勅
規
ハ
「
将
袈
裟
」
ニ
作
ル
。

※
先
…
…
勅
規
ハ
「
蔵
袖
内
出
後
門
外
披
平
常
亦
離
被
位
披
袈
裟
」
ニ

作
リ
、
校
規
ニ
ナ
シ
。

※
頂
戴
…
…
勅
規
ハ
「
頂
戴
想
」
ニ
作
ル
。

※
善
哉
解
…
…
蔵
経
本
ニ
ナ
シ
。

※
田
…
…
校
規
・
蔵
経
本
ハ
「
由
」
ニ
作
ル
。　

※
世
世
常
得
披
…
…
下
ニ
備
規
ハ
「
唵
悉
陀
耶
娑
婆
訶
」、
勅
規
ハ

「
唵
悉
陁
耶
娑
訶
」
ア
リ
。
蔵
経
本
ハ
「
世
世
当
得
披
」
ニ
作
ル
。

※
摺
袈
裟
…
…
備
規
ハ
「
摺
袈
裟
之
法
」
ニ
作
ル
。

※
処
…
…
備
規
ニ
ナ
シ
。

※

…
…
備
規
ハ
「
啣
」、
勅
規
ハ
「
銜
」、
真
福
寺
本
ハ
「

」
ニ
作

ル
。

※
頷
…
…
備
規
ハ
「
頦
」
ニ
、
真
福
寺
本
ハ
「
頥
」
ニ
作
ル
。

※
亦
当
…
…
備
規
ハ
「
置
之
」
ニ
作
ル
。



一
五
五

　
　【
語
註
】

㊵
拭
面
帰
堂
…
…
洗
面
後
に
僧
堂
へ
帰
る
際
、
備
規
に
は
顔
を
拭
っ
た
後
に
「
不
得
争
址
手
巾
、
不
得
以
巾
拭
頭
、
用
畢
須
攤
挂
、
或
焙
火
上
在

上
（
址あ

と
を
争
い
て
手
巾
を
得
ざ
れ
、
巾
を
以
て
頭
を
拭
う
こ
と
を
得
ざ
れ
、
用
い
畢
ら
ば
須
ら
く
攤た

ん
挂け

い
す
べ
し
、
或
い
は
火
上
に
焙あ

ぶ
り
て
上
に
在
ら
し
め
よ
）」
と
の
記

述
が
み
ら
れ
、
勅
規
に
も
同
様
の
記
述
が
み
ら
れ
る
。【
校
異
】
参
照
。

㊶
若
在
上
間
～
帰
被
位
…
…
僧
堂
の
後
門
か
ら
見
て
、
聖
僧
背
中
に
向
か
っ
て
左
側
の
堂
内
を
「
上
間
」
と
い
い
、
そ
の
反
対
の
右
側
の
堂
内
を

「
下
間
」
と
い
う
。「
被
位
」
は
僧
堂
内
に
お
け
る
各
自
の
位
置
の
こ
と
。
単
位
と
も
称
す
る
。
洗
面
を
終
え
て
後
架
か
ら
戻
る
場
合
、
上
間
に

自
位
が
あ
る
者
は
、
後
門
左
側
か
ら
左
足
で
敷
居
を
跨
い
で
堂
内
に
入
り
、
下
間
に
自
位
が
あ
る
者
は
後
門
右
側
か
ら
右
足
で
敷
居
を
跨
い
で

堂
内
に
入
る
と
い
う
こ
と
。

㊷
将
眠
単
収
一
半
…
…「
眠
単
」
は
敷
布
団
の
こ
と
。「
収
一
半
」
は
半
分
に
折
り
畳
む
こ
と
。
敷
き
布
団
を
半
分
に
畳
み
、
そ
の
上
に
坐
っ
て
坐

禅
を
す
る
こ
と
。

㊸
若
換
～
覆
身
上
…
…「
直
裰
」
は
偏
衫
（
袈
裟
を
か
け
る
際
に
用
い
る
下
着
）
と
裙
子
（
腰
に
ま
と
う
衣
）
を
合
わ
せ
た
も
の
。
詳
し
く
は
「『
弁
道
法
』

（
一
）」
語
註
㊴
参
照
。
直
裰
を
着
替
え
る
際
に
は
、
ま
ず
「
新
な
る
者
（
洗
っ
て
汚
れ
て
い
な
い
も
の
）」
を
身
に
つ
け
る
こ
と
。

㊹
不
得
～
扇
風
…
…
「
露
白
」
は
肌
を
露
わ
に
す
る
こ
と
。
直
裰
を
着
替
え
る
際
に
は
肌
を
露
わ
に
し
て
は
な
ら
な
い
こ
と
。
ま
た
、
着
替
え
の

際
に
は
風
を
煽
っ
て
は
い
け
な
い
と
い
う
こ
と
。
な
お
、
備
規
・
勅
規
で
は
「
不
得
露
白
」
の
前
に
「
抽
去
旧
裰
（
旧
裰
を
抽
き
去
る
）」
と
の
記

述
が
み
ら
れ
る
。

㊺
焼
香
～
鳴
時
…
…
焼
香
礼
拝
は
、
洗
面
終
了
後
か
ら
坐
禅
開
始
の
鐘
が
鳴
る
ま
で
に
行
う
と
い
う
こ
と
。
な
お
、
勅
規
の
み
は
「
於
鐘
鳴
時
」

と
あ
り
、
鐘
が
鳴
る
時
と
し
て
い
る
。
そ
の
具
体
的
な
時
間
に
つ
い
て
み
る
と
、『
五
山
十
刹
図
』「
育
王
山
の
更
点
図
」
で
は
二
更
三
点
に

「
大
衆
漸
洗
面
。
聖
僧
侍
者
点
灯
（
大
衆
漸
に
洗
面
す
。
聖
僧
侍
者
点
灯
す
）」（『
大
乗
寺

開

山

徹
通
義
介
禅
師
関
係
資
料
集
』
五
九
頁
）
と
あ
り
、
三
更
一
点
に

「
和
尚
入
堂
、
頭
首
赴
堂
（
和
尚
入
堂
し
、
頭
首
堂
に
赴
く
）」
と
あ
る
こ
と
か
ら
「
二
更
三
点
後
か
ら
三
更
一
点
前
ま
で
」
と
な
る
。
ま
た
、『
左

觽
』
で
は
「
四
更
五
点
後
か
ら
五
更
三
点
前
」
と
指
摘
す
る
（
七
八
四
頁
）。
た
だ
し
、『
入
衆
須
知
』「
入
衆
之
法
」
に
は
「
二
更
一
点
開
枕
。

三
更
五
点
起
」（
卍
続
蔵
一
一
一
、
四
七
五
頁
右
上
）
と
し
て
「
三
更
五
点
」
に
起
床
す
る
と
あ
る
こ
と
か
ら
そ
の
時
間
は
一
定
し
て
い
な
い
。
こ
の
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点
に
つ
い
て
、
伊
藤
秀
憲
「
道
元
禅
師
時
代
の
叢
林
の
時
刻
法
」（『
続
輯
永
平
正
法
眼
蔵
蒐
書
大
成
』
月
報
六
、
大
修
館
書
店
、
一
九
九
五
年
）
で
は
、
一

更
当
た
り
の
時
間
は
必
ず
し
も
等
間
隔
に
あ
る
も
の
で
は
な
い
た
め
、
定
ま
っ
た
時
間
帯
を
指
す
も
の
で
は
な
い
と
指
摘
す
る
。
な
お
、
更
点

法
に
関
し
て
は
「『
弁
道
法
』（
一
）」
語
註
㉘
を
参
照
の
こ
と
。

㊻
披
袈
裟
、
先
合
掌
頂
戴
…
…
校
規
に
は
「
披
袈
裟
」
の
前
に
「
密
地
将
袈
裟
出
後
門
外
披
。
平
常
離
被
位
（
密
地
に
袈
裟
を
将
て
後
門
外
に
出
で
て
披

け
よ
。
平
常
は
被
位
を
離
れ
て
）」
と
あ
る
。
ま
た
、
勅
規
で
は
「
蔵
袖
内
出
後
門
外
披
。
平
常
亦
離
被
位
披
袈
裟
（
袖
内
に
蔵
し
て
後
門
外
に
出
で
て
披

け
よ
。
平
常
も
亦
た
被
位
を
離
れ
て
袈
裟
を
披
け
る
）」
と
の
記
述
が
み
え
る
。【
校
異
】
参
照
。

㊼
念
偈
云
…
…
袈
裟
を
搭
け
る
時
に
唱
え
る
偈
文
。
搭
袈
裟
偈
。
解
脱
服
・
福
田
衣
は
と
も
に
袈
裟
を
示
す
語
。
道
元
禅
師
の
『
弁
道
法
』（
春
秋

社
本
六
、
三
六
頁
）
及
び
『
正
法
眼
蔵
』「
袈
裟
功
徳
」（
春
秋
社
本
二
、
三
二
三
頁
・
三
二
九
～
三
三
〇
頁
）、「
伝
衣
」（
春
秋
社
本
一
、
三
七
二
～
三
七
三

頁
）
で
は
「
大
哉
解
脱
服
、
無
相
福
田
衣
。
披
奉
如
来
教
、
広
度
諸
衆
生
」（「『
弁
道
法
』（
二
）」
語
註
㊵
参
照
）
と
す
る
が
、
校
規
・
備
規
・
勅
規

で
は
「
善
哉
解
脫
服
、
無
相
福
田
衣
、
我
今
頂
戴
受
、
世
世
常
得
披
」
と
あ
り
、
本
文
と
同
様
の
偈
文
と
な
っ
て
い
る
。
な
お
、
備
規
に
は

「
唵
悉
陀
耶
娑
婆
訶
」、
勅
規
に
は
「
唵
悉
陀
耶
娑
訶
」
の
句
が
付
加
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
句
に
つ
い
て
『
無
量
寿
禅
師
日
用
清
規
』
で
は
袈
裟

を
搭
け
る
際
に
唱
え
る
真
言
と
し
て
「
五
條
真
言
、
唵
悉
陀
耶
娑
婆
訶
。
七
絛
真
言
、
唵
度
波
度
波
莎
訶
。
九
絛
真
言
、
唵
摩
訶
迦
婆
波
吒
悉

利
莎
訶
」（『
五
山
版
中
国
禅
籍
叢
刊
』
五
、
四
六
九
頁
）
と
あ
る
。
こ
れ
を
踏
ま
え
る
と
、
備
規
・
勅
規
に
付
加
さ
れ
た
句
は
五
条
衣
を
搭
け
る
際
の

真
言
と
な
る
。

㊽
先
摺
搭
手
処
、
後
解
環
…
…「
搭
手
処
」
は
袈
裟
を
搭
け
た
際
に
左
腕
に
掛
け
る
袈
裟
の
部
分
の
こ
と
。「
環
」
は
袈
裟
を
搭
け
る
際
、
結
ん
だ

紐
を
掛
け
る
輪
の
こ
と
。
袈
裟
を
外
す
際
に
は
、
ま
ず
左
腕
に
掛
け
て
い
る
袈
裟
の
側
か
ら
畳
み
、
そ
れ
か
ら
環
に
掛
け
て
い
る
紐
を
解
く
と

い
う
こ
と
。「
手
に
搭
け
る
処
を
摺
む
」
こ
と
に
つ
い
て
、『
稗
説
』
に
は
「
此
示
摺
袈
裟
之
法
。
先
摺
搭
手
処
者
、
恐
袈
裟
角
著
地
也
。
搭
手

処
即
左
辺
也
。（
此
は
袈
裟
を
摺
む
法
を
示
す
。
先
に
手
に
搭
け
る
処
を
摺
む
と
は
、
袈
裟
角
の
地
に
著
く
こ
と
を
恐
れ
る
こ
と
な
り
。
手
を
搭
け
る
処
と
は
即
ち
左
辺

な
り
。）」（
上
之
一
、
三
四
オ
）
と
し
、
袈
裟
角
が
地
面
に
着
く
こ
と
を
避
け
る
た
め
、
手
に
搭
け
て
い
る
袈
裟
の
左
辺
か
ら
先
に
摺
む
と
す
る
。
ま

た
、『
左
觽
』
巻
一
六
で
は
「
忠
曰
、
是
即
九
条
已
上
大
衣
著
法
而
言
之
。
然
律
宗
非
於
禅
家
以
九
条
右
辺
摺
掛
左
臂
。
律
家
著
法
見
六
物
図

〈
纂
註
三
巻
三
二
丈
〉
又
六
物
辨
訛
〈
七
丈
〉
有
遶
達
之
論
、
而
取
遶
左
之
義
。
忠
嘗
就
宗
覚
律
師
而
質
之
。
覚
云
、
今
之
律
衣
、
右
辺
到
左
腋
、

無
複
余
耳
。
忠
曰
、
然
則
大
同
七
条
衣
也
。（
忠
曰
く
、
是
れ
即
ち
九
条
已
上
の
大
衣
の
著
法
に
し
て
之
を
言
う
。
然
る
に
律
宗
、
禅
家
に
於
い
て
九
条
の
右
辺
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を
以
て
摺
ん
で
左
臂
に
掛
く
こ
と
を
非そ

し
る
。
律
家
の
著
法
は
六
物
図
〈
纂
註
三
巻
三
二
丈
〉
又
は
六
物
辨
訛
〈
七
丈
〉
を
見
る
に
遶
達
の
論
有
り
て
左
を
遶
す
の
義
を
取

る
。
忠
嘗
て
宗
覚
律
師
に
就
い
て
之
を
質
す
。
覚
云
く
、
今
の
律
衣
、
右
辺
、
左
腋
に
到
り
て
、
複
た
余
無
き
の
み
と
。
忠
曰
く
、
然
れ
ば
則
ち
大
き
さ
七
条
衣
に
同
じ

な
り
。）」（
七
八
五
頁
）
と
あ
り
、
九
条
以
上
の
袈
裟
を
摺
む
作
法
と
し
て
い
る
。
な
お
、
当
時
、
禅
僧
が
搭
袈
裟
の
際
に
袈
裟
の
右
辺
を
左
臂
に

掛
け
る
こ
と
に
対
し
て
律
宗
側
か
ら
批
判
が
あ
っ
た
こ
と
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
仮
に
こ
の
よ
う
な
搭
袈
裟
方
法
で
あ
っ
た
場
合
、「
搭

手
処
」
と
は
左
臂
に
掛
け
て
あ
る
袈
裟
の
右
辺
を
指
す
こ
と
に
な
る
。
た
だ
し
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
道
忠
自
身
が
同
時
代
の
宗
覚
律
師
に
、

当
時
の
律
宗
で
は
袈
裟
の
右
辺
が
左
脇
下
に
到
る
ま
で
の
大
き
さ
で
あ
る
こ
と
が
如
法
で
あ
っ
た
こ
と
を
確
認
し
て
い
る
。
ち
な
み
に
、
袈
裟

に
つ
い
て
は
、
語
註
㊼
で
み
た
備
規
・
勅
規
に
付
加
さ
れ
た
真
言
と
の
関
係
か
ら
見
れ
ば
五
条
衣
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
五
条
衣
に
つ
い
て
は
、

道
誠
撰
『
釈
氏
要
覧
』（
一
〇
一
九
刊
）
巻
上
「
法
衣
章
」
に
よ
れ
ば
「
絡
子
、
或
呼
掛
子
。
蓋
此
先
輩
僧
創
之
、
後
僧
効
之
。
又
亡
衣
名
、
見

掛
絡
在
身
故
、
因
之
称
也
。
今
南
方
禅
僧
、
一
切
作
務
皆
服
。
以
相
不
如
法
。
諸
律
無
名
。
幾
為
講
流
非
之
（
絡
子
、
或
い
は
掛
子
と
呼
ぶ
。
蓋
し

此
れ
先
輩
僧
、
之
を
創
し
、
後
の
僧
之
を
効
う
。
又
た
衣
の
名
を
亡
ず
る
は
、
掛
絡
の
身
に
在
る
を
見
る
が
故
に
、
之
に
因
て
称
す
る
な
り
。
今
、
南
方
の
禅
僧
、
一
切

の
作
務
に
て
皆
な
服
す
に
、
相
の
不
如
法
を
以
て
す
。
諸
律
に
名
無
し
。
幾
ん
ど
講
流
之
を
非
と
す
る
こ
と
を
為
す
）」（
大
正
五
四
、
二
七
〇
頁
下
）
と
あ
る
。
北
宋

時
代
に
南
方
の
禅
僧
が
作
務
の
際
に
身
に
つ
け
て
い
た
絡
子
は
、
律
蔵
に
は
な
い
非
公
式
な
も
の
で
あ
る
た
め
、
禅
宗
以
外
の
人
に
非
難
さ
れ

た
と
い
う
。
そ
こ
で
、『
根
本
百
一
羯
磨
』
第
十
巻
の
記
述
を
と
り
あ
げ
て
、
五
条
衣
と
は
大
き
な
も
の
で
縦
三
肘
・
横
五
肘
、
小
さ
な
も
の

で
縦
二
肘
・
横
四
肘
で
あ
り
、
袈
裟
を
搭
け
た
際
に
袈
裟
上
部
が
臍
を
、
袈
裟
下
部
が
両
膝
を
隠
す
大
き
さ
ま
で
の
も
の
と
し
、
こ
れ
を
「
守

持
衣
」
と
称
し
て
い
た
と
い
う
。
こ
の
「
守
持
衣
」
に
つ
い
て
は
、
川
口
高
風
「
五
条
衣
の
変
遷
し
た
掛
絡
と
守
持
衣
」（『
日
本
仏
教
学
会
年
報
』

七
四
、
二
〇
〇
九
年
）
に
よ
れ
ば
、「
そ
の
頃
の
絡
子
で
着
用
可
能
な
袈
裟
の
寸
法
の
最
小
限
の
も
の
」（
一
七
一
頁
）
で
あ
る
と
い
う
。
以
上
の
内

容
を
踏
ま
え
る
と
「
五
条
衣
」
を
搭
け
て
い
た
可
能
性
も
推
測
さ
れ
る
。

㊾
不
得
以
口
～
勾
袈
裟
…
…
口
で
袈
裟
を
銜
え
た
り
、
顎
で
袈
裟
を
挿
ん
で
折
り
曲
げ
て
は
い
け
な
い
と
い
う
こ
と
。

㊿
問
訊
…
…
合
掌
し
な
が
ら
頭
を
低
く
垂
れ
て
挨
拶
す
る
こ
と
。
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一
、
本
稿
は
、『
瑩
山
清
規
』
諸
本
の
「
年
中
行
事
」（
七
月
一
三
日
〜
大
晦
日
）、
及
び
④
の
「
回
向
文
」
に
収
録
さ
れ
て
い
る
「
涅
槃
講
式
」
を
翻
刻

掲
載
す
る
も
の
で
あ
る
。

一
、
翻
刻
に
際
し
て
は
、
以
下
に
掲
げ
る
底
本
八
本
の
内
、「
年
中
行
事
」
が
収
録
さ
れ
る
六
本
を
、
三
段
組
み
の
対
照
表
を
二
点
作
成
し
て
示
し

た
。
冒
頭
の
数
字
は
、
各
本
の
書
写
・
開
版
年
時
順
に
付
し
た
も
の
で
、「
解
題
」（〈
一
〉
所
収
）
に
付
し
た
番
号
と
一
致
す
る
。

　

①
禅
林
寺
本
『
瑩
山
清
規
』（
永
和
二
年
・
一
三
七
六
）
書
写
本
―
年
中
・
日
中
・
月
中
・
回
向

　

②
大
乘
寺
蔵
永
享
六
年
本
（
永
享
六
年
・
一
四
三
四
）
書
写
本
―
年
中
ノ
ミ

　

③
大
乘
寺
蔵
愚
休
書
写
本
（
文
明
八
年
・
一
四
七
六
）
書
写
本
―
日
中
・
月
中
・
回
向
ノ
ミ

　

④
永
光
寺
蔵
麟
広
書
写
本
（
明
応
一
〇
年
・
一
五
〇
一
）
書
写
本
―
日
中
・
月
中
・
回
向
ノ
ミ

　

⑤
山
上
氏
旧
蔵
『
瑩
山
清
規
』（「
麟
広
本
」
と
元
来
一
本
）
―
年
中
ノ
ミ

　

⑥
永
光
寺
蔵
光
椿
書
写
本
（
文
亀
三
年
・
一
五
〇
三
）
書
写
本
―
日
中
・
月
中
・
回
向
・
年
中

　

⑦
月
舟
開
版
『
瑩
山
清
規
』（
延
宝
五
年
・
一
六
七
七
）
刊
本
―
日
中
・
月
中
・
回
向
・
年
中

　

⑨
卍
山
開
版
『
瑩
山
清
規
』（
延
宝
九
年
・
一
六
八
一
）
刊
本
―
日
中
・
月
中
・
回
向
・
年
中

一
、
底
本
は
、
①
は
原
本
所
蔵
者
の
許
可
を
得
て
、
曹
洞
宗
文
化
財
調
査
委
員
会
が
撮
影
し
た
写
真
と
、『
中
世
禅
籍
叢
刊
』
六　

禅
宗
清
規
集
（
臨

川
書
店
、
二
〇
一
四
年
）
を
併
用
し
、
②
③
は
大
乘
寺
（
石
川
県
金
沢
市
）
所
蔵
本
（
石
川
県
立
美
術
館
寄
託
保
管
）、
④
⑥
⑨
は
永
光
寺
（
石
川
県
羽
咋
市
）

所
蔵
本
を
、
原
本
所
蔵
者
の
許
可
を
得
て
撮
影
し
た
写
真
を
、
⑦
は
当
セ
ン
タ
ー
が
所
蔵
す
る
、
徳
泉
寺
（
新
潟
県
上
越
市
）
所
蔵
本
の
マ
イ
ク

ロ
フ
ィ
ル
ム
複
写
本
を
そ
れ
ぞ
れ
用
い
た
。

一
、
⑤
は
、
原
本
の
所
在
が
不
明
で
あ
る
た
め
（〈
一
〉
一
三
一
頁
参
照
）、
田
島
柏
堂
「
山
上
氏
蔵
『
瑩
山
清
規
』
と
愛
知
学
院
大
学
図
書
館
「
瑩
山

示
寂
祭
文
」
に
つ
い
て
」（『
瑩
山
禅
師
研
究
』、
瑩
山
禅
師
奉
讃
刊
行
会
、
一
九
七
四
年
、
六
九
〇
頁
）
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
、
巻
頭
・
巻
末
の
写
真
二
葉

を
除
い
て
は
、
鏡
島
元
隆
監
修
、
東
隆
眞
訓
註
『
瑩
山
禅
師
清
規
』（
大
法
界
閣
、
一
九
七
四
年
、
一
九
二
頁
〜
二
二
八
頁
）
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
、
⑨

と
の
校
異
を
引
用
す
る
こ
と
で
暫
定
的
翻
刻
と
し
た
。

共
同
研
究
「
瑩
山
禅
師
の
総
合
的
研
究
」
―
『
瑩
山
清
規
』
の
研
究
―　

凡
例



一
六
一

一
、
対
照
表
は
、
①
②
⑥
の
表
を
先
に
、
⑤
⑦
⑨
の
表
を
後
に
掲
載
し
た
。（
一
）・（
二
）
と
は
変
更
さ
れ
て
い
る
の
で
注
意
さ
れ
た
い
。

一
、『
瑩
山
清
規
』
に
関
す
る
概
説
や
、
底
本
の
書
誌
情
報
等
に
つ
い
て
は
、「
解
題
」（〈
一
〉
所
収
）
に
ま
と
め
て
記
し
た
の
で
、
合
わ
せ
参
照
さ
れ

た
い
。

一
、
本
文
は
比
較
対
照
の
便
宜
上
、
内
容
を
考
慮
し
た
上
で
段
分
け
し
た
が
、
原
典
の
も
の
と
は
異
な
る
場
合
が
あ
る
。

一
、
丁
数
は
各
段
の
末
に
「（
一
オ
〜
ウ
）」
と
表
記
し
、
二
冊
以
上
の
場
合
は
「（
■
冊
一
オ
〜
二
ウ
）」
と
表
記
し
た
。
な
お
、
①
禅
林
寺
本
は
、

地
冊
に
錯
簡
が
見
ら
れ
る
が
、『
中
世
禅
籍
叢
刊
』
六
に
お
い
て
は
そ
れ
を
訂
正
し
た
上
で
掲
載
し
て
い
る
た
め
、
本
稿
に
お
い
て
も
修
正
後
の

丁
数
を
記
載
し
た
。

一
、
原
典
の
改
行
位
置
に
は
」
を
入
れ
、
丁
数
変
更
を
伴
う
改
行
位
置
に
は
』
を
入
れ
て
示
し
た
。

一
、
句
読
点
は
全
て
、
写
本
毎
に
訓
点
等
に
応
じ
て
、
本
研
究
会
に
お
け
る
検
討
の
上
で
付
し
た
も
の
で
あ
る
。
但
し
、
原
本
に
区
切
り
を
示
す
一

字
空
き
等
が
あ
る
場
合
は
、
こ
れ
を
以
て
句
読
点
に
代
え
た
場
合
も
あ
る
。

一
、
旧
字
・
異
体
字
は
、
原
則
と
し
て
全
て
新
字
に
改
め
た
。

一
、
原
典
の
訓
点
・
ル
ビ
・
繰
り
返
し
符
号
（「
〱
」
等
）・
庵い
お
り

点て
ん

（
〽
）
は
原
典
に
従
っ
て
表
記
し
た
が
、
連
続
符
・
音
合
符
・
訓
合
符
は
省
略
し
、

「
シ
テ
」・「
コ
ト
」
等
の
合
字
は
開
い
て
示
し
た
。
な
お
訓
点
に
つ
い
て
は
、
印
字
の
都
合
上
、
行
末
か
ら
次
行
の
文
頭
に
渡
っ
て
記
し
て
い
る

場
合
が
あ
る
。

一
、
割
注
は
〈　

〉
に
入
れ
て
示
し
、
割
注
内
の
折
返
し
は
／
で
示
し
た
。

一
、
文
字
が
判
読
不
能
で
、
元
の
文
字
数
が
推
定
で
き
る
箇
所
は
□
で
示
し
、
欠
字
が
他
本
で
補
え
る
場
合
は
□●

、
推
定
し
て
補
っ
た
場
合
は
□
（
●
ヵ
）と

表
記
し
た
。

一
、
原
本
の
欠
損
の
た
め
、
元
の
文
字
数
が
不
明
の
箇
所
は
〔　

〕
で
示
し
、
参
考
と
し
て
〔　
●

●
　

〕
の
よ
う
に
、
諸
本
よ
り
文
字
を
推
定
し
て
傍

記
し
た
。

一
、
原
典
が
明
ら
か
に
誤
字
で
、
正
し
い
字
が
分
か
る
場
合
は
●
（
■
ヵ
）と
し
、
衍
字
等
の
訂
正
出
来
な
い
場
合
は
●
（
マ
マ
）と
表
記
し
た
。

一
、
注
記
や
文
字
の
修
正
等
が
あ
る
場
合
は
、
該
当
字
の
右
に
「
※
」
を
付
し
、
事
項
を
各
段
の
丁
数
の
後
に
「
※
」
を
付
し
て
記
し
た
。

一
、
図
版
は
、
可
能
な
範
囲
で
翻
刻
し
つ
つ
、
該
当
箇
所
の
写
真
も
掲
載
し
た
も
の
と
、
一
切
翻
刻
せ
ず
、
写
真
掲
載
の
み
し
た
も
の
が
あ
る
。
こ



一
六
二

れ
ら
の
写
真
は
、「
年
中
行
事
」
全
体
の
翻
刻
の
後
に
、
該
当
箇
所
の
写
真
を
【
年
中
写
真
●
】
と
付
番
し
た
上
で
一
括
掲
載
し
た
。
但
し
、
写

真
で
は
文
字
の
読
解
が
困
難
で
あ
る
場
合
は
、
写
真
の
後
に
文
字
を
翻
字
し
て
補
足
し
た
。

一
、
⑦
の
写
真
は
、（
一
）（
三
）
と
同
様
に
、
石
川
県
立
図
書
館
所
蔵
本
（
請
求
記
号
：K
185/23

）
を
、
原
本
所
蔵
者
の
許
可
を
得
て
掲
載
し
た
。

一
、「
年
中
行
事
」
の
図
版
写
真
の
後
に
、「
禅
林
寺
本
「
施
餓
鬼
会
文
」、
諸
本
巻
末
諸
記
事
・
奥
書
・
刊
記
」
を
掲
載
し
た
。

一
、
最
後
に
、
④
所
収
の
「
涅
槃
講
式
」
の
翻
刻
を
、
通
常
の
二
段
組
で
付
し
た
。

一
、
講
式
中
の
声
明
譜
の
正
確
な
翻
刻
は
困
難
で
あ
る
た
め
、
翻
刻
の
後
に
、
該
当
箇
所
の
写
真
を
【
講
式
写
真
●
】
と
付
番
し
た
上
で
一
括
掲
載

し
た
。
な
お
、
写
真
番
号
は
前
号
所
収
の
「
羅
漢
講
式
」
か
ら
継
続
し
、
一
枚
目
は
前
号
に
掲
載
済
の
た
め
省
略
す
る
。

一
、
翻
刻
文
中
に
は
、
現
在
の
人
権
的
観
点
か
ら
は
不
適
当
と
考
え
ら
れ
る
表
現
が
存
在
す
る
可
能
性
が
あ
る
が
、
あ
く
ま
で
純
粋
に
学
術
研
究
を

目
的
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
決
し
て
差
別
の
肯
定
・
再
生
産
を
意
図
す
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
お
断
り
し
て
お
く
。

付
記　

本
研
究
に
際
し
て
、
所
蔵
史
料
の
使
用
を
ご
許
可
頂
き
ま
し
た
、
大
乘
寺
東
隆
眞
老
師
、
永
光
寺
屋
敷
智
乗
老
師
、
禅
林
寺
諏
訪
大
明
老

師
、
写
真
掲
載
の
ご
許
可
を
頂
き
ま
し
た
、
石
川
県
立
図
書
館
様
、
調
査
に
ご
協
力
頂
き
ま
し
た
、
大
本
山
總
持
寺
祖
院
監
院
鈴
木
永
一
老
師
、

桂
芳
院
田
島
毓
堂
老
師
、
石
川
県
立
美
術
館
村
瀬
博
春
様
、
当
セ
ン
タ
ー
講
師
尾
崎
正
善
老
師
、
山
上
家
様
に
誌
し
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す

（
所
属
・
肩
書
は
二
〇
二
〇
年
当
時
）。
な
お
本
稿
執
筆
中
に
、
東
隆
眞
老
師
ご
遷
化
の
報
に
接
し
ま
し
た
。
誌
し
て
哀
悼
の
意
を
表
し
ま
す
。

　
　
　
　

本
研
究
会
参
加
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　

講
師
…
…
…
…
…
…
佐
藤
秀
孝
（
駒
澤
大
学
教
授
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

常
任
研
究
員
…
…
…
小
早
川
浩
大
（
宗
学
研
究
部
門
主
任
）、
澤
城
邦
生
、
秋
津
秀
彰

　
　
　
　
　
　
　
　
　

宗
学
研
究
部
門
研
究
員
…
…
…
永
井
賢
隆
、
山
内
弾
正

　
　
　
　
　
　
　
　
　

教
化
研
修
部
門
研
究
生
…
…
…
久
松
彰
彦
、
秦
慧
洲

        

※ 

講
師
・
常
任
研
究
員
の
指
導
の
下
、
翻
刻
は
常
任
研
究
員
・
研
究
員
・
研
究
生
が
行
っ
た
。
な
お
、
当
号
を
以
て
、
当
初
予
定
分
の
『
瑩

山
清
規
』
の
翻
刻
は
完
了
し
た
。「
解
題
補
遺
」
に
つ
い
て
は
、
次
号
以
降
に
掲
載
、
も
し
く
は
よ
り
完
全
な
形
で
の
「
解
題
」
に
よ
っ
て

代
え
る
予
定
で
あ
る
。



一
六
三

※
「『
瑩
山
清
規
』
の
研
究
（
二
）」「
同
前
（
三
）」
追
記
・
訂
正
（
傍
点
が
あ
る
場
合
は
訂
正
箇
所
を
示
す
）

（
二
）
三
一
六
頁　
「
◎
亦
涅
槃
講
時
兼
日
貼
昭
牌
」　

誤
字
訂
正

　
　
　
　
　
　

 　
（〈
下
冊
五
六
ウ
〉
ニ
「
歎
仏
会
之
坐
位
」
図
版
ア
リ
。【
写
真
15
】
参
照
）』

　
　
　
　
　
　

↓
（〈
下
冊
五
六
オ
〉
ニ
「
歎
仏
会
之
坐
位
」
図
版
ア
リ
。【
写
真
15
】
参
照
）』

（
三
）
二
〇
三
頁　

⑤
山
上
氏
旧
蔵
麟
広
書
写
本　

誤
字
訂
正

　
　
　
　
　
　
　

 

ト
判
断
刷
シ
タ
。
↓
ト
判
断
シ
タ
。



①
禅
林
寺
本
『
瑩
山
清
規
』（
永
和
二
年
書
写
）

②
大
乘
寺
蔵
永
享
六
年
書
写
本

⑥
永
光
寺
蔵
光
椿
書
写
本
（
文
亀
三
年
書
写
）

一
六
四

一
六
四

七※

月
十
三
日
。
衆
寮
諷
経
。
如
結
夏
。」

十※

四
日
。
土
地
堂
念
誦
。
疏
云
〈
銀
銭
、
茶

湯
等
儀
式
、
皆
如
結
夏
〉、」

切
以
、
金
風
扇
野
、
白
帝
司
方
。
当
覚
皇
解

制
之
時
、
是
法
歳
周
円
之
日
。」
九
旬
無
難
、

一
衆
咸
安
。
誦
持
万
徳
洪
名
、
回
向
合
堂
真

宰
。
仰
憑
大
衆
」
念
。　

回
向
、
如
結
夏
。

四
節
、
皆
同
。　

十
四
日
晩
、
施
餓
鬼
供
。

庫
下
所
管
。
大
幡
」〔　
四

流
　
　

、　
小

幡
　

〕
廿
五

流
、
銀
銭
、
疏
等
、
皆
維
那
所
管
也
。
幡
大

者
、
立
四
方
、
幡
小
者
、」〔　
立

供
　
　

物

〕
盆
器

上
。
小
幡
者
、
五
色
也
。
銘
云
、　

唵

唎
吽

娑
婆
呵
。」

 

（
天
冊
二
四
ウ
）

※ 

七
月
十
三
日
…
上
欄
外
、「
七
月
」（
別
筆
）
ア

リ
。

※
十
四
日
…
上
欄
外
、「
念
誦
」（
別
筆
）
ア
リ
。

七
月
十
三
日
。
衆
寮
諷
経
。
如
結
夏
。」

十
四
日
。
土
地
堂
念
誦
。
疏
云
〈
銀
銭
、
茶

湯
等
儀
／
式
、
皆
如
結
夏
〉、』

切
以
、
金
風
扇
野
、
白
帝
司
方
。
当
覚
皇
解

制
之
時
、
是
法
」
歳
周
円
之
日
。
九
旬
無

難
、
一
衆
咸
安
。
誦
持
万
徳
洪
名
、」
回
向

合
堂
真
宰
。
仰
憑
大
衆
念
〈
回
向
、
如
結

夏
。
／
四
節
、
皆
同
〉。」

十
四
日
晩
、
施
餓
鬼
供
。
庫
下
所
管
。
大
旛

四
流
、
小
旛
廿
」
五
流
、
銀
銭
、
疏
等
、
皆

維
那
所
等
（
管
ヵ
）也
。
旛
大
者
、
立
四
方
。
旛
」
小

者
、
立
供
物
盆
器
上
。
小
旛
者
、
五
色
也
。

　

銘
云
、」

唵

哆
唎
吽

呵
。」

 

（
三
五
ウ
〜
三
六
オ
）

七
月
十
三
日
。
衆
寮
諷
経
。
如
結
夏
。」

十
四
日
。
土
地
堂
念
誦
。
疏
云
〈
銀
銭
、
茶

湯
等
儀
／
式
、
皆
如
結
夏
〉、』

切※
ニ
以
レ
ハ
・
金
風
扇
テレ
野
ニ
・
白
帝
司
ルレ
方
ヲ
・

当
テ二
覚
皇
解
制
之
時
ニ一

・
是
レ
法
」
歳
周
円
之

日ヒ
ナ
リ
・
九
旬
無
クレ
難
、
一
衆
咸
ク
安
シ
・
誦
二

持
シ
万
徳
ノ
洪
名
ヲ一

・
」
回
二
向
ス
合
堂
ノ
真
宰

ニ一
・
仰
テ
憑
ム
大
衆
ノ
念
ン
コ
ト
ヲ
・〈
回
向
、
如

結
夏
。
／
四
節
、
皆
同
〉。」

十
四
日
晩
、
施
餓
鬼
供
。
庫
下
所
管
。
大
旛

四
流
、
小
旛
廿
」
五
流
、
銀
銭
、
疏
等
、
皆

維
那
所
管
也
。
旛
大
者
、
立
四
方
。
旛
」
小

者
、
立
供
物
盆
器
上
。
小
旛
者
、
五
色
也
。

　

銘
云
、」

唵

哆
唎
吽

呵
。」

 

（
七
九
ウ
〜
八
〇
オ
）

※ 

切
ニ
以
レ
ハ
・
…
以
下
、「
・
」
ガ
底
本
ニ
付
サ
レ

テ
イ
ル
場
合
ハ
、
句
読
点
ニ
代
エ
テ
コ
レ
ヲ
付

ス
。「
・
」
ハ
全
テ
朱
筆
。



一
六
五

一
六
五

〔　
十

四

日

。
大

座

湯

　
　
　
　
　
　

〕
後
、
在
少
間
、
仏
殿

前
露
地
、
立
台
盤
安
供
物
台
一
対
。
一
者
、

飯
、
一
』〔　
者

、
菓

子

也

。
鉢

盛

　
　
　
　
　
　
　

〕
水
、
加

溝
萩
。
時
主
（
至
ヵ
）、

維
那
、
令
行
者
報
施
餓
鬼
案

内
、
鳴
」〔　
鐘

、
集

衆

、
維

　
　
　
　
　

〕
那
、
出
班
焼

香
、
請
主
人
両
班
、
問
訊
。
〻
〻
了
、
又
請

施
餓
鬼
人
、
主
」〔　
人

或

首

　
　

〕
座
等
尊
宿
、

令
施
餓
鬼
。
維
那
、
唱
文
、
大
衆
、
同
音
、

初
改
十
方
念
」〔
■仏

■、

〕　

供
物
加
持
、
左
手

作
拳
、
抑
左
腰
、
右
手
作
施
与
印
、
廻
加
持

食
。
灑
水
」
呪
時
、
先
右
手
作
水
印
。
所
謂

大
拇
指
、
握
之
、
四
指
並
立
。
七
遍
加
持

間
、
三
」
遍
後
、
右
手
取
溝
萩
、
灑
水
。
開

口
呪
時
、
弾
指
三
下
。
施
与
呪
時
、
握
飯
」

投
庭
上
。
五
仏
超
請
証
明
時
、
又
合
掌
而
至

回
向
。　

施
餓
鬼
法
。
先
問
訊
」
供
物
。　

先
合
掌
念
仏
〈
三
／
反
〉。
〽
（
朱
筆
）若※

人
欲
了
知

　

三
世
一
切
仏　

応
観
法
界
性
」
一
切
唯
心

造
〈
正※

本
／
無
之
〉　

南
無
十
方
仏　

南
無

十
方
法　

南
無
十
方
僧　

南
無
」
本
師
釈
迦

牟
尼
仏　

南
無
大
慈
大
悲
救※

苦
観
世
音
菩
薩

十
四
日
。
大
座
湯
後
、
在
少
間
、
仏
殿
前
露

地
、
立
台
盤
供
」
物
一
対
。
一
者
、
飯
、
一

者
、
菓
子
也
。
鉢
盛
水
、
加
溝
萩
。
時
至
、」

維
那
、
令
行
者
報
施
餓
鬼
案
内
。
鳴
鐘
、
集

衆
、
維
那
、
出
班
』
焼
香
、
請
主
人
両
班
、

問
訊
。
問
訊
了
、
又
請
施
餓
鬼
人
。
主
」
人

或
首
座
等
尊
宿
、
令
施
餓
鬼
。
維
那
、
唱

文
、
大
衆
、
同
音
、」
初
改
十
方
念
仏
〈
合

掌
〉。
供
物
加
持
、
左
手
作
拳
、
抑
左
腰
、」

右
手
作
施
与
印
、
廻
加
持
食
。
灑
水
呪
時
、

先
右
手
作
水
」
印
。
所
謂
大
拇
指
、
握
之
、

四
指
並
立
。
七
遍
加
持
間
、
三
遍
」
後
、
右

手
取
溝
萩
、
灑
水
。
開
口
呪
時
、
弾
指
三

下
。
施
与
呪
」
時
、
握
飯
投
庭
上
。
五
仏
召

請
証
明
時
、
又
合
掌
而
至
回
」
向
。　

施
餓

鬼
法
、
先
問
訊
供
仏
。　

先
合
掌
念
仏
、
三

遍
。」

南※

無
十
方
仏　

南
無
十
方
法　

南
無
十
方

僧
」
南
無
本
師
釈
迦
牟
尼
仏　

南
無
大
慈
大

悲
観
世
音
』
菩
薩
〈
次
供
物
加
持
。
左
手
／

拳
印
、
右
手
施
印
〉。」

十
四
日
。
大
座
湯
後
、
在
少
間
、
仏
殿
前
露

地
、
立
台
盤
供
」
物
一
対
。
一
者
、
飯
、
一

者
、
菓
子
也
。
鉢
盛
水
、
加
溝
萩
。
時
至
、」

維
那
、
令
行
者
報
施
餓
鬼
案
内
。
鳴
鐘
、
集

衆
、
維
那
、
出
班
』
焼
香
、
請
主
人
両
班
、

問
訊
。
問
訊
了
、
又
請
施
餓
鬼
人
。
主
」
人

或
首
座
等
尊
宿
、
令
施
餓
鬼
。
維
那
、
唱

文
、
大
衆
、
同
音
、」
初
改
十
方
念
仏
〈
合

掌
〉。
供
物
加
持
、
左
手
作
拳
、
抑
左
腰
、」

右
手
作
施
与
印
、
廻
加
持
食
。
灑
水
呪
時
、

先
右
手
作
水
」
印
。
所
謂
大
拇
指
、
握
之
、

四
指
並
立※

。
七
遍
加
持
間
、
三
遍
」
後
、
右

手
取
溝
萩
、
灑
水
。
開
口
呪
時
、
弾
指
三

下
。
施
与
呪
」
時
、
握
飯
投
庭
上
。
五
仏
召

請
証
明
時
、
又
合
掌
而
至
回
」
向
。　

施
餓

鬼
法
、
先
問
訊
供
仏
。　

先
合
掌
念
仏
、
三

遍
。」

・※

南
無
十
方
仏　

南
無
十
方
法　

南
無
十
方

僧
」
南
無
本
師
釈
迦
牟
尼
仏　

南
無
大
慈
大

悲
観
世
音
』
菩
薩
〈
次
供
物
加
持
。
左
手
／

拳
印
、
右
手
施
印
〉。」



①
禅
林
寺
本
『
瑩
山
清
規
』

②
大
乘
寺
蔵
永
享
六
年
書
写
本

⑥
永
光
寺
蔵
光
椿
書
写
本

一
六
六

一
六
六

　

〽
（
朱
筆
）南
無
」
啓
教
阿
難
尊
者
〈
三
／
反
〉

〈
正※

本
／
無
之
〉〈
次
灑
水
真
言
。
水
印
大

拇
、
握
之
。
□四

指
、
並
立
加
持
〉。
南
無
、

薩
婆
、
怛
多
蘗
』
多
、
縛
盧
枳
帝
、
唵
、
三

摩
羅
、
〻
〻
〻
吽
〈
七
／
反
〉〈
次
開
口
真

言
。
弾
／
指
三
下
加
持
〉。
南
無
蘇
噌
婆
」

耶
、
怛
多
蘗
多
耶
、
怛
姪
佗
、
唵
、
蘇
噌
〻

〻
、
婆
耶
蘇
噌
、
〻
〻
〻
〻
、
娑
婆
訶
〈
七

反
／
三※

反
、」
如
本
〉〈
次
施
与
飽
満
真
言
。

五
／
指
、
皆
立
外
向
加
持
〉。
南
無
三
曼
多

没
駄
喃
梵
〈
廿
一
反
／
三※

反
、
如
本
〉〈
次

五
仏
超
請
証
明
／
加
持
。
合
掌
印
〉。」
南※
一

無

多
宝
如
来　

南二
無
妙
色
身
如
来　

南三
無
甘
露

王
如
来　

南四
無
広
」
博
身
如
来　

南五
無
離
怖

畏
如※

来
〈
三
反
〉。
回
向　

〽
（
朱
筆
）南
無
阿
弥
陀

婆
耶
、
多
陀
」
伽
佗
耶
、
多
你
夜
佗
、
阿
弥

利
都
婆
毘
、
阿
弥
唎
哆
、
悉
耽
婆
毘
、
阿
弥

唎
」
多
、
毘
迦
蘭
帝
、
阿
弥
唎
哆
、
毘
迦
蘭

哆
、
伽
弥
膩
、
伽
〻
那
、
枳
多
迦

、
娑
」

□婆

訶※

〈
三
反
〉〈
次
供
物
加
持
。
左
手
／
拳

神
呪
加
持
浄
飲
食　

普
施
河
沙
衆
鬼
神　

咸

皆
飽
」
満
捨
慳
心　

悉
脱
幽
冥
生
善
道　

帰

依
三
宝
発
菩
」
提　

究
竟
得
成
無
上
覚　

功

徳
無
辺
尽
未
来　

一
」
切
衆
生
同
法
食
〈
次

灑
水
真
言
。
水
印
大
拇
、
／
握
之
。
四
指
、

並
立
加
持
〉。」

南
無
、
薩
縛
、
怛
他
蘗
多
、
縛
盧
枳
帝
、

唵
、
三
摩
羅
、
三
塵
羅
」
吽
〈
七
遍
〉　
〈
次

開
口
真
言
。
弾
指
三
下
加
持
〉。」

南
無
蘇

婆
耶
、
蘇

婆
耶
蘇

娑
婆
訶

〈
三
遍
〉」

〈
次
施
与
飽
満
真
言
。
五
／
指
、
皆
立
、
外

向
加
持
〉。」

南
無
三
曼
陀
没
多
喃

〈
三
遍
〉。　
〈
次
五

仏
召
請
証
／
明
加
持
。
合
掌
印
〉。』

南
無
多
宝
如
来　

南
無
妙
色
身
如
来　

南
無

甘
露
」
王
如
来　

南
無
広
博
身
如
来　

南
無

離
怖
畏
如
来
」〈
三
／
遍
〉。　

回
向
。」

汝
等
鬼
神
衆
、
我
今
施
汝
供
。
此
食
遍
十

方
、
一
切
鬼
神
」
供　

願
以
此
功
徳
、
普
及

神
呪
加
持
浄
飲
食　

普
施
河
沙
衆
鬼
神　

咸

皆
飽
」
満
捨
慳
心　

悉
脱
幽
冥
生
善
道　

帰

依
三
宝
発
菩
」
提　

究
竟
得
成
無
上
覚　

功

徳
無
辺
尽
未
来　

一
」
切
衆
生
同
法
食　

〈
次
灑
水
真
言
。
水
印
大
拇
、／
四ヒ

握
之
。
四

指
、
並
立
加
持
〉。」

南
無
、
薩
縛
、
怛
他
蘗
多
、
縛
盧
枳
帝
、

唵
、
三
摩
羅
、
三
塵
羅
」
吽
〈
七
遍
〉　
〈
次

開
口
真
言
。
弾
指
三
下
加
持
〉。」

南
無
蘇

婆
耶
、
蘇

婆
耶
蘇

娑
婆
訶

〈
三
遍
〉」

〈
次
施
与
飽
満
真
言
。
五
／
指
、
皆
立
、
外

向
加
持
〉。」

南
無
三
曼
陀
没
多
喃

〈
三
遍
〉。　
〈
次
五

仏
召
請
証
／
明
加
持
。
合
掌
印
〉。』

南
無
多
宝
如
来　

南
無
妙
色
身
如
来　

南
無

甘
露
」
王
如
来　

南
無
広
博
身
如
来　

南
無

離
怖
畏
如
来
」〈
三
／
遍
〉。　

回
向
。」

汝
等
鬼
神
衆
、
我
今
施
汝
供
。
此
食
遍
十

方
、
一
切
鬼
神
」
供　

願
以
此
功
悳
、
普
及



一
六
七

一
六
七

印
、
右
手
施
印
〉。
神※

呪
加
持
浄
飲
食
、
（
朱
筆
）普

施
河
沙
衆
鬼
」〔　
神　
、
咸

皆

　
　

〕
飽
満
捨
慳

心
、
（
朱
筆
）悉
脱
幽
冥
生
善
道
、
（
朱
筆
）帰
依
三
宝
発
菩

提
、
（
朱
筆
）究

竟
」〔　
得　
成

無

上

覚

　
　
　

〕、
（
朱
筆
）功

徳
無
辺
尽

未
来
、
（
朱
筆
）一

切
衆
生
同
法
食
〈
此
呪
、
如
正
本

者
、
載
／
観
世
音
菩
薩
之
下
〉。
汝
等
」

〔　
鬼

神

衆

　
　
　

、　
我

今
　

〕
施
汝
供　

此
食
遍
十
方

　

一
切
鬼
神
供　

〽
以
此
修
行
衆
善
根
、』

〔　
報　
答

父

母

劬

労

　
　
　
　

〕
徳　

存
者
福
楽
寿
無
窮

　

亡
者
離
苦
生
安
養
」〔　
四　
恩

三

有

　
　

〕
諸
含

識　

三
途
八
難
苦
衆
生　

倶
蒙
悔
過
洗
瑕
疵

　

尽
出
」〔　
輪

回

生

　
　

〕
浄
土
〈
如※

正
本
、／
無

此
呪
也
〉。
願
以
此
功
徳　

普
及
於
一
切　

我
等
与
衆
生　

皆
共
成
仏
道
。
十
方
〈
三
世

／
々
々
〉。」

 

（
天
冊
二
四
ウ
〜
二
六
オ
）

※ 

若
人
欲
了
知
…
以
下
、
原
典
ニ
句
読
点
ニ
代
ワ
ル

空
白
ガ
ア
ル
場
合
ハ
、
句
読
点
ヲ
省
略
シ
タ
。
以

下
ノ
本
段
ハ
【
年
中
写
真
71
】
参
照
。

※ 

〈
正
本
／
無
之
〉
…
コ
ノ
割
注
ハ
朱
筆
。
庵
点

（
〽
）
カ
ラ
コ
ノ
割
注
マ
デ
ノ
文
ガ
「
正
本
」
ニ

於
一
切
、
我
等
与
衆
生
、
皆
共
」
成
仏
道
。

十
方
三
世
一
切
諸
仏
、
諸
尊
菩
薩
摩
訶
薩
、

摩
」
訶
般
若
波
羅
蜜
。

 

（
三
六
オ
〜
三
七
ウ
）

※
南
無
十
方
仏
…
以
下
、
原
典
ニ
句
読
点
ニ
代
ワ
ル

空
白
ガ
ア
ル
場
合
ハ
、
句
読
点
ヲ
省
略
シ
タ
。

於
一
切
、
我
等
与
衆
生
、
皆
共
」
成
仏
道
。

十
方
三
世
一
切
諸
仏
、
諸
尊
菩
薩
摩
訶
薩
、

摩
訶
」
般
若
波
羅
蜜
。

 

（
八
〇
オ
〜
八
一
ウ
）

※
立
…
「
並
七
」
ノ
間
ニ
「
○
」
ヲ
付
シ
、
同
行
末

ニ
「
立上

」
ト
ア
ル
指
示
ヲ
反
映
シ
テ
移
ス
。

※
・
南
無
十
方
仏
…
「
・
」（
朱
筆
）
ハ
上
欄
ニ
ア

リ
。
以
下
、
原
典
ニ
句
読
点
ニ
代
ワ
ル
空
白
ガ
ア

ル
場
合
ハ
、
句
読
点
ヲ
省
略
シ
タ
。



①
禅
林
寺
本
『
瑩
山
清
規
』

②
大
乘
寺
蔵
永
享
六
年
書
写
本

⑥
永
光
寺
蔵
光
椿
書
写
本

一
六
八

一
六
八

ハ
記
載
サ
レ
テ
イ
ナ
イ
ノ
意
。
以
下
略
。
注
記
ニ

基
ヅ
ク
「
正
本
」
ノ
本
文
ハ
、
本
稿
末
ニ
別
掲
シ

タ
ノ
デ
参
照
サ
レ
タ
イ
。

※ 

救
苦
観
世
音
菩
薩
…
「
救
苦
」
ノ
文
字
上
ニ
線

（
朱
筆
）
ヲ
引
キ
、
右
、「
二
字
、
正
本
無
之
。
如

正
本
者
、
此
下
、
載
神
呪
加
持
」（
朱
筆
）
注
記

ア
リ
。

※
〈
正
本
／
無
之
〉
…
コ
ノ
割
注
ハ
朱
筆
。

※
三
反
、
如
本
…
割
注
ノ
コ
ノ
四
字
ノ
ミ
朱
筆
。

※
三
反
、
如
本
…
割
注
ノ
コ
ノ
四
字
ノ
ミ
朱
筆
。

※
南一
無
多
宝
如
来
…
以
下
、
文
字
ノ
左
上
ニ
記
サ
レ

ル
数
字
ハ
全
テ
朱
筆
。「
南
」
ノ
上
ニ
「
○
」
ヲ

付
シ
、
ソ
レ
ニ
対
シ
テ
線
ヲ
引
キ
、
右
、「
〽
南

無
宝
勝
如
来
。
本
無
之
」（「
〽
」「
本
無
之
」
ハ

朱
筆
）
注
記
ア
リ
。

※
如
来
〈
三
反
〉
…
「
来
」
ノ
下
ニ
「
○
○
」
ヲ
付

シ
、
上
ノ
「
○
」
ニ
対
シ
テ
「
南三
無
甘
露
王
如

来
」
カ
ラ
線
ヲ
引
キ
、
下
ノ
「
○
」
ニ
対
シ
テ
線

ヲ
引
キ
、
右
、「
〽

（
朱
筆
）南
無
阿
弥
陀
如
来
」
注
記
ア

リ
。



一
六
九

一
六
九

※
訶
…
右
、「
如
本
者
無
之
」（
朱
筆
）
注
記
ア
リ
。

※
神
呪
加
持
浄
飲
食
、

（
朱
筆
）…
以
下
、「
、
（
朱
筆
）」
ト
ア
ル
読

点
ハ
、
全
テ
原
典
ニ
付
サ
レ
テ
イ
ル
モ
ノ
ニ
依

ル
。

※
〈
如
正
本
、／
無
此
呪
也
〉
…
コ
ノ
割
注
ハ
朱
筆
。

□次

宣
疏
云
、」

　
　
　
　
　

 

南
閻※

浮
提
大
日
本
国
丶
州

庄
、　

山　

寺
開
闢
〈
某
甲
〉
謹
封
」

南※

閻
浮
提
大
日
本
国
北
陸
道
〈
ヽ
／
ヽ
〉
国

庄
、　

山　

寺
開
闢
〈
某
甲
〉
等
、」

　

 

今
月
十
四
日
、
恭
遇
衆
僧
自
恣
、
法
歳
周

円
之
時
節
、
謹
率
現
前
」
大
衆
等
、
詣
覚

皇
之
宝
前
、
以
弁
微
供
、
而
呪
普
施
河
沙

之
功
」
徳
、
加
法
施
而
救
諸
来
之
群
類

者
。」

窃※

以
、
業
山
幽
邃
、
日
月
光
不
能
照
、
苦
海

嶮
浪
、
賢
聖
力
不
得
」
渡※

。
智
梯
如
無
便
、

慈
□光

似
失
術
。
梵
釈
之
不
能
奈
何
、
諸
仏
』

悲※（
愍
ヵ
）疏

上

二
十
五
類

　
　

次
宣
疏
云
、」  

南
閻
浮
提
大
日
本
国
北
陸
道
能
登
国
酒
井

保
、
洞
谷
山
永
光
禅
寺
開
闢
〈
某
甲
〉
等
、」

　

 

今
月
十
四
日
、
恭※
ク
遇
テ二　

衆
僧
自
恣
、

法
歳
周
円
之
時
」
節
ニ一
、
謹
テ
率
テ二
現
前
大

衆
ヲ一
、
詣
テ二
覚
皇
之
宝
前
ニ一
、
以
テ
弁
テ二
微

供
ヲ一
、
而※

」
呪
普
ク
施※
テ二
河
沙
之
功
徳
ヲ一
、

加
テ二

法
施
一
、
而
救
二
諸
来
ノ
之
群
類
ヲ一
」

者
。」

窃ヒ

ニ
以
レ
ハ
、
業
山
幽
邃
ニ
シ
テ
、
日
月
ノ
光ヒ

モ
不

レ
能
レ
照
コ
ト
、
苦
海
ノ
嶮
浪
ハ
、
賢
聖
ノ
力
モ
」

　
　

次
宣
疏
云
、」  

南
閻
浮
提
大
日
本
国
北
陸
道
能
登
国
酒
井

保
、
洞
谷
山
永
光
寺
開
闢
某
甲
等
、」

　

 

今
月
十
四
日
、
恭
ク
遇
テ二　

衆
僧
自
恣
、

法
歳
周
円
之
時
」
節
ニ一
、
謹
ン
テ
率
シ
テ

二

現
前

大
衆※
ヲ一・
詣
シ
テ

二

覚
皇
之
宝
前
ニ一・
以
テ
弁
テ二
微

供
ヲ一

而
・
』
呪※

普
ク
施
シ二
河
沙
之
功
悳
ヲ一
・

加
テ二
法
施
ヲ一

而
・
救
ン二
諸
来
ノ
之
群
類
ヲ一
」

者
ナ
リ
。」

窃
ニ
以（
マ
マ
）
レ
・
業
山
幽
邃
ニ
シ
テ
、
日
月
ノ
光
モ
不
レ

能
レ
照
コ
ト
・
苦
海
嶮
浪
ニ
シ
テ
、
賢
聖
ノ
力
モ
」



①
禅
林
寺
本
『
瑩
山
清
規
』

②
大
乘
寺
蔵
永
享
六
年
書
写
本

⑥
永
光
寺
蔵
光
椿
書
写
本

一
七
〇

一
七
〇

之
徒
雖※
ト
モ
拱
手
、
尺
（
釈
ヵ
）尊
、
廻
方
便
、
而
借

衆
僧
威
神
之
力
、
目
連
、
助
悲
母
、
而
救
」

飢
饉
極
重
之
苦
。
可
尊
、
安
居
同
修
之
威
神

力
、
已
超
、
三
世
覚
皇
之
仏
」
智
力
。
不

疑
、
和
合
衆
僧
之
功
徳
聚
、
頓
消
、
業
定
受

苦
之
罪
悪
聚
。
盂
蘭
」
盆
供
、
自
此
始
、
大

施
餓
鬼
、
勤
修
久
。
是
以
、
兼
日
、
各
〻
漸

修
之
経
呪
力
、
漸
」
驚
此
界
它
方
之
業
苦

海
。
今
夜
、
如
〻
円
頓
之
心
王
呪
、
頓
崩
妄

想
実
」
受
之
浮
塵
山
。
若
然
者
、
現
前
微

施
、
供
沙
界
恒
沙
界
之
飢
饉
類
。
群
」
聚
含

類
、
受
無
尽
無
辺
際
之
法
供
養
、
頓
飽
足
無

為
実
相
之
法
味
、」〔　
速

遊
　
　

戯

〕
逍
遥
自
在
之

安
楽
、
存
亡
斉
導
、
怨
親
普
利
。
諷
誦
、
如

後
。」

〔（

妙

法

蓮

ヵ

）

　
　
　
　

〕
華
経　
　

什
麼
経
」

〔　
上

来

、
諷

誦

経

呪

　
　
　
　
　
　

〕
功
徳
回
向
、
無
尽
法

界
一
切
群
類
、
財
法
飢
饉
悪
趣
鬼
神
、
邪

党
」〔　
天

魔

僻

修

含

生

。
飽

満

　
　
　
　
　
　
　
　

〕
法
味
、
咸

発
正
智
、
軽
重
諸
業
、
皆
得
解
脱
、
隠
顕
利

不
スレ
得
レ
渡
コ
ト
ヲ
。
智
梯
モ
如
クレ
無
カレ
便タ
ヨ
リ
、
慈

航
モ
似
タ
リ

レ

失
ニレ
術
ヲ
。
梵
釈
モ
之
不
スレ
能
レ
奈
」

何
コ
ト
、
諸
仏
之
徒
ト
モ
カ
ラ

雖
ト
モ

レ

拱
ス
ト

レ

手
ヲ
、
釈

尊
、
廻メ

ラ
シ
テ

二

方
便
ヲ一
、
而
借
テ二
衆
僧
威
神
」

之
力
ヲ一
、
目
連
、
助
テ二
悲
母
ヲ一
、
而
救
二
飢
饉

極
重
之
苦
ヲ一
。
可
シレ
尊タ
ト
フ
、
安
居
」
同
修
之
威

神
力
、
已
ニ
超
タ
リ

二

三
世
覚
皇
之
仏
智
力
ニ一
。

不
スレ
疑
、
和
」
合
衆
僧
之
功
徳
聚
、
頓
ニ
消
ス二

業
定
受
苦
之
罪
悪
聚
ヲ一
。
盂
蘭
」
盆
供
、
自

リレ
此コ
レ
始ハ
シ
マ
リ
、
大
施
餓
鬼
、
勤
修
ス
ル
コ
ト
久
シ
。

是コ
ヽ
ヲ
以
テ
、
兼
日
、
各オ
ノ

各〱
漸
」
修
ノ
之
経
呪

力
、
漸ヤ
ウ
ヤク

驚
ス二
此
界
他
方
之
業
苦
海
ヲ一
。
今コ

夜ヨ
イ

、
如
如
ノ
』
円
頓
之
心
王
呪
、
頓
ニ
崩
ス二
妄

想
実
受
之
浮
塵
山
ヲ一
。
若
シ
然シ
ア
ラ
ハ者
、」
現
前
微

施
ノ
供
、
沙
界
恒
沙
界
之
飢
饉
類
。
群
聚
含カ
ン

類
、
受
テ二
」
無
尽
無
辺
際
ノ
之
法
供
養
ヲ一
、
頓

ニ
飽
二
足
スシ
無
為
実
相
ノ
之
法
味
ニ一
、」
速ス
ミ
ヤニ

遊
二

戯
セ
ン
逍
遥
自
在
ノ
之
安
楽
ニ一
。
存
亡
斉ヒ
ト
シク

導ミ
チ
ヒ

キ
、
怨
親
普ア
マ
ネク
利
ス
。
諷
」
誦
、
如
後
。」

大
乗
妙
法
蓮
華
経
」

不
レ
得
レ
渡
ス
ル
コ
ト
ヲ
・
智
梯
モ
如
クレ
無
カレ
便タ
ヨ
リ
・

慈
航
モ
似
リレ

失ウ
シ
ナ
ウ
ニ

レ

術
ヲ
・
梵
釈
モ
之
不
レ
能
二

奈
」
何
ス
ル
コ
ト

一

、
諸
仏
モ
之
徒
ニ
雖
ト
モ

レ

拱
タ
ン
タ
ク
トレ

手
ヲ
、
釈
尊
、
廻
シ
テ

二

方
便
ヲ一
、
而
借
テ二
衆
僧

威
神
」
之
力
ヲ一

・
目
連
、
助
ケ二
悲
母
ヲ一
而
・
救

フ二
飢
饉
極
重
之
苦
ヲ一

・
可
シレ
尊
ム
、
安
居
」
同

修
之
威
神
力
、
已
ニ
超コ
エ
タ
リ

二

三
世
覚
皇
之
仏
智

力※
ニ一
。
不
レ
疑
、
和
」
合
衆
僧
之
功
悳
聚
・

頓
ニ
消
ス二
業
定
受
苦
之
罪
悪
聚
ヲ一

・
盂
蘭
」
盆

供
、
自
レ
此
始
テ
・
大
施
餓
鬼
、
勤
修
ス
ル
コ
ト

久
シ
・
是
ヲ
以
テ
、
兼
日
、
各
各
漸
」
修
之
経

呪
力
・
漸
ク
驚
ス二
此
界
他
方
之
業
苦
海
ヲ一
・
今

夜
、
如
如
』
円
頓
之
心
王
呪
・
頓
ニ
崩
ン二
妄

想
実
受
之
浮
塵
山
ヲ一

・
若
シ
然
ラ
ハ
者
、」
現
前

ノ
微
施
、
供
セ
ン

二

沙
界
恒
沙
界
之
飢
饉
類
ニ一

・

群
聚
含
類
、
受
テ二
」
無
尽
無
辺
際
之
法
供
養

ヲ一・
頓
ニ
飽
二
足
シ
無
為
実
相
之
法
味
ニ一・
」
速
ニ

遊
二
戯
セ
ン
逍
遥
自
在
之
安
楽
ニ一
・
存
亡
斉
ク

導
キ
、
怨
親
普
ク
利リ
セ
ン
・
諷
」
誦
、
如
シレ
後
ノ
。

　
　
〈
施※

餓
鬼
之
疏
与
可
漏
、
不
押
印
有
謂



一
七
一

一
七
一

益
。
同
円
種
智
」
者
。
十
方
〈
丶
／
丶
〉。』

疏
并
銀
銭
幡
、
皆
焼
之
。
次
楞
厳
呪
。
回
向

　

上
来
、
諷
誦
経
呪
、
楞
厳
」
秘
蜜
神
呪
功

徳
、
回
向　

無
尽
法
界
一
切
含
類
、
財
法
飢

饉
無
量
鬼
神
、」
悪
趣
群
生
、
邪
魔
僻
徒
。

飽
満
法
味
、
正
智
開
発
、
広
度
衆
生
、
同

〈
円
種
智
／
者
。
十
方
〈
丶
／
丶
〉〉。」

次
結
縁
諷
経
。
任
諸
衆
意
。　

次
小
参
。
如

結
夏
。」

 

（
天
冊
二
六
オ
〜
地
冊
一
オ
）

　
※
悲

疏
上
・
二
十
五
類
…
文
字
上
ニ
三
宝
印
ノ
指

示
（
朱
筆
）
ア
リ
。【
年
中
写
真
71
】
参
照
。

※
閻
浮
提
…
文
字
囲
イ
ハ
朱
筆
。

※
南
…
コ
ノ
行
ノ
上
欄
外
ニ
「
□

（
施
ヵ
）餓
鬼
」（
別
筆
）

ア
リ
。

※
竊
以
・
渡
智
…
ソ
レ
ゾ
レ
ノ
行
ノ
上
欄
外
ニ
「
○

―
」
ア
リ
。
前
行
ニ
合
ワ
セ
テ
一
字
下
ゲ
ト
シ
タ

モ
ノ
ヲ
訂
正
シ
、
一
字
下
ゲ
ト
シ
ナ
イ
ノ
指
示
ト

考
エ
ラ
レ
ル
タ
メ
、
本
稿
デ
ハ
コ
ノ
指
示
ヲ
反
映

シ
タ
。

※
雖
…
「
徒
難ヒ

拱
」
ト
ア
リ
、
コ
ノ
行
ノ
上
欄
外
ニ

什
麼
経
」

上
来
、
諷
誦
経
呪
功
徳
、
回
向　

無
尽
法
界

一
切
群
類
、」
財
法
飢
饉
悪ヲ

趣
鬼
神
、
邪
党

天
魔
僻
修
含
生
。
飽
満
法
」
味
、
咸
発
正

智
、
軽
重
諸
業
、
皆
得
解
脱
、
隠
顕
利
益
、

同
円
』
種
智
者
。
十
方
三
世
〈
云
云
〉。」

　
　
　
　
　
　

 

南
閻
浮
提
大
日
本
国
能
州

酒
井
保
洞
谷
山
永
光
禅
寺
開
闢
某
甲　

」

疏
并
銀
銭
旛
、
皆
焼
之
。
次
楞
厳
呪
、
回

向
」

上
来
、
諷
誦
経
呪
、
楞
厳
秘
密
神
呪
功
徳
、

回
向
」

無
尽
法
界
一
切
含
類
、
財
法
飢
饉
無
量
鬼

神
、
悪
趣
群
」
生
、
邪
魔
僻
徒
。
飽
満
法

味
、
正
智
開
発
、
広
度
衆
生
、
同
円
」
種
智

者
。
十
方
三
世
〈
云
云
〉。」

次
結
縁
諷
経
。
任
諸
衆
意
。　

次
小
参
。
如

結
夏
。」  

（
三
七
ウ
〜
三
九
オ
）

※
恭
…
以
下
ノ
訓
点
ハ
全
テ
別
筆
ト
思
ワ
レ
ル
。

悲※

愍　

疏
上

二
十　

五
類

謹等封

之
儀
、
云
〻
〉」

大
乗
妙
法
蓮
華
経
」

什
麼
経
」

上
来
、
諷
誦
経
呪
功
悳
、
回
向　

無
尽
法
界

一
切
群
類
、」
財
法
飢
饉
悪
趣
鬼
神
、
邪
党

天
魔
僻
修
含
生
。
飽
満
法
」
味
、
咸
発
正

智
、
軽
重
諸
業
、
皆
得
解
脱
、
隠
顕
利
益
、

同
円
』
種
智
者
。
十
方
三
世
〈
云
云
〉。」

　
　
　
　
　
　
　

 

南
閻
浮
提
大
日
本
国
能

州
洞
谷
山
永
光
寺
開
闢
某
甲　

」

疏
并
銀
銭
旛
、
皆
焼
之
。
楞
厳
呪
、
回
向
」

上
来
、
諷
誦
経
呪
、
楞
厳
秘
密
神
呪
功
悳
、

回
向
」

無
尽
法
界
一
切
含
類
、
財
法
飢
饉
無
量
鬼

神
、
悪
趣
群
」
生
、
邪
魔
僻
徒
。
飽
満
法

味
、
正
智
開
発
、
広
度
衆
生
、
同
円
」
種
智

者
。
十
方
三
世
一
切
諸
仏
、
諸
尊
菩
薩
摩
訶

薩
摩
訶
。」

次
結
縁
諷
経
。
任
諸
衆
意
。　

次
小
参
。
如

結
夏
。」 

（
八
一
ウ
〜
八
三
オ
）

悲※

愍　

疏
上

二
十　

五
類

黒紙

謹等封



①
禅
林
寺
本
『
瑩
山
清
規
』

②
大
乘
寺
蔵
永
享
六
年
書
写
本

⑥
永
光
寺
蔵
光
椿
書
写
本

一
七
二

一
七
二

「
雖
ト
モ
」
ト
記
シ
テ
訂
正
ス
ル
ヲ
反
映
ス
。

十
五
日
。
礼
数
、
一
如
結
夏
。　

楞
厳
会
満

散
疏
云
、」  

妙
湛
惣
持
不
動
尊　

首
楞
厳
王
世
希
有
」

銷
我
億
劫
顛
倒
想　

不
歴
僧
祇
護
法
身
」

南※

閻
浮
提
大
日
本
国
加
賀
国　

郡  

庄
、　

山　

寺
開
闢
〈
某
甲
〉
等
、」

　

 

七
月
十
五
日
、
当
法
歳
周
円
之
辰
。
是
衆

僧
自
恣
之
日
。
雲
集
比
丘
」
衆
、
満
散
楞

厳
会
、
諷
誦　

大
仏
頂
万
行
首
楞
厳
神
呪

※
而
…
コ
ノ
字
ノ
下
欄
外
ニ
「
経
」
ア
リ
。
本
文
ト

ハ
別
筆
、
訓
点
ト
ハ
同
筆
ト
思
ワ
レ
ル
。

※
施
テ二
…
訓
点
ノ
「
テ
」
ハ
「
シ
」
ヲ
修
正
シ
タ
モ

ノ
ト
思
ワ
レ
ル
。

※
悲
愍　

疏
上
〜
等謹封

…
【
年
中
写
真
72
】
参
照
。

十
五
日
。
礼
数
、
一
如
結
夏
。』

楞
厳
会
満
散
疏
云
、」

　

妙
湛
総
持
不
動
尊　

首
楞
厳
王
世
希
有
」

　

銷
我
億
劫
顛
倒
想　

不
歴
僧
祇
護
法
身
」

南
閻
浮
提
大
日
本
国
能
州
賀
島
郡
酒
井
保
、

洞
谷
山
永
光
寺
開
闢
〈
某
甲
〉
等
、」

　

 

七
月
十
五
日
、
当
法
歳
周
円
之
辰
。
是
衆

僧
自
恣
之
」
日
。
雲
集
比
丘
衆
、
満
散
楞

厳
会
、
諷
誦
大
仏
頂
万
行
」
首
楞
厳
神

※
衆
ヲ一

・
…
以
下
、「
・
」
ガ
底
本
ニ
付
サ
レ
テ
イ
ル

場
合
ハ
、
句
読
点
ニ
代
エ
テ
コ
レ
ヲ
付
ス
。「
・
」

ハ
全
テ
朱
筆
。

※
呪
…
上
、
文
字
ノ
抹
消
ア
リ
。

※
力
ニ一
…
訓
点
ノ
「
ニ
」
ハ
「
ヲ
」
ヲ
訂
正
シ
タ
モ

ノ
。

※
〈
施
餓
鬼
〜
云
〻
〉
…
コ
ノ
割
注
ハ
朱
筆
。

※
悲
愍　

疏
上
〜
等謹封

…
【
年
中
写
真
73
】
参
照
。

十
五
日
。
礼
数
、
一
如
結
夏
。』

楞
厳
会
満
散
疏
云
、」

　

妙
湛
総
持
不
動
尊　

首
楞
厳
王
世
希
有
」

　

銷
我
億
劫
顛
倒
想　

不
歴
僧
祇
護
法
身
」

南※

閻印

浮
提
大
日
本
国
北
陸
道
能
州
賀
島
郡
酒

井
保
、
洞
谷印山
永
光
寺
開
闢
〈
某印甲
〉
等
、」

　

 

七
月
十
五
日※

・
当
テ二
法
歳
周
円
之
辰
ニ一
・

是
レ
衆
僧
自
恣
之
」
日ヒ
ナ
リ
・
雲
如
集
ル
比

丘
衆
・
満
二
散
シ
楞
厳
会
ヲ一

・
諷
二
誦
ス
大
仏



一
七
三

一
七
三

功
徳
、
祝
」
献　

護
法
諸
天
、
守
道
諸

神
、
大
権
真
宰
、　

今
年
歳
分
、
主
執
聡

明
、」
日
本
天
地
開
闢
伊
勢
大
神
宮
、　

当

国
一
宮
白
山
妙
理
大
権
現
、　

八
幡
大
菩
』

薩※ 

、
稲
荷
大
明
神
、
気
比
気
多
両
社
大
菩

薩
、
当
州
□列

廟
六
十
余
州
三
千
」
余
座
、

遐
邇
神
祇
、
当
山
土
地
、
匝
寺
聖
賢
、
四

恩
三
有
。
法
界
衆
生
、
同
円
種
」
智
者
。」

右（
密
ヵ
）

蜜
以
、
涌
宝
光
於
無
見
頂
相
、
有
化
仏
之

宣
揚
。
建
勝
幢
於
室
羅
筏
城
、」
銷
摩
登
之

幻
妄
。
昨
、
属
長
期
之
安
居
、
啓
此
勝
会
、

今
、
当
覚
皇
之
解
制
、」
各
円
法
歳
種※

知
。

乗
此
神
呪
力
、
而
三
惑
頓
消
、
忽
開
此
明
呪

心
、
□而

□十

地
速
登
。」
情
与
無
情
、
同
音
説

法
、
能
与
所
境
、
互
換
主
伴
。
常
恒
為
仏

事
、
不
退
施
」
法
益
。
外
、
重
睿
筭
無
窮
之

山
徳
、
而
加
風
雨
調
適
之
恵
祐
於
天
下
、

内
、」
転
法
輪
不
退
之
性
海
、
而
普
日
月
照

耀
之
智
光
於
群
生
。　

謹
疏
。」

　
　
　
　

 

聖
照
鑑

　
　
　
　

 　
　
　
　

謹
疏
」

　
　
　
　

 

法
加
護

仏※

祖
賢

竜三
宝
印天
護

呪
、
所
集
功
徳
、
祝
献　

護
法
諸
天
、
守

道
」
諸
神
、
大
権
真
宰
、　

今
年
歳
分
、

主
執
聡
明
、　

日
本
」
天
地
開
闢
伊
勢
大

神
宮
、　

当
国
一
宮
気
多
大
菩
」
薩
、　

白

山
妙
理
権
現
、　

八
旛
大
菩
薩
、　

稲
荷

大
』
明
神
、　

当
州
列
廟
六
十
余
州
三
千

余
座
遐
邇
神
」
祇
、　

当
山
土
地
、
匝
寺

聖
賢
、
四
恩
三
有
。
法
界
衆
生
、」
同※
ク

円
種
智
者
。」

右
密ヒ
ソ
カ
ニ
以
レ
ハ
、
涌
シ
テ

二

宝
光
ヲ
於
無
見
頂
相

ニ一
、
有
リ二
化
仏
ノ
之
宣
揚
一
。
建タ
テ
ヽ

二

勝
」
幢
ヲ

於
室
羅
筏
城
ニ一
、
銷
ス二
摩
登
ノ
之
幻
妄
ヲ一
。
昨キ
ノ
ウ

ハ
属
シ
テ

二

長
期
ノ
之
安
居
ニ一
、」
啓ヒ

キ二
此
ノ
勝
会
ヲ一
、

今ケ
フ
ハ
当
テ二
覚
皇
之
解
制
ニ一
、
各ヲ
ノ

〱

円
ニ
ス

二

法
歳
ノ

知
ヲ一
。
乗
シ
テ

二

此
ノ
神
」
呪
力
ニ一
、
而
三
惑
頓
ニ

消
シ
、
忽タ
チ
マチ
ニ
開
二
明
シ
テ
此
ノ
呪
心
ヲ一
、
而
十
地

速ス
ミ
ヤ
カ
ニ
登
リ
、
情
」
与
トレ
無
情（マ
マ
）
一
、
同
二
音
ニ
シ

説
法
ヲ一
、
能
与
ト二
所
境
一
、
互
二
換
ス
主
伴
ヲ一
。

常
恒
ニ
為
シ二
仏
」
事
ヲ一
、
不
退
ニ
施
ス二
法
益
ヲ一
。

外ホ
カ

重カ
サ
ネ
テ

二

叡
筭
無
窮
之
山
徳
ヲ一
、
而
加ク
ハ
エ二
風
雨
」

調
適
之
恵
祐
ヲ
於
天
下
ニ一
、
内ウ
チ

転
テ二
法
輪
不
退

之
性
海
ヲ一
、
而
普
セ
ン

二

』
日
月
照
耀ヨ
ウ

之
智
光
於

頂
万
行
」
首
楞
厳
神
呪
ヲ一

・
所
ノレ
集
ル
功

悳
・
祝
二
献
ス　

護
法
諸
天
、
守
道
」
諸

神
、
大
権
真
宰
、　

今
年
歳
分
、
主
執
聡

明
、　

日
本
」
天
地
開
闢
伊
勢
太
神
宮
、　

当
国
一
宮
気
多
大
菩
」
薩
、　

白
山
妙
理

権
現
、　

八
旛
大
菩
薩
、　

稲
荷
大
』
明

神
・
当
州
列レ

ツ

廟
・
六
十
余
州
・
三
千
余

座
・
遐
邇
ノ
神
祇
・
」
当
山
土
地
匝サ
ウ

寺
ノ

聖
賢
ニ一
・
四
恩
三
有
、
法
界
ノ
衆
生
・
同
ク

円
ン二
」
種
智
ヲ一
者
ナ
リ
。」

右※

密
以
レ
ハ
・
涌
シ
テ

二

宝
光
於
無
見
頂
相
ニ一
・

有
リ二

化
仏
之
宣
揚
一
・
建
テ
ヽ

二

勝
」
幢
於
室

羅
筏
城
ニ一
・
銷
ス二
摩
登
之
幻
妄
ヲ一
・
昨
ハ
属
シ
テ

二

長
期
之
安
居
ニ一
・
」
啓
キ二
此
ノ
勝
会
ヲ一
・　

当

テ二
覚
皇
之
解
制
ニ一
・
各
ノ
円
ニ
ス

二

法
歳
ヲ一
・
始※

テ
・
乗
シ
テ

二

此
ノ
神
」
呪
力
ニ一
而
・
三
惑
頓
ニ
消

ス
・
忽
チ
開
二
明
シ
テ
此
ノ
呪
心
ヲ一
而
・
十
地
速
ニ

登
ル
コ
ト
・
情
」　
二
無
情
一
、
同
音
ニ
説
法
シ
・

能　
二
所
境
一
、
互
換
主
伴
シ
テ
・
常
恒
ニ
為ナ
ス二

仏
」
事
ヲ一
。
不
退
ニ
施
シ二
法
益
ヲ一・
外
ニ
ハ　
　　

二
叡
筭
無
窮
之
山
悳
ヲ一
而
・
加ク
ワ
ヘ二
風
雨
」
調
※

適

之
恵ケ
イ

祐
於
天
下
ニ一

・
内
ニ
ハ
転
シ
テ

二

法
輪
不
退
之

イ
マハ今ケフハ

ト与ト

ト与ト

カ
サ
ネ
テ
重
オ
モ
ン
シ
テ



①
禅
林
寺
本
『
瑩
山
清
規
』

②
大
乘
寺
蔵
永
享
六
年
書
写
本

⑥
永
光
寺
蔵
光
椿
書
写
本

一
七
四

一
七
四

　
　
　
　

 
元
亨
四
年
七
月
十
五
日
、
五
十
四

世
法
孫
嗣
祖
比
丘
〈
某
甲
〉
等
謹

疏
』

　
　
　

 

如
来
円
通　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

南
閻
浮

　
　
　

 

勝
会
十
方

提
大
日
本
国　

州　

庄　

山　

寺
開
闢
比
丘

〈
某
甲
□等

〉〈
謹
／
封
〉」

楞
厳
呪
罷
、
仏
母
云
、　

阿
難
、
是
仏
頂
光

聚
、
悉
怛
多
鉢
怛
羅
、
秘
蜜
伽
陀
」
微
妙
章

句
、
出
生
十
方
一
切
諸
仏
。
十
方
如
来
、
因

此
呪
心
、
得
成
無
上
証
徧
」
知
覚
、
十
方
如

来
、
執
此
呪
心
、
降
伏
諸
魔
、
制
諸
外
道
、

十
方
如
来
、
乗
此
呪
」
心
、
坐
宝
蓮
華
、
応

微
塵
国
、
乃
至
十
方
如
来
、
伝
此
呪
心
、
於

□滅

度
後
、
付
」
仏
法
事
、
究
竟
住
持
、
厳
浄

戒
律
、
悉
得
清
浄
。」

摩
訶
般
若
波
羅
蜜　

如
例　

回
向
、
如
結

夏
。」

主
人
、
両
班
、
礼
数
、
如
結
夏
。　

秉
払
儀
、

本※

師
楞
厳

教※

主　
　

三
宝
南
閻

群
生
ニ一
。　

謹
疏
。」

仏
祖
賢
聖
昭
※
ア
キ
ラ
カ
ニ
鑑　

謹
疏
」

龍
天
護
法
加
護

　

 

元
亨
四
年
七
月
十
五
日
、
五
十
四
世
法
孫

嗣
祖
比
丘
〈
某
甲
〉
等
謹
疏
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

南
閻
浮
提
大
日

本
国
能
州
酒
井
保
洞
谷
山
永
光
寺
開
闢
某
甲

　

」
楞
厳
呪
罷
、
仏
母
云
、」

阿
難
、
是
仏
頂
光
聚
、
悉
怛
多
鉢
怛
羅
、
秘

密
伽
陀
微
妙
」
章
句
、
出
生
十
方
一
切
諸

仏
。
十
方
如
来
、
因
此
呪
、
心
得
」
成
無
上

証
徧
知
覚
、
十
方
如
来
、
執
此
呪
心
、
降
伏

諸
魔
、』
制
諸
外
道
、
十
方
如
来
、
乗
此
呪

心
、
坐
宝
蓮
華
、
応
微
塵
」
国
、
乃
至
十
方

如
来
、
伝
此
呪
心
、
於
滅
度
後
、
付
仏
法

事
、」
究
竟
住
持
、
厳
浄
戒
律
、
悉
得
清

浄
。」

本※

師
如
来　

円
通
教
主

楞
厳
勝
会　

十
方
三
宝

謹等封

性
海
ヲ一
而
・
普
セ
ン

二

』
日
月
照
耀
※
ヨ
ウ

之
智
光
於
群

生
ニ一
。　

謹
テ
疏印

。」

仏
祖
賢
聖
昭※

鑑　

謹
テ
疏印

」

龍
天
護印法
加
護

　

元印亨
四
年
七
月
十
五
日
、
五
十
四
世
法
孫

嗣
祖
比
丘
某印甲
等
、
謹
疏
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

南黄
紙

閻印浮
提
大
日
本

国
能
州
酒
井
保
洞
谷
山印

永
光
寺
開
闢
某印甲

　

」
楞
厳
呪
罷
、
仏
母
云
、」

阿
難
、
是
仏
頂
光
聚
、
悉
怛
多
鉢
怛
羅
、
秘

密
伽
陀
微
妙
」
章
句
、
出
生
十
方
一
切
諸

仏
。
十
方
如
来
、
因
此
呪
、
心
得
」
成
無
上

証
徧
知
覚
、
十
方
如
来
、
執
此
呪
心
、
降
伏

諸
魔
、』
制
諸
外
道
、
十
方
如
来
、
乗
此
呪

心
、
坐
宝
蓮
華
、
応
微
塵
」
国
、
乃
至
十
方

如
来
、
伝
此
呪
心
、
於
滅
度
後
、
付
仏
法

事
、」
究
竟
住
持
、
厳
浄
戒
律
、
悉
得
清

本※

師
如
来
円
通
教
主

楞
厳
勝
会印十
方
三
宝

謹等封



一
七
五

一
七
五

如
結
夏
。」 

（
地
冊
一
オ
〜
二
オ
）

※
南
…
コ
ノ
行
ノ
上
欄
外
ニ
「
解
夏
」（
別
筆
）
ア

リ
。

※
薩
…
別
筆
ノ
可
能
性
ア
リ
。

※
種
…
「
歳
知
」
ノ
間
ノ
右
ニ
「
〇
」
ヲ
付
シ
、
同

行
上
欄
外
ノ
「
種
」
ト
ア
ル
指
示
ヲ
反
映
ス
。
但

シ
別
筆
ノ
可
能
性
ア
リ
。

※
仏
祖
賢
・
竜
天
護
…
文
字
上
ニ
三
宝
印
ノ
指
示

（
朱
筆
）
ア
リ
。【
年
中
写
真
76
】
参
照
。

※
本
師
・
楞
厳
…
文
字
上
ニ
三
宝
印
ノ
指
示
（
朱

筆
）
ア
リ
。【
年
中
写
真
76
】
参
照
。

※
教
主
・
三
宝
・
南
閻
…
文
字
上
ニ
三
宝
印
ノ
指
示

（
朱
筆
）
ア
リ
。【
年
中
写
真
76
】
参
照
。

七
月
十
七
日
者
、　

天
童
忌
。
塔
頭
、
可
有

諷
経
。」

十
八
日
。
去
単
諸
人
、　

就
維
那
寮
、
可
請

摩
訶
般
若
波
羅
蜜　

如
例　

回
向　

結
夏
」  

 

（
三
九
オ
〜
四
一
オ
）

※
同
ク
…
以
下
ノ
訓
点
ハ
全
テ
別
筆
ト
思
ワ
レ
ル
。

※
昭
…
「
照
」
ノ
「
灬
」
ヲ
抹
消
シ
テ
訂
正
ス
。
但

シ
訓
点
ヲ
付
ス
際
ノ
訂
正
ヵ
。

※
本
師
如
来　

円
通
教
主
〜
等謹封

…
【
年
中
写
真
77
】

参
照
。

七
月
十
七
日
ハ
、
天
童
忌
ナ
リ
。
塔
頭
、
可
シレ

有
二
諷
経
一
。」

十
八
日
。
去
ルレ
単
ヲ
諸
人
、
就
テ二
維
那
寮
ニ一
、

浄
。」

摩
訶
般
若
波
羅
蜜　

如
例　

回
向　

結
夏
」

 

（
八
三
オ
〜
八
五
オ
）

※
南印閻
…
以
下
、
文
字
ノ
右
ノ
「
印
」
字
ハ
全
テ
朱

筆
。

※
日
・
…
以
下
、「
・
」
ガ
底
本
ニ
付
サ
レ
テ
イ
ル

場
合
ハ
、
句
読
点
ニ
代
エ
テ
コ
レ
ヲ
付
ス
。「
・
」

ハ
全
テ
朱
筆
。

※
右
密
…
「
密下

右上

」
ト
ア
ル
指
示
ヲ
反
映
ス
。

※
始
テ
…
「
知
」
ヲ
抹
消
シ
テ
訂
正
ス
。

※
調
…
コ
ノ
行
ノ
上
欄
外
ニ
「
於
」
ア
リ
。

※
耀ヨ

ウ

…
「
輝ヨ

ウ

」
ノ
右
ニ
「
ヒ
（
抹
消
符
）」
ヲ
付
シ
、

同
行
ノ
「
生
ニ一
」
ノ
下
ニ
「
耀上

」
ト
ア
ル
指
示
ヲ

反
映
ス
。

※
昭
…
「　
」
ノ
「
火
」
ヲ
抹
消
シ
テ
訂
正
ス
。

※
本
師
如
来　

円
通
教
主
〜
等謹封

…
【
年
中
写
真
78
】

参
照
。

七
月
十
七
日
者
、
天
童
忌
。
塔
頭
、
可
有
諷

経
。」

十
八
日
。
去
単
諸
人
、
就
維
那
寮
、
可
請
免



①
禅
林
寺
本
『
瑩
山
清
規
』

②
大
乘
寺
蔵
永
享
六
年
書
写
本

⑥
永
光
寺
蔵
光
椿
書
写
本

一
七
六

一
七
六

免
丁
抄
小
牓
頭
。』

諸
山
掛
搭
時
、
帯
免
丁
抄
掛
搭
也
。
宋
朝

者
、
不
帯
免
丁
抄
人
、
不
免
掛
」
搭
。
日
本

国
、
雖
未
行
此
儀
、
当
山
、
須
行
此
儀
。
不

請
暇
而
去
単
人
、
再
不
可
」
免
散
暇
。
軽
法

人
。
必
不
可
入
衆
。」 

（
地
冊
二
オ
〜
ウ
）

※
免
丁
抄
〜
安
居
…
【
年
中
写
真
81
】
参
照
。

八
月
一
日
。
打
鈑
、
普
請
、
坐
禅
。
若
十

五
、
若
九
月
一
日
、
随
天
気
契
気
涼
様
、
時

節
、
必
不
」
定
。 

八
月
廿
四
日
。　

永
平
二

代
忌
。
塔
頭
諷
経
。
供
茶
湯
小
供
物
。」

　
　
　
　
〈
某
甲
夏
中
〉」

 

免※

丁
抄
〈
某
甲
上
座
〉」

　
　
　
　
〈
ヽ
州
ヽ
ヽ
山
安
居
〉」

可
シレ
請
フ二
免
丁
抄
小
牓
頭
ヲ一
。」

諸
山
掛
搭
ノ
時
、
帯
シ
テ

二

免
丁
抄
ヲ一
掛
搭
ス
ル
ナ
リ

也
。
宋
朝
ニ
ハ
者
、
不
ルレ
帯
二
免
丁
」
抄
ヲ一
人
ヲ

ハ
、
不
レ
免ユ

ル
サ二
掛
搭
ヲ一
。
日
本
国
ニ
ハ
、
雖
モレ
未
トレ

行
ハ二
此
ノ
儀
ヲ一
、
当
山
ニ
ハ
、
須
シレ
行
フ二
此
ノ
』
儀

ヲ一
。
不
シ
テ

二

請
暇
一
而
去
ルレ
単
ヲ
人
ハ
、
再
ビ
不
レ

可
レ
免ユ
ル
ス二
参
暇
ヲ一
。
軽
ス
ル

レ

法
ヲ
人
ト
、
必
ス
不
」

レ
可
レ
入
レ
衆
ニ
。」 

（
四
一
オ
〜
ウ
）

※
免
丁
抄
〜
安
居
…
【
年
中
写
真
82
】
参
照
。

八
月
一
日
。
打
テレ
鈑
ヲ
、
普
請
、
坐
禅
。
若
ハ

十
五
日
、
若
ハ
九
月
一
日
ヨ
リ
ハ
、」
随
テ二
天
気
ノ

熱
気
涼
様
ニ一
、
時
節
、
必
不
レ
定
。」

八
月
廿
四
日
ハ
、
永
平
二
代
忌
ナ
リ
。
塔
頭
諷

　
　
　
　
　

 

某 

年　

夏 

中
」

 

免※

丁
抄　
　

某 

甲　

上 

座
」

　
　
　

 　
　

能
州
洞
谷
安
居
」

丁
抄
小
牓
頭
。」

諸
山
掛
搭
時
、
帯
免
丁
抄
掛
搭
也
。
宋
朝

者
、
不
帯
免
丁
」
抄
人
、
不
免
掛
搭
。
日
本

国
、
雖
未
行
此
儀
、
当
山
、
須
行
此
』
儀
。

不
請
暇
而
去
単
人
、
再
不
可
免
参
暇
。
軽
法

人
。
必
不
」
可
入
衆
。」 

（
八
五
オ
〜
ウ
）

※
免
丁
抄
〜
安
居
…
【
年
中
写
真
83
】
参
照
。

八
月
一
日
。
打
鈑
、
普
請
、
坐
禅
。
若
十
五

日
、
若
九
月
一
日
、」
随
天
気
熱
気
涼
様
。

時
節
、
必
不
定
。」

八
月
廿
四
日
。
永
平
二
代
忌
。
塔
頭
諷
経
、

　
　
　
　

 

某
年　
　

夏
中
」

 

免※

丁
抄　

某
甲　
　

上
座
」

　
　
　

 　

能
州
洞
谷
安
居
」



一
七
七

一
七
七

八※

月
廿
八
日
。　

永
平
忌
也
。
祖
師
堂
、
弁

供
具
、
如
達
磨
忌
。
伝
供
、
焼
香
、
礼
拝
、」

主
人
、
跪
炉
。
維
那
、
宣
疏
云
、」

　
　
　
　

 
目三
宝
印疏

　
　
　
　
　

  　
　
　
　
　

 

浮
提
大
日
本
国

　
　
　
　

 

平
和

加
賀
国　

庄　

山　

寺
開
闢
〈
某
甲
〉
謹
封
」

　

南※

閻
浮
提
大
日
本
国
丶
州　

郡　

庄　

山

　

 

寺
開
闢
新
戒
比
丘
〈
某
甲
〉
謹
封
』

　

 

今
月
二
十
八
日
、
恭
遇　

日
本
初
祖
、
永

平
大
和
尚
之
遠
忌
。
謹
弁
備
香
華
」
麁
茶

之
微
供
、
諷
誦　

仏
頂
首
楞
之
神
呪
、
所

集
鴻
徳
、
以
回
向
供
養
」
永
平
大
和
尚
、

以
酬
法
乳
之
恩
者
。」

右
蜜
（
密
ヵ
）惟
、　

洞
水
逆
流
、
巨
海
波
涛
、
為
雷
。

黄
竜
電
激
、
普
天
雲
雨
、
為
潤
。
曹
」
源
之

一
滴
、
点
着
而
派
流
繁
興
、
二
株
之
嬾

（
嫩
ヵ
）桂

、

覆
蔭
而
枝
条
鬱
茂
。」
五
家
〻
風
、
無
不
通
、

七
宗
〻
要
、
悉
皆
達
。
遍
参
和
漢
両
朝

□名

匠□
、
博
覧
」
内
外
顕
蜜
（
密
ヵ
）教
行
。
百
世
之
英

傑
、
千
古
之
模
範
、
吾
扶
桑
芸
祖
、
永
平
」

開
山
和
向
者
乎
。
照
第
一
天
、
而
有
明
於
日

悚※

息
咨

芸
祖
永

上※

南
閻

尚　
　

経
、
供
ス二
茶
湯
小
キ
ノ
供
」
物
ヲ一
。」

八
月
廿
八
日
ハ
、
永
平
忌
ナ
リ
也
。
祖
師
堂
ニ

弁
ス二
供
具
ヲ一
。
如
シ二
達
磨
忌
ノ一
。」
伝
供
、
焼

香
、
礼
拝
、
主
人
、
跪
炉
。
維
那
、
宣
テレ
疏

ヲ
云
ク
、」

南
閻
浮
提
大
日
本
国
能
州
賀
嶋
郡
酒
井
保
、

洞
谷
山
永
光
寺
開
闢
新
戒
比
丘
某
甲
等
、」

　

 

今
月
廿
八
日
、
恭
遇　

日
本
初
祖
永
平
和

尚
之
遠
』
忌
。　

謹
弁
備
香
華
麤
茶
之
微

供
、
諷
誦
仏
頂
首
楞
」
之
神
呪
、
所
集
鴻

徳
、
以
回
向
供
養　

永
平
大
和
尚
。」
以

酬
法
乳
之
恩
者
。」

右
密※

ヒ

惟※
レ
ハ
。
洞
水
ノ
逆
流
巨
海
ノ
。
波
濤
為
シ二

雷
。
黄
龍
ヲ一
電
激
ヲ二
普
天
ニ一
。」
雲
雨
ノ
為
レ
潤

ヲ
。
曹
源
之
一
滴
。
点
著
而
派
流
繁
興
シ
。

二
株
之
」
嫩
桂
。
覆
蔭
シ
テ
而
枝
条
鬱
茂
ス
。

五
家
ノ
家
風
無
クレ
不
云
コ
ト

レ

通
。
七
宗
宗
」
要
悉コ

ク
皆
ナ
達
ス
。
遍
二
参
シ
テ
和
漢
両
朝
ヲ一
名
匠
ニ
。

博ヒ
ロ
ク
覧マ
ミ
ユ
内
外
顕
密
ノ
教
」
行
ア
リ
。
百
世
之
英

傑
。
千
古
之
模
範
ナ
ル
ハ
。
吾
カ
扶
桑
ノ
芸
祖
永

平
開
」
山
和
尚
ナ
ル
者
カ
乎
。
照
シ
テ

二

第
一
天
ヲ一

而
有
リ下
明
ナ
ル

二

於
日
月
ヨ
リ
モ

一

眼
目
上
。
触
二
破
シ

供
茶
湯
小
供
」
物
。」

八
月
廿
八
日
。
永
平
忌
也
。
祖
師
堂
、
弁
供

具
。
如
達
磨
忌
。」
伝
供
、
焼
香
、
礼
拝
、

主
人
、
跪
炉
。
維
那
、
宣
疏
云
、」

南※

閻印

浮
提
大
日
本
国
能
州
賀
嶋
郡
酒
井
保
、

洞
谷
山印

永
光
寺
開
闢
新
戒
比
丘
某印甲
等※
印

、」

　

 

今
月
廿
八
日※

・
恭

ウ
ヤ
〱
 シ
ク
遇
テ二　

日
本
初
祖
、

永
平
和
尚
之
遠
忌
ニ一

・
』
謹ツ
ン
シ
ン
テ
弁
二
備
シ
テ

香
華
麤
茶
之
微
供
ヲ一

・
諷
二
誦
ス
仏
頂
首
楞

之
神
」
呪
ヲ一

・
所
ノレ
集
ル
鴻
徳
以モ
ツ
テ
・
回
向

供
二

養
シ
テ

一　

永
平
大
和
尚
ニ一

・
以
テ
・
酬

ン二
」
法
乳
之
恩
ヲ一
者モ
ノ
ナ
リ
。」

右キ

密
ニ

惟ヲ
モ
ン
ミ
レ
ハ
・
洞
水
逆
流
シ
テ
、
巨
海
ノ
波

涛
為
シレ
雷
ヲ
・
黄
龍
電
激ケ
キ
シ
テ
、
普
天
ノ
」
雲
雨

為ナ
スレ

潤ウ
ル
ヲ
イ
ヲ
・
曹
源
之
一
滴
、
点
着
シ
テ
而
派

流
繁
ト
興
シ
・
二ジ

株チ
ウ

之
」
嫩
桂
、
覆フ

蔭イ
ン
シ
テ
而

枝
条
鬱ウ
ツ

茂※

・
五
家
ノ
家
風
、
無
シレ
不
ト
云
コ
ト

レ

通

セ
・
七
宗
ノ
宗
」
要
、
悉
ク
皆
ナ
達タ
ツ
ス
・
遍
二
参
シ

和
漢
両
朝
ノ
名
匠
ニ一

・
博ヒ
ロ
ク
覧ミ
ル二
内
外
顕
密
ノ

教
」
行
ヲ一

・
百
世セ
イ

之
英
傑
、
千
古
之
模
範
・

吾
カ
扶
桑
ノ（
芸
ヵ
）祖
、
永
平
開
」
山
和
向
ナ
ル
者ノ
カ

乎
・
照
シ
テ

二

第
一
天
ヲ一
而
・
有
下
明ア
キ
ラ
カ
ナ
ル

レ

於ヨ
リ
モ二



①
禅
林
寺
本
『
瑩
山
清
規
』

②
大
乘
寺
蔵
永
享
六
年
書
写
本

⑥
永
光
寺
蔵
光
椿
書
写
本

一
七
八

一
七
八

月
眼
目
。
触
破
大
千
、
而
転
妙
」
於
輪
宝
法

輪
。
仰
冀
、
心
眼
相
照
号
（
兮
ヵ
）、
正
偏
宛
転
、
俯

乞
、
君
臣
道
合
、」
而
旁
参
奉
重
矣
。
謹
疏
」

　
　
　
　

 

鑒  

　
　
　
　
　
　

 

謹
疏

　
　
　
　

 

能　
　
　
　
　

禅
林
公
用
』

　
　
　

 

元※

亨
四
年
八
月
廿
八
日
曽
孫
比
丘

某
甲
等
謹
疏
」

 

（
地
冊
二
ウ
〜
三
ウ
）

※
八
月
…
コ
ノ
行
ノ
上
欄
外
ニ
「
□
（
永
ヵ
）平
」（
別
筆
）

ア
リ
。

※
悚
息
咨
・
芸
祖
永
…
文
字
上
ニ
三
宝
印
ノ
指
示

（
朱
筆
）
ア
リ
。【
年
中
写
真
86
】
参
照
。

※
上
・
尚
・
南
閻
…
文
字
上
ニ
三
宝
印
ノ
指
示
（
朱

筆
）
ア
リ
。【
年
中
写
真
86
】
参
照
。

※
南
閻
浮
…
文
字
囲
イ
ハ
朱
筆
。

※
祖
師
炳
・
慈
悲
容
…
文
字
上
ニ
三
宝
印
ノ
指
示

（
朱
筆
）
ア
リ
。【
年
中
写
真
87
】
参
照
。

※
元
亨
四
…
文
字
囲
イ
ハ
朱
筆
。【
年
中
写
真
87
】

祖※

師
炳

慈
悲
容

テ
」
大
千
ヲ一
而
転
ス二
妙
ナ
ル
於
輪
宝
ヨ
リ

一

法
輪
ヲ一
。

仰ア
ヲ
キ
冀ネ
カ
ハ
ク
ハ
。
心
眼
相
照（
マ
マ
）兮
正
偏
』
宛
転
ナ
ラ

ン
。
伏
乞
。
君
臣
道
合
シ
テ
而
旁
参
奉
重
セ
ン
。

　

謹
疏
。」

祖
師
炳ア
キ
ラ
カ
ニ
鑑カ
ヽ
ミヨ　

謹
疏
」

慈
悲
容
納

　

 

元
亨
四
年
八
月
廿
八
日　

曽
孫
比
丘　

某

甲
等　

謹
疏
」

　
　
　
　
　
　
　

 

南
閻
浮
提
大
日
本
国
能

州
酒
井
保
洞
谷
山
永
光
寺
開
闢
某
甲　

」

 

（
四
一
ウ
〜
四
二
ウ
）

※
密ヒ

…
以
下
ノ
訓
点
ハ
全
テ
本
文
ト
別
筆
、
コ
レ
以

前
ノ
訓
点
ハ
同
筆
ト
思
ワ
レ
ル
。

※
惟
〜
奉
重
…
以
下
ノ
句
点
ハ
、
原
典
ニ
付
サ
レ
テ

イ
ル
、
本
文
ト
同
筆
ト
思
ワ
レ
ル
句
点
ニ
従
ッ
テ

付
ス
。
ソ
ノ
タ
メ
、
訓
点
ト
ハ
文
ノ
区
切
リ
ガ
異

ナ
ル
場
合
ガ
ア
ル
。

悚※

息
咨
目
疏
上

芸
祖
永
平
和
尚

謹等封

日
月
一
眼
目
上
・
触
二
破
シ
テ
」
大
千
一
而
・
転

ス下
妙
ナ
ル

レ

於ヨ
リ
モ二
輪
宝
一
法
輪
ヲ上

・
仰
キ
冀ネ
カ
ハ
ク
ハ
、
心

眼
相
照
シ
・
兮
正
偏
』
宛エ
ン
デ
ン転
ス
・
伏
シ
テ
乞
フ
、

君
臣
道ミ
チ

合カ
ナ
ツ
テ
、
而
旁ハ
ウ
サ
ン参

奉
重
セ
ン
。　

謹印疏
。」

祖
師
炳
鑒  

謹
テ
疏印

」

慈
悲印容
納

　

 

元印亨
四
年
八
月
廿
八
日　

曽
孫
比
丘
某
甲

等印謹
疏
」

　
　
　
　
　
　
　
　

 

南印閻
浮
提
大
日
本
国

能
州
酒
井
保
洞
谷
山印永
光
寺
開
闢
某
甲印　

」

 

（
八
五
ウ
〜
八
六
ウ
）

※
南印閻
…
以
下
、
文
字
ノ
右
ノ
「
印
」
字
ハ
、
次
注

ノ
モ
ノ
以
外
ハ
全
テ
朱
筆
。

※
等印

…
コ
ノ
「
印
」
字
ノ
ミ
黒
筆
。

※
日
・
…
以
下
、「
・
」
ガ
底
本
ニ
付
サ
レ
テ
イ
ル

場
合
ハ
、
句
読
点
ニ
代
エ
テ
コ
レ
ヲ
付
ス
。「
・
」

ハ
全
テ
朱
筆
。

黄紙

悚※

息
咨
目
疏
上

芸
祖
永印

平
和
尚

謹等封



一
七
九

一
七
九

参
照
。

九※

月
十
四
日
。
先
師
大
乗
和
尚
忌
也
。
十
三

日
晩
間
、
法
堂
荘
厳
、
可
如
法
。」
昏
鐘
鳴
、

諷
経
。
称
大
夜
諷
経
。
眠
蔵
前
、
煎
点
。
塔

頭
、
又
可
諷
経
。
十
四
日
。」
小
師
計
、
伝

供
、
焼
香
、
礼
拝
。
主
人
、
跪
炉
。
維
那
、

宣
疏
云
、」

南
閻
浮
提
大
日
本
国
〈
ヽ
／
ヽ
〉
国　

庄
、

山　

寺
開
闢
某
甲
等
、」

　

 

今
月
十
四
日
、
恭
遇　

先
師
本
州
大
乗
開

山
、
价
公
徹
通
大
和
尚
之
遠
」
忌
。
跪
弁

　

香
花
麁
茶
之
微
供
、
誦
了
義
秘
蜜
之
神

呪
、
以
回
向
」

　

先
師
大
和
尚
、
以
酬
法
乳
之
恩
者
。」

右（
密
ヵ
）
蜜
惟
、　

雲
居
懸
記
、
弘
通
来
際
長
今
、

偃
渓
遠
識
、
興
起
宗
風
」
不
古
。
開
明
一
実

知
見
之
正
眼
、
安
住
一
切
不
為
之
三
味
。
節

倹
克
レ
己ヲ
ノ
レ
ヲ
、
□而

甘□
」
芙
蓉
九
代
之
法
味
。

※
悚
息
〜
等謹封

…
【
年
中
写
真
88
】
参
照
。

九
月
十
四
日
ハ
、
先
師
大
乗
和
尚
忌
ナ
リ
也
。

十
三
日
ノ
晩
間
、
法
」
堂
荘
厳
、
可
シ二
如
法

ナ
ル

一

。
昏コ

ジ

メ
鐘
鳴
ノ
ト
キ
、
諷
経
。
称
ス二
大
夜
諷
経

ト一
。
眠
蔵
ノ
前
、」
煎
点
。
塔
頭
、
又
可
シ二
諷

経
ス一
。　

十
四
日
。
小
師
計ハ
カ
リ
伝
供
、
焼
香
、」

礼
拝
。
主
人
、
跪
炉
。
維
那
、
宣
テレ
疏
ヲ
云

ク
、』

南
閻
浮
提
大
日
本
国
能
州
酒
井
保
、
洞
谷
山

永
光
寺
開
闢
比
丘
某
甲　

等
、」

　

 

今
月
十
四
日
、
恭
遇※
テ二　

先
師
加
州
大
乗

開
山
、
介
公
」
徹
通
大
和
尚
之
遠
忌
ニ一
、

跪
弁
シ
テ

二

香
華
麤
茶
之
微
供
一
。
誦
シ
テ
」
了

義
秘
密
之
神
呪
ヲ一
、
以
テ
回（二
脱
ヵ
）
向※
シ
奉
テ　

先
師

大
和
尚
一
。
以
テ
酬（二

脱
ヵ
）
」
法
乳
之
恩
ヲ一
者
。」

右
密
ニ
惟
レ
ハ
、
雲
居
懸
記
、
弘
二
通
シ
来
際
ニ一

長
スレ
今
ニ
。
偃
渓
遠
讖
、
興
二
起
シ
」
宗
風
ヲ一
不

レ
古
。
開
二
明
シ
テ
一
実
知
見
之
正
眼
ヲ一
、
安
二

※
茂
…
右
、「
ム
ス
」、
左
ト
「
ム
ス
」
ノ
右
、「
モ

シ
」
ア
リ
。

※
悚
息
〜
等謹封

…
【
年
中
写
真
89
】
参
照
。

九
月
十
四
日
。
先
師
大
乗
和
尚
忌
也
。
十
三

日
晩
間
、
法
」
堂
荘
厳
、
可
如
法
。
昏
鐘

鳴
、
諷
経
。
称
大
夜
諷
経
。
眠
蔵
前
、」
煎

点
。
塔
頭
、
又
可
諷
経
。　

十
四
日
。
小
師

計
伝
供
、
焼
香
、」
礼
拝
。
主
人
、
跪
炉
。

維
那
、
宣
疏
云
、』

南※

閻印

浮
提
大
日
本
国
能
州
酒
井
保
、
洞
谷

山印永
光
寺
開
闢
比
丘
某印

甲
等
、」

 　

 

今
月
十
四
日※

・
恭
ク
遇
テ二　

先
師
加
州
大

乗
開
山
、
介
公
」
徹
通
大
和
尚
之
遠
忌

ニ一
・
跪
ヒ
サ
マ
ツヒ
テ
弁
シ
テ

二

香
華
麤
茶
之
微
供
ヲ一

・誦

シ
テ

二

」
了
義
秘
密
之
神
呪
ヲ一

・
以
テ
回
二
向
シ

テ　

先
師
大
和
尚
ニ一

・
以
テ
酬
ン二
」
法
乳
之

恩
ニ一
者
ナ
リ
。」

右キ
密
ニ
惟
レ
ハ
・
雲
居
ノ
懸
記キ

、
弘
二
通
シ
テ
来
際

ニ一
・
長ツ
ネ
ニ今
シ
。
偃
渓
ノ
遠
讖
、
興
二
起
」
宗
風

ヲ一
・
不ト
コ
メ
ツ
ラ

レ
古
ニ
ス
・
開
二
明
シ
一
実
知
見
之
正
眼



①
禅
林
寺
本
『
瑩
山
清
規
』

②
大
乘
寺
蔵
永
享
六
年
書
写
本

⑥
永
光
寺
蔵
光
椿
書
写
本

一
八
〇

一
八
〇

陰
徳
蒙
他
、
而
挑
日
域
普
照
之
伝
灯
。
大
陽

溢
』
目
、
有
誰
疑
著
。
大
乗
運
載
、
無
二
物

趄シ
ソ
ス
ル
コ
ト

一

。　

謹
疏
。」

先※

師
炳
鑑　
　

謹
疏
」

慈
悲
容
納

　
　

 

某
甲
什
年
九
月
十
四
日　
〈
丶
／
丶
〉

山
〈
某
甲
〉
等
謹
疏
」

 

（
地
冊
三
ウ
〜
四
オ
）

※
九
月
…
コ
ノ
行
ノ
上
欄
外
ニ
「
大
乗
」（
別
筆
）

ア
リ
。

※
先
師
〜
謹
疏
…
【
年
中
写
真
92
】
参
照
。

住
ス
一
切
不
為
」
之
三
昧
ニ一
。
節
倹
克ヨ
ク
テ

レ

己

ヲ
、
而
甘ア
マ
ナ
イ

二

芙
蓉
九
代
之
法
味
ヲ一
、
陰
徳
蒙
シ

メ
テ
」
レ
他
、
而
挑ヤ
ク二
日
域
普
照
之
伝
灯
ヲ一
。
大

陽
溢ア
フ
ルレ
目
、
有
レ
誰
疑
著
セ
ン
。
大
」
乗
運
載
、

無
シ二
物

趄
ス
ル

一

。　

謹
疏
。』

先※

師
炳
鑒　

謹
疏
」

慈
悲
容
納

　

 

元
亨
四
年
九
月
十
四
日
、
洞
谷
山
永
光
寺

某
甲
等　

謹
疏
」

 

（
四
二
ウ
〜
四
三
ウ
）

※
遇
テ二
…
以
下
ノ
訓
点
ハ
全
テ
別
筆
ト
思
ワ
レ
ル
。

※
向
シ
奉
テ
…「
シ
」
ハ
「
ス
」
ニ
上
書
キ
シ
テ
訂
正
シ

タ
モ
ノ
。

※
先
師
〜
謹
疏
…
【
年
中
写
真
93
】
参
照
。

ヲ一・
安
二
住
シ
一
切
不
為
ノ
」
之
三
昧
ニ一・
節
倹

克ヨ
ク
シ
テ

レ

己
ヲ
而
・
甘ア
マ
ナ
ヒ

二

芙
蓉
九
代
之
法
味
ヲ一
・

陰
徳
蒙カ
フ
ム
ツ
テ
」
レ
他
而
・
挑カ
ヽ
ク二
日
域
普
照
之
伝

灯
ヲ一

・
大
陽
溢ア
フ
ルレ
目
ニ
、
有
テ
カ

レ

誰
レ
疑
著
セ
ン
・

大
」
乗
ノ
運
載
、
無ナ
シ二
物モ
ノ

趄
ス
ル

一

。　
　

謹
テ

疏印

。』
先※

師
炳
鑒　

謹
テ
疏印

」

慈
悲印容
納

　

 

元印亨
四
年
九
月
十
四
日
、
洞
谷
山印永
光
寺

某印甲
等　

謹
疏
」

 

（
八
六
ウ
〜
八
七
ウ
）

※
南印閻
…
以
下
、
文
字
ノ
右
ノ
「
印
」
字
ハ
全
テ
朱

筆
。

※
日
・
…
以
下
、「
・
」
ガ
底
本
ニ
付
サ
レ
テ
イ
ル

場
合
ハ
、
句
読
点
ニ
代
エ
テ
コ
レ
ヲ
付
ス
。「
・
」

ハ
全
テ
朱
筆
。

※
先
師
〜
謹
疏
…
【
年
中
写
真
94
】
参
照
。



一
八
一

一
八
一

十
月
一
日
。
開
炉
。
前
夜
、
僧
堂
諸
堂
、
開

炉
。
一
衆
、

手
袖
内
、
可
許
頭
帽
。
巡

堂
」
次
、
主
人
、
季
初
触
礼
。　

十
月
五
日
。

達
磨
忌
。
公
界
、
随
力
弁
供
。
伝
」
供※

、
焼

香
、
礼
拝
。
主
人
、
跪
炉
。
維
那
、
宣
疏

云
、」

南
閻
浮
提
大
日
本
国
〈
丶
／
丶
〉
国
石
河
郡

庄
、　

山  

寺
開
闢
〈
某
甲
〉
等
、」

　

 

今
月
初
五
日
、
恭
遇　

芸
祖
達
磨
大
師
、

示
寂
之
辰
、
弁
備
香
花
」
灯
明
、
以
伸
慇

懃
供
養
。
如
在
礼
拝
、
而
諷
誦　

大
仏
頂

首
楞
厳
神
」
呪
、
所
集
殊
勲
、
以
酬
法
乳

之
恩
者
。」

右※

伏
以
慧
日
西
カ
タ
沈
鷲
嶺
ニ
殆
一
千
年
、
法

雲
東
蔟
神
州
越
十
万
里
、』
於
是
白
馬
始
先

漢
朝
之
瑞
ヲ
赤
烏
自
紹
呉
会
之
祥
、
翻
訳
虬

｣

文
流
通
経
教
、
章
疏
之
科
節
星
繁
、
名

相
之
教
網
雲
敷シ
ケ
リ
、
刁
」
刀
相
似
魚
魯
難

弁
、
爰
我　

芸
祖
少
林
達
磨
大
師
、
慈
心
」

包
於
遠
裔
ニ
師
勅※

蒙
於
遐
陬
※
シ
ウ
ニ
、イ

罔ナ
クレ
辞
ル
コ
ト

巨
海
之
驚
濤
初ハ
シ
メ
游
梁
土
、」
不
契
老
粛
之

丹
臆
、
潜
之
魏
邦
、
泛
一
葦
於
重
江
終
九
年

十
月
一
日
ハ
、
開
炉
ナ
リ
。
前
夜
、
僧
堂
諸

堂
、
開
クレ
炉
ヲ
。
一
衆
、
二
手
ス
袖
ノ
」
内

ニ一
。
可
シレ
許
ス二
頭
帽
ヲ一
。
巡
堂
ノ
次
テ
、
主
人
、

季
初
触
礼
。」

十
月
五
日
ハ
、
達
磨
忌
ナ
リ
。
公
界
、
随
テレ
力
ニ

弁
スレ
供
ヲ
。
伝
供
、
焼
香
、
礼
拝
、」
主
人
、

跪
炉
。
維
那
、
宣
テレ
疏
ヲ
云
ク
、」

南
閻
浮
提
大
日
本
国
能
州
賀
嶋
郡
酒
井
保
、

洞
谷
山
永
光
寺
開
闢
〈
某
甲
〉
等
、」

　

 

今
月
初
五
日
、
恭※
ク
遇
テ二　

芸
祖
達
磨
大

師
、
示
寂
之
辰
ニ一
、」
弁
二
備
シ
テ
香
華
灯
明

ヲ一
、
以
テ
伸
テ二
慇
懃
供
養
、
如
在
礼
拝
ヲ一
、

而
諷
シ
テ

二

』
誦
大
仏
頂
首
楞
厳
神
呪
ヲ一
、
所

ノレ
集
殊
勲
、
以（マ
マ
）
テ
酬
フ二
法
乳
之
」
恩
ニ一
者
。」

右
伏
テ
以
レ
ハ
、
慧
日
、
西
沈
鷲
嶺
殆ホ
ト
ント
一
千

年
、
法
雲
、
東
ヒ
ン
カ
シニ

蔟ム
ラ
カ
テ
神
州
」
越コ
フ二
十
万
里

ヲ一
。
於
レ
是
、
白
馬
、
始
テ
先サ

キ
ニ
シ

二

漢
朝
之
瑞

ヲ一
、
赤
烏
、
自
リレ
紹ツ
イ
テ二
呉
」
会
之
祥
ヲ一
、
翻
二

訳
シ
虬
文
ヲ一
、
流
二
通
ス
経
教
ヲ一
。
章
疏
之
科

節
、
星ホ
シ
ノ
如
ニ
繁シ
ケ
ク
、
名
」
相
之
教
網
、
雲
如
ク
ニ

敷シ
ク
。
刁チ
ウ

刀
相
似
、
魚
魯
難
レ
弁
。
爰コ
ヽ
ニ
、
我

芸
祖
、
少
」
林
達
磨
大
師
、
慈
心
ヲ
包ツ
ヽ
ミ二
於

十
月
一
日
。
開
炉
。
前
夜
、
僧
堂
諸
堂
、
開

炉
。
一
衆
、

手
神
（
袖
ヵ
）」
内
、
可
許
頭
帽
。
巡

堂
次
、
主
人
、
季
初
触
礼
。」

十
月
五
日
。
達
磨
忌
。
公
界
、
随
力
弁
供
。

伝
供
、
焼
香
、
礼
拝
、」
主
人
、
跪
炉
。
維

那
、
宣
疏
云
、」

南※

閻印

浮
提
大
日
本
国
能
州
賀
嶋
郡
酒
井
保
、

洞
谷
山印永
光
寺
開
闢
某印甲
等
、」

　

 

今
月
初
五
日※

・
恭
ク
遇
テ二　
（
芸
ヵ
）祖

達
磨
大

師
、
示
寂
之
辰
ニ一

・
」
弁
二
備
シ
テ
香
華
灯

明
ヲ一
以
テ
・
伸ノ
ヘ
テ

二

慇
懃
ノ
供
養
・
如
在
ノ
礼

拝
ヲ一
而
・
諷
二
』
誦
ス
大
仏
頂
首
楞
厳
神
呪

ヲ一

・
所
ノレ
集
ル
殊
勲
ハ
・
以
テ
酬
ン二
法
乳
之
」

恩
ヲ一
者
ナ
リ
。」

右キ

伏
シ
テ
以
レ
ハ
・
慧
日
、
西ニ
シ
ノ
方
沈
ン
テ

二

鷲
嶺
ニ一

殆ワ
ツ
カ
ニ
一
千
年
・
法
雲
、
東
ヒ
ン
カ
シノ
方
蔟ム
ラ
カ
ツ
テ

二

神
州

ニ一
」
越コ
ヘ
タ
リ

二

十
万
里
ヲ一
・
於
テレ
是
ニ
、
白
馬
ハ
始ハ

シ

メ
テ
先サ
キ
ニ
シ

二

漢
朝
之
瑞
ヲ一
・
赤
烏
、
自ヨ
リレ
紹ツ
イ
シ二
呉
」

会
ク
ワ
イ

之
祥
ヲ一・
翻ホ
ン

二
訳ヤ
ク
シ
虬キ
ウ
フ
ン文
ヲ一
、
流
二

通
ス

経

教
ヲ一

・
章
疏
之
科ク
ワ

節
、
星ホ
シ
ノ
如
ク
ニ
繁
シ
・
名
」

相
之
教
網マ
ウ

、
雲ク
モ
ノ
如
ニ
敷シ
ケ
リ
・
刁チ
ウ

刀タ
ウ

相ア
ヒ

似ニ
テ

、
魚キ
ヨ

魯ロ

難
シレ
弁
シ
・
爰
ニ
、
我
カ
芸
祖
、
少
」
林※
ノ
達



①
禅
林
寺
本
『
瑩
山
清
規
』

②
大
乘
寺
蔵
永
享
六
年
書
写
本

⑥
永
光
寺
蔵
光
椿
書
写
本

一
八
二

一
八
二

於
」
少
室
、
単
伝
心
印
直
示
宗
網
、
席
上
拈

セ
シ
花
飲
光
之
□正

脈□
有
寄
ン
ト
コ
ロ
、」
庭
中
立
雪

慧
可
之
得
髄
無
疑
、
法
雷
既
震
於
九
州
道
風

遂
」
扇
於
四
海
、
然
届※イ
タ
ルテ
隻
履
西
帰
之
日
敢

忘
摂
斉
北
面
之
勤
、
今
」
仰
深
重
之
尊
徳
遥

伸
如
在
之
誠
礼
、
覬ネカ
フ
不
レ
期
於
来
儀
庶
」

俯
韻
セ
ン
於
漸
供
、
伏
憶
斗
筲
陋
器
螻
蟻
余

生
、
雖
彎
石
□鞏｣

之
弓
遂
莫
的
鹿
、
徒
下
セ

ト
モ
玄
沙
之
釣
（
鉤
ヵ
）曽
匹
得
魚
、
忝
挑
伝
灯
』
之

遠
炎
以
供
曩
祖
之
真
前
□、
伏
請
大
願
有
方
、

真
慈
無
礙
、」
曲
垂
提
耳
、
俾
レ
獲
安
心
、

有
レ
明
二
知
見※
一
而
猛
省
回
光
、
不
仮
修
証
而

頓
悟
」
成
仏
、
然
後
、
河
為
帯
山
為
冠
、
祝

北
闕
之
室宝
イ

祚
無
疆
、
雲
如
鶴
」
雨
如
膏
、
資

南
畝
之
黎
元
有
歳
〈
矣
〉、
謹
疏
」

　
　

 

元
亨
四
年
十
月
五
日
、
三
十
七※

世
法
孫

嗣
祖
比
丘
某
甲
等　

謹
疏
」

恭※

敬
疏
上 

南
閻
浮
提
大
日
本
国
加
丶
国

祖
師
炳
鑒

山　

寺
開
闢
〈
某
甲
〉
等
謹
封
」

遠
裔
ニ一
、
師
勅
ヲ
蒙
テ二
於
遐
邇
陬ス
ウ
ニ一
、
罔
シレ
辞

コ
ト

二

」
巨
海
之
驚
濤
ヲ一
。
剏ハ
シ
メ
テ
游
テ二
梁
土
ニ一
、

不
レ
契カ
ナ
ハ二
老
蕭
之
丹
臆
ニ一
。
潜ヒ
ソ
カ
ニ
之ユク
ニ二
魏
」
邦

ニ一
、
泛ウ
カ
ヘ二
一
葦
於
重
江
ニ一
、
終ヲ
フ二
九
年
ヲ
於
少

室
ニ一
。
単
二
伝
シ
心
印
ヲ一
、
直
二
示
ス
」
宗
綱
ヲ一
。

席
上
ニ
拈
スレ
花
ヲ
飲
光
之
正
脈
、
有
レ
寄※

。
庭

中
ニ
立
チレ
雪
ニ
慧
可
』
之
得
髄
、
無
シレ
疑ウ
タ
フ
コ
ト
。

法
雷
、
既ス
テ
ニ
震フ
ル
イ

二

於
九
州
ニ一
、
道
風
、
遂
ニ
扇

ク二
於
四
海
ニ一
。」
然シ
カ
ウ
シ
テ
届イ
タ
テ二
隻
履キ
リ

西
帰
之
日

ニ一
、
敢ア
エ
テ
忘
セ
ン
ヤ

二

摂
斉
北
面
之
勤
ニ一
。
今
ニ
仰ア
ヲ

コ
ト

二

深
」
重
之
尊
徳
ヲ一
、
遥
ニ
伸ノ
フ二
如
在
之
誠

礼
ヲ一
。
覬※
ハ
不
レ
期
二
於
来
儀
ヲ一
、
庶
コ
イ
ネ
カハ
ク
ハ
俯
二
」

韻
セ
ヨ
於
漸
供
ニ一
。
伏
シ
テ
憶
、
斗
筲
ノ
陋
器
、

螻
蟻
ノ

余
生
、
雖
ト
モ

レ

彎ヒ
ク
ト二

石
鞏
之
」
弓
ヲ一
、

遂
ニ
莫
クレ
的ア
タ
ル
コ
ト

レ

鹿
ニ
、
徒
イ
タ
ツ
ラニ
下
シ
テ

二

玄
沙
之
鈎ツ

ヲ一
、
曽
テ
叵
シレ
得
コ
ト

レ

魚
。
忝
カ
タ
シ
ケ
ナク

挑
テ二
伝
灯
」
之

遠
炎
ヲ一
。
以
テ
供
ス二
曩
祖
之
真
前
ニ一
。
伏
テ
請コ

フ
、
大
願
有
レ
方ツ
ネ

、
真
慈
無
」
レ
礙サ
ハ
リ
、
曲マ
ケ
テ

垂
テ二
提
耳
ヲ一
、
俾シ
メ
ヨレ
獲エ
二
安
心
ヲ一
。
有
テレ
明
コ
ト

二

知

見
ヲ一
、
而
猛
省
シ
回
光
セ
ン

シ

。
不
コ
ト
」
レ
仮
二
修

磨
大
師
、
慈
心
包ツ

シ
テ

二

於
遠
裔
ヲ一
・
師
勅
ヲ

蒙カ
ウ
ム

ラ
シ
ム

二

於
遐カ

邇ジ
ニ一
・
陬ス

ナ
ハチ
罔ナ
シ
」
レ
辞ジ
ス
ル

二

巨
海
之

驚
濤
ヲ一

・
剏ハ
シ
メ

游ア
ソ
ン
テ

二

梁
土
ニ一
、
不ス

レ

契カ
ナ
ハ二

老
蕭シ
ョ
ウ

之
丹
臆
ニ一
・
潜ヒ
ソ
カ
ニ
之ユ
ヒ
テ

二

」
魏
邦
ニ一
、

泛ウ
カ
ヘ二
一
葦※

於
重
江
ニ一
、
終ヲ
フ二
九
年
於
少
室
ニ一
。

単
二
伝
シ
心
印
ヲ一
・
直
二
」
示
ス
宗
綱
ヲ一
・
席
上

ニ
拈
セ
ン

レ

花
ヲ
飲
光
之
正
脈
、
有
リレ
寄ヨ
シ
・
庭
中

立タ
ツ
シ

レ

雪
ニ
慧
』
可
之
得
髄
、
無
シレ
疑
ヒ
・
法

雷
、
既ス
テ
ニ
震フ
ル
イ

二

於
九
州
ニ一
・
道
風
、
遂ツ
ヒ
ニ
扇ア
ヲ
ク二

於
四
」
海
ニ一
・
然
ル
ニ
、
届イ
タ
テ二
隻
履
西
帰
之
日ヒ

ニ一
、
敢ア
エ
テ

忘ワ
ス
レ
ン
ヤ

二

摂
斉
北
面
之
勤ツ
ト
メ
ヲ一
。
今イ
マ

、

仰ア

テ二
」
深
重
之
尊
悳
ヲ一
・
遥ハ
ル
カ
ニ
伸ノ
フ二
如
在
之

誠
礼
ヲ一
・
覬※

、
不
レ

期
セ二
於
来
儀
ヲ一
、
庶ネ
カ
ハ
ク

ハ
、」
俯※
フ

二
韻イ
ン
セ
ン
於
漸
供
ヲ一
・
伏フ
シ
テ
憶ヲ
モ
フ
、
斗ト

筲シ
ヨ
ウ
ノ
陋イ
ヤ
シ
キ

器
ウ
ツ
ハ
モ
ノ

、
螻
蟻
ノ
余ア
マ
リ
ノ
生セ
イ
・
雖
ト
モ

レ

彎ヒ
ク
ト二
石
鞏
」
之
弓
ヲ一
・
遂ツ
ヒ
ニ
莫ナ
クレ
的ア
タ
ル
コ
ト

レ

鹿

ニ
・
徒
イ
タ
ツ
ラ
ニ
下ク
タ
セ
ト
モ

二

玄
沙
之
鈎
ツ
リ
ハ
リ
ヲ一
・
曽
テ
叵カ
タ
シレ

得エ
レ
魚
ヲ
・

忝
カ
タ
シ
ケ
ナ
ク
モ
挑カ
ヽ
ケ
テ

二

伝｣

灯
之
遠
炎

ヲ一

・
以
テ
供ク
フ
ス二
曩
祖
之
真
前
ニ一

・
伏
テ
請
フ
、
大

願
有
リレ
方ユ
ヘ

、
真
慈
」
無ナ
クレ
礙サ
ハ
リ
・
曲マ
ケ
テ
垂タ
レ
テ二
提



一
八
三

一
八
三

 

（
地
冊
四
オ
〜
五
オ
）

※
供
焼
香
…
コ
ノ
行
ノ
上
欄
外
ニ
「
達
磨
」（
別
筆
）

ア
リ
。

※
右
伏
以
〜
有
歳
〈
矣
〉、
謹
疏
…
コ
ノ
間
ニ
ハ
読

点
（
朱
筆
）
ガ
付
サ
レ
テ
イ
ル
タ
メ
、
本
稿
ニ
オ

イ
テ
ハ
ソ
レ
ニ
従
ッ
テ
読
点
ノ
ミ
付
ス
。

※
勅
…
「
師
蒙
」
ノ
間
ノ
右
ニ
記
シ
テ
加
筆
ス
。

※
陬シ

ウ
ニ
、イ

…
コ
ノ
読
点
ノ
ミ
黒
筆
デ
ア
ル
タ
メ
、

「
イ
」
ハ
読
点
ニ
対
ス
ル
モ
ノ
デ
、「
コ
ノ
部
分

ニ
、
底
本
ハ
読
点
ヲ
付
サ
ナ
イ
ガ
、
イ
（
異
）
本

ハ
読
点
ヲ
付
シ
テ
イ
ル
」
ノ
意
ト
考
エ
ラ
レ
ル
。

※
届イタ
ルテ
…
振
リ
仮
名
・
訓
点
ハ
朱
筆
。

※
見
…
「
知
而
」
ノ
間
ニ
「
〇
」
ヲ
付
シ
、
右
ニ
記

シ
テ
加
筆
ス
。

※
七
…
コ
ノ
字
ヲ
抹
消
シ
、
右
ニ
「
普
済
マ
デ
」

（
別
筆
）
注
記
ア
リ
。

※
恭
敬
〜
謹
封
…
【
年
中
写
真
97
】
参
照
。

証
一
、
而
頓
悟
シ
成
仏
セ
ン
。
然
シ
テ
後
、
河
ヲ
為

シレ
帯ヲ
ヒ
ト
、
山
ヲ
為
シ
テ

レ

冠
カ
ン
フ
リ
ト
、
祝
シ
テ

二

北
闕
」
之

宝
祚
ヲ一
無
疆
ナ
ラ
ン
。
雲
ハ
如
クレ

鶴
ノ
、
雨
ハ
如

ク
シ
テ

レ

膏
、
資タ
ス
ク
ル

二

南
畝
之
黎
元
一
有
ラ
ン

レ

歳
。」　

謹
疏
。』

芸
祖
容
納　

謹
疏
」

列
祖
証
鑒

　

 

元
亨
四
年
十
月
五
日
、
二
十
七
世
法
孫
嗣

祖
比
丘
某
甲
等
謹
疏
」

　
　
　
　
　
　

 

南
閻
浮
提
大
日
本
国
能
州

洞
谷
山
永
光
寺
開
闢
某
甲　

」

 

（
四
三
ウ
〜
四
五
オ
）

※
恭
ク
…
以
下
ノ
訓
点
ハ
全
テ
本
文
ト
別
筆
、
コ
レ

以
前
ノ
訓
点
ハ
同
筆
ト
思
ワ
レ
ル
。

※
寄
…
左
、「
竒
」
ア
リ
。
訓
点
ト
同
筆
ト
思
ワ
レ

ル
。

※
覬
…
右
、
紙
ヲ
破
ッ
テ
文
字
ヲ
削
除
ス
（「
コ
イ

ネ
カ
ハ
ク
」
ヵ
）。

※
恭
敬
〜
等謹封

…
【
年
中
写
真
98
】
参
照
。

恭※

敬　

疏
上

祖
師　

炳
鑒

謹等封

耳ジ

ヲ一
・
俾シ
メ
ヨレ

獲エ
セ二

安
心
ヲ一

・
有ア
ツ
テ

二

明
知
見ン
一

而
・
猛ミ
ヤ
ウ

省セ
イ

回
光
シ
・
」
不ス
シ
テ

レ

仮カ
ラ二

修
証
ヲ一

而
・
頓
悟
成
仏
セ
ン
・
然
シ
テ
後
チ
、
河カ
ハ
ハ
為ナ
シレ

帯ヲ
ヒ

・
山
ハ
為ナ
スレ
冠リ
ヲ
・
祝
シ二
北
」
闕
之
宝
祚
ヲ一

無ナ

キ
コ
ト
ヲ

レ

疆キ
ハ
マ
リ
・
雲
ハ

如
クレ

鶴
ノ
、
雨
如
シレ

膏
ア
フ
ラ
ツ
ク
カ
・
資タ
ス
ケ
ン
ト
ナ
リ

三

南
畝
之
黎
元
有ア
ル
コ
ト
ヲ

二

」

歳
一
。　
　

謹
テ
疏印

。』

芸
祖
容
納　

謹
テ
疏印

」

列
祖印証
鑒

　

 

元印亨
四
年
十
月
五
日　

二三
十
五
世
十
七
世椿

法
孫
嗣

祖
比
丘
某
甲
等印

謹
疏
」

　
　
　
　
　
　
　

 

南印閻
浮
提
大
日
本
国
能

州
洞
谷
山印永
光
寺
開
闢
某印甲　

」

 

（
八
七
ウ
〜
八
九
オ
）

※
南印閻
…
以
下
、文
字
ノ
右
ノ
「
印
」
字
ハ
全
テ
朱
筆
。

※
日
・
…
以
下
、「
・
」
ガ
底
本
ニ
付
サ
レ
テ
イ
ル

場
合
ハ
、
句
読
点
ニ
代
エ
テ
コ
レ
ヲ
付
ス
。「
・
」

ハ
全
テ
朱
筆
。

※
林
…
コ
ノ
行
ノ
上
欄
外
ニ
「
輙
」
ア
リ
。「
陬
」

恭※

敬　

疏
上

祖
師
印

炳
鑒

紙黄

謹等封



①
禅
林
寺
本
『
瑩
山
清
規
』

②
大
乘
寺
蔵
永
享
六
年
書
写
本

⑥
永
光
寺
蔵
光
椿
書
写
本

一
八
四

一
八
四

十※

一
月
中
。
冬
至
前
。
隔
日
、
衆
寮
諷
経

等
。
四
節
、
皆
同
。」

土
地
堂
念
誦
疏
云
、」

切
以
、
宝
暦
迎
長
、
璿

推
至
。
肇
一
陽

之
開
序
、
迎
百
福
以
為
」
先
。
恭
惟
、　

当

山
土
地
、
合
堂
真
宰
、
茂ア
ツ
イ
対
令
辰
、
倍
納

殊
祥
。
粛
』
詣※

大
衆
、
謹
詣
霊
祠
、
誦
持
万

徳
洪
名
、
回
向
合
堂
真
宰
、
以
表
佳
」
節
之

誠
志
、
以
見
人
物
之
多
幸
。
護
法
安
人
者
、

為
如
上
縁
念
〈
十
仏
名
、
回
／
向
、
皆
同

前
〉。」

冬
至
以
前
、
四
五
日
前
、
四
月
以
後
掛
搭

十
一
月
中
ハ
、
冬
至
ナ
リ
。
前
ノ
隔
日
、
衆
寮

諷
経
等
、
四
節
、
皆
同
シ
。」

土
地
堂
念
誦
疏
ニ
云
ク
、」

切
ニ
以
レ
ハ
、
宝
暦
迎
ヘレ
長
ヲ
、
璿
儀
推
スレ
至
ヲ
。

肇
テ二
一
陽
ヲ一
之
開
キレ
序
ヲ
、
迎
テ二
百
福
ヲ一
」
以
テ

為
レ
先
ト
。
恭
ク
惟
レ
ハ
、
当
山
土
地
、
合
堂
ノ

真
宰
、
茂
二
対
シ
令
辰
ニ一
、
倍
二
納
ス
」
殊
祥

ヲ一
。
粛
ク
請
シ二
大
衆
ヲ一
、
謹
テ
詣
シ
テ

二

霊
祠
ニ一
、
誦

二
持
シ
万
徳
ノ
洪
名
ヲ一
、
回
二
向
シ
合
』
堂
ノ
真

宰
ニ一
、
以
表
二
佳
節
ノ
之
誠
志
ヲ一
、
以
テ
見
二
人

物
ノ
之
多
幸
、
護
法
」
安
人
ヲ一
者
ナ
リ
。
為
メ
ニ

二

如
上
ノ一
縁
テ
念
ス
。」

ノ
訂
正
ヲ
指
示
シ
タ
モ
ノ
ヵ
。

※
葦
…
「
常
」
ト
誤
記
シ
、
訂
正
シ
タ
モ
ノ
ヵ
。

※
覬
…
右
、「
ミ
ル
ニ
」、
左
、「
コ
ヒ
ネ
カ
ハ
ク
ハ
」

ア
リ
。

※
俯
…
コ
ノ
行
ノ
上
欄
外
ニ
「
劣
」
ア
リ
。

※
恭
敬
〜
等謹封

…
【
年
中
写
真
99
】
参
照
。

十
一
月
中
。
冬
至
前
日
（
隔
脱
ヵ
）、
衆
寮
諷
経
等
。
四

節
、
皆
同
。」

土
地
堂
念
誦
疏
云
、」

切
ニ
以※
レ
ハ
・
宝
暦レ
キ

迎ム
カ
ヘレ
長ナ
カ
キ
ヲ
、
璿セ
ン

儀ギ

推
シ
至

ル
・
肇ハ
シ
メ
テ

二

一
陽
之
開
序
ヲ一
、
迎
テ二
百
福
ヲ一
、」

以
テ
為ス
レ
先
ト
・
恭
ク
惟
レ
ハ
・
当
山
ノ
土
地
、
合

堂
ノ
真
宰
・
茂シ
ケ
ク
対
シ
テ

二

令
辰
ニ一
・
倍マ

ス
〱

納イ
ル二
」

殊
祥
ヲ一
・
粛ツ
ヽ
シ
ン
テ
請
シ
テ

二

大
衆
ヲ一
・
謹
テ
詣
シ
テ

二

霊

祠
ニ一
・
誦
二
持
シ
万
悳
ノ
洪
名
ヲ一
・
回
二
向
ス
合
』

堂
ノ
真
宰
ニ一
・
以
テ
表ヘ
ウ
シ二
佳
節
之
誠セ
イ

志シ
ヲ一
・
以

テ
・　

 

二

人
物
之
多タ

幸
ヲ一
・
護
リレ
法
ヲ
」
安ヤ
ス

ン
ス
ル

レ

人
ヲ
者モ
ノ
ナ
リ
・
為イ

如ジ

上シ
ヤ
ウ

縁エ
ン

念ネ
ン
。」

ア
ラ
ハ
ス
見シメス



一
八
五

一
八
五

僧
、
行
謝
掛
搭
之
儀
。
如
夏
前
。」

 

（
地
冊
五
オ
〜
ウ
）

※
十
一
…
コ
ノ
行
ノ
上
欄
外
ニ
「
冬
至
」（
別
筆
）

ア
リ
。

※
詣
…
右
、「
哀
歟
」、
左
、「
○
」
ア
リ
。

十
二
月
八
日
。
称
成
道
会
。
公
界
、
随
力
弁

供
。
三
節
儀
、
皆
一
如
。
主
人
、」
跪
炉
。

維
那
、
宣
疏
云
、」

浄
法
界
身
、
本
無
出
没
。
大
悲
願
力
、
示
現

去
来
。〈
仰
願
真
慈
／
伏
請
照
□臨

〉」

 

南※

閻 

浮
提
大
日
本
国
〈
丶
／
丶
〉
国
石
河

郡
若
丶
庄
、　

山　

寺
開
闢
〈
某
甲
〉
等
、」

　

 

今
月
初
八
日
、
恭
遇　

本
師
釈
迦
如
来
、

成
道
之
辰
、
厳
備
香
花
、」
以
伸
供
養
。

集
現
前
比
丘
衆
、
諷
誦　

大
仏
頂
万
行
首

楞
厳
神
」
呪
、
所
集
洪
勲
、
以
酬
法
乳
之

恩
者
。」

十
仏
名
、
回
向
、
皆
同
シレ
前
ニ
。」

冬
至
以
前
、
四
五
日
前ヘ

、
四
月
以
後
ノ
掛
搭

ノ
僧
、
行
フ二
謝
掛
搭
ノ
」
之
儀
ヲ一
。
如
シ二
夏
前

ノ一
。」 

（
四
五
オ
〜
ウ
）

十
二
月
八
日
ハ
、
称
ス二
成
道
会
ト一
。
公
界
、
随

テレ
力
ニ
弁
ス二
供
具
ヲ一
。
四
節
ノ
儀
、」
皆
ナ
一
如
ナ

リ
。
主
人
、
跪
炉
。
維
那
、
宣
テレ
疏
ヲ
云
ク
、」

浄
法
界
身　

本
無
出
没

大
悲
願
力　

示
現
去
来
」　

　

仰
願
照
鑑　

伏
請
真
慈
」

南
閻
浮
提
大
日
本
国
能
州
賀
嶋
郡
酒
井
保
、

洞
谷
山
永
光
寺
開
闢
某
甲　

等
、』

　

 

今
月
初
八
日
、
恭
遇　

本
師
釈
迦
如
来
大

和
尚
、
成
」
道
之
辰
、　

備
香
華
、
以

伸
供
養
。
集
現
前
比
丘
衆
、」
諷
誦
大
仏

頂
万
行
首
楞
厳
神
呪
、
所
集
洪
勲
、
以

十
仏
名
、
回
向
、
皆
同
前
。」

冬
至
以
前
、
四
五
日
前
、
四
月
以
後
掛
搭

僧
、
行
謝
掛
搭
」
之
儀
、
如
夏
前
。」

 

（
八
九
オ
〜
ウ
）

※
以
レ
ハ
・
…
以
下
、「
・
」
ガ
底
本
ニ
付
サ
レ
テ
イ

ル
場
合
ハ
、
句
読
点
ニ
代
エ
テ
コ
レ
ヲ
付
ス
。

「
・
」
ハ
全
テ
朱
筆
。

十
二
月
八
日
。
称
成
道
会
。
公
界
、
随
力
弁

供
具
。
四
節
儀
、」
皆
一
如
。
主
人
、
跪
炉
。

維
那
、
宣
疏
云
、」

浄
法
界
身　

本
無
出
没

大
悲
願
力　

示
現
去
来
」　

　
　

仰
願
照
鑒　

伏
請
真
慈
」

南※

閻印

浮
提
大
日
本
国
能
州
賀
嶋
郡
酒
井
保
、

洞
谷
山印永
光
寺
開
闢
某印甲
等
、』

　

 

今
月
初
八
日※

・
恭
ク
遇
テ二　

本
師
釈
迦
如

来
大
和
尚
、
成
」
道
之
辰
ニ一
・　

テ　

二
香
華
ヲ一
、
以
テ
伸ノ
フ二
供
養
ヲ一
・
集ア
ツ
メ
テ

二

現
前

比
丘
衆
ヲ一
・
」
諷
二
誦
ス
大
仏
頂
万
行
首
楞

ヒ
シ
テ備

ソ
ナ
ヘ
テ



①
禅
林
寺
本
『
瑩
山
清
規
』

②
大
乘
寺
蔵
永
享
六
年
書
写
本

⑥
永
光
寺
蔵
光
椿
書
写
本

一
八
六

一
八
六

右※

密
以
、
融名

瓶
盤（
釵
ヵ
）
釼
釧
、
而
為
一
茎
、
非
智

火
□鮮

克
。
校ア
ヤ
□
□

二

琴
瑟
』
箜
篌
、
以
諧
六
律
、

舎
妙
指
奚※

為
。
蓋
衆
生
、
有
具
如
来
知
慧

徳
」
相
、
若
大
覚
、
無
示
衆
生
迷
悟
方
便
、

演
若
、
狂
性
難
歇
、
力
士
、」
額
珠
永
忘
。

今
聞
テ二
大
地
有
情
之
成
道
一
、
新
明
メ
ン

二

本
有

仏
性
之
正
因
一
。」
慧
照
永
耀
、
一
灯
伝
百

千
灯
、
道
風
久
扇
、
此
界
泊
（
洎
ヵ
）無

辺
界

〈
矣
〉。」

謹
疏
」

　
　
　
　

 

来

　
　
　
　

 　
　
　

謹
疏　
　

 

禅
林
公
用
」

　
　
　
　

 

容

　
　

 

元
亨
四
年
十
二
月
初
八
日
、
五
十
四
世

法
孫
嗣
祖
比
丘
〈
某
甲
〉
謹
疏
」

恭※

敬
疏
上
南
閻
浮
提
大
日
本
国　

国　

山

成
道
如
来

　

寺
開
闢
〈
某
甲
〉
等
謹
封
」

七
日
夜　

九
日
夜　

山
僧
住
裏
一
衆
、
長

坐
。
発
心
以
来
、
四
十
余
年
、」
未
於
此
両

本※

師
如

哀
愍
納

酬
」
法
乳
之
恩
者
。」

右
蜜
※
ヒ
ソ
カ
ニ
以ヲ
モ
ン
ミ
レ
ハ
、
融
シ
テ

二

瓶
盤
釵
釧
一
、
而

為
ス二
一
茎
ト一
。
非
ス
ン
ハ

二

智
火
ニ一
鮮
克ヨ
ク
セ
ン
ヤ
。
挍マ
シ

エ
テ

二

琴
」
瑟
箜
篌
ヲ一
、
以
テ
諧カ
ナ
フ二
六
律
ニ一
。
舎ス
テ
ヽ

二

妙
指
ヲ一

奚イ
カ
ン

為カ
セ
ン

。
蓋ケ
タ
シ
衆
生
ニ
有
リレ
具
ス
ル
コ
ト

二

如

来
ノ
」
智
慧
徳
相
ヲ一
。
若
シ
大
覚
無
ク
ン
ハ

レ

示
コ
ト

二

衆
生
ニ
迷
悟
ノ
方
便
ヲ一
、
演
若
カ
狂
性
」
難
クレ
歇ヤ

ミ
、
力
士
ノ
額
珠
、
永
ク
忘
セ
ン
。
今
ニ
聞
テ二
大

地
ノ
有
情
ノ
之
成
道
ヲ一
、
新
ニ
明
メ二
」
本
有
ノ
仏

性
之
正
因
ヲ一
、
慧
照
永
ク

耀カ
ヽ
ヤ
キ
、
一
灯
伝
ヘ二
百

千
灯
ヲ一
、
道
風
」
久
ク
扇ア
ヲ
キ
、
此
界
洎オ
ヨ
ホ
サ
ン

二

無

辺
界
ニ一
。　

謹
疏
。』

本
師
如
来　

謹
疏
」

哀
愍
納
容

　

 

元
亨
四
年
十
二
月
初
八
日
、
五
十
四
世
法

孫
嗣
祖
比
丘
某
甲
等　

謹
疏
」

　
　
　
　
　
　

 

南
閻
浮
提
大
日
本
国
能
州

酒
井
保
洞
谷
山
永
光
寺
開
闢
某
甲　

」

恭※

敬　

疏
上

成
道　

如
来

謹等封

厳
神
呪
ヲ一
・
所
ノレ
集
ル
洪
勲
ハ
・
以
テ
酬
イ
ン

二

」

法
乳
之
恩
ヲ一
者モ
ノ
ナ
リ
。」

右キ

密
ニ
以
レ
ハ
・
融ト
ラ
カ
シ
テ

二

瓶
盤
釵シ
ヤ
セ
ン釧
ヲ一
而
・
為ナ
ス二

一
茎
ト一
、
非ア
ラ
ス
ン
ハ

二

智
火
ニ一
、　　
レ
克ヨ
ク
ス
ル
コ
ト
・

校ア
ヤ
ツ
テ二

琴
」
瑟
箜ク

篌ゴ
ヲ一

以
テ
・
諧カ
ナ
ウ二

六
律
ニ一
・

舎ス
テ
ヽ

二

妙
指
ヲ一

奚
イ
ツ
ク
ン
ソ
為セ
ン
・
蓋ケ
タ
シ
衆
生
ニ
有
二

具ツ
フ
サ

ニ
如
来
」
智
慧
悳
相
ヲ一
・
若モ
シ
大
覚
、
無ナ
ク
ン
ハ

レ

示シ
メ
ス
コ
ト

二

・
衆
生
ニ
迷
悟
ノ
方
便
ヲ一
・
演エ

ン
ジ
ヤ若
ノ
狂

性
」
難カ
タ
シレ
歇ヤ
ミ
・
力
士
ノ
額
珠
、
永
ク　
セ
ン

レ
ン
・

今イ
マ

聞キ
ヒ
テ

二

大
地
有
情
之
成
道
ヲ一
・
新
ニ

明ア
キ

ラ
ム

二

」
本
有
仏
性
之
正
因イ
ン
ヲ一
・
恵
照
永
ク
耀
キ
・

一
灯
伝ツ
タ
フ二
百
千
灯
ヲ一
・
道
風
」
久ヒ
サ
ク
扇ア
ヲ
キ
・
此
ノ

界カ
イ

洎オ
ヨ
ホ
サ
ン

二

無
辺
界
ニ一
。　

謹
テ
疏印

』

本
師
如
来　

謹
テ
疏印

」

哀
愍印納
容

　

 

元印亨
四
年
十
二
月
初
八
日
、
五
十
四
世
法

孫
嗣
祖
比
丘
某印甲
等　

謹
テ
疏
」

　
　
　
　
　
　
　

 

南印閻
浮
提
大
日
本
国
能

ナ
シ鮮

ス
ク
ナ
シ

ハ
ウ忘ワス

恭※

敬　

疏
上

成
道
印

如
来

黄紙



一
八
七

一
八
七

夜
打
眠
。
故
住
裏
二
十
六
年
、
多
率
一
衆
、

堂
裏
打
坐
。』
蓋
如
恒
規
。

 

（
地
冊
五
ウ
〜
六
ウ
）

※
南
閻
…
文
字
囲
イ
ハ
朱
筆
。【
年
中
写
真
102
】
参

照
。

※
右
…
下
、「
右
」
ノ
衍
字
ヲ
削
除
ス
。

※
奚
為
…
右
、「
イ
〔（

カ
ン
セ
ン
ヵ
）

　
　
　
　

〕」
ア
リ
。

※
本
師
〜
納
容
…
文
字
上
ニ
三
宝
印
ノ
指
示
（
朱

筆
）
ア
リ
。【
年
中
写
真
103
】
参
照
。

※
恭
敬
〜
謹
疏
…
【
年
中
写
真
103
】
参
照
。

　

十
日
以
後
。
開
坐
禅
。
歳
末
看
経
牓
。」

無※

縁
大
慈
、
平
等
利
済
群
生
、
広
大
接
化
、

一
同
救
度
含
類
。
是
」
以
、
歳
末
、
故
転
数

日
、
寺
中
、
専
勧
看
経
、
回
向　

寺
領
田
畠

耕
死
」
蠢
動
含
霊
、
乃
至（
旦
ヵ
）
且
越
所
領
所※
二
生

牛
馬
六
畜
、
及
山
林
受
生
禽
」
獣
虫
類
、
水

陸
一
切
前
亡
後
滅
。
上
自
三
宝
手
足
供
給
之

七
日
夜
、
九
日
夜
、
山
僧
住
裏
一
衆
、
長

坐
。
発
心
以
来
、
四
」
十
余
年
、
未
於
此
両

夜
打
眠
。
故
住
裏
二
十
六
年
、
多
率
」
一

衆
、
堂
裏
打
坐
。
蓋
如
恒
規
。」

 

（
四
五
ウ
〜
四
六
ウ
）

※
蜜ヒ
ソ
カ
ニ
…
以
下
ノ
訓
点
ハ
全
テ
本
文
ト
別
筆
、
コ
レ

以
前
ノ
訓
点
ハ
同
筆
ト
思
ワ
レ
ル
。

※
恭
敬
〜
等謹封

…
【
年
中
写
真
104
】
参
照
。

十
日
以
後
。
開
坐
禅
。
出
歳
末
看
経
牓
。」

無
縁
大
慈
、
平
等
利
済
群
生
、
広
大
接
化
、

一
同
救
度
含
』
類
。
是
以
、
歳
末
、
故
転
数

日
、
寺
中
、
専
勧
看
経
。
回
向
寺
領
」
田
畠

耕
死
蠢
動
含
霊
、
乃
至
檀
越
所
領
所
生
牛
馬

六
」
畜
、
及
山
林
受
生
禽
獣
虫
類
、
水
陸
一

切
前
亡
後
滅
。
上
」
自
三
宝
手
足
供
給
之
人

州
酒
井
保
洞
谷
山印永
光
寺
開
闢
某印甲　

」

七
日
夜
、
九
日
夜
、
山
僧
住
裏
一
衆
、
長

坐
。
発
心
以
来
、
四
」
十
余
年
、
未
於
此
両

夜
打
眠
。
故
住
裏
二
十
六
年
、
多
率
」
一

衆
、
堂
裏
打
坐
。
蓋
如
恒
規
。」

 

（
八
九
ウ
〜
九
〇
ウ
）

※
南印閻
…
以
下
、
文
字
ノ
右
ノ
「
印
」
字
ハ
全
テ
朱

筆
。

※
日
・
…
以
下
、「
・
」
ガ
底
本
ニ
付
サ
レ
テ
イ
ル

場
合
ハ
、
句
読
点
ニ
代
エ
テ
コ
レ
ヲ
付
ス
。「
・
」

ハ
全
テ
朱
筆
。

※
恭
敬
〜
等謹封

…
【
年
中
写
真
105
】
参
照
。

十
日
以
後
。
開
坐
禅
。
出
歳
末
看
経
牓
。」

無※

縁
大
慈
平
。
等
利
済
群
生
。
広
大
接
化

一
。
同
救
度
含
』
類
。
是
以
歳
末
故
。
転
数

日
寺
中
。
専
勧
看
経
回
。
向
寺
領
」
田
畠
。

耕
死
蠢
動
含
。
霊
乃
至
檀
越
。
所
領
所
生

牛
。
馬
六
」
畜
及
山
。
林
受
生
禽
獣
。
虫
類

水
陸
一
。
切
前
亡
後
滅
。
上
」
自
三
宝
手
。

謹等封



①
禅
林
寺
本
『
瑩
山
清
規
』

②
大
乘
寺
蔵
永
享
六
年
書
写
本

⑥
永
光
寺
蔵
光
椿
書
写
本

一
八
八

一
八
八

人
工
火
」
客
、
下
至
畜
生
、
残
害
、
横
死
之

下
賤
愚
朦
、
皆
所
助
僧
宝
大
悲
」
之
威
神

力
、
悉
得
感
小
因
能
大
之
勝
妙
果
〈
矣
〉。

読
経
、
念
仏
、
誦
」
呪
章
句
、
有
衆
意
。
無

分
量
。
祇
回
接
諸
衆
生
之
慈
心
、
等
修
利
」

済
群
品
之
妙
行
也
。
敬
白
。
品
目
、
具
于

後
。」

妙
法
蓮
華
経　

梵
網
菩
薩
戒
経  
大
円
覚

経
」

金
剛
般
若
経　

什
麼
経
』

　
　

 

元
亨
四
年
十
二
月
日　

堂
司
比
丘
〈
某

甲
〉
敬
〈
□勧

／
化
〉」

除
夜
前
、
両
三
日
間
、
結
解
清
書
。　

施
餓

鬼
了
、
維
那
、
宣
疏
云
、」

南
閻
浮
提
大
日
本
国　

国
、　

山　

寺
〈
某

甲
〉
等
、」

　
　

 

今
月
晦
日
、
迎
年
窮
歳
尽
之
除
夜
、
将

救
所
縁
群
生
之
亡
魂
。」
兼
日
、
令
勧

化
合
山
緇
白
、
而
諷
誦
諸
経
神
呪
。
除

夜
、
令
引
率
現
前
」
一
衆
、
而
同
誦
楞

工
火
客
、
下
至
畜
生
、
残
害
、
横
」
死
之
下

賤
愚
蒙
、
皆
所
助
僧
宝
大
悲
之
威
神
力
、
悉

得
」
感
小
因
能
大
之
勝
妙
果
矣
。
読
経
、
念

仏
、
誦
呪
章
句
、
有
」
衆
意
。
無
分
量
。
祇

回
接
諸
衆
生
之
慈
心
、
等
修
利
済
群
」
品
之

妙
行
也
。
敬
白
。　

品
目
、
具
于
後
。」

妙
法
蓮
華
経
」

大
円
覚
経
』

　

 

元
亨
四
年
十
二
月
日　

堂
司　

比
丘　

某

甲　

敬
勧
化
」

除
夜
前
、
両
三
日
間
、
結
解
清
書
。　

施
餓

鬼
了
、
維
那
、
宣
」
疏
云
、」

南
閻
浮
提
大
日
本
国
能
州
酒
井
保
、
洞
谷
山

永
光
寺
開
闢
〈
某
甲
〉　

等
、」

　

 

今
月
晦
日
、
迎※
テ二
年
窮
歳
尽
之
除
夜
ヲ一
、

将
ト
シ
テ

救
二
所
縁
ノ
群
生
ノ
」
之
亡
魂
ヲ一
、

兼
日
、
令
テ三
勧
二
化
セ
合
山
緇シ

白
ヲ一
、
而
諷
二

誦
シ
テ
諸
経
神
」
呪
ヲ一
、
除
夜
、
令
テレ
引
二
率

現
前
ノ
一
衆
ヲ一
、
而
同
ク
誦
ス二
楞
厳
神
呪
ヲ一
。

所
」
レ
集
殊
勲
、
救
二
済
セ
ン
群
萌
ヲ一
者
。」

足
供
給
之
人
。
工
火
客
下
至
。
畜
生
残
害

横
。」
死
之
下
賤
愚
。
蒙
皆
所
助
僧
。
宝
大

悲
之
威
。
神
力
悉
得
」
感
。
小
因
能
大
之
。

勝
妙
果
〈
矣
〉
読
。
経
念
仏
誦
呪
。
章
句

有
」
衆
意
。
無
分
量
祇
回
。
接
諸
衆
生
之
。

慈
心
等
修
利
。
済
群
」
品
之
妙
。
行
也
。
敬

白
。　

品
目
、
具
于
後
。」

妙
法
蓮
華
経
」

梵
網
菩
薩
戒
経
』

大
円
覚
経
」  

　

 

元
亨
四
年
十
二
月
日　

堂
司
比
丘
某
甲
敬

勧
化
」

除
夜
前
、
両
三
日
間
、
結
解
清
書
。　

施
餓

鬼
了
、
維
那
、
宣
」
疏
云
、」　
〈
不
押
印
〉

南
閻
浮
提
大
日
本
国
能
州
酒
井
保
、
洞
谷
山

永
光
寺
開
闢　

某　

甲　

等
、」

　

 

今
月
晦
ツ
コ
モ
リ

日※

・
迎ム
カ
ヘ
テ

二

年
窮
歳
尽
之
除
夜

ヲ一
・　  

 
レ
救ス
ク
ハ
ン
ト

二

所
縁
群
生
」
之
亡
魂
ヲ一
・

兼
日
、　
テ下

レ
勧
二
化
セ
合
山
ノ
緇
白
ヲ一
而
・

諷
中
誦
諸
経
神
」
呪
ヲ上
・
除
夜
、　
テ下

三
引

マ
サ
ニ将

　

ス

シ
メ令シム

シ
メ令シム



一
八
九

一
八
九

厳
神
呪
。
所
集
殊
勲
、
救
済
群
萌
者
。」

右
潜
以
、
蠢
〻
含
類
、
非
大
慈
無
漾※

済
。

〻
群
生
、
捨
仏
経
争
解
脱
。」
螻
蟻
、
混

持
経
者
手
水
而
逝
、
蝸
牛
、
当
聴
法
人

下

而
死
、
倶
脱
畜
」
類
、
同
生
忉
利
。
況
乎
五

百
聖
者
、
為
昔
五
百

。
十
千
游
魚
、

為
」
今
一
万
羅
漢
。
所
縁
、
永
劫
不
朽
壊
、

下
種
、
累
生
、
成
就
来
。
若
然
者
、」
駈
使

奴
婢
、
牛
馬
、
寺
領
水
陸
受
生
、
決
為
生
〻

同
法
。
必
為
世
〻
道
』
伴
。
憐
愍
而
可
祈
転

凡
入
聖
。
哀
顧
而
可
念
増
道
損
□生

。
□看

□経

、

誦
」
呪
大
意
、
兼
日
、
押
貼
、
具
之
。
品

目
、
如
後
。」

妙
法
蓮
華
経
什
拾
部　

梵
網
経
什
拾
巻　

丶

　

丶　

丶
」

上
来
、
諷
誦
経
呪
、
所
集
功
徳
、
回
向　

山

内
含
生
、
所
縁
群
類
。
仏
種
縁
」
熟
、
脱
苦

得
楽
、
法
界
衆
生
、
同
円
種
智
者
。　

加
銀

銭
倶
焼
。」 

（
地
冊
六
ウ
〜
七
ウ
）

※
無
縁
…
コ
ノ
行
ノ
上
欄
外
ニ
「
歳
末
／
看
経
／
□之

牓
」（
別
筆
）
ア
リ
。

右
潜ヒ
ソ
カ
ニ
以
レ
ハ
、
蠢
蠢
タ
ル
含
類
ハ
、
非
ス
ン
ハ

二

大

慈
ニ一
無
シ二

極
（
救
ヵ
）済
ス
ル
コ
ト

一

。
昏
昏
タ
ル
群
生
ハ
、
捨

テ
ヽ

二

仏
」
経
ヲ一
争
テ
カ
解
脱
セ
ン
。
螻
蟻
、
混
シ
テ

二

持
経
者
ノ
手
水
ニ一
而
逝セ
イ
シ
。
蝸
牛
、
当
テ二
聴
法

ノ
』
人
ノ

下
ニ一
而
死
ス
。
倶
ニ
脱
シ
テ

二

畜
類
一
、

同
ク

生
ス二
忉
利
ニ一
。
況
ヤ
乎
五
百
ノ
聖
者
ハ
、」

為タ
リ二
昔
シ
五
百
ノ
蝙
蝠
一
。
十
千
ノ
游
魚
ハ
、
為タ

リ二
今
一
万
ノ
羅
漢
一
。
所
縁
、
永
」
劫
不
スレ
朽

壊
一
。
下
種
、
累
生
、
成
就
シ
来
ル
。
若
シ
然
ハ

者
、
駈
使
奴
婢
、
牛
」
馬
、
寺
領
ノ
水
陸
受

生
、
決サ
タ
メ
テ
為
リ二
生
生
ノ
同
法
ト一
、
必
ス
為
ラ
ン

二

世

世
道
伴
ト一
。」
憐
愍
シ
テ
而
可
シレ
祈
二
転
凡
入
聖

ヲ一
。
哀
顧
シ
テ
而
可
レ
念
二
増
道
損
生
ヲ一
。
看
」

経
、
誦
呪
大
意
、
兼
日
、
押
貼
、
具ツ
フ
サ
ニ
ス

レ

之

ニ
。
品
目
、
如
レ
後
。」

妙
法
蓮
華
経
」

梵
網
菩
薩
戒
経
」

上
来
、
諷
誦
経
呪
、
所
集
功
徳
、
回
向
」

山
内
含
生
、
所
縁
群
類
。
仏
種
縁
熟
、
脱
苦

得
楽
、
法
界
衆
』
生
、
同
円
種
智
者
。
十
方

三
世
〈
云
云
〉。　

加
銀
銭
倶
焼
。」

可
漏
、
同
盂
蘭
盆
会
。　

次
楞
厳
呪
。
回

二
率
現
前
ノ
一
衆
ヲ一
而
・
同
ク
誦
セ中
楞
厳
神
呪

ヲ上
・
所
ノ
」
レ
集
ル
殊
勲
ハ
・
救ク
二
済サ
イ
セ
ン
群
萌

ヲ一
者
ナ
リ
。」

右キ

潜
ニ
以
レ
ハ
・
蠢シ
ユ
ン蠢〱
タ
ル
含
類
・
非ア
ラ
ス
ン
ハ

二

大
慈

ニ一

無ナ
ク二
救
済
ス
ル
コ
ト

一

・
昏
タ〻
ル
群
生
、
捨ス
テ
ヽ

二

仏
』
経
ヲ一
争イ
カ
テ
カ
解
脱
セ
ン
・
螻
蟻
ハ
、
混
シ
テ

二

持

経
者
ノ
手
水
ニ一
而
逝セ
イ
シ
・
蝸
牛
ハ
、
当ア
タ
ツ
テ

二

聴

法
」
人
ノ

下
ニ一
而
死
ス
・
倶
ニ
脱
シ
テ

二

畜
類
ヲ一
、

同
ク
生ウ
マ
ル二
忉
利
ニ一
・
況イ
ハ
ン
ヤ
乎
五
百
ノ
聖
者
ハ
・
」

為タ
リ二
昔
シ
五
百
ノ
蝙
蝠
一
・
十
千
ノ
游
魚
ハ
・
為タ

リ二
今イ
マ

一
万
ノ
羅
漢
一
・
所
縁
、
永
」
劫
不
二
朽

壊
一
・
下ケ

種
、
累
生
、
成
就
シ
来
ラ
ン
・
若
シ
然

ラ
者ハ

・
駈キ
ウ

使シ
ノ
奴
婢
、
牛
」
馬
、
寺
領
ノ
・
水

陸
ノ
受
生
、
決サ
タ
メ
テ
為シ
テ二
生
生
ノ
同
法
ト一
・
必
ス

為タ
ラ
ン

二

世
世
ノ
道
伴
一
・
」
憐
愍
シ
テ
而
可
シレ
祈
ル二

転
凡
入
聖
ヲ一
・
哀ア
イ

顧コ
シ
テ
而
可
シレ
念オ
モ
フ二
増
道
ノ
損ソ
ン

生
ヲ一
・
看
」
経
、
誦
呪
ノ

大
意
・
兼
日
、

押ア
フ
テ
ウ貼
シ
テ
、
具ツ
フ
サ
ニ
ス

レ

之
ヲ
・
品
目
、
如
シレ
後
ノ
。」

妙
法
蓮
華
経
」

梵
網
菩
薩
戒
経
」

上
来
、
諷
誦
経
呪
、
所
集
功
悳
、
回
向
』

山
内
含
生
、
所
縁
群
類
。
仏
種
縁
熟
、
脱
苦
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光
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一
九
〇

一
九
〇

※
所
…
「
士
」
ヲ
抹
消
シ
テ
訂
正
ス
。

※
漾
…
右
、「
救
イ
」、
左
、「
セ
ウ
」
ア
リ
。

次※

竜
天
回
向
。
兼
日
、
結
解
目
録
。
作
疏
、

截
銀
銭
。
就
山
門
頭
、
宣
疏
云
、」

南※

閻
浮
提
大
日
本
国　

国
、　

山　

寺
開
闢

某
甲
等
、」

　

 

今
迎
年
窮
歳
尽
之
除
夜
、
具
録
集
月
次
日

作
之
衆
功
徳※

、
回
向
」
竜
天
、
報
答
護
法

向
、
同
盂
蘭
盆
会
。」

 

（
四
六
ウ
〜
四
八
ウ
）

※
迎
テ二
…
以
下
ノ
訓
点
ハ
全
テ
別
筆
ト
思
ワ
レ
ル
。

次
龍
天
回
向
。
兼
日
、
結
解
目
録
。
作
疏
、

截
銀
銭
。
就
山
門
」
頭
、
宣
疏
云
、」

南
閻
浮
提
大
日
本（
国
脱
ヵ
）

能
州
酒
井
保
、
洞
谷
山
永

光
寺
開
闢
某
甲　

等
、」

　

 

今
マ
迎※
テ二
年
窮
歳
尽
之
除
夜
ヲ一
、
具
ニ
録
二
集

シ
テ
月
次
日
作
之
衆
ヲ一
、」
功
徳
回
二
向
シ
テ
龍

得
楽
、
法
界
衆
」
生
、
同
円
種
智
者
。
十
方

三
世
〈
云
云
〉。　

加
銀
銭
倶
焼
。」

可
漏
、
同
盂
蘭
盆
会
。　

次
楞
厳
呪
。
回

向
、
同
盂
蘭
盆
会
。」

 

（
九
〇
ウ
〜
九
二
ウ
）

※
無
縁
〜
行
也
…
コ
ノ
間
ニ
ハ
句
点
（
朱
筆
）
ガ
付

サ
レ
テ
イ
ル
タ
メ
、
本
稿
ニ
オ
イ
テ
ハ
ソ
レ
ニ

従
ッ
テ
句
点
ノ
ミ
付
ス
。

※
日
・
…
以
下
、「
・
」
ガ
底
本
ニ
付
サ
レ
テ
イ
ル

場
合
ハ
、
句
読
点
ニ
代
エ
テ
コ
レ
ヲ
付
ス
。「
・
」

ハ
全
テ
朱
筆
。

次
龍
天
回
向
。
兼
日
、
結
解
目
録
。
作
疏
、

截
銀
銭
。
就
山
門
」
頭
、
宣
疏
云
、」

南※
印閻

浮
提
大
日
本
国
能
州
酒
井
保
、
洞
谷

山印永
光
寺
開
闢
某印甲
等
、」

　

 

今
迎
テ二
年
窮
歳
尽
之
除
夜※
ヲ一
・
具
ニ
録
二
集
シ

テ
月
次
日
作
之
衆
」
功
徳
ヲ一
・
回
二
向
シ
龍



一
九
一

一
九
一

者
。」

右
伏
惟
、
護
法
侍
衛
、
堅
応
□如

□来

付
属
、
蘭

若
□修

練
、
悉
有
龍
天
」
恩
助※

。
深
山
通
信
、

而
令
人
倫
伸
供
養
。
幽
谷
望
□風

、
□而

令
緇
白

作
群
』
集
。
是
以
、
当
山
已
現
梵
刹
、
江
湖

漸
□作

風
聞
。
求
道
人
、
不
招
競
来
、」
修
善

者
、
不
慮
諍
集
。
或
新
造
仏
菩
薩
像
、
而
功

徳
林
中
作
」
荘
厳
、
或
弁
営
仏
閣
僧
舎
、
而

善
根
山
上
倍
福
聚
。
護
法
安
人
」
之
霊
徳
、

殊
揚
焉
。
祖
道
弘
通
之
接
化
、
已
無
障
。
仍

合
山
、
年
〻
」
啓
唱
護
法
之
各
報
答
。
通

衆
、
各
〻
報
謝
行
道
之
大
擁
護
〈
矣
〉。」

品
目
、
如
後
。　

妙
法
蓮
華
経
什
拾
什
部　

丶
丶
丶
丶　
　

丶
□丶

丶
丶
」

上
来
、
諷
誦
経
呪
功
徳
鴻
因
、
回
向　

護
法

竜
天
、
梵
釈
四
王
、
天
地
」
陰
陽
、
十
方
真

宰
、　

日
本
国
内
大
小
神
祇
、
当
道
鎮
守
国

界
諸
」
神
、
保庄

内
社
壇
合
堂
聖
造
、
合
山
諸

檀
、
守
宮
守
道
、
今
年
歳
分
、」
主
執
陰
陽
、

　

南
方
火
徳
星
君
、
火
部
星※

衆
、
増
加
威
光
。

所
冀
、」
山
門
鎮
静
、　

僧
宝
繁
昌
、　

本

寺
檀
那
、
諸
檀
越
等
、
諸
縁
吉
』
慶
、
所
願

天
ニ一
、
報
二
答
ス
護
法
ヲ一
者
。」

右
伏
惟
ヲ
モ
ン
ミ
レ
ハ
、
護
法
侍
衛
ハ
、
堅
ク
応
シ二
如
来

ノ
付
嘱
ナ
ル

一

。
蘭
若
修
練
、
悉コ

ト
〱
ク
有
リ二
」
龍
天

ノ
恩
助
一
。
深
山
ニ
通
シ
テ

レ

信
ヲ
、
而
令
メ

人
倫

ヲ
伸
二
供
養
ヲ一
、
幽
谷
ニ
望
テレ

風
、」
而
令
ム下

二

緇
白
ヲ一
作
サ中
群
集
ヲ上
。
是
ヲ
以
テ
、
当
山
已
ニ

現
シ二
梵
刹
ヲ一
、
江
湖
漸ヤ
ウ
ヤ
ク
作
ス二
』
風
聞
ヲ一
。
求

道
ノ
人ト

、
不
ル
ニ

レ

招マ
ネ
カ
競
来
、
修
善
ノ
者
、
不

ル
ニ

レ

慮
ヲ
モ
ン
ハ
カ
ラ

諍アラソ
イ
集
ル
。
或
ハ
新
ニ
造
テ二
」
仏
菩

薩
ノ
像
ヲ一
、
而
功
徳
林
中
作
シ二
荘
厳
ヲ一
、
或
弁

二
営
シ
テ
仏
閣
僧
舎
ヲ一
、」
而
善
根
山
上
倍
ス二
福

聚
ヲ一
。
護
シレ
法
安
ス
ル

レ

人
之
霊
徳
、
殊
ニ
掲
レ

焉
。
祖
」
道
弘
通
之
接
化
、
已
ニ
無
シレ

障
。

仍
合
山
、
年
年
啓
唱
護
法
之
」
各
報
答
、
通

衆
、
各
各
報
謝
シ
行
道
之
大
擁
護
。　

品
目
、

如
」
後
。」

妙
法
蓮
華
経
」

梵
網
菩
薩
戒
経
」

上
来
、
諷
誦
経
呪
功
徳
鴻
因
、
回
向　

護
法

龍
天
、
梵
釈
」
四
王
、
天
地
陰
陽
、
十
方
真

宰
、　

日
本
国
内
大
小
神
祇
、』
当
山
鎮
守

国
界
諸
神
、
保
内
社
壇
合
堂
聖
造
、　

合

天
ニ一

・
報
二
答
ス
ル
護
法
一
者
ナ
リ
。」

右キ

伏
シ
テ
惟
レ
ハ
・
護
法
侍
衛
ハ
・
堅
ク
応
シ
テ

二

如

来
ノ
付
嘱※
ニ一
・
蘭
若
ノ
修
練
、
悉
ク
有
リ二
」
龍
天

恩
助
一
・
深
山
通
シ
テ

レ

信
ヲ
而
・
令
シ
テ

下
二
人
倫
一

伸ノ
ヘ中
供
養
ヲ上
・
幽
谷
望
テレ

風
ニ
、』
而　
下
二
緇

白
ヲ一
作ナ
サ中
群
集
ヲ上
・
是
ヲ
以
テ
、
当
山
已
ニ
現
シ二

梵
刹
ヲ一
・
江
湖
漸
ク
作ナ
ス二
」
風
聞
ヲ一
・
求グ

道
ノ

人
ハ
、
不サ
ル
ニレ
招マ
ネ
カ
競
イ
来
リ
・
修
善
ノ
者
ハ
、
不サ
ル

ニレ

慮
ヲ
モ
ン
ハ
カ
ラ

諍ア
ラ
ソ
イ
集
ル
・
或ア
ル
イ
ハ
新
ニ
造ツ
ク
ツ
テ

二

」
仏

菩
薩
ノ
像
ヲ一
而
・
功
徳
林
中
ニ
作ナ
シ二
荘
厳
ヲ一
・

或
ハ
弁ヘ
ン

二
営エ
イ
シ
テ
仏
閣
僧
舎
ヲ一
」
而
・
善
根
山
上

倍マ
ス二
福
聚
ヲ一

・
護
法
安
人
之
霊
徳
、
殊コ
ト
ニ
掲カ
ツ
エ
ン焉

シ
・
祖
」
道
弘
通
之
接
化
、
已
ニ
無
シレ
障サ
ワ
リ
・

仍
チ
合
山
、
年
年
啓
二
唱
シ
護
法
之
」
各ヲ

ノ
〱

報

答
ヲ一
・
通
衆
、
各
各
報
二
謝
ス
行
道
之
大
擁
護

ヲ一
・　

品
目
、
如（

レ
脱
ヵ
）

シ
」
後
ノ
。」

妙
法
蓮
華
経
」

梵
網
菩
薩
戒
経
」

上
来
、
諷
誦
経
呪
功
徳
鴻
因
、
回
向　

護
法

龍
天
、
梵
釈
』
四
王
、
天
地
陰
陽
、
十
方
真

宰
、　

日
本
国
内
大
小
神
祇
、」
当
山
鎮
守

国
界
諸
神
、
保
内
社
壇
合
堂
聖
造
、　

合

シ
テ令シム



①
禅
林
寺
本
『
瑩
山
清
規
』

②
大
乘
寺
蔵
永
享
六
年
書
写
本

⑥
永
光
寺
蔵
光
椿
書
写
本

一
九
二

一
九
二

成
就
、
四
恩
三
有
、
同
円
種
智
者
。
十
方
三

世
丶
丶
丶
。」 

〽（
朱
筆
）竜

天
回
向
双
紙
、
同
加
銀
銭
并
疏
等
、

焼
之
。 

（
地
冊
七
ウ
〜
八
ウ
）

※
次
竜
天
…
コ
ノ
行
ノ
上
欄
外
ニ
「
除
夜
」（
別
筆
）

ア
リ
。

※
南
閻
…
コ
ノ
行
ノ
上
欄
外
ニ
「
□

（
龍
ヵ
）天
」（
別
筆
）

ア
リ
。

※
徳
…
「
功
回
」
ノ
間
ニ
「
〇
」
ヲ
付
シ
、
右
ニ
記

シ
テ
加
筆
ス
。

※
助
深
…
上
下
ヲ
入
レ
替
エ
ル
指
示
ヲ
反
映
ス
。

※
星
…
右
、「
聖
」、
左
、「
□

（
ニ
ヵ
）」
ア
リ
。

山
」
諸
檀
、
守
宮
守
道
、　

今
年
歳
分
、
主

執
陰
陽
、　

南
方
火
」
徳
星
君
、
火
部
星

衆
、
増
加
威
光
。
所
冀
、」

山
門
鎮
静
、
僧
宝
繁
昌
、
本
寺
檀
那
、
諸
檀

越
等
、
諸
縁
吉
」
慶
、
所
願
成
就
、
四
恩
三

有
、
同
円
種
智
者
。
十
方
三
世
〈
云
／

云
〉。」

龍
天
回
向
双
紙
、
同
加
銀
銭
并
疏
等
、
焼

之
。」 

（
四
八
ウ
〜
四
九
ウ
）

※
迎
テ二
…
以
下
ノ
訓
点
ハ
全
テ
別
筆
ト
思
ワ
レ
ル
。

※
以
下
、
諸
本
に
よ
り
「
除
夜
回
向
」・「
歳
節
衆
寮

諷
経
」・「
可
漏
図
」
の
記
載
順
や
記
載
有
無
等
が

異
な
る
が
、
本
稿
で
は
翻
刻
は
底
本
通
り
に
掲
載

し
、
写
真
は
梵
清
本
に
合
わ
せ
て
掲
載
順
を
調
整

し
た
。

山
」
諸
檀
、
守
宮
守
道
、　

今
年
歳
分
、
主

執
陰
陽
、　

南
方
〈
火
〉」
徳
星
君
、
火
部

星
衆
、
増
加
威
光
。
所
冀
、」

山
門
鎮
静
、
僧
宝
繁
昌
、
本
寺
檀
那
、
諸
檀

越
等
、
諸
縁
吉
」
慶
、
所
願
成
就
、
四
恩
三

有
、
同
円
種
智
者
。
十
方
三
世
〈
云
〉。」

龍
天
回
向
双
紙
、
同
加
銀
銭
并
疏
等
、
焼

之
。」 

（
九
二
ウ
〜
九
三
ウ
）

※
南印閻
…
以
下
、
文
字
ノ
右
ノ
「
印
」
字
ハ
全
テ
朱

筆
。

※
夜
ヲ一

・
…
以
下
、「
・
」
ガ
底
本
ニ
付
サ
レ
テ
イ
ル

場
合
ハ
、
句
読
点
ニ
代
エ
テ
コ
レ
ヲ
付
ス
。「
・
」

ハ
全
テ
朱
筆
。

※
嘱
ニ一
…
「
ニ
」
ハ
「
ヲ
」
ヲ
修
正
シ
タ
モ
ノ
。



一
九
三

一
九
三

自
正
月
一
日
起
首
、
月
」
月
日
〻
、
諸
衆
不

怠
、
看
経
持
課
、
報
答
竜
天※

護
法
恩
。
頗

是
、
寺
院
」
恒
規
之
弁
務
也
。　

〽
（
朱
筆
）竜
天
回

向
双
紙
、
自
年
中
打
調
、
年
始
看
」
経
過

者
、
始
出
之
。
或
衆
寮
、
若
土
地
前
。
表
書

式
」

 

回
※
一
行

向 　

龍
天
功
徳
薄　

法二

薗
林
浄
住
寺
」

 

法三

薗 

林
浄
住
寺　

奉
為　

天四

竜　

善
神
」

諷五

誦
経
典　

念
誦　

陀
羅
尼
章
句　

称
念
諸

仏
菩
薩
宝
号
」

報
答　

護
法
安
人
之　

恩
永
為
恒
規
」

依六

而
行
之　

元
亨
四
年
〈
甲
／
子
〉
正
月

一
日
起
首
」

正
伝
云
勧
発  

同
行
衆
諷
誦　

経
□典

梵
文
』

陀
羅
尼
章
句  

称
念
諸
仏
菩
薩  

宝
号
報
答
」

天
竜
護
法
之
恩  

祖
訓
云
一
年
内　

勧
発
同

行
諷
誦
経
典
梵
文
」

回
向　

竜
天
護
法
之
恩　
　

除
夜
回
向
之

歳
節
衆
寮
諷
経
。
隔
前
一
日
、
如
冬
至
。
土

地
堂
念
誦
等
」
儀
、
同
前
。
疏
云
、」

切
以
、
大
蔟
告
辰
、
肇
三
陽
而
為
泰
。
東
風

応
律
、
正
五
福
」
以
類
昇
。
粛
請
大
衆
、
恭
詣

霊
祠
、
誦
持
万
徳
之
洪
名
、
回
』
向
合
堂
之

真
宰
。
功
徳
之
力
、
護
法
安
人
、
十
方
施
主
、

増
」
福
増
慧
。
為
如
上
縁
念
。　

十
仏
名
。」

回
向
、
同
結
夏
。　

銀
銭
、
疏
等
、
焼
之
。

　

大
悲
呪
。」

龍
天
回
向
、
自
正
月
一
日
起
首
、
月
月
日
日
、

諸
衆
不
怠
、」
看
経
持
課
、
報
答
龍
天
護
法

恩
。
頗
是
、
寺
院
恒
規
之
弁
」
務
也
。
龍
天
回

向
双
紙
、
自
年
中
打
調
、
年
始
看
経
過
者
、」

始
出
之
。
或
衆
寮
、
若
土
地
前
。　

表
書
式
。」

回※　

向　

龍　

天　

功　

徳
簿
」

洞　

谷　

山　

永　

光　

禅
寺
』

歳
節
衆
寮
諷
経
。
隔
前
一
日
、
如
冬
至
。
土

地
堂
念
誦
等
」
儀
、
同
前
。
疏
云
、」

切
ニ
以※
レ
ハ
・
大
※
タ
イ
サ
ウ蔟
告ツ
ク
ル
辰ト
キ
・
肇ハ
シ
メ
テ

二

三
陽
ヲ一

而
・
為ス
レ
泰タ
ヒ
ラ
カ
ナ
ラ
ン
ト
・
東
風
応
シ
テ

レ

律
ニ
、
正タ
ヽ

シ
テ

二

五
福
ヲ一
』
以※
テ
類ル
イ

レ
昇ノ
ホ
ル
・
粛ツ
ヽ
シ
ン
テ
請
シ
テ

二

大

衆
ヲ一
、
恭
ク
詣
シ
テ

二

霊
祠（

ニ
ヵ
）

□一

・
誦
二
持
シ
万
徳
之

洪
名
ヲ一
・
回
二
」
向
ス
合
堂
之
真
宰
ニ一

・
功
徳

之
力
、
護
リレ
法
ヲ
安ヤ
ス
ン
セ
ン

レ

人
ヲ
・
十
方
ノ
施
主
、

増
シ
」
レ
福
ヲ
増
サ
ン

レ

恵
ヲ
・
為イ

ジ如
上シ
ヤ
ウ

縁エ
ン

念ニ
ヤ
ン

。

　

十
仏
名
。」

回
向
、
同
結
夏
。　

銀
銭
、
疏
等
、
焼
之
。

　
　

大
悲
呪
。」

龍
天
回
向
、
自
正
月
一
日
起
首
、
月
月
日

日
、
諸
衆
不
怠
、」
看
経
持
課
、
報
答
龍
天

護
法
恩
。
頗
是
、
寺
院
恒
規
之
弁
」
務
也
。

龍
天
回
向
双
紙
、
自
年
中
打
調
、
年
始
看
経

過
者
、」
始
出
之
。
或
衆
寮
、
若
土
地
前
。　

表
書
式
。」



①
禅
林
寺
本
『
瑩
山
清
規
』

②
大
乘
寺
蔵
永
享
六
年
書
写
本

⑥
永
光
寺
蔵
光
椿
書
写
本

一
九
四

一
九
四

〈
矣
〉」

歳
節
衆
寮
諷
経
、
隔
前
一
日
、
如
冬
至
。

　

土
地
堂
念
誦
等
儀
、
同
前
。」

疏※

云
、」

切
以
、
太（
簇
ヵ
）
族
告
辰
、
肇
三
陽
而
為
泰
。
東
風

応
律
、
正
五
福
以
類
昇
。」
粛
詣※

大
衆
、
恭

詣
霊
祠
、
誦
持
万
徳
之
洪
名
。
回
向　

合
堂

之
真
宰
。」
功
徳
之
力
、
護
法
安
人
、
十
方

施
主
、
増
福
増
慧
。
為
如
上
縁
念
〈
十
仏

名
、
在
之
〉。」

上
来
、
念
誦
功
徳
、
並
用
回
向
護
持
正
法
、

土
地
竜
神
。
伏
願
、
神
光
協
賛
、」
発
揮
有

利
之
勤
、
梵
楽
興
隆
、
恩
賜
無
始
之
勲
。
再

馮
尊
衆
念
。
十
方
〈
丶
／
丶
〉。」

〈
大
悲
呪
一
反
〉、
銀
銭
、
疏
等
、
焼
之
。』

丶　

州
丶　

山　

寺
年
中
行
事
次
序
終
」

 

（
地
冊
八
ウ
〜
九
ウ
）

※
天
…
「
竜
護
」
ノ
間
ニ
「
〇
」
ヲ
付
シ
、
右
ニ
記

シ
テ
加
筆
ス
。

洞
谷
山
永
光
禅
寺
。」

　

奉
為
」

天
龍
善
神
、」

諷
誦
経
典
、
念
誦
」

陀
羅
尼
章
句
、」

称
念
諸
仏
菩
薩
」

宝
号
、
報
答
」

護
法
安
人
之
恩
。」

永
為
恒
規
、」

依
而
行
之
。』

元
享
四
年
〈
甲
／
子
〉

正
月
一
日
、
起
首
。」

正
伝
云
、
勧
発
」

同
行
衆
、
諷
誦
」

経
典
、
梵
文
、」

陀
羅
尼
章
句
、」

称
念
諸
仏
菩
薩
」

宝
号
、
報
答
」

天
龍
護
法
之
恩
。」

　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
光
国
師
御
筆
、

此
一
行
在
前
。　

沈
金
匝
有
之
。』

回※

向印

龍
天
功
徳
簿
」

洞
谷印

山
永
光
禅
寺

洞
谷
山印

永
光
禅
寺
。

　

奉
為
」

天
龍印善
神
、」

外
題
一
面
二
行
也
。

以
下
、一
面
三
行
充

書
。」

諷
誦
経
典
、
念
誦
」

陀
羅
尼
章
句
、」

称
念
諸
仏
菩
薩
」

宝
号
、
報
答
」

護
法
安
人
之
恩
。」

永
為
恒
規
、」

依
而
行
之
。』

元
享印

四年
号
干
支
、随
時
可
書
替

年〈
甲
／
子
〉」

正
月印

一
日
、
起
首
。」

正
伝
云
、
勧
発
」

同
行
衆
、
諷
誦
」

経
典
、
梵
文
、」



一
九
五

一
九
五

※
回一

行向
…
以
下
、
文
字
囲
イ
及
ビ
右
上
ニ
記
サ
レ

ル
数
字
ハ
全
テ
朱
筆
。【
年
中
写
真
108
】
参
照
。

※
疏
云
…
コ
ノ
行
ノ
上
欄
外
ニ
「〔
■
（
念
ヵ
）〕
誦
」（
別

筆
）
ア
リ
。

※
詣
…
右
、「
裒
」、
左
、「
○
」
ア
リ
。

※
以
下
に
掲
載
さ
れ
る
「
明
水
院
垂
誡
」（
地
冊
九

ウ
）
は
別
掲
し
た
。

祖
訓
云
、
一
年
内
、』

勧
発
同
行
、
諷
誦
」

経
典
、
梵
文
、」

回
向
」

龍
天
護
法
之
恩
。」

除
夜
回
向
矣
。」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

南
閻
浮
提
大
日

本
国
某
州
某
郡
某
荘
某
山
某
寺
住
持
某
甲

　

」

　
 

龍
天
疏
、
可
漏
図
、
旧
本
不
出
之
。
右
図

者
、
永
平
垂
誡
」
出
之
。
仍
為
後
鑒
、
今

書
之
。
后
覧
君
子
、
考
之
〈
幸
甚
〉。」

年
中
行
事　
〈
終
〉』

 

（
四
九
ウ
〜
五
一
ウ
）

※
回
向
龍
天
功
徳
簿
〜
洞
谷
山
永
光
禅
寺
…
【
年
中

写
真
109
】
参
照
。

※
恭
敬
〜
等謹封

…
【
年
中
写
真
113
】
参
照
。

※
以
下
に
掲
載
さ
れ
る
諸
記
事
（
五
二
オ
〜
五
三

恭※

敬　
　
　
　

疏
上

天
地
冥
陽　

龍
天
善
神

謹等封

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

南印閻
浮
提
大
日

本
国
某
州
某
郡
某
荘
某印山
某
寺
住
持
某印甲

　

」

　

 

龍
天
疏
、
可
漏
図
、
旧
本
不
出
之
。
右
図

者※

、
永
平
垂
誡
」
出
之
。
仍
為
後
鑒
、
今

書
之
。
后
覧
君
子
、
考
之
〈
幸
甚
〉。」

年
中
行
事　
〈
終
〉　　

主
大
中
叟
（
花
押
）

　

主※

光
椿
』 

（
九
三
ウ
〜
九
五
ウ
）

恭※

敬　
　
　
　

疏
上

天
地
冥
陽印

龍
天
善
神

黄紙謹等封 陀
羅
尼
章
句
、」

称
念
諸
仏
菩
薩
」

宝
号
、
報
答
」

天
龍印

護
法
之
恩
。」

祖
訓
云
、
年
内
、』

勧
発
同
行
、
諷
誦
」

経
典
、
梵
文
、」

回
向印

」

龍
天印

護
法
之
恩
。」

除
夜※

回
向
矣
。」



一
九
六

①
禅
林
寺
本
『
瑩
山
清
規
』

②
大
乘
寺
蔵
永
享
六
年
書
写
本

⑥
永
光
寺
蔵
光
椿
書
写
本

一
九
六

ウ
、
遊
ビ
紙
一
オ
〜
ウ
）
は
別
掲
し
た
。

※
以
レ
ハ
・
…
以
下
、「
・
」
ガ
底
本
ニ
付
サ
レ
テ
イ

ル
場
合
ハ
、
句
読
点
ニ
代
エ
テ
コ
レ
ヲ
付
ス
。

「
・
」
ハ
全
テ
朱
筆
。

※
大タ

イ
サ
ウ蔟
…
コ
ノ
行
ノ
上
欄
外
ニ
「
蔟ゾ
ウ

／
正
月
異
名

也
」
注
記
ア
リ
。

※
以
…
コ
ノ
行
ノ
上
欄
外
ニ
「
昂
ケ
ウ
ニ
／
星
宿
ノ
／

事
也
」
注
記
ア
リ
。

※
回
向印

龍
天
功
徳
簿
〜
天
龍印

善
神
…【
年
中
写
真
110
】

参
照
。
マ
タ
以
下
、
文
字
ノ
右
ノ
「
印
」（
朱
筆
）

ハ
本
来
ハ
文
字
上
ニ
記
サ
レ
テ
イ
ル
ガ
、
便
宜
上

右
ニ
記
シ
タ
モ
ノ
。

※
恭
敬
〜
等謹封

…【
年
中
写
真
114
】
参
照
。
ナ
オ
図
中
ノ

「
印
」（
朱
筆
）
ハ
文
字
ノ
右
ニ
記
サ
レ
タ
モ
ノ
。

※
者
…
「
図
永
」
ノ
間
ニ
「
○
」
ヲ
付
シ
、
同
行
末

ニ
「
者上

」
ト
ア
ル
指
示
ヲ
反
映
シ
テ
移
ス
。

※
主
光
椿
…
文
字
上
ニ
朱
印
「
光
椿
」
ア
リ
。

※
以
下
に
掲
載
さ
れ
る
諸
記
事
（
九
六
オ
〜
九
八

ウ
）
は
別
掲
し
た
。



一
九
七

一
九
七



⑤
山
上
氏
旧
蔵
麟
広
書
写
本
（
文
亀
元
年
書
写
）

⑦
月
舟
開
版
『
瑩
山
清
規
』（
延
宝
五
年
開
版
）

⑨
卍
山
開
版
『
瑩
山
清
規
』（
延
宝
九
年
開
版
）

一
九
八

一
九
八

等
之
…
ナ
シ
。

※
光
椿
書
写
本
ハ
「
茶
湯
等
儀
式
」
ニ
作
ル
。

也
…
ナ
シ
。

晩
間
…
「
十
四
日
晩
間
」
ニ
作
ル
。

大
旛
四
流
…
「
大
幡
四
旒
」
ニ
作
ル
。

二
十
五
…
「
廿
五
」
ニ
作
ル
。

銀
銭
疏
等
…
「
銀
銭
等
」
ニ
作
ル
。

銘
云
…
「
大
旛
銘
云
」
ニ
作
ル
。

唵

哆
〜
莎
縛
〈
訶
／
賀
〉
…
「
唵
摩
尼

多
哩
吽

娑
婆
詞
」
ニ
作
ル
。

七
月
十
三
日
。
衆
寮
諷
経
、
如
二
結
夏
一
。」

十
四
日
。
土
地
堂
念
誦
。
疏
云
〈
銀
銭
、
茶

湯
等
之
儀
、
／
皆
如
二
結
夏
一
者
也
〉、」

切
ニ
以（
マ
マ
）
レ
、
金
風
扇
イ
テ

レ

野
ニ
、
白
帝
司
ト
ル

レ

方

ヲ
。
当
タ
ル

二

覚
皇
解
制
ノ
之
時
ニ一
、
是
レ
法
』
歳

周
円
之
日
ナ
リ
也
。
九
旬
無
レ
難
、
一
衆
咸
ク

安
シ
、
誦
二
持
シ
万
徳
ノ
洪
」
名
ヲ一
、
回
二
向
ス

合
堂
ノ
真
宰
ニ一
。
仰
憑
大
衆
念
〈
回
向
、
如
二

結
夏
一
。
四
節
、
皆
同
〉。」

十
四
日
ノ
晩（
マ
マ
）
ニ
、
施
餓
鬼（
マ
マ
）
ハ
、
供
庫
下
ノ
所
管
ナ

リ
。
大
旛
四
流
、
小
旛
二
」
十
五
流
。
銀

銭
、
疏
等
ハ
、
皆
維
那
ノ
所
管
ナ
リ
也
。
大
旛
ハ

立
テ二
四
方
ニ一
、
小
」
旛
ハ
者
、
立
ツ二
供
物
盆
器

ノ
上
ニ一
。
小
旛
ハ
者
、
五
色
也
。
銘
ニ
云
、」

唵

哆
唎
吽

咜

呵
。〈
或
／
云
〉、

唵
摩
你
〈
駄
／
達
／

〉〈
里
／
哩
〉
吽
鏺

〈
駄
／
它
／
哆
〉」
莎
縛
〈
訶
／
賀
〉。　　
　

 

（
下
冊
四
〇
ウ
〜
四
一
オ
）

七
月
十
三
日
。
衆
寮
諷
経
、
如
シ二
結
夏
ノ一
。」

十
四
日
。
土
地
堂
念
誦
ニ
云
ク
〈
銀
銭
、
茶

湯
等
ノ
之
／
式
、
皆
如
シ二
結
夏
ノ一
也
〉、」

切
ニ
以
レ
ハ
、
金
風
扇
キレ
野
ニ
、
白
帝
司
ルレ
方
ヲ
。

当
ル二
覚
皇
解
制
ノ
之
時
ニ一
、
是
レ
法
歳
周
」
円
ノ

之
日
ナ
リ
。
九
旬
無
レ
難
、
一
衆
咸
ク
安
シ
、
誦

二
持
シ
万
徳
ノ
洪
名
ヲ一
、
回
二
向
ス
合
堂
ノ
』
真

宰
ニ一
。
仰
憑
大
衆
念
〈
回
向
、
如
シ二
結
夏
ノ一
。

／
四
節
、
皆
同
シ
〉。」

晩
間
、
施
餓
鬼
ノ
供
ハ
、
庫
下
ノ
所
管
ナ
リ
。
大

旛
四
流
、
小
旛
二
十
五
流
。
銀
」
銭
、
疏
等

ハ
、
皆
維
那
ノ
所
管
ナ
リ
也
。
大
旛
ハ
立
テ二
四
方

ニ一
、
小
旛
立
ツ二
供
物
盆
器
ノ
」
上
ニ一
。
小
旛
ハ
五

色
ナ
リ
也
。　

銘
ニ
云
、」

唵

哆
唎
吽

咜

呵
。　

或
云
、　

唵
摩
你
〈
駄
／
達
／

〉
ノ
〈
里
／
哩
〉

吽
」
鏺
〈
駄
／
它
／
哆
〉
莎
縛
〈
訶
／
賀
〉。

 

（
下
冊
三
四
ウ
〜
三
五
オ
）



一
九
九

一
九
九

少
間
…
「
在
少
間
」
ニ
作
ル
。

問
訊
…
「
問
訊
問
訊
」
ニ
作
ル
。

※
底
本
、
下
冊
三
五
オ
九
行
目
「
訊
ノ
下
問
訊
ア

リ
」。「
問
訊
ナ
シ
」
ノ
誤
ト
モ
考
エ
ラ
レ
ル
。

行
施
食
人
…
「
施
食
人
」
ニ
作
ル
。

初
段
…
「
初
改
」
ニ
作
ル
。

灑
水
…
「
洒
水
」
ニ
作
ル
。

〈
三
／
称
〉
…
「
三
返
」
ニ
作
ル
。

十
四
日
。
大
座
湯
ノ
後
、
在
二
少シ
ハ
ラ
ク間

一
、
仏
殿

前
ノ
露
地
ニ
、
立
テ
」
二
台
盤
供
物
一
対
ヲ一
、
一

者
飯
、
一
者
菓
子
也
。
鉢
盛
水
、
加
ヘ二
溝ミ
ソ
ハ
キ萩

、
（
一
脱
ヵ
）
」

時
至
、
維
那
、
令
行
者
報
施
餓
鬼
案
内
。
鳴

鐘
、
集
衆
、
維
那
、』
出
班
焼
香
、
請
二
主

人
両
班
ヲ一
、
問
訊
ス
。
問
訊
了
テ
、
又
請
二
施

餓
鬼
ノ
」
人
ヲ一
、
主
人
或
ハ
首
座
等
ノ
尊
宿
、

令
ス二

施
餓
鬼
セ一
。
維
那
、
唱
レ
ハ

レ

文
ヲ
、
大

衆
、」
同
音
ニ
初
メ
テ
改
ム二
十
方
念
仏
ヲ一
〈
合
掌

ス
〉。
供
物
加
持
シ
テ
ハ
、
左
手
ニ
作
シ
テ

レ

拳
ヲ
、

抑ヲ
サ
ヘ二
」
左
ノ
腰
ヲ一
、
右
手
ニ
作
シ
テ

二

施
与
ノ
印
ヲ一
、

廻メ
ク
ラ
シ
テ
加
二
持
ス
食
ヲ一
。
灑
水
ノ
呪
ノ
時
キ
、
先
ツ

右
手
ニ
」
作
二
水
印
ヲ一
。
所
謂
大
拇
指
、
握
ツ
テ

レ

之
ヲ
、
四
指
並
立
ツ
。
七
遍
加
持
ノ
間
、」
三

遍
ノ
後
、
右
手
ニ
取
二
溝
萩
ヲ一
、
灑
水
ス
。
開
口

ノ
呪
ノ
時
キ
、
弾
指
三
下
ス
。
施
」
与
ノ
呪
ノ
時

キ
、
握
ツ
テ

レ

飯
ヲ
投
ク二
庭
上
ニ一
。
五
仏
召
請
証
明

ノ
時
キ
、
又
合
掌
シ
テ
而
」
至
二
回
向
ニ一
。　

施
餓

鬼
ノ
法
ハ
、
先
ツ
問
訊
シ
テ
供
仏
。　

先
ツ
合
掌
念

仏
、
三
遍
。」

南
無
十
方
仏　

南
無
十
方
法　

南
無
十
方

　

十
四
日
。
大
座
湯
ノ
後
、
少シ
ハ
ラ
ク
間
ア
ツ
テ
、

仏
殿
前
ノ
露
地
ニ
、
立
テ二
」
台
盤
供
物
一
対
ヲ一
、

一
ハ
者
飯
、
一
ハ
者
菓
子
也
。
鉢
ニ
盛
テレ
水
ヲ
、

加
フ二
溝
萩
ヲ一
。
時
」
至
テ
、
維
那
、
令下
シ
テ

ム
二
行

者
一
報
中
施
餓
鬼
ノ
案
内
ヲ上
。
鳴
シレ
鐘
ヲ
、
集
メレ

衆
、
維
那
、
出
班
焼
」
香
、
請
シ
テ

二

主
人
両

班
ヲ一
、
問
訊
ス
。
問
訊
シ
了
テ
、
又
請
シ
テ

二

行
施

食
ノ
人
ヲ一
、
主
人
或
ハ
首
」
座
等
ノ
尊
宿
、
領
スレ

之
ヲ
。
維
那
、
唱
フレ
文
ヲ
。
大
衆
、
同
音
、
初

段
十
方
念
仏
〈
合
／
掌
〉。』
供
物
加
持
、
左

手
ニ
作
シ
テ

レ

拳
ヲ
、
抑ヲ
サ
ヘ二
左
ノ
腰
ヲ一
、
右
手
ニ
作
シ
テ

二

施
与
ノ
印
ヲ一
、
廻
シ
テ
加
二
持
ス
食
ヲ一
。」
灑
水
ノ

呪
ノ
時
キ
、
先
ツ
右
手
ニ
作
ス二
水
印
ヲ一
。
所
謂
ル

大
拇
指
、
握
テレ
之
ヲ
、
四
指
並
ヘ
立
ツ
。」
七
遍

加
持
ノ
間
、
三
遍
ノ
後
チ
、
右
手
ニ
取
リ二
溝
萩

ヲ一
、
灑
水
ス
。
開
口
ノ
呪
ノ
時
キ
、
弾
指
」
三
下

ス
。
施
与
ノ
呪
ノ
時
キ
、
握
テレ
飯
ヲ
投
ク二
庭
上
ニ一
。

五
仏
召
請
証
明
ノ
時
キ
、
又
タ
合
掌
シ
テ
」
而
至

ル二
回
向
ニ一
。　

施
餓
鬼
ノ
法
ハ
、
先
ツ
問
訊
シ
テ
供

仏
ス
。　

次
ニ
合
掌
シ
テ
念
仏
ス
〈
三
／
称
〉。」

南
無
十
方
仏　

南
無
十
方
法　

南
無
十
方
僧



⑤
山
上
氏
旧
蔵
麟
広
書
写
本

⑦
月
舟
開
版
『
瑩
山
清
規
』

⑨
卍
山
開
版
『
瑩
山
清
規
』

二
〇
〇

二
〇
〇

南
無
大
慈
大
悲
観
世
音
菩
薩
…
「
南
無
大
慈

大
悲
救
苦
観
世
音
菩
薩
」
ニ
作
ル
。

〈
左
手
〜
供
物
〉
…
「
左
手
拳
印
、
右
手
施

印
」
ニ
作
ル
。

帰
依
三
宝
発
菩
提
…「
帰
依
三
宝
発
菩
提
心
」

ニ
作
ル
。

洒
水
真
言
…
「
灑
水
真
言
」
ニ
作
ル
。

※
底
本
、
下
冊
三
六
オ
三
行
目
「
洒
―
灑
」
ニ
作
ル

ガ
、
同
ジ
ク
立
項
サ
レ
ル
光
椿
書
写
本
ニ
依
ッ

テ
、
一
行
目
ノ
誤
ト
判
断
シ
タ
。

先
右
手
〜
洒
水
〉
…
「
水
印
大
拇
、
握
之
。

四
並
立
加
持
」
ニ
作
ル
。

※
光
椿
書
写
本
ハ
「
水
印
大
拇
、
握
之
。
四
指
並
立

加
持
」
ニ
作
ル
。

怛
佗
蘗
多
…
「
怛
他
蘗
多
」
ニ
作
ル
。

蘇
嚕
蘇
嚕
…
「
素
嚕
蘇
嚕
」
ニ
作
ル
。

僧
』
南
無
本
師
釈
迦
牟
尼
仏　

南
無
大
慈
大

悲
救
苦
観
」
世
音
菩
薩
〈
三
／
返
〉。
次
供

物
加
持
〈
左
手
ニ
作
シ二
拳
印
ヲ一
、
右
手
ニ
作
二
施

与
ノ

印
ヲ一
、
五
指
並
／
立
、
向
レ
外
廻
シ
テ
、

加（二
脱
ヵ
）
持
供
物
一
〉、」

神
呪
加
持
浄
飲
食　

普
施
河
沙
衆
鬼
神
」

咸
皆
飽
満
捨
慳
心　

悉
脱
幽
冥
生
善
道
」

帰
依
三
宝
発
菩
提　

究
竟
得
成
無
上
覚
」

功
徳
無
辺
尽
未
来　

一
切
衆
生
同
法
食
」

〈
次
ニ
洒
水
ノ
真
言
。
先
ツ
右
ノ
手
ニ
作
二
水
印
一
、

所
謂
大
拇
、
握
レ
之
、
四
／
指
並
立
、
向
レ

外
加
持
ス
。
三
返
ノ
後
、
右
手
ニ
取
二
溝
萩
一
、

洒
水
〉。」

南
無
、
薩
縛
、
怛
佗
蘗
多
、
縛
盧
枳
帝
、

唵
、
三
摩
羅
、
三
摩
羅
」
吽
〈
七
／
返
。
次

ニ
開
口
真
言
。
／
弾
指
三
下
シ
テ
、
加
持
ス
〉。』

〈
南
無
蘇

波
耶
、
怛
他
掲
多
耶
、
怛
姪
他
、

唵
、
蘇
嚕
蘇
嚕
、
波
耶
蘇
嚕
、
娑
婆
訶
／
七

返
。　

次
十
指
、
皆
ナ
立
テ
、
向
レ
外
加
持

ス
〉。」

　

南
無
本
」
師
釈
迦
牟
尼
仏　

南
無
大
慈
大

悲
観
世
音
菩
薩
〈
次
供
物
／
加
持
、
左
」
手

作
シ二
拳
印
ヲ一
、
右
手
ニ
作
二
施
与
ノ
印
ヲ一
、
五
／

指
並
立
、
向
レ
外
廻
シ
テ
、
加
二
持
ス
供
物
ヲ一
〉。」

神
呪
加
持
浄
飲
食
、
普
施
河
沙
衆
鬼
神
、
咸

皆
飽
満
捨
慳
心
、」
悉
脱
幽
冥
生
善
道
、
帰

依
三
宝
発
菩
提
、
究
竟
得
成
無
上
覚
、』
功

徳
無
辺
尽
未
来
、
一
切
衆
生
同
法
食
〈
次
ニ

洒
水
ノ
真
言
。
先
ツ
右
ノ
／
手
ニ
作
二
水
印
ヲ一
、

謂
大
拇
、」

　

 

握
テレ
之
ヲ
、
四
指
並
立
テ
、
向
テレ
外
ニ
加
持

シ
、
／
三
反
ノ
後
、
右
手
ニ
取
テ二
溝
萩
ヲ一
、
洒

水
ス
〉。」

南
無
、
薩
縛
、
怛
佗
蘗
多
、
縛
盧
枳
帝
、

唵
、
三
摩
羅
、
三
摩
羅
吽
〈
七
／
遍
。」

　

 

次
ニ
開
口
真
言
。
弾
／
指
三
下
シ
テ
、
加
持

ス
〉。」

南
無
蘇

婆
耶
、
怛
他
掲
多
耶
、
怛
姪
他
、

唵
、
蘇
嚕
蘇
嚕
、
婆
耶
」
蘇
嚕
、
婆
耶
蘇

嚕
、
娑
婆
訶　

〈
次
ニ
施
与
飽
満
真
言
。
五



二
〇
一

二
〇
一

向
外
…
「
外
向
」
ニ
作
ル
。

二
十
一
返
〜
合
掌
印
…
「
三
返
。
次
五
仏
超

請
証
明
加
持
。
合
掌
印
」
ニ
作
ル
。

〈
三
／
称
〉
…
「
三
反
」
ニ
作
ル
。

次
…
ナ
シ
。

云
云
…
「
一
切
丶
丶
蜜
、
云
云
」
ニ
作
ル
。

  

南
無
三
曼
陀
没
駄
喃

〈
二
十
一
返
。
次

七
如
来
召
請
／
証
明
加
持
。
合
掌
之
印
〉。」

南
無
宝
勝
如
来　
　

南
無
多
宝
如
来
」

南
無
妙
色
身
如
来　

南
無
広
博
身
如
来
」

南
無
離
怖
畏
如
来　

南
無
甘
露
王
如
来
」

南
無
阿
弥
陀
如
来
〈
三
返
〉。
回
向
。　

汝
等

鬼
神
衆
」
我
今
施
汝
供　

此
食
遍
十
方　

一

切
鬼
神
供
」
願
以
此
功
徳　

普
及
於
一
切　

我
等
与
衆
生
」
皆
共
成
仏
道　

十
方
―
―
密

 

（
下
冊
四
一
オ
〜
四
二
ウ
）

／
指
、
皆
ナ
立
テ
、
向
テレ
外
ニ
加
持
ス
〉。」

南
無
三
曼
陀
没
多
喃
　
〈
二
十
一
返
。
次

五
仏
召
／
請
証
明
加
持
。
合
掌
印
〉。」

南
無
多
宝
如
来　

南
無
妙
色
身
如
来　

南
無

甘
露
王
如
」
来　

南
無
広
博
身
如
来　

南
無

離
怖
畏
如
来
〈
三
／
称
〉。」

　

次
回
向
。』

汝
等
鬼
神
衆
、
我
今
施
汝
供
、
此
食
遍
十

方
、
一
切
鬼
神
供
。」

願
以
此
功
徳
、
普
及
於
一
切
、
我
等
与
衆

生
、
皆
共
成
仏
道
。
十
」
方
三
世
、
云
云
。」

 

（
下
冊
三
五
オ
〜
三
六
ウ
）



⑤
山
上
氏
旧
蔵
麟
広
書
写
本

⑦
月
舟
開
版
『
瑩
山
清
規
』

⑨
卍
山
開
版
『
瑩
山
清
規
』

二
〇
二

二
〇
二



二
〇
三

二
〇
三

次
宣
疏
〜
三
宝
印
〉
…
「
次
維
那
宣
疏
云
」

ニ
作
ル
。

永
光
寺
…
「
永
光
禅
寺
」
ニ
作
ル
。

次
宣
疏
云
、』

南
閻
浮
提
大
日
本
国
―
―
―
―
―
―
―
某
甲

等
、」　

　

 

今
月
十
四
日
、
恭
ク
遇
二　

衆
僧
自
恣
、

法
歳
周
円
之
時
」
節
ニ一
、
謹
テ
率
シ
テ

二

現
前
ノ

大
衆
ヲ一
、
詣
シ
テ

二

覚
皇
之
宝
前
ニ一
、
以
弁
シ
テ

二

微
供
ヲ一
、
而
」
普
ク
施
二
河
沙
之
功
徳
ヲ一
、

加
ヘ
テ

二

法
施
ヲ一
、
而
救
ハ
ン

二

諸
来
之
群
類
一
者

ナ
リ
。」

窃
ニ
以
レ
ハ
、
業ゴ
ツ

山ン

幽
邃
ニ
シ
テ
、
日
月
ノ
光
モ
不

レ
能
レ
照
コ
ト
、
苦
海
ノ
嶮
浪
、
賢
聖
ノ
力
モ
」
不

　

 

次
ニ
宣
レ
疏
ヲ
云
ク
〈
疏
并
ニ
殻
漏
子
、
／
不

レ
著
二
三
宝
印
一
〉」

南
閻
浮
提
大
日
本
国
北
陸
道
能
登
州
酒
井

保
、
洞
谷
山
永
光
寺
開
闢
某
甲
等
、」

　

 

今
月
十
四
日
、
恭
ク
遇
テ二　

衆
僧
自
恣
、

法
歳
周
円
ノ
之
時
節
ニ一
、
謹
テ
」
率
テ二
現
前
ノ

大
衆
ヲ一
、
詣
シ
テ

二

覚
皇
ノ
之
宝
前
ニ一
、
以
テ
弁

シ
テ

二

微
供
ヲ一
、
而
普
ク
施
シ二
河
沙
ノ
」
之
功
徳

ヲ一
、
加
テ二
法
施
ヲ一
而
救
ン二
諸
来
ノ
之
群
類
一
者

ナ
リ
。」

窃
ニ
以
レ
ハ
、
業
山
ノ
幽
邃
、
日
月
ノ
光
モ
不
レ
能



⑤
山
上
氏
旧
蔵
麟
広
書
写
本

⑦
月
舟
開
版
『
瑩
山
清
規
』

⑨
卍
山
開
版
『
瑩
山
清
規
』

二
〇
四

二
〇
四

方
便
而
…
「
方
便
」
ニ
作
ル
。

レ
得
レ
渡
ス
コ
ト
。
智
梯
モ
如
クレ
無
カレ
便
リ
、
慈
航
モ

似
タ
リ

レ

失
ヘ
ル
ニ

レ

術
。
梵
釈
モ
之
不
レ
能
二
奈
」
何

ト
モ
ス
ル
コ
ト

一

、
諸
仏
モ
之
徒
ニ
雖
ト
モ

レ

拱
ス
ト

レ

手
ヲ
、

釈
尊
、
廻
シ
テ

二

方
便
ヲ一
、
而
借
二
衆
僧
威
神
ノ
」

力
ヲ一
、
目
連
、
助
ケ
テ

二

悲
母
ヲ一
而
救
二
飢
饉
極

重
ノ
之
苦
ヲ一
、
可
レ
尊
ム
、
安
居
同
」
修
之
威

神
力
。
已
ニ
超
二
三
世
覚
皇
之
仏
智
力
一
、
不

レ
疑
、
和
合
』
衆
僧
之
功
徳
聚
、
頓
ニ
消
二
業

定
受
苦
之
罪
悪
聚
ヲ一
。
盂
蘭
盆
」
供
、
自
レ

此
始
レ
リ
。
大
施
餓
鬼
、
勤
修
ス
ル
コ
ト
久
シ
。
是

ヲ
以
、
兼
日
、
各
各
漸
修
」
之
経
呪
力
、
漸

ク
驚
ス二
此
界
他
方
之
業
苦
海
ヲ一
。
今
夜イ

、
如
如

円
」
頓
之
心
王
呪
、
頓
ニ
崩
ツ
ス

二

妄
想
実
受
之

浮
塵
山
ヲ一
。
若
シ
然
ラ
ハ
者
、
現
」
前
ノ
微
施
、

供
ス二
沙
界
恒
沙
界
之
飢
饉
ノ
類
ニ一
。
群
聚
含

類
、
受
テ二
無
」
尽
無
辺
際
ノ
法
供
養
ヲ一
、
頓
ニ

飽
二
足
無
為
実
相
之
法
味
ニ一
、
速
ニ
遊
二
」
戯
シ

テ
逍
遥
自
在
ノ
之
安
楽
ニ一
、
存
亡
斉
ク
導
キ
、
怨

親
普
ク
利
セ
ン
。」

諷
誦
、
如
後
。」

レ
照
コ
ト
、
苦
海
ノ
嶮
浪
、
賢
聖
ノ
力
モ
不
レ
得
」

レ
渡
ス
コ
ト
。
智
梯
モ
如
クレ
無
カレ
便
リ
、
慈
航
モ
似
リレ

失
ニレ
術
ヲ
。
梵
釈
モ
之
不
レ
能
二
奈
何
ト
モ
ス
ル
コ
ト

一

、

諸
仏
モ
之
』
徒
ニ
雖
レ
拱
ス
ト

レ

手
ヲ
、
釈
尊
、
廻

シ
テ

二

方
便
ヲ一
而（
マ
マ
）
二
借
リ二

衆
僧
威
神
之
力
ヲ
、
目

連
、
助
テ二
悲
母
ヲ一
」
而
救
二
飢
饉
極
重
ノ
之
苦

ヲ一
。
可
レ
尊
ム三
安
居
同
修
ノ
之
威
神
力
、
已
ニ
超

コ
ト
ヲ

二

三
」
世
覚
皇
ノ
之
仏
智
力
ニ一
。
不
レレ
疑
三

和
合
衆
僧
ノ
之
功
徳
聚
、
頓
ニ
消
コ
ト

二

業
定
」

受
苦
ノ
之
罪
悪
聚
ヲ一
。
盂
蘭
盆
供
、
自
レ
此
レ

始
レ
リ
。
大
施
餓
鬼
、
勤
修
ス
ル
コ
ト
久
シ
。
是

ヲ
」
以
テ
、
兼
日
、
各
各
漸
修
ノ
之
経
呪
力
、

漸
ク
驚
ス二
此
界
他
方
ノ
之
業
苦
海
ヲ一
。」
今
夜ヒ

、

如
如
円
頓
ノ
之
心
王
呪
、
頓
ニ
崩
ス二
妄
想
実
受

ノ
之
浮
塵
山
ヲ一
。
若
シ
」
然
ハ
者
、
現
前
ノ
微

施
、
供
ス二
沙
界
恒
沙
界
ノ
之
飢
饉
ノ
類
ニ一
。
群

聚
含
類
、
受
テ二
」
無
尽
無
辺
際
ノ
之
法
供
養

ヲ一
、
頓
ニ
飽
二
足
シ
テ
無
為
実
相
ノ
之
法
味
ニ一
、

速
ニ
遊
二
」
戯
シ
テ
逍
遥
自
在
ノ
之
安
楽
ニ一
、
存

亡
、
斎
（
斉
ヵ
）ク
導
キ
、
怨
親
、
普
ク
利
セ
ン
。　

諷
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麼
経
…
「
梵
網
菩
薩
心
地
戒
品
経
、
円
覚

修
多
羅
了
義
経
、
金
剛
般
若
波
羅
蜜
経
、

諸
経
陀
羅
尼
神
呪
、
真
言
」
ニ
作
ル
。

回
向
…
ナ
シ
。

黒
紙
…
「
黒
紙
無
印
、
白
字
」
ニ
作
ル
。

能
州
…
「
能
登
州
賀
嶋
群
（
マ
マ
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ニ
作
ル
。

永
光
寺
…
「
永
光
禅
寺
」
ニ
作
ル
。

銀
銭
旛
…
「
銀
銭
幡
等
」
ニ
作
ル
。

※
「
幡
」
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本
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冊
三
八
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行
目
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ス
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ア
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ガ
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該
当
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ガ
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タ
メ
、
下

冊
三
七
ウ
八
オ
七
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目
ノ
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誤
ト
判
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シ
タ
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無
啓
唱
也
…
ナ
シ
。

回
向
云
…
「
回
向
」
ニ
作
ル
。

十
方
三
世
〈
云
／
云
〉
…
ナ
シ
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大
乗
妙
法
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経　

什
部
』
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部
」

上
来
、
諷
誦
経
呪
功
徳
、
回
向　

無
尽
法
界

一
切
群キ

ン
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財ザ
イ

法ハ

飢キ

饉キ
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悪ヲ

趣シ
ユ

鬼キ

神シ
ン

、
邪シ
ヤ

党ト
ウ

、

天
魔モ

、
僻ヒ

修シ
ユ

含ア
ン

生サ
ン
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飽ボ

ウ

満モ
ン

法ハ

」
味
、
咸ア

ン
発ハ

正シ
ン

智チ

、
軽キ
ン
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ユ
ン

諸シ

業ネ

、
皆キ
ヤ
イ
得テ

解ア
イ

脱ト

、
隠イ
ン

顕ケ
ン

利リ

益イ

、
同
円
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種
智
者
。
十
方
三
世
―
―
密
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南※

閻
浮
提
大
日
本
国
―
等

謹
封
」

（
底
本
、
一
行
分
ノ
空
白
ア
リ
）」

疏
并
ニ
銀
銭
旛タ

、
皆
ナ
焼
レ
之
。
次
ニ
楞
厳
呪
。

回
向　
〈
無
二
啓
唱
一
也
〉。』

上
来
、
諷
誦
経
呪
楞
厳
秘
密
神
呪
功
徳
、　

回
向
」

無
尽
法
界
一
切
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類
、
財
法
飢
饉
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鬼
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、
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趣
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僻
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。
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法
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、
正
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発
、
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度
衆
生
、
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円
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智
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次
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縁
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任
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意
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上
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華
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二

啓
唱
一
也
。　

回
向
云
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上
来
、
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誦
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ン

呪シ
ウ

、
楞
厳
秘
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功
徳
、

回
向　

無
尽
法
界
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一
切
含
類
、
財
法
飢
饉

無
量
鬼
神
、
悪
趣
群
生
、
邪
魔
僻
徒
。
飽
』

満
法
味
、
正
智
開
発
、
広
度
衆
生
、
同
円
種

智
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。
十
方
三
世
〈
云
／
云
〉。」

次
ニ
結
縁
諷
経
。
任
ス二
諸
衆
ノ
意
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。　

次
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小
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。
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作
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（
下
冊
四
二
ウ
〜
四
四
ウ
）

※
悲
愍　

疏
上
〜
謹
封
…
【
年
中
写
真
74
】
参
照
。

※
南
閻
浮
提
…
右
、「
三
宝
印
ハ
不
レ
押
」
注
記
ア
リ
。

十
五
日
。
礼
数
、
一
二
如
結
夏
ニ一
。」　

楞
厳
会
満
散
疏
云
、」  

　

妙
湛
総
持
不
動
尊　

首
楞
厳
王
世
希
有
」

　

銷
我
億
劫
顛
倒
想　

不
歴
僧
祇
獲
法
身
』

南
閻
浮
提
大
日
本
国
〈
某
州
〉　
　
　

住
持

北（
比
ヵ
）丘

某
等
、」

　

 

七
月
十
五
日
、
当
ル二
法
歳
周
円
之
辰
ニ一
。

是
衆
僧
自
恣
之
」
日
ナ
リ
。
雲
集
ノ
比
丘

衆
、
満
二
散
楞
厳
会
ヲ一
、
諷
二
誦
ス
大
仏
頂

 

（
下
冊
三
六
ウ
〜
三
八
オ
）

※
悲
愍　

疏
上
〜
謹
封
…
【
年
中
写
真
75
】
参
照
。

十
五
日
。
礼
数
、
一
二
如
ス
結
夏
ニ一
。　

楞
厳

会
満
散
疏
ニ
云
ク
、」  

　

妙
湛
総
持
不
動
尊

　

首
楞
厳
王
ハ
世
ニ
希
有
ナ
リ
」

　

銷
シ
テ

二

我
カ
億
劫
顛
倒
ノ
想
ヲ一

　

不
シ
テ

レ

歴
二
僧
祇
ヲ一
獲
二
法
身
ヲ一
」

南
閻
浮
提
大
日
本
国
能
州
賀
島
郡
酒
井
ノ

保
、
洞
谷
山
永
光
寺
開
闢
某
甲
等
、」

　

 

七
月
十
五
日
、
当
ル二
法
歳
周
円
ノ
之
辰
ニ一
。



二
〇
七

二
〇
七

メ
、「
ア
リ
」
ノ
誤
ト
判
断
シ
タ
。

永
光
寺
開
闢
某
甲
等
…
「
永
光
禅
寺
開
闢
某

甲
」
ニ
作
ル
。

楞
厳
会
…
「
楞
厳
勝
会
」
ニ
作
ル
。

伊
勢
太
神
宮
…
「
伊
勢
大
神
宮
」
ニ
作
ル
。

白
山
妙
理
大
権
現
…
「
白
山
妙
理
権
現
」
ニ

作
ル
。

※
永
享
六
年
本
ニ
依
ッ
テ
判
断
シ
タ
。

万
行
」
首
楞
厳
神
呪
ヲ一
、
所
ノレ
集
ル
功
徳
ハ
、

祝
下
献
シ
奉
ル
護
法
ノ
諸
天
、
守
道
ノ
」
諸
神
、

大
権
真
宰
、　

今
年
ノ
歳
分
、
主
執
ノ
聡

明
、　

日
本
」
天
地
開
闢
伊
勢
大
神
宮
、

　
　
　

一
ノ
宮
ヤ
気
多
大
菩
」
薩
、　

白

山
妙
理
権
現
、　

八
旙
大
菩
薩
、　

稲
荷

大
」
明
神
、　

当
州
ノ
列ツ

廟
六
十
余
州
三

千
余
座
遐
邇
ノ
神
」
祇
、　

当
山
ノ
土
地
、

匝
寺
ノ
聖
賢
、
四
恩
三
有
ニ上
。
法
界
ノ
衆

生
、』
同
ク
円
セ
ン

二

種
智
ヲ一
者
。」

右
密
カ
ニ
以
レ
ハ
、
涌
シ
テ

二

宝
光
ヲ
於
無
見
頂チ
ン

相

ヨ
リ

一

、
有
リ二
化
仏
ノ
之
宣
揚
一
。
建
テ二
勝
」
幢
ヲ

於
室
羅
筏バ

城
ニ一
、
銷
ス二
摩
登
カ
之
幻
妄
ヲ一
。
昨ム
カ
シ、

属
シ
テ

二

長
期
ノ
之
安
居
ニ一
、」
啓
二
此
ノ
勝
会
ヲ一
、

今
、
当
テ二
覚
皇
ノ
之
解
制
ニ一
、
各〱
円
ニ
ス

二

法
歳

ヲ一
。
知
ヌ
、
乗
二
此
ノ
神
」
呪
力
ニ一
、
而
三
惑
頓

ニ
消
シ
、
忽
開
二
明
シ
テ
此
ノ
呪
心
ヲ一
、
而
十
地

速
ニ
登
ル
。
情
ト
」
与
二
無
情
一
、
同
音
ニ
説
法

シ
、
能
ト
与
二
所
境
一
、
互
換
主
伴
タ
リ
。
常
恒
ニ

為ナ
シ二
仏
」
事
一
、
不
退
ニ
施
ス二
法
益
ヲ一
。
外
カ
重

二
叡
筭
無
窮
之
山
徳
ヲ一
、
而
加
ヘ下
風
雨
」
調
適

之
恵
祐
ヲ
於
天
下
上
、
内
チ
転
二
法
輪
不
退
之

是
レ
衆
僧
自
恣
ノ
之
日
ナ
リ
。
雲
」
集
ノ
比
丘

衆
、
満
二
散
シ
楞
厳
会
ヲ一
、
諷
二
誦
ス
大
仏
頂

万
行
首
楞
厳
神
」
呪
ヲ一
、
所
ノレ
集
ル
功
徳
ハ
、

祝
下
献
シ
上
ル　

護
法
ノ
諸
天
、
守
道
ノ
諸
神
、

大
権
真
宰
、」
今
年
ノ
歳
分
、
主
執
ノ
聡

明
、　

日
本
天
地
開
闢
伊
勢
太
神
宮
、』

当
国
一
ノ
宮
気
多
大
菩
薩
、　

白
山
妙
理

大
権
現
、　

八
幡
」
大
菩
薩
、　

稲
荷
大

明
神
、　

当
州
ノ
列
廟
六
十
余
州
三
千
」

余
座
、
遐
邇
ノ
神
祇
、　

当
山
ノ
土
地
、

匝
寺
聖
賢
、
四
恩
三
有
ニ上
。
法
」
界
ノ
衆

生
、
同
ク
円
ニ
セ
ン

二

種
智
ヲ一
者
ナ
リ
。」

右
密
ニ
以
レ
ハ
、
涌
シ二
宝
光
ヲ
於
無
見
頂
相
ヨ
リ

一

、

有
リ二
化
仏
ノ
之
宣
揚
一
。
建
テ
ヽ

二

勝
幢
ヲ
於
」
室

羅
筏
城
ニ一
、
銷
ス二
摩
登
カ
之
幻
妄
ヲ一
。
昨ム
カ
シ、
属

シ
テ

二

長
期
ノ
之
安
居
ニ一
、
啓
キ二
此
ノ
勝
会
ヲ一
、」
今

マ
、
当
テ二
覚
皇
ノ
之
解
制
ニ一
、
各
円
ニ
ス

二

法
歳
ヲ一
。

知
ヌ
、
乗
シ
テ

二

此
ノ
神
呪
力
ニ一
、
而
三
惑
頓
ニ
」

消
シ
、
忽
チ
開
二
明
シ
テ
此
ノ
呪
心
ヲ一
、
而
十
地

速
ニ
登
ル
。
情
ト
与
二
無
情
一
、
同
音
ニ
説
法
シ
、

能
ト
」
与
二
所
境
一
、
互
換
主
伴
タ
リ
。
常
恒
ニ

為
シ二
仏
事
ヲ一
、
不
退
ニ
施
ス二
法
益
ヲ一
。
外
重
シ
テ

二
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能
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酒
井
保
洞
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永
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能
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酒
井
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光
禅
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海
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、
而
普
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」
日
月
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ウ

之
智
光
於
郡
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群
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謹
疏
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仏
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賢
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照
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謹
疏
」

龍
天
護
法
加
護

　

 

元
亨
四
年
七丙
辰

月
十
五
日　

幾
世
法
孫
嗣
比
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甲
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通
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閻
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提
大
日
本
国
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会
十
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宝

等
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（
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本
、
一
行
分
ノ
空
白
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リ
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楞
厳
呪
罷
テ
、
仏
母
ニ
云
ク
、」

阿ラ

難ナ
ン

、
是シ

仏フ

頂チ
ン

光ク
ワ
ウ

聚シ
ユ

、
悉シ

怛タ

多ド

鉢ホ

怛ド

羅ロ

、

秘ヒ

密ミ

伽ギ
ヤ

陀ト

微ビ

妙メ
ウ

」
章シ
ヤ
ウ

句ク

、
出シ

生サ
ン

十
方
一
切シ

諸
仏フ

。
十
方
如シ

来ラ
イ
、
因イ
ン
此ス

呪シ
ユ

心シ
ン
、
得テ

』
成ジ

無ブ

上
証シ
ン

徧ヘ
ン

知シ

覚カ

、
十
方
如
来
、
執シ

此ス

呪シ
ユ

心シ
ン
、
降ア
ウ

伏フ

諸シ

魔モ

」
制シ
イ

諸シ

外ク
ワ
イ

道
、
十
方
如
来
、
乗ジ
ン

此ス

呪シ
ユ

心シ
ン

、
坐
宝ハ
ウ

蓮レ
ン

華ク
ワ

、
応イ
ン

微ロ

塵ヂ
ン

」
国ク

、
乃ナ
イ

至ス

十

方
如
来
、
伝セ
ン
此ス

呪シ
ユ

心
、
於イ

滅メ

度ツ

後エ
ウ
、
付フ

仏ブ

法ハ

事ス

、」
究キ
ウ

竟キ
ン

住シ

持ヂ

、
厳ネ
ン

浄ジ
ン

戒カ
イ

律リ

、
悉シ

得テ

清シ
ン

浄シ
ン
」

摩
訶
般
若
波
羅
密　

如
シレ
例
。
回
向
モ
、　

如

叡
筭
」
無
窮
ノ
之
山
徳
ヲ一
、
而
加
ヘ二
風
雨
調
適

ノ
之
恵
祐
ヲ
於
天
下
ニ一
、
内
チ
転
シ
テ

二

法
輪
』
不

退
ノ
之
性
海
ヲ一
、
而
普
ス二
日
月
照
耀
ノ
之
智
光
ヲ

於
群
生
ニ一
。　

謹
疏
。」

　

仏
祖
賢
聖
照
鑒　

謹
疏
」

　

龍
天
護
法
加
護

元
亨
四
年
七
月
十
五
日　

五
十
四
世
法
孫
嗣

祖
比
丘
某
甲
等
、
謹
疏
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

南
閻
浮
提
大
日
本

国
能
州
酒
井
保
、
洞
谷
山
永
光
寺
開
闢
某
甲

等謹封

」
楞
厳
呪
罷
テ
、
仏
母
ニ
云
ク
、」

阿ヲ

難ナ
ン

、
是ジ

仏フ

頂チ
ン

光ク
ワ
ウ

聚ジ
ユ

、
悉シ

怛タ

多ド

鉢ホ

怛ド

羅ロ

、

秘ヒ

密ミ

伽ギ
ヤ

陀ト

微ビ

妙ノ
ウ

章シ
ヤ
ウ

句ク

、」
出シ

生サ
ン

十
方
一
切

諸
仏
。
十
方
如ジ

来ラ
イ

、
因イ
ン

此ス

呪シ
ユ

心シ
ン

、
得テ

成ジ
ン

無ブ

上

証シ
ン

」
徧ヘ
ン
知シ

覚カ

、
十
方
如ジ

来ラ
イ

、
執シ
ユ
此ス

呪シ
ン

心シ
ン

、
降ア
ウ

伏フ

諸シ

魔モ

制シ
イ

諸シ

外ク
ワ
イ

道タ
ウ

、
十
方
如
』
来ラ
イ

、
乗ジ
ン

此ス

呪シ
ユ

心シ
ン
、
坐ソ

宝ハ
ウ

蓮レ
ン

華ク
ワ
、
応イ
ン
微ビ

塵ヂ
ン

国ク

、
乃ナ
イ
至ス

十
方

本※

師
如
来
円
通
教
主

楞
厳
勝
会
十
方
三
宝



二
〇
九

二
〇
九

〈
楞
厳
頭
〜
如
結
夏
〉…「
如
例　

回
向　

結

夏
」
ニ
作
ル
。

 

※
「
十
六
日
。
請
知
事
〜
触
礼
三
拝
」
ハ
山
上
氏
旧

蔵
本
・
麟
広
書
写
本
ニ
ハ
未
掲
載
。

十
七
日
〜
小
供
物
…「
七
月
十
七
日
者
、　

天

童
忌
。
塔
頭
、
可
有
諷
経
」
ニ
作
ル
。

起
単
…
「
去
単
」
ニ
作
ル
。

シ二
結
夏
ノ一
。」

〈
主
人
、
両
班
、
礼
数
ハ
、
如（二
脱
ヵ
）（
一
脱
ヵ
）

結
夏
ノ
。
秉
払

ノ
儀
、
如
二
結
夏
十
六
日（一
脱
ヵ
）
。
請
二
知
事
一
法
ハ

者
、
在
二
別
紙
一
。
七
月
十
七
日
ハ
／
者
、
天

童
忌
ナ（
マ
マ
）リ

。
塔
頭
、
可
レ
有
二
諷
経
一
〉」

 

（
下
冊
四
四
ウ
〜
四
六
ウ
）

※
本
師
如
来
円
通
教
主
〜
等
謹如

結
夏封

…【
年
中
写
真
79
】

参
照
。

十
八
日
。
去キ
タ
ン単
諸
人
、
就
テ二
維
那
寮
ニ一
、
可
シレ

如
来
、
伝セ
ン
此ス

」
呪シ
ユ
心
、
於イ

滅メ

度ツ

後ヨ
ウ

、
付フ

仏フ

法ハ

事ス

、
究キ
ウ

竟キ
ン

住シ

持ヂ

、
厳ネ
ン

浄シ
ン

戒カ
イ

律リ

、
悉シ

得テ

清シ
ン

」

浄シ
ン

。　

摩モ

訶コ

般ホ

若ヂ
ヤ

波ホ

羅ロ

蜜ミ

〈
楞
厳
頭
、
誦
コ
ト

二

此
ノ
後
啓
唱
ヲ一
、
如
／
レ
例
。
維
那
、
回
向
ス
ル

コ
ト
如
二
結
夏
ノ一
〉。」 

（
下
冊
三
八
オ
〜
三
九
ウ
）

※
本
師
如
来
円
通
教
主
〜
等謹封

…
【
年
中
写
真
80
】
参

照
。

※
（
下
冊
三
九
ウ
〜
四
〇
ウ
）
に
収
録
さ
れ
る
「
十

六
日
。
請
知
事
〜
触
礼
三
拝
」
は
、「
回
向
文
」

に
お
い
て
「
38
請
知
事
」
と
し
て
翻
刻
済
の
た
め
、

本
稿
で
は
省
略
す
る
。（
二
）
二
八
八
〜
二
九
〇

頁
参
照
。

十
七
日
。
天
童
浄
老
忌
。
塔
頭
ニ
諷
経
ス
。

供
二
茶
湯
小
供
物
ヲ一
。』

十
八
日
。
起
単
ノ
諸
人
、
就
テ二
維
那
寮
ニ一
、
可



⑤
山
上
氏
旧
蔵
麟
広
書
写
本

⑦
月
舟
開
版
『
瑩
山
清
規
』

⑨
卍
山
開
版
『
瑩
山
清
規
』

二
一
〇

二
一
〇

上
座
…
「
上
座
黄
紙
」
ニ
作
ル
。

能
州
…
「
能
劦
」
ニ
作
ル
。

之
…
「
此
儀
」
ニ
作
ル
。

起
単
…
「
去
単
」
ニ
作
ル
。

不
可
免
再
…
「
再
不
可
免
」
ニ
作
ル
。

打
版
…
「
打
鈑
」
ニ
作
ル
。

炎
涼
…
「
熱
気
涼
」
ニ
作
ル
。

請
ス二
免メ
ン
チ
ン丁
打セ
ウ

小（
マ
マ
）
ノ
牓
頭チ
ウ
ヲ
。」

諸
山
掛
搭
ノ
時
、
帯オ
ヒ
テ二
免
丁
抄
ヲ一
掛
搭
ス
ル
也
。

宋
朝
ニ
ハ
者
、
不
ルレ
帯
二
免
下
（
丁
ヵ
）」

抄
ヲ一
人
ヲ
、
不

スレ
免
二
掛
搭
ヲ一
。
日
本
国
、
雖
レ
未スト
タレ
行
セ二
此
ノ

儀
一
、
当
山
、
須シ
クレ
行
二
此
」
儀
ヲ一
。
不
シ
テ

二

請シ
ン

暇
一
而
去キ

単タ
ン

人
、
再
ヒ
不
レ
可
レ
免
二
参
暇
一
。

軽
ス
ル

レ

法
人
ナ
リ
。
必
ス
不
」
レ
可
レ
入
レ
衆
ニ
。」

 

（
下
冊
四
六
ウ
〜
四
七
オ
）

※
免
丁
抄
〜
安
居
…
【
年
中
写
真
84
】
参
照
。

八
月
一
日
。
打
鈑
、
普
請
、
坐
禅
。
若
ハ
十

五
日
、
若
ハ
九
月
一
日
、」
随
テ二
天
ノ
気
熱
気エ
ン

涼
ノ
様ヤ
ウ
ニ一
、
時
節
、
必
シ
モ
不
スレ
定
。」

八
月
廿
四
日
。
永
平
二
代
忌
。
塔
頭
諷
経
ア

　
　
　
　
　
　

 

某
年
夏
中
」

 

免※

丁
抄　
　
　

某
甲　

上
座
」

　
　
　

 　
　
　

賀
州
大
乗
安
居
』

シレ
請
ス二
免メ
ン
チ
ン丁
抄セ
ウ
ノ
小
牓
頭
ヲ
。」

（
底
本
、
一
行
分
ノ
空
白
ア
リ
）

諸
山
掛
搭
ノ
時
、
帯
テ二
免
丁
抄
ヲ一
掛
搭
ス
ル
ナ
リ

也
。
宋
朝
ニ
ハ

者
、
不
ルレ
帯
二
免
丁
抄
ヲ一
人
ニ

ハ
、」
不
レ
免
サ二
掛
搭
ヲ一
。
日
本
国
、
雖
レ
未ト
タレ

行
二
此
ノ
儀
ヲ一
。
当
山
、
須
クレ
行
スレ
之
ヲ
。
不
シ
テ

二

請
暇
一
而
」
起
単
ス
ル
人
ニ
、
不
レ
可
レ
免
ス二
再
ヒ

参
暇
ヲ一
。
軽
ス
ル

レ

法
ヲ
人
ナ
リ
。
必
ス
不
レ
可
レ
入
ルレ

衆
ニ
。」 

（
下
冊
四
〇
ウ
〜
四
一
オ
）

※
免
丁
抄
〜
安
居
…
【
年
中
写
真
85
】
参
照
。

八
月
一
日
。
打
版
、
普
請
、
坐
禅
。
若
ハ
十

五
日
、
若
ハ
九
月
一
日
、
随
テ二
天
」
気
炎
涼
ノ

様
ニ一
、
時
節
、
不
二
必
シ
モ
定
ラ一
。」

八
月
廿
四
日
。
永
平
二
代
忌
。
塔
頭
ニ
諷
経

　
　
　
　
　
　

 

某
年　

夏　

中
」

 

免※

丁
抄　
　
　

某
甲　

上　

座
」

　
　
　

 　
　
　

能
州
洞
谷
安
居
」



二
一
一

二
一
一

永
平
忌
…
「
永
平
忌
也
」
ニ
作
ル
。

永
光
寺
開
闢
新
戒
比
丘
某
甲
等
…
「
永
光
禅

寺
開
闢
新
戒
比
丘
某
等
」
ニ
作
ル
。

日
本
曹
洞
初
祖
…
「
日
本
初
祖
」
ニ
作
ル
。

経
教
…
「
教
行
」
ニ
作
ル
。

リ
。
供
ス二
茶
湯
小
供
」
物
ヲ一
。」

八
月
廿
八
日
。
永
平
忌
ナ
リ
。
祖
師
堂
ニ
弁
二

供
具
ヲ一
、
如
二
達
磨
忌
ノ一
。』
伝
供
、
焼
香
、

礼
拝
シ
テ
、
主
人
、
跪
クレ
炉
ニ
。
維
那
、
宣
ヘ
テ

レ

疏
云
ク
、」

南
閻
浮
提
大
日
本
国
―
―
―
開
闢
新
戒
比
丘

某
等
、」

　

 

今
月
廿
八
日
、
恭
ク
遇
テ二　

日
本
曹
洞
初

祖
、
永
平
和
尚
」
之
遠
忌
ニ一
、　

謹
テ
弁
二

備
シ
テ
香
華
麁ソ

茶
ノ
之
微
供
ヲ一
、
諷
二
誦
ス
仏

頂
」
首
楞
之
神
呪
ヲ一
、
所
ノレ
集
ル
鴻
徳
ハ
、

以
テ
回
向
シ
テ
供
二
養
シ
上
テ
」

　

 
永
平
大
和
尚
ニ一
、
以
テ
酬
ン二
法
乳
ノ
之
恩
ニ一

者
。」

右
密ヒ
ソ
カ
ニ
惟
レ
ハ
、
洞
水
逆
流
、
巨
海
ノ
波
涛
、

為ナ
シレ
雷
ヲ
、
黄
龍
電
激
、
普
天
」
雲
雨
、
為ナ
スレ

潤ウ
ル
ヲ
ヒ
ヲ
。
曹
源
之
一
滴
、
点
著
シ
テ
而
派
流
繁

興
シ
、
二
株
ノ
之
」
嫩ド
ン

桂
、
覆
蔭
シ
テ
而
枝
条

欝ウ
ツ

茂モ
ス
。
五
家
ノ
家
風
、
無
クレ
不
ト
云
コ
ト

レ

通
セ
、

七
宗
ノ
宗
』
要
、
悉
ク
皆
ナ
達
ス
。
遍
二
参
シ
和

漢
両
朝
ノ
名
匠
ニ一
、
博ハ
ク

二
覧ラ
ン
ス
内
外
顕
密
ノ
教
」

行
ヲ一
。
百ハ
ク
セ
イ世
之
英ヱ
イ
ケ
ツ傑
、
千
古
之
模モ

範ハ
ン

、
吾
カ

ス
。
供
ス二
茶
湯
小
供
物
ヲ一
。』

八
月
廿
八
日
。
永
平
忌
。
祖
師
堂
ニ
弁
コ
ト

二

供

具
ヲ一
、
如
シ二
達
磨
忌
ノ一
。
伝
供
、
焼
」
香
、
礼

拝
シ
テ
、
主
人
、
跪
クレ
炉
ニ
。
維
那
、
宣
テレ
疏
ヲ

云
ク
、」

南
閻
浮
提
大
日
本
国
能
州
賀
嶋
郡
酒
井
保
、

洞
谷
山
永
光
寺
開
闢
新
戒
比
丘
某
甲
等
、」

　

 

今
月
廿
八
日
、
恭
ク
遇
テ二　

日
本
曹
洞
初

祖
、
永
平
和
尚
之
ノ
遠
」
忌
ニ一
、
謹
テ
弁
二

備
シ
テ
香
華
麁
茶
ノ
之
微
供
ヲ一
、
諷
二
誦
ス
仏

頂
首
楞
ノ
之
神
呪
ヲ一
、」
所
ノレ
集
ル
鴻
徳
ハ
、

回
二
向
シ
供
三
養
シ
上
テ　

永
平
大
和
尚
ニ一
、

以
テ
酬
ン二
法
乳
ノ
之
」
恩
ニ一
者
ナ
リ
。」

右キ

密
ニ
惟
レ
ハ
、
洞
水
逆
流
シ
テ
、
巨
海
ノ
波
涛
、

為ナ
シレ
雷
ヲ
、
黄
龍
電
激
シ
テ
、
普
天
ノ
雲
雨
、」

為
スレ
潤
ヲ
。
曹
源
ノ
之
一
滴
、
点
著
シ
テ
而
派
流

繁
興
シ
、
二
株
ノ
之
嫩
桂
、
覆
蔭
シ
テ
」
而
枝

条
欝
茂
ス
。
五
家
ノ
家
風
、
無
クレ
不
ト
云
コ
ト

レ

通

セ
、
七
宗
ノ
宗
要
、
悉
ク
皆
ナ
達
ス
。
遍
二
参
シ
』

和
漢
両
朝
ノ
名
匠
ニ一
、
博
二
覧
ス
内
外
顕
密
ノ
経

教※
ヲ一
。
百
世
ノ
之
英
傑
、
千
古
ノ
」
之
模
範
、

吾
カ
扶
桑
ノ
芸
祖
、
永
平
開
山
和
尚
ナ
ル
者モ
ノ
カ



⑤
山
上
氏
旧
蔵
麟
広
書
写
本

⑦
月
舟
開
版
『
瑩
山
清
規
』

⑨
卍
山
開
版
『
瑩
山
清
規
』

二
一
二

二
一
二

咨
目
疏
…
「
咨
目
疏
上
」
ニ
作
ル
。

黄
紙
…
文
字
上
ニ
「
印
」
ア
リ
。

能
州
…
「
能
州
賀
嶋
郡
」
ニ
作
ル
。

永
光
寺
…
「
永
光
禅
寺
」
ニ
作
ル
。

扶
桑
ノ
芸ゲ
イ

祖
、
永
平
開
」
山
和
尚
ナ
ル
者モ
ノ
カ
乎
。

照
シ
テ

二

第
一
天
ヲ一
、
而
有
リ下
明
ナ
ル

二

於
日
月
ヨ
リ

一

眼

目
上
。
触
二
破
」
大
千
ヲ一
、
而
転
ス下
妙
ナ
ル

二

於
輪

宝
ヨ
リ
法
輪
ヲ上
。
仰
キ
冀
ハ
、
心
眼
相
イ
照
シ
テ

兮
、
正
偏
」
宛
転
シ
、
伏
シ
テ
乞
フ
、
君
臣
ノ
道チ

合
ツ
シ
テ
、
而
旁
参
奉
重
セ
ン
コ
ト
ヲ
。
謹
疏
。」

祖
師
炳
鑒　
　

謹
疏
」

慈
悲
容
納

（
底
本
、
一
行
分
ノ
空
白
ア
リ
）」

　
 

元
亨
四
年
八
月
廿
八
日
、
曽
孫
比
丘
義
介

等
謹
疏
』

悚※

息
咨
目
疏　

 

南
閻
浮
提
大
日
本
国
―
―

芸
祖
永黄

紙

平
和
尚

等
謹
封
」 

（
下
冊
四
七
オ
〜
四
八
ウ
）

※
悚
息
〜
謹
封
…
【
年
中
写
真
90
】
参
照
。

乎
。
照
シ
テ

二

第
一
天
ヲ一
、
而
」
有
リ下
明
ナ
ル

二

於
日

月
ヨ
リ

一

眼
目
上
。
触
二
破
シ
テ
大
千
ヲ一
、
而
転
ス下
妙

ナ
ル

二

於
輪
宝※
ヨ
リ

一

法
輪
ヲ上
。
仰
キ
冀
ハ
、」
心
眼
相

照
シ
テ
兮
、
正
偏
宛
転
シ
、
伏
シ
テ
乞
フ
、
君
臣

道
合
シ
テ
、
而
旁
参
奉
重
セ
ン
コ
ト
ヲ
。」
謹
疏
。」

　

祖
師
炳
鑒　

 

謹
疏
」

　

慈
悲
容
納

元
亨
四
年
八
月
廿
八
日　

曽
孫
比
丘
某
甲

等
、
謹
疏
」

　
　
　
　
　
　
　

 

南
閻
浮
提
大
日
本
国
能

州
酒
井
保
洞
谷
山
永
光
寺
開
闢
某
甲
等
謹

封
』  

（
下
冊
四
一
オ
〜
四
二
オ
）

※
教
…
右
上
、「
○○
」
ア
リ
。
濁
点
ト
思
ワ
レ
ル
。

※
宝
…
右
上
、「
○○
」
ア
リ
。
濁
点
ト
思
ワ
レ
ル
。

※
悚
息
〜
謹
封
…
【
年
中
写
真
91
】
参
照
。

悚※

息　

咨
目
疏

黄
紙

芸
祖
永
平
和
尚



二
一
三

二
一
三

徹
通
…
「
大
乗
和
尚
」
ニ
作
ル
。

亦
…
「
又
」
ニ
作
ル
。

小
師
許
…
「
小
師
計
」
ニ
作
ル
。

能
州
…
「
能
州
賀
嶋
郡
」
ニ
作
ル
。

永
光
寺
…
「
永
光
禅
寺
」
ニ
作
ル
。

比
丘
某
甲
…
「
紹
瑾
」
ニ
作
ル
。

賀
州
…
ナ
シ
。

回
向
…
「
回
向
以
」
ニ
作
ル
。

九
月
十
四
日
。
先
師
徹
通
忌
ナ
リ
也
。
十
三

日
ノ
晩
間
ニ
、
法ハ
ツ

堂
荘｣

厳
、
可
シ二
如
法
ス一
。

昏
鐘
鳴ナ
ツ
テ
、
諷
経
ア
リ
。
称
ス二
太
夜
諷
経
ト一
。
方

丈
内
ニ
シ
テ
、
煎
点
ア
リ
。｣

塔
頭
、
又
タ
可
シ二
諷

経
ス一
。　

十
四
日
。
小
師
計
、
伝
供
、
焼
香
、

｣

礼
拝
ア
リ
。
主
人
、
跪
クレ
炉
ニ
、
維
那
、
宣
テレ

疏
ヲ
云
ク
、　

南
閻
浮
提
大
日
本｣

国
能
州

酒
井
保
、
洞
谷
山
永
光
禅
寺
開
闢
比
丘
紹
瑾

等
、」

　

 

今
月
十
四
日
、
恭
ク
遇
テ二　

先
師
賀
州
大

乗
開
山
、
介
公｣

徹
通
大
和
尚
之
遠
忌

ニ一
、
跪
テ
弁
シ
テ

二

香
華
麁
茶
ノ
之
微
供
ヲ一
、
誦

シ
テ

二

』
了
義
秘
密
之
神
呪
ヲ一
、
以
テ
回
二
向
シ

　

先
師
大
和
尚（一
脱
ヵ
）
、
以
酬
二｣
法
乳
之
恩
ニ一

者
ナ
リ
。」

右
密ヒ
ソ
カ
ニ
惟
レ
ハ
、
雲
居ゴ
ノ
懸
記
、
弘
二
通
シ
テ
来

際
ニ一
長
シレ

今
ニ
、
偃ヱ
ン
ケ
イ渓
ノ
遠ヱ
ン

讖ト

、
興
二
起
シ
テ
」

九
月
十
四
日
。
先
師
徹
通
忌
ナ
リ
。
十
三
日
ノ

晩
間
ニ
、
法
堂
荘
厳
、
可
シ二
如
」
法
ス
。
昏
鐘

鳴
テ
、
諷
経
ア
リ
。
称
ス二
太
夜
諷
経
ト一
。
眠
蔵
前

ニ
、
煎
点
ア
リ
。
塔
頭
、
亦
タ
可
シ二
諷
」
経
ス一
。

　

十
四
日
。
小
師
許
リ
、
伝
供
、
焼
香
、
礼

拝
ア
リ
。
主
人
、
跪
クレ
炉
ニ
。
維
那
、
宣
テ
」
レ

疏
ヲ
云
ク
、」

南
閻
浮
提
大
日
本
国
能
州
酒
井
保
、
洞
谷
山

永
光
寺
開
闢
比
丘
某
甲
等
、」

　

 

今
月
十
四
日
、
恭
ク
遇
テ二　

先
師
賀
州
大

乗
開
山
、
介
公
徹
通
」
大
和
尚
ノ
之
遠
忌

ニ一
、
跪
テ
弁
シ
テ

二

香
華
麁
茶
ノ
之
微
供
ヲ一
、
誦

シ
テ

二

了
義
秘
密
」
之
神
呪
ヲ一
、
回
二
向
シ
テ　

先
師
大
和
尚
ニ一
、
以
テ
酬
ヒ
上
ヘ

二

法
乳
ノ
之
恩

ニ一
者
ナ
リ
。」

右
キ
密
ニ
惟
レ
ハ
、
雲
居
ノ
懸
記
、
弘グ
二
通
シ
テ
来

際
ニ一
長
シレ
今
ニ
、
偃
渓
ノ
遠
讖
、
興
二
起
シ
テ
宗



⑤
山
上
氏
旧
蔵
麟
広
書
写
本

⑦
月
舟
開
版
『
瑩
山
清
規
』

⑨
卍
山
開
版
『
瑩
山
清
規
』

二
一
四

二
一
四

永
光
寺
某
甲
等
…
「
永
光
寺
開
闢
某
等
」
ニ

作
ル
。

悚
息
〜
謹
封
…
ナ
シ
。

宗
風
ヲ一
不
レ
古
。
開
二
明
シ
一
実
知
見
之
正
眼

ヲ一
、
安
二
住
ス
一
切
不
為
ノ
」
之
三
昧
ニ一
。
節
倹

克ヨ
ク
シ
テ

レ

己ヲ
ノ
レ
ヲ
、
而
甘ア
マ
ナ
イ

二

芙
蓉
九
代
ノ
之
法
味

ヲ一
、
陰
徳
ヲ
蒙
ラ
シ
メ
テ

二

」
レ
他
ニ
、
而
排カ
ヽ
ク二
日チ

域

普
照
之
伝
灯
ヲ一
。
大
陽
溢ア
フ
ルレ
目
ニ
、
有
テ
カ

レ

誰
レ

疑
著
セ
ン
。
大
」
乗
ノ
運
載
、
無
シ二
物
ト
シ
テ

趄
シ
　
ソ

ス
ル
コ
ト

一

。　
　

謹
疏
。」

先※

師
炳
鑒　

謹
疏
』

慈
悲
容
納

　
 

元
亨
四
年己
戌九
月
十
四
日
、
洞
谷
山
永
光
寺

某
甲
等
、」
謹
疏

 

（
下
冊
四
八
ウ
〜
四
九
ウ
）

※
先
師
〜
謹
封
…
【
年
中
写
真
95
】
参
照
。

風
ヲ一
」
不
レ
古
ナ
ラ
。
開
二
明
シ
一
実
知
見
ノ
之
正

眼
ヲ一
、
安
二
住
ス
一
切
不
為
ノ
之
三
昧
ニ一
。
節
』

倹
克カ
ツ
テ

レ

己
ニ
、
而
甘ア
―
ヒ二
芙
蓉
九
代
ノ
之
法
味

ヲ一
、
陰
徳
ヲ
蒙
ラ
シ
メ
テ

レ

他
ニ
、
而
挑
ク二
日
域
普
」

照
ノ
之
伝
灯
ヲ一
。
大
陽
溢
ルレ
目
ニ
、
有
テ
カ

レ

誰
疑

著
セ
ン
。
大
乗
ノ
運
載
、
無
シ二

趄
シ
　
ソ
ス
ル
コ
ト

一

。」

謹
疏
。」

　

先
師
炳
鑒　

謹
疏
」

　

慈
悲
容
納

元
亨
四
年
九
月
十
四
日　

洞
谷
山
永
光
寺
某

甲
等
、
謹
疏
」

　
　
　
　
　
　
　

 

南
閻
浮
提
大
日
本
国
能

州
酒
井
保
洞
谷
山
永
光
寺
開
闢
某
甲
等
謹

封
」  

（
下
冊
四
二
ウ
〜
四
三
オ
）

※
悚
息
〜
謹
封
…
【
年
中
写
真
96
】
参
照
。

悚※

息　

咨
目
疏

先
師
徹黄
紙

通
和
尚



二
一
五

二
一
五

浄
法
界
身
〜
俯
請
真
慈
…
ナ
シ
。

某
甲
…
「
比
丘
某
」
ニ
作
ル
。

灯
燭
…
「
灯
明
」
ニ
作
ル
。

礼
拝
…
「
礼
拝
而
」
ニ
作
ル
。

　

 

十
月
一
日
。
開
炉
。
前
夜
ニ
、
僧
堂
諸

堂
、
開
クレ
炉
ヲ
。
一
」

衆
、

手
シ
テ
袖
内
ニ
、
可
レ
許
二
頭
帽
ヲ一
。
巡

堂
次
、
主
人
、
季
初
ノ
触
礼
ア
リ
。」

十
月
五
日
。
達
磨
忌
ナ
リ
。
公
界
、
随
テレ
力
ニ

弁
レ
供
ヲ
。
伝
レ
供
シ
テ
焼
香
、
礼
拝
。」
主
人
、

跪
レ
炉
。
維
那
、
宣
ヘ
テ

レ

疏
ヲ
云
、」

浄
法
界
身　

本
無
出
没

大
悲
願
力　

示
現
去
来
」

　
　

仰
願
ハ
真
慈　

俯
シフ
テ
垂
レ
タ
マ
ヘ

二

照
鑒
ヲ一
」

南
閻
浮
提
大
日
本
国
―
―
寺
号
―
―
某
甲

等
、」

　

 
今
月
初
五
日
、
恭
遇ア
フ
テ

二　

芸
祖
達
磨
大

師
、
示
寂
ノ

之
辰
ニ一
、』
弁
二
備
シ
テ
香
華

灯
燭
、
茶
菓
珍

微
供
一
、
以
テ
伸
フ二
慇
懃

ノ
供
養
ヲ一
。」

諷※ 

誦
ス二
大
仏
頂
万
行
首
楞
厳
神
呪
ヲ一
、
所
ノレ
集

ル
殊
勲
ハ
、
以
テ
酬
ン二

法
」
乳
之
恩
ニ一

者
ナ

リ
。」

右
伏
シ
テ
以
レ
ハ
、
恵
日
、
西
ノ
方
沈
ン
テ

二

鷲
嶺レ
イ
ニ一

殆ホ
ト
ン
ト
一
千
年
、
法
雲
、
東
ノ
方
蔟ム
ラ
カ
ツ
テ

二

神
州

ニ一
」
越
フ二
十
万
里
ヲ一
。
於
テレ
是コ
ヽ
ニ
、
白
馬ハ

、
始
テ

十
月
一
日
。
開
炉
。
前
夜
ニ
、
僧
堂
諸
堂
、

開
クレ
炉
ヲ
。
一
衆
、
二
手
シ
袖
内（
一
脱
ヵ
）

ニ
、
可
シ
」

レ
許
ス二
頭
帽
ヲ一
。
巡
堂
ノ
次
テ
、
主
人
、
季
初
ノ

触
礼
ア
リ
。』

十
月
五
日
。
達
磨
忌
ナ
リ
。
公
界
、
随
テレ
力
ニ

弁
スレ
供
ヲ
。
伝
供
、
焼
香
、
礼
拝
、
主
人
、」

跪
クレ
炉
ニ
。
維
那
、
宣
テレ
疏
ヲ
云
ク
、」

　

浄
法
界
身　

本
ト
無
二
出
没
一

　

大
悲
願
力　

示
二
現
去
来
ヲ一
」

　
　

仰
テ
願
二
照
臨
ヲ一　

俯
請
フ二
真
慈
ヲ一
」

南
閻
浮
提
大
日
本
国
能
州
賀
島
郡
酒
井
ノ

保
、
洞
谷
山
永
光
寺
開
闢
某
甲
等
、」

　

 

今
月
初
五
日
、
恭
ク
遇
テ二　

芸
祖
達
磨
大

師
、
示
寂
ノ
之
辰
ニ一
、
弁
二
備
シ
テ
」
香
華

灯
燭
ヲ一
、
以
テ
伸
フ二
慇
懃
ノ
供
養
ヲ一
。
如
在
ニ

礼
拝
シ
テ
、
諷
二
誦
ス
大
仏
頂
万
」
行
首
楞

厳
神
呪
ヲ一
、
所
ノレ
集
ル
殊
勲
ハ
、
以
テ
酬
ヒ
上
ル

二

法
乳
ノ
之
恩
ニ一
者
ナ
リ
。」

右
伏
シ
テ
以
レ
ハ
、
恵
日
、
西
ノ
方
沈
ン
テ

二

鷲
嶺
ニ一

殆
ト
一
千
年
、
法
雲
、
東
方
蔟
リ二
神
州
ニ一
越
フ二

十
」
万
里
ヲ一
。
於
テレ
是
ニ
、
白
馬
、
始
テ
先サ
キ
ン
シ

二

漢
朝
ノ
之
瑞
ヲ一
、
赤
烏
、
自
リレ
紹ツ
キ
シ

二

呉
会
ノ
之



⑤
山
上
氏
旧
蔵
麟
広
書
写
本

⑦
月
舟
開
版
『
瑩
山
清
規
』

⑨
卍
山
開
版
『
瑩
山
清
規
』

二
一
六

二
一
六

遊
…
「
游
」
ニ
作
ル
。

華
…
「
花
」
ニ
作
ル
。

慧
可
…
「
恵
可
」
ニ
作
ル
。

吝
…
「
期
」
ニ
作
ル
。

歆
…
「
韻
」
ニ
作
ル
。

微
供
…
「
漸
供
」
ニ
作
ル
。

想
…
「
憶
」
ニ
作
ル
。

先サ
キ
ニ
シ

二

漢
朝
ノ
之
瑞
ヲ一
、
赤セ
キ

烏ウ

、
自ヨ
リレ
紹ツ
イ
シ

二

呉ゴ

」

会
之
祥
ヲ一
、
翻ホ
ン

二
訳ヤ
ク
シ
虬キ
ウ

文モ
ン
ヲ一
、
流ル
二
通
ス
経
教

ヲ一
。
章
疏
ノ
之
科ク
ワ

節
、
星ホ
シ
ノ
如
ニ
繁シ
ケ
ク
、
名
」
相

之
教
網
、
雲
ノ
如
ニ
シ
テ
敷シ
ク
。
刁テ
ウ
タ
ウ刀

相
イ
似ニ
テ
、

魚
魯ロ

難
シレ
弁
ジ
。
爰
ニ
、
我
カ
芸
祖
、
少
」
林
ノ

達
磨
大
師
、
慈
心
ヲ
包
ン
テ

二

於
遠
裔ヱ
イ
ニ一
、
師
勅
ヲ

蒙
ム
ラ
シ
ム

二

於
遐カ

陬シ
ュ
ニ一
。
罔ナ
クレ
辞
二
」
巨
海
之
驚

濤
フ一
。

（
マ
マ
）

剏ハ
シ
メ
遊（
二
脱
ヵ
）

ン
テ
梁
土
ニ一
、
不
レ
契カ

ナ
ハ二
老
蕭セ

ウ
ノ
之

丹
臆ヲ
ク
ニ一
、
潜ヒ
ソ
カ
ニ

之ユ
イ
テ

二

魏キ

」
邦ハ
ウ

一
、
泛
ベ二

一

葦イ
ヲ
於
重
江
ニ一
、
終ヲ
フ二
九
年
ヲ
於
少
室
ニ一
。
単
二

伝
シ
心
印
ヲ一
、
直
二
示
ス
」
宗
綱
ヲ一
。
席
上
ノ
拈

華
、
飲
光
ノ
之
正
脈
、
有
レ
寄ヨ
ン
ト
コ
ロ
。
庭
中
、

立
ツレ
雪
ニ
恵
可
ノ
」
得
髄
、
無
シレ

疑
。
法
雷
、

既
ニ
震
イ二
於
九
州
ニ一
、
道
風
、
遂
ニ
扇
ク二
於
四

海
ニ一
。
然
シ
テ
」
届イ
―
テ二
隻
履
西
帰
ノ
之
日
ニ一
、
敢

テ
忘ワ
―
レ
ン
ヤ

二

摂
斎
北
面
ノ
之
勤
ヲ一
。
今
ニ
、
仰
テ二
深

重
ノ
」
之
尊
悳ト
ク
ヲ一
。
遥
ニ
伸
ブ二
如
在
ノ
之
誠
礼

ヲ一
。
覬
コ
イ
ネ
カ
ワ
ク
ハ
、
不
レ
期（
二
脱
ヵ
）

ク
於
来
儀
ヲ一
、
幸
ニ

俯（
二
脱
ヵ
）
韻
セ
ン
コ
ト
」
於
漸
供
ニ一
、
伏
シ
テ
憶
フ二
斗
筲
陋

器
、
螻
蟻
ノ
余
生
ヲ一
、
雖
ト
モ

二

彎
ト二
石
鞏
ノ
之
弓

祥
ヲ一
、
翻
』二
訳
シ
虬
文
ヲ一
。
流
二
通
ス
経
教
ヲ一
。

章
疏
ノ
之
科
節
、
星
如
ニ
繁
ク
、
名
相
ノ
之
教

網
、
雲
ノ
如
ニ
敷
ク
。」
刁
刀
相
似
テ
、
魚
魯
難
シレ

弁
シ
。
爰
ニ
、
我
カ
芸
祖
、
少
林
ノ
達
磨
大
師
、

慈
心
、
包
ン
テ

二

」
於
遠
裔
ヲ一
、
師
勅
、
蒙
シ
ム

二

於
遐
陬
ニ一
。
罔
クレ
辞
ス
ル
コ
ト

二

巨
海
ノ
之
驚
濤
ヲ一
、

剏ハ
シ
メ
遊
ブ二
梁
土
ニ一
。
不
シ
テ
」
レ
契
ハ二
老
蕭
ノ
之
丹

臆
ニ一
、
潜
ニ
之
ク二
魏
邦
ニ一
。
泛
ヘ二
一
葦
ヲ
於
重
江

ニ一
、
終
フ二
九
年
ヲ
於
少
」
室
ニ一
。
単
二
伝
シ
心
印

ヲ一
、
直
二
示
ス
宗
綱
ヲ一
。
席
上
ニ
拈
スレ
華
ヲ
飲
光
ノ

之
正
脈
、
有
リレ
寄ヨ
ス
ル
コ
ト
。
庭
」
中
ニ
、
立
ツレ

雪
ニ
慧
可
ノ
之
得
髄
、
無
シレ
疑
ヒ
。
法
雷
、
既
ニ

震
ヒ二
於
九
州
ニ一
、
道
風
、
遂
ニ
扇
ク二
」
於
四
海

ニ一
。
然
シ
テ
届イ
―
テ二
隻
履
西
帰
ノ
之
日
ニ一
、
敢
テ
忘

ン
ヤ

二

摂
※
セ
フ

レ
斎シ

北
面
ノ
之
勤
ヲ一
。
今
マ
、
仰
テ二
」
深

重
ノ
之
尊
徳
ヲ一
、
遥
ニ
伸
フ二
如
在
ノ
之
誠
礼
ヲ一
。

覬コ
―
ク
ハ
、
不
レ
吝
ナ
ラ

二

於
来
儀
ニ一
、
庶
ク
ハ
俯
シ
テ
歆ウ
ケ

タ
マ
ヘ

二

」
於
微
供
ヲ一
。
伏
シ
テ
想
フ
ニ

二

斗
筲
陋
器
、

螻
蟻
余
生
ヲ一
、
雖
モ二
彎

（
レ
ヵ
）

ト二
石
鞏
ノ
之
弓
ヲ一
、
遂

ニ
莫
シ
」
レ
的
ル
コ
ト

レ

鹿
ニ
。
徒
ニ
下
シ
テ

二

玄
沙
ノ
之



二
一
七

二
一
七

二
十
七
世
…
「
五
十
四
世
」
ニ
作
ル
。

某
甲
等
…
「
某
等
」
ニ
作
ル
。

恭
敬
〜
謹
封
…
「
印
」・「
黄
紙
」
ア
リ
。

※
具
体
的
ナ
位
置
ハ
光
椿
書
写
本
参
照
。

次
楞
厳
呪
〜
法
乳
之
恩
者
…
ナ
シ
。

ヲ一
、」
遂
ニ
莫
シレ
的
ル
コ
ト

レ

鹿
ニ
。
徒
ニ
下
モ二
玄
沙
ノ

之
鉤
ヲ一
、
曽
テ
叵カ
タ
シレ
得
コ
ト

レ

魚
ヲ
。
忝カ
―
モ
挑カ
ヽ
ケ
テ

二

伝

灯
ノ
之
」
遠
炎
ヲ一
、
以
テ
供
ス二
曩
祖
之
真
前
ヲ一
。

伏
シ
テ
請
フ
、
大
願
有
リレ
方※

。
真
慈
無
クレ
礙
リ
、」

曲
テ
垂
テ二
提
耳
ニ一
、
俾
タ
マ
ヘ

レ

獲
シ
メ

二

安
心
ヲ一
。
有

テレ

明
ム
ル
コ
ト

二

知
見
ヲ一
、
而
猛
省
回
光
、
不
シ
テ

レ

仮（
二
脱
ヵ
）

ラ
』
修
証
ヲ一
、
而
頓
悟
成
仏
セ
ン
。
然
シ
テ

後
チ
、
河カ
ハ

為
リレ
帯
ト
、
山
為ナ
ル
コ
ト
ヲ

レ

冠
ト
、
祝
シ下

北
闕ケ
ツ

之
」
宝
祚ソ
ヲ
無
疆
ト上
、
雲モ

如
クレ
鶴
ノ
、
雨メ

如
ニ
シ
テ

レ

膏
ア
ブ
ラ
ツ
ク
ガ
、
資
ケ
ン

二

南
畝ホ
ノ
之
黎レ
イ

元
ノ
有ユ
ウ

歳
ヲ一
。」

謹
疏
。」

芸
祖
容
納　

謹
疏
」

列
祖
証
鑒

　

 

元
亨
―
十
月
初
五
日
、―
―
某
甲
等
、
謹

疏
」

恭※

敬　

疏
上

　
　
　
　
　

南
閻
―
大
日
本
国
―
―　

等

祖
師　

炳
鑒

謹
封
ス
』

　

次
楞
厳
呪
。
回
向
云
、」

上
来
、
諷
誦
楞
厳
秘
蜜
神
呪
功
徳
、
供
養
今

鉤
ヲ一
、
曽
テ
叵
レ
得
レ
魚
ヲ
、
忝
モ
挑
ケ
テ

二

伝
灯
ノ

之
遠
炎
ヲ一
、
以
テ
供
ス二

』
曩
祖
ノ
之
真
前
ニ一
。

伏
シ
テ
請
フ
、
大
願
有
リレ
方
、
真
慈
無
クレ
礙
リ
、

曲
テ
垂（二
脱
ヵ
）

テ
提
耳
ヲ一
、
俾
タ
マ
ハ
ン
コ
ト
ヲ

レ

獲
二
」
安
心

ヲ一
。
有
テレ
明
ム
ル
コ
ト

二

知
見
ヲ一
、
而
猛
省
回
光
シ
、

不
シ
テ

レ

仮
ラ二
修
証
ヲ一
、
而
頓
悟
成
仏
セ
ン
。
然
シ

テ
」
後
チ
、
河
ハ
為
リレ
帯
ト
、
山
ハ
為ナ
ル
マ
テ

レ

冠
ト
、

祝
シ二
北
闕
ノ
之
宝
祚
ノ
無
疆
ヲ一
、
雲モ

如
クレ
鶴
ノ
、

雨メ

如
ニ
シ
テ

レ

膏
ノ
、」
資
ン二
南
畝
之
黎
元
ノ
有
歳

ヲ一
。　

謹
疏
。」

　

芸
祖
容
納　

謹
疏
」

　

列
祖
証
鑒

元
亨
四
年
十
月
五
日　

二
十
七
世
法
孫
嗣
祖

比
丘
某
甲
等
〈
謹
／
疏
〉」

　
　
　
　
　
　

 

南
閻
浮
提
大
日
本
国
能
州

洞
谷
山
永
光
寺
開
闢
某
甲
等
謹
封
』

　

次
ニ
楞
厳
呪
。
回
向
云
ク
、」

上
来
、
諷
誦
楞
厳
秘
密
神
呪
功
徳
、
供
養
今

日
示
寂
、
達
磨
大
」
師
。
以
酬
法
乳
之
恩

者
。」 

（
下
冊
四
三
オ
〜
四
五
オ
）

恭※

敬　

疏
上

祖
師　

炳
鑒



⑤
山
上
氏
旧
蔵
麟
広
書
写
本

⑦
月
舟
開
版
『
瑩
山
清
規
』

⑨
卍
山
開
版
『
瑩
山
清
規
』

二
一
八

二
一
八

衆
寮
諷
経
…
「
衆
寮
諷
経
等
」
ニ
作
ル
。

土
地
堂
念
誦
…「
土
地
堂
念
誦
疏
」
ニ
作
ル
。

日
示
寂
、
達
」
磨
大
師
。
以
酬
法
乳
之
恩

者
。」 

（
下
冊
四
九
ウ
〜
五
一
ウ
）

※
諷
誦
…
右
、「
如
在
礼
拝
シ
テ
」
ア
リ
。

※
方
…
右
、「
イ
へ
」、
左
、「
ツ
ト
メ
」
ア
リ
。

※
恭
敬
〜
謹
封
…
【
年
中
写
真
100
】
参
照
。

十
一
月
中
。
冬
至
ノ
前
。
隔
テレ
日
ヲ
、
衆
寮
諷

経
等
ア
リ
。
四
節
、
皆
ナ
同
シ
。」

土
地
堂
念
誦
ノ
疏
ニ
云
ク
、」

切
ニ
以
レ
ハ
、
宝ホ
ウ

暦レ
キ

迎
ヘ
テ

レ

長
キ
ヲ
、
璿セ
ン

儀
推
シ
至

ル
。
肇ハ
シ
メ
テ

二

一
陽
之
開
序
ヲ一
、
迎
テ二
百
福
ヲ一
、」

以
テ
為
スレ
先
ト
。
恭
ク
惟
レ
ハ
、
当
山
ノ
土
地
、
合

堂
ノ
真
宰
、
茂
ク
対
シ
テ

二

令
辰
ニ一
、
倍〱
納（
二
脱
ヵ
）

ル
」

殊
祥
ヲ一
。
粛
ン
テ
請
シ
テ

二

大
衆
ヲ一
、
謹
テ
詣
シ
テ

二

霊

祠
ニ一
、
誦
二
持
シ
万
徳
ノ
洪
名
ヲ一
、
回
二
向
シ
テ

合
」
堂
ノ
真
宰
ニ一
、
以
テ
表
二
佳
節
之
誠
志
ヲ一
、

以
テ
見
ル二
人
物
ノ
之
多
幸
ヲ一
。
護
リレ
法
ヲ
』
安
レ

人
ヲ
者
ナ
リ
。　

為
如
上
縁
念
ン　

〈（
十
脱
ヵ
）

仏
名
、
回

※
摂
斎
…
「
摂
」
ノ
左
、「
ヲ
サ
メ
テ
」、「
斎
」
ノ

左
、「
モ
ス
コ
ト
ヲ
」
ア
リ
。

※
恭
敬
〜
謹
封
…
【
年
中
写
真
101
】
参
照
。

十
一
月
中
。
冬
至
前
。
隔
テレ
日
ヲ
、
衆
寮
諷

経
ア
リ
。
四
節
、
皆
ナ
同
シ
。
土
地
堂
念
」
誦
ニ

云
ク
、」

切
ニ
以
レ
ハ
、
宝
暦
迎
テレ
長
ヲ
、
璿
儀
推
シ
至
ル
。

肇ハ
シ
メ
テ

二

一
陽
ノ
之
開
序
ヲ一
、
迎
テ二
百
福
ヲ一
、
以
テ

為
ス
」
レ
先
ト
。
恭
ク
惟
レ
ハ
、
当
山
ノ
土
地
、
合

堂
ノ
真
宰
、
茂サ
カ
ン
ニ
対
シ
テ

二

令
辰
ニ一
、
倍〱
納
ル二
殊

祥
ヲ一
。
粛
ニ
請
シ
テ

二

」
大
衆
ヲ一
、
謹
テ
詣
シ
テ

二

霊
祠

ニ一
、
誦（二
ヵ
）
一
持
シ
万
徳
ノ
洪
名
ヲ一
、
回
二
向
シ
テ
合
堂

ノ
真
宰
ニ一
、
以
テ
表
シ二
佳
」
節
ノ
之
誠
志
ヲ一
、
以

テ
見
ル二
人
物
ノ
之
多
幸
ヲ一
。
護
リレ
法
ヲ
安
ンレ
人
ヲ
者

ナ
リ
。
為
如
上
縁
念
」



二
一
九

二
一
九

皆
同
前
…
「
同
前
」
ニ
作
ル
。

四
五
日
以
前
…
「
以
前
四
五
日
」
ニ
作
ル
。

大
円
満
覚
〜
量
周
沙
界
…
「
浄
法
界
身
、
本

無
出
没
。
大
悲
願
力
、
示
現
去
来
」
ニ

作
ル
。

永
光
寺
某
甲
等
…
「
永
光
禅
寺
開
闢
比
丘
某

等
」
ニ
作
ル
。

本
師
釈
迦
如
来
大
和
尚
…
「
本
師
釈
迦
牟
尼

如
来
大
和
尚
」
ニ
作
ル
。

灯
燭
微
膳
…
ナ
シ
。

向
、
皆
同
レ
前
〉。」

冬
至
以
前
、
四
五
ノ
日
前
、
四
月
以
後
掛
搭

僧
ノ
僧
、
行
ス二
謝
掛
搭
」
之
儀
ヲ一
。
如
二
夏
前

一
。」 

（
下
冊
五
一
ウ
〜
五
二
オ
）

十
二
月
八
日
。
称
ス二
成
道
会
ト一
。
公
界
、
随
レ

力
弁
二
供
具
ヲ一
。
四
節
ノ
儀
、」
皆
ナ
一
如
ナ
リ

ト
。
主
人
、
跪
テレ
炉
ニ
、
維
那
、
宣
テレ
疏
ヲ
云

ク
、」

大
円
満
覚　

垂
迹
西
乾

心
包
太
虚　

量
周
沙
界
」

　
　

仰
願
ハ
照
鑒　

伏
シ
テ
請
フ
真
慈
」

南
閻
浮
提
大
日
本
国
―
―　

寺
号
住
持
比
丘

〈
某
／
甲
〉
等
、」

　

 

今
月
初
八
日
、
恭
ク
遇
テ二　

本
師
釈
迦
如

来
大
和
尚
、
成
』
道
之
辰
ニ一
、　

二
備
シ
テ

香
華
ヲ一
、
以
伸
フ二
供
養
ヲ一
。
集
テ二
現
前
ノ
比

　
〈
十
仏
名
、
回
／
向
、
皆
同
レ
前
〉。』

冬
至
四
五
日
以
前
、
為
ニ二
四
月
以
後
ノ
掛
搭

僧
ノ一
、
行
ス二
謝
掛
搭
ノ
之
儀
ヲ一
。」
如
シ二
夏
前

ノ一
。」 

（
下
冊
四
五
オ
〜
ウ
）

十
二
月
八
日
。
称
二
成
道
会
ト一
。
公
界
、
随
テレ

力
ニ
弁
ス二
供
具
ヲ一
。
四
節
ノ
儀
、
皆
ナ
一
」
如
ナ

リ
。
主
人
、
跪
キレ
炉
ニ
、
維
那
、
宣
テレ
疏
ヲ
云

ク
、」

　

大
円
満
覚　
　
　

垂
ル二
迹
ヲ
西
乾
ニ一

　

心
包
ン
テ

二

太
虚
ヲ一　

量
周
シ二
沙
界
ヲ一
」

　
　

仰
テ
願
ヒ二
照
鑒
一　

伏
シ
テ
請
フ二
真
慈
ヲ一
」

南
閻
浮
提
大
日
本
国
能
州
賀
嶋
郡
酒
井
保
、

洞
谷
山
永
光
寺
某
甲
等
、」

　

 

今
月
初
八
日
、
恭
ク
遇
テ二　

本
師
釈
迦
如

来
大
和
尚
、
成
道
ノ
之
」
辰
ニ一
、　

テ
備

ヘ
テ

二

香
華
灯
燭
微
膳
ヲ一
、
以
テ
伸
フ二
供
養
ヲ一
。



⑤
山
上
氏
旧
蔵
麟
広
書
写
本

⑦
月
舟
開
版
『
瑩
山
清
規
』

⑨
卍
山
開
版
『
瑩
山
清
規
』

二
二
〇

二
二
〇

同
集
…
ナ
シ
。

一
金
…
「
一
巠
」
ニ
作
ル
。

八
日
…
「
初
八
日
」
ニ
作
ル
。

某
甲
等
…
「
某
等
」
ニ
作
ル
。

丘
衆
ヲ一
。」
諷
二
誦
大
仏
頂
万
行
首
楞
厳
神

呪
ヲ一
、
所
ロ
ノ

レ

集
ル
洪
勲
ハ
、
以
テ
酬
ン二
」
法

乳
ノ
之
恩
ニ一
者
ナ
リ
。」

右
密ヒ
ソ
カ
ニ
以
レ
ハ
、
融ト
ラ
カ
シ
テ

二

瓶ベ
ウ

盤ハ
ン

釵シ
ャ
セ
ン釧
ヲ一
、
而
為

ス
モ

二

一
金
一
、
非
ン
ハ

二

智
火
ニ一
鮮ナ
ケ
ン

レ

克ヨ
ク
ス
ル
コ
ト
。

校カ
ン
カ
ヘ
テ

二

琴
」
瑟
箜
篌コ
ウ
ヲ一
、
以
テ
諧カ
ナ
フ
モ

二

六
律
ニ一
、

舎ス
テ
バ

二

妙
指
ヲ一

奚イ
カ
ン

為カ
セ
ン

。
蓋
シ
衆
生
ニ
有
ル
モ

レ

具

ス
ル
コ
ト

二

如
来
ノ
」
智
慧
徳
相
ヲ一
、
若
シ

大
覚
、

無
ン
ハ

下

示
ス
ノ

二

衆
生
ニ
迷
悟
ヲ一
方
便
上
、
演
若
カ
狂

性
」
難
クレ
歇
ミ
、
力
士
カ
額
珠
永
ク
忘
ン
。
今
マ

聞
テ二
大
地
有
情
ノ
之
成
道
ヲ一
、
新
ニ
明
二
」
本
有

仏
性
ノ
之
正
因
ヲ一
。
慧
照
永
ク
輝
テ
、
一
灯
ヲ
伝

エ
ン

二

百
千
灯
ニ一
。
道
風
」
久
ク
扇
テ
、
此
界
泊
（
洎
ヵ
）

サ
ン

二

無
辺
界
ニ一
。　

謹
疏
』

本
師　

如
来　

謹
疏
」

哀ア
ヒ
ミ
ン愍　
印

納ノ
ウ
ヨ
ウ容

　

 

元
亨
四
年
十
二
月
初
八
日
、
釈
迦
―
―
某

甲
等
、
謹
疏
」

恭※

敬　

疏
上

〈
四
所
印
〉　

南
閻
浮
提
大
日
本
国
―
―
等

同
集
テ二
現
前
ノ
比
丘
」
衆
ヲ一
、
諷
二
誦
ス
大

仏
頂
万
行
首
楞
厳
神
呪
ヲ一
、
所
ロ
ノ

レ

集
ル

洪
勲
ハ
、
以
テ
酬
上
ル

二

法
』
乳
ノ
之
恩
ニ一
者
ナ

リ
。」

右
密
ニ
以
レ
ハ
、
融
シ
テ

二

瓶
盤
釵
釧
ヲ一
、
而
為
ス
モ

二

一
金
ト一
、
非
ン
ハ

二

智
火
ニ一
、
鮮ナ
シレ
克ヨ
ク
ス
ル
コ
ト
。
校

テ二
琴
瑟
箜
」
篌
ヲ一
、
以
テ
諧カ
ナ
フ
モ

二

六
律
ニ一
、
舎ス
テ
ハ

二

妙
指
ヲ一

奚イ
カ
ン

為カ
セ
ン

。
蓋
シ
衆
生
、
有
ル
モ

レ

具
ス
ル
コ
ト

二

如
来
ノ
智
慧
徳
相
ヲ一
、」
若
シ
大
覚
、
無
ン
ハ

下

示

ス二
衆
生
ノ
迷
悟
ヲ一
方
便
上
、
演
若
カ
狂
性
、
難
クレ

歇
ミ
、
力
士
カ
額
珠
、」
永
ク
忘
ン
。
今
マ
聞
テ二
大

地
有
情
ノ
之
成
道
ヲ一
、
新
ニ
明
ス二
本
有
仏
性
ノ
之

正
因
ヲ一
。
慧
」
照
永
ク
耀
テ
、
一
灯
伝
ヘ二
百
千

灯
ヲ一
、
道
風
久
ク
扇
テ
、
此
界
洎
サ
ン

二

無
辺
界

ニ一
。」

謹
疏
」

　

本
師　

如
来 　
　

謹
疏
」

　

哀
愍　

納
容

元
亨
四
年
十
二
月
八
日  

五
十
四
世
法
孫
嗣

祖
比
丘
某
甲
等
〈
謹
／
疏
〉』



二
二
一

二
二
一

恭
敬
〜
謹
封
…
「
印
」・「
黄
紙
」
ア
リ
。

※
具
体
的
ナ
位
置
ハ
光
椿
書
写
本
参
照
。

四
所
印
…
ナ
シ
。

能
州
酒
井
保
洞
谷
山
永
光
寺
開
闢
某
甲
等
…

「
能
刕
賀
嶋
郡
酒
井
保
洞
谷
山
永
光
寺
開

闢
比
丘
某
等
」
ニ
作
ル
。

牓
云
…
ナ
シ
。

成
道　

如
来

謹
疏
」

七
日
ノ
夜
、
九
日
ノ
夜
、
山
僧
住
ノ
裏
チ
一
衆
、

長
坐
ス
。
発
心
以
来
、
四
」
十
余
年
、
未ス
タ下

於
テ二
此
ノ
両
夜
ニ一
、
打
眠
セ上
。
故
ニ
住
裏
二
十

六
年
、
多
ク
ハ
率
テ二
」
一
衆
ヲ一
、
堂
裏
ニ
打
坐

ス
。
蓋
シ
如
シ二
恒
規
ヲ一
。

（
マ
マ
）』

 

（
下
冊
五
二
オ
〜
五
三
オ
）

※
恭
敬
〜
謹
疏
…
【
年
中
写
真
106
】
参
照
。

十
日
以
後
。
開
二
坐
禅
一
、
出
二
歳
未
（
末
ヵ
）看
経
牓

一
。　

牓
云
、」

無
縁
大
慈
、
平
等
ニ
利
二
済
シ
群
生
ヲ一
、
広
大

接
化
ヲ
以
テ
、
一
同
ニ
救
二
度
ス
含
」
類
ヲ一
。
是
ヲ

以
テ
、
歳
末
、
故
コ
ト
サ
ラ
ニ
転
シ
テ

二

数
日
ヲ一
、
寺
中
、

専
ラ
勧
テ二
看
経
ヲ
、
（
一
脱
ヵ
）回
下
向
ス
寺
領
」
田
畠
耕
死

ノ
蠢
動
含
霊
、
乃
至
檀
越
所
領
ノ
所
生
牛
馬

　
　
　
　
　
　

 

南
閻
浮
提
大
日
本
国
能
州

酒
井
保
洞
谷
山
永
光
寺
開
闢
某
甲
等
謹
封
」

七
日
ノ
夜
、
九
日
ノ
夜
、
山
僧
住
裏
一
衆
、

長
坐
ス
。
発
心
ヨ
リ
以
来
、
四
十
余
」
年
、
於

テ二
此
ノ
両
夜
ニ一
、
未
二
打
眠
セ一
。
故
ニ
住
裏
二
十

六
年
、
多
ク
ハ
率
テ二
一
衆
ヲ一
、
堂
裏
ニ
」
打
坐

ス
。
蓋
シ
如
シ二
恒
規
ノ一
。」

  

（
下
冊
四
五
ウ
〜
四
六
ウ
）

※
恭
上
〜
謹
疏
…
【
年
中
写
真
107
】
参
照
。

十
日
以
後
。
開
シ
テ

二

坐
禅
ヲ一
、
出
ス二
歳
末
看
経

ノ
牓
ヲ一
。　
　

牓
ニ
云
ク
、」

無
縁
ノ
大
慈
、
平
等
ニ
利
二
済
シ
群
生
一
、
広
大

ノ
接
化
、
一
同
ニ
救
二
度
ス
含
類
ヲ一
。
是
ヲ
」
以

テ
、
歳
末
、
故
コ
ト
サ
ラ
ニ

転
シ
テ

二

数
日
ヲ一
、
寺
中
、

専
ラ
勧
テ二
看
経
ヲ一
、
回
下
向
ス
寺
領
田
畠
耕
死

ノ
」
蠢
動
含
霊
、
乃
至
檀
越
所
領
所
生
ノ
牛

恭※

敬　

疏
上

〈
四
所
印
〉

成
道　

如
来



⑤
山
上
氏
旧
蔵
麟
広
書
写
本

⑦
月
舟
開
版
『
瑩
山
清
規
』

⑨
卍
山
開
版
『
瑩
山
清
規
』

二
二
二

二
二
二

勝
果
…
「
勝
妙
果
」
ニ
作
ル
。

在
衆
意
…
「
有
衆
意
」
ニ
作
ル
。

敬
白
…
ナ
シ
。

妙
法
蓮
華
経
…
「
大
乗
妙
法
蓮
華
経
」
ニ
作

ル
。

梵
網
菩
薩
戒
経
…「
梵
網
菩
薩
心
地
戒
品
経
」

ニ
作
ル
。

大
円
覚
経
…
「
円
覚
修
多
羅
了
義
経
、
金
剛

般
若
波
羅
蜜
経
」
ニ
作
ル
。

結
計
…
「
結
解
」
ニ
作
ル
。

除
夜
施
餓
鬼
…
「
施
餓
鬼
」
ニ
作
ル
。

宣
疏
云
…
下
、「
不
押
印
」
ア
リ
。

※
底
本
ニ
ハ
「
不
押
印
ナ
シ
」
ト
ア
ル
ガ
、
光
椿
書

六
」
畜
、
及
ヒ
山
林
受
生
禽
獣
虫
類
、
水
陸

ノ
一
切
、
前
亡
後
滅
ニ上
。
上
」
自
二
三
宝
手
足

供
給
之
人
工
火コ

客
一
、
下モ

至
マ
テ

二

畜
生
、
残

害
、
横
」
死
之
下
賤
愚
蒙
ニ一
、
皆
所
テレ
助
ケ二
僧

宝
大
悲
之
威
神
力
ニ一
、
悉
ク

得
タ
リ

」
レ

感

ス
ル
コ
ト

二

小
因
能
大
ノ
之
勝
妙
果
ヲ一
矣
。
読
経
、

念
仏
、
誦
呪
章
句
ハ
、
有
リ二
」
衆
意
ニ一
。
無
分

量
。
祇タ
ヽ

回メ
ク
ラ
シ
テ

二

接
諸
衆
生
ノ
之
慈ス

心
等
ヲ一
、」

修
ス
ル
モ
ノ
ナ
リ

二

利
済
郡
（
群
ヵ
）』
品
之
妙
行
ヲ一
也
。
敬

白
。　
　

品
目
、
具
于
後
。」

大
乗
妙
典　
　

什
部
」

梵
網
菩
薩
戒
経
」

大
円
覚
経
」

　

 

元
亨
四
年
十
二
月
日
、
堂
司
比
丘
某
甲
敬

勧
化
」

除
夜
前
、
両
三
日
ノ
間
、
結
解
清
書
ス
。　

施

餓
鬼
了
テ
、
維
那
、」

宣
テレ
疏
ヲ
云
ク
、」

南
閻
浮
提
大
日
本
国
―
―
―
某
甲　
　

等
、」

　

 

今
月
晦ツ
コ
モ
リ日
、
迎
テ二
年
窮
歳
尽
之
除
夜
ヲ一
、

馬
六
畜
、
及
ヒ
山
林
ノ
受
生
』
禽
獣
虫
類
、

水
陸
ノ
一
切
、
前
亡
後
滅
ニ上
。
上
自
二
三
宝
手

足
供
給
ノ
之
」
人
工
火
客
一
、
下モ

至
マ
テ

二

畜
生
、

残
害
、
横
死
ノ
之
下
賤
愚
蒙
一
、
皆
ナ
所
テレ
助
ケ二

僧
」
宝
大
悲
之
威
神
力
ニ一
、
悉
ク

得
ンレ

感

ス
ル
コ
ト
ヲ

二

小
因
能
大
ノ
之
勝
果
ヲ一

矣
。
読
経
、

念
」
仏
、
誦
呪
、
章
句
ハ
、
在
リ二
衆
意
ニ一
。
無

シ二
分
量
一
。
祇
回
シ
テ

二

接
諸
衆
生
ノ
之
慈
心
ヲ一
、

等
ク
」
修
モ
ノ
ナ
リ

二

利
済
群
品
ノ
之
妙
行
ヲ一
也
。　

敬
白
。　

品
目
、
具
ス
于
（
二
脱
ヵ
）後
ニ一
。」

　

妙
法
蓮
華
経
」

　

梵
網
菩
薩
戒
経
」

　

大
円
覚
経
」

元
亨
四
年
十
二
月
日  

堂
司
比
丘
某
甲
敬
テ

勧
化
」

　
〈
除
夜
ノ
前
、両
三
日
ノ
／
間
、
結
計
清
書
ス
〉』

　

除
夜
ノ
施
餓
鬼
了
テ
、
維
那
、
宣
テレ
疏
ヲ
云
ク
、」

南
閻
浮
提
大
日
本
国
能
州
酒
井
保
、
洞
谷
山

永
光
寺
開
闢
某
甲
等
、」

　

 

今
月
晦
日
、
迎
テ二
年
窮
歳
尽
ノ
之
除
夜
ヲ一
、



二
二
三

二
二
三

写
本
ニ
ハ
コ
ノ
字
ガ
ア
ル
タ
メ
、「
ア
リ
」
ノ
誤

ト
判
断
シ
タ
。

能
州
酒
井
保
…
「
能
刕
賀
嶋
郡
酒
井
保
」
ニ

作
ル
。

群
生
…
「
群
生
之
」
ニ
作
ル
。

妙
法
蓮
華
経
…
「
大
乗
妙
法
蓮
華
経
」
ニ
作

将ス
ニレ
救
ハ
ン
ト

二

所
縁
群
生
ノ一
』
之
亡
魂
ヲ一
。
兼

日
ニ
、
令
メ
テ

レ

勧
二
化
セ
合
山
ノ
緇シ

白
ヲ一
、
而

諷
二
誦
ス
諸
経
神
」
呪
ヲ一
。
除
夜
ニ
令
メ
テ

レ

引

二
」
率
セ
現
前
ノ
一
衆
ヲ一
、
而
同
ク
誦
ス二
楞
厳

神
呪
ヲ一
。
所
ノ
」
レ
集
ル
殊
勲
ハ
、
救
二
済
セ
ン

群
萌
ヲ一
者
ナ
リ
。」

 

右
潜
カ
ニ
以
レ
ハ
、
蠢
蠢
タ
ル
含
類
、
非
ン
ハ

二

大
悲

ニ一
無
ン二
救
済
ス
ル
コ
ト

一

。
昏
昏
タ
ル
群
生
、
捨
テ
ヽ

二

仏
」
経
ヲ一
争
カ
解
脱
セ
ン
。
螻
蟻
ハ
混
シ
テ

二

持
経

者
ノ
手
水
ニ一
而
逝
シ
、
蝸
牛
ハ
当
テ二
聴
法
」
人
ノ

下
ニ一
而
死
ス
モ
、
倶
ニ
脱
シ
テ

二

畜
類
ヲ一
、
同
ク
生

ル二
忉
利
ニ一
。
況
ン
ヤ
乎
五
百
ノ
聖
者
ハ
、」
為タ
リ二
昔

シ
五
百
ノ
蝙ヘ
ン

蝠フ
ク

一
。
十
千
ノ
游
魚
ハ
、
為タ
リ二
今
マ

一
万
ノ
羅
漢
一
。
所
縁
、
永
」
劫
ニ
不
二
朽
壊

セ一
、
下
種
、
累ル
イ

生セ
イ

、
成
就
シ
来
ル
。
若
シ
然
ハ

者
、
駈キ
ウ

使シ
ノ
奴ヌ

婢ビ

、
牛
」
馬
、
寺
領
水
陸
ノ

受
生
モ
、
決
シ
テ
為タ
リ二
生
生
ノ
同
法
一
。
必
ス
為

ラ
ン

二

世
世
道
伴ハ
ン

一
。』
憐
愍
シ
テ
而
可
レ
祈
二
転
凡

入
聖
ヲ一
。
哀
顧
シ
テ
而
可
シレ
念
二
増
道
損
生
ヲ一
。

看
」
経
、
誦
呪
ノ
大
意
、
兼
日
ニ
押ア
ツ
テ
ウ貼
シ
テ
、

具
レ
之
ヲ
。　

品
目
、
如
レ
後
。」

妙
法
蓮
華
経　
　

什
部
」

将
スレ
救
ン
ト

二

所
縁
群
生
ノ
亡
魂
ヲ一
。」
兼
日
ニ
、

令シメ
メ
テ

下

勧
二
化
シ
テ
合
山
ノ
緇
白
ヲ一
、
而
諷
中
誦

諸
経
神
呪
ヲ上
、
除
夜
ニ
令
下
引
二
」
率
シ
テ
現

前
ノ
一
衆
ヲ一
、
而
同
ク
誦
中
楞
厳
神
呪
ヲ上
、
所

ノレ
集
ル
殊
勲
ハ
。
救
二
済
セ
ン
群
萌
ヲ一
」
者
ナ
リ
。」

右
潜
ニ
以
レ
ハ
、
蠢
蠢
タ
ル
含
類
、
非
ン
ハ

二

大
悲

ニ一
、
無
シ二
救
済
ス
ル
コ
ト

一

。
昏
昏
タ
ル
群
生
、
捨
テ
ヽ

二

仏
経
ヲ一
、
争
カ
」
解
脱
セ
ン
。
螻
蟻
ハ
混
シ
テ

二

持

経
者
ノ
手
水
ニ一
而
逝
シ
、
蝸
牛
ハ
当
テ二
聴
法
人
ノ

下
ニ一
而
」
死
ス
ル
モ
、
倶
ニ
脱
シ
テ

二

畜
類
ヲ一
、
同

ク

生
ス二
忉
利
ニ一
。
況
ン
ヤ
乎
、
五
百
ノ
聖
者
ハ
、

昔
シ
為
リ二
五
百
ノ
蝙
蝠
。
（
一
脱
ヵ
）
」
十
千
ノ
游
魚
ハ
、
今

為
リ二
一
万
ノ
羅
漢
一
。
所
縁
、
永
劫
ニ
不
二
朽
壊

一
、
下
種
、
累
生
、
成
就
シ
』
来
ル
。
若
シ
然
ハ

者
、
駈
使
ノ
奴
婢
、
牛
馬
、
寺
領
水
陸
ノ
受

生
モ
、
決
シ
テ
為
リ二
生
生
ノ
同
」
法
一
、
必
ス
為
二

世
世
ノ
道
伴
一
。
憐
愍
シ
テ
而
可
レ
祈
ル二
転
凡
入

聖
ヲ一
。
哀
顧
シ
テ
而
可
シレ
念
ス二
」
増
道
損
生
ヲ一
。

看
経
誦
呪
ノ
大
意
、
兼
日
ニ
押
貼
シ
テ
具
スレ
之
ヲ
。

　

品
目
、
如
レ
後
ノ
。」

　

妙
法
蓮
華
経
」

　

梵
網
菩
薩
戒
経
」



⑤
山
上
氏
旧
蔵
麟
広
書
写
本

⑦
月
舟
開
版
『
瑩
山
清
規
』

⑨
卍
山
開
版
『
瑩
山
清
規
』

二
二
四

二
二
四

ル
。

※
底
本
ニ
ハ
写
本
名
ノ
指
示
ガ
ナ
イ
ガ
、
諸
本
ノ
用

例
カ
ラ
判
断
シ
タ
。

梵
網
菩
薩
戒
経
…「
梵
網
菩
薩
心
地
戒
品
経
」

ニ
作
ル
。

十
方
三
世
云
云
…
ナ
シ
。

加
銀
銭
倶
焼
…
ナ
シ
。

結
計
目
録
…
「
結
解
目
録
」
ニ
作
ル
。

銀
銭
…
「
銀
銭
馬
形
経
」
ニ
作
ル
。

能
州
酒
井
保
…
「
能
刕
賀
嶋
郡
酒
井
保
」
ニ

作
ル
。

某
甲
等
…
「
某
等
」
ニ
作
ル
。

梵
網
菩
薩
戒
経　

什
部　
〈
諸
経
呪
什
部
〉」

上
来
、
諷
誦
経
呪
、
所
集
功
徳
、
回
向
」

山
内
含
生
、
所
縁
群
類
。
仏
種
縁
熟
、
脱
苦

得
楽
、
法
界
衆
」
生
、
同
円
種
智
者
。　

十

方
―
―
。
加
テ二
銀
銭
ヲ一
、
倶
ニ
焼
ク
ナ
リ
。」

可カ

漏ロ
フ

、
同
シ二
盂
蘭
盆
会
ニ一
。　

次
ニ
楞
厳
呪
。

回
向
、
同
シ二
盂
蘭
盆
会
ニ一
。」

 

（
下
冊
五
三
ウ
〜
五
五
オ
）

次
ニ
龍
天
ノ
回
向
。
兼
日
ニ
、
結
解
目
録
。
作

テレ
疏
ヲ
、
截キ
リ二
銀
銭
ヲ一
、
就
テ二
山
門
』
頭
ニ一
、
宣

テレ
疏
ヲ
云
ク
、」

南
閻
浮
提
大
日
本
国　
　

寺
号
某
甲
等
、」

　

 

今
迎
ヘ
テ

二

年
窮
歳
尽
ノ
之
除
夜
ヲ一
、
具
ニ
録
二

集
シ
テ
月
次
日
作
之
衆
」
功
ヲ一
、
回
二
向
シ
龍

上
来
、
諷
誦
経
呪
、
所
集
功
徳
、
回
向　

山

内
含
生
、
所
縁
群
類
。」
仏
種
縁
熟
、
脱
苦

得
楽
、
法
界
衆
生
、
同
円
種
智
者
。
十
方
三

世
、」
云
云
。」

加
テ二
銀
銭
ヲ一
、
倶
ニ
焼
ク
ナ
リ
。　

可
漏
、
同
シ二
盂

蘭
盆
会
ニ一
。　

次
ニ
楞
厳
呪
。
回
向
、
同
シ二
」

盂
蘭
盆
会
ニ一
。

 

（
下
冊
四
六
ウ
〜
四
八
オ
）

　

次
ニ
龍
天
回
向
。
兼
日
ニ
、
結
二
計
目
録
ヲ一
。

作
テレ

疏
ヲ
、
截
リ二
銀
銭
ヲ一
、』
就
テ二
山
門
頭
ニ一
、

宣
テレ
疏
ヲ
云
ク
、」

南
閻
浮
提
大
日
本
国
能
州
酒
井
保
、
洞
谷
山

永
光
寺
開
闢
某
甲
等
、」

　

 

今
迎
テ二
年
窮
歳
尽
ノ
之
除
夜
ヲ一
、
具
ニ
録
シ
テ

二



二
二
五

二
二
五

録
…
「
録
集
」
ニ
作
ル
。

衆
功
…
「
衆
功
徳
」
ニ
作
ル
。

競
来
…
「
競
来
而
」
ニ
作
ル
。

争
…
「
諍
」
ニ
作
ル
。

護
法
之
各
報
答
…
「
護
法
報
答
」
ニ
作
ル
。

梵
網
菩
薩
戒
経
…「
梵
網
菩
薩
心
地
戒
品
経
」

ニ
作
ル
。

天
ヲ一
、
報
二
答
ス
ル
護
法
ニ一
者
ナ
リ
。」

右
伏
シ
テ
惟
レ
ハ
、
護
法
侍
衛
、
堅
ク
応
シ二
如
来

ノ
付
嘱
ニ一
、
蘭
若
修
練レ
ン

、
悉
ク
有
リ下
」
龍
天
ノ
恩

助
上
。
深
山
ニ
通
シ
テ

レ

信
ヲ
、
而
令シム
シ
テ

下
レ
人
倫
ヲ
伸ノ

ベ中
供
養
ヲ上
。
幽
谷
望
テレ
風
ニ
、」
而
令
シ
テ
緇
白
ヲ

作
サ二
群
集
ヲ一
。
是
以
テ
、
当
山
已
ニ
現
シ二
梵
刹

ヲ一
、
江
湖
漸
ク
作（
二
脱
ヵ
）

ス
」
風
聞
ヲ一
。
求
道
ノ
人
ハ
、

不
ル
ニ

レ

招
カ
競キ
ソ
ヒ
来
ル
。
修
善
ノ
者
ハ
、
不
ル
ニ

レ

慮ハ
カ
ラ

諍
イ
集
ル
。
或
ハ
新
二
造
シ
テ
」
仏
菩
薩
ノ
像
ヲ一
、

而
功
悳
林
中
作
シ二
荘
厳
ヲ一
、
或
ハ
弁
二
営
シ
テ
仏

閣
僧
舎
ヲ一
、』
而
善
根
山
上
ニ
倍
ス二
福
聚
一
。
護

法
安
人
ノ
之
霊
徳（

マ
マ
）
一
、
殊
ニ
揚
リレ
焉コ
ヽ
ニ
。
祖
」
道

弘
通
之
接
化
、
已
ニ
無
シレ
障
リ
。
仍
テ
合
山
、

年
年
啓
二
唱
ス
護
法
之
」
各
報
答
ヲ一
。
通
衆
、

各
各
報
二
謝
ス
行
道
之
大
擁
護
ヲ一
。」

恭※

敬　
　
　

疏
上

　
　
　
〈
黄
紙
〉　

南
閻
浮
提
大
日
本
国

天
地
冥
陽
龍
天
善
神

〈
―
／
―
〉
等
謹
疏
」

　

品
目
、
如
レ
後
。」

大
乗
妙
典　

什
部　

梵
網
菩
薩
戒
経  
什
巻

〈
々
／
々
〉」

月
次
日
作
ノ
之
衆
功
ヲ一
、
回
二
向
シ
」
龍
天

ニ一
、
報
二
答
ス
ル
護
法
ニ一
者
ナ
リ
。」

右
伏
シ
テ
惟
レ
ハ
、
護
法
侍
衛
、
堅
ク
応
シ二
如
来

ノ
付
嘱
ニ一
、
蘭
若
修
練
、
悉
ク
有
リ二
龍
天
ノ
」
恩

助
一
。
深
山
ニ
通
シ
テ

レ

信
ヲ
、
而
令
シ
テ
人
倫
ヲ
伸

二
供
養
一
、
幽
谷
望
テレ
風
ヲ
、
而
令
シ
テ
緇
白
ヲ
」

作
サ二
群
集
ヲ一
。
是
ヲ
以
テ
、
当
山
已
ニ
現
シ二
梵
刹

ヲ一
、
江
湖
、
漸
ク
作
ス二
風
聞
ヲ一
。
求
道
ノ
人
ハ
、

不
ル
ニ
」
レ
招
カ
競
ヒ
来
リ
、
修
善
ノ
者
ハ
、
不
ル
ニ

レ

慮
争
ヒ
集
ル
。
或
ハ
新
二
造
シ
テ
仏
菩
薩
ノ
像
ヲ一
、

而
功
徳
林
」
中
ニ
作
シ二
荘
厳
ヲ一
、
或
ハ
弁
二
営
シ

テ
仏
閣
僧
舎
ヲ一
、
而
善
根
山
上
ニ
倍
ス二
福
聚
ヲ一
。

護
法
」
安
人
ノ
之
霊
徳
、
殊
ニ
掲
焉
タ
リ
。
祖

道
弘
通
ノ
之
接
化
、
已
ニ
無
シレ
障
リ
。
仍
テ
合

山
、』
年
年
啓
二
唱
ス
護
法
之
各
報
答
ヲ一
。
通

衆
、
各
各
報
二
謝
ス
行
道
ノ
之
大
擁
」
護
ヲ一
。　

品
目
、
如
レ
後
。」

　

大
乗
妙
法
蓮
華
経
」

　

梵
網
菩
薩
戒
経
」

上
来
、
諷
誦
経
呪
功
徳
鴻
因
、
回
向　

護
法

龍
天
、
梵
釈
四
王
、」
天
地
陰
陽
、
十
方
真

宰
、　

日
本
国
内
大
小
神
祇
、　

当
山
鎮
」



⑤
山
上
氏
旧
蔵
麟
広
書
写
本

⑦
月
舟
開
版
『
瑩
山
清
規
』

⑨
卍
山
開
版
『
瑩
山
清
規
』

二
二
六

二
二
六

本
寺
檀
那
等
…
「
本
寺
檀
那
諸
檀
那
等
」
ニ

作
ル
。

諸
縁
吉
利
…
「
諸
縁
吉
慶
」
ニ
作
ル
。

十
方
三
世
云
云
…
ナ
シ
。

恭
敬
〜
謹
封
…
「
年
中
行
事
」
末
ニ
ア
リ
。

地
…
右
、「
印
」
字
ア
リ
。

某
州
某
郡
某
庄
某
寺
住
持
某
甲
等
謹
封
…

「
能
刕
賀
嶋
郡
洞
谷
山
永
光
禅
寺
住
持
比印

丘
某
等謹封

」
ニ
作
ル
。

※
「
可
漏
図
」
ハ
、
田
島
柏
堂
「
山
上
氏
蔵
『
瑩
山

清
規
』
と
愛
知
学
院
大
学
図
書
館
「
瑩
山
示
寂
祭

文
」
に
つ
い
て
」
六
九
〇
頁
掲
載
写
真
参
照
。

龍
天
疏
〜
幸
甚
…
全
文
ナ
シ
。

回
向
簿
…
「
回
向
双
紙
」
ニ
作
ル
。

上
来
、
諷
誦
経
呪
功
徳
鴻
因
、
回
向　

護
法

龍
天
、
梵
釈
』
四
王
、
天
地
陰
陽
、
十
方
真

宰
、　

日
本
国
内
大
小
神
祇
、」
当
山
鎮
守
、

国
界
諸
仏
、
保
内
社
檀
、
合
堂
聖
造
、
合
山

諸
」
檀
、
守
宮
守
道
、　

今
年
歳
分
、
主
執

陰
陽
、
南
方
〈
火
〉」
徳
星
君
、〈
火
〉
部
星

衆
、
増
加
威
光
。　

所
冀
、」

山
門
鎮
静
、
僧
宝
繁
昌
、
本
寺
檀
那
、
諸
檀

越
等
、
諸
縁
吉
」
利
、
所
願
成
就
、
四
恩
三

有
、
同
円
種
智
者
。」

龍
天
ノ
回
向
双
紙
、
同
ク
加
テ二
銀
銭
並
ニ
疏
等

一
、
焼
クレ
之
ヲ
。」 

（
下
冊
五
五
オ
〜
五
六
ウ
）

※
恭
敬
〜
謹
疏
…
【
年
中
写
真
115
】
参
照
。

※
以
下
、
諸
本
に
よ
り
「
除
夜
回
向
」・「
歳
節
衆
寮

諷
経
」・「
可
漏
図
」
の
記
載
順
や
記
載
有
無
等
が

異
な
る
が
、
本
稿
で
は
翻
刻
は
底
本
通
り
に
掲
載

し
、
写
真
は
梵
清
本
に
合
わ
せ
て
掲
載
順
を
調
整

し
た
。

守
、
国
界
諸
神
、
保
内
社
壇
、
合
堂
聖
造
、

合
山
諸
檀
、
守
宮
守
道
、」
今
年
歳
分
、
主

執
陰
陽
、　

南
方
〈
火
〉
徳
星
君
、〈
火
〉

部
星
衆
、
増
加
」
威
光
。
所
冀
、　

山
門
鎮

静
、
僧
宝
繁
昌
、
本
寺
檀
那
等
、
諸
縁
吉
」

利
、
所
願
成
就
、
四
恩
三
有
、
同
円
種
智

者
。
十
方
三
世
、
云
云
。』

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

南
閻
浮
提
大
日
本

国
某
州
某
郡
某
庄
某
寺
住
持
某
甲
等
謹
封
」

　

 〈
龍
天
ノ
疏
、
可
漏
ノ
図
、
旧
本
ニ
ハ
不
レ
出
サレ

之
ヲ
。
右
ノ
図
ハ
者
、
永
平
ノ
垂
誡
ニ
／
出
スレ

之
ヲ
。
仍
テ
為
ニ二
後
鑒
一
、
今
書
スレ
之
ヲ
。
后

覧
ノ
君
子
、
考
ハレ
之
ヲ
幸
甚
〉」

龍
天
ノ
回
向
簿
、
同
ク
加
テ二
銀
銭
並
ニ
疏
等
ヲ一
、

焼
クレ
之
ヲ
。」 

（
下
冊
四
八
オ
〜
四
九
ウ
）

※
恭
敬
〜
謹
封
…
【
年
中
写
真
116
】
参
照
。

恭※

敬　
　
　
　

疏
上

　

黄
紙

天
地
冥
陽
龍
天
善
神



二
二
七

二
二
七

念
誦
…
「
疏
」
ニ
作
ル
。

請
大
衆
…
「
集
大
衆
」
ニ
作
ル
。

回
向
〜
焼
之
…「
回
向
、
同
結
夏
。
銀
銭
等
、

焼
之
。
大
悲
呪
」
ニ
作
ル
。

※
梵
清
本
系
諸
本
ハ
「
回
向
、
同
結
夏
。
銀
銭
、
疏

等
、
焼
之
。
大
悲
呪
」
ニ
作
ル
。

回
向
簿
…
「
回
向
双
紙
」
ニ
作
ル
。

年
末
…
「
年
中
」
ニ
作
ル
。

看
経
過
而
…
「
看
経
過
者
」
ニ
作
ル
。

歳
節
ノ
衆
寮
諷
経
ハ
、
隔
テ二
前
一
日
ヲ一
、
如
二
冬

至
一
。
土
地
堂
念
誦
等
ノ
」
儀
、
同
レ
前
。
疏

ニ
云
ク
、』

切
ニ
以
レ
ハ
、
大
蔟
告
テレ
辰
ヲ
、
肇
メ二
三
陽
ヲ一
而

為ス
レ
泰
ト
。
東
風
応
シ
テ

レ

律
ニ
、
正
フ
シ
テ

二

五
福
ヲ一
」

以
テ
類
スレ
昇
ニ
。
粛
ン
テ
請
シ
テ

二

大
衆
ヲ一
、
恭
ク
詣

シ
テ

二

霊
祠
ニ一
、
誦
二
持
シ
テ
万
徳
之
洪
名
ヲ一
、
回

二
」
向
ス
合
堂
之
真
宰
ニ一
。
功
徳
之
力ラ

、
護
リレ

法
ヲ
安
シレ
人
ヲ
、
十
方
施
主
、
増
シ
」
レ
福
ヲ
増

ンレ
慧
ヲ
。
為イ

ジ如
上
縁
念ン　
〈
十
仏
名
、
如
常
〉。」

回
向
、
同
シ二
結
夏
ニ一
。　

銀
銭
、
疏
等
、
焼
レ

之
。　
　

大
悲
呪
。」

龍
天
ノ
回
向
ハ
、
自ヨ
リ二
正
月
一
日
一
起
首
シ
テ
、

月
月
日
日
、
諸
衆
不
レ
怠
、」
看
経
持
課
シ
テ
、

報
二
答
ス
龍
天
護
法
ノ
恩
ニ一
。
頗
ル
是
レ
、
寺
院

恒
規
之
弁
」
務
也
。
龍
天
ノ
回
向
双
紙
、
自

二
年
中
打
調
シ
テ

一

、
年
始
ノ
看
経
過
レ
ハ
者
、」
始

テ
出
レ
之
。
或
ハ
衆
寮
、
若
ハ
土
地
前
。　
　

表

歳
節
ノ
衆
寮
諷
経
ハ
、
隔
テ二
前
一
日
ヲ一
、
如
シ二

冬
至
ノ一
。
土
地
堂
念
誦
等
ノ
儀
、
同
シ
」
レ
前

一
。

（
ニ
ヵ
）

念
誦
ニ
云
ク
、」

切
ニ
以
レ
ハ
、
大
蔟ソ
ウ

告
テレ
辰
ヲ
、
肇
メ二
三
陽
ヲ一
而

為ナ
スレ
泰
ト
。
東
風
応
シ
テ

レ

律
ニ
、
正
フ
シ
テ

二

五
福
ヲ一

以
テ
類
ス
」
レ
昇
ニ
。
粛
テ
請
シ
テ

二

大
衆
ヲ一
、
恭
ク

詣
シ二
霊
祠
ニ一
、
誦
二
持
シ
テ
万
徳
ノ
之
洪
名
ヲ一
、

回
二
向
合
堂
ノ
之
」
真
宰
ニ一
。
功
徳
ノ
之
力ラ

、

護
リレ
法
ヲ
安
シレ
人
ヲ
、
十
方
ノ
施
主
、
増
シレ
福
ヲ

増
ンレ
慧
ヲ
。
為
如
上
』
縁
念
。　

〈
十
仏
／

名
〉　

回
向
。　

大
悲
呪
、
同
二
結
夏
ニ一
。
銀

銭
、
念
誦
等
、
焼
ク
」
レ
之
ヲ
。」

龍
天
ノ
回
向
ハ
、
自
リ二
正
月
一
日
一
起
首
シ
テ
、

月
月
日
日
、
諸
衆
不
レ
怠（
ラ
ヵ
）
フ
、
看
経
」
持
課
シ

テ
、
報
一
答

（
二
ヵ
）
ス
龍
天
護
法
ノ
恩
ニ一
。
頗
ル
是
レ
、

寺
院
恒
規
ノ
之
弁
務
ナ
リ
也
。
龍
天
ノ
」
回
向

簿
、
自
リ二
年
末
一
打
調
シ
テ
、
年
始
ノ
看
経
過
テ
、

而
始
テ
出
ス二
之
ヲ
或
ハ
衆
寮
、
若
ハ
」
土
地
前



⑤
山
上
氏
旧
蔵
麟
広
書
写
本

⑦
月
舟
開
版
『
瑩
山
清
規
』

⑨
卍
山
開
版
『
瑩
山
清
規
』

二
二
八

二
二
八

※
巻
末
写
真
カ
ラ
、
本
来
ハ
「
表
書
式
」
ノ
複
数
箇

所
ニ
「
印
」
字
ガ
記
載
サ
レ
テ
イ
ル
モ
ノ
ト
推
測

サ
レ
ル
。
光
椿
書
写
本
ノ
用
例
参
照
。

元
亨
四
年
正
月
一
日
…「〈
甲
／
子
〉
年
号
随

時
」
ニ
作
ル
。

書
式
』

回※

向
龍
天
功
徳
簿　
〈
外
題
一
面
二
行
、
未

椙
樹
林
大
乗
禅
寺

者
、
一
面
三
行
充
也
〉」

〈
山
号
寺
号
、
随
所
也
。
／
同
上
〉」

椙
樹
林
大
乗
禅
寺
」

奉
為
」

天
龍
善
神
、」

諷
誦
シ二
経

（
マ
マ
）

典
ヲ一
、
念
二
誦
シ
」

陀
羅
尼
章
句
ヲ一
、」

称
二
念
シ
テ
諸
仏
菩
薩
ノ
』

宝
号
ヲ一
、
報
下
答
ス
」

護
法
安
人
之
恩
ニ上
。」

永
ク
為
二
恒
規
ヲ一
、」

依
而
行
レ
之
。」

〈
年
号
支
干
者
、
依
レ
時
可
二
書
替（一
脱
ヵ
）
。
／
元
亨

四
年
甲
子
〉」

正
月
一
日
、
起
首
ス
。」

正
伝
ニ
云
、
勧
二
発
シ
テ
」

同
行
衆
、
諷
誦
」

ニ一
。　
　

表
書
ノ
式
」

洞
谷
山
永
光
禅
寺
」

奉
下
為
ニ二
』

天
龍
善
神
一
、」

諷
二
誦
シ
経
典
ヲ一
、
念
二
誦
シ
」

陀
羅
尼
章
句
ヲ一
、」

称
二
念
シ
テ
諸
仏
菩
薩
ノ
」

宝
号
ヲ一
、
報
中
答
シ
」

護
法
安
人
ノ
之
恩
ニ上
。」

永
ク
為ナ
シ
テ

二

恒
規
ト一
、」

依
テ
而
行
スレ
之
ヲ
。」

元
亨
四
年
正
月
一
日
」

（
底
本
、
一
行
分
ノ
空
白
ア
リ
）』

正
月
一
日
、
起
首
ス
。」

正
伝
ニ
云
、
勧
二
発
シ
テ
」

同
行
衆
ヲ一
、
諷
二
誦
ス
」

経
典
、
梵
文
」

回※

向
龍
天
功
徳
簿
」

洞
谷
山
永
光
禅
寺
」



二
二
九

二
二
九

龍
天
護
法
…
「
龍
天印

護
法
」
ニ
作
ル
。

※
前
掲
田
島
氏
論
文
掲
載
写
真
参
照
。

年
中
行
事
終
…
ナ
シ
。

瑩
山
和
尚
清
規
巻
之
下
終
…
ナ
シ
。

※
以
下
に
掲
載
さ
れ
る
諸
記
事
（
五
〇
ウ
〜
五
一

ウ
）
は
別
掲
し
た
。

経
典
、
梵
文
』

陀
羅
尼
章
句
ヲ一
。」

称
二
念
シ
テ
諸
仏
菩
薩
ノ
」

宝
号
ヲ一
、
報
二
答
ス
」

天
龍
護
法
之
恩
ニ一
。」

祖
訓
云
、
一
年
ノ
内
、」

勧
二
発
シ
テ
同
行
ヲ一
、
諷
二
誦
ス
」

経
典
、
梵
文
ヲ一
、」

回
二
向
」

龍
天
護
法
之
恩
ニ一
。』

　

除
夜
ニ
回
向
云
。」

龍
天
ノ
疏
、
可カ

漏ロ
ウ
ノ
図
、
旧
本
ニ
ハ
不
レ
出
テレ
之
。

右
ノ
図
ハ
者
、
永
平
ノ
垂
誡
ニ
出
ス
」
レ
之
。
仍
テ

為
二
後
鑒
ノ一
、
令
レ
書
レ
之
。
后
覧
ノ
君
子
、
考

ハレ
之
幸
甚
。」 

（
下
冊
五
六
ウ
〜
五
九
オ
）

※
回
向
龍
天
功
徳
簿
〜
椙
樹
林
大
乗
禅
寺
…
【
年
中

写
真
111
】
参
照
。

※
以
下
に
掲
載
さ
れ
る
梵
清
識
語
・
刊
記
（
下
冊
五

九
オ
〜
ウ
）
は
別
掲
し
た
。

陀
羅
尼
章
句
ヲ一
。」

称
二
念
シ
テ
諸
仏
菩
薩
ノ
」

宝
号
ヲ一
、
報
二
答
ス
」

天
龍
護
法
ノ
之
恩
ニ一
。」

祖
訓
ニ
云
ク
、
一
年
ノ
内
、」

勧
二
発
シ
テ
同
行
ヲ一
、
諷
二
誦
シ
テ
』

経
典
、
梵
文
ヲ一
、」

回
二
向
ス
」

龍
天
護
法
ノ
之
恩
ニ一
。」

除
夜
ニ
回
向
矣
。」

（
底
本
、
一
行
分
ノ
空
白
ア
リ
）」

年
中
行
事
ノ
終
」

（
底
本
、
三
行
分
ノ
空
白
ア
リ
）」

瑩
山
和
尚
清
規
巻
之
下
終
』

 

（
下
冊
四
九
ウ
〜
五
一
ウ
）

※
回
向
龍
天
功
徳
簿
〜
洞
谷
山
永
光
禅
寺
…
【
年
中

写
真
112
】
参
照
。

※
以
下
に
掲
載
さ
れ
る
「
跋
（
梵
清
）」・「
附
著
」・

「
跋
（
月
舟
）」（
下
冊
五
二
オ
〜
五
七
ウ
）
は
別

掲
し
た
。



二
三
〇【年中写真 71-1】

①禅林寺本『瑩山清規』（天冊二五オ）
　七月十四日条「施餓鬼会文」
※庵点、割注、傍注は全て朱筆。



二
三
一

【年中写真 71-2】
①禅林寺本『瑩山清規』（天冊二五ウ）
　七月十四日条「施餓鬼会文」
※割注の「正本」に関する部分、文字左上の数字、庵点、傍注、句点は全て朱筆。



二
三
二【年中写真 71-3】

①禅林寺本『瑩山清規』（天冊二六オ）
　七月十四日条「施餓鬼会文」
※文字囲い（二箇所）は朱筆。



二
三
三

【年中写真 72】
②大乘寺蔵永享六年書写本（三九オ）
　七月十四日条「施餓鬼会疏」

【年中写真 73】
⑥永光寺蔵光椿書写本（八三オ）
　七月十四日条「施餓鬼会疏」



二
三
四

【年中写真 74】
⑦月舟開版『瑩山清規』（下冊四四オ）
　七月十四日条「施餓鬼会疏」

【年中写真 75】
⑨卍山開版『瑩山清規』（下冊三七ウ）
　七月十四日条「施餓鬼会疏」



二
三
五

【
年
中
写
真
76
】

①
禅
林
寺
本
『
瑩
山
清
規
』（
地
冊
一
ウ
〜
二
オ
）

　

七
月
十
五
日
条
「
楞
厳
会
満
散
疏
」

※
文
字
囲
い
（
三
箇
所
）
は
全
て
朱
筆
。



二
三
六

【
年
中
写
真
77
】

②
大
乘
寺
蔵
永
享
六
年
書
写
本
（
四
〇
ウ
）

　

七
月
十
五
日
条
「
楞
厳
会
満
散
疏
」



二
三
七

【
年
中
写
真
78
】

⑥
永
光
寺
蔵
光
椿
書
写
本
（
八
四
ウ
）

　

七
月
十
五
日
条
「
楞
厳
会
満
散
疏
」

※
「
印
」（
八
箇
所
）
は
全
て
朱
筆
。



二
三
八

【
年
中
写
真
79
】

⑦
月
舟
開
版
『
瑩
山
清
規
』（
下
冊
四
六
オ
）

　

七
月
十
四
日
条
「
施
餓
鬼
会
疏
」



二
三
九

【年中写真 80】
⑨卍山開版『瑩山清規』（下冊三九オ）
　七月十四日条「施餓鬼会疏」

【年中写真 81】
①禅林寺本『瑩山清規』（地冊二ウ）
　七月十八日条「免丁抄」



二
四
〇

【年中写真 82】
②大乘寺蔵永享六年書写本（四一オ）
　七月十八日条「免丁抄」

【年中写真 83】
⑥永光寺蔵光椿書写本（八五オ）
　七月十八日条「免丁抄」



二
四
一

【年中写真 84】
⑦月舟開版『瑩山清規』（下冊四六ウ）
　七月十八日条「免丁抄」

【年中写真 85】
⑨卍山開版『瑩山清規』（下冊四一オ）
　七月十四日条「施餓鬼会疏」



二
四
二【年中写真 86】

①禅林寺本『瑩山清規』（地冊二ウ）
　八月二十八日条「永平忌疏」
※文字囲い（三箇所）は全て朱筆。

【年中写真 87】
①禅林寺本『瑩山清規』（地冊三オ～ウ）
　八月二十八日条「永平忌疏」
※文字囲い（二箇所）は全て朱筆。



二
四
三

【
年
中
写
真
88
】

②
大
乘
寺
蔵
永
享
六
年
書
写
本
（
四
二
ウ
）

　

八
月
二
十
八
日
条
「
永
平
忌
疏
」



二
四
四

【
年
中
写
真
89
】

⑥
永
光
寺
蔵
光
椿
書
写
本
（
八
六
ウ
）

　

八
月
二
十
八
日
条
「
永
平
忌
疏
」

※
「
印
」（
八
箇
所
）
は
全
て
朱
筆
。「
元
亨
」
の
行
の
下
の
「
印
」
は
、
朱
墨
で
上
書
き
さ
れ
て
い
る
。



二
四
五

【年中写真 90】
⑦月舟開版『瑩山清規』（下冊四八オ～ウ）
　八月二十八日条「永平忌疏」



二
四
六

【年中写真 91】
⑨卍山開版『瑩山清規』（下冊四二オ）
　八月二十八日条「永平忌疏」

【年中写真 92】
①禅林寺本『瑩山清規』（地冊四オ）
  九月十四日条「先師大乗忌疏」



二
四
七 【年中写真 93】

②大乘寺蔵永享六年書写本（四三ウ）
　九月十四日条「先師大乗忌疏」

【年中写真 94】
⑥永光寺蔵光椿書写本（八七ウ）
  九月十四日条「先師大乗忌疏」
※「印」（五箇所）は全て朱筆。



二
四
八

【年中写真 95】
⑦月舟開版『瑩山清規』（下冊四九オ～ウ）
　九月十四日条「先師徹通忌疏」



二
四
九

【年中写真 96】
⑨卍山開版『瑩山清規』（下冊四三オ）
　九月十四日条「先師徹通忌疏」

【年中写真 97】
①禅林寺本『瑩山清規』（地冊五オ）
　十月五日条「達磨忌疏」



二
五
〇

【
年
中
写
真
98
】

②
大
乘
寺
蔵
永
享
六
年
書
写
本
（
四
五
オ
）

　

十
月
五
日
条
「
達
磨
忌
疏
」



二
五
一

【
年
中
写
真
99
】

⑥
永
光
寺
蔵
光
椿
書
写
本
（
八
九
オ
）

　

十
月
五
日
条
「
達
磨
忌
疏
」

※
「
印
」（
八
箇
所
）
は
全
て
朱
筆
。



二
五
二

【
年
中
写
真
100
】

⑦
月
舟
開
版
『
瑩
山
清
規
』（
下
冊
五
一
オ
）

　

十
月
五
日
条
「
達
磨
忌
疏
」



二
五
三

【
年
中
写
真
101
】

⑨
卍
山
開
版
『
瑩
山
清
規
』（
下
冊
四
四
ウ
）

　

十
月
五
日
条
「
達
磨
忌
疏
」



二
五
四【年中写真 102】

①禅林寺本『瑩山清規』（地冊五ウ）
　十二月八日条「成道会疏」
※文字囲いは朱筆。

【年中写真 103】
①禅林寺本『瑩山清規』（地冊六オ）
　十二月八日条「成道会疏」
※文字囲いは朱筆。



二
五
五

【年中写真 104】
②大乘寺蔵永享六年書写本（四六ウ）
　十二月八日条「成道会疏」

【年中写真 105】
⑥永光寺蔵光椿書写本（九〇ウ）
　十二月八日条「成道会疏」
※「印」（八箇所）は全て朱筆。



二
五
六

【年中写真 106】
⑦月舟開版『瑩山清規』（下冊五三オ）
　十二月八日条「成道会疏」



二
五
七

【年中写真 107】
⑨卍山開版『瑩山清規』（下冊四六オ～ウ）
　十月五日条「達磨忌疏」



二
五
八

【
年
中
写
真
108
】

①
禅
林
寺
本
『
瑩
山
清
規
』（
地
冊
八
ウ
）

　

大
晦
日
条
「
龍
天
回
向
双
紙
」

※
文
字
囲
い
（
五
箇
所
）
及
び
右
上
の
数
字
（
六
箇
所
）
は
全
て
朱
筆
。



二
五
九

【年中写真 109】
②大乘寺蔵永享六年書写本（五〇オ）
　大晦日条「龍天回向双紙」

【年中写真 110】
⑥永光寺蔵光椿書写本（九四オ～ウ）
　大晦日条「龍天回向双紙」
※文字上の「印」（四箇所）は全て朱筆。



二
六
〇

【年中写真 111】
⑦月舟開版『瑩山清規』（下冊五七ウ）
　大晦日条「龍天回向双紙」

【年中写真 112】
⑨卍山開版『瑩山清規』（下冊五〇オ）
　大晦日条「龍天回向双紙」



二
六
一

【年中写真 113】
②大乘寺蔵永享六年書写本（五一オ）
　大晦日条「龍天回向双紙」



二
六
二【年中写真 114】

⑥永光寺蔵光椿書写本（九五ウ）
　大晦日条「龍天回向双紙」
※文字上も含めた「印」（七箇所）は全て朱筆。「光椿」の印は朱印。



二
六
三

【年中写真 115】
⑦月舟開版『瑩山清規』（下冊五六オ）
　大晦日条「龍天回向双紙」

【年中写真 116】
⑨卍山開版『瑩山清規』（下冊四九ウ）
　大晦日条「龍天回向双紙」



禅
林
寺
本
「
施
餓
鬼
会
文
」、
諸
本
巻
末
諸
記
事
・
奥
書
・
刊
記

※
以
下
、
禅
林
寺
本
の
「
施
餓
鬼
会
文
」
及
び
諸
本
の
巻
末
に
記
載
さ
れ
る
諸
内
容
を
一
括
し
て
掲
載
し
た
。

　

上
記
の
内
容
の
内
、
本
文
中
に
記
載
し
た
も
の
は
省
略
し
た
。

　

本
稿
で
翻
刻
し
た
箇
所
が
、「
解
題
」（〈
一
〉
一
三
八
〜
一
四
〇
頁
）
に
写
真
掲
載
さ
れ
て
い
る
場
合
が
あ
る
の
で
合
わ
せ
参
照
さ
れ
た
い
。

　

 

禅
林
寺
本
の
「
施
餓
鬼
会
文
」（
天
冊
二
五
オ
〜
二
六
オ
）
に
つ
い
て
、
上
段
に
「
正
本
」
の
注
記
を
除
い
た
も
の
、
下
段
に
「
正
本
」
の
注
記
を
反

映
し
た
も
の
を
そ
れ
ぞ
れ
掲
載
し
た
。
上
段
は
「
40
開
甘
露
門
」（〈
二
〉
三
一
四
〜
三
一
五
頁
）
に
、
下
段
は
梵
清
本
等
の
「
施
餓
鬼
会
文
」
に
近
い
。

な
お
、
改
行
位
置
・
割
注
の
折
り
返
し
指
示
は
全
て
省
略
し
た
た
め
、
当
該
箇
所
の
翻
刻
文
・【
年
中
写
真
71
】
を
参
照
さ
れ
た
い
。

　

 「
明
水
院
垂
誡
」
は
、
①
禅
林
寺
本
・
⑤
山
上
氏
旧
蔵
麟
広
書
写
本
の
「
年
中
行
事
」
の
末
の
ほ
か
、『
正
法
清
規
』（『
続
曹
洞
宗
全
書
』
清
規
、
七
二

〜
七
三
頁
）
の
本
文
途
中
に
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
禅
林
寺
本
と
『
正
法
清
規
』
は
ほ
ぼ
同
文
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
両
者
の
校
異
を
記
す
こ
と
で

『
正
法
清
規
』
の
翻
刻
に
代
え
た
。「
明
水
院
」
は
永
光
寺
の
浴
室
の
こ
と
で
、
そ
れ
を
命
名
し
た
『
洞
谷
記
』
の
記
事
に
は
「
明
水
因
」
と
あ
る

（
東
隆
眞
監
修
、『
洞
谷
記
』
研
究
会
編
『
諸
本
対
校
瑩
山
禅
師
『
洞
谷
記
』』、
春
秋
社
、
二
〇
一
五
年
、
翻
刻
八
頁
）。
翻
刻
の
内
、
⑤
山
上
氏
旧
蔵
麟
広
書
写
本

は
、
田
島
柏
堂
「
山
上
氏
蔵
『
瑩
山
清
規
』
と
愛
知
学
院
大
学
図
書
館
「
瑩
山
示
寂
祭
文
」
に
つ
い
て
」（
六
九
七
頁
）
所
収
の
翻
刻
を
掲
載
し
た

が
、
不
明
字
は
敢
え
て
補
わ
な
か
っ
た
。
ま
た
文
字
の
異
同
を
考
慮
し
て
、
三
段
目
に
は
『
曹
洞
宗
全
書
』
宗
源
下
（
五
四
九
〜
五
五
〇
頁
）
所
収
の

「
洞
谷
山
明
水
因
」
を
掲
載
し
た
。
な
お
「
先
師
〜
遂
云
」
は
、『
広
福
寺
伝
衣
付
嘱
状
』（
広
福
寺
〈
熊
本
県
玉
名
市
〉
蔵
）
の
三
通
目
「
素
哲
附
法

状
」（『
中
世
禅
籍
叢
刊
』
第
三
巻 

達
磨
宗
、
臨
川
書
店
、
二
〇
一
五
年
、
四
四
七
頁
）
の
一
文
に
相
当
す
る
。

二
六
四



禅
林
寺
本
「
施
餓
鬼
会
文
」
原
文

禅
林
寺
本
「
施
餓
鬼
会
文
」
正
本

若
人
欲
了
知　

三
世
一
切
仏　

応
観
法
界
性　

一
切
唯
心
造　

南
無
十
方
仏　

南

無
十
方
法　

南
無
十
方
僧　

南
無
本
師
釈
迦
牟
尼
仏　

南
無
大
慈
大
悲
救
苦
観
世

音
菩
薩　

南
無
啓
教
阿
難
尊
者
〈
三
反
〉〈
次
灑
水
真
言
。
水
印
大
拇
、
握
之
。

四
指
、
並
立
加
持
〉。
南
無
、
薩
婆
、
怛
多
蘗
多
、
縛
盧
枳
帝
、
唵
、
三
摩
羅
、〻

〻
〻
吽
〈
七
反
〉〈
次
開
口
真
言
。
弾
指
三
下
加
持
〉。
南
無
蘇
噌
婆
耶
、
怛
多
蘗

多
耶
、
怛
姪
佗
、
唵
、
蘇
噌
〻
〻
、
婆
耶
蘇
噌
、
〻
〻
〻
〻
、
娑
婆
訶
〈
七
反
〉

〈
次
施
与
飽
満
真
言
。
五
指
、
皆
立
外
向
加
持
〉。
南
無
三
曼
多
没
駄
喃
梵
〈
廿
一

反
〉〈
次
五
仏
超
請
証
明
加
持
。
合
掌
印
〉。
南
無
宝
勝
如
来　

南
無
多
宝
如
来　

南
無
妙
色
身
如
来　

南
無
広
博
身
如
来　

南
無
離
怖
畏
如
来　

南
無
甘
露
王
如
来

　

南
無
阿
弥
陀
如
来
〈
三
反
〉。
回
向　

南
無
阿
弥
陀
婆
耶
、
多
陀
伽
佗
耶
、
多

你
夜
佗
、
阿
弥
利
都
婆
毘
、
阿
弥
唎
哆
、
悉
耽
婆
毘
、
阿
弥
唎
多
、
毘
迦
蘭
帝
、

阿
弥
唎
哆
、
毘
迦
蘭
哆
、
伽
弥
膩
、
伽
〻
那
、
枳
多
迦

、
娑
婆
訶
〈
三
反
〉

〈
次
供
物
加
持
。
左
手
拳
印
、
右
手
施
印
〉。
神
呪
加
持
浄
飲
食
、
普
施
河
沙
衆
鬼

神
、
咸
皆
飽
満
捨
慳
心
、
悉
脱
幽
冥
生
善
道
、
帰
依
三
宝
発
菩
提
、
究
竟
得
成
無

上
覚
、
功
徳
無
辺
尽
未
来
、
一
切
衆
生
同
法
食
。
汝
等
鬼
神
衆　

我
今
施
汝
供　

此
食
遍
十
方　

一
切
鬼
神
供　

以
此
修
行
衆
善
根
、
報
答
父
母
劬
労
徳　

存
者
福

楽
寿
無
窮　

亡
者
離
苦
生
安
養　

四
恩
三
有
諸
含
識　

三
途
八
難
苦
衆
生　

倶
蒙

悔
過
洗
瑕
疵　

尽
出
輪
回
生
浄
土
。
願
以
此
功
徳　

普
及
於
一
切　

我
等
与
衆
生

　

皆
共
成
仏
道
。
十
方
〈
三
世
々
々
〉。

南
無
十
方
仏　

南
無
十
方
法　

南
無
十
方
僧　

南
無
本
師

釈
迦
牟
尼
仏　

南
無
大
慈
大
悲
観
世
音
菩
薩
、
神
呪
加
持

浄
飲
食
、
普
施
河
沙
衆
鬼
神
、
咸
皆
飽
満
捨
慳
心
、
悉
脱

幽
冥
生
善
道
、
帰
依
三
宝
発
菩
提
、
究
竟
得
成
無
上
覚
、

功
徳
無
辺
尽
未
来
、
一
切
衆
生
同
法
食
〈
次
灑
水
真
言
。

水
印
大
拇
、
握
之
。
四
指
、
並
立
加
持
〉。
南
無
、
薩
婆
、

怛
多
蘗
多
、
縛
盧
枳
帝
、
唵
、
三
摩
羅
、
〻
〻
〻
吽
〈
七

反
〉〈
次
開
口
真
言
。
弾
指
三
下
加
持
〉。
南
無
蘇
噌
婆

耶
、
怛
多
蘗
多
耶
、
怛
姪
佗
、
唵
、
蘇
噌
〻
〻
、
婆
耶
蘇

噌
、
〻
〻
〻
〻
、
娑
婆
訶
〈
三
反
〉〈
次
施
与
飽
満
真
言
。

五
指
、
皆
立
外
向
加
持
〉。
南
無
三
曼
多
没
駄
喃
梵
〈
三

反
〉〈
次
五
仏
超
請
証
明
加
持
。
合
掌
印
〉。
南
無
多
宝
如

来　

南
無
妙
色
身
如
来　

南
無
甘
露
王
如
来　

南
無
広
博

身
如
来　

南
無
離
怖
畏
如
来
〈
三
反
〉。
回
向　
〈
次
供
物

加
持
。
左
手
拳
印
、
右
手
施
印
〉。
汝
等
鬼
神
衆　

我
今

施
汝
供　

此
食
遍
十
方　

一
切
鬼
神
供
。
願
以
此
功
徳　

普
及
於
一
切　

我
等
与
衆
生　

皆
共
成
仏
道
。
十
方
〈
三

世
々
々
〉。

二
六
五



①
禅
林
寺
本
『
瑩
山
清
規
』（
永
和
二
年
書
写
）

⑤
山
上
氏
旧
蔵
麟
広
書
写
本（
文
亀
元
年
書
写
）
『
曹
洞
宗
全
書
』
所
収
「
洞
谷
山
明
水
因
」

浴※

室
垂
誡
。
作
牌
書
之
、
可
掛
上
間
壁
上
。」

　
　

叢
林
有
浴
室　

誰
不
明
水
因
」

　
　

一
入
香
水
海　

潅
沐
清
浄
人
」

明　

如
水
不
洗
水　

身
本
不
帯
塵
」

　
　

不
曽
染
汚
処　

浄
洗
自
天
真
」

水　

入
浴
諸
清
衆　

浴
儀
須
如
法
」

　
　

帯
手
巾
平
包　

威
儀
可
寂
静　

禅※

林
公
用
」

院　

室
内
不
可
語　

換
衣
所
当
閑
」

　
　

休
息
所
低
声　

堂
内
莫
裸
露
」

垂　

殺
鼓
未
打
前　

俗
人
不
可
入
」

　
　

殺
鼓
已
響
後　

清
衆
勿
入
浴
」

誡　

浴
室
共
語
輩　

応
須
行
罸
浴
」

　
　

当
山
未
来
際　

勿
破
此
規
矩
」

文
保
二
年
戊※

□午

□夏

□安

□居

日　
　

紹
瑾
示
」

 

（
地
冊
九
ウ
）

明
水
院
垂
誡
」

叢
林
有
浴
室　

誰
不
明
水
因

一
入
〔　
　
　
　
　
　
　

 

〕」

如
水
不
洗
水　

身
本
不
帯
塵

〔　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

〕」

入
浴
諸
清
衆　

浴
儀
須
如
法

〔　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

〕」

室
内
不
応
語　

換
衣
所
当
閉

〔　
　
　

 

〕 　

堂
内
莫
裸
露
」

殺
鼓
未
打
前　

俗
人
不
可
入

殺
鼓
已
響
後　

清
衆
勿
入
浴
」

浴
室
共
語
輩
、
須
応
行
罰
浴
。

当
山
未
来
際
、
莫
破
此
規
矩
。」

文
保
二
年
戊
午
夏
安
居
日
、
誌
之
。　

総
持
開
山
和
尚
御
製
」

 

（
五
一
ウ
）

〈
文
保
二
年
戊
午
／
夏
安
居
日
〉
明
水
院

示
衆

叢
林
有
浴
室　

誰
不
明
水
因

一
入
香
水
海　

潅
沐
清
浄
人

如
水
不
洗
水　

身
本
不
帯
塵

不
曽
染
汙
処　

浄
洗
自
天
真

入
浴
諸
清
衆　

浴
儀
須
如
法

帯
手
巾
乎
包　

威
儀
可
寂
静

室
内
不
可
語　

換
衣
所
当
閉

休
息
所
低
声　

堂
内
莫
裸
露

太
鼓
未
打
前　

俗
人
不
可
入

太
鼓
已
響
後　

清
衆
勿
入
浴

浴
室
共
語
輩　

須
応
行
罸
浴

当
山
未
来
際　

勿
破
此
規
矩

先
師
遺
嘱
云
、
長
老
哲
侍
者
、
是
法
器

也
。
衣
法
須
付
。
予
白
云
、
予
与
師
同

眸
、
徹
見
分
明
。
此
子
、
吾
家
種
草
也
。

今
朝
、
対
衆
令
入
室
、
付
信
衣
。
遂
云
、

（『
曹
洞
宗
全
書
』
宗
源
下
、
五
四
九
〜
五
五
〇

頁
）

※
浴
室
〜
壁
上
…
底
本
、
コ
ノ
行
ノ
上
欄
外
ニ
「
浴
室
」（
別
筆
）
ア
リ
。『
正
法
清
規
』
ハ
全
文
ヲ
割
注
ニ

作
リ
、「
壁
上
」
ニ
続
ケ
テ
「
洞
谷
開
山
、
瑩
山
紹
瑾
和
尚
、
記
之
。　

十
二
行
可
書
」
ア
リ
。

※
禅
林
公
用
…
『
正
法
清
規
』
ニ
ナ
シ
。

※
戌
□牛

…
『
正
法
清
規
』
ハ
〈
戌
／
牛
〉
ニ
作
ル
。

二
六
六



②
大
乘
寺
蔵
永
享
六
年
書
写
本

洞
谷
山
永
光
禅
寺
開
闢
瑩
山
和
尚
行
記
」

　
　

一
四
天
下
南
瞻
部
州
大
日
本
国
北
陸
道
能
登
」
国
鳳
至
郡
櫛
比
荘
、
諸
嶽
山
總
持
禅
寺
、
紀
綱
寮
」
之
公
用
也
。」

　
　

応
永
三
十
年
癸
卯
春
正
月
吉
日
」

　
　

当
山
開
闢
瑩
山
祖
師
五
世
玄
孫
比
丘
、
梵
清
捧
謄
。」

　
　

用
此
功
勲
端
、
為
祝
延
」

　

今
上
皇
帝
聖
躬
、
万
歳
万
歳
万
万
歳
。」

　
　

更
冀
、」

　
　

瑩
山
、
峨
山
二
大
和
尚
、
覆
蔭
後
昆
、
門
風
永
扇
。』

　
　
　
　

永
亨
六
年
歳
次
甲
寅
春
二
月
日　
　

拝
写
」（
五
二
オ
〜
ウ
）

※
コ
ノ
識
語
ハ
本
文
ト
同
筆
。

・※

初
夜
・
大
鐘
緩
十
八
・
緊
十
八
、
三
会
・
鼓
大
小
、
九
宛
、
三
返
・
鼓
一
、
版
一　

三
返
・
」

・
玄
関
版
一
、
戒
策
一　

三
反
・
坐
禅
・
鼓
一
、
版
三　

三
返
・
大
鐘　

緊
十
八
・
」

・
鼓
一
、
榜
子
木●五
、
一
返
・○

鼓
一
、
榜
子
五
、
一
反
・
鼓
二
、
版
二　

三
反
・
鼓
二
、
榜
子
二　

一
反
・
」

・
振
火
鈴
遶
寺
・
鼓
二
、
榜
子
木
三　

一
反
・
」

・
後
夜
・
鼓
四
、
鈑
三　

三
返
・
振
火
鈴
遶
寺
・
玄
関
版
四
、
戒
策
三　

三
返
・
」

・
鼓
四
、
榜
子
五
、
一
返
・○

鼓
四
、
榜
子
五
、
一
反
・
鼓
五
、
版
一
、
三
返
・
坐
禅
・
鼓
五
、
榜
子
二　

一
返
・
」

・
皷
五
、
榜
子
三　

一
返
・
大
鐘
百
八
・
鼓
五
、
榜
子
四
、
一
返
・
小
開
静
・
大
開
静
・
鼓
五
、
榜
子
五
、
一
返
・
』

此※

清
規
、
元
亨
四
年
。
今
到
、
享
保
廿※

年
。
得
四
百
三※

年
。」

書
写
、
永
亨
六
年
。
今
到
、
享
保
廿※

年
。
得
三
百
二※

年
。」

二
六
七



　
　

応
永
三
十
年
、
到
享
保
廿
年
、
三
百
十
二
年
ナ
リ
。」

紙※

数
五
十
二
張
』

 　
（
印

（
朱
印
文「
曹
洞
正
宗
」）

）　 
』（
五
二
ウ
〜
五
三
ウ
）

※
・
初
夜
〜
一
返
・
…
コ
ノ
識
語
ハ
、
本
文
中
ノ
別
筆
ノ
訓
点
ト
同
筆
ト
考
エ
ラ
レ
ル
。
以
下
、「
・
」
ガ
底
本
ニ
付
サ
レ
テ
イ
ル
場
合
ハ
、
句
読
点
ニ
代
エ
テ
コ
レ
ヲ
付
ス
。

「
・
」
ハ
全
テ
朱
筆
。

※
此
清
規
〜
ナ
リ
…
コ
ノ
識
語
ハ
、
本
文
中
ノ
別
筆
ノ
訓
点
ト
同
筆
。（
五
三
オ
）
ノ
貼
紙
ニ
記
サ
レ
テ
イ
ル
モ
ノ
。

※
廿
…
下
、「
三
」
ヲ
抹
消
ス
。

※
三
…
「
五
」
ヲ
抹
消
シ
テ
訂
正
ス
。

※
廿
…
下
、「
三
」
ヲ
抹
消
ス
。

※
二
年
…
「
九
十
七
年
」
ヲ
抹
消
シ
テ
訂
正
ス
。

※
紙
数
五
十
二
張
…
コ
ノ
識
語
ハ
本
文
ト
同
筆
ト
見
ラ
レ
ル
。

瑩
祖
洞
谷
清
規
一
巻
、
大
容
清
禅
師
之
所
」
手
書
。
起
頭
三
紙
、
徳
巌
存
和
尚
、
嘗
補
写
之
。」
存
公
法
孫
、
住
常
陸
積
善
寺
某
長
老
、
持
来
」
奉

納
于
本
山
常
住
、
弗
忘　

祖
風
之
所
」
自
。
其
志
、
可
尚
焉
。
山
僧
、
乃
鼎
新

帙
、
以
」
紀
歳
月
。　
　
　

」

寛
保
二
年
壬
戌
秋
八
月
』

見
住
大
乗
護
国
禅
寺
嗣
祖
比
丘
」

　
　
　

玄
趾
手
筆
」

　
　
　

 　
（
印
朱
印
文「
慈
麟
」）

　

 　

  （
印

朱
印
文「
玄
趾
之
印
」

）　

』（
遊
ビ
紙
一
オ
〜
ウ
）

※
コ
ノ
識
語
ハ
、
本
文
末
ノ
五
枚
ノ
遊
ビ
紙
（
白
紙
）
ノ
内
、
最
初
ノ
一
紙
ニ
記
サ
レ
テ
イ
ル
モ
ノ
デ
、
何
レ
ト
モ
別
筆
デ
ア
ル
。

二
六
八



⑤
山
上
氏
旧
蔵
麟
広
書
写
本
（
文
亀
元
年
書
写
）

文
亀
元
年
〈
辛
／
酉
〉
四
月
念
、
有
五
太
岳
山
祥
園
寺
室
中
、
書
之
」

雖
為
悪
筆
、
為
後
規
磨
、
遮
老
眼
、
奉
書
写
。」

后
覧
之
君
子
、
董
之
可
也
。』（
五
〇
ウ
）

真
前
御
給
仕
之
次
第　

早
晨
分
」

粥
之
時
、
先
灯
明
、
焼
香
三
拝
。
次
焼
香
供
、
白
粥
而
三
拝
。
十
仏
名
」

呪
願
、
大
悲
呪
一
返
、
其
間
三
拝
。　

次
取
仏
餉
、
而
可
誦
後
唄
。」

　

午
時
分
」

斎
時
、
先
灯
明
、
焼
香
礼
拝
。
次
焼
香
供
香
飯
、
十
仏
名
呪
願
、」

大
悲
呪
一
返
、
其
間
三
拝
。
回
向
次
、
供
飯
之
渇
□
□
□（
餉
ヵ
）而
誦
後
唄
。」

次
三
拝
、
供
御
楊
枝
、
奉
御
手
水
、
并
御
手
巾
、
次
供
□
□
□
□
茶
、
而
三
」

拝
。　
　

黄
昏
分
。
先
灯
明
、
坐
禅
間
、
不
滅
〔　
　
　

〕」

先
灯
明
、
坐
禅
間
、
供
御
楊
枝
、
誦
大
悲
〔　
　
　

〕」

炉
到
閉
炉
。
但
近
代
、
略
之
。
次
御
洗
面
。
其
〔　
　
　

〕』

巾
、
消（
災
ヵ
）
息
呪
、
無
回
向
。
大
鐘
間
、
坐
禅
〔　
　
　

〕」（
五
一
オ
〜
ウ
）

※
（
五
〇
ウ
）
は
、
田
島
柏
堂
「
山
上
氏
蔵
『
瑩
山
清
規
』
と
愛
知
学
院
大
学
図
書
館
「
瑩
山
示
寂
祭
文
」
に
つ
い
て
」（
前
出
、
六
九
四
頁
）
の
翻
刻
を
底
本
と
し
、
同
論
文

の
巻
頭
掲
載
写
真
に
よ
っ
て
校
訂
し
た
。（
五
一
オ
〜
ウ
）
は
、
田
島
氏
前
掲
論
文
（
六
九
六
〜
六
九
七
頁
）
の
翻
刻
を
底
本
と
し
、（
五
一
オ
）
に
つ
い
て
は
、
教
育
ま
ん
が

『
総
持
寺
の
瑩
山
さ
ま
』（
大
本
山
総
持
寺
、
一
九
六
八
年
）
所
収
、
松
浦
英
文
「
瑩
山
さ
ま
（
常
済
大
師
）
に
つ
い
て
」（
八
頁
）
の
掲
載
写
真
に
よ
っ
て
校
訂
し
た
。
結
果
、

田
島
氏
前
掲
論
文
で
は
「
先
灯
明
〜
誦
大
悲
〔　
　
　

〕」
の
一
行
が
抜
け
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
た
め
注
意
さ
れ
た
い
。
ま
た
句
読
点
は
、
随
時
判
断
し
て
改
め
た
。

⑥
永
光
寺
蔵
光
椿
書
写
本
（
文
亀
三
年
書
写
）

二
六
九



　
　

唱※

物
」

白
粥
〈
五
味
粥
〉　

菜
〈
五
味
羹
〉　

再
進
〈
依
時
〉　

滓澱
也菜　

鉢
水　

折摂
戒
之水
」

香
飯　
　
　
　
　
　

菜
羹　
　
　
　
　
　

再
進
〈
依
時
〉　

滓
菜　

鉢
水　

藍冷
汁
也汁
」

　

飯
合
汁
時
、
撹
生
飯
。
又
引
折
水
桶
時
、
撹
履
也
。　

或
四
節
、
三
仏
、
二
祖
忌
、」

　

旦
望
読
僧
堂
記
等
。
則

菜
唱
菜
。
僧
堂
記
之
間
、
不
唱
也
。」

　
　
　

仏
生
会
花
堂
荘
厳
具
足
」

日
月
輪
〈
一
双
也
／
殿
主
役
〉
鴟
吻
〈
一
対
也
／
侍
者
役
〉
幢
〈
八
流
〉　

天
蓋　
　
　

花
縵
〈
四
掛
〉」

火
燧
宝
鐸
〈
四
掛
〉　
　
　
　

額
子
〈
一
面
／
文
字
随
時
〉」

　
　

有
施
浴
則
書
施
主
位
牌
可
立
跋
陀
前
卓
」

設
施
主
〈
某
甲
〉
覚
霊
位
』

木
魚
之
故
事
ニ
云
ク
、
勅
修
清
規
相
伝
ニ
云
ク
、
魚
、
昼
夜
常
醒
、
刻
木
象
撃
之
。」
所
以
警
昏
惰
也
。
又
校
定
曰
、
集
童
行
、
則
撃
〈
云
〻
〉。」

　
　

年
中
月
次
会
転
諸
祖
忌
」

正
月
〈
三
日
、
雲
居
忌　

十
七
日
、
百
丈
忌
／
廿
五
日
、
大
徹
忌
〉

二
月
〈
朔
日
、
道
祖
忌　

廿
四
日
、
無
端
忌
〉」

三
月
〈
十
六
日
、
二
祖
忌　

十
九
日
、
竺
山
忌
／
廿
八
日
、
明
峰
忌
〉

四
月
」

五
月
〈
二
日
、
雲
峰
忌　

五
日
、
通
幻
忌
／
十
四
日
、
芙
蓉
忌
〉

六
月
〈
六
日
、
貝
林
忌　

十
二
日
、
実
峰
忌
／
十
五
日
、
曹
山
忌　

廿
二
日
、
明
窓
忌
〉」

七
月
〈
十
七
日
、
天
童
忌　

十
九
日
、
大
陽
忌
〉

八
月
〈
十
五
日
、
洞
谷
忌　

廿
四
日
、
懐
弉
忌
／
廿
八
日
、
永
平
忌
〉」

九
月
〈
四
日
、
四
祖
忌　

十
四
日
、
大
乗
忌
／
十
六
日
、
壺
庵
忌
〉

十
月
〈
朔
日
、
真
歇
忌　

五
日
、
初
祖
忌　

八
日
、
宏
智
忌
／
廿
日
、
峨
山
忌　

廿
七
日
、
雲
岩
忌　

八
日
、
洞
山
忌
〉」

二
七
〇



十
一
月
〈
六
日
、
薬
山
忌　

廿
日
、
太
源
忌
／
廿
五
日
、
中
明
忌
〉

十
二
月
〈
十
二
日
、
青
原
忌
〉』（
九
六
オ
〜
ウ
）

諸
嶽
山
總
持
禅
寺
之
行
記
奥
書　

主※

光
椿
」

洞
谷
第
一
祖
瑩
山
大
和
尚
、
為
後
昆
所
設
也
。
然
当
」
山
紀
綱
寮
常
住
之
旧
本
、
字
画
漫
滅
、
編
次
不
正
、〈
愚
〉」
慨
念
之
久
矣
。　

粤

応明
治
廿
五
年
ニ
至
テ
四
百
九
拾
八
年
ヲ
隔
ツ

永
壬
寅
冬
十
一
月
、〈
愚
〉
蒙
同
門
」
諸
老
之
尊
命
、
領
当
山
之
主
盟
焉
。
仍
拝
謄
此
行
記
、」
而
以
備
紀
綱
寮
之
公
用
者
也
。〈
愚
〉
喜
償
素
志

〈
矣
〉。
雖
」
然
、
刁
刀
、
柬
東
、
手
丰
、
毫
亳
之
謬
、
只
恐
家
醜
外
揚
、
貽
」
誚
傍
人
焉
。
不
勝
惶
懼
戦
栗
之
臻
。〈
伏
覬
〉、
後
覧
君
子
、
穿
」
鑿

改
正
、
而
為
予
雪
屈
矣
。
勿
袖
慈
愍
之
手
幸
甚
。」

応
永
三
十
年
歳
次
癸
卯
春
正
月
吉
日
』

　

当
山
開
闢
瑩
山
祖
師
五
世
玄
孫
比
丘
梵
清
謹
誌
」

（
底
本
、
一
行
分
ノ
空
白
ア
リ
）

天
地
開
闢
以
来
、
至
于
文
亀
三
年
癸
亥
歳
、
七
百
万
八
百
十
八
年
」

如
来
大
師
入
般
涅
槃
、
至
于
文
亀
三
年
癸
亥
歳
、
二
千
四
百
五
十
七
年
」

達
磨
大
師
示
寂
之
辰
、
至
于
文
亀
三
年
癸
亥
歳
、
九
百
七
十
七
年
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

主
大
仲
叟
光
椿
（
花
押
）」

大
仲
光
椿
和
尚
者
、
洞
谷
二
百
三
十
七
世
、
受
業
於
總
持
」
南
窓
和
尚
、
嗣
法
於
澄
江
和
尚
。
長
享
二
〈
戌
／
申
〉
歳
、」
四
月
四
日
入
院
、
三
日

住
也
。
能
州
大
津
人
事
也
。
従明治

廿
五
年
四
百
六
年
ヲ
隔

長
享
二
年
、
到
宝
永
七
年
ニ一
、
二
百
二
十
五
年
也
。」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

乾
室
叟
存
貞
（
花
押
）』（
九
七
オ
〜
ウ
）

宝
明
空
海
、
湛
死
生

之
波
。
大
寂
定
門
、
融
今
古
去
来
之
相
。」

二
七
一



湛
々
心
光
、
破
四
生
之（
幽
ヵ
）暗

、
澄
々
覚
海
、
超
六
度
之
円
明
。」

（
底
本
、
一
行
分
ノ
空
白
ア
リ
）

不
捨
悲
心
、
愍
三
界
六
凡
之
衆
、
再
来
末
世
、
現
一
華
五
葉
之
春
」

曇
華
再
現
、
重
開
覚
苑
之
春
、
惠
日
長
明
、
永
燭
昏
衢
之
夜
」

　

上
来
現
前
比
丘
衆　

諷
誦
楞
厳
秘
密
呪
」

　

回
向
護
法
衆
龍
天　

土
地
伽
藍
諸
聖
造
」

　

三
塗
八
難
倶
離
苦　

四
恩
三
有
尽
霑
恩
」

　

国
界
安
寧
兵
革
銷　

風
調
雨
順
民
康
楽
」

　

一
衆
薫
修
希
勝
進　

十
地
頓
超
無
難
事
」

　

山
門
鎮
静
絶
非
虞　

檀
信
帰
崇
増
福
恵
」

　

十
方
三
世
一
切
仏　

諸
尊
菩
薩
摩
訶
薩
』

　

摩
訶
般
若
波
羅
蜜　

楞
厳
会
之
回
向
』（
九
八
オ
〜
ウ
）

※
以
上
の
記
事
は
、
そ
れ
ぞ
れ
筆
者
が
異
な
り
、
以
下
の
よ
う
に
分
類
で
き
る
。

　

大 

仲
光
椿
（
永
光
寺
二
三
七
世
）
…
「
唱
物
」・「
仏
生
会
花
堂
荘
厳
具
足
」・「
有
施
浴
則
書
施
主
位
牌
可
立
跋
陀
前
卓
」・「
年
中
月
次
会
転
諸
祖
忌
」・「
諸
嶽
山
總
持
禅
寺
之

行
記
奥
書
」・「
天
地
開
闢
以
来
〜
主
大
仲
叟
光
椿
（
花
押
）」

　

雪
渓
安
宅
（
？
〜
一
七
一
六
、
永
光
寺
四
八
五
世
）
…
「
大
仲
光
椿
和
尚
者
〜
二
百
二
十
五
年
也
」

　

乾
室
存
貞
（
永
光
寺
四
一
六
世
）
…
「
乾
室
叟
存
貞
（
花
押
）」

　

孤
峰
白
巌
（
一
八
四
五
〜
一
九
〇
九
、
永
光
寺
五
一
〇
世
）
…
「
明
治
廿
五
年
ニ
至
テ
四
百
九
拾
八
年
ヲ
隔
ツ
」・「
明
治
廿
五
年
四
百
六
年
ヲ
隔
」

　

不
明
（
乾
室
存
貞
ヵ
）
…
「
宝
明
空
海
〜
楞
厳
会
之
回
向
」

※
「
唱
物
」
は
、『
龍
泰
寺
行
事
次
序
』（『
続
曹
洞
宗
全
書
』
清
規
、
一
一
六
〜
一
一
七
頁
）
に
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
両
書
の
異
同
は
、『
龍
泰
寺
行
事
次
序
』
は
割
注
・
傍
注

が
一
切
な
く
、「　
」
を
「
粥
」
に
作
り
、「
菜
羹
」
の
下
に
「
香
菜
」
が
あ
る
。　

二
七
二



※
主
光
椿
…
文
字
上
ニ
朱
印
「
光
椿
」
ア
リ
。
な
お
（
九
七
ウ
）
の
文
字
の
配
置
は
、（
一
）
一
三
九
頁
掲
載
写
真
参
照
。

⑦
月
舟
開
版
『
瑩
山
清
規
』（
延
宝
五
年
開
版
）

右
年
月
日
中
行
事
二
巻
下
終
。」

洞
谷
第
一
祖
瑩
山
大
和
尚
、
為
後
昆
所
設
也
。
然
」
当
山
紀
綱
寮
常
住
之
旧
本
、
字
画
漫
滅
、
編
次
不
」
正
、
愚
慨
念
之
久
矣
。　

粤
応
永
壬
寅
冬

十
一
月
、」
愚
蒙
同
門
諸
老
之
尊
命
、
領
当
山
之
主
盟
焉
。
仍
」
拝
謄
此
行
記
、
而
以
備
紀
綱
寮
之
公
用
者
也
。
愚
』
喜
償
素
志
矣
。
雖
然
、
刁
刀
、

柬
東
、
手
丰
、
毫
亳
之
謬
、」
只
恐
家
醜
外
揚
、
貽
誚
傍
人
焉
。
不
勝
惶
懼
戦
栗
」
之
臻
。
伏
覬
、
後
覧
君
子
、
穿
鑒
改
正
、
而
為
予
雪
屈
」
矣
。

勿
袖
慈
愍
之
手
、
幸
甚
。　

応
永
三
十
年
歳
」
次
癸
卯
春
吉
且
（
旦
ヵ
）」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

瑩
山
五
世
孫
小
比
丘
梵
清
謹
記
」

加
州
金
沢
城
椙
樹
林
大
乗
護
国
禅
寺
、
現
住
月
舟
宗
胡
代
、
開
板
焉
」

維
時
延
宝
第
五
歳
次
〈
丁
／
巳
〉
中
春
日　
　
（
印

（
黒
印
文「
宗
胡
」）

）』　　
（
下
冊
五
九
オ
〜
ウ
）

⑨
卍
山
開
版
『
瑩
山
清
規
』（
延
宝
九
年
開
版
）

　
　
　

 

跋
」

右
ハ
、
洞
谷
第
一
祖
、
瑩
山
大
和
尚
、
為
ニ二
後
昆
ノ一
所
ロ
ナ
リ

レ

設
ル
也
。
然
シ
テ
当
山
紀
」
綱
寮
、
常
住
ノ
之
旧
本
、
字
画
漫
滅
シ
テ
、
編
次
不
レ
正
。〈
愚
〉、

慨
二
念
ス
ル
コ
ト
之
ヲ一
久
シ
矣
。」
粤
ニ
応
永
壬
寅
ノ
冬
十
一
月
、
蒙
テ二
同
門
諸
老
ノ
之
尊
命
ヲ一
、
領
ス二
当
山
ノ
之
」
主
盟
ヲ一
。
仍
テ
、
拝
二
謄
シ
テ
此
ノ
行
記
ヲ一
、
以
テ

備
ヘ二
紀
綱
寮
ノ
之
公
用
ニ一
、
而
喜
フレ
償
コ
ト
ヲ

二

素
志
ヲ一
」
矣
。
雖
レ
然
ト
、
刁
刀
、
柬
東
、
手
丰
、
毫
亳
之
謬
リ
、
只
恐
ハ
、
家
醜
外
ニ
揚
ケ
、
貽
ン
コ
ト
ヲ

二

誚
リ
ヲ
」

傍
人
ニ一
焉
。
不
レ
勝
二
惶
懼
戦
栗
ノ
之
臻
ニ一
。　

伏
シ
テ
覬
ハ
、
後
覧
ノ
君
子
、
穿
鑒
改
」
正
シ
テ
、
而
為
ニレ
予
カ
雪
メレ
屈
ヲ
矣
。
勿
ン
ハ

レ

袖
ニ
ス
ル
コ
ト

二

慈
愍
ノ
之
手
ヲ一
、

幸
甚
。
ニ
応
永
三
十
年
、」
歳シ
次
ル二
癸
卯
ニ一
春
正
月
吉
日
」

摠
持
開
山
瑩
山
祖
師
五
世
玄
孫
比
丘
梵
清
謹
誌
』（
下
冊
五
二
オ
）

二
七
三



（（
下
冊
五
二
ウ
）
ハ
白
紙
）

附
著
」

　
　

懐
弉
忌
疏
」

南
閻
浮
提
大
日
本
国
北
陸
道
加
賀
州
石
川
ノ
郡
若
松
庄
金
沢
城
、」
椙
樹
林
大
乗
護
国
禅
寺
住
持
、
伝
灯
沙
門
嗣
祖
比
丘
某
甲
等
、」

　

 

今
月
念
四
日
、
恭
ク
遇
テ一
永

（
二
ヵ
）

平
第
二
世
、
孤
雲
懐
弉
禅
師
、
示
滅
ノ
」
之
諱
辰
ニ一
、
弁
二
備
シ
テ
清
浄
ノ

祭
ヲ一
、
諷
二
誦
シ
楞
厳
ノ
秘
呪
ヲ一
、
専
ラ
傾
ケ二
霊
台

ヲ一
、
仰
テ
」
酬
上
ル

二

慈
蔭
ニ一
者
ナ
リ
。」

右
窃
ニ
惟
レ
ハ
、
手
頭
ニ
燃ト
モ
シ
テ

レ

犀
ヲ
、
照
二
見
シ
衆
生
ノ
心
水
ヲ一
、
眉
間
ニ
掛
ケ
テ

レ

剣
ヲ
、
斬
二
断
ス
列
祖
ノ
」
玄
関
ノ一
。
（
ヲ
ヵ
）

真
慈
、
究
メ
テ
到
リレ
底
ニ
、
俊
気
、
直
ニ
衝
クレ

天
ヲ
。
初
メ
発
シ
テ

二

霊
機
ヲ一
、
空
シ二
遍
界
ヲ
於
頻
」
伽
瓶
裏
ニ一
、
後
ニ
廓
ニ
シ
テ

二

智
眼
ヲ一
、
絶
ス二
繊
塵
ヲ
於
頗
梨
鏡
中
ニ一
。
一
毫
穿
テ二
衆
穴
ヲ一
、
再
』
拝
透
ル二
重
幃
ヲ一
。

孝
ア
テ

レ

師
ニ
而
不
レ
倦
、
如
シ三
阿
難
ノ
侍
カ二
如
来
ニ一
。
小セ
メ
テレ
心
ヲ
翼
翼
タ
リ
。
承
テレ
師
ニ
」
而
無
クレ
遺
ス
コ
ト
、
似
リ三
慧
可
ノ
契
ニ二
初
祖
ニ一
。
得
髄
昭
昭
タ
リ
。
大
ニ
興
シ二
永

平
ノ
席
ヲ一
、
終
ニ
隠
ル二
美
」
味
ノ
峯
ニ一
。
乾
坤
ノ
間
気
、
古
今
ノ
独
英
ナ
リ
。
献
シ
テ

二

香
華
ヲ一
、
以
テ
慕
フ二
高
躅
ヲ一
。
出
寂
定
ヲ
而
」
応
シ
タ
マ
ヘ

二

斎
ニ一
。」

　

祖
師　

炳
鑑　
　

謹
疏
」

　

哀
愍　

海
容

年
月
日　
　
　
　
　

法
孫
嗣
祖
比
丘
〈
某
甲
〉
等
、
謹
疏
」（
下
冊
五
三
オ
〜
ウ
）

　
　

瑩
山
忌
ノ
疏
」

　

小
序
、
如
レ
前
」

右
窃
惟
レ
ハ
、
見
色
明
心
、
五
百
生
前
証
果
ノ
聖
、
聞
声
悟
道
、
三
千
里
』
外
弁
ス
ル
ノ

レ

絃
ヲ
人
ト
。
是
レ
、
奘
師
ノ
剃
度
、
即
チ
介
公
ノ
嫡
伝
ナ
リ
。
原セ
シ
テ

二

夢
ヲ

於
榎
木
枝
頭
ノ
」
破
草
鞋
ニ一
、
而
垂
レ二
洞
谷
開
山
ノ
統
ヲ一
、
表
シ
テ

二

信
ヲ
於
椙
樹
林
中
ノ
旧
衣
鉢
ニ一
、
而
」
董タ
ヽ
セ
リ

二

護
国
補
処
ノ
功
ヲ一
。
立
テ二
二
利
ノ
行
願
ヲ一
、
振
フ二

一
実
ノ
宗
風
ヲ一
。
唱
ト
キ
ハ

二

法
ヲ
於
摠
持
ノ
」
道
場
ニ一
、
則
王
公
、
欽
ミレ
徳
ヲ
、
隠
ト
キ
ハ

二

迹
ヲ
於
甘
露
滅
海
ニ一
、
則
人
天
、
攅
ムレ
眉
ヲ
。　

冀
ハ
、」
垂
レ
テ

二

無
私
ノ
之

霊
鑑
ヲ一
、
再
ヒ
照
シ
下
ヘ

二

不
尽
之
ノ
乾
坤
ヲ一
。
殊
ニ
修（

二
ヵ
）

シ
テ

一

菜
ノ
供
ヲ一
、
慎
テ
傾
ク二
葵
」
華
ノ
誠
ヲ
。

（
一
脱
ヵ
）」

　

祖
師　

炳
鑑　
　

謹
疏
」

　

哀
愍　

海
容

二
七
四



年
月
日　
　
　
　
　

法
孫
嗣
祖
比
丘
〈
某
甲
〉
等
、
謹
疏
』（
下
冊
五
三
ウ
〜
五
四
オ
）

　
　

明
峯
忌
疏
」

　

小
序
、
如
レ
前
」

右
窃
ニ
惟
レ
ハ
、
著
テ二
破
草
鞋
ヲ一
、
背
二
却
シ
建
仁
ノ
塔
院
ヲ一
、
携
テ二
条
竹
ヲ一
、
扣
二
開
ス
護
国
ノ
」
関
門
ヲ一
。
被
レ
テ

三

師
ニ
喚
ハ二
侍
者
ト一
、
忽
チ
自
ラ
知
ル二
老
人
ヲ一
、

皮
膚
脱
落
シ
テ
而
真
実
現
シ
、
因
」
縁
成
就
シ
テ
而
嗣
承
親
シ
。
領
シ
テ

二

椙
樹
三
代
ノ
住
持
ヲ一
、
声コ
―

飛
ヒ二
桑
域
ニ一
、
為
シ
テ

二

瑩
山
」
上
足
ノ
弟
子
ト一
、
徳
鎮
ス二
叢
林

ヲ一
。
不
三
但
開
ク
ノ
ミ
ナ
ラ

二

我
カ
偏
正
ノ
秘
ヲ一
、
又
能
ク
弄
ス二
他
ノ
玄
要
ノ
」
機
ヲ一
。
凜
凜
タ
ル
威
風
、
雖
二
百
世
ト一
何
ソ
墜
チ
ン

レ

地
ニ
。
堂
堂
タ
ル
志
気
、
凌
テ二
万
夫
ヲ一
直
ニ

逼
ルレ
天
ニ
。」
某
甲
、
謾
ニ
得
タ
リ

レ

称
コ
ト
ヲ

二

遠
裔
ト一
、
大
師
、
豈ヤ
ニレ
無
ンレ
垂
コ
ト

二

哀
憐
ヲ一
。
慎
テ
薦
ム二
薄
奠
ヲ一
。　

願
ク
ハ
賜
ヘ二
」
光
降
ヲ一
。』

　

祖
師　

炳
鑑　
　

謹
疏
」

　

哀
愍　

海
容

年
月
日　
　
　
　
　

法
孫
嗣
祖
比
丘
〈
某
甲
〉
等
、
謹
疏
」（
下
冊
五
四
ウ
〜
五
五
オ
）

※
（
下
冊
五
五
オ
〜
五
六
オ
）
に
収
録
さ
れ
る
「
元
正
歎
仏
会
」
は
、「
回
向
文
」
に
お
い
て
「
42
元
正
歎
仏
貼
照
牌
」
と
し
て
翻
刻
済
の
た
め
、
本
稿
で
は
省
略
す
る
。（
二
）

三
一
六
〜
三
一
九
頁
参
照
。

附
著
終
』（
下
冊
五
六
ウ
）

跋
」

瑩
山
清
規
ハ
者
、
非
二
瑣
タ〻
ル
礼
数
ノ
之
謂
ニ一
。
直
ニ
是
レ
、
仏
」
祖
身
心
ノ
之
所
ロ
ナ
リ

レ

存
也
。
拈
華
ノ
之
遺
芳
、
名
テ
曰
二
仏
」
行
ト一
。
面
壁
ノ
之
孤
風
、
喚

テ
為
二
祖
儀
ト一
。
仏
行
祖
儀
、
叢
」
林
以
テ
立
ツ
。
今
日
、
幸
ニ
遇
フ二
此
ノ
書
ノ
之
出
ル
ニ

一

。
即
チ
教
外
別
」
伝
ノ
之
符
ニ
シ
テ
、
而
見
性
得
髄
ノ
之
印
ナ
リ
也
。」

只
願
ハ
、
人
〻
拝
玩
シ
、
処
〻
遵
行
シ
テ
、
不
ン
コ
ト
ヲ

レ

背
カ下
古
人
悲
二
」
愍
ス
ル
ノ
後
昆
ヲ一
之
大
恩
ニ上
。
所
レ
告
如
レ
此
。
請
フ
、
高
ク
著
ヨレ
眼
ヲ
。
延
』
宝
戊
午
仏

成
道
ノ
日
」

二
七
五



椙
樹
林
大
乗
護
国
禅
寺
」

　
　
　

現
住
月
舟
叟 　
（
印

（
黒
印
文「
月
舟
」）
）　　
　
（
印

（
黒
印
文「
宗
胡
之
印
」）

）　 

」

延
宝
九
年
、
歳
在
二
辛
酉（一

ヵ
）
レ
仲
春
穀
旦
』（
下
冊
五
七
オ
〜
ウ
）

二
七
六



二
七
七



二
七
八

涅
槃
講
式　
　

先
総
礼
」

拘　

尸　

那　

城　

跋　

提　

河　

沙　

羅　

林　

中
」

双　

樹　

間　

頭　

北　

面　

西　

右　

脇　

臥
」

二　

月　

十　

五　

夜　

半　

滅
』 

（
四
九
ウ
）

※
コ
ノ
段
ハ
全
テ
声
明
符
ア
リ
。（
三
）
三
一
九
頁
【
講
式
写
真
10
】
参
照
。

　

次
、
導
者
着
座　

法
用　

表
白
」

謹
ミ
敬
テ
、
白
シ
テ

二

一
代
教
主
、
三
身
即
一
、
非
滅
現
滅
、
最
後
入
滅
」

釈
迦
牟
尼
如
来
、
十
方
来
集
五
百
世
尊
、
三
世
十
方
諸
」
仏
善
逝
、
大

般
涅
槃
甚
深
妙
典
、
八
万
十
二
権
実
聖
教
、」
迦
葉
、
徳
王
、
諸
大
薩

埵
、
那
律
、
阿
難
、
諸
声
聞
衆
、
大
自
在
天
、
尸
」
棄
大
梵
、
釈
提
桓

因
、
護
世
四
王
四
禅
六
欲
天
王
天
衆
、
乃
至
沙
羅
」
林
中
五
十
二
類
、

自
界
他
方
一
切
衆
会
、
都
尽
窮
法
界
常
住
」
而
言
サ
ク
、
夫
釈
尊
ノ
大

恩
、
不
可
思
議
筭
数
モ
不
レ
可
二
筭
尽
ス一
、」
譬
喩
モ
不
レ
可
二
譬
ヘ
顕
ハ
ス

一

。

山
斤
猶
有
レ
限
、
海
滞
又
非
レ
幾
。
実
成
以
ヨ
リ
」
来
タ
、
五
百
塵
点
ノ
慈

悲
、
護
念
ノ
利
生
、
方
便
置
テ
而
不
レ
論
、
応
』
世
ヨ
リ
以
来
、
八
十
余
年

ノ
在
世
、
滅
后
ノ
三
論
四
悉
ハ
、
思
テ
而
可
レ
報
ス
。」
従
三
王
宮
ニ
誕
生
シ
テ
、

現ア
ラ
ハ
シ
玉
シ

二

三
十
二
種
ノ
之
嘉
瑞
一
、
至
下
角
城
ニ
唱
レ
滅
、」
受
玉
コ
ト
ニ

中

五
十

二
類
之
供
養
ヲ上
、
生
身
ノ
始
終
、
節
ニ々
幾
ノ
巨
益
シ
テ
、
法
輪
ノ
」
半
満
、

会
ニ々
幾
カ
開
悟
セ
シ
。
就
レ
中
、
敷シ
イ
テ二
教
網
於
三
国
ニ一
、
済ス
ク
イ二
苦
海
」
之
沈

淪
ヲ一
、
転
二
法
輪※
ヲ
五
濁
ニ一
、
運ハ
コ
ヒ
タ
マ
フ

二

邪
山
ノ
之
迷
徒
ニ一
、
末
世
ノ
恩
徳
、

我
」
等
カ
所
レ
仰
也
。
故カ

ニ
今
、
迎
二
二
月
十
五
ノ
嘉
辰
ヲ一
、
当
テ二
如
来
円

寂
期
日
ニ一
、」
想ヲ
モ
イ二
像ヤ
リ

涅
槃
会
之
儀
式
ヲ一
、
恋
二
慕
シ
テ
沙
羅
林
之
古
席
、

調ト
ヽ
ノ
ヘ
テ

二

五
」
十
二
種
ノ
珍
妙
ノ
供
具
ヲ一
、
擬
シ二
五
十
二
類
ノ
最
後
ノ
供
養
ニ一
、

備
ヘ
テ

二

餅ヘ
イ
ク
ワ菓
」
黍シ
ヨ

稷シ
ヨ
ク

、
随
分
ノ
甘
膳
ヲ一
、
准ナ
ソ
ラ
ウ二
純
陀
長
者
カ
浄
妙
香
飯
ニ一
。

冀コ
イ
ハ
、
以
二
今
」
日
ノ
結
縁
ヲ一
、
必
期
セ
ン

二

来
世
ノ
値
遇
ヲ一
。
斯
会
ノ
旨
趣
、

蓋
シ
在
二
於
斯
レ
ニ

一

。
今
、』
述
シ
テ

二

涅
槃
会
ノ
儀
式
ヲ一
、
将スルニ
ニレ
植ウ
エ
ン
ト

二

恋
慕
ノ

善
根
ヲ一
。
略
シ
テ
有
二
五
段
一
、
一
ニ
ハ
明
シ二
」
如
来
入
滅
儀
式
ヲ一
、
二
ニ
ハ
明
ス

ル
ニ
大
衆
悲
歎
ノ
行
相
一
、
三
ニ
ハ
明
二
最
後
供
」
養（マ

マ
）
ノ一
作
法
ヲ一
、
四
ニ
ハ
明
二
常

住
仏
性
ノ
妙
理
一
、
五
明
二
発
願
回
向
ノ
旨
趣
ヲ一
。」
伏
願
世
尊
、
哀
愍
納

受
。」 

（
五
〇
オ
〜
五
一
オ
）

※
輪
…
下
、「
ヲ二
」（
訓
点
）
ノ
「
二
」
ヲ
抹
消
ス
。

第
※
レ
甲

一
ニ
明
ス
ト

二

如
来
入
滅
ノ
儀
式
ヲ一
者
云
ハ
、
教
主
釈
尊
、
一
期
ノ
化
縁
、

薪
」
尽
キ
、
八
相
応
用
ノ
火
、
滅キ
ヘ
ナ
ン
ト
ス
ル
之
時
、
赴
玉
フ

二

拘
尸
那
城
、
力

士
生
地
、
阿
夷
羅
跋
」
提
河
畔
、
沙
羅
双
樹
之
間
ニ一
。
是
三
世
諸
仏
、

入
涅
槃
之
砌
キ
リ
也
。
勅
シ
テ

二

」
力
士
一
、
掃
二
治
シ
道
路
ヲ一
、
命
シ
テ

二

阿
難

ニ一
、
令
レ
設
ケ二
床
座
一
。
仏
寿
八
十
一
年
ノ
」
春
、
二
月
十
五
ノ
朝
、
自
二

面
門
一
放
テ二
五
色
ノ
光
一
、
以
二
神
力
ヲ一
、
出
玉
フ

二

大
音
声
ヲ一
。」
其
ノ
光
、
照

シ二
大
千
ヲ一
、
其
ノ
声
、
至
ル二
有
頂（一
脱
ヵ
）
。
依
二
此
ノ
声
光
之
告
ニ一
、
人
天
』
大
会

五
十
二
類
、
悉
ク
集
ル二
吉
祥
福
田ヒ
地
庭ハ

、
沙
羅
双
樹
間
ニ一
。
テ
三
」
十

二
由
旬
ノ
内
、
大
衆
、
充
満
シ
テ
無
レ
有
二
間
一
。
毒
蛇
、
視
レ
ハ
即
殺
シレ



二
七
九

人
ヲ
、
毒
虫
、」
触
ハ
即
害
スレ

物
ヲ
。
悪
鬼
、
奪
イ二
人
ノ
精
気
ヲ一
、
悪
獣
、

嘲（
二
脱
ヵ
）

ウ
人
ノ
血
肉
ヲ一
。
乃
至
十
」
六
種
ノ
行
悪
ノ
之
輩ラ

、
皆
生
シ
テ

二

慈
心
ヲ一
、
如

レ
父
如
レ
母
、
牙
ニ
致
シ
テ

二

親
眤
ヲ一
、
如
レ
下
兄
」
如
レ
弟
、
有
ト
モ

二

恒
沙
ノ
金

翅
烏
一
、
不
レ
食
二
一
ノ
龍
子
ヲ一
、
有
モ二
無
量
ノ
夜

王
一
、
不
」
レ

残ソ
コ
ナ
ハ二
一
ノ

人
類
ヲ一
、
猛
獣
、
牙
ニ
舐ネ

フ
リレ
毛
、
毒
虫
、
各
ノ
交
レ
頭
。
各
、
捧
二
最
後
ノ

供
養
一
、」
皆
、
悲
二
如
来
ノ
滅
度
一
。
爾
時
世
尊
、
一
日
一
夜
之
間
、
説

テ二
大
般
涅
槃
経
ヲ一
、
誘コ
シ
ラ
ヘ
玉
フ

二

」
衆
会
ノ
心
ヲ一
。
演
説
、
已
ニ
訖
リ
、
漏
剋
、

漸
ク
闌タ
ケ
テ
、
将ス
ニレ
至
ン
ト

二

中
夜
ニ一
程※
ニ
、
坐
シ二
七
宝
」
獅
子
ノ
床
ニ一
、
申ノ
ヘ
テ

二

百

福
荘
厳
ノ
手ミ
テ
ヲ一
、
脱ヌ
キ二
却サ
ケ
テ
身
ニ
所
ノレ
著
僧
伽
梨
衣
ヲ一
、」
顕
シ二
出
シ
テ
紫
磨

黄
金
ノ
師
子
ノ
相
ノ
胸
ヲ一
、
普
ク
告
テ二
大
衆
ニ一
言
ク
、
我
レ
昔
シ
、』
無
量
劫
ノ
間

タ
、
難
行
苦
行
シ
テ
、
捨
二
頭
目
髄
脳
ヲ一
、
投
セ
シ
コ
ト
ハ

二

身
肉
手
足
ヲ一
、
皆
」

是
レ
、
為
ナ
リ

二

汝
等
衆
生
ノ一
。
敢
テ
不
レ
為※
レ
自
ノ
、
遂
ニ
酬ア
タ
ヘ
テ

二

大
悲
本
願
ニ一
、

今
出
二
五
」
濁
悪
世
ニ一
、
既
ニ
唱
コ
ト

二

八
相
成
道
ヲ一
、
若
拝
シ二
尊
顔
ヲ一
、
聞
キ二

音
声
ヲ一
、
触
二
」
光
明
ニ一
、
見
二
神
変（
一
脱
ヵ
）

ヲ
者
ハ
、
皆
無
レ
不
ト
云
コ
ト

レ

得
二
解
脱

ヲ一
。
如
来
ノ
出
世
ハ
、
尚
希マ
レ
ナ
リ

三

」
有
ル
コ
ト
於ヨ
リ
モ二

優
曇
華
一
。
汝
等
、
今

以
二
宿
福
深
厚
ナ
ル
ヲ

一

、
最
後
ニ
値ア
ヘ
リ

レ

我
ニ
。」
化
縁
已
ニ
畢
テ
、
今
将
ニ二
涅

槃（
一
脱
ヵ
）

セ
ン
ト
。
汝
等
、
以
二
深
心
ヲ一
、
看
ヨ
ト

二

我
カ
紫
磨
」
金
色
身
ヲ一
。
如
レ
此
坐

シ二
師
子
ノ
床
ニ一
、
上
二
昇
シ
玉
コ
ト
虚
空
ニ一
上
下
往
復
、」
合
テ
二
十
四
遍
ナ
リ
。

毎
度
ニ
告
テ二
大
衆
一
言
ク
、
我レ
申

、
将
ニ二
涅
槃
セ
ン
ト

一

。
汝
等
、
以
二
深
心
ヲ一
、」

看
ヨ
ト

二

我
紫
磨
金
色
ノ
身
ヲ一
。
如
レ
是
慇
懃
相
示
玉
コ
ト
、
已
還
テ
着
玉
ヘ
リ

二

袈

裟
一
。」
如
シレ
常
ノ
。
即
於
二
七
宝
ノ
床
ノ
上
ニ一
、
頭
北
面
西
、
右
脇
臥
而
臥

タ
マ
フ
。
爾
時
、
衆
』
会
、
正
ク
見
玉
テ

二

如
来
入
滅
儀
ヲ一
、
悲
歎
ノ
心
、
幾○
下
ソ

哉ヤ

。」
抑
我
等
、
交
テ
カ

二

何
ナ
ル
刀
山
剣
樹
之
下
ニ一
、
不
ルレ
臨
二
如
来
円
寂
之
庭
一
。

沈
テ
カ

二

何
ナ
ル
」
三
途
八
難
之
底
一
、
不
レ
列
二
五
十
二
類
之
数
ニ一
。
思
ハ二
宿

因
ノ
拙
コ
ト
ヲ

一

、
不
レ
及
二
禽
」
獣
ニ
モ

一

、
案
ス
レ
ハ

二

機
縁
ノ
浅
コ
ト
ヲ

一

、
劣
レ
リ

二

於

蜋
ニ
モ

一

。
空
ク
在
テ二
滅
後
ニ一
、
只
対
シ
テ

二

尊
像
ニ一
、
而
」
流
レ
涙
、
徒
ニ
坐

シ
テ

二

辺
国
ニ一
、
遥
聞
ク二
遺
跡
ヲ一
。
亦
断
レ
腸
ヲ
。
仰
願
ハ
、
釈
尊
、」
忝
哀
テ二
弟

子
カ
誠
心
ヲ一
、
将
ニ
垂
玉
ヘ

二

広
大
ノ
利
益
ヲ一
。
仍
大
衆
、
各
作
シ
テ

下

臨
二
涅
」
槃

会
ニ一
之
想
ヲ上
、
可
シレ
奉
ル三
称
二
讃
礼
拝（マ
マ
）
シ一
、
釈
迦
大
師
、
最
后
入
滅
ノ
」
慈

悲
ノ
尊
像
ヲ一
。
頌
曰
、」

以※　

仏　

大　

神　

力　

声　

光　

遍　

十　

方　

五
』

十　

二　

類　

衆　

皆　

集　

沙　

羅　

林
」

　

南
無
最
后
入
滅
釈
迦
大
師　

〈
三
反
〉」 

（
五
一
オ
〜
五
三
オ
）

※
第
一
…
コ
ノ
行
ノ
上
欄
外
ニ
「
○
」
ア
リ
。

※
程
ニ
…
「
夜
坐
」
ノ
間
ニ
「
○
」
ヲ
付
シ
、
同
行
下
欄
外
ニ
「
程
ニ
」
ト
記
シ
テ
加

筆
ス
。

※
為
…
「
不
自
」
ノ
間
ニ
「
○
」
ヲ
付
シ
、
同
行
上
欄
外
ニ
「
為下

」
ト
記
シ
テ
加
筆

ス
。

※
以
仏
〜
羅
林
…
声
明
譜
ア
リ
。【
講
式
写
真
11
】
参
照
。

第
二
、
明
ト二
大
衆
悲
歎
ノ
行
相
ヲ一
者
云
ハ
、
阿
泥
楼
豆
、
告
テ二
大
衆
一
言
ク
、」

大
覚
世
尊
、
今
已
ニ
入
リ
玉
フ

二

涅
槃
ニ一
。
爾
時
、
衆
会
、
聞
二
此
ノ
語
一
已
テ
、



二
八
〇

一
時
ニ
」
悶
絶
シ
、
一
時
ニ
躄
地
ス
。
人
天
大
会
、
皆
失
テ二
身
心
ヲ一
懊
悩
シ
、

菩
薩
」
声
聞
、
悉
忘
シ
テ

二

威
儀
ヲ一
叨
喚
ス
。
彼
ノ
法
華
経
ニ
、
唱
玉
シ

二

如
来
不

当
入
」
涅
槃
ト一
之
時
モ
、
慥
ニ
不
カ
ハ

レ

指
二
其
ノ
時
節
ヲ一
、
衆
会
之
心
、
猶
緩ユ
ル

ヤ
カ
ナ
リ
ケ
ン
。
普
賢
観
ニ
、」
説
シ二
却
後
三
月
我
当
涅
槃
ト一
之
日
モ
、
又
隔
二
多

日
月
ヲ一
、
別
離
之
悲
ミ
、」
尚
疎
ケ
ン
。
今
、
臨
ミ二
沙
羅
林
之
席
ニ一
、
至
テ二
入

涅
槃
之
期
ニ一
、
人
天
大
会
、
幾
カ
』
忝
レ
悲
屠ハ
フ
リ
ケ
ン

レ

肝
ヲ
。
就
レ
中
、
人
、

欲※
ト
キ
ハ

レ

別
、
語
ハ
懃
ニ
、
鳥
、
欲※
ス
レ
ハ

レ

死
、
音
和
ナ
リ
。
大
聖
世
尊
、」
及
テ二

入
滅
之
剋
ニ一
、
毎
レ
語
莫
レ
不
レ
催
レ
悲
。
円
寂
之
期
、
既
ニ
至
テ
寄ヨ
リ二
臥
ラ
ン

沙
」
羅
林
之
間
ニ一
。
中
夜
、
将
ニレ
入
二
涅
槃
一
。
其レ
甲
ノ
時
、
多
聞
第
一
ノ
阿

難
尊
者
、
迷
」
乱
シ
テ
失
方
ヲ
、
仏
法
外
護
金
剛
密
迹
ハ
、
悶
絶
シ
テ
躄タ

ヲ
ルレ

地
ニ
。
大
梵
天
王
、
蜚ト
ヒ二
下ヲ
リ
テ
」
高
台
ノ
閣
ヨ
リ

一

、
投
テレ
身
ヲ
躄タ
ヲ
レ二
伏フ

シ
如
来

ノ
前
ニ一
、
釈
提
桓
因
、
崩ク
ツ
レ二
落
テ
善
法
」
堂
ヨ
リ

一

、
揚
レ
声
蹉
ツ
マ
ツ
―

二
跎
マ
ル
コ
ト

涅
槃
ノ
場
ニ一
、
恒
沙
塵
数
ノ
菩
薩
声
聞
、
挙コ
ソ
ツ
テ
身
ノ
毛
竪ヨ
タ
ツ
テ
、」
遍
体
流
レ

血
、
無
量
無※

数
ノ
人
天
大
会
、
沸テ
イ
ル
イ涙
シ
テ
盈
レ
眼
、
悲
感
摧ク
タ
クレ
肝
ヲ
。」
捴
シ

テ
三
十
二
由
旬
ノ
若
干
ノ
衆
会
、
皆
懐
二
恋
慕
ヲ一
、
深
ク
沈
ム二
憂
海
ニ一
。
乃下

至
」
山
野
之
蹄ヒ
ツ
メ

、
江
河
之
鱗
ウ
ロ
ク
ツ

、
莫
シレ
不
ス
ト
云
コ
ト

二

震
吼
悲
哀
一
。
乃
至

非
情
草
木
モ
、」
皆
以
物
思
姿
也
。
沙
羅
林
ニ
風
傷
ミ
、
其
ノ
色
、
忽
白ス
サ
マ
シ
。

跋
提
河
ノ
水
咽
ケ
、
其
ノ
』
流
レ
、
忽
ニ
濁
レ
リ
。
○レ
甲

捴
千
草
万
木
、
悉
ク
増

二
愁
色
ヲ一
、
野
獣
山
禽
、
併
二
添※
ソ
ウ
悲
」
涙
ヲ一
。
甲
レ
哀
哉
恵
日
、
忽
脱
テ
生

死
ノ
闇
深
シ
。
金
容
、
永
ク
隠
レ
テ
拝
観
」
無
ケ
ン

レ

期
。
夫
レ
、
漂タ
ヽ
ヨ
ウ二
滄
溟
万

里
之
波
ニ一
者
モ
、
猶
有
二
着
レ
岸
ニ
之
時
一
。
迷
シ二
翠
」
嶺
千
里
之
雲
ニ一
者
モ
、

亦
有
下
帰
ル二
故
郷
ニ一
之
日
上
。
大
覚
世
尊
、
一
ヒ
帰
シ
玉
シ

二

」
寂
滅
ニ一
後
ハ
、
縦タ
ト

イ
経
ト
モ

二

無
量
劫
ヲ一
、
永
ク
難
シレ
可
キ
コ
ト

レ

見
。
身
子
、
目
連
ハ
、
先
テ二
滅
」
度

ニ一
、
不
レ
見
二
涅
槃
ノ
儀
式
ヲ一
、
阿
難
羅
云
ハ
、
纔
ニ
残
留
テ
付
二
嘱
セ
ラ
ル
五
百

ノ
」
世
尊
ニ一
、
迦
葉
尊
者
ハ
、
後
レ
テ

二

双
林
之
場
ニ一
、
猶
礼
シ二
両
足
ヲ
於
舎

維
」
之
前
ニ一
、
摩
耶
夫
人
ハ
、
驚
テ二
五
夢
之
告
ニ一
、
重
拝
ス二
万
徳
於
金
棺

之
」
中
ニ一
。
知
与
二
不
知
一
、
値
与
不
レ
値
、
来
与
不
来
、
見
与（二
脱
ヵ
）
不

見
一
、
皆
是
大
」
聖
ノ

善
巧
ナ
リ
。
莫
シレ

不
ス
ト
云
コ
ト

二

随
宜
ノ
方
便
ア
ラ

一

、

爰○
下ニ
、
我
等
宿
因
、
是
拙
シ
テ
不
レ
拝
二
』
在
世
ノ
金
容
ヲ
モ

一

、
機
縁
、
遠
隔

テ
ヽ
既
ニ
漏
レ
タ
リ

二

涅
槃
ノ
会
坐
ニ一
。
不
レ
関
二
一
期
ノ
」
化
導
ニ一
。
雖
レ
悲
二
罪

業
ノ
深
重
ナ
ル
ヲ

一

、
僅ワ
ツ
カ
ニ
披ヒ
ラ
イ
テ

二

滅
后
之
遺
教
ヲ一
、
深
流
ス二
」
恋
慕
ノ
涙
泉
ヲ一
。

仍
大
衆
、
各
懐
二
恋
慕
渇
仰
之
想
ヲ一
、
可
」
レ
奉
三
称
二
讃
礼
拝
、
釈
迦
大

師
、
最
後
入
滅
之
像
ヲ一
。」

我※　

今　

所　

献　

食　

願　

得　

無　

上　

報
」

一　

切　

煩　

悩　

結　

摧　

破　

無　

堅　

固
」

　

南
無
最
後
入
滅
釈
迦
大
師
」 

（
五
三
オ
〜
五
四
ウ
）

※
欲
ト
キ
ハ

レ

別
…
「
欲ト
キ
ハレ
別
」
ト
モ
考
エ
ラ
レ
ル
。

※
欲
ス
レ
ハ

レ

死
…
「
欲ス
レ
ハレ
死
」
ト
モ
考
エ
ラ
レ
ル
。

※
無
…
「
量
数
」
ノ
間
ニ
「
○
」
ヲ
付
シ
、
右
ニ
記
シ
テ
加
筆
ス
。

※
添ソ
ウ
…
「
併
悲
」
ノ
間
ニ
「
○
」
ヲ
付
シ
、
右
ニ
記
シ
テ
加
筆
ス
。

※
我
今
〜
堅
固
…
声
明
譜
ア
リ
。【
講
式
写
真
12
】
参
照
。

第
三
、
明
二
最
後
供
養
ノ
作
法
ヲ一
者
ハ
、
如
来
ノ
入
滅
、
最
後
ノ
供
養
、
其



二
八
一

ノ
』
儀
、
広
博
ニ
シ
テ
、
其
相
、
奇
妙
ナ
リ
。
六
欲
四
禅
、
三
界
六
道
、
天

龍
八
部
、」
人
天
大
会
、
捴
シ
テ
三
十
二
由
旬
之
内
、
五
十
二
類
之
輩ラ

、

各
捧
テ二
微
」
妙
ノ
供
具
、
悉
ク
展
二
最
后
ノ
供
養
ヲ一
。
○レ
甲

所
謂
、
梵
王
ハ
焼
キ二

深
禅
定
ノ
」
香
ヲ一
、
天
帝
ハ
折タ
ヲ
ル二
歓
喜
薨
ノ

蕊
ハ
ナ
フ
サ
ヲ一
。
閻
浮
提
ノ
内
、
一
切
ノ

国
王
、
夫
人
、
釆
」
女
、
大
臣
、
長
者
、
各
以
二
人
中
最
後
ノ
妙
供
一
、

皆
来
作ナ
ス二
供
養
ヲ
。」
乃
※
甲
上

至
象
王
、
以
レ
鼻
抜
二
蓮
花
一
来
リ
、
師
子
王
、
採

二
花
菓
ヲ一
至
ル
。
飛
」
鳥
、
含
レ
菓
、
牛
王
、
流
レ
乳
、
蜂
王
、
吸
二
花
ノ

汁
ヲ一
。
神
仙
、
作
二
妓
楽
一
集
リ
、
樹
」
神
ハ
持
二
甘
菓
ヲ一
詣
テ
、
海
神
ハ
捧
二

珍
宝
ヲ一
来
ル
。
惣
シ
テ
三
十
二
由
旬
ノ
衆
会
、」
如（レ
脱
ヵ
）
雲
ノ
如
レ
霞
ノ
、
五
十
二

種
ノ
供
具
、
如
レ
山
如
レ
海
、
其
ノ
数
、
不
レ
可（二
脱
ヵ
）
計
尽
一
、
其
ノ
」
色
、
不
レ

可
二
弁
シ
窮
ム一
、
窃
ニ
以
レ
ハ
、
宝
蓋
、
覆
二
大
千
ニ一
、
香
木
、
斎
シ二
迷
』
処

ニ一
、
衆
会
、
過
キ二
塵
刹
ニ一
、
信
力
○下

、
徹
二
骨
髄
ニ一
、
思
テレ
昔
耻
二
今
日
ヲ一
、

以
レ
古
」
比
二
当
時
ニ一
。
設
所
レ
供
物
、
如
レ
土
如
レ
塵
、
所
レ
運
信
力
、

劣
リレ
畜
ニ
モ
、
劣
レ
虫
ニ
モ
。
唯
願
、」
如
来
、
哀
愍
納
受
シ
テ
、
麁
悪
ノ
微

供
、
准
ヘ二
栴
檀
ノ

羹
ア
ツ
モ
ノ
ニ
、
以
二
軽
浅
ノ
信
」
心
ヲ一
、
斎
シ
ク
シ
玉
ヘ

二

純
陀
カ
誠

心
ヲ一
。
仍
大
衆
、
各
致
二
慇
懃
之
志
一
、
可
レ
奉
三
称
二
揚
」
礼
拝
、
釈
迦

大
師
、
最
後
入
滅
悲
歎
ノ
尊
像
ヲ一
。
頌
日
、」

我※　

今　

於　

中　

夜　

当　

入　

於　

涅　

槃
」

汝　

一　

心　

精　

進　

当　

離　

於　

放　

逸
」 

　

南
無
最
後
供
養
釈
迦
大
師
』 

（
五
四
ウ
〜
五
五
ウ
）

※
乃甲

上
…
コ
ノ
行
ノ
上
欄
外
ニ
「
○
」
ア
リ
。

※
我
今
〜
放
逸
…
声
明
譜
ア
リ
。【
講
式
写
真
13
】
参
照
。

第
四
、
明
二
常
住
仏
性
ノ
妙
理
ヲ一
者
、
涅
槃
経
ニ
云
ク
、
一
切
衆
生
悉
」
有

仏
性
、
如
来
常
住
無
有
変
易
。
一
切
衆
生
悉
有
仏
」
性
者
ハ
、
凡
有
レ

心
者
ハ
、
皆
備
フ二
仏
性
ヲ一
。
具
ス
ル

二

此
ノ
性
ヲ一
者
ハ
、
莫
レ
不
ス
ト
云
コ
ト

二

成
仏
。」

所
※
レ
甲
以
ニ
、
断
レ
善
ヲ
闡
提
、
邪
見
ノ
衆
生
、
定
性
ノ
二
乗
、
無
性
有
情
モ
、」

本
有
常
住
之
理
、
本
来
成
仏
之
性
ハ
、
無
シレ
不
ト
云
コ
ト

二

具
足
セ一
。
之
栖ス
ク
ウ二
食

蚊カ
ノ
」
睫マ
ツ
ケ
ニ一
鷦セ
ウ
メ
イ鸚
ト
云
鳥
モ
、
三
身
万
徳
之
種
ハ
、
胸
中
ニ
暖
ナ
リ
。
多
百

由
繕
那
ノ
洞
然
」
猛
火
ノ
底
モ
、
解
脱
安
楽
之
性
ハ
、
無
二
闕
減
コ
ト

一

。
下
、

阿
鼻
城
有
情
モ
、
同
備
二
」
此
ノ
理
ヲ一
、
如
三
九
重
ノ
渕
ニ
有
カ二
如
意
珠
一
。

上
、
有
頂
天
ノ
衆
生
モ
、
皆
二
此
性
ヲ一
」
如
シ三
三
山
頂
ニ
生
タ
ル
カ

二

不
死
薬
一
。

○甲
上

摠
シ
テ
樵
夫
、
野
溲
、
賤イ
ヤ
シ
キ
身
ノ
中
、
山
禽
、」
林
鹿
、
愚
ナ
ル
心
裏
、

本
覚
ノ
如
来
ハ
、
儼
然
ト
シ
テ
常
住
セ
リ
。
凡
夫
、
具
薄
』
之
類
、
雖
レ
不※
二

覚
知
一
、
実
相
真
如
之
理
ハ
、
無
レ
有
ル
コ
ト

二

欠
減
一
。
三
乗
五
乗
、
七
方
」

便
九
法
界
、
皆
備（

二
ヵ
）
テ一
仏
性
ヲ一
、
悉
ク
可
二
成
仏
一
者
也
。
次
、　

如
来
常

住
」
無
有
変
易
者
ハ
、
此
ハ
明
ス下
如
来
常
住
不
滅
ニ
シ
テ
、
永
離
玉
ヘ
ル

二

無
常

遷
」
変
ヲ一
相（上
脱
ヵ
）
也
。
夫
レ
本
覚
ノ
如
来
ハ
、
常
ニ
住
ス二
三
徳
秘
蔵
ノ
大
槃
涅
槃

ニ一
。
自
受
」
法
楽
、
無
レ
有
ル
コ
ト

二

間
断
一
。
鎮
ニ
居
シ
テ

二

四
徳
荘
厳
ノ
常
寂
光

土
ニ一
、
寿
命
」
無
量
ニ
シ
テ
、
不
レ
可
二
窮
尽
ス一
。
周
遍
法
界
、
粧ヨ
ソ
オ
イ
山
川

薮
沢
、
何
ノ
処
カ
非
サ
ル

二

毘
」
盧
ノ
身
土
ニ一
。
常
在
霊
山
ノ

姿ス
カ
タ
ナ
レ
ハ
、
成
住

壊
空
、
何
ノ
時
カ
無
ラ
ン

二

遮
那
依
正
一
。
雖
」
レ
然
若
久
住
玉
ハ
ヽ

二

於
世
ニ一
者
、

有
二
鈍
根
少
智
ノ
者
、
着
相
憍
慢
ノ
者
一
、
中
々
起
二
」
憍
恣（
厭
ヵ
）怠
之
心
ヲ一
、



二
八
二

於
入
ラ
ン

二

憶
想
妄
見
之
網
ニ一
。　

 

二
紫
磨
黄
金
」
之
姿
ニ一
、
不
ラ
ン

レ

生
セ二
希
有

難
遭
之
想
ヲ一
。
憑
テ二
常
在
不
滅
之
仏
ヲ一
、
不
レ
務
二
生
死
』
解
脱
之
道
ヲ一
。

依
レ
之
、
非
レ
滅
現
レ
滅
、
入（
二
脱
ヵ
）

玉
フ
無
余
円
寂（一脱
ヵ
）
ニ
。
○甲

当上
テ二
于
此
時
ニ一
、
青
」

蓮
、
罷
レ
笑
、
白
毫
、
掩
レ
光
、
金
河
水
咽
、
双
林
風
傷ヲ
ソ
ル
。
設タ
ト
イ
雖
二
憍

恣（
厭
ヵ
）」

怠
之
輩
ト一
、
誰
人
、
不
レ
生
二
入
滅
之
悲
設
一
、
雖
二
薄
福
少
徳
之

類
一
、
何
ナ
ル
者
カ
、」
不
レ
励イ
ソ
カ二
出
離
之
計
ハ
カ
リ
コ
ト
ヲ一
。
仏
、
以
テ二
是
ノ
方
便
ヲ一
、

化
シ
テ

二

難
化
ノ
衆
生
一
、
而
実
ニ
ハ
不
二
」
滅
度（
一
脱
ヵ
）

シ
玉
ハ
、
常
ニ
在
テレ
此
ニ
説
玉
フ

レ

法

ヲ
。
若
衆
生
ニ
有
レ
機
時
ハ
、
役ツ
ヽ
メ
テ

二

周
遍
法
界
之
」
身
ヲ一
、
示
二
誕
生
ヲ
於

毘
藍
尼
園
之
暁
ノ
月
ニ一
。
若
衆
生
、
無
レ
機
時
ハ
、
隠
シ
テ

二

」
常
在
霊
山
之

姿
一
、
唱
玉
フ

二

寂
滅
於
○下

沙
羅
林
之
夕
嵐
ニ一
。
然
則
、
王
ノ
」
誕
生
ハ
、

皆
是
与
物
結
縁
方
便
ナ
リ
。
双
林
ノ
入
滅
ハ
、
莫
シレ
不
ト
云
コ
ト

二

済
度
利
生
ノ

善
」
巧
ニ一
。
性
相
常
然
之
身
ナ
レ
ハ
、
居
シ
テ

二

寂
光
土
二一
、
無
シ二
去
来
一
。
凝

然
常
住
之
体
ナ
レ
ハ
、」
真
善
妙
有
ニ
シ
テ
離
二
生
滅
一
、
既
説
二
一
切
衆
生
悉

有
仏
性
ト一
。
鉄
床
』
之
上
ニ
モ
、
黄
金
ノ
膚ハ
タ
ヘ
尚
鮮
ニ
、
亦
明
二
如
来
常
住

無
有
変
易（一
脱
ヵ
）
。
金
棺
」
之
中
ニ
モ
、
白
毫
ノ
光
耀
、
奈
落
炎
底
、
安
楽
解
脱

之
性
ハ
、
完
然
シ
テ
無
」
レ
欠
、
栴
檀
ノ
烟
ノ
中
カ
ニ
モ
、
丹
果
青
蓮
之
相
ハ
、

鮮
斫
ト
シ
テ
如
シレ
故モ
ト
ノ
。
涅
槃
大
経
ノ
大
」
意
、
取
レ
要
、
在
レ
斯
ニ
。
彼
、

纔
ニ
聞
シ二
常
住
ノ
二
字
ヲ一
、
巨
益
猶
不
スレ
虚ム
ナ
シ
。
況
」
常
観
セ
ン

二

本
有
三
仏
ヲ一
。

○下

勝
利
、
豈
唐
捐
ナ
ラ
ン
ヤ
哉
。
仍
大
衆
、
諸
共
ニ
深
信
テ二
」
仏
性
常
住
、

円
極
妙
理
ヲ一
、
可
レ
奉
三
称
二
讃
礼
拝
、
大
涅
槃
妙
相
ヲ一
。」

頌
曰
、」

如※　

来　

入　

涅　

槃　

如　

其　

不　

還　

者
」

ナ
レ
ハ馴

ナ
ツ
ク

我　

等　

諸　

衆　

生　

悉　

無　

有　

救　

護
』

　

南
無
常
住
仏
性
大
涅
槃
甚
深
妙
典
釈
迦
大
師
」

 

（
五
六
オ
〜
五
八
オ
）

※
所レ

甲
…
コ
ノ
行
ノ
上
欄
外
ニ
「
○
」
ア
リ
。

※
不
…
「
雖
覚
」
ノ
間
ニ
「
○
」
ヲ
付
シ
、
右
ニ
「
不
」
ト
記
シ
テ
加
筆
ス
。

※
如
来
〜
救
護
…
声
明
譜
ア
リ
。【
講
式
写
真
14
】
参
照
。

第
五
、
明
二
発
願
回
向
ノ
旨
趣
一
者
ハ
、
我
等
、
適タ
マ
〻

生
二
釈
尊
末
法
ノ
」
中

ニ一
、
纔
列レ

ツ
シ
テ

二

滅
後
ノ
遺
弟
ノ
数
ニ一
、
雖
レ
値
二
聖
教
ニ一
、
如
レ
説
不
二
修
行
一
、

如
レ
教
」
不
二
解
了
一
、
雖
レ
着
二
袈
裟
一
、
不
レ
持
二
戒
律
一
、
不
レ
修
二
梵

行
一
。
○レ
甲

纔
ニ
読
ト
モ

二

経
」
典
ヲ
、
（
一
脱
ヵ
）如
二
虫
ノ
食ハ
ム
カ

レ

木
ヲ
。
適タ
マ
〻

礼
二
仏
像
ヲ一
、

如
二
牛
ノ
向一レ
方
ニ
。
今
、
聞
テ二
双
樹
泥ナ
イ

ノ
之
」
儀
一
、
聊
カ
発ヲ
コ
シ

二

一
念
恋

慕
之
心
ヲ一
、
対
シ
テ

二

涅
槃
形
像
之
前
ニ一
、
泣
致
ス二
三
」
業
供
養
之
誠
ヲ一
。
所

レ
謂ヒ

設
微
供
、
所
レ
運
散
心
、
冀
ハ
、
樵
夫
之
昔
ノ
縁
、」
等
シ二
童
子
之
今
ノ

戯
ニ一
。
遥
期
シ
テ

二

花
林
苑
之
値
遇
ヲ一
、
只
待
ツ二
龍
花
」
樹
之
開
発
ヲ一
。
○下

又

願
、
世
ノ々
恩
所
、
生
ノ々
父
母
、
共
ニ
生
テ二
極
楽
ニ一
、
同
ク
証
二
」
法
忍

一
、
乃
至
順
縁
逆
縁
、
怨
親
知
識
、
等
ク
会
シ
テ

二

此
願
皆
』
成
セ
ン
仏
道
ヲ一

焉
。　

頌
曰
、」

唯
願
如
来
哀
愍
我　

常
令
得
見
大
悲
身
」

三
業
無
倦
奉
仕
恒　

速
出
生
死
帰
真
際
」

南
無
生
々
世
々
値
遇
釈
迦
尊
自
他
法
界
平
等
利
益
」
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願※　

以　

此　

功　

徳　

普　

及　

於　

一　

切
」

我　

等　

与　

衆　

生　

皆　

共　

成　

仏　

道
」

 

（
五
八
オ
〜
ウ
）

※
願
以
〜
仏
道
…
声
明
譜
ア
リ
。【
講
式
写
真
15
】
参
照
。

※
（
五
九
オ
〜
ウ
）
の
識
語
は
（
二
）
三
二
三
頁
参
照
。
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【講式写真 11】
④永光寺蔵麟広書写本（五二ウ～五三オ）
　【講式写真 11】涅槃講式「第一明如来入滅儀式」
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【講式写真 12】
④永光寺蔵麟広書写本（五四ウ）
　涅槃講式「第二明大衆悲歎行相」
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【講式写真 13】
④永光寺蔵麟広書写本（五五ウ）
　涅槃講式「第三明最後供養作法」
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【講式写真 14】
④永光寺蔵麟広書写本（五七ウ～五八オ）
　涅槃講式「第四明常住仏性妙理」



二
八
八

【講式写真 15】
④永光寺蔵麟広書写本（五八ウ）
　涅槃講式「第五明発願回向旨趣」
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宗
学
研
究
部
門
　
研
究
活
動
報
告

一
、
令
和
三
年
度
（
二
〇
二
一
年
度
）
刊
行
論
文

　

小
早
川
浩
大

「「
生
生
世
世
」
考
」（『
宗
学
研
究
紀
要
』
第
三
五
号
、
二
〇
二
二
年
三
月
）

「『
石
門
文
字
禅
』
所
収
の
祭
文
に
つ
い
て
の
一
考
察
」（『
禅
学
研
究
』
第

一
〇
〇
号
、
二
〇
二
二
年
三
月
）

「「
洞
谷
開
山
和
尚
示
寂
祭
文
」
に
つ
い
て
」（『
曹
洞
宗
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー

学
術
大
会
紀
要
』（
第
二
三
回
）、
二
〇
二
二
年
六
月
）

　

澤
城
邦
生

「
盆
前
看
経
考
」（『
宗
学
研
究
紀
要
』
第
三
五
号
、
二
〇
二
二
年
三
月
）

「
オ
ン
ラ
イ
ン
仏
事
に
関
す
る
一
考
察
―
僧
侶
が
抱
く
不
安
に
注
目
し

て
―
」（『
曹
洞
宗
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
学
術
大
会
紀
要
』（
第
二
三
回
）、
二
〇
二

二
年
六
月
）

　

秋
津
秀
彰

「
融
峰
本
祝
禅
師
伝
再
考
（
一
）
―
伝
記
史
料
紹
介
・
略
年
譜
―
」（『
傘

松
』
第
九
三
四
号
、
二
〇
二
一
年
七
月
）

「
融
峰
本
祝
禅
師
伝
再
考
（
二
）
―
出
生
・
諸
国
遍
参
・
大
悟
―
」（『
傘

松
』
第
九
三
五
号
、
二
〇
二
一
年
八
月
）

「
融
峰
本
祝
禅
師
伝
再
考
（
三
）
―
諸
寺
院
歴
住
・
示
寂
―
」（『
傘
松
』

第
九
三
六
号
、
二
〇
二
一
年
九
月
）

「『
瑩
山
清
規
』
諸
本
の
「
回
向
文
」
の
構
成
に
つ
い
て
」（『
印
度
学
仏
教

学
研
究
』
第
七
〇
巻
第
一
号
、
二
〇
二
一
年
一
二
月
）

「
近
世
に
お
け
る
『
正
法
眼
蔵
』
結
集
・
編
輯
史
総
説
（
一
）―
時
代
背

景
と
初
期
の
動
向
―
」（『
宗
学
研
究
紀
要
』
第
三
五
号
、
二
〇
二
二
年
三
月
）

「『
正
法
眼
蔵
』
の
文
献
学
的
研
究
の
歴
史
と
今
後
の
課
題
」（『
禅
学
研

究
』
第
一
〇
〇
号
、
二
〇
二
二
年
三
月
）

「『
瑩
山
清
規
』
の
排
列
に
つ
い
て
―
光
椿
書
写
本
・「
回
向
文
」
を
中

心
と
し
て
―
」（『
曹
洞
宗
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
学
術
大
会
紀
要
』（
第
二
三
回
）、

二
〇
二
二
年
六
月
）

　

永
井
賢
隆

「
菩
提
達
摩
の
年
齢
に
つ
い
て
の
一
試
論
」（『
宗
学
研
究
紀
要
』
第
三
五
号
、

二
〇
二
二
年
三
月
）

「
天
童
如
浄
禅
師
と
『
円
覚
経
』・『
首
楞
厳
経
』」（『
曹
洞
宗
総
合
研
究
セ

ン
タ
ー
学
術
大
会
紀
要
』（
第
二
三
回
）、
二
〇
二
二
年
六
月
）

　

山
内
弾
正

「
童
子
と
善
知
識
の
関
わ
り
か
ら
見
る
仏
教
保
育
の
考
察
―
『
華
厳
経
』

「
入
法
界
品
」
を
中
心
に
―
」（『
曹
洞
宗
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
学
術
大
会
紀

要
』（
第
二
三
回
）、
二
〇
二
二
年
六
月
）
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共
同
研
究

「『
弁
道
法
』
の
註
釈
的
研
究
（
二
）」（『
宗
学
研
究
紀
要
』
第
三
五
号
、
二

〇
二
二
年
三
月
）

「『
瑩
山
清
規
』
の
研
究
（
三
）
―
「
年
中
行
事
」・「
羅
漢
講
式
」
の
翻

刻
―
」（『
宗
学
研
究
紀
要
』
第
三
五
号
、
二
〇
二
二
年
三
月
）

二
、
令
和
四
年
度
（
二
〇
二
二
年
度
）
学
会
発
表

　

小
早
川
浩
大

「『
舎
利
相
伝
記
』
と
宋
代
禅
宗
の
舎
利
信
仰
」（
令
和
四
年
一
一
月
二
日　

曹
洞
宗
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
第
二
四
回
学
術
大
会　

於
：
曹
洞
宗
檀
信
徒
会
館

（
東
京
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
））

　

澤
城
邦
生

「『
瑩
山
清
規
』「
結
縁
看
経
牌
」
文
に
関
す
る
一
考
察
―
出
典
と
そ
の

背
景
に
つ
い
て
―
」（
令
和
四
年
一
一
月
一
日　

曹
洞
宗
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー

第
二
四
回
学
術
大
会　

於
：
曹
洞
宗
檀
信
徒
会
館
（
東
京
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
））

　

秋
津
秀
彰

「
總
持
寺
祖
院
史
料
に
よ
る
研
究
の
可
能
性
―
三
法
幢
地
の
問
題
を
事

例
と
し
て
―
」（
令
和
四
年
六
月
一
一
日　

令
和
四
年
度
鶴
見
大
学
仏
教
文
化
研

究
所
公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
總
持
寺
祖
院
史
料
の
有
用
性
と
そ
の
可
能
性
を
め

ぐ
っ
て
」　

於
：
鶴
見
大
学
）

「
初
期
曹
洞
宗
教
団
に
お
け
る
『
正
法
眼
蔵
』
の
伝
来
に
つ
い
て
」（
令

和
四
年
九
月
三
日　

日
本
印
度
学
仏
教
学
会
第
七
三
回
学
術
大
会　

於
：
東
京
外

国
語
大
学
（
オ
ン
ラ
イ
ン
））

「
近
世
に
お
け
る
三
法
幢
地
の
任
命
の
経
緯
に
つ
い
て
」（
令
和
四
年
一
一

月
二
日　

曹
洞
宗
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
第
二
四
回
学
術
大
会　

於
：
曹
洞
宗
檀
信

徒
会
館
（
東
京
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
））

　

山
内
弾
正

「
明
治
期
に
お
け
る
宗
門
音
楽
教
化
の
動
向
に
つ
い
て
」（
令
和
四
年
一
一

月
二
日　

曹
洞
宗
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
第
二
四
回
学
術
大
会　

於
：
曹
洞
宗
檀
信

徒
会
館
（
東
京
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
））

三
、
令
和
四
年
度
刊
行
・
投
稿
論
文
（
刊
行
予
定
の
も
の
を
含
む
）

　

小
早
川
浩
大

「
宋
代
禅
宗
に
お
け
る
葬
法
―
五
山
住
持
の
実
施
例
に
焦
点
を
あ
て
て

―
」（『
宗
学
研
究
紀
要
』
第
三
六
号
、
二
〇
二
三
年
三
月
）

「『
舎
利
相
伝
記
』
と
宋
代
禅
宗
の
舎
利
信
仰
」（『
曹
洞
宗
総
合
研
究
セ
ン

タ
ー
学
術
大
会
紀
要
』（
第
二
四
回
）、
二
〇
二
三
年
、
刊
行
予
定
）

　

澤
城
邦
生

「『
瑩
山
清
規
』「
歳
末
看
経
牓
」・「
除
夜
施
餓
鬼
疏
」
に
関
す
る
一
考

察
―
出
典
と
そ
の
背
景
に
つ
い
て
―
」（『
宗
学
研
究
紀
要
』
第
三
六
号
、
二
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〇
二
三
年
三
月
）

「『
瑩
山
清
規
』「
結
縁
看
経
牌
」
文
に
関
す
る
一
考
察
―
出
典
と
そ
の

背
景
に
つ
い
て
―
」（『
曹
洞
宗
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
学
術
大
会
紀
要
』（
第
二

四
回
）、
二
〇
二
三
年
、
刊
行
予
定
）

　

秋
津
秀
彰

「『
正
法
眼
蔵
』
伝
承
の
あ
ゆ
み
」（『
傘
松
』
第
九
四
四
号
、
二
〇
二
二
年
五

月
以
降
連
載
中
）

「
初
期
曹
洞
宗
教
団
に
お
け
る
『
正
法
眼
蔵
』
の
伝
来
に
つ
い
て
」（『
印

度
学
仏
教
学
研
究
』
第
七
一
巻
第
一
号
、
二
〇
二
二
年
一
二
月
）

「
總
持
寺
祖
院
史
料
に
よ
る
研
究
の
可
能
性
―
三
法
幢
地
の
問
題
を
事

例
と
し
て
―
」（『
鶴
見
大
学
仏
教
文
化
研
究
所
紀
要
』
第
二
八
号
、
二
〇
二
三

年
三
月
）

「
三
法
幢
地
免
牘
関
係
資
料
集
―
總
持
寺
祖
院
所
蔵
史
料
を
中
心
と
し

て
―
」（
同
前
）

「『
正
法
眼
蔵
』
開
版
停
止
・
三
法
幢
地
に
関
す
る
雑
考
―
雲
松
院
文
書

を
中
心
と
し
て
―
」（『
宗
学
研
究
紀
要
』
第
三
六
号
、
二
〇
二
三
年
三
月
）

「
近
世
に
お
け
る
三
法
幢
地
の
任
命
の
経
緯
に
つ
い
て
」（『
曹
洞
宗
総
合
研

究
セ
ン
タ
ー
学
術
大
会
紀
要
』（
第
二
四
回
）、
二
〇
二
三
年
、
刊
行
予
定
）

　

永
井
賢
隆

「
如
浄
禅
師
と
儀
礼
」（『
宗
学
研
究
紀
要
』
第
三
六
号
、
二
〇
二
三
年
三
月
）

「
道
元
禅
師
に
お
け
る
布
薩
に
つ
い
て
」（『
曹
洞
宗
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
学
術

大
会
紀
要
』（
第
二
四
回
）、
二
〇
二
三
年
、
刊
行
予
定
）

　

山
内
弾
正

「
明
治
期
に
お
け
る
宗
門
音
楽
教
化
に
つ
い
て
―
仏
教
音
楽
会
と
正
則

音
楽
講
習
所
の
関
係
を
中
心
に
―
」（『
宗
学
研
究
紀
要
』
第
三
六
号
、
二
〇

二
三
年
三
月
）

「
明
治
期
に
お
け
る
宗
門
音
楽
教
化
の
動
向
に
つ
い
て
―『
承
陽
大
師
御

畧
伝
及
御
和
讃
』
の
刊
行
と
そ
の
影
響
―
」（『
曹
洞
宗
総
合
研
究
セ
ン

タ
ー
学
術
大
会
紀
要
』（
第
二
四
回
）、
二
〇
二
三
年
、
刊
行
予
定
）

　

共
同
研
究

「『
弁
道
法
』
の
註
釈
的
研
究
（
三
）」（『
宗
学
研
究
紀
要
』
第
三
六
号
、
二

〇
二
三
年
三
月
）

「『
入
衆
日
用
』
の
註
釈
的
研
究
（
一
）」（『
宗
学
研
究
紀
要
』
第
三
六
号
、

二
〇
二
三
年
三
月
）

「『
瑩
山
清
規
』
の
研
究
（
四
）
―
「
年
中
行
事
」・「
涅
槃
講
式
」
の
翻

刻
―
」（『
宗
学
研
究
紀
要
』
第
三
六
号
、
二
〇
二
三
年
三
月
）

『
曹
洞
宗
関
係
文
献
目
録
』
Ⅳ
（
曹
洞
宗
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
、
二
〇
二
三
年

三
月
）
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〈
編
集
後
記
〉

◆
曹
洞
宗
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
宗
学
研
究
部
門
の
報
告
誌
『
宗
学
研
究

紀
要
』
第
三
六
号
を
お
届
け
致
し
ま
す
。
本
号
に
は
、
セ
ン
タ
ー
に
在

籍
す
る
研
究
員
等
に
よ
っ
て
執
筆
さ
れ
た
個
人
論
文
六
篇
と
共
同
研
究

論
文
三
篇
を
掲
載
致
し
ま
し
た
。

　
《
共
同
研
究
》「『
弁
道
法
』
の
注
釈
的
研
究
（
三
）」
は
、
一
昨
年
度

よ
り
継
続
し
て
研
究
を
行
い
、
本
年
度
を
以
て
終
了
と
な
り
ま
す
。『
弁

道
法
』
の
諸
本
を
対
校
し
て
本
文
を
策
定
し
、
訓
読
文
や
語
註
、
引
用

出
典
も
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。

　
《
共
同
研
究
》「『
入
衆
日
用
』
の
注
釈
的
研
究
（
一
）」
は
、
本
年
度

よ
り
研
究
を
開
始
し
た
も
の
で
す
。「『
弁
道
法
』
の
注
釈
的
研
究
」
と

同
様
の
方
針
で
研
究
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

　
《
共
同
研
究
》「『
瑩
山
清
規
』
の
研
究
（
四
）
―
「
年
中
行
事
」・「
涅

槃
講
式
」
の
翻
刻
―
」
は
、
平
成
三
一
年
度
よ
り
研
究
を
開
始
し
た
も

の
で
す
。『
瑩
山
清
規
』
の
諸
本
を
翻
刻
、
比
較
対
照
で
き
る
よ
う
に
す

る
こ
と
で
、
時
代
別
底
本
を
策
定
す
る
こ
と
を
第
一
の
目
標
に
定
め
て

お
り
ま
す
。
本
年
度
を
以
て
こ
の
目
標
を
達
成
し
ま
し
た
の
で
、
今
後

は
さ
ら
な
る
原
稿
の
整
理
を
行
う
予
定
で
す
。

◆
当
部
門
の
活
動
報
告
に
つ
き
ま
し
て
は
、
本
誌
並
び
に
「
曹
洞
宗
総

合
研
究
セ
ン
タ
ー
報
」
に
詳
細
を
報
告
し
て
お
り
ま
す
が
、
研
究
員

一
同
は
共
同
研
究
や
個
人
研
究
に
加
え
『
正
法
眼
蔵
』『
伝
光
録
』
等
の

宗
典
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
な
ど
、
当
セ
ン
タ
ー
が
設
置
す
る
各
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
参
画
し
つ
つ
、
宗
務
庁
の
委
託
業
務
に
も
関
わ
っ
て
お
り
ま
す
。

◆
本
号
の
掲
載
論
文
に
は
、
現
在
の
人
権
的
視
点
か
ら
は
不
適
当
と
考

え
ら
れ
る
表
現
が
存
在
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
が
、
純
粋
に
学
術
研
究

を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
決
し
て
差
別
の
肯
定
・
再
生
産
を
意
図

す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

◆
本
紀
要
は
研
究
員
そ
れ
ぞ
れ
が
日
々
研
鑽
を
重
ね
た
成
果
の
一
部
で

す
。
当
セ
ン
タ
ー
の
研
究
環
境
を
お
整
え
下
さ
っ
て
お
り
ま
す
全
国
の

御
寺
院
様
、
学
恩
を
賜
っ
て
お
り
ま
す
諸
先
生
方
を
は
じ
め
、
関
係
者

の
皆
様
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
今
後
も
精
進
に
励
ん
で
参
る
所

存
で
す
の
で
、
変
わ
ら
ぬ
御
指
導
・
御
鞭
撻
の
程
、
重
ね
て
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

◆
本
紀
要
を
企
画
・
編
集
す
る
な
か
で
、
東
隆
眞
先
生
、
伊
藤
俊
彦
先

生
、
河
村
孝
道
先
生
の
御
遷
化
の
報
に
接
し
ま
し
た
。
衷
心
よ
り
哀
悼

の
意
を
表
し
ま
す
。

�

（
編
集
担
当　

永
井
賢
隆　

九
拝
）
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明治期における宗門音楽教化について（山内）

号、新仏教徒同志会、1904。（408 頁）
（15）「都下の洋楽界」『早稲田文学』26 号、1908.1。（2 頁）
（16）来馬琢道「来馬琢道の家族」『禅的体験街頭の仏教：附・文章生活三十年

記念祝賀会記事』仏教社、1934。（539 前頁、中表紙裏）
（17）明治 38 年の夏期講習会についての資料は未見。飛鳥寛栗『それは仏教唱

歌から始まった― 戦前仏教洋楽事情』樹心社、1999。（31 頁）
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明治期における宗門音楽教化について（山内）

た。日本音楽の黎明期に宗門僧侶が積極的に関わり、音楽教育界と綿密な関
係を築いていたことは特筆すべき点である。今後、来馬が仏教音楽に対して
どのような姿勢で臨んでいたかを資料から明らかにし、当時の宗教界がこれ
らの活動にどのような反応を示していたかを調査することで、未だ研究途上
にある仏教音楽史研究ならびに近代宗門教化史の一助としたい。

　註

（１）武井謙悟「近代日本における仏教儀礼の変遷：仏教系雑誌に着目して」駒
澤大学博士（仏教学）、2020。（210 頁）

（２）白金昭文「近代における仏教讃歌と伝道」『印度學佛教學研究』29 巻 2 
号、1981。（857-859 頁）

（３）原青民「略伝」「年譜」『青民遺書』原善久編、千樹草堂、1912。（1-6 頁、
244-245 頁）

（４）大橋俊雄「近代高僧伝：梶宝順」『浄土』第 27 巻 7 号、法然上人鑽仰会、
1961。（30 頁）

（５）来馬琢道「来馬琢道略年譜」『禅的体験街頭の仏教：附・文章生活三十年
記念祝賀会記事』仏教社、1934。（579 頁）

（６）筒石賢昭「山田源一郎研究（1）その生涯と教育的業績」『東京学芸大学
紀要 第 5 部門芸術・健康・スポーツ科学』55 巻、2003。（55-75 頁）

（７）詳細については次を参照。日本音楽学校編『音楽教育への挑戦』日本音楽
学校、2003。

（８）「仏教唱歌集広告」『新仏教』第７巻 11 号、新仏教徒同志会、1906。（巻末
頁）

（９）来馬たつ子、池田立基、成田良英、来馬琢道が演者、鳴物（オルガン）
を梶宝順が担当した。「仮装狂言：月世界卯年弾初」『仏教文芸』１巻 2
号、仏教発行所、1903。（18-21 頁）

（10）「音楽史話」『仏教文芸』１巻 3 号、仏教発行所、1903。（6-9 頁）
（11）古林亀治郎編「成瀬鐡治」『現代人名辞典』中央通信社、1912。（536 頁）
（12）小林一三「宝塚生い立ちの記」『宝塚漫筆』実業之日本社、1955。（17 頁）
（13）「小関ステ」『師範学校・中学校・高等女学校教員免許台帳抄 明治 18 年

乃至 36 年』文部省総務局、1903。（475 頁）東京音楽学校編『東京音楽学
校一覧 自明治 45 年至大正 2 年』東京音楽学校、1912。（122 頁）東京音
楽学校編『東京音楽学校一覧 自大正 2 年至 3 年』東京音楽学校、1913。

（125 頁）
（14）婦人会の歌の作曲は成瀬鐡治。「仏教唱歌　真野観堂作」『新仏教』5 巻 5
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明治期における宗門音楽教化について（山内）

年の実情をまとめた。また、本会に所属する幹事および音楽家の経歴を基本
情報と対照することで、実際の活動期間や活動内容の詳細が判明した。
　さらに、資料の整理によって正則音楽講習所が来馬たつ独自の活動である
ことが否定され、組織的に活動していた仏教音楽会によって成立する活動で
あったことが判明した。これによって、従来は別組織として扱われていた両
者が同一の組織による活動である可能性が高いことがみえた。現段階では断
定はできないものの、毎月おこなわれていた定期講習の会場として正則音楽
講習所が機能していた可能性は否定できず、仏教音楽会の実態を明らかにす
るために両者の関係について引き続き調査する必要がある。
　また、両者に共通する重要人物として来馬琢道があげられる。来馬が仏教
音楽会の発起人として関わるようになった契機や、彼の音楽に対する姿勢が
どのようなものであったか、また、自坊である萬隆寺境内に音楽講習所を設
置した目的はどこにあったかについては課題として別稿にあらためたい。

10　小結

　本稿では従来の研究で不明であった仏教音楽会について調査し、資料の整
理をおこなった。その結果、本会の実質的な運営は発起人である幹事の梶と
来馬に依っていたことが判明した。また、本会の所在地である九品寺東光社
と増上寺東光社の関係については、梶の転住が関係していることがわかった。
さらに、本会事務所が最終的に萬隆寺境内に移されることから、来馬の影響
力が一貫して大きいことが示唆された。
　また、本会設立の目的が仏教音楽教科書の編纂および、仏教音楽の普及に
あることが明らかになった。管見の限り、本会のような団体や組織は他にな
く、本会の持つ特異性であると言える。また、本会に大きく関係した音楽家
の詳細を整理することで、黎明期の音楽教育界との接点が示唆された。さら
に、同様に不明であった運営状況と所属会員の一部が判明した。
　最後に、本会の活動である毎月2回の講習会について検討を行なった。そ
の結果、この講習会についての記録が不自然なほどに少ないことが判明した。
また、同地区内で洋楽講習所として世間に認知されていたのが正則音楽講習
所のみであったことが判明した。これらの資料によって、本会と正則音楽講
習所が同一のものである可能性が高いことが示された。
　仏教音楽会と正則音楽講習所については未だ不明な点が多い。しかし、今
回の調査によって活動実態の一端が明らかになり、その中心人物として宗門
僧侶である来馬が積極的に関わり、大きな影響力を保っていたことが判明し

二
九
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明治期における宗門音楽教化について（山内）

また深瀬（1995）は、たつが「実質的な指導者」であったと紹介している。
　しかし、ここで正則音楽講習所が来馬たつ主導の活動だと捉えるのはやや
早計の感がある。もしも来馬たつが独自の価値観をもって主催として講習所
を立ち上げたのならば、それは仏教音楽会と別組織となろう。しかし、夫で
ある琢道の影響力があったとはいえ、開設からわずか3年で仏教音楽会を押
しのけ、浅草区で唯一紹介される音楽団体に成長したとは考えづらい。また、
音楽を専門に学んでいない来馬たつが合唱団の育成ができるほどの指導を達
成したとも考えづらく、明治41年の時点で三澤すてが所長に就任しているこ
とを見ても仏教音楽会と分けて捉えるのは無理がある。自伝の経歴内にも
「仏教音楽会のために努力」とあるように、正則音楽講習所は萬隆寺境内にあ
りながら仏教音楽会と密な連携がなされていたことは疑いないであろう。
　また飛鳥（1999）は、正則音楽講習所が仏教音楽会とは別組織だと判断し
ている。この判断の根拠については定かではないが、おそらく前者が事務所
である東光社と別住所であったことと明治38年の夏期講習会が「正則」と
「音楽会」の共同主催であったことが大きいと思われる（19）。しかし、この情報
だけでは両者が別組織であったことを断定することはできない。
　会則五條によれば、夏期講習会は「適宜の場所に開く」とされるため、こ
れが事務所以外の場所で開催されたとしても不思議ではない。また、名称の
違う共同開催といえども、先に述べたように浅草から紹介される音楽講習所
がただ1軒だけであったことを踏まえれば、その内実は同一組織によるもの
であったことも十分に考えられる。さらに、設立翌年の記事には「更に組織
を整頓してオルガン、唱歌、楽典の三科を一ヶ年間に修了するの方法を設け、
統一せる教授法を執ることに決し」とある。正則音楽講習所がこの記事の翌
年に設立されたことを踏まえると、「組織の整頓」によって毎月の講習会を行
う場所が変更され、事務所からほど近い萬隆寺境内に専任講師をおき、さな
がら学校のように統一された指導をもって音楽を教授する場所が新設された
と見ることもできよう。
　しかし、これらもまた推測の域を出るものでは無い。白金（1981）によれ
ば、時期は定かでないものの、仏教音楽会の所在地は大正6年の時点で萬隆
寺に移っている。両者の関係については今後の資料調査をさらにすすめてい
きたい。

9　今後の課題

　以上、仏教音楽会の基本情報として会則を確認し、活動実態として設立翌
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三
〇
〇

575頁）には当時の音楽団体の主だったものとして都内各所の施設を挙げられ
ているが、浅草区からは正則音楽講習所のみが紹介されている。
　三澤すて子は、先にも紹介したように仏教音楽会に大きく貢献した音楽家
のひとりである。本科専修部を修了した三澤は、刊行された譜例集に名前が
見当たらないことからも、作曲や作詞ではなく主に器楽の指導者として関
わっていたと推測される。三澤が「仏教音楽会」と「正則音楽講習所」を掛
け持ちしていた可能性もあるが、この場合であってもやはり、仏教音楽会が
洋楽教習所のリストから漏れるとは考えにくい。本会では設立翌年に「オル
ガン、唱歌、楽典の三科を一ヶ年間に修了する」という課程が設けられてい
ることからも、当時の音楽団体の紹介記事から仏教音楽会が意図的に排除さ
れたという特別な理由がない限りは、仏教音楽会の講習が別名義で行われて
いたと見るのが自然であろう。よって本稿の最後に、仏教音楽会の定期講習
を実際におこなっていたのが九品寺東光社ではなく「正則音楽講習所」で
あった可能性を検討する。

8　正則音楽講習所について

　正則音楽講習所は、明治37年に萬隆寺境内に設けられた施設である。萬
隆寺は仏教音楽会幹事のひとりである来馬琢道の自坊であり、九品寺東光社
と同じ浅草にあった。この施設については従来の研究でもその存在は認めら
れていたものの、主に妻である来馬たつの活動であると見做されてきた。来
馬琢道の自伝にはたつの経歴が紹介されており、そこに正則音楽講習所につ
いて見ることができる（18）。いくつか重要な情報を含むため以下に概略をまと
めておく。
　来馬たつは、東京浅草の浄土宗保元寺の次女として明治12年に生まれる。
お茶の水高等女学校補習科を経て、千英小学校の訓導として勤務した後、日
本女子大学校国文科に入学。第一期生として卒業。明治35年に来馬琢道に
嫁ぐ。付近の未就学児童を集めて教育した後、明治38年に正則音楽講習所
を開設し、同40年に和洋家庭料理講習所を初めて好成績を収める。また仏
教音楽会のために努力し、明治40年の第日本仏教徒大会には合唱団を率い
て浅草本願寺会場において合唱する。仏教界において合唱を行うのはこれが
嚆矢とされる。
　一見すると、音楽に関わる活動がすべて来馬たつによって主催されていた
かのような印象を受けなくもない。実際、熊本（1996）は来馬たつが「寺院の
補佐にとどまらない活動」を見せたとして正則音楽講習所を紹介している。
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表 1　『仏教唱歌集』（東光社、明治 39 年 8 月刊行）作曲者・作品数比較
作曲者 作曲数 卒業学校 卒業年 備　考

成瀬鐡治 8 曲（7曲） 東京府師範学校 明治26年 （明治36年帰京）
安藤弘 7 曲 東京音楽学校 明治38年7月 本科器楽科（ピアノ）
山田源一郎 3 曲 東京音楽学校 明治22年7月 本科専修部（ヴァイオリン）
渡辺森蔵 3 曲 東京音楽学校 明治32年7月 師範部
鈴木米次郎 1 曲 東京音楽学校 明治21年7月 音楽取調掛全科

大村恕三郎 1 曲 宮廷雅楽師、洋楽家
（明治38年本願寺系相愛女
学校教師）

小出雷吉 1 曲 東京音楽学校 明治22年7月 本科専修部（ピアノ）

　最大作曲数は成瀬の8曲であるが、歌詞の異なる同一旋律曲が含まれるた
め実際の作曲数は安藤と並ぶ。次点では山田と渡辺が並んでいる。しかし、
渡辺の名前が序文に附されていないことから、本会との関わりはそれほど密
ではなかったことが推測される。また、鈴木以下3名の関わりについては現
在調査中である。

7　講習会の実態について

　仏教音楽会の目的は、「仏教音楽の制定」と同時にその「普及を謀る」こ
とにあった。後者の達成のために「定期臨時に仏教音楽会を開く」ことが会
則に示されている。この「定期臨時」とは会則五條の定期講習と臨時講習を
指し、「毎月二回以上の講習」と「夏期講習会」を示している。
　夏期講習会は、明治35年から明治39年まで毎年開催され、その様子や内
容は各種雑誌で記事に残されている。しかし、毎月の講習会についての情報
は判然としない。事務所の置かれた九品寺東光社にて開催されたとするが、
その実態や広告などの記録は管見の限り見当たらない。
　講師には、顧問であった山田源一郎、翌年からは渡辺と成瀬が担当してい
る。山田と渡辺はともに東京音楽学校教授であり、当時をして一流の音楽家
であった。年1回行われた夏期講習会の記録が残っていることを見ても、毎
月の講習会についての記録や広告が一切見当たらないのは些か不自然である。
また、「都下の洋楽界」と題された記事からは、当時活動していた音楽団体が
確認できる（17）。ここでは洋楽教習所として21箇所の施設が列挙されるが、こ
の中に仏教音楽会や九品寺東光社の住所などは見当たらない。しかし、浅草
区にある講習所として「正則音楽講習所」と「所長三澤すて子」の名前を確
認することができる。同様に、『本邦洋楽変遷史』（三浦俊三郎、日東書院、1931。
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瀬鐡治（1872〜？）、安藤弘（1883〜1967）、三澤すて子（？〜1914頃）の多大な
助力があったことが附言されている。
　従来の研究では山田源一郎の他3名が何者であるかは判然としない。また、
仏教音楽会と関わる契機についても不明である。音楽家たちがどのようにし
て団体と関わっていたかは今後の課題としておくが、資料的補填として山田
以外の3名の経歴を簡単にまとめておく。
　成瀬鐡治は明治5年に東京浅草に生まれる。明治17年に浅草大田原塾に
て漢籍及び英語を修めたのち、商業素修学校に学び、明治26年に東京府師
範学校を卒業する。この時、山田源一郎は東京府師範学校の教員であった。
明治31年音楽科中等教員の免許状を受け、翌32年東京外国語学校に入って
英語学を専修する。師範学校を卒業と共に深川区明治小学校訓導、また日本
橋区久松小学校に転じ、さらに徳島県師範学校教諭を3年間務める。明治36
年に帰京し本郷小学校訓導になる。同年、仏教音楽会夏期講習会に講師とし
て参加。明治39年に追分小学校長となり、仏教音楽会顧問に就任する。明
治44年に新校舎となった根津小学校に転じる。本郷区教育理事等を務める。
没年不詳（13）。
　安藤弘は東京生まれ。東京音楽学校本科器楽部でピアノを学び明治38年
7月卒業する。明治42年に福井師範学校へ異動。大正2年 7月に宝塚唱歌
隊（現在の宝塚歌劇）の指導に夫婦であたる。初期の公演で作曲や脚本を担当
した。妻は旧姓を小室千笑（智恵子、千恵子の異同あり）といい、安藤とは同級
で声楽部を主席で卒業した。また、安藤は本願寺の僧侶でもあったようだが
詳細は不明。第一次鳩山内閣の文相であった安藤正純は兄にあたり、現在の
浄土真宗東本願寺派本山である東本願寺の境内に徳風幼稚園を設置してい
る。新仏教同志会に所属した安藤弘とは同姓同名の別人（14）。
　三澤すて子（三澤ステの異同あり）は東京士族の生まれ。東京音楽学校専修科
にてヴァイオリンを学び、明治29年 7月卒業する。旧姓は小関。明治34年
に師範学校・高等女学校教員免許を取得。明治39年、成瀬鐡治とともに仏
教音楽会主催の音楽夏期講習会で主任講師を務める。この頃、三澤彌一郞と
結婚し改姓する。三澤彌一郞は私立千英尋常高等小学校の校長を務めた。明
治41年の時点で正則音楽講習所の所長に就任しており、大正2年頃まで務
めた。大正3年頃に死去（15）。
　以上 3名のうち、成瀬と安藤は作曲家としても関わっている。『仏教唱歌
集』に収録された全31曲の作品を見ると、作曲者が明らかな作品は26曲で
あり、7名の作曲家が関わっていることがわかる（16）。この中から作曲数の多
い順番に並べると以下のようになる。
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刊行後、本集は浄土宗教校（現在の芝中学・高等学校）の唱歌教科書に採用され
た（10）。
　また、「新年に大会を催したる後、一層の奮励を見る」とあるように、仏教
音楽会の新年大会が開催されていた。この会で来馬は仮装狂言「月世界卯年
弾初」を制作し発表している（11）。発表には不都合や失敗が多く上出来といか
なかったようであるが、これについては鷲尾順敬が触れており、仏教史料を
採集する中で出会った歌舞音曲に関する事例を挙げながら「決してヒヤカス
べからず」と擁護している（12）。
　最後に、この記事の筆者について触れておきたい。資料末尾では「仏教音
楽会員某前号の記事を見て答ふ」とある。ここで筆者は明かされていないが、
仏教音楽会や仏教青年伝道会の近況に精通していることや、本会の今後につ
いて具体的に触れていること、また『仏教文芸』での定期報告を約束するこ
となどを踏まえると、本会の中心であった幹事3名の内の誰かであった可能
性がある。さらに『仏教文芸』の廃刊に伴って以後の消息が不明瞭になるこ
とを考えると、雑誌の主幹であった来馬の可能性がわずかに高い。本稿では、
記事の筆者が本会の中心職にあった人物であると判断し、この資料が設立翌
年の状況を精確にあらわしたものだと見なしている。
　以上駆け足ではあるが、「仏教音楽会規則」および設立翌年の資料である
「仏教音楽会の消息」、『仏教唱歌集』の序文等を通じて、主に設立翌年おけ
る本会の活動状況を見てきた。本会については未だ不明瞭な点が多く残るも
のの、仏教音楽教科書の編集に向けて組織だった運営がなされており、発足
時の幹事である梶と来馬が中心となって活動されたことがわかった。また、
日本で最初の私立音楽学校を立ち上げた山田源一郎が設立当初より顧問とし
て関わっていることから、音楽教育界との密接な交流関係が築かれている可
能性が見えた。また、梶の自坊にあった九品寺東光社からは『仏教唱歌集』
が発刊された。これは「教科書として適當なる体裁を備へざること」とされ
た上に発刊まで時間を要したが、刊行後はすぐに浄土宗教校の唱歌教科書に
採用されたことから、設立翌年より進められていた教科書の編纂という目的
は一定の成果を果たしたと見て良いだろう。

6　仏教音楽会の音楽家

　白金（1981）が「活動は活発であった」と指摘するように、活動4年間で
約30曲もの新作をまとめあげた仏教音楽会には、当然ながらこれを支える音
楽家の協力があった。『仏教唱歌集』の序文には、音楽家の山田源一郎、成
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歌の伝習をなす筈に候。猶ほ同地は、上野公園に近く、浅草公園隅田川とは僅に一町

を距つるに過ぎざれば、夏日の散歩場としては極めて適当にて遠隔の地在住の者には

宿泊の便宜を興ふる都合なれば、近隣の人士は東京見物旁来京あるも、非常に好都合

なるべし、追て同会の成績に就ては、今後詳細に報ずべきも、夏期講習会開催の挙あ

るに際し、近況一班を御報じ申上候、されば同会は目下静に活動致して居るものにて、

決して運動を停止したるものに無之故、厚く永き御同情を冀ひ候（仏教音楽会員某前

号の記事を見て答ふ）

� （「仏教音楽会の消息」『仏教文芸』１巻７号、仏教発行所、1903。（31-32頁））

　この資料から、設立翌年の仏教音楽会の状況がわかる。まず注目すべきは、
同会の目玉的存在でもあった山田源一郎の指導が「学務多忙を極め」たため
に変更された点である。これは、山田の退会を意味するものでは無い。この
年の夏期講習会には参加していることからも、「学務多忙を極め」ながらも仏
教音楽会との密な関係は維持していたと思われる。また、山田は会の設立当
初より顧問として名を連ねており、毎月講習をおこなう担当講師の変更は予
定調和であった可能性もある。
　続いて、受講した練習生の属性として「各寺の住職や令嬢、教学校生徒、
其他有志者」があったことがわかる。これは会則第三條の「僧俗男女を問は
ず」が実践されていたことを意味する。当時、男女共学が風紀を乱すものと
する認識や女性が音楽を学ぶことに対する批判などもあり、現代のように音
楽を学ぶ環境が十分に整理されていなかった（９）。しかし、先の資料中でも仏
教青年伝道会との連携が謳われているように、仏教音楽会の参加には「僧俗
男女を問はず」という姿勢が一貫していたとみてよいだろう。当時をしても、
仏教音楽を中心に取り上げ、さらに男女僧俗の垣根を超えて音楽を学ぶこと
が出来た場所は珍しく、仏教音楽会の持つ特徴であると思われる。
　また、会の目的である「仏教唱歌教科書の編纂発行」が順調であるとの報
告があげられている。これについては『仏教文芸』（仏教発行所、１巻3号、1903。
39頁）にも同様の報告がなされており、山田源一郎と渡辺森蔵の賛助を得て
約10種の作曲が終了したとされる。しかし、発刊目前と思われた編纂事業は
ここから消息を断ち、3年後の『仏教唱歌集』を待つことになる。『仏教唱歌
集』の序文には、「可成完全のものを得んとの希望より、荏

ジン

苒
ゼン
（のびにのびて）

今日に至れり」とあり、当初予定していた「仏教唱歌教科書」が『仏教唱歌
集』として刊行されたことが示されている。またここでは、世間から仏教唱
歌需要の高まりを感じ、これに応答するために「略譜を用ひたること及び教
科書として適當なる体裁を備へざること」がありながらも刊行したとする。
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したい。山田源一郎については、筒石（2003）に詳しい（７）。山田は、日本で初
めて編成された弦楽四重奏団でヴァイオリン奏者を務め、明治22年に東京
音楽学校を主席で卒業した。卒業後は多数の音楽学校で教鞭を取り、唱歌を
中心に作編曲にも精力的に関わった。また、日本で最初の私立音楽学校の嚆
矢となった「音楽遊戯協会講習所」の創設者でもある。この講習所の設立は
仏教音楽会設立の翌年にあたり、お互いに影響を及ぼした可能性が高いと思
われる。両者の関係とその詳細については、仏教音楽史を通覧する上で重要
であると思われるが紙幅の都合上本稿では措いておく。

5　設立翌年の活動状況について

　会則六條にあるように当時の音楽界の著名人を講師に迎え、仏教音楽会は
華々しく設立されたように見える。しかし、その活動実態については十分に
周知されていなかった。設立翌年には「仏教音楽会の消息」と題して『仏教
文芸』に記事が掲載されている。長文ではあるがこちらも引用したい。

仏教音楽会の消息（夏期講習会開設を紹介す）

仏教音楽会の消息に就き、時々有志諸君よりの高問に接し、目下何をなしつつあるや

に就いては種々の御疑問も有之候へども、同会は、昨年度梶宝順、来馬琢道、原青民

の三人発起となり設立せるものにて、昨年夏期講習会の終ると與に発会式を行ひ、東

京音楽学校教授にて、第一流の大家と称せらるる山田源一郎氏を顧問とし、同氏指導

の下に毎月二回以上の講習を行ひ、初めは山田氏自身が教鞭を執られしも、学務多忙

を極められたるにより、同じく音楽学校教授たる渡辺森蔵、成瀬鉄治の両氏代りて教

鞭を執られ、只今までに講習したる曲数、約四十曲に達し、音楽に関する理論即ち楽

典講義もだいぶ進捗し來り、練習生は、各寺の住職や令嬢、若くは仏教学校生徒、其

他有志者にて、毎回二十余名の出席あり、本年に入りては、新年に大会を催したる後、

一層の奮励を見る特に「仏教唱歌教科書」編纂発行の企てありて、大内青巒、土岐善

静、真野観堂、外数氏の作に係る唱歌に作曲を乞ひ、近日中に出版の都合と相成り、

既に十数曲も完成致したる由に候、猶ほ此音楽会好都合なりしは、仏教青年伝道会が、

本会の付近なる浅草公園に数十日間説会を開始せる為、同会との連絡を謀り、本会よ

り会員日々出張して「伝道唱歌」を奏し幸に同会員をして音楽習得の必要を感ぜしめ、

且つ聊か本会の実効を世に紹介するの便宜を得候、仍て、来る九月よりは、更に組織

を整頓してオルガン、唱歌、楽典の三科を一ヶ年間に修了するの方法を設け、統一せ

る教授法を執ることに決し、其端緒として、第二回夏期講習会を同会事務所に開くこ

ととし、来る七月下旬より二週間講師を招聘して右三科の講習をなし、其間に仏教讃
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三
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第六條　本会は各種の指導を仰ぐため顧問として斯道の名家を請聘す

第七條　本会会員を別ちて特別会員正会員賛助会員とす

　　　　一、　本会に対し特に効労ある者及び評議員の推選に依るものを特別会員とす

　　　　二、　一定の会費を醵出し本会維持の責に任ずる者を正会員とす

　　　　三、　本会の主義目的を賛し其の普及に盡力する者を賛助会員とす

第八條　本会は毎年一回総会を開く

第九條　�本会に幹事三名評議員十名を置き幹事は総会に於て之を選挙し評議員は幹事

之を選定す

第十條　幹事は会務を分掌し、評議員は本会の重要なる会務を評決す

第十一條　本会の経費は会費及び有志の寄付金を以て之を支弁す

第十二條　本会正会員の会費は毎月金十銭とす

第十三條　入会を希望するものは宿所氏名を明記して幹事に申出づべし

第十四條　本則施行上必要なる内規は評議会に於て之を定む

第十五條　本規則の改正は総会出席者三分の二以上の賛成により行ふ事を得

� （『禅宗』91号、禅定窟、1902。（76頁））

　ここから、仏教音楽会設立の目的を確認できる。まず、「仏教音楽の制定」
として仏教音楽教科書および歌集の編纂が意図され、またその「普及」のた
めに定期的な仏教音楽会の開催が企画されていたことがわかる。この2つが
本会設立の骨子であった。また、前者については『仏教唱歌集』の序からも
明らかではあったが、従来の研究では飛鳥（1999）が触れるのみで重要視され
ていない。この当時、仏教唱歌の作品集はそれなりに刊行されていたものの、
管見の限りこれらを教科書として発行しようとする組織だった動きは他にな
い。しかし、折しも刊行年である明治35年に「教科書疑獄事件」が起こり、
学校教科書の採用が検定制から国定制へと移り変わることとなる。この社会
背景との関連については課題として別項に譲りたい。
　また、会則七條以下は運営に関わる事項となっている。これは全貌が未だ
明らかでない本会の一端を示している。先述したように、幹事であった原は
発足当初から鎌倉で静養しており、活動が始まって4年で死去している。こ
の会則によれば新たな幹事が選出されるが、本会の運営状況や会員選挙に関
する資料は見つかっていない。本会会員についても詳細は不明であるが、後
述する資料で鷲尾順敬（1868-1941）が仏教音楽会の新年会に参加していたこ
とが確認されるため、引き続き資料を整理しつつ当時の運営状況と会員につ
いて調査をすすめていく。
　また、顧問として山田源一郎（1869-1927）が名を連ねていることにも注目
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る際に雑誌『東光』は終刊号を出して廃刊したため、九品寺東光社もその頃
に畳まれたと推測される。仏教音楽会はその後、具体的な時期は不明ながら
も大正6年までに来馬琢道の自坊である萬隆寺境内へと移設された。
　また、『仏教唱歌集』および『仏教唱歌集初篇』の刊行時期と照らし合わ
せると、これらの刊行年が原と梶の死去した時期と近しいことがわかる。特
に前者の『仏教唱歌集』の序には附言がされており、作編集に関わった土岐
善静（1850-1906）と原がこの時点で亡くなっていたことが示されている。両者
はともに刊行年である明治39年に死去しており、後述する本来意図しない形
での刊行に影響をおよぼしている可能性がある。白金（1981）が「発足から満
四年を経た時点で30曲の新作仏教讃歌を刊行したのであるから、仏教音楽会
の活動は活発であった」と指摘するように、当初から活動を急いでいた印象
を受ける仏教音楽会であったが、その背景には発起人の体調不良のほか、後
述する要因が重なったことによる複雑な事情があったと推測される。

4　仏教音楽会の運営

　続いて、白金（1981）の資料に補填する形で仏教音楽会の活動を詳細に見て
いきたい。ここで取り上げられている趣意書が具体的に何を指すものか定か
ではないが、本会の全容を探る上で『禅宗』に掲載された記事を以下に引用
しておく。ここでは仏教音楽会の目的と会則が紹介されている。

●仏教音楽会

仏教唱歌の制定且つ其普及を謀るの目的を以て、票題の如きものを設け、目下東京浅

草区山の宿町東光社に置き梶宝順、原青民、来馬琢道氏専ら尽力し、顧問には山田源

一郎氏なる由、尚ほ左に全会の規則を掲ぐ。

�
仏教音楽会規則

第一條　�本会は仏教音楽会と称し其事務所を東京市浅草区山之宿町十九番地東光社内

に置く

第二條　本会は仏教音楽の制定及び普及を謀るを以て目的とす

第三條　本会は僧俗男女を問はず本会の目的を賛する者を以て組織す

第四條　�本会は前條目的を達せむため仏教音楽教科書及び仏教唱歌集の編纂に従事し

且つ定期臨時に仏教音楽会を開く

第五條　�定期講習は毎月二回以上之を事務所に開き臨時講習は毎年夏期之を適宜の場

所に開く

三
〇
七
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内千手院に引き静養する。明治39年示寂。享年38歳。遺稿集として『青民
遺書』があり、修養に関する法話や書簡、讃歌等が収録される（３）。
　梶宝順は三河国岡崎本多藩の家老の長男として生まれる。父の死去に伴い
明治11年に得度した。明治19年に福田行誡（1809-1888）をたよって上京し、
釈雲照（1827-1909）などと共に『能潤会雑誌』（のち『仏教』と改名し新仏教運動
を促進する）を刊行する。同年、浅草吉野町貞巌寺の住職となり、自坊に経世
書院をつくって多数の単行本を発行した。明治31年には東光社を増上寺山
内に設け、伝道機関紙『東光』を発行する。貞巌寺を東光支社として発行と
経営に従事し、明治33年に浅草山之宿九品寺に転住した。明治35年 8月に
は浄土宗における最初の仏式結婚式となる藤田良信の仏教式婚儀を挙行した。
明治42年には宗議会議員となり活躍する。持病の悪化に伴い、大正4年頃
に九品寺を辞して小田原常光寺に転住する。大正9年示寂。享年56歳（４）。
　来馬琢道は東京神田に生まれ、曹洞宗高等中学林を経て曹洞宗大学林を卒
業した。明治33年師父の跡を継いで浅草萬隆寺に入る。雑誌『仏教』（のち
に『仏教文芸』に改名）の主幹、雑誌『伝道』の主催、『通俗仏教新聞』の編集
など多数の刊行物に関わる。明治35年には、梶宝順を媒酌人として曹洞宗に
おける最初の仏前結婚式を挙式した。明治40年に大日本仏教大会および大日
本仏教青年総合会の専務委員に選出される。また仏教青年伝道会の幹部とし
て天幕伝道（浅草公園等で行われた野外布教活動）を行い、檀徒の喜捨を得て浅草
公園に仏教大会堂を設立した。明治44年には日置黙仙（1847-1920）に従って
シャムの皇帝戴冠式に出席した。昭和8年に仏教音楽協会評議員に就任。萬
隆寺境内では正則音楽講習所、家庭料理講習所、萬隆寺幼稚園を設置した。
また参議院議員として当選し緑風会に所属した。『禅門宝鑑』『曹洞宗全書』
のほか多くの刊行物の発刊と編集に関わった。昭和40年示寂。享年88歳（５）。
　ここであらためて仏教音楽会の基本情報と三者の経歴を対照してみると、
会の設立時にはすでに原が東京を去って鎌倉で静養していたことがわかる。
また、原の没年である明治39年に『仏教唱歌集』が刊行されたことからも、
幹事3名のうち主だった活動をしていたのは梶と来馬であったと推測される。
　また、仏教音楽会の所在についても確認したい。仏教音楽会は白金（1981）
にまとめられているように、「東京市浅草区山之宿十九番地東光社」に設置さ
れた。しかし、東光社は明治31年に増上寺山内に設けられており、この住所
とは異なっている。これは、東光社設立の中心人物であった梶が貞巌寺に設
立した「東光支社」が関係していると思われる。この支社が梶の転住に伴っ
て浅草山之宿九品寺へと移設されたために、仏教音楽会設立の際には「九品
寺の所在地にある東光社」として表記されたのだろう。梶が小田原へ転住す
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2　仏教音楽会について

　仏教音楽会は、明治35年に浅草の東光社で発足した。白金（1981）によれ
ば、仏教音楽学会は明治39年 8月に『仏教唱歌集』を刊行し、大正6年 7
月に増訂改版を『仏教唱歌集初篇』として上梓している（2）後者には仏教音楽
会略史が2頁にわたって収載されるが、筆者未見のため白金（1981）のまとめ
た基本情報を次に引用する。

⑴　�明治 35年 8月 16日より東京市浅草区山之宿十九番地東光社において、仏教音楽

を中心とした夏期講習会が開かれた。講師は東京音楽学校教授山田源一郎で、唱

歌および器楽法を教授した。受講者は二十余名であった。

⑵　8月 29日に仏教音楽会の発会式を東光社において挙げ、趣意書を発表した。

⑶　�趣意書の要点は①従来の仏教唱歌はキリスト教讃美歌の模倣であったり、在来の

和讃に曲譜を付した類に過ぎなかった。②西洋音楽の隆盛になりつつある今日で

は、時代思想に適合せる音楽を制定する必要がある、の二点に集約される。

⑷　�発会後は、原青民、梶宝順、来馬琢道の三名が幹事になり、毎月第一、第三日曜

日に講習を続けた。

⑸　夏期講習会は明治39年まで毎年開催された。

⑹　�仏教音楽会の所在地は最初は梶宝順の自坊に設置された東光社であったが、大正

6年の時点では既に来馬琢道の自坊・万隆寺内（東京市浅草区新谷町十番地）に

移っている。

　管見の限り、仏教音楽会についての情報は白金（1981）によってまとめられ
た以上の内容に終止している。しかし、当時発刊された雑誌記事および広告
を参照すると、より詳細な実態が明らかになる。本稿では白金（1981）のまと
めた内容を基本情報として、資料整理と考察をおこなった。

3　仏教音楽会の幹事

　まず、会の発足にあたり中心となった浄土宗僧侶の原青民（1868-1906）、梶
宝順（1864-1920）、曹洞宗僧侶の来馬琢道について簡単にまとめておく。
　原青民は愛知に生まれ、浄土宗学本校専門科にて『俱舎論』等を学んだ。
明治29年に卒業したのち、東京支校教授となる。浅草正定寺の住職のほか、
『浄土教報』の主筆などをつとめたが、肺結核により明治31年に鎌倉光明寺

三
○
九
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1　はじめに

　筆者は「明治期における宗門音楽教化の動向について―『承陽大師御畧伝
及御和讃』の刊行とその影響―」（『曹洞宗総合研究センター学術大会紀要』24号、
2022刊行予定）の中で、明治期の宗門における音楽教化に焦点をあて、大内青
巒（1845-1918）の著作を中心に宗門における影響の一端を確認した。戦前の
宗門における音楽教化の動向については『曹洞宗教団史における梅花流』（曹
洞宗総合研究センター編、梅花流詠讃歌プロジェクト、2019）の中でまとめられてい
るが、その詳細については未だ課題が残されている。
　本稿では同時期に活躍した宗門宗侶の来馬琢道（1877-1964）に焦点をあて、
多岐に渡った師の教化活動の中で十分に論じられていない仏教音楽会および
正則音楽講習所について調査し、関連資料を整理しながらその実態を確認す
る。来馬の教化活動については、これまでに熊本（1996、2010）、松葉（2018）
らによって取り上げられている。また、活動の中でも特に際立っている仏前
結婚式については、疋田（1977）、深瀬（1995）、本多（2015）、武井（2020）ら
によって論じられている。来馬は、宗門内で仏前結婚式を最初に行った人物
として認識されており、他宗派の仏前結婚式に関する論文の中でもまた重要
な人物として取り上げられている（1）。
　しかし、この多岐にわたる活動の中で、来馬が発起人として関わった仏教
音楽会については十分な調査は進められていない。近代仏教音楽についてま
とめた竹内（1966、1972）が紹介しているものの、ここでは具体的な内容につ
いては不明とされている。また、白金（1981）は従来の研究で不明であった活
動についての基本情報をまとめているが、資料的補填に止まっており、その
実態までは明らかにしていない。飛鳥（1999）は戦前の仏教音楽について詳し
いが、ここでも仏教音楽会についての情報は白金（1981）の域を出ていない。
本稿では従来の研究で不明であった仏教音楽会の実態を明らかにし、正則音
楽講習所との関係について検討する。

明治期における宗門音楽教化について
―仏教音楽会と正則音楽講習所の関係を中心に―

山　内　弾　正
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